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■地域アクションプランとは 
 

地域アクションプラン（地域 AP）は、地域の文化や特色といった地域性や、生活
圏域、行政サービス面でのまとまりを考慮して、７つの地域を設定し、それぞれの地域
で進める具体的な取り組みを明らかにしています。 
　その取り組みは、「地域からの発案で提案されるもの」と「産業成長戦略の取り組み
のうち地域の独自性を有するもの」に分けられます。地域 AP は、地域の雇用の創出
や所得の向上を目指そうとする取り組みを、市町村との連携のもとに支援する県の計
画であると同時に、事業実施主体の行動計画としての性格も有しています。 
　地域 AP の実行にあたっては、PDCA サイクルによる取り組みの状況の検証や見
直し、新たな取り組みの追加等を行いながら、広く地域の暮らしを支えていける産業
へ成長していくことを期待して、官民協働で取り組みを進めています。 
　第５期産業振興計画（計画期間：令和６年度～９年度）の策定にあたって、
新たな展開が見込まれない取り組みや一定軌道に乗った取り組みなどの地域 AP か
らの削除、既存の地域 AP の統合・分割、地域からの新しい発案などによる地域 AP
の追加などを行った結果、令和８年度は１５５の取り組みを推進していきます。



Ⅰ　地域区分 

 
地域アクションプランは、県内を７つの地域（ブロック）に区分して、それぞれの地域ごとに策定して

います。 
この７つの地域区分は、地域の文化や特色といった地域性、広域行政圏としての市町村の結び

つきやまとまり、また、生活圏や商圏、通学圏などといったこれまで社会的に形成されてきたつながりを
重視して区分したものです。 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 地域名 担当する範囲
 安 芸 地域 9 市町村（室戸市、安芸市、東洋町、奈半利町、田野町、安田町、 

北川村、馬路村、芸西村）
 物 部 川 地域 3 市（南国市、香南市、香美市）
 高 知 市 地域 1 市（高知市）
 嶺 北 地域 4 町村（本山町、大豊町、土佐町、大川村）
 仁 淀 川 地域 6 市町村（土佐市、いの町、仁淀川町、佐川町、越知町、日高村）
 高 幡 地域 5 市町（須崎市、中土佐町、梼原町、津野町、四万十町）
 幡 多 地域 6 市町村（宿毛市、土佐清水市、四万十市、大月町、三原村、黒潮町）

 
地域 面積

人口
 H27.10 月 R2.10 月
 安芸 1,128.50 k ㎡ 48,350 人 43,666 人

 物部川 789.64 k ㎡ 108,456 人 105,384 人

 高知市 308.99 k ㎡ 337,190 人 326,545 人

 嶺北 756.68 k ㎡ 11,928 人 10,632 人

 仁淀川 1,153.06 k ㎡ 79,295 人 74,255 人

 高幡 1,405.32 k ㎡ 56,173 人 50,797 人

 幡多 1,561.71 k ㎡ 86,884 人 80,248 人

 合計 7,103.90 k ㎡ 728,276 人 691,527 人

※人口は、国勢調査による

物部川

安 芸

嶺 北

仁淀川

高知市

高 幡

幡 多
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Ⅱ　各地域の具体的な取り組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「各地域の具体的な取り組み」の構成について 

 

（１）地域の産業を取り巻く状況 

地域性や生活圏域、行政サービスの面でのまとまりを考慮して 

設定した７つの地域について、これまで（平成２１～令和７年度）

の地域アクションプランの取り組みの成果や、地域の抱える課題

を踏まえた産業の状況としてまとめています。 

 

（２）地域アクションプランの概要 

第５期計画 ver.３（令和８年３月）に位置付けられた地域アクシ

ョンプランの個々の取り組みについて、地域全体での産業分野を

意識した概要としてまとめています。 

 

（３）具体的な取り組み 

地域アクションプランの取り組みについて、取り組みごとの関係

する市町村を表した項目の一覧と地図、あわせて、個別項目の事

業主体や事業概要、取り組みの年次計画などを表記しています。 
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１　安芸地域　　　　　　　　　　　　 

 

（１）　地域の産業を取り巻く状況 

 

　安芸地域は、高知県の東部に位置し、海・山・川の恵まれた自然と温暖な気候を生かし、

古くから第一次産業を中心に営んできましたが、年々人口が減少し、昭和30年代半ばには

10万人余であった当地域の人口は、令和２年の国勢調査では43,666人となり、前回調査（平

成27年）と比較して9.7％減少するという状況になっています。 

　安芸地域の令和４年度の市町村内総生産（名目）は、157,028百万円であり、平成27年度

と比較すると約4.4％増加しています。なお、令和４年度の県内総生産（名目）に占める割

合は約6.5％です。 

　産業別構成比（令和４年度）は、第一次産業である農林水産業の割合が10.6％を占め、

県全体と比較して高いことが特色に挙げられます。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27(安芸地域)

R4(安芸地域)

H27(高知県)

R4(高知県)

R4(国)

農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比

特化係数※ H27 R4 特化係数※ H27 R4
農業 2.66 2.91 宿泊・飲食 0.93 0.85 
林業 2.25 2.13 情報通信業 0.34 0.04 
水産業 4.24 3.76 金融・保険業 0.54 0.52 
鉱業 1.69 0.71 不動産業 0.79 0.72 
製造業 0.98 0.98 専門 0.39 0.35 
電・ガ・水・廃 1.32 1.20 公務 1.12 1.15 
建設業 1.67 2.51 教育 1.20 1.09 
卸売・小売業 0.70 0.58 保健衛生 0.97 0.93 
運輸・郵便業 0.64 0.62 その他サービス 1.09 0.94 

高知県を比較対象
とした場合

安芸地域
高知県を比較対象

とした場合
安芸地域

農業
林業

水産業

鉱業

製造業

電気・ガス・水道・廃

棄物処理業

建設業

卸売・小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス業

情報通信業

金融・保険業

不動産業

専門・科学技術、業務

支援サービス業

公務

教育

保健衛生・社会事業

その他のサービス

産業構造の特徴

※特化係数:安芸地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、 
高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。

 
出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）
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農業分野 

平坦地域では冬春ナスを中心とするハウス園芸地帯として、中山間地域ではユズの産地

として、地域の特性に応じた多様な農業が展開されており、それぞれ日本一の生産量を誇

っています。 

施設野菜については、全国に先駆けた天敵昆虫の利用などに取り組み、消費地から安全・

安心な野菜の産地として高い評価を受けています。また、収量・品質の向上を目指した環

境制御技術の普及拡大に取り組んでいます。 

一方、ユズについては、平成24年度に始まった日本初のヨーロッパへの青果実の輸出が、

毎年継続して行われており、海外での知名度が徐々に高まってきています。さらに、北川

村では大規模な園地整備が進められ、馬路村では村外の労働力を確保するなど、将来に向

けてユズ産地を維持するための仕組みづくりが進められています。 

また、農商工連携や６次産業化などによる新商品の開発を進めています。 

林業分野 

森の工場の拡大や路網整備等による効率的な原木生産をはじめ、森林経営管理制度を活

用した意欲と能力のある経営体による林地の集約化などを進めています。 

木材加工については、住宅着工戸数の減少に伴う売上の減少、人件費の上昇、電気や燃

料、資材等のコスト高騰による利益率の低下が続く中、生産性の向上のため、加工機械や

木材乾燥機の整備、経営改善に向けた事業戦略づくりなどを進めています。 

水産業分野 

資源量や海洋環境の変化に伴う漁獲量の減少、魚価の低迷、漁業就業者の高齢化など、

取り巻く環境は年々厳しさを増しています。そのため、漁獲物の販売促進や高鮮度処理に

よる魚価の向上、移住促進策と連携した就業希望者の掘り起こしや研修制度の充実等によ

る担い手の確保・育成の取り組みを進めています。 

商工業分野 

地域資源である海洋深層水やユズ等を活用した商品の製造に加え、道の駅や直販所など

における地場産品の販路拡大を進めています。商店街では、地域の活性化や商業機能の維

持・発展などを目指す商店街等振興計画に基づく取り組みや、にぎわいづくりのために、

地域の若者や学生が中心となって、イベントの企画・実施を行うなど、活性化に向けた取

り組みが進んでいます。 

観光分野 

東部地域では、歴史や食を生かした観光振興の取り組みに加え、県の観光キャンペーン

等を契機とした自然・体験型観光資源の磨き上げや、ストーリー性を生かした旅行商品開

発、地元住民によるガイドの育成、高知県東部観光協議会を中心とした教育旅行の誘致、

マーケティングの強化等に取り組んでいます。 

また、令和４年度からは高知県東部地域と徳島県南部地域の市町村等で構成する四国南

東部広域観光連携協議会が発足し、県境を越えた一体的な誘客促進にも取り組んでいます。 
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（２）　地域アクションプランの概要 

 

当地域では、各市町村のまち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組みと歩調を合わせて、

第一次産業の振興に向けた生産・加工体制等の充実・強化や、販路拡大の取り組みを継続

するとともに、地域の一次産品等を活用した加工品づくりや、道の駅・直販所における機

能の強化にも引き続き取り組みます。 

 

農業分野 

地域ぐるみで取り組んでいる有機栽培によるユズや、地域の特産品であるポンカンなど

を活用した新たな加工品開発や認知度向上に取り組み、新規顧客層の開拓や消費の拡大に

取り組みます。 

林業分野 

森の恵みである木材や木製品について、経営コンサルタントの活用などにより関西圏を

中心とした販売強化を進めていきます。 

水産業分野 

漁業者による地元水産物や近海マグロ、低利用魚を活用した加工品製造・販売に取り組

み、高付加価値化、漁業者の所得向上を図ります。また、加工事業者による高度な衛生管

理体制下での地元水産物の加工品製造・販売についても引き続き取り組みます。 

商工業分野 

道の駅や農産物直販所などにおいて、農水産物や地域資源を生かした加工品の品揃えの

充実及び販路の拡大、情報発信機能の強化など、観光分野とも密接に連携した取り組みを

進めていくほか、地域の中心市街地に賑わいと活力を呼び戻すための取り組みを進めてい

きます。 

観光分野 

　（一社）高知県東部観光協議会は、市町村や関係団体、事業者等と連携して、教育旅行

等の受入基盤づくりを進めるとともに、周遊促進商品やご当地グルメを組み込んだツアー

商品の造成等、地域資源を生かした観光商品化に取り組んでいます。  

また、市町村においては、国や県の事業を活用した拠点施設等の磨き上げを通じて、東

部地域の魅力づくりを進めています。 

令和８年度は、宿泊施設を核とした周遊促進や、高知龍馬空港の国際線ターミナルのオ

ープンに連動したコンテンツ開発等のインバウンド対応の強化に取り組んでいきます。
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（３）　具体的な取り組み

分
野

№

室
戸
市

安
芸
市

東
洋
町

奈
半
利
町

田
野
町

安
田
町

北
川
村

馬
路
村

芸
西
村

1 ●

2 ●

3 ●

林4 ●

水5 ● ● ● ● ●

6 道の駅キラメッセ室戸を核とした地産地消・外商の拡大 ●

7 安芸市中心市街地の活性化 ●

8 道の駅東洋町を拠点とした地域振興 ●

9 なはりの郷を核とした特産品の販売促進と体験型観光の推進 ●

10 道の駅「田野駅屋」の機能強化に向けた取り組み ●

11 やすだ資源を生かした新商品開発による地産外商の推進 ●

12 地場産品直販所「かっぱ市」を核とした地域活性化 ●

13 安芸地域の観光振興の推進 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

14 日本遺産を活用した中芸地域の活性化 ● ● ● ● ●

15 室戸市の観光資源を生かした交流人口の拡大・地域振興 ●

16 安芸市のユズ、ナス等の地域食材や観光資源を活用した交流・関係人口の拡大 ●

17 東洋町における体験型・滞在型観光の推進 ● ●

18 安田川アユおどる清流キャンプ場における交流人口の拡大による地域の活性化 ●

19 北川村観光３施設を核とした交流人口の拡大 ●

20 自然や歴史・文化を活用した山と暮らす馬路村の観光振興 ●

項目

「村を売り出す」有機栽培ゆず製品の販路拡大による地域の活性化

東洋町のポンカン加工品の販路拡大と後継者確保による地域振興

芸西村の白玉糖を活用した地域活性化

馬路の林業加工品の販売促進

芸東地域の水産物の付加価値向上と販路拡大

農

商
工

観
光
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　1、4、13、14、20

　5、6、13、15、17 

　13、14、19

　2、5、8、13、17

　5、9、13、14

　5、10、13、14

　5、11、13、14、18

　7、13、16

　3、12、13

安芸市

芸西村

馬路村

北川村 東洋町

室戸市

田野町

安田町

奈半利町

【安芸地域】
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安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

農
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

1　
「村

を
売

り出
す

」有
機

栽
培

ゆ
ず

製
品

の
販

路
拡

大
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

 
（

馬
路

村
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

馬
路

村
農

業
協

同
組

合
、馬

路
村

(1
)通

販
売

上
高

※
8.

56
億

円
 

（
R4

）
7.

17
億

円
7.

72
億

円
9

億
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

(2
)輸

出
出

荷
額

※
1,

00
0

万
円

 
（

R4
）

3,
35

5
万

円
3,

13
5

万
円

1
億

円

 

事
業

概
要

　全
作

物
の

耕
地

面
積

に
占

め
る

有
機

農
業

面
積

の
割

合
が

全
国

1
位

の
81

％
に

の
ぼ

る
馬

路
村

の
有

機
栽

培
で

育
て

た
ゆ

ず
を

生
か

し
た

新
商

品
の

開
発

や
国

内
外

へ
の

販
路

の
拡

大
に

よ
り、

商
品

とと
も

に
村

全
体

を
売

り出
す

こと
で

馬
路

村
ブ

ラン
ドを

更
に

強
化

し
、

官
民

一
体

とな
って

地
域

の
活

性
化

を
図

る
。

※
会

計
年

度
：

1
月

～
12

月

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

有
機

ゆ
ず

を
生

か
し

た
商

品
開

発
及

び
人

材
確

保

・ゆ
ず

茶
製

造
ライ

ンの
整

備
（

H2
2）

→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・ア
ル

ミ缶
対

応
ドリ

ンク
充

填
ライ

ン
の

整
備

(H
26

)→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・ペ
ット

ボ
トル

充
填

ライ
ン

及
び

化
粧

品
充

填
機

械
の

整
備

、並
び

に
製

品
製

造
室

の
改

修
（

H2
9）

→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・ゆ
ず

ゼ
リー

充
填

機
械

の
整

備
（

R2
～

3）
 

→
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
対

策
産

業
振

興
推

進
特

別
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

[成
果

] 
・新

商
品

の
開

発
 

R3
：

5
件

 
R4

：
5

件
 

R5
：

4
件

 
R6

：
3

件
 

R7
：

1
件

 
・シ

ンガ
ポ

ー
ル

へ
の

輸
出

の
開

始
（

R5
）

 
・ハ

ラー
ル

認
証

の
取

得
 

（
R5

）
4

件
 

 [課
題

] 
・ス

ー
パ

ー
で

の
加

工
品

売
り

上
げ

の
低

調
 

・既
存

顧
客

層
の

高
齢

化
 

・生
産

者
及

び
農

協
職

員
の

不
足

 
・有

機
ゆ

ず
の

認
知

度
向

上
 

・海
外

販
路

の
拡

大

顧
客

層
拡

大
に

向
け

た
新

商
品

の
開

発
及

び
人

材
確

保
 

■
馬

路
村

農
業

協
同

組
合

 
・ス

イー
ツ部

門
の

設
備

整
備

・商
品

開
発

 
・有

機
栽

培
を

生
か

した
新

商
品

の
開

発
 

・既
存

商
品

の
ブ

ラッ
シ

ュア
ップ

 
・村

内
観

光
客

へ
の

特
別

商
品

の
開

発
 

■
馬

路
村

 
・各

種
補

助
制

度
の

活
用

 
・県

内
外

で
の

若
い

世
代

向
け

の
イベ

ント
開

催
 

・ふ
る

さと
ワー

キ
ング

ホ
リデ

ー
や

特
定

地
域

づ
くり

事
業

に
よる

人
材

の
確

保
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・各
種

支
援

制
度

の
活

用
を

提
案

 

 
有

機
ゆ

ず
の

認
知

度
の

向
上

と販
路

拡
大

・リ
ス

テ
ィン

グ
広

告
の

試
行

（
H3

0）
→

産
振

補
助

金
の

活
用

 
・E

C
サ

イト
の

改
修

等
（

R2
～

3）
→

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

産
業

振
興

推
進

特
別

支
援

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・シ
ンガ

ポ
ー

ル
FH

A
展

示
会

へ
の

参
加

（
R4

）
プ

ロモ
ー

シ
ョン

活
動

（
R5

）
 

・ゆ
ず

は
じま

る
祭

り（
H1

8～
R

元
、R

5～
）

 
・第

62
回

農
林

水
産

祭
の

多
角

化
経

営
部

門
に

お
い

て
馬

路
村

農
業

協
同

組
合

が
天

皇
杯

を
受

賞
（

R5
）

 
・有

機
ゆ

ず
の

輸
出

向
け

ラベ
ル

、パ
ンフ

レッ
トの

作
成

（
R5

）
 

・オ
ー

ガ
ニッ

クビ
レ

ッジ
宣

言
（

R6
）

 
・合

同
会

社
DM

M
との

包
括

連
携

協
定

式
（

東
京

）
と併

せ
て

馬
路

村
PR

イベ
ント

「ゆ
ず

香
る

村
め

しマ
ル

シ
ェ」

を
実

施
（

R6
）

 
・ど

っぷ
り馬

路
村

Po
p 

up
 F

es
ta

の
開

催
（

R7
）

 

認
知

度
の

向
上

と販
路

拡
大

 
■

馬
路

村
農

業
協

同
組

合
 

・有
機

栽
培

を
前

面
に

出
した

広
報

 
・第

62
回

農
林

水
産

祭
天

皇
杯

受
賞

を生
か

した
情

報
発

信
 

・東
南

ア
ジ

ア
へ

の
販

路
拡

大
 

・海
外

展
示

会
・商

談
会

へ
の

参
加

 
・海

外
の

食
品

表
示

へ
の

対
応

 
・S

NS
を活

用
した

情
報

発
信

 
■

馬
路

村
 

・県
内

外
で

の
イベ

ント
の

開
催

 
・ふ

る
さと

納
税

を用
い

た
販

路
拡

大
 

・オ
ー

ガ
ニッ

クビ
レ

ッジ
宣

言
を

生
か

した
情

報
発

信
 

・馬
路

村
ファ

ンの
獲

得
に

向
け

た
情

報
発

信
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・各
種

補
助

制
度

の
情

報
提

供
 

・海
外

催
事

・商
談

会
等

の
紹

介
と情

報
提

供

タ
ー

ゲ
ット

に
あ

った
新

商
品

の
開

発

人
材

確
保

に
向

け
た

取
り組

み

イ
ベ

ン
トの

開
催

及
び

情
報

発
信

国
内

外
へ

の
販

路
の

拡
大

9



 

 
安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

農
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

２
  

東
洋

町
の

ポ
ン

カ
ン

加
工

品
の

販
路

拡
大

と後
継

者
確

保
に

よ
る

地
域

振
興

 
（

東
洋

町
）

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(株
)フ

クチ
ャン

FA
RM

、◎
東

洋
町

、ポ
ン

カ
ン

生
産

者
、甲

浦
の

果
樹

仲
間

売
上

高
※

84
5

万
円

 
（

R4
）

1,
09

5
万

円
79

3
万

円
1,

07
0

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
4.

４
月

※
会

計
年

度
：

１
月

～
12

月

 

事
業

概
要

東
洋

町
の

特
産

品
で

あ
る

ポ
ン

カ
ン

を
活

用
し

た
加

工
品

の
販

路
拡

大
を

進
め

る
とと

も
に

、移
住

・定
住

の
促

進
に

よ
る

後
継

者
の

確
保

・育
成

に
取

り組
む

こと
に

よ
り、

地
域

振
興

を
図

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

ポ
ン

カ
ン

加
工

品
の

販
路

拡
大

・ポ
ンカ

ンを
活

用
した

商
品

の
開

発
（

H2
2～

）
 

・関
西

方
面

で
の

営
業

活
動

（
H2

4～
）

 
・ポ

ンカ
ン栽

培
、ポ

ンカ
ンを

使
った

新
商

品
開

発
 

→
こう

ち
産

業
振

興
基

金
（

建
設

業
経

営
革

新
事

業
費

補
助

金
）

の
活

用
 

・イ
ベ

ント
出

店
、商

談
会

参
加

 
・県

内
量

販
店

で
の

ポ
ンカ

ン取
り扱

い
開

始
（

R2
～

）
 

・ポ
ンカ

ン振
興

対
策

協
議

会
の

設
立

（
R2

）
 

・ふ
る

さと
ワ

ー
キ

ング
ホ

リデ
ー

や
JT

B
ア

グ
リワ

ー
ケ

ー
シ

ョン
等

の
活

用
 

・高
知

６
次

産
業

化
サ

ポ
ー

トセ
ンタ

ー
より

プラ
ンナ

ー
派

遣
（

R
元

～
3）

 
・と

さの
さと

で
の

ポ
ンカ

ン販
売

会
の

実
施

（
R5

～
）

 
・ひ

ろ
め

市
場

で
の

ポ
ンカ

ン販
売

会
の

実
施

（
R6

～
）

[成
果

] 
・ポ

ンカ
ン

振
興

対
策

協
議

会
の

設
立

に
よ

る
各

関
係

機
関

の
連

携
に

向
け

た
検

討
 

・ポ
ン

カン
商

品
の

東
洋

町
の

お
土

産
とし

て
の

定
着

 
　　

商
品

開
発

数
 

　　
H2

8～
R3

：
16

商
品

 
 [課

題
] 

・担
い

手
確

保
・育

成
に

よ
る

ポ
ンカ

ン生
産

の
維

持
 

・東
洋

町
の

ポ
ン

カン
の

認
知

度
の

向
上

 
・生

産
者

・行
政

・J
A

等
の

関
係

機
関

に
よ

る
課

題
の

共
有

と課
題

解
決

に
向

け
て

の
連

携
 

・地
域

お
こ

し
協

力
隊

や
新

規
就

農
者

の
確

保
と、

受
入

体
制

の
整

備
 

販
売

促
進

活
動

 
■

(株
)フ

クチ
ャン

FA
RM

、甲
浦

の
果

樹
仲

間
 

・既
存

商
品

の
磨

き上
げ

 
・商

談
会

等
へ

の
参

加
 

■
東

洋
町

 
　・

イベ
ント

等
で

の
PR

活
動

 
　・

道
の

駅
東

洋
町

との
連

携
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・産
振

アド
バ

イザ
ー

等
の

活
用

提
案

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
 

・商
談

会
等

の
情

報
提

供

 

 
後

継
者

の
確

保
・育

成
・ポ

ンカ
ン振

興
対

策
協

議
会

の
設

立
（

R2
）

 
・ふ

る
さと

ワ
ー

キ
ング

ホ
リデ

ー
や

JT
B

ア
グ

リワ
ー

ケ
ー

シ
ョン

等
の

活
用

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

の
募

集
（

R3
～

）
 

・移
住

情
報

サ
イト

へ
の

情
報

掲
載

（
R4

）
 

・移
住

フェ
ア

・農
業

人
フェ

ア
な

どへ
の

参
加

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

の
採

用
（

R6
）

移
住

・定
住

の
促

進
に

よ
る

後
継

者
の

確
保

・育
成

及
び

新
規

就
農

者
支

援
 

■
東

洋
町

 
　　

・移
住

フェ
ア

等
へ

の
参

加
 

　　
・特

定
地

域
づ

くり
事

業
バ

ツグ
ン

協
同

組
合

との
連

携
 

　　
・地

域
お

こし
協

力
隊

の
受

入
体

制
の

整
備

 
　　

・ふ
る

さと
ワ

ー
キ

ング
ホ

リデ
ー

等
の

活
用

 
　　

・指
導

者
の

育
成

及
び

増
員

 
　　

・就
農

希
望

者
に

対
す

る
園

地
承

継
の

支
援

 
□

県
(地

域
本

部
、安

芸
農

振
セ

ンタ
ー

等
) 

・移
住

等
に

関
す

る
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

・栽
培

技
術

等
に

関
す

る
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

・園
地

承
継

の
支

援
 

ポ
ン

カ
ン

振
興

対
策

協
議

会
に

よ
る

産
地

維
持

 
■

ポ
ンカ

ン生
産

者
 

・ポ
ンカ

ン振
興

対
策

協
議

会
へ

の
参

画
 

■
東

洋
町

 
　・

生
産

者
・行

政
・J

A
等

関
係

機
関

で
話

し合
え

る
体

制
づ

くり
 

　・
ポ

ンカ
ン振

興
対

策
協

議
会

へ
の

参
画

 
□

県
(地

域
本

部
、安

芸
農

振
セ

ンタ
ー

等
) 

　・
生

産
者

・行
政

・J
A

等
関

係
機

関
で

話
し合

え
る

体
制

づ
くり

 
　・

ポ
ンカ

ン振
興

対
策

協
議

会
へ

の
参

画

商
談

会
等

へ
の

参
加

PR
活

動
に

よ
る

ポ
ン

カ
ン

の
認

知
度

向
上

移
住

フェ
ア

等
へ

の
参

加

受
入

体
制

の
整

備

ポ
ン

カ
ン

振
興

対
策

協
議

会
の

開
催
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安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

農
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

３
  

芸
西

村
の

白
玉

糖
を

活
用

した
地

域
活

性
化

 
（

芸
西

村
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

芸
西

村
伝

承
館

製
糖

組
合

、◎
集

落
活

動
セ

ンタ
ー

げ
い

せ
い

、芸
西

村
、生

産
者

グ
ル

ー
プ

(1
)伝

承
館

で
の

サ
トウ

キ
ビ

取
扱

量
40

.4
t 

（
R4

)
32

.9
t

44
.0

t

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
4.

4
月

(2
)体

験
プ

ログ
ラム

参
加

人
数

49
人

 
（

R4
)

12
人

27
人

20
0

人

 

事
業

概
要

江
戸

時
代

か
ら引

き
継

が
れ

て
き

た
芸

西
村

の
白

玉
糖

（
黒

糖
）

の
品

質
を

向
上

させ
、白

玉
糖

を
活

用
した

新
商

品
の

開
発

や
販

路
拡

大
、商

品
の

磨
き

上
げ

を
行

うこ
とに

よ
り、

認
知

度
の

向
上

と地
域

活
性

化
に

つ
な

げ
る。

(3
)白

玉
糖

加
工

品
販

売
額

 
（

集
落

活
動

セ
ン

ター
げ

い
せ

い
）

14
2

万
円

 
（

R4
)

35
6

万
円

18
0

万
円

  
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

白
玉

糖
の

品
質

及
び

認
知

度
の

向
上

＜
芸

西
村

伝
承

館
製

糖
組

合
＞

 
・白

玉
糖

炊
き

上
げ

体
験

プロ
グ

ラム
の

実
施

（
H2

7～
）

 
・土

佐
の

観
光

創
生

塾
を

受
講

し、
体

験
プ

ログ
ラム

（
サ

トウ
キ

ビ収
穫

体
験

）
を

造
成

（
R2

）
 

・白
玉

糖
の

チ
ラシ

作
成

及
び

カシ
オ

ワ
ー

ル
ドオ

ー
プ

ン
で

の
配

布
、北

海
道

で
の

ラジ
オ

出
演

に
よ

る
広

報
活

動
（

R4
）

 
→

６
次

産
業

化
商

品
販

路
拡

大
活

動
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・文

化
庁

10
0

年
フー

ド事
業

に
「白

玉
糖

」が
認

定
（

R4
）

 
・さ

ん
しん

GO
!で

「芸
西

村
伝

承
館

製
糖

組
合

に
よ

る
黒

糖
（

白
玉

糖
）

づ
く

り」
放

送
(R

6)
 

・日
曜

市
で

の
白

玉
糖

販
売

(R
6、

7)
 

＜
集

落
活

動
セ

ンタ
ー

げ
い

せ
い

＞
 

・関
西

万
博

で
の

白
玉

糖
加

工
品

販
売

(R
7)

[成
果

] 
・集

落
活

動
セ

ン
ター

げ
い

せ
い

の
サ

トウ
キ

ビ栽
培

 
R2

:7
畝

→
R6

:8
畝

 
・集

落
活

動
セ

ン
ター

げ
い

せ
い

の
白

玉
糖

加
工

品
等

取
引

先
 

R2
:1

事
業

所
 

 →
R6

:1
0

事
業

所
 

 [課
題

] 
・サ

ト
ウ

キ
ビ

栽
培

者
の

高
齢

化
に

よ
る

生
産

者
の

減
少

 
・製

糖
組

合
及

び
集

落
活

動
セ

ン
ター

げ
い

せ
い

加
工

部
会

の
担

い
手

確
保

 
・現

製
糖

施
設

の
老

朽
化

 
・H

AC
CP

に
沿

った
衛

生
管

理
へ

の
対

応
 

・白
玉

糖
の

品
質

及
び

認
知

度
の

向
上

 
・白

玉
糖

の
販

路
拡

大
 

・加
工

品
の

さら
な

る
開

発
と

ブ
ラッ

シ
ュア

ップ
、販

路
拡

大

白
玉

糖
の

品
質

向
上

 
■

芸
西

村
伝

承
館

製
糖

組
合

 
・白

玉
糖

生
産

者
へ

の
サ

トウ
キ

ビ栽
培

、品
質

管
理

等
の

均
一

化
 

・脱
葉

機
に

よ
る

生
産

者
の

収
穫

支
援

 
・ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
商

品
開

発
 

■
集

落
活

動
セ

ンタ
ー

げ
い

せ
い

 
・原

料
とな

る
サ

トウ
キ

ビの
栽

培
・管

理
 

■
芸

西
村

 
・H

AC
CP

に
沿

った
衛

生
管

理
に

対
応

す
る

た
め

の
新

施
設

の
設

置
の

検
討

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・無

農
薬

、化
学

肥
料

を使
わ

な
い

栽
培

方
法

等
の

情
報

提
供

 
白

玉
糖

の
認

知
度

向
上

 
■

芸
西

村
伝

承
館

製
糖

組
合

 
・組

合
の

販
売

力
強

化
 

・伝
承

館
に

お
け

る
既

存
体

験
プ

ロ
グ

ラム
の

磨
き

上
げ

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
策

に
関

す
る

情
報

提
供

 

 
白

玉
糖

を
使

っ
た

特
産

品
づ

くり
と外

商
活

動
＜

集
落

活
動

セ
ンタ

ー
げ

い
せ

い
＞

 
・専

門
家

の
指

導
の

も
と、

白
玉

糖
加

工
品

を開
発

（
R

元
～

）
 

・商
品

パ
ッケ

ー
ジ

及
び

PO
P

作
成

（
R

元
）

→
「う

ち
ん

くの
ビジ

ネ
ス

塾
」活

用
 

・集
落

活
動

セ
ン

ター
の

拠
点

施
設

を
一

部
改

修
し

、生
産

拠
点

とし
て

整
備

（
R

元
）

  
・新

商
品

の
開

発
→

中
山

間
地

域
振

興
ア

ドバ
イザ

ー
の

活
用

（
R3

、4
）

 
・グ

ル
メ＆

ダイ
ニン

グ
ス

タイ
ル

シ
ョー

＠
東

京
に

参
加

（
R4

、5
）

 
・高

知
県

産
品

商
談

会
＠

ぢ
ば

さん
セ

ンタ
ー

に
参

加
（

R4
）

 
・ふ

る
さと

え
い

も
ん

集
マル

シ
ェへ

の
参

加
（

R4
、5

､7
）

 
・「

食
の

イノ
ベ

ー
シ

ョン
ベ

ー
ス

」を
活

用
した

商
品

の
磨

き
上

げ
(R

6)
 

・第
3

回
Go

od
 F

oo
ds

 E
XP

O
関

西
へ

の
参

加
(R

6)
 

・パ
ンフ

レ
ット

、ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、動
画

を
作

成
(R

7)
 

→
よ

ろ
ず

支
援

拠
点

、集
落

活
動

セ
ンタ

ー
推

進
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・E

C
サ

イト
を作

成
し、

白
玉

糖
加

工
品

の
販

売
を

開
始

(R
7)

特
産

品
づ

くり
と外

商
活

動
 

■
芸

西
村

伝
承

館
製

糖
組

合
 

・イ
ベ

ント
へ

の
出

店
 

・販
路

拡
大

の
た

め
の

営
業

活
動

 
■

集
落

活
動

セ
ンタ

ー
げ

い
せ

い
 

・白
玉

糖
を

活
用

した
新

商
品

の
開

発
 

・消
費

者
か

らの
意

見
を

踏
ま

え
た

商
品

の
改

善
、商

品
の

製
造

工
程

や
賞

味
期

限
等

 
の

見
直

しに
よる

磨
き上

げ
 

・ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

作
成

・管
理

、E
C

サ
イト

で
の

加
工

品
販

売
 

■
芸

西
村

 
・ふ

る
さと

納
税

返
礼

品
で

の
取

扱
い

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・研

修
・セ

ミナ
ー

等
の

情
報

提
供

、中
山

間
地

域
振

興
ア

ドバ
イザ

ー
等

の
活

用
に

よ
る
 

専
門

家
派

遣
の

提
案

、工
業

技
術

セ
ンタ

ー
に

よる
成

分
等

の
分

析

白
玉

糖
の

品
質

向
上

老
朽

化
した

製
糖

施
設

の
改

善

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

磨
き

上
げ

外
商

の
展

開

新
商

品
の

企
画

・開
発

11



安
芸
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

林
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
４

馬
路
の
林
業
加
工
品
の
販
売
促
進

（
馬
路
村
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)エ
コア
ス
馬
路
村
、◎
馬
路
林
材
加
工
協
同
組
合
、馬
路
村
森
林
組
合

(1
)木
製
品
出
荷
額
※

2.
53
億
円

（
R4
）

1.
59
億
円

2.
53
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)雇
用
者
数
(加
工
部
門
)

21
人

（
R4
）

20
人

22
人

事
業
概
要

販
路
の
拡
大
や
新
商
品
の
開
発
、生
産
性
の
高
い
加
工
機
械
の
導
入
等
に
よ
り木
材

や
木
製
品
の
販
売
を
促
進
し
、事
業
体
の
雇
用
の
確
保
と経
営
の
安
定
化
を
図
る
。

※
会
計
年
度
(株
)エ
コア
ス
馬
路
村
、馬
路
林
材
加
工
協
同
組
合
：
４
月
～
３
月

馬
路
村
森
林
組
合
：
1
月
～
12
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

営
業
力
の
強
化

＜
(株
)エ
コア
ス
馬
路
村
＞

・木
製
バ
ッグ

m
on
ac
ca
シ
リ
ー
ズ
の
追
加
と
塗
装
改
良
（
H
21
、

H
24
、H
29
）

・靴
べ
らの
追
加
(K
ut
u-
be
ra
)(
H
21
～
25
)

・新
商
品
の
開
発
等
（
H
21
、H
22
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・国
内
外
の
展
示
会
へ
の
出
展
等
（
H
21
～
）

・H
P
の
リニ
ュー
ア
ル
に
よ
る
直
販
の
強
化
（
H
25
～
）

・新
商
品
の
販
売
促
進
（
H
29
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

＜
馬
路
林
材
加
工
協
同
組
合
＞

・関
西
圏
へ
の
販
路
拡
大
（
H
30
、R
4）
→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の

活
用

・住
宅
を
キ
ット
化
し
た
馬
路
モ
デ
ル
の
販
売
（
R4
～
）

・大
都
市
圏
へ
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
情
報
発
信
の
強
化
（
R６
）

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・海
外
へ
の
販
路
拡
大
（
R6
～
）

＜
馬
路
村
森
林
組
合
＞

・新
商
品
(骨
壷
、子
供
用
ベ
ッド
)の
開
発
（
H
22
）

・工
芸
品
の
販
売
業
務
を
(株
)エ
コア
ス
馬
路
村
に
移
管
（
H
24
）

・H
P
の
開
設
（
R7
）

[成
果
]

＜
(株
)エ
コア
ス
馬
路
村
＞

・塗
装
改
良
や
商
品
開
発

に
よ
る
販
売
ア
イ
テ
ム
の
拡

充 ・ウ
ェブ
サ
イ
ト
や
カ
タ
ロ
グ
等

の
営
業
推
進
ツ
ー
ル
の
拡

充 ・レ
ー
ザ
ー
加
工
機
の
導
入

＜
馬
路
林
材
加
工
協
同

組
合
、
馬
路
村
森
林
組

合
＞

・加
工
機
械
の
一
部
入
替

え
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

・乾
燥
機
の
導
入
に
よ
る
製

品
の
品
質
向
上

[課
題
]

・施
設
の
老
朽
化

・人
手
不
足

・木
材
･木
製
品
の
販
路

拡
大

・馬
路
村
産
の
木
材
等
の

総
合
的
な
ブ
ラン
デ
ィン
グ
に

よ
る
差
別
化

・新
た
な
営
業
・販
売
の
手

法
や
ル
ー
トの
確
立

販
路
の
開
拓

■
(株
)エ
コア
ス
馬
路
村
、馬
路
林
材
加
工
協
同
組
合
、馬

路
村
森
林
組
合

・首
都
圏
で
開
催
され
る
木
製
品
販
売
に
関
連
し
た
展
示
会
へ
の
出
展

・産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
た
都
市
部
の
工
務
店
へ
の
企
業
訪
問

・製
品
の
品
質
や
ライ
ン
ナ
ップ
を
ユ
ー
ザ
ー
に
伝
え
る
た
め
の
商
品
カ
タロ
グ
等
の

製
作
や
ウ
ェブ
サ
イ
ト
の
改
修

・村
と一
緒
に
都
市
部
の
自
治
体
が
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
木
材
利

用
に
取
り組
む
案
件
に
対
す
る
働
き
か
け

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
どの
活
用
可
能
性
の
検
討

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

新
商
品
の
開
発

■
(株
)エ
コア
ス
馬
路
村

・新
商
品
の
ア
イ
デ
ア
の
公
募
や
企
画
会
議
の
実
施

・試
作
品
の
製
作
や
利
用
モ
ニ
タリ
ン
グ
の
実
施
、新
商
品
の
製
造

■
馬
路
林
材
加
工
協
同
組
合

・新
商
品
の
開
発

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

・産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
どの
活
用
可
能
性
の
検
討

収
益
性
の
改
善

＜
(株
)エ
コア
ス
馬
路
村
＞

・レ
ー
ザ
ー
加
工
機
1
台
の
導
入
（
H
29
）

＜
馬
路
林
材
加
工
協
同
組
合
＞

・送
材
車
１
台
、帯

鋸
盤
１
台
の
導
入
（
H
24
）

・乾
燥
機
２
基
の
導
入
（
H
26
、R
5）

・ツ
イ
ン
丸
鋸
盤
1
台
・自
動
ス
タッ
カ
ー
１
台
の
導
入
(R
元
)

・モ
ル
ダ
ー
1
台
の
導
入
（
R3
）

・経
営
コン
サ
ル
タン
ト
を
活
用
し
た
事
業
戦
略
の
策
定
及
び
支
援

（
H
30
､R
元
～
）

＜
馬
路
村
森
林
組
合
＞

・経
営
コン
サ
ル
タン
ト
を
活
用
し
た
中
期
経
営
計
画
の
策
定
(H
24
)

・丸
棒
削
機
1
台
、乾
燥
機
1
基
の
導
入
（
H
25
）

加
工
機
械
の
導
入

■
(株
)エ
コア
ス
馬
路
村
、馬
路
林
材
加
工
協
同
組
合
、馬

路
村
森
林
組
合

・加
工
精
度
の
低
下
や
故
障
の
頻
発
が
生
じて
い
る
老
朽
化
した
加
工
機
械
の
入
替
え

等
に
よ
る
品
質
や
生
産
性
の
向
上

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
補
助
金
の
活
用
可
能
性
の
検
討

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

経
営
体
質
の
強
化

■
(株
)エ
コア
ス
馬
路
村
、馬
路
林
材
加
工
協
同
組
合

・経
営
コン
サ
ル
タン
トを
活
用
した
事
業
戦
略
の
策
定
、実
行
支
援
に
よ
る
仕
入
れ
や

生
産
等
の
管
理
の
強
化

・経
営
コン
サ
ル
タン
トの
支
援
を通
じて
得
た
手
法
を
活
用
し、
自
主
的
に
実
践
・検
証

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

経
営
体
質
の
強
化

販
路
開
拓
及
び
新
た
な
用
途
へ
の
活
用
の
検
討

開
拓

販
路
の

開
拓

販
路
の

開
拓

販
路
の

開
拓

産
振
ア
ドバ
イ
サ
ー
等
を
活
用
した
、企
業
訪
問

商
品
カ
タ
ロ
グ
等
の
製
作
や
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
改
修

産
振
ア
ドバ
イ
サ
ー
等
を
活
用
した
、企
業
訪
問

商
品
カ
タ
ロ
グ
等
の
製
作
や
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
改
修

商
品
カ
タ
ロ
グ
の
製
作
、ウ
ェブ
サ
イ
トの
改
修
等

新
商
品
開
発
及
び
既
存
商
品
の
改
良

加
工
機
器
の
導
入
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安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

水
産

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
５

　芸
東

地
域

の
水

産
物

の
付

加
価

値
向

上
と販

路
拡

大
 

（
室

戸
市

、東
洋

町
、奈

半
利

町
、田

野
町

、安
田

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 

実
施

主
体

【漁
業

者
】◎

(株
)美

阿
丸

、土
佐

室
戸

鮪
軍

団
、室

戸
市

定
置

漁
業

振
興

協
議

会
、

中
芸

定
置

網
漁

業
振

興
協

議
会

、【
水

産
加

工
業

者
】◎

(有
)タ

カ
シ

ン
水

産
（

佐
喜

浜
工

場
）

、◎
(有

)山
本

か
ま

ぼ
こ店

、漁
師

の
食

卓
、(

株
)岡

水
産

(1
)漁

業
者

に
よ

る
加

工
品

販
売

額
90

万
円

 
（

R4
）

76
7

万
円

70
0

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H
21

.4
月

(2
)水

産
加

工
業

者
の

販
売

額
2.

3
億

円
 

（
R4

）
2.

0
億

円
3.

0
億

円

 

事
業

概
要

芸
東

地
域

の
定

置
網

漁
獲

物
や

近
海

マ
グ

ロ
を

中
心

に
、漁

業
者

や
水

産
加

工
業

者
に

よ
る

加
工

品
の

開
発

・製
造

・販
売

を
進

め
、付

加
価

値
向

上
・漁

業
所

得
の

向
上

に
つ

な
げ

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

漁
業

者
に

よ
る

加
工

品
の

製
造

販
売

＜
定

置
網

漁
獲

物
＞

 
・低

利
用

魚
の

簡
易

加
工

品
試

作
（

H2
6）

 
＜

近
海

マ
グ

ロ＞
 

・若
手

船
主

を
中

心
に

結
成

され
た

「土
佐

室
戸

鮪
軍

団
」に

よ
る

出
前

授
業

や
イベ

ント
で

の
PR

（
H2

9～
）

 
・未

利
用

部
位

の
加

工
品

開
発

（
H2

9～
R2

）
、道

の
駅

や
飲

食
店

等
で

の
販

売
、ふ

る
さと

納
税

返
礼

品
へ

の
採

用
（

H3
0～

）
 

・加
工

機
器

の
導

入
（

R3
～

4）
 

→
新

事
業

チ
ャレ

ンジ
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・商

品
開

発
と販

路
開

拓
（

R4
）

→
高

知
銀

行
に

よる
支

援
事

業
の

活
用

 
・(

株
)美

阿
丸

が
新

た
な

加
工

場
を

建
設

（
R5

.2
）

 
→

室
戸

市
企

業
立

地
促

進
事

業
費

補
助

金
の

活
用

[成
果

] 
・マ

グ
ロ加

工
品

の
販

売
額

 
H2

9：
0

万
円

 
　　

　　
→

R6
：

76
7

万
円

 
・水

産
加

工
品

販
売

額
 

H2
2：

0.
4

億
円

(１
社

の
み

) 
　　

　　
→

R6
：

2.
0

億
円

 
  [課

題
] 

漁
業

者
に

よ
る

加
工

品
の

製
造

販
売

 
・新

商
品

の
開

発
ス

キ
ル

向
上

や
ネ

ット
販

売
に

よ
る

販
路

拡
大

 
・加

工
場

に
お

け
る

製
造

体
制

の
確

立
 

 水
産

加
工

業
者

に
よ

る
加

工
品

の
製

造
販

売
 

・生
産

性
の

向
上

、衛
生

管
理

体
制

の
強

化
 

・建
設

資
材

等
高

騰
に

よ
る

施
設

整
備

費
の

上
昇

 
・さ

らな
る

販
路

開
拓

、販
売

促
進

新
商

品
の

開
発

や
ネ

ット
販

売
に

よ
る

販
路

拡
大

 
■

(株
)美

阿
丸

 
・商

品
ライ

ンナ
ップ

の
拡

充
、販

路
開

拓
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・産
振

補
助

金
の

活
用

、各
種

研
修

会
へ

の
参

加
呼

び
か

け
 

加
工

場
に

お
け

る
製

造
・販

売
体

制
の

確
立

 
■

(株
)美

阿
丸

 
・地

元
及

び
自

社
内

で
の

原
魚

調
達

に
よ

る
加

工
品

製
造

の
強

化
 

・H
AC

CP
に

沿
った

衛
生

管
理

体
制

の
構

築
 

水
産

物
の

PR
 

■
土

佐
室

戸
鮪

軍
団

 
・「

マグ
ロ解

体
シ

ョー
」や

マグ
ロ加

工
品

の
販

売
等

に
よ

る
広

報

 

 
水

産
加

工
業

者
に

よ
る

加
工

品
の

製
造

販
売

＜
(有

)タ
カシ

ン水
産

＞
 

・加
工

場
整

備
（

H2
1）

→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・地
域

漁
獲

物
を

用
い

た
加

工
事

業
の

実
施

（
H2

1～
）

 
・ふ

る
さと

納
税

返
礼

品
へ

の
採

用
（

H2
7～

）
 

・H
AC

CP
取

得
に

向
け

た
施

設
整

備
と内

製
化

に
向

け
た

機
器

整
備

 
（

R2
～

3）
→

新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

対
策

産
業

振
興

推
進

特
別

 
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・E

C
サ

イト
運

営
（

R3
～

）
 

・新
県

版
HA

CC
P

第
2

ス
テ

ー
ジ

認
証

更
新

（
R5

.6
）

 
＜

(有
)山

本
か

まぼ
こ店

＞
 

・商
品

開
発

・新
工

場
の

基
本

設
計

事
業

（
R2

）
→

産
振

補
助

金
の

活
用

 
・設

備
導

入
（

R3
）

→
　新

事
業

チ
ャレ

ンジ
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・加

工
場

の
整

備
検

討
（

R3
～

4）
 

→
産

振
補

助
金

の
活

用
を検

討
した

が
資

材
高

騰
等

に
よ

り中
止

 
・ペ

ット
フー

ド製
造

の
た

め
の

加
工

場
整

備
（

R7
）

 
　→

事
業

再
構

築
補

助
金

の
活

用
 

＜
(株

)岡
水

産
＞

 
・加

工
場

の
整

備
検

討
（

R6
～

R7
）

→
産

振
補

助
金

の
活

用
（

R6
）

生
産

性
の

向
上

と販
路

拡
大

 
■

(有
)タ

カシ
ン水

産
、(

有
)山

本
か

ま
ぼ

こ店
、漁

師
の

食
卓

 
・販

路
開

拓
、商

品
開

発
 

■
(有

)山
本

か
まぼ

こ店
 

・既
存

施
設

に
お

け
る

衛
生

管
理

体
制

の
構

築
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

、各
種

商
談

会
等

の
紹

介
、関

係
者

へ
の

 
橋

渡
し、

衛
生

管
理

に
関

す
る

講
習

会
等

の
紹

介
 

施
設

整
備

 
■

(有
)山

本
か

まぼ
こ店

、(
株

)岡
水

産
 

・H
AC

CP
に

沿
った

衛
生

管
理

に
対

応
した

施
設

整
備

 
（

(株
)岡

水
産

は
産

振
補

助
金

を活
用

）
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・産
振

補
助

金
の

活
用

、申
請

支
援

、補
助

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

等

商
品

開
発

、販
路

拡
大

衛
生

管
理

体
制

の
構

築

販
路

開
拓

・商
品

開
発

衛
生

管
理

体
制

の
 

構
築

ﾍﾟ
ｯﾄ

ﾌｰ
ﾄﾞ

 
加

工
場

整
備

事
業

計
画

・ 
実

施
設

計
加

工
場

 
整

備
加

工
 

・物
販

 
開

始

衛
生

管
理

 
体

制
の

構
築
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安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
６

  
道

の
駅

キ
ラ

メ
ッセ

室
戸

を
核

とし
た

地
産

地
消

・外
商

の
拡

大
 

（
室

戸
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
協

同
キ

ラメ
ッセ

室
戸

(有
)、

◎
室

戸
市

(1
)売

上
高

4.
63

億
円

 
（

R4
）

4.
46

億
円

5.
2

億
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
5.

4
月

(2
)レ

ジ
通

過
者

数
28

5,
86

6
人

 
（

R4
）

26
7,

71
6

人
31

0,
00

0
人

 

事
業

概
要

道
の

駅
キ

ラメ
ッセ

室
戸

「楽
市

」「
食

遊
」を

拠
点

とし
、地

域
産

品
の

充
実

や
販

売
、食

の
提

供
を

促
進

す
る

とと
も

に
、周

辺
施

設
と連

携
す

る
こと

で
、地

産
地

消
・外

商
及

び
交

流
人

口
の

拡
大

を図
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

農
作

物
の

確
保

 
・庭

先
集

荷
開

始
（

H2
8～

）
 

・新
品

目
生

産
の

た
め

の
生

産
者

説
明

会
の

開
催

（
H2

9～
）

 
・集

荷
日

数
・ル

ー
トの

拡
充

（
H3

0～
）

 
・県

内
外

の
道

の
駅

との
直

販
所

交
流

開
始

（
R4

～
）

 

[成
果

] 
・庭

先
集

荷
し

た
野

菜
等

の
出

荷
額

 
H2

9：
27

万
円

 
　　

　→
 R

6：
70

1
万

円
 

・ふ
る

さと
納

税
額

 
H2

7：
7,

55
5

万
円

 
　　

→
 R

6：
6,

33
6

万
円

 
・交

流
直

販
所

数
（

累
計

）
 

　　
R4

：
4

ヵ所
 

→
 R

6：
５

ヵ所
 

 [課
題

] 
・農

産
物

出
荷

者
の

高
齢

化
に

伴
う集

荷
体

制
の

強
化

 
・農

産
物

（
特

に
夏

場
）

の
商

品
不

足
 

・ネ
ット

通
販

の
強

化
 

・加
工

品
の

販
路

拡
大

 
・レ

ス
トラ

ン
「食

遊
」に

お
け

る
既

存
メニ

ュー
の

ブ
ラッ

シ
ュア

ッ
プ
 

庭
先

集
荷

の
強

化
 

■
協

同
キ

ラメ
ッセ

室
戸

(有
) 

・庭
先

集
荷

ル
ー

ト拡
大

の
検

討
、デ

ジ
タル

技
術

の
活

用
等

に
よ

る
集

荷
の

効
率

化
等

の
検

討
 

■
室

戸
市

 
・庭

先
集

荷
事

業
に

対
す

る
支

援
の

継
続

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

直
販

所
連

携
の

強
化

 
■

協
同

キ
ラメ

ッセ
室

戸
(有

) 
・既

存
の

交
流

直
販

所
との

取
引

拡
大

、新
規

交
流

先
の

開
拓

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し

 

 
加

工
品

の
開

発
、販

路
拡

大
・ふ

る
さと

納
税

返
礼

品
等

の
拡

充
（

H2
6～

）
 

・「
楽

市
」加

工
場

整
備

（
H2

6）
→

　産
振

補
助

金
の

活
用

 
・6

次
化

セ
ミナ

ー
実

践
コー

ス
の

受
講

（
H2

8～
R

元
：

8
回

）
 

・秋
津

野
ガ

ル
テ

ン（
和

歌
山

県
）

等
視

察
（

H2
9）

 
・6

次
化

セ
ミナ

ー
を

通
じて

開
発

した
商

品
の

販
売

（
R

元
～

）
 

・H
AC

CP
研

修
参

加
（

R2
.1

0
月

）
 

・県
外

道
の

駅
との

連
携

検
討

（
R3

.1
0

月
、1

2
月

）
 

・県
外

道
の

駅
との

連
携

開
始

（
R4

～
）

 

加
工

品
の

開
発

、販
路

拡
大

、惣
菜

類
（

お
弁

当
等

）
の

充
実

 
■

協
同

キ
ラメ

ッセ
室

戸
(有

) 
・加

工
品

の
開

発
、ネ

ット
通

販
の

強
化

、直
販

所
連

携
の

強
化

、H
AC

CP
に

沿
った

衛
生

管
理

体
制

の
構

築
、高

齢
者

へ
の

配
食

サ
ー

ビス
等

に
関

す
る

検
討

、既
存

施
設

を
活

用
した

第
２

加
工

場
整

備
に

係
る

検
討

 
■

室
戸

市
 

・ふ
る

さと
納

税
返

礼
品

へ
の

積
極

的
活

用
、各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
、

関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し

 
レ

ス
ト

ラ
ン

「食
遊

」の
充

実
に

伴
う

地
産

地
消

・
外

商
の

推
進

 

・レ
イア

ウト
改

修
（

R5
.1

0～
12

月
）

提
供

メ
ニ

ュー
の

改
善

、情
報

発
信

 
■

協
同

キ
ラメ

ッセ
室

戸
(有

) 
・「

楽
市

」と
の

連
携

を
通

じた
季

節
ご

との
地

場
産

品
を

活
用

した
メニ

ュー
開

発
、S

NS
 

等
を活

用
した

情
報

発
信

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・産

振
ア

ドバ
イザ

ー
活

用
に

係
る

支
援

、各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

、情
報

発
信

支
援

庭
先

集
荷

の
強

化
に

 
関

す
る

検
討

庭
先

集
荷

事
業

拡
大

新
規

取
引

先
の

開
拓

ネ
ット

販
売

・直
販

所
連

携
等

を
通

じた
 

販
路

拡
大

メ
ニ

ュー
 

検
討

第
２

加
工

場
整

備
に

係
る

検
討

リニ
ュー

ア
ル

メ
ニ

ュー
 

提
供

開
始

加
工

品
の

開
発

14



 

 
安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
７

  
安

芸
市

中
心

市
街

地
の

活
性

化
 

（
安

芸
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
安

芸
商

工
会

議
所

、安
芸

本
町

商
店

街
振

興
組

合
、安

芸
市

、F
or

 t
he

 f
ut

ur
e

(1
)空

き
店

舗
等

を
活

用
した

新
規

開
業

2
件

 
（

R4
）

4
件

９
件

5
件

 
(Ｒ

6～
9

累
計

)

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
9.

４
月

(2
)事

業
者

数
95

店
舗

 
（

R4
）

94
店

舗
95

店
舗

 

事
業

概
要

に
ぎ

わ
い

と活
力

の
あ

る
中

心
市

街
地

を
目

指
し、

地
域

内
外

か
ら人

が
集

ま
る

仕
組

み
づ

くり
や

中
心

市
街

地
の

魅
力

を
高

め
る

取
り組

み
を

進
め

る
こと

で
商

店
街

や
周

辺
地

域
の

活
性

化
を

図
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

中
心

市
街

地
の

に
ぎ

わ
い

創
出

に
向

け
た

取
り

組
み

・全
国

「商
い

甲
子

園
」大

会
開

催
（

H2
0～

）
 

・安
芸

市
中

心
商

店
街

等
振

興
計

画
策

定
に

向
け

た
ワー

クシ
ョッ

プ
実

施
 

→
事

業
経

営
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

（
R3

～
R4

）
 

・安
芸

市
中

心
商

店
街

等
振

興
計

画
策

定
（

R4
）

 
・安

芸
市

中
心

商
店

街
等

振
興

計
画

に
基

づ
く取

り組
み

（
軽

トラ
マ

ル
シ

ェ、
浜

弁
当

、高
校

生
マ

ル
シ

ェ、
M

AP
制

作
、東

洋
的

漫
遊

祭
、商

い
甲

子
園

大
会

、か
が

りビ
ー

チ
）

を
実

施
（

R4
～

）
 

・安
芸

市
中

心
商

店
街

等
振

興
計

画
の

延
長

に
向

け
た

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
実

施
 

→
事

業
経

営
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

（
R6

）

[成
果

] 
・全

国
「商

い
甲

子
園

」大
会

 
　R

5：
1,

00
0

人
来

場
 

　R
6：

1,
00

0
人

来
場

 
　R

7：
1,

00
0

人
来

場
 

・軽
トラ

マ
ル

シ
ェ来

場
者

数
（

R4
)　

合
計

1,
50

7
名

 
（

R5
）

合
計

2,
24

3
名

 
（

R6
）

合
計

1,
33

0
名

 
・高

校
生

マ
ル

シ
ェ来

場
者

数
（

R7
）

合
計

56
9

名
 

・空
き

店
舗

等
を

活
用

し
た

新
規

開
業

  
R3

：
3

件
、

R4
：

2
件

、R
5：

１
件

、
R6

：
４

件
、R

7：
2

件
 

※
安

芸
市

中
心

商
店

街
等

振
興

計
画

エ
リア

 
[課

題
] 

・中
心

市
街

地
の

事
業

者
の

連
携

強
化

 
・各

取
り組

み
実

施
主

体
の

人
員

不
足

に
ぎ

わ
い

創
出

 
■

安
芸

商
工

会
議

所
、安

芸
本

町
商

店
街

振
興

組
合

、F
or

 th
e 

fu
tu

re
、安

芸
市

 
・振

興
計

画
に

基
づ

く取
り組

み
実

施
（

マ
ル

シ
ェ、

東
洋

的
漫

遊
祭

等
）

 
・R

7
以

降
の

計
画

の
検

討
、取

り組
み

実
施

 
・全

国
「商

い
甲

子
園

」大
会

の
拡

充
及

び
経

済
波

及
効

果
が

生
ま

れ
る

手
法

の
検

討
 

・H
P

や
SN

S
な

どを
利

用
した

情
報

発
信

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・状

況
に

応
じた

支
援

策
（

商
店

街
等

振
興

計
画

推
進

事
業

費
補

助
金

・産
振

ア
ド

バ
イザ

ー
等

）
の

提
案

 
・関

係
課

へ
の

橋
渡

し、
先

進
事

例
等

の
情

報
提

供
 

・S
NS

な
どを

利
用

した
情

報
発

信
 

 

 
空

き
店

舗
等

を
活

用
し

た
新

規
開

業
の

促
進

に
向

け
た

取
り組

み

・チ
ャレ

ンジ
シ

ョッ
プ実

施
 

・コ
ミュ

ニテ
ィス

ペ
ー

ス
「満

子
の

部
屋

」 
　空

き
家

活
用

に
向

け
た

ワ
ー

クシ
ョッ

プ実
施

 
→

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
（

H2
9）

 
　「

満
子

の
部

屋
」の

開
設

（
H3

0～
）

 
・空

き
店

舗
等

調
査

実
施

 
→

人
口

減
少

対
策

総
合

交
付

金
(連

携
加

算
型

)の
活

用
（

R6
）

 
・空

き
店

舗
バ

ンク
の

開
設

（
R6

）

空
き

店
舗

等
の

情
報

収
集

・発
信

 
■

安
芸

商
工

会
議

所
、安

芸
本

町
商

店
街

振
興

組
合

、安
芸

市
　ほ

か
 

・新
規

開
業

希
望

者
向

け
の

空
き店

舗
等

情
報

の
収

集
・提

供
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・関
係

課
へ

の
橋

渡
し、

産
振

アド
バ

イザ
ー

等
の

活
用

提
案

 
推

進
体

制
の

強
化

に
向

け
た

取
り組

み
・商

店
街

内
の

ギ
フト

シ
ョッ

プ
を

中
核

とし
た

市
内

事
業

者
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

地
域

産
品

コラ
ボ

ギ
フト

の
企

画
・販

売
（

R2
～

）
 

・安
芸

市
中

心
商

店
街

等
振

興
計

画
に

基
づ

く取
り組

み
（

た
ま

り場
）

を
実

施
（

R4
～

）
 

・安
芸

市
・安

芸
商

工
会

議
所

が
包

括
連

携
協

定
を締

結
（

R7
）

商
店

街
組

織
等

の
体

制
強

化
 

■
安

芸
商

工
会

議
所

、安
芸

本
町

商
店

街
振

興
組

合
、安

芸
市

　ほ
か

 
・事

業
者

間
で

情
報

共
有

す
る

仕
組

み
の

構
築

 
・来

店
者

へ
の

他
店

舗
の

情
報

提
供

な
ど個

店
の

連
携

に
よ

る
中

心
市

街
地

及
び

周
 

辺
地

域
の

周
遊

促
進

・消
費

拡
大

 
・R

7
以

降
の

取
り組

み
の

維
持

発
展

に
向

け
た

各
実

施
主

体
の

連
携

促
進

・ 
人

材
育

成
 

・地
域

お
こし

協
力

隊
導

入
の

検
討

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・産

振
ア

ドバ
イザ

ー
等

の
活

用
提

案
、先

進
事

例
等

の
情

報
提

供
 

計 画 に 基 づ く 取 り 組 み の 実 施 次
期

計
画

検
討

中
心

市
街

地
の

 
に

ぎ
わ

い
を

創
出

す
る

取
り組

み
の

実
施

空
き

店
舗

等
調

査

空
き

店
舗

等
の

情
報

発
信

主
体

性
の

醸
成

に
向

け
た

 
交

流
会

・報
告

会
の

実
施

イ
ベ

ン
トの

開
催

を
通

した
 

個
店

の
連

携
強

化
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安
芸
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
８
道
の
駅
東
洋
町
を
拠
点
と
し
た
地
域
振
興

（
東
洋
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
東
洋
町
、◎
指
定
管
理
者
（
(株
)F
ou
nd
in
gB
as
e）
、生
産
者
、地
域
団
体

(1
)売
上
高

1.
86
億
円

（
R4
）

2.
54
億
円

3.
25
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)来
場
者
数

16
9,
52
0
人

（
R4
）

18
7,
24
8
人

20
0,
00
0
人

事
業
概
要

高
知
県
の
東
の
玄
関
口
で
あ
る
東
洋
町
の
観
光
の
窓
口
及
び
地
元
特
産
品
の
販
売
、

飲
食
施
設
等
の
機
能
を
持
つ
「道
の
駅
東
洋
町
」を
核
とし
た
交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
り、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

誘
客
の
促
進

・「
道
の
駅
東
洋
町
」の
整
備
（
H2
0.
1
月
）

・火
災
に
よる
焼
失
（
H2
4.
7
月
）

・再
建
、運
営
開
始
（
H2
6.
1
月
～
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用
（
H2
4～
25
）

・農
林
水
産
物
直
販
所
運
営
管
理
者
及
び
安
心
係
等
発
展
講
習
会
参
加

（
H2
9）

・駐
車
場
な
どを
活
用
した
イベ
ント
誘
致

・高
知
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
トセ
ンタ
ー
より
プラ
ンナ
ー
派
遣
（
R
元
～
3）

・自
動
ド
ア
新
設
、キ
ャッ
シ
ュレ
ス
決
済
対
応
レ
ジ
・屋
外
席
用
備
品
購
入

（
R2
）
→
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
産
業
振
興
推
進
特
別
支

援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・駅
長
の
設
置
（
R3
）

・地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
の
活
用
（
R4
～
）

・B
BQ
事
業
の
開
始
（
R4
）

・直
販
所
交
流
（
R4
～
）

・指
定
管
理
に
よる
運
営
開
始
（
R5
）

・「
道
の
駅
」と
して
国
土
交
通
省
へ
の
登
録
完
了
(R
6.
8
月
)

・公
式
HP
と
EC
サ
イト
の
開
設
（
R6
.1
0
月
）

[成
果
]

・駅
長
（
責
任
者
）
の
設
置

に
よ
る
運
営
体
制
の
強
化

・地
元
の
魚
を
使
った
メニ
ュー

や
お
惣
菜
の
提
供

・売
上
高

R
元
:1
.6
8
億
円

→
R6
:2
.5
4
億
円

・入
込
客
数

R
元
:1
75
,6
66
人

→
R6
:1
87
,2
48
人

・直
販
所
交
流

交
流
直
販
所
数
:3
3
カ所

（
R7
.1
1
月
時
点
累
計
）

[課
題
]

・認
知
度
向
上

・集
客
強
化

・リ
ピー
ター
の
確
保

・町
内
事
業
者
（
出
品
者
）

との
協
力
体
制
の
構
築

・主
力
商
品
で
あ
る
魚
の
安

定
供
給

・町
内
事
業
者
、地
域
団
体

との
連
携

・白
浜
キ
ャン
プ場
の
活
用

・冬
期
の
閑
散
期
対
策

魅
力
的
な
店
舗
づ
くり

■
東
洋
町
、指
定
管
理
者

・店
内
レ
イア
ウト
の
工
夫

・ワ
ー
クシ
ョッ
プ
・マ
ル
シ
ェ等
イベ
ント
の
実
施
・誘
致

・S
NS
を活
用
した
情
報
発
信

・町
内
外
イベ
ント
へ
の
出
店

・B
BQ
事
業

・店
舗
内
商
品
の
充
実

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

直
販
所
交
流

■
指
定
管
理
者

・特
産
品
の
直
販
所
交
流
に
よ
る
道
の
駅
東
洋
町
の
PR

・店
舗
内
商
品
数
の
充
実

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
及
び
関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し施

設

観
光
機
能
の
強
化

・B
BQ
事
業
の
開
始
、カ
ツオ
の
藁
焼
き
体
験
の
試
行
（
R4
）

・東
洋
町
の
観
光
情
報
を
ス
タッ
フ間
で
共
有
（
R4
）

・白
浜
キ
ャン
プ場
の
運
営
委
託
開
始
(R
5)

・自
然
休
養
村
の
改
修
に
向
け
た
設
計
等
の
検
討
（
R7
）

新
た
な
観
光
コン
テ
ン
ツ
の
造
成

■
東
洋
町
、指
定
管
理
者
施
設

・自
然
休
養
村
の
改
修

・体
験
プ
ログ
ラム
の
造
成

・地
域
団
体
との
連
携

・白
浜
キ
ャン
プ場
の
運
営
委
託

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
及
び
関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

観
光
窓
口
機
能
の
充
実

■
指
定
管
理
者

・(
一
社
)東
洋
町
観
光
振
興
協
会
との
連
携

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

施
設

商
品
数
の
充
実

販
売
方
法
の
工
夫

直
販
所
交
流
等
を
活
用
した
道
の
駅
東
洋
町

の
PR 計
画
策
定

運
営

開
始

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成

施 設 整 備
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物
産
館

検
討

物
産
館

検
討

安
芸
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
９
な
は
りの
郷
を
核
とし
た
特
産
品
の
販
売
促
進
と体
験
型
観
光
の
推
進

（
奈
半
利
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)な
は
りの
郷
、◎
奈
半
利
町
、奈
半
利
な
ん
で
も
市
加
工
グ
ル
ー
プ
、N
CL
48
、

JA
高
知
県
（
安
芸
地
区
）
、な
は
り浦
の
会

(1
)物
産
館
無
花
果
の
売
上

高
3,
30
2
万
円

（
R4
）

3,
97
3
万
円

5,
00
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
6.
4
月

(2
)農
水
産
加
工
施
設
の
店

舗
売
上
高

1,
71
2
万
円

（
R4
）

1,
86
1
万
円

2,
10
0
万
円

事
業
概
要

集
落
活
動
セ
ン
ター
な
は
りの
郷
が
中
心
とな
り、
地
域
食
材
を
活
用
した
特
産
品
の
開
発
・販

売
を
促
進
して
地
産
外
商
を強
化
す
る
とと
も
に
、海
浜
セ
ンタ
ー
や
地
域
資
源
（
生
活
体
験
学
校

等
）
を
活
用
した
体
験
型
観
光
を推
進
す
る
こと
に
より
、交
流
人
口
の
拡
大
を図
る
。

(3
)J
A
加
工
施
設
（
奈
半
利

味
噌
）
の
売
上
高

84
3
万
円

（
R4
）

85
2
万
円

93
0
万
円

(4
)奈
半
利
町
観
光
入
込
数

50
千
人

（
R4
）

52
千
人

55
千
人

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

地
産
外
商
体
制
の
強
化

【(
一
社
)な
は
りの
郷
】

・予
実
管
理
の
徹
底
な
ど経
営
意
識
を
醸
成
（
R3
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・「
な
は
りの
郷
を
核
とし
た
地
域
振
興
プ
ロジ
ェク
ト」
会
議
の
開
催
、経
営
理
念
、

事
業
戦
略
等
を
策
定
（
R5
）

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・イ
チ
ジ
クを
活
用
した
加
工
品
の
開
発
(R
6～
R7
)

→
高
知
地
域
資
源
活
用
・地
域
連
携
サ
ポ
ー
トセ
ンタ
ー
事
業
の
活
用

・物
産
館
無
花
果
リニ
ュー
アル
に
か
か
る
基
本
計
画
の
策
定
(R
7)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

【奈
半
利
な
ん
で
も
市
加
工
グ
ル
ー
プ（
奈
半
利
味
噌
）
】

・施
設
の
増
床
及
び
機
械
の
追
加
導
入
（
H2
6）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

[成
果
]

・「
な
は
りの
郷
を
核
とし
た
地

域
振
興
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」の
実

施
に
よ
る
経
営
改
善
及
び
新

事
業
の
検
討

・イ
チ
ジ
クの
作
付
面
積
拡
大

H2
8:
0a →
R7
:4
5a

・海
浜
セ
ンタ
ー
体
験
メニ
ュー

の
充
実
及
び
利
用
客
の
増
加

[課
題
]

・新
加
工
品
の
PR

・出
口
戦
略
の
検
討

・人
材
不
足

関
係
者
の
連
携
に
よ
る
販
売
商
品
の
充
実

■
(一
社
)な
は
りの
郷

・関
係
者
の
連
携
に
よ
る
新
商
品
の
開
発

・既
存
商
品
の
磨
き
上
げ

・販
売
戦
略
の
策
定

・物
産
館
無
花
果
リニ
ュー
アル

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・既
存
商
品
の
磨
き
上
げ
な
どに
関
す
る
セ
ミナ
ー
の
情
報
提
供

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

・産
振
補
助
金
の
活
用
、申
請
支
援
、補
助
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
等

一
次
産
業
の
振
興

【(
一
社
)な
は
りの
郷
】

・施
設
の
整
備
及
び
機
械
の
導
入
（
H2
9）

→
複
合
経
営
拠
点
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・備
品
整
備
（
H2
9）
→
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
推
進
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・農
作
業
受
託
、新
規
就
農
者
受
入
れ
等
の
推
進
（
H2
9～
）

・不
耕
作
地
対
策
事
業
に
よる
イチ
ジ
ク作
付
面
積
の
拡
大
（
H2
9～
）

特
産
品
の
生
産
強
化

■
(一
社
)な
は
りの
郷

・農
作
業
指
導
者
と研
修
生
の
確
保
、育
成

・移
住
フェ
アへ
の
参
加

□
県
（
地
域
本
部
、安
芸
農
振
セ
ンタ
ー
等
）

・栽
培
管
理
指
導
等

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

体
験
型
観
光
の
推
進

【奈
半
利
町
】

・奈
半
利
町
観
光
基
本
構
想
の
策
定
（
R
元
）

・海
浜
セ
ンタ
ー
の
備
品
(ク
リア
カヤ
ック
等
)を
整
備
(R
2)

→
観
光
施
設
等
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・奈
半
利
町
観
光
基
本
計
画
・基
本
設
計
の
策
定
（
R2
）

→
地
域
観
光
振
興
交
付
金
の
活
用

・海
浜
セ
ンタ
ー
の
改
修
及
び
キ
ャン
プ
サ
イト
の
整
備
等
（
R3
）

→
地
域
観
光
振
興
交
付
金
の
活
用

観
光
施
設
、地
域
資
源
の
活
用
促
進

■
(一
社
)な
は
りの
郷

・他
団
体
と連
携
した
体
制
強
化

・加
領
郷
小
学
校
閉
校
跡
施
設
の
活
用

・地
域
お
こし
協
力
隊
制
度
を活
用
した
人
材
確
保
の
仕
組
み
づ
くり

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

指
導
者
確
保

研
修
生
確
保

部
門
間
協
議

特
産
品
生
産
体
制

の
構
築

研
修
生
育
成

他
団
体
協
議

人
材
確
保
の
仕
組
み
づ
くり新
た
な
体
験
メ
ニ
ュー

の
検
討

関 係 者 協 議
新
商
品
開
発
、

磨
き
上
げ

販
売
戦
略
の
策
定

設
計

着
工

基
本

計
画

新
装

開
店

設
計

着
工

運
営

開
始
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安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
10

　道
の

駅
「田

野
駅

屋
」の

機
能

強
化

に
向

け
た

取
り組

み
 

（
田

野
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
道

の
駅

指
定

管
理

者
（

た
の

未
来

プ
ロジ

ェク
ト(

株
)）

、◎
田

野
町

、加
工

施
設

指
定

管
理

者
（

中
芸

食
材

工
房

）
、生

産
者

組
織

、地
域

団
体

(1
)店

舗
売

上
高

※
2.

7
億

円
 

（
R4

）
2.

8
億

円
2.

8
億

円
3.

3
億

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

４
月

(2
)入

込
数

※
23

3
千

人
 

（
R4

）
23

6
千

人
23

1
千

人
30

0
千

人

 

事
業

概
要

地
域

の
特

産
品

の
販

売
や

、観
光

情
報

の
発

信
な

どの
役

割
を

担
って

い
る

田
野

駅
屋

に
お

い
て

、「
阿

南
安

芸
自

動
車

道
」の

整
備

を
見

据
え

、田
野

駅
屋

が
観

光
の

目
的

地
や

、道
路

利
用

者
に

とっ
て

安
芸

以
東

の
地

域
に

お
け

る
安

心
して

休
憩

で
き

る場
とな

る
よう

再
整

備
を

行
う。

 
再

整
備

に
あ

た
って

は
、令

和
５

年
度

に
策

定
した

基
本

計
画

を
元

に
、観

光
客

や
道

路
利

用
者

だ
け

で
は

な
く、

地
域

の
あ

らゆ
る

世
代

が
活

躍
す

る
舞

台
とな

る
地

域
拠

点
や

地
域

コミ
ュニ

テ
ィ

を
目

指
して

い
く。

※
会

計
年

度
：

１
月

～
12

月

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

機
能

強
化

の
た

め
の

施
設

等
整

備
・ト

イレ
の

洋
式

化
及

び
W

i-F
i整

備
（

H2
8）

 
・レ

ンタ
サ

イク
ル

小
屋

の
整

備
（

H3
0）

 
→

観
光

拠
点

等
整

備
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・再

整
備

基
本

計
画

の
基

礎
資

料
で

あ
る

、基
本

構
想

を策
定

（
R4

）
 

・再
整

備
基

本
計

画
策

定
検

討
委

員
会

の
開

催
（

R5
）

 
・住

民
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

、住
民

ア
ンケ

ー
トの

実
施

（
R5

）
 

・再
整

備
基

本
計

画
の

策
定

（
R5

）
→

産
振

補
助

金
の

活
用

[成
果

] 
・売

上
高

の
増

加
 

　R
2：

2.
5

億
円

 
　　

　　
→

R6
：

2.
8

億
円

 
・新

商
品

の
開

発
（

累
計

）
 

　H
21

：
０

件
 

　　
　　

→
R6

：
６

件
 

  [課
題

] 
・狭

小
な

駐
車

場
 

・販
売

ス
ペ

ー
ス

の
不

足
 

・出
店

事
業

者
の

後
継

者
の

確
保

 
・人

材
不

足

再
整

備
に

向
け

た
検

討
 

■
田

野
町

 
・重

点
「道

の
駅

」へ
の

選
定

を
視

野
に

入
れ

た
整

備
内

容
の

検
討

 
・事

業
財

源
の

検
討

 
・P

PP
/P

FI
導

入
の

検
討

 
・駐

車
場

の
拡

張
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

　 
・各

種
支

援
制

度
の

紹
介

 

 
直

販
・飲

食
機

能
及

び
運

営
体

制
の

強
化

・新
メニ

ュー
の

開
発

（
H3

0）
 

・中
芸

高
校

生
オ

リジ
ナ

ル
レ

シ
ピ「

田
野

学
館

弁
当

」の
販

売
開

始
 

（
H3

0～
）

 
・町

10
0%

出
資

の
「た

の
未

来
プ

ロジ
ェク

ト(
株

)」
が

道
の

駅
指

定
管

理
者

と
して

運
営

開
始

（
R

元
～

）

地
域

連
携

機
能

の
強

化
 

■
田

野
町

 
  

・事
業

継
承

に
よ

る
後

継
者

の
確

保
 

  
・ふ

る
さと

納
税

や
通

販
事

業
に

よる
物

販
機

能
の

強
化

 
・集

落
活

動
セ

ンタ
ー

設
立

の
検

討
及

び
防

災
備

蓄
倉

庫
等

の
導

入
機

能
の

整
備

 
・農

作
物

栽
培

に
よ

る
耕

作
放

棄
地

対
策

及
び

生
き

が
い

づ
くり

 
・キ

ー
パ

ー
ソ

ンの
掘

り起
こし

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・集

落
活

動
セ

ンタ
ー

制
度

の
紹

介
、提

案
 

・各
種

支
援

制
度

の
紹

介

 
加

工
品

の
開

発
・販

売
の

強
化

・新
た

な
ス

イ
ー

ツ
の

開
発

（
塩

シ
ャー

ベ
ット

「塩
姫

」、
生

姜
の

お
菓

子
「爪

の
垢

」等
）

、販
売

開
始

（
H2

4～
）

 
・田

野
お

土
産

BO
X

の
販

売
開

始
（

H3
0～

）
 

・完
全

天
日

塩
を

使
用

した
塩

ラー
メン

を
期

間
限

定
で

販
売

（
R2

）

 
情

報
発

信
機

能
の

強
化

・交
流

人
口

の
拡

大
・地

域
イベ

ント
へ

の
参

加
や

独
自

イベ
ント

の
開

催
（

H2
1～

）
 

・田
野

駅
屋

拡
張

に
よる

情
報

発
信

コー
ナ

ー
の

整
備

（
H2

3）
 

・G
W

期
間

中
の

臨
時

観
光

案
内

所
の

開
設

（
H2

3～
）

 
・ご

め
ん

な
は

り線
ウォ

ー
キ

ング
イベ

ント
の

受
入

れ
（

H2
2～

）
 

・田
野

町
、道

の
駅

指
定

管
理

者
、地

域
本

部
で

情
報

共
有

会
議

の
実

施
（

H2
8～

30
）

広
報

の
強

化
に

よ
る

集
客

の
増

加
 

■
道

の
駅

指
定

管
理

者
、田

野
町

 
・観

光
情

報
の

案
内

機
能

の
整

備
 

・ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
SN

S
等

に
よ

る
広

報
強

化
、更

新
頻

度
の

増
加

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・広

報
戦

略
に

関
す

る
産

振
アド

バ
イザ

ー
の

活
用

の
提

案

設
計

建
設

工
事

集
落

活
動

セ
ン

タ
ー

設
立

の
検

討

他
団

体
協

議

周
辺

観
光

情
報

の
集

約
・発

信

駐
車

場
 

拡
張

仕
組

み
検

討
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安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
11

  
や

す
だ

資
源

を
生

か
した

新
商

品
開

発
に

よ
る

地
産

外
商

の
推

進
 

（
安

田
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
安

田
町

、生
産

者
、製

造
販

売
者

(1
)加

工
事

業
参

入
事

業
者

0
件

 
（

R4
）

1
件

１
件

3
件

 
（

R6
～

9
累

計
）

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
4.

４
月

(2
)地

域
資

源
を

活
用

した
新

商
品

開
発

0
件

 
（

R4
）

0
件

２
件

6
件

 
（

R6
～

9
累

計
）

 

事
業

概
要

安
田

町
内

の
地

域
資

源
を

生
か

した
新

商
品

開
発

に
取

り組
み

、販
路

開
拓

・拡
大

に
よ

る
地

産
外

商
を推

進
す

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

地
域

資
源

を
生

か
し

た
加

工
品

の
製

造
・販

売
・製

造
販

売
拠

点
「安

田
と夢

ファ
クト

リー
」の

整
備

(H
23

) 
・マ

ン
ゴ

ー
を

活
用

し
た

大
福

「安
田

の
白

い
夢

」製
造

・販
売

開
始

(H
24

～
29

) 
・町

所
有

の
マ

ンゴ
ー

生
産

施
設

１
棟

増
築

(R
元

) 
・キ

ャン
プ

場
指

定
管

理
者

紹
介

の
パ

テ
ィシ

エ
に

ス
イー

ツ開
発

に
関

して
監

修
を

依
頼

(R
4)

 
・高

知
県

事
業

承
継

・引
継

ぎ
支

援
セ

ンタ
ー

へ
相

談
(R

4～
R6

) 
・地

産
外

商
公

社
か

ら紹
介

を
受

け
た

民
間

事
業

者
が

製
造

販
売

拠
点

を
視

察
(R

6)
 

・製
造

販
売

拠
点

の
指

定
管

理
者

の
募

集
及

び
決

定
(R

6)
 

・指
定

管
理

者
に

よる
や

す
だ

資
源

を生
か

した
新

商
品

の
開

発
・販

売
(R

7)

[成
果

] 
・「

安
田

の
白

い
夢

」の
認

知
度

の
向

上
 

　ニ
ッポ

ン
全

国
物

産
展

ご
当

地
お

や
つ

ラン
キ

ング
入

賞
 

　H
25

：
5

位
入

賞
 

　H
27

：
準

グ
ラン

プリ
受

賞
 

・製
造

販
売

拠
点

施
設

を
運

営
す

る
た

め
の

事
業

者
を

確
保

 
・や

す
だ

資
源

を生
か

した
新

商
品

の
開

発
：

2
件

(R
7)

 
 [課

題
] 

・安
田

町
産

の
作

物
を

活
用

し
た

新
商

品
の

開
発

(マ
ン

ゴ
ー

大
福

等
)

生
産

体
制

の
確

立
 

■
安

田
町

 
・製

造
再

開
及

び
新

商
品

開
発

の
た

め
の

人
材

及
び

原
材

料
確

保
 

・製
造

販
売

拠
点

の
設

備
整

備
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・人
材

確
保

に
向

け
た

関
係

機
関

へ
の

情
報

提
供

 
製

造
再

開
に

よ
る

販
路

開
拓

 
■

生
産

者
、製

造
販

売
者

 
・県

内
外

の
商

談
会

や
フェ

ア等
へ

の
出

展
 

・原
材

料
の

安
定

的
な

入
手

に
向

け
た

取
り組

み
 

■
安

田
町

 
・新

商
品

の
販

売
ル

ー
トの

紹
介

等
の

販
売

促
進

支
援

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・高

知
県

地
産

外
商

公
社

等
へ

の
橋

渡
し支

援
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

 

 
新

商
品

開
発

に
向

け
た

新
た

な
地

域
資

源
の

掘
り起

こし

・加
工

に
適

した
作

物
選

定
の

た
め

の
JA

へ
の

声
か

け
(R

元
) 

・新
商

品
開

発
に

向
け

、地
産

外
商

公
社

が
マ

ンゴ
ー

生
産

施
設

を視
察

(R
6)

 
・地

産
外

商
公

社
か

らの
紹

介
を

受
け

た
民

間
事

業
者

が
マ

ンゴ
ー

生
産

施
設

を
視

察
(R

6)
 

・指
定

管
理

者
と、

酪
農

家
及

び
集

落
活

動
セ

ンタ
ー

等
の

地
域

団
体

との
間

で
地

域
資

源
の

納
品

契
約

締
結

(R
7)

加
工

に
適

した
作

物
選

定
 

■
安

田
町

、生
産

者
、製

造
販

売
者

 
・J

A
等

と連
携

した
加

工
に

適
した

作
物

の
選

定
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・他
地

域
に

関
す

る
情

報
提

供
及

び
関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

新
商

品
の

開
発

に
よ

る
販

売
促

進
 

■
生

産
者

、製
造

販
売

者
 

・市
場

調
査

及
び

試
作

品
の

製
作

、商
品

化
実

現
 

・県
内

外
の

商
談

会
や

フェ
ア等

へ
の

出
展

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・商

品
開

発
に

関
す

る
産

振
ア

ドバ
イザ

ー
や

６
次

産
業

化
サ

ポ
ー

トセ
ン

ター
の

活
用

の
提

案
及

び
研

修
会

等
へ

の
参

加
呼

び
か

け
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

作
物

選
定

生
 

産
 

体
 

制
 

の
 

確
 

立

製
造

再
開

に
よ

る
販

路
開

拓

新
商

品
の

開
発

19



 

 
安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
12

  
地

場
産

品
直

販
所

「か
っぱ

市
」を

核
とし

た
地

域
活

性
化

 
（

芸
西

村
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(有
)か

っぱ
市

、芸
西

村
、生

産
者

グ
ル

ー
プ

(1
)か

っぱ
市

売
上

高
1.

62
億

円
 

（
R4

）
1.

72
億

円
1.

82
億

円
2.

07
億

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
2.

4
月

(2
)シ

ェア
キ

ッチ
ンを

活
用

した
商

品
の

数
2

品
 

（
R4

）
２

品
2

品
5

品
 

(R
6～

9
累

計
)
 

事
業

概
要

地
場

産
品

直
販

所
「か

っぱ
市

」に
お

い
て

、安
定

供
給

の
仕

組
み

を
作

る
とと

も
に

、他
の

直
販

所
との

商
品

交
流

や
、魅

力
的

な
商

品
づ

くり
に

取
り組

む
こと

に
よ

り、
地

場
産

品
の

消
費

拡
大

を
進

め
、地

域
経

済
の

活
性

化
に

つ
な

げ
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

魅
力

あ
る

店
舗

づ
くり

と
顧

客
獲

得
の

取
り組

み
＜

か
っぱ

市
＞

 
・リ

ニュ
ー

アル
オ

ー
プ

ン（
H2

3）
→

　産
振

補
助

金
の

活
用

 
・高

知
６

次
産

業
化

サ
ポ

ー
トセ

ン
ター

に
よ

る
戦

略
会

議
を

ス
ター

ト（
R2

～
R3

）
 

・来
店

者
の

回
遊

を
図

る
た

め
、レ

イア
ウト

を変
更

（
R2

）
 

・P
O

P
の

活
用

に
よ

る
商

品
群

の
販

売
促

進
（

R3
～

）
 

・琴
が

浜
で

BB
Q

事
業

を
開

始
（

R3
～

）
 

・駐
車

場
を

活
用

した
キ

ッチ
ンカ

ー
等

の
出

店
（

R3
～

) 
・福

祉
事

業
の

買
い

物
代

行
サ

ー
ビス

（
御

用
聞

き
）

利
用

者
増

の
た

め
の

広
報

（
R5

）
 

・か
っぱ

市
駐

車
場

の
増

設
（

R5
）

 
・観

光
パ

ンフ
レ

ット
置

き
場

の
拡

充
(R

6)
 

・S
NS

に
よ

る
積

極
的

な
広

報
活

動
(R

7～
)

[成
果

] 
・か

っぱ
市

の
売

上
高

 
R2

：
1.

41
億

円
 

　→
R6

：
1.

72
億

円
 

・直
販

所
交

流
に

よ
る

品
揃

え
の

充
実

 
 [課

題
] 

・高
規

格
道

路
延

伸
へ

の
対

策
の

検
討

 
・シ

ェア
キ

ッチ
ン

の
活

用
に

よ
る

商
品

数
の

増
 

・地
元

と連
携

し
た

地
域

産
品

の
販

売
促

進
 

・光
熱

水
費

の
高

騰
に

よ
る

利
益

の
減

少
 

魅
力

あ
る

店
舗

づ
くり

と
顧

客
獲

得
の

取
り組

み
 

■
(有

)か
っぱ

市
 

・新
商

品
を

は
じ

め
とす

る
商

品
の

フェ
ア

の
開

催
、顧

客
か

ら要
望

の
多

い
商

品
 

の
取

り扱
い

を
検

討
 

・買
い

物
代

行
サ

ー
ビ

ス
の

認
知

度
向

上
に

向
け

た
広

報
強

化
 

■
芸

西
村

（
企

画
振

興
課

）
 

・シ
ェア

キ
ッチ

ン
を

活
用

し
て

くれ
る

人
材

の
掘

り起
こし

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・産

振
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
の

活
用

提
案

、各
種

支
援

制
度

や
セ

ミナ
ー

等
の

情
報

提
供

 
直

販
所

で
の

観
光

案
内

機
能

の
強

化
 

■
(有

)か
っぱ

市
 

・村
内

の
観

光
情

報
の

発
信

 
■

芸
西

村
（

企
画

振
興

課
）

 
・和

食
ダ

ム
や

白
玉

糖
な

どの
村

の
魅

力
を

、直
販

所
で

発
信

し
て

い
く仕

組
み

 
づ

くり
 

・観
光

強
化

の
た

め
の

地
域

お
こし

協
力

隊
導

入
の

検
討

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

 

 
品

揃
え

の
充

実
及

び
外

商
活

動
・朝

どれ
野

菜
を、

芸
西

村
の

ふ
る

さと
納

税
返

礼
品

とし
て

出
品

（
R3

～
) 

・ふ
る

さ
と納

税
へ

の
出

品
方

法
の

工
夫

に
よ

る
夏

場
の

注
文

数
減

の
抑

制
（

R5
～

) 
・海

の
駅

東
洋

町
(現

:道
の

駅
東

洋
町

)と
商

品
交

流
を開

始
（

R5
～

）
 

・物
産

館
無

花
果

と商
品

交
流

を
開

始
（

R5
～

) 
・ふ

る
さと

納
税

返
礼

品
準

備
の

た
め

の
作

業
場

を
拡

充
(R

7)
 

 

品
揃

え
の

充
実

及
び

外
商

活
動

 
■

(有
)か

っぱ
市

 
・直

販
所

間
で

の
商

品
交

流
の

促
進

 
・納

税
者

の
ニー

ズ
に

合
わ

せ
た

ふ
る

さと
納

税
返

礼
品

の
検

討
 

■
芸

西
村

（
企

画
振

興
課

）
 

・ふ
る

さと
納

税
で

の
取

扱
い

商
品

の
PR

 
・ふ

る
さ

と納
税

納
税

者
の

声
を

フィ
ー

ド
バ

ック
 

・ふ
る

さと
納

税
返

礼
品

準
備

の
た

め
の

作
業

場
拡

充
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・商
談

会
等

の
情

報
提

供
、高

知
県

地
産

外
商

公
社

へ
の

橋
渡

し支
援

店
舗

の
魅

力
向

上
 

顧
客

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

直
販

所
で

の
観

光
案

内
機

能
の

強
化

外
商

活
動

20



 

 
安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

13
　安

芸
地

域
の

観
光

振
興

の
推

進
 

（
安

芸
地

域
全

域
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(一
社

)高
知

県
東

部
観

光
協

議
会

、安
芸

広
域

市
町

村
圏

事
務

組
合

、市
町

村
、

観
光

協
会

等
、地

域
団

体
、民

間
事

業
者

(1
)観

光
入

込
数

※
1,

88
2,

48
0

人
（

R4
）

1,
85

3,
12

7
人

1,
82

9,
42

3 
人

2,
42

9,
01

8
人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

(2
)圏

内
宿

泊
者

数
※

14
2,

88
4

人
 

（
R4

）
13

4,
53

7
人

16
9,

41
4

人
17

2,
03

8
人

 

事
業

概
要

広
域

観
光

組
織

の
基

盤
を

整
備

し
、情

報
発

信
、体

験
プ

ロ
グ

ラム
の

磨
き

上
げ

、教
育

旅
行

の
受

入
れ

等
を

行
うと

とも
に

、歴
史

や
食

、自
然

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

る
観

光
クラ

ス
タ

ー
の

整
備

を
推

進
す

る
こ

とで
、安

芸
地

域
外

か
らの

誘
客

を
増

加
させ

て
地

域
経

済
の

活
性

化
を

図
る

。

(3
)圏

内
観

光
消

費
額

※
3,

24
8,

43
5

千
円

（
R4

）
3,

59
9,

49
8

千
円

4,
51

7,
69

6 
千

円
4,

24
5,

11
8

千
円

 
※

１
月

～
12

月

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

ひ
が

し
こ

うち
魅

力
創

出
の

推
進

・体
験

型
観

光
実

施
事

業
者

へ
の

助
成

（
H2

8～
）

 
・中

芸
の

ゆ
ず

と森
林

鉄
道

日
本

遺
産

協
議

会
と連

携
し、

日
本

遺
産

を活
用

 
した

着
地

型
商

品
造

成
・磨

き
上

げ
支

援
（

H2
9～

）
 

・四
国

運
輸

局
事

業
の

活
用

に
よ

る
イン

バ
ウン

ド向
け

コン
テ

ンツ
の

造
成

・磨
き
 

上
げ

（
R2

) 
・県

の
土

佐
の

観
光

創
生

塾
や

商
品

造
成

事
業

を
活

用
した

コン
テ

ンツ
造

成
 

（
R3

～
）

 
・「

食
」の

開
発

事
業

｢香
香

柚
子

｣に
よ

る
誘

客
推

進
（

R3
～

）
 

・観
光

タク
シ

ー
プ

ラン
の

造
成

（
R4

～
）

[成
果

] 
・香

香
柚

子
グ

ル
メの

 
販

売
額

　1
20

,8
70

千
円

 
（

R3
～

R5
）

 
・宿

泊
者

向
け

クー
ポ

ン
 

精
算

額
　8

7,
38

7
千

円
 

（
R4

、R
5）

 
・ひ

が
しこ

うち
公

式
 

旅
とく

ア
プリ

 
会

員
数

：
1,

32
0

人
 

消
費

額
：

3,
01

1
千

円
 

（
R4

、R
5）

※
運

用
終

了
 

 [課
題

] 
・観

光
客

の
長

期
滞

在
に
 

つ
な

が
る

体
験

プ
ログ

ラム
の

 
充

実
 

・事
業

者
の

高
齢

化
や

マン
 

パ
ワー

不
足

を
補

うべ
く、

 
デ

ジ
タル

ツー
ル

の
活

用
や

 
SN

S
や

W
EB

メデ
ィア

等
 

で
の

情
報

発
信

に
よ

る
支

援
 

の
強

化
が

必
要

 

滞
在

型
観

光
の

推
進

 
■

(一
社

)高
知

県
東

部
観

光
協

議
会

 
・タ

ー
ゲ

ット
・ニ

ー
ズ

・テ
ー

マに
沿

った
モ

デ
ル

ル
ー

トの
造

成
、宿

泊
施

設
・二

次
交

通
・ 

観
光

施
設

等
を

組
み

合
わ

せ
た

周
遊

促
進

商
品

の
造

成
、県

の
キ

ャン
ペ

ー
ン

等
と 

連
動

した
観

光
商

品
の

造
成

支
援

 
地

元
食

材
を

生
か

した
食

観
光

の
推

進
 

■
(一

社
)高

知
県

東
部

観
光

協
議

会
、地

域
団

体
等

 
・協

議
会

の
独

自
事

業
及

び
国

事
業

等
の

活
用

に
よ

る
ご

当
地

グ
ル

メ開
発

・磨
き 

上
げ

支
援

育
成

 

 
効

果
的

な
情

報
発

信
と

セ
ー

ル
ス

の
強

化
・ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

SN
S

等
及

び
テ

レ
ビや

雑
誌

、W
EB

等
メデ

ィア
を

活
用

した
 

圏
域

の
情

報
発

信
（

H2
8～

）
 

・県
内

外
の

イベ
ント

等
出

展
に

よる
PR

活
動

（
H2

8～
）

 
・旅

行
会

社
へ

の
セ

ー
ル

ス
活

動
の

展
開

（
H2

8～
）

 
・広

域
観

光
ガ

イド
ブ

ック
「ひ

が
しこ

うち
」の

作
成

・活
用

（
H3

0～
）

 
・高

知
東

部
食

プ
ロジ

ェク
トに

よる
周

遊
企

画
実

施
（

R
元

～
）

 
・教

育
旅

行
用

セ
ー

ル
ス

ツー
ル

を作
成

し、
旅

行
会

社
へ

の
商

談
会

等
で

活
用

 
（

R3
）

 
・土

佐
くろ

しお
鉄

道
ご

め
ん

・な
は

り線
、四

国
の

右
下

観
光

局
（

徳
島

）
と 

連
携

した
周

遊
企

画
実

施
（

R4
）

 
・宿

泊
者

向
け

クー
ポ

ン
に

よ
る

誘
客

促
進

事
業

の
実

施
（

R4
、R

5）

情
報

発
信

の
強

化
 

■
(一

社
)高

知
県

東
部

観
光

協
議

会
 

・ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

及
び

SN
S

に
掲

載
す

る
情

報
の

磨
き

上
げ

、関
西

圏
及

び
イン

バ
ウ

ン
ドに

向
け

た
情

報
発

信
の

強
化

 
・ガ

イド
ブッ

ク等
の

活
用

、県
や

広
域

で
連

携
す

る
イベ

ント
で

の
出

展
、物

販
PR

等
 

■
(一

社
)高

知
県

東
部

観
光

協
議

会
、市

町
村

、観
光

協
会

等
  

□
県

（
地

域
観

光
課

等
）

 
・県

の
キ

ャン
ペ

ー
ン等

と連
動

した
情

報
発

信
 

旅
行

会
社

へ
の

セ
ー

ル
ス

強
化

 
■

(一
社

)高
知

県
東

部
観

光
協

議
会

 
・商

談
会

等
出

展
・旅

行
会

社
へ

の
訪

問
セ

ー
ル

ス
実

施
、セ

ー
ル

ス
戦

略
の

共
有

等

 
下

支
え

す
る

基
盤

整
備

の
推

進
 

       

・広
域

体
験

型
商

品
の

造
成

、拠
点

づ
くり

（
H2

1）
→

産
振

補
助

金
の

活
用

 
・(

一
社

)高
知

県
東

部
観

光
協

議
会

設
立

（
H2

7）
 

・観
光

庁
DM

O
登

録
（

R
元

）
 

・W
EB

シ
ス

テ
ム

に
よる

ア
ンケ

ー
ト調

査
・分

析
（

R
元

～
）

 
・高

知
県

観
光

地
域

づ
くり

推
進

員
の

配
置

（
R2

～
）

 
・観

光
庁

実
証

事
業

に
よる

宿
泊

者
デ

ー
タ収

集
分

析
シ

ス
テ

ム
及

び
CR

M
 

シ
ス

テ
ム

構
築

（
R3

）
運

用
（

R4
、R

5）
 

・高
知

県
東

部
広

域
観

光
振

興
計

画
（

第
2

期
）

策
定

（
R3

）
 

・市
町

村
観

光
担

当
課

長
会

議
の

開
催

（
R4

～
）

 
・観

光
動

態
分

析
ツー

ル
を

活
用

した
デ

ー
タ収

集
・分

析
（

R4
～

）
 

・四
国

南
東

部
広

域
観

光
連

携
協

議
会

へ
の

参
画

（
R4

～
）

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

機
能

の
強

化
 

■
(一

社
)高

知
県

東
部

観
光

協
議

会
 

・観
光

客
の

行
動

等
に

関
す

る
各

調
査

結
果

の
分

析
を魅

力
づ

くり
・情

報
発

信
に
 

活
用

及
び

戦
略

・戦
術

へ
の

反
映

、地
域

へ
の

フィ
ー

ドバ
ック

等
 

□
県

（
地

域
観

光
課

）
 

・観
光

客
動

向
デ

ー
タの

活
用

支
援

 
広

域
観

光
の

推
進

 
■

(一
社

)高
知

県
東

部
観

光
協

議
会

 
・広

域
観

光
振

興
計

画
の

PD
CA

の
状

況
を

共
有

す
る

ワー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

の
開

催
、

イン
バ

ウン
ドや

サ
ス

テ
ナ

ブル
・ツ

ー
リズ

ム
の

推
進

等
に

対
す

る
地

域
内

の
連

携
強

化
 

□
県

（
地

域
観

光
課

、地
域

本
部

) 
■

(一
社

)高
知

県
東

部
観

光
協

議
会

、市
町

村
 

・四
国

南
東

部
広

域
観

光
連

携
協

議
会

で
の

新
た

な
周

遊
拡

大
に

向
け

た
取

り組
み

食
観

光
の

推
進

、P
R

旅
行

会
社

へ
の

セ
ー

ル
ス

強
化

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

機
能

の
強

化

広
域

観
光

の
推

進

磨
き

 
上

げ

イ
ン

バ
ウ

ン
ド向

け

県
の

キ
ャン

ペ
ー

ン
等

と連
動

した
情

報
発

信

滞
在

型
観

光
の

推
進

情
報

発
信

の
強

化
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安
芸
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
14

日
本
遺
産
を
活
用
した
中
芸
地
域
の
活
性
化

（
奈
半
利
町
、田
野
町
、安
田
町
、北
川
村
、馬
路
村
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
中
芸
の
ゆ
ず
と森
林
鉄
道
日
本
遺
産
協
議
会
、奈

半
利
町
、田

野
町
、安

田
町
、北

川
村
、馬
路
村
、中
芸
地
区
森
林
鉄
道
遺
産
を
保
存
・活
用
す
る
会

中
芸
地
域
主
要
施
設
訪
問

者
数

52
5,
90
6
人

（
R4
）

50
7,
64
7
人

57
0,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

事
業
概
要

日
本
遺
産
認
定
を
受
け
た
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
遺
産
や
ゆ
ず
ロ
ー
ド等

を
活
用
し
、中
芸

地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
交
流
人
口
の
拡
大
や
文
化
活
動
の
促
進
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

日
本
遺
産
を
活
用
し
た

地
域
の
活
性
化
及
び
交

流
人
口
の
拡
大

・案
内
看
板
の
設
置
、写
真
パ
ネ
ル
作
成
等
の
実
施
(H
21
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・遺
構
周
辺
の
遊
歩
道
及
び
駐
車
場
の
整
備
等
の
実
施
(H
22
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
開
通
10
0
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
等
の
普
及
啓
発

事
業
等
の
実
施
(H
23
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・日
本
遺
産
認
定
(H
29
)

・体
験
プ
ロ
グ
ラム
イ
ベ
ン
ト
「ゆ
ず
Fe
S」
の
開
催
(H
29
～
12
回
)

・ゆ
ず
林
鉄
EX
PO
開
催
(R
2～
R4
)

・日
本
遺
産
中
芸
ゆ
ず
と森
林
鉄
道
ガ
イ
ド
会
発
足
(R
4)

・「
中
芸
・地
域
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
」開
催
(R
4)

→
高
知
県
地
域
の
頑
張
る
人
づ
くり
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・ガ
イ
ド
会
備
品
整
備
及
び
植
物
図
鑑
の
作
成
(R
4)

→
高
知
県
博
覧
会
受
入
環
境
等
整
備
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・ゆ
ず
ロ
ー
ド
ミュ
ー
ジ
ア
ム
開
館
(R
5)

・「
第
１
回
森
林
鉄
道
サ
ミッ
ト
in
高
知
&
中
芸
日
本
遺
産
フェ
ス
テ
ィバ

ル
」開
催
(R
5)

・阿
里
山
林
業
鉄
道
（
台
湾
）
へ
の
視
察
(R
6)

・中
芸
地
域
内
イ
ベ
ン
ト
出
展
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
の
実
施
(R
6)

・日
本
遺
産
ウォ
ー
キ
ン
グ
イベ
ント
の
開
催
(R
6～
)

[成
果
]

・「
ゆ
ず
Fe
S」
開
催

(H
30
～
R７
年
度
)

全
12
回
(の
べ
数
)

プ
ログ
ラム
数
：
21
1

参
加
者
数
：
1,
98
8
人

・ガ
イド
会
登
録
人
数

18
名
(R
7.
11
月
末
)

・日
本
遺
産
の
重
点
支
援
地

域
へ
の
選
定
(R
5)

・林
鉄
サ
ミッ
ト
へ
の
阿
里
山

林
業
鉄
道
（
台
湾
）
関
係

者
の
招
へ
い
(R
5)

・ゆ
ず
ロ
ー
ド
ミュ
ー
ジ
ア
ム
毎

日
開
館
（
7/
19

～
8/
30
）
時
の
来
場
者
数

（
R7
）
：
25
4
名

[課
題
]

・観
光
コン
テ
ンツ
の
磨
き
上
げ

・旅
行
商
品
の
プ
ロモ
ー
シ
ョン

・地
域
内
外
へ
の
情
報
発
信

・日
本
遺
産
サ
ミッ
ト（
R9
）

に
向
け
た
対
応

交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
仕
組
み
づ
くり

■
中
芸
の
ゆ
ず
と森
林
鉄
道
日
本
遺
産
協
議
会

・関
係
機
関
との
連
携
に
よる
日
本
遺
産
関
連
ツア
ー
等
の
開
発
、売
込
み

・台
湾
との
交
流
、連
携

・外
国
語
対
応
等
の
パ
ンフ
レ
ット
作
成
や
ガ
イド
人
材
の
育
成

・イ
ベ
ント
出
展
等
に
よ
る
全
国
の
日
本
遺
産
関
係
者
との
交
流

・S
NS
を
活
用
した
情
報
発
信

・既
存
イベ
ント
の
磨
き
上
げ

・構
成
文
化
財
の
保
存
・活
用
に
向
け
た
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
策
定
へ
の

参
画

□
県
(地
域
本
部
等
)

・研
修
会
等
の
情
報
提
供

・産
振
アド
バ
イザ
ー
等
の
活
用
提
案

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

日
本
遺
産
サ
ミッ
ト開
催
に
向
け
た
準
備

■
中
芸
の
ゆ
ず
と森
林
鉄
道
日
本
遺
産
協
議
会

・R
9
年
度
開
催
に
向
け
た
受
入
体
制
の
強
化

・日
本
遺
産
サ
ミッ
ト開
催
地
域
の
視
察

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
の
活
用
支
援

・サ
ミッ
ト開
催
に
向
け
た
支
援

協
議
会
の
体
制
強
化

・「
魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
」日
本
遺
産
推
進
協
議
会
の
設
立
(H
28
)

・中
芸
の
ゆ
ず
と森
林
鉄
道
日
本
遺
産
協
議
会
事
務
局
発
足
(H
30
)

・協
議
会
組
織
の
運
営
体
制
の
見
直
し
(R
2)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・事
務
局
を
4
名
か
ら
5
名
に
増
員
(R
6)

・R
9
年
度
日
本
遺
産
サ
ミッ
ト
に
向
け
た
協
議
会
組
織
の
運
営
体
制
の

見
直
し
(R
7)

自
走
に
向
け
た
体
制
の
強
化

■
中
芸
の
ゆ
ず
と森
林
鉄
道
日
本
遺
産
協
議
会

・事
業
推
進
の
た
め
の
体
制
の
再
構
築

・地
域
商
社
も
しく
は
DM
O
設
立
の
検
討
、準
備

□
県
(地
域
本
部
等
)

・他
地
域
の
事
例
や
他
の
日
本
遺
産
の
取
り組
み
の
情
報
提
供

・各
種
支
援
制
度
の
活
用
支
援

【用
語
】
・日
本
遺
産
：
地
域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を通
じて
日
本
の
文
化
・伝
統
を語
る
スト
ー
リー
を
「日
本
遺
産
」と
して
文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の
。

ス
トー
リー
を語
る
うえ
で
欠
か
せ
な
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
有
形
や
無
形
の
様
々
な
文
化
財
群
を
、地
域
が
主
体
とな
って
総
合
的
に
整
備
・

活
用
し、
国
内
だ
け
で
な
く海
外
へ
も
戦
略
的
に
発
信
して
い
くこ
とに
よ
り、
地
域
の
活
性
化
を
図
るこ
とを
目
的
とす
る
。

地
域
商
社
も
しく
は

D
M
O
設
立
に
向
け
た

取
り組
み

イ
ベ
ン
ト実
施
及
び
情
報
発
信

体
制
の

再
構
築

日
本
遺
産
サ
ミッ
ト
開
催
に

向
け
た
取
り組
み

サ ミ ッ ト 開 催

商
品
や
ツ
ア
ー
開
発
及
び

受
入
体
制
充
実
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安
芸
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
15

室
戸
市
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た
交
流
人
口
の
拡
大
・地
域
振
興

（
室
戸
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
室
戸
市
、◎
(一
社
)室
戸
市
観
光
協
会
、室

戸
ジ
オ
パ
ー
ク推

進
協
議
会
、(
株
)日

本
ド
ル
フィ
ン
セ
ン
ター
、N
PO
法
人
日
本
ウ
ミガ
メ協
議
会
、土
佐
備
長
炭
窯
元
炭
玄
、ス

カ
イ
ア
ン
ドシ
ー
・ム
ロ
ト
、(
株
)E
as
t水
産
、民
間
事
業
者

(1
)室
戸
市
主
要
施
設

訪
問
者
数
※

50
5
千
人

（
R4
）

46
5
千
人

90
0
千
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)ウ
エ
ル
ネ
ス
関
連
の
体
験

プ
ログ
ラム
造
成
及
び
磨
き
上

げ
数

－
６
件

20
件

（
R6
～
9
累
計
）

事
業
概
要

世
界
ジ
オ
パ
ー
クに
認
定
され
た
室
戸
ジ
オ
パ
ー
クや
む
ろ
と廃
校
水
族
館
、海
の
駅
とろ
む
な
どの

観
光
資
源
の
魅
力
度
を高
め
る
とと
も
に
、室
戸
市
が
有
す
る
自
然
や
文
化
、施
設
等
の
「ウ
エル
ネ

ス
資
源
」を
生
か
した
持
続
可
能
な
周
遊
・滞
在
型
観
光
を推
進
し、
交
流
人
口
の
拡
大
を図
る
。

※
１
月
～
12
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

観
光
資
源
の

魅
力
向
上

・ジ
オ
パ
ー
クネ
ット
ワ
ー
ク認
定
（
日
本
：
H2
0）
（
世
界
：
H2
3）

・遊
歩
道
、ド
ル
フィ
ンセ
ンタ
ー
等
整
備
（
H2
1～
23
）
→
産
振
補
助
金
活
用

・接
遇
等
各
種
ガ
イド
研
修
の
実
施
（
H2
8～
）

・む
ろ
と廃
校
水
族
館
の
屋
外
プー
ル
へ
の
日
除
設
置
（
R2
）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・E
C
サ
イト
及
び
コロ
ナ
対
策
の
強
化
（
R2
）
→
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
産
業
振
興
推
進
特
別
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・室
戸
ドル
フィ
ンセ
ンタ
ー
の
キ
ッチ
ント
レ
ー
ラー
、海
上
ア
ス
レチ
ック
等
導
入
、

M
UR
O
TO
ba
se
55
の
屋
外
風
呂
、ト
イレ
、テ
ント
サ
ウナ
の
整
備
（
R3
）

→
観
光
施
設
等
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・海
の
駅
とろ
む
飲
食
体
験
施
設
の
再
開
（
R4
）

・室
戸
岬
観
光
拠
点
施
設
活
用
検
討
委
員
会
設
置
（
旧
飛
巌
荘
）
（
R5
）

・室
戸
岬
観
光
拠
点
施
設
の
基
本
設
計
の
実
施
（
R6
）

[成
果
]

・世
界
ジ
オ
パ
ー
クネ
ット
ワ
ー

ク再
認
定
（
R6
.1
）

・む
ろ
と廃
校
水
族
館
の
来
場

者
数
が
オ
ー
プ
ン
か
ら５
年
で

60
万
人
を
突
破
（
R5
.9
）

[課
題
]

・施
設
間
の
連
携
に
よ
る
周

遊
型
、滞
在
型
観
光
へ
の
転

換 ・体
験
メニ
ュー
の
開
発
・磨
き

上
げ

・各
施
設
の
来
館
者
数
増

・宿
泊
施
設
の
不
足

・情
報
発
信
体
制
の
構
築

・イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
入
体
制

強
化

・シ
レ
ス
トむ
ろ
との
施
設
老
朽

化 ・旧
ウト
コホ
テ
ル
の
活
用

・お
土
産
品
の
不
足

施
設
整
備
・修
繕
、既
存
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ
、対
外
的
な
PR

強
化

■
指
定
管
理
者
、民
間
事
業
者

・新
規
プ
ログ
ラム
開
発
、体
験
プ
ログ
ラム
の
磨
き
上
げ
、イ
ベ
ン
ト等
の
実
施
、情
報

発
信

■
室
戸
市
、(
一
社
)室
戸
市
観
光
協
会

・施
設
整
備
・修
繕
、S
NS
を
活
用
し
た
各
施
設
の
魅
力
・周
遊
ル
ー
ト
の
情
報
発

信
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
した
情
報
発
信
の
一
元
化
、観
光
商
談
会
へ
の
出
展
、

多
言
語
化
を
通
じた
イン
バ
ウン
ドの
受
入
体
制
強
化
、遊
休
施
設
の
活
用
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・情
報
発
信
支
援
、各
種
支
援
策
の
情
報
提
供
、産
振
アド
バ
イザ
ー
活
用
の
提
案

ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リズ
ム
・

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
推
進

・室
戸
市
ウエ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ基
本
構
想
策
定
（
R4
）

・室
戸
市
ウエ
ル
ネ
ス
ツー
リズ
ム
推
進
計
画
策
定
（
R5
）

・シ
レ
ス
トむ
ろ
とが
機
械
故
障
に
より
臨
時
休
業
（
R7
）

室
戸
市
ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リズ
ム
推
進
計
画
の
推
進

■
民
間
事
業
者

・プ
ログ
ラム
の
開
発
、情
報
発
信

■
室
戸
市

・プ
ログ
ラム
の
造
成
・磨
き
上
げ
に
対
す
る
支
援
、ウ
エ
ル
ネ
ス
プ
ログ
ラム
に
関
す
る
事

業
者
向
け
説
明
会
の
開
催
、イ
ベ
ン
トの
実
施
、ウ
エ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リズ
ム
EX
PO
等
の

催
事
へ
の
出
展
、計
画
の
進
捗
管
理
、施
設
整
備
・改
修
（
検
討
）

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・情
報
発
信
支
援
、各
種
支
援
策
の
情
報
提
供
、産
振
アド
バ
イザ
ー
活
用
の
提
案

お
土
産
品
の
開
発
・販

売
拡
大
に
よ
る
外
貨
獲

得

・室
戸
市
の
特
産
品
を
生
か
した
お
土
産
品
の
開
発
（
R6
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

→
産
振
補
助
金
の
活
用

「室
戸
の
お
も
た
せ
開
発
・発
掘
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」の
推
進

■
民
間
事
業
者

・お
土
産
品
の
試
作
・販
売
、販
路
拡
大

■
室
戸
市

・事
業
者
募
集
、開
発
・販
路
拡
大
等
に
対
す
る
支
援

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
補
助
金
の
活
用
支
援
、各
種
支
援
策
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き
上
げ

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

施
設
整
備
（
検
討
）

周
遊
体
制
の
構
築

効
果
的
な
情
報
発
信

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
、磨
き
上
げ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
強
化

ﾟ

市
内
観
光
施
設
で
の
取
扱
開
始

お
土
産

開
発
・磨

き
上
げ

施
設
整
備
・改
修
（
検
討
）
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安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

16
  

安
芸

市
の

ユ
ズ

、ナ
ス

等
の

地
域

食
材

や
観

光
資

源
を

活
用

し
た

交
流

・関
係

人
口

の
拡

大
 

（
安

芸
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9

 

実
施

主
体

◎
安

芸
市

、◎
(一

社
)安

芸
市

観
光

協
会

、安
芸

漁
協

、伊
尾

木
あ

な
ご

う保
存

会
、

内
原

野
陶

芸
館

、
JA

高
知

県
（

安
芸

地
区

）
、

安
芸

市
観

光
ボ

ラ
ン

テ
ィア

ガ
イ

ド
の

会
、廓

中
ふ

る
さ

と館
、メ

リー
ガ

ー
デ

ン
、は

た
や

ま
夢

楽
、安

芸
「釜

あ
げ

ち
りめ

ん
丼

」楽
会

、道
の

駅
大

山
、安

芸
商

工
会

議
所

、「
は

ば
た

け
彌

太
郎

」安
芸

市
推

進
委

員
会

、
Fo

r 
th

e 
fu

tu
re

、地
元

加
工

業
者

・加
工

グ
ル

ー
プ

・飲
食

店

(1
)市

内
年

間
観

光
客

数
17

4,
39

9
人

 
（

R4
）

19
6,

40
9

人
30

0,
00

0
人

 
(2

)市
内

年
間

宿
泊

者
数

30
,5

12
人

 
（

R4
）

26
,6

76
人

30
,0

00
人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

(3
)加

工
品

開
発

数
1

件
 

（
R4

）
7

件
８

件
5

件
 

(Ｒ
6～

9
累

計
)

 

事
業

概
要

既
存

の
観

光
資

源
の

磨
き

上
げ

や
自

然
・歴

史
文

化
等

の
地

域
資

源
を

活
用

した
新

た
な

体
験

プ
ログ

ラム
の

造
成

、地
域

食
材

を
活

用
した

メニ
ュー

や
商

品
の

開
発

等
に

よ
り、

地
域

ブ
ラン

ド
力

及
び

観
光

客
の

満
足

度
の

向
上

を
図

り、
交

流
・関

係
人

口
の

拡
大

及
び

観
光

関
連

産
業

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
。

  
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

量
日

本
一

の
作

物
で

あ
る

ユ
ズ

、ナ
ス

等
を

活
用

し
た

交
流

・関
係

人
口

の
拡

大
に

向
け

た
取

り組
み

・安
芸

「釜
あ

げ
ち

りめ
ん

丼
」楽

会
実

行
委

員
会

に
よ

る
イベ

ン
トへ

の
出

店
等

PR
活

動
（

H2
2～

）
 

・な
す

ス
タン

プ
ラリ

ー
開

催
（

R2
、R

4）
 

・安
芸

うま
い

も
ん

開
発

アイ
デ

アコ
ンテ

ス
ト実

施
（

R4
）

 
・安

芸
うま

い
も

ん
開

発
ア

イ
デ

ア
コ

ン
テ

ス
ト

受
賞

商
品

の
商

品
化

支
援

（
R5

）
 

・道
の

駅
大

山
・ぢ

ば
さん

市
場

の
連

携
に

よ
る

商
品

開
発

（
R6

）
 

・ふ
る

さと
ワ

ー
キ

ング
ホ

リデ
ー

開
始

（
R7

）

[成
果

] 
・安

芸
うま

い
も

ん
開

発
ア

イ
デ

ア
コン

テ
ス

ト受
賞

商
品

の
商

品
化

 
　R

5：
2

件
 

・安
芸

駅
ぢ

ば
さん

市
場

リニ
ュー

ア
ル

オ
ー

プ
ン（

R5
）

 
・道

の
駅

大
山

リニ
ュー

ア
ル

オ
ー

プ
ン（

R5
）

 
・道

の
駅

大
山

加
工

品
開

発
：

7
件

（
R6

）
 

・ど
っぷ

り高
知

旅
観

光
ツ

ア
ー

商
品

化
　R

6：
２

件
、R

7：
２

件
（

予
定

）
 

 [課
題

] 
・地

域
食

材
等

を
活

用
した

商
品

の
更

な
る

開
発

 
・観

光
・交

流
事

業
の

体
制

づ
くり

 
・各

観
光

施
設

等
の

連
携

強
化

 
・観

光
客

向
け

体
験

プ
ログ

ラム
の

強
化

 
・情

報
発

信
力

の
強

化

新
た

な
ファ

ン
づ

くり
を

通
じた

産
地

の
活

性
化

 
■

安
芸

市
、(

一
社

)安
芸

市
観

光
協

会
　ほ

か
 

・援
農

隊
実

施
、観

光
・交

流
事

業
の

企
画

 
・ふ

る
さと

ワー
キ

ン
グ

ホ
リデ

ー
の

検
討

 
・関

係
人

口
の

拡
大

に
向

け
た

PR
、ふ

る
さと

納
税

の
強

化
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
、P

R
支

援
 

地
域

食
材

等
を

活
用

した
誘

客
の

推
進

 
■

安
芸

市
、(

一
社

)安
芸

市
観

光
協

会
　ほ

か
 

・地
域

食
材

を
活

用
した

メニ
ュー

や
商

品
の

開
発

・磨
き上

げ
・P

R 
・道

の
駅

大
山

・観
光

情
報

セ
ンタ

ー
・ぢ

ば
さん

市
場

の
連

携
促

進
、商

品
開

発
・ 

販
売

促
進

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・各

種
支

援
制

度
や

商
談

会
等

の
情

報
提

供

 

 
観

光
資

源
の

魅
力

向
上

へ
の

取
り組

み
・伊

尾
木

洞
観

光
案

内
所

等
の

整
備

（
H3

0）
 

→
観

光
拠

点
等

整
備

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・安
芸

観
光

情
報

セ
ンタ

ー
リニ

ュー
アル

（
R

元
）

 
→

観
光

拠
点

等
整

備
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・安

芸
駅

ぢ
ば

さん
市

場
の

課
題

洗
い

出
しと

対
策

案
の

検
討

（
R3

）
 

→
産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 
・草

花
ガ

イド
養

成
研

修
・モ

ニタ
ー

ツア
ー

実
施

（
R4

）
 

・道
の

駅
大

山
周

辺
観

光
振

興
計

画
策

定
（

R4
）

 
・伊

尾
木

洞
駐

車
場

拡
大

整
備

（
R4

～
5）

 
・道

の
駅

大
山

改
修

工
事

（
R4

～
5）

 
・安

芸
市

流
域

森
づ

くり
構

想
策

定
（

R6
）

 
・海

業
の

推
進

に
取

り組
む

地
区

に
伊

尾
木

漁
港

選
定

(R
6)

 
・ど

っぷ
り高

知
旅

観
光

商
品

モニ
ター

ツア
ー

実
施

（
R6

、R
7）

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

磨
き

上
げ

と新
た

な
造

成
 

■
安

芸
市

、(
一

社
)安

芸
市

観
光

協
会

　ほ
か

 
・自

然
や

歴
史

を活
用

した
既

存
の

体
感

体
験

プロ
グ

ラム
の

磨
き

上
げ

、新
た

な
プ

ログ
 

ラム
の

造
成

 
・道

の
駅

大
山

周
辺

の
観

光
振

興
計

画
の

推
進

（
サ

イク
ル

ツー
リズ

ム
等

）
 

・N
HK

連
続

テ
レ

ビ小
説

「あ
ん

ぱ
ん

」放
送

と連
携

した
観

光
施

策
の

推
進

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・各

種
支

援
制

度
や

先
進

事
例

等
の

情
報

提
供

、P
R

支
援

 
集

客
に

繋
げ

る
た

め
の

各
種

取
り組

み
の

検
討

・実
施

 
■

安
芸

市
、(

一
社

)安
芸

市
観

光
協

会
　ほ

か
 

・滞
在

時
間

延
長

に
向

け
た

市
内

周
遊

促
進

の
仕

組
み

づ
くり

 
・定

期
的

な
魅

力
発

信
（

イベ
ント

の
企

画
・開

催
）

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、S
NS

等
情

報
発

信

新
企

画
 

メ
ニ

ュー
検

討

交
流

・関
係

人
口

の
拡

大
に

つ
な

が
る

 
取

り組
み

の
実

施

企
画

検
討

各
種

プ
ラ

ン
実

施
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安
芸
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
17

東
洋
町
に
お
け
る
体
験
型
・滞
在
型
観
光
の
推
進

（
東
洋
町
、室
戸
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)東
洋
町
観
光
振
興
協
会
、◎
東
洋
町
、地

元
マ
リン
ス
ポ
ー
ツ
等
関
係
事
業

者
、宿

泊
事
業
者
、阿

佐
海
岸
鉄
道
(株
)、
東
洋
町
商
工
会
、(
一
社
)高
知
県
東
部

観
光
協
議
会
、室
戸
市
、地
域
団
体

(1
)体
験
者
数

5,
40
7
人

（
R4
）

5,
76
7
人

5,
80
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
5.
4
月

(2
)東
洋
町
主
要
施
設
訪
問

者
数
※

27
0,
33
8
人

（
R4
）

27
7,
78
4
人

32
0,
00
0
人

事
業
概
要

サ
ー
フィ
ン
や
ダ
イ
ビン
グ
を
中
心
とし
た
マ
リン
ス
ポ
ー
ツ
や
D
M
V（
デ
ュア
ル
・モ
ー
ド・
ビ
ー

クル
）
、野
根
川
とい
った
地
域
資
源
を
生
か
し
た
体
験
型
観
光
メニ
ュー
の
充
実
、周
遊
プ

ラン
の
造
成
な
ど、
観
光
客
の
受
入
体
制
の
強
化
に
取
り組
む
こと
に
よ
り、
滞
在
時
間
の
延

長
及
び
誘
客
促
進
を
図
る
。

※
1
月
～
12
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

受
入
体
制
の
強
化

・1
4
体
験
プロ
グ
ラム
の
開
発
（
H2
7～
28
）

・農
家
漁
家
民
泊
の
推
進
（
H2
8～
）

・観
光
振
興
協
会
事
務
所
兼
観
光
案
内
所
開
所
（
H3
1）

・(
一
社
)東
洋
町
観
光
振
興
協
会
の
設
立
（
R
元
）

・サ
ー
フィ
ン大
会
の
誘
致

・ビ
ー
チ
ホ
ッピ
ング
事
業
（
R
元
～
）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・清
流
の
里
野
根
川
オ
ー
トキ
ャン
プ場
オ
ー
プン
（
R4
）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・(
一
社
)東
洋
町
観
光
振
興
協
会
へ
事
務
局
長
設
置
（
R4
）

[成
果
]

・ビ
ー
チ
ホ
ッピ
ング
体
験
者
数

R
元
：
2,
94
5
人

→
R6
：
5,
45
0
人

・夏
場
の
ア
クテ
ィビ
テ
ィの
充

実 ・D
M
V
を
き
っか
け
とし
た
観

光
客
の
流
入

・清
流
の
里
野
根
川
オ
ー
トキ

ャン
プ
場
の
整
備
に
よ
る
新
た

な
客
層
の
獲
得

[課
題
]

・雨
天
時
や
夏
以
外
の
時
期

の
対
応

・体
験
プ
ログ
ラム
の
造
成

・人
手
不
足

・関
係
団
体
、近
隣
自
治
体

との
連
携

・D
M
V
乗
客
の
利
便
性
の
向

上 ・新
た
な
観
光
資
源
の
掘
り

起
こし

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き
上
げ
・造
成
、周
遊
の
仕
組
み
づ
くり

■
地
元
マリ
ンス
ポ
ー
ツ等
関
係
事
業
者

・体
験
プ
ログ
ラム
の
磨
き
上
げ
・造
成

■
（
一
社
）
東
洋
町
観
光
振
興
協
会
、（
一
社
）
高
知
県
東
部
観
光
協
議
会
、四
国

南
東
部
広
域
観
光
連
携
協
議
会

・ビ
ー
チ
ホ
ッピ
ン
グ
の
運
営
強
化
、体
験
プ
ロ
グ
ラム
の
磨
き
上
げ
や
造
成
の
支
援
・広

報
、周
遊
プラ
ンの
検
討
・造
成
・販
売
支
援
、観
光
情
報
の
提
供

■
東
洋
町

・マ
ス
コミ
・S
NS
を通
じた
PR
、関
西
圏
に
向
け
た
PR

・（
一
社
）
東
洋
町
観
光
振
興
協
会
の
体
制
強
化

・イ
ンバ
ウン
ドに
対
応
した
受
入
体
制
の
整
備

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
ア
ドバ
イ
ザ
ー
や
観
光
創
生
塾
等
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提

供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

D
M
V
を
活
用
した
観
光

振
興

・阿
佐
海
岸
鉄
道
(株
)や
高
知
県
及
び
徳
島
県
の
観
光
・商
工
団
体
等
か
らな

る
「あ
さチ
ェン
推
進
会
議
」発
足
（
R
元
）

・D
M
V
を
活
用
した
観
光
コン
テ
ンツ
開
発
、プ
ロモ
ー
シ
ョン
の
実
施
計
画
策
定

（
R
元
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・シ
ェア
サ
イク
ル
Pi
PP
A
整
備

・D
M
V
本
格
営
業
運
行
開
始
（
R3
）

・東
洋
町
・海
陽
町
を
フィ
ー
ル
ドと
した
阿
佐
海
岸
鉄
道
主
催
の
ウ
ォー
キ
ン
グ
イ

ベ
ント
「ト
レ
ジ
ャー
ハ
ンテ
ィン
グ
」の
実
施
（
R4
）

・D
M
V
弁
当
の
開
発
（
R６
）

D
M
V
沿
線
地
域
との
連
携

■
（
一
社
）
東
洋
町
観
光
振
興
協
会
、東
洋
町
、東
洋
町
商
工
会
、（
一
社
）
高
知

県
東
部
観
光
協
議
会
、阿
佐
海
岸
鉄
道
（
株
）
、室
戸
市
、南
四
国
ア
イラ
ン
ド活

性
化
協
議
会

・沿
線
地
域
の
周
遊
の
仕
組
み
の
検
討

・S
NS
や
マ
ス
コミ
を
通
じた
情
報
発
信

・観
光
客
の
満
足
度
向
上
に
向
け
た
取
り組
み
の
推
進

□
県
(地
域
本
部
等
)

・イ
ベ
ン
ト等
の
企
画
・実
施
に
積
極
的
に
関
わ
り、
状
況
に
応
じた
支
援
や
各
種
支
援

制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

野
根
川
を
活
用
し
た
地

域
振
興

・野
根
川
の
自
然
を
テ
ー
マ
とし
た
地
域
活
性
化
施
策
を
実
施
（
H2
8～
R3
）

→
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用

・南
四
国
ア
イラ
ン
ド活
性
化
協
議
会
の
設
立
（
R2
）

・清
流
の
里
野
根
川
オ
ー
トキ
ャン
プ場
オ
ー
プン
（
R4
）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・野
根
川
オ
ー
トキ
ャン
プ
場
で
の
テ
ント
サ
ウナ
整
備
（
R6
）

・野
根
川
あ
ゆ
ま
つ
りの
開
催
（
R6
～
）

・野
根
川
さく
らま
つ
りの
開
催
（
R6
～
）

・味
噌
づ
くり
や
耕
作
放
棄
地
を活
用
した
地
域
活
動
の
実
施
（
R6
～
）

→
小
さな
集
落
活
性
化
事
業
の
活
用

清
流
の
里
野
根
川
オ
ー
ト
キ
ャン
プ
場
の
活
用

■
（
一
社
）
東
洋
町
観
光
振
興
協
会
、東
洋
町

・野
根
川
オ
ー
トキ
ャン
プ場
の
管
理
・運
営
、S
NS
等
を
活
用
した
PR

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
ア
ドバ
イ
ザ
ー
や
観
光
創
生
塾
等
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提

供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

野
根
川
流
域
の
地
域
振
興

■
東
洋
町

・新
た
な
観
光
資
源
の
掘
り起
こし
、桜
並
木
の
整
備
、地
域
団
体
の
活
動
支
援

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ドバ
イ
ザ
ー
や
観
光
創
生
塾
等
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提

供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
磨
き
上
げ
・造
成

周
遊
プ
ラ
ン
の
検
討
・仕
組
み
づ
くり

効
果
的
な
広
報
の
検
討
・実
施

関
係
団
体
との
連
携

沿
線
周
辺
の
情
報

発
信

周
遊
プ
ラ
ン
の
検

討

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
推
進

観
光
資
源
の
掘
り

起
こし

整
備
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安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

18
  

安
田

川
ア

ユ
お

どる
清

流
キ

ャン
プ

場
に

お
け

る
交

流
人

口
の

拡
大

に
よ

る
地

域
の

活
性

化
 

（
安

田
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9

 
実

施
主

体
◎

指
定

管
理

者
（

(有
)ダ

デ
ィー

ズ
オ

ピ
ニ

オ
ン

）
、◎

安
田

町
キ

ャン
プ

場
利

用
者

数
7,

60
7

人
 

（
R4

）
4,

94
1

人
7,

00
0

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H3
1.

4
月

 

事
業

概
要

安
田

町
の

自
然

・体
験

型
観

光
の

拠
点

施
設

で
あ

る
キ

ャン
プ

場
に

お
い

て
、安

田
川

を
は

じ
め

とす
る

地
域

資
源

を
活

用
し

た
ア

クテ
ィビ

テ
ィの

強
化

や
季

節
毎

に
特

色
あ

る
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

、情
報

発
信

な
どを

行
い

、フ
ァン

の
拡

大
を

図
る

ほ
か

、キ
ャン

プ
場

利
用

者
の

周
辺

施
設

へ
の

誘
客

や
地

域
食

材
の

利
活

用
を

推
進

し
、交

流
人

口
の

拡
大

と地
域

活
性

化
に

つ
な

げ
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

キ
ャン

プ
場

の
磨

き
上

げ
・キ

ャ
ン

プ
場

リニ
ュ

ー
ア

ル
に

向
け

た
基

本
計

画
の

策
定

(H
30

)及
び

実
施

設
計

の
作

成
(R

元
) 

→
観

光
拠

点
等

整
備

事
業

費
補

助
金

を
活

用
 

・改
修

工
事

の
実

施
(R

2)
 

　→
地

域
観

光
振

興
交

付
金

等
を

活
用

 
・安

田
川

ア
ユ

お
どる

清
流

キ
ャン

プ
場

設
置

及
び

管
理

に
関

す
る

条
例

の
制

定
(R

2)
 

・安
田

川
ア

ユ
お

どる
清

流
キ

ャン
プ

場
リニ

ュー
ア

ル
オ

ー
プ

ン
(R

3)
 

・専
用

H
P

の
立

ち
上

げ
・パ

ン
フレ

ット
刷

新
(R

3)
 

・W
eb

予
約

開
始

(R
3)

 
・新

規
プ

ラン
及

び
焼

肉
セ

ット
提

供
開

始
(R

6)
 

・電
子

マ
ネ

ー
決

済
対

応
開

始
(R

6)
 

・キ
ャン

セ
ル

料
金

徴
収

の
た

め
の

条
例

改
正

(R
7)

[成
果

] 
・キ

ャン
プ

場
リニ

ュー
ア

ル
オ

ー
プ

ン（
R3

）
 

・雇
用

創
出

：
1

名
(安

田
町

内
よ

り（
R3

）
) 

・「
ゆ

ず
Fe

S」
を

活
用

した
体

験
メ

ニ
ュー

(オ
ー

ジ
ー

ビ
ー

フ
BB

Q
講

座
)利

用
者

数
 

　(
R3

)：
10

組
22

名
 

・「
土

佐
あ

か
うし

焼
肉

セ
ッ

ト
」販

売
数

(R
6～

)：
約

20
個

 
・水

難
事

故
防

止
イベ

ント
来

場
者

(R
6)

：
約

40
名

 
・安

田
川

で
の

釣
りイ

ベ
ン

ト
参

加
者

(R
7)

：
約

15
0

名
 

 [課
題

] 
・利

用
者

が
減

少
傾

向
 

・周
辺

施
設

等
との

連
携

 
に

よ
る

相
互

誘
客

の
仕

組
 

み
づ

くり
及

び
施

設
の

磨
き

 
上

げ

顧
客

サ
ー

ビス
の

向
上

 
■

指
定

管
理

者
（

(有
)ダ

デ
ィー

ズ
オ

ピニ
オ

ン）
 

・新
た

な
人

材
の

雇
用

・育
成

 
・顧

客
ニー

ズ
に

あ
った

管
理

・運
営

方
法

の
検

討
 

■
安

田
町

 
・管

理
・運

営
に

関
す

る
指

定
管

理
者

との
調

整
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・補
助

金
等

の
各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

 

 
ファ

ン
拡

大
に

向
け

た
仕

組
み

づ
くり

 
              

・土
佐

の
観

光
創

生
塾

の
受

講
を

通
じ

た
JA

や
安

田
川

漁
協

との
連

携
に

よ
る

体
験

メニ
ュー

の
検

討
(Ｒ

元
) 

・日
本

遺
産

関
連

イ
ベ

ン
ト

「ゆ
ず

Fe
S」

の
体

験
プ

ロ
グ

ラム
とし

て
キ

ャン
プ

場
で

体
験

メニ
ュー

を
実

施
(R

元
、R

3)
 

・中
芸

ハ
ー

ブ
フェ

ス
テ

ィバ
ル

20
21

で
体

験
メニ

ュー
を

実
施

(R
3)

 
・味

工
房

じ
ね

ん
と土

佐
の

元
気

市
との

連
携

に
向

け
た

協
議

(R
3)

 
・コ

ー
ル

マ
ン

パ
ー

ト
ナ

ー
フィ

ー
ル

ド
イ

ベ
ン

ト
(R

3～
) 

・X
m

as
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

(R
3～

) 
・ス

カ
イ

ア
ン

ド
シ

ー
・ム

ロ
ト

との
商

談
(R

4)
 

・完
全

天
日

塩
（

田
野

屋
紫

蘭
）

との
商

談
(R

5)
 

・安
芸

警
察

署
との

連
携

に
よ

る
地

域
の

子
ども

向
け

水
難

事
故

防
止

イ
ベ

ン
ト

の
企

画
・実

施
(R

6)
 

・町
外

事
業

者
との

連
携

に
よ

る
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

の
開

催
(R

6～
) 

・安
田

川
で

の
釣

りイ
ベ

ント
の

開
催

(R
7)

イ
ベ

ン
ト

等
の

開
催

に
よ

る
利

用
者

数
向

上
 

■
指

定
管

理
者

（
(有

)ダ
デ

ィー
ズ

オ
ピニ

オ
ン）

 
・イ

ベ
ント

内
容

や
体

験
メニ

ュー
内

容
の

検
討

、実
施

 
・イ

ベ
ント

等
の

継
続

実
施

に
向

け
た

仕
組

み
づ

くり
 

・S
NS

を活
用

した
継

続
的

な
情

報
発

信
 

■
安

田
町

 
・情

報
発

信
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・他
地

域
の

取
り組

み
や

各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
 

・関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し 
周

辺
施

設
との

連
携

の
仕

組
み

づ
くり

 
■

指
定

管
理

者
（

(有
)ダ

デ
ィー

ズ
オ

ピニ
オ

ン）
、安

田
町

 
・連

携
内

容
や

方
法

に
つ

い
て

の
検

討
、準

備
 

・連
携

の
継

続
及

び
発

展
の

仕
組

み
づ

くり
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・連
携

可
能

な
事

業
者

に
つ

い
て

情
報

収
集

 
・他

地
域

の
取

り組
み

や
各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

顧
客

サ
ー

ビ
ス

の
向

上

連
携

内
容

等
の

検
討

イ
ベ

ン
ト

等
の

実
施

 
及

び
情

報
発

信

安
定

した
運

営
に

向
け

た
 

管
理

・運
営

方
法

の
検

討

イ
ベ

ン
ト

等
の

 
内

容
検

討

継
続

及
び

発
展

の
 

仕
組

み
づ

くり

26



 

 
安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

19
  

北
川

村
観

光
3

施
設

を
核

とし
た

交
流

人
口

の
拡

大
 

（
北

川
村

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
(株

)き
た

が
わ

ジ
ャル

ダ
ン

、◎
北

川
村

、(
一

社
)北

川
村

文
化

観
光

公
社

、N
PO

法
人

中
岡

慎
太

郎
先

生
顕

彰
会

、北
川

村
北

部
地

区
「い

こい
の

里
」の

会
3

施
設

合
計

入
園

（
館

）
者

数
11

0,
16

4
人

 
（

R4
）

11
1,

58
9

人
11

7,
41

5
人

11
1,

00
0

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

 

事
業

概
要

北
川

村
「モ

ネ
の

庭
」マ

ル
モ

ッタ
ン、

北
川

村
温

泉
、中

岡
慎

太
郎

関
連

施
設

及
び

北
部

地
区

い
こい

の
里

に
関

す
る

情
報

発
信

の
強

化
や

、施
設

間
の

連
携

、体
験

メニ
ュー

の
実

施
な

どに
取

り
組

む
こと

に
よ

り、
集

客
力

を高
め

て
、交

流
人

口
の

拡
大

を図
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

情
報

発
信

の
強

化
 

     

・北
川

村
観

光
協

会
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

作
成

（
H2

8）
 

→
歴

史
観

光
資

源
等

強
化

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・北
川

村
ゆ

ず
新

聞
の

発
行

（
H3

0～
）

 
・北

川
村

ゆ
ず

い
っぱ

い
手

帖
の

発
行

（
R4

）
 

・商
品

撮
影

セ
ミナ

ー
へ

の
参

加
（

R4
）

 
･「

ゆ
ず

香
る

里
北

川
村

」ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

作
成

（
R5

）

[成
果

] 
・北

川
村

ゆ
ず

新
聞

 
累

計
号

数
：

20
号

　　
　　

　 
  

  
  

（
R7

.９
）

 
・３

施
設

合
計

入
園

（
館

）
者

数
  

H3
0:

94
,3

50
人

　 
→

R5
:1

29
,8

78
人

 
→

R6
:1

11
,5

89
人

 
 ・慎

太
郎

パ
ス

ポ
ー

ト配
布

数
 

R3
:7

52
冊

→
R4

:1
,4

78
冊

→
R5

:1
,5

00
冊

 
・慎

太
郎

パ
ス

ポ
ー

ト周
遊

ラ
リー

応
募

件
数

 
R3

:3
79

件
→

R4
:2

9
件

→
R5

:1
61

件
 

・北
川

村
ゆ

ず
グ

ル
メラ

リー
配

布
数

R7
:1

,0
00

枚
 

 [課
題

] 
・情

報
発

信
の

ス
キ

ル
アッ

プ 
・各

施
設

の
従

業
員

不
足

 
・施

設
の

老
朽

化
 

・3
施

設
及

び
周

辺
飲

食
店

等
との

連
携

強
化

 
・3

施
設

間
を

結
ぶ

交
通

ア
ク

セ
ス
 

・体
験

メ
ニ

ュー
の

担
い

手
の

確
保

 

観
光

情
報

の
発

信
と情

報
発

信
力

の
強

化
 

■
(株

)き
た

が
わ

ジ
ャル

ダン
、北

川
村

、中
岡

慎
太

郎
先

生
顕

彰
会

、(
一

社
)北

川
村

文
化

観
光

公
社

、北
川

村
北

部
地

区
「い

こい
の

里
」の

会
 

・S
NS

等
を用

い
た

情
報

発
信

や
イベ

ント
等

へ
の

出
展

に
よる

PR
 

・研
修

会
へ

の
参

加
や

ア
ドバ

イザ
ー

の
活

用
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
提

案
、研

修
会

へ
の

参
加

呼
び

か
け

 

 
運

営
体

制
の

強
化

と
施

設
の

磨
き

上
げ

 
       

【モ
ネ

の
庭

】 
・フ

ロー
ラル

ホ
ー

ル
、小

庭
園

等
の

整
備

（
H2

2,
23

）
→

産
振

補
助

金
 

・カ
フェ

モ
ネ

の
家

改
修

（
H2

8）
 

・ボ
ル

デ
ィゲ

ラの
庭

オ
ー

プ
ン（

R2
) 

→
観

光
拠

点
等

整
備

事
業

費
補

助
金

 
・文

化
観

光
推

進
事

業
（

文
化

庁
）

の
認

定
（

R7
～

R1
1）

 
【中

岡
慎

太
郎

館
】 

・エ
アタ

イト
ケ

ー
ス

の
整

備
や

館
内

外
の

設
備

改
修

等
（

H2
8）

 
　→

歴
史

観
光

資
源

等
強

化
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・感

染
症

対
策

の
た

め
の

トイ
レ改

修
（

R2
）

→
国

交
付

金
の

活
用

 
・(

一
社

)北
川

村
文

化
観

光
公

社
へ

指
定

管
理

移
行

（
R7

）
 

【北
川

村
温

泉
ゆ

ず
の

宿
】 

・リ
ニュ

ー
アル

オ
ー

プ
ン（

H3
0）

→
観

光
拠

点
等

整
備

事
業

費
補

助
金

等
 

・ふ
る

さと
ワ

ー
キ

ング
ホ

リデ
ー

の
実

施
（

R7
）

運
営

体
制

の
強

化
 

■
(株

)き
た

が
わ

ジ
ャル

ダン
、北

川
村

 
・人

材
確

保
に

向
け

て
ふ

る
さと

ワ
ー

キ
ング

ホ
リデ

ー
等

の
活

用
を

検
討

 
施

設
の

磨
き

上
げ

 
■

(株
)き

た
が

わ
ジ

ャル
ダン

、北
川

村
 

・モ
ネ

の
庭

修
繕

計
画

の
策

定
・実

施
 

・モ
ネ

の
庭

文
化

観
光

推
進

事
業

（
文

化
観

光
拠

点
計

画
）

の
推

進
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・産
振

補
助

金
、産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

提
案

 
周

遊
の

仕
組

み
づ

くり
と

体
験

観
光

の
強

化
 

       

・1
DA

Y
パ

ス
ポ

ー
トき

た
が

わ
さん

ぽ
の

販
売

（
H2

7）
 

・北
川

村
観

光
施

設
周

遊
ス

タン
プ

ラリ
ー

きた
が

わ
AL

UK
U

の
実

施
 

（
H2

8～
R

元
）

 
・き

た
が

わ
村

慎
太

郎
パ

ス
ポ

ー
ト周

遊
ラリ

ー
の

実
施

（
R2

～
5)

 
・観

光
創

生
塾

受
講

に
よる

観
光

商
品

の
造

成
（

R2
）

 
・き

た
が

わ
む

らマ
ップ

の
更

新
（

R4
）

 
・(

一
社

)北
川

村
文

化
観

光
公

社
の

設
立

（
R7

）
 

・北
川

村
ゆ

ず
グ

ル
メラ

リー
の

実
施

（
R7

）

記
念

事
業

の
計

画
・実

施
 

■
(株

)き
た

が
わ

ジ
ャル

ダン
、中

岡
慎

太
郎

先
生

顕
彰

会
 

・記
念

事
業

（
モ

ネ
の

庭
25

周
年

、中
岡

慎
太

郎
館

30
周

年
）

の
計

画
・実

施
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・各
事

業
の

計
画

・実
施

支
援

 
村

内
周

遊
の

仕
組

み
づ

くり
と体

験
メ

ニ
ュー

の
造

成
 

■
(株

)き
た

が
わ

ジ
ャル

ダン
、中

岡
慎

太
郎

先
生

顕
彰

会
、(

一
社

)北
川

村
文

化
観

光
公

社
、北

川
村

北
部

地
区

「い
こい

の
里

」の
会

 
・施

設
間

の
連

携
、体

験
メニ

ュー
の

検
討

・造
成

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

提
案

、体
験

メニ
ュー

造
成

に
お

け
る

支
援

SN
S

や
観

光
イ

ベ
ン

ト出
店

等
に

よ
る

 
観

光
情

報
の

発
信

情
報

発
信

力
の

ス
キ

ル
ア

ップ

修
繕

計
画

策
定

・施
設

修
繕

人
材

確
保

の
た

め
の

取
り組

み

記
念

事
業

の
 

計
画

・実
施

各
施

設
の

イ
ベ

ン
ト

や
企

画
展

の
連

携

体
験

メ
ニ

ュー
検

討
・造

成
 

文
化

観
光

推
進

事
業

の
推

進

27



 

 
安

芸
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

20
  

自
然

や
歴

史
・文

化
を

活
用

した
山

と暮
らす

馬
路

村
の

観
光

振
興

 
（

馬
路

村
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

馬
路

村
(1

)観
光

客
入

込
数

33
,3

79
人

 
（

R4
）

27
,3

91
人

32
,6

72
人

37
,9

02
人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R6
.4

月
(2

)主
要

販
売

拠
点

売
上

高
42

,4
38

千
円

 
（

R4
）

47
,1

04
千

円
51

,9
16

千
円

53
,0

74
千

円

 

事
業

概
要

千
本

山
や

安
田

川
等

の
自

然
資

源
、魚

梁
瀬

森
林

鉄
道

や
山

村
の

暮
らし

等
の

歴
史

・文
化

を
活

用
し

た
観

光
コン

テ
ン

ツを
開

発
し、

既
存

の
観

光
資

源
と連

携
した

村
内

へ
の

誘
客

と観
光

消
費

額
の

拡
大

を図
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

受
入

体
制

の
充

実
・強

化
・馬

路
村

ふ
る

さと
セ

ンタ
ー

ま
か

い
ち

ょっ
て

家
の

開
設

（
H8

）
 

・「
特

別
村

民
制

度
」の

開
始

（
H1

5）
 

・「
村

の
案

内
人

クラ
ブ

」の
発

足
（

H2
2）

 
・村

内
に

翻
訳

機
を設

置
（

H2
7）

 
・魚

梁
瀬

森
林

公
園

オ
ー

トキ
ャン

プ
場

等
の

整
備

（
H3

0）
 

→
観

光
拠

点
等

整
備

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・馬
路

温
泉

の
建

て
替

え
の

検
討

（
R4

）
 

→
産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 
・民

間
事

業
者

と連
携

した
観

光
に

係
る

包
括

協
定

の
締

結
（

R5
）

 
・観

光
基

本
構

想
の

策
定

（
R6

）

[成
果

] 
・特

別
村

民
制

度
の

登
録

者
数

　1
2,

63
0

人
 

（
R7

.1
1

月
時

点
）

 
・主

要
な

観
光

施
設

の
入

込
数

 
Ｒ

2：
24

,1
23

人
 

Ｒ
3：

26
,5

56
人

 
Ｒ

4：
33

,3
79

人
 

Ｒ
5：

30
,0

31
人

 
Ｒ

6：
27

,3
91

人
 

[課
題

] 
・既

存
施

設
の

老
朽

化
 

・観
光

客
入

込
数

の
コロ

ナ
禍

か
らの

回
復

 
・新

た
な

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
の

開
発

 
・既

存
の

体
験

メニ
ュー

の
見

直
し・

磨
き

上
げ

 
・イ

ンバ
ウン

ドへ
の

対
応

 
・観

光
施

設
の

あ
り方

の
検

討

受
入

体
制

の
充

実
・強

化
 

■
馬

路
村

 
・ワ

ンス
トッ

プ
型

総
合

案
内

窓
口

とし
て

の
ふ

る
さと

セ
ンタ

ー
の

体
制

の
検

討
 

・民
間

事
業

者
と連

携
した

観
光

施
設

等
の

整
備

 
・既

存
施

設
の

改
修

・修
繕

 
・村

内
の

観
光

事
業

の
実

施
体

制
の

見
直

し 
・ふ

る
さと

ワー
キ

ン
グ

ホ
リデ

ー
や

特
定

地
域

づ
くり

事
業

協
同

組
合

の
活

用
に

よる
 

人
材

確
保

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・産

振
アド

バ
イザ

ー
の

活
用

提
案

、各
種

支
援

に
関

す
る

情
報

提
供

 

 
観

光
コン

テ
ン

ツ
の

開
発

・馬
路

村
の

観
光

資
源

の
活

用
方

法
に

つ
い

て
検

討
（

H2
9）

 
→

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・イ
ンバ

ウン
ド向

け
モニ

ター
ツア

ー
の

受
入

れ
（

R4
）

 
・ス

ポ
ー

ツフ
ィッ

シ
ング

の
実

施
に

向
け

た
あ

め
ご

の
特

別
採

捕
調

査
（

R6
）

 
・ア

マゴ
の

冬
期

キ
ャッ

チ
＆

リリ
ー

ス
開

始
（

R7
）

観
光

コン
テ

ン
ツ

の
開

発
・商

品
化

 
■

馬
路

村
 

・馬
路

村
な

らで
は

の
観

光
コン

テ
ンツ

の
開

発
 

・ス
ポ

ー
ツフ

ィッ
シ

ング
の

充
実

に
向

け
た

環
境

整
備

 
・イ

ンバ
ウン

ド向
け

の
観

光
コン

テ
ンツ

の
開

発
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

の
活

用
提

案
、各

種
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
 

・あ
め

ご
の

漁
期

変
更

に
向

け
た

支
援

 

 
情

報
発

信
の

強
化

・観
光

PR
パ

ンフ
レッ

トの
作

成
 

・英
語

版
観

光
パ

ンフ
レ

ット
の

作
成

（
H2

4～
) 

・I
ns

ta
gr

am
を用

い
た

馬
路

村
の

情
報

発
信

（
R5

～
）

 
・合

同
会

社
DM

M
との

包
括

連
携

協
定

式
（

東
京

）
と併

せ
て

馬
路

村
PR

イベ
ント

「ゆ
ず

香
る

村
め

しマ
ル

シ
ェ」

を実
施

（
R6

）
 

・Y
ou

Tu
be

r、
芸

能
人

に
よる

情
報

発
信

（
R7

）

情
報

発
信

に
よ

る
新

規
顧

客
・リ

ピ
ー

タ
ー

の
獲

得
 

■
馬

路
村

 
・S

NS
を活

用
した

イベ
ント

周
知

 
・多

言
語

に
対

応
した

情
報

発
信

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・各

種
支

援
に

関
す

る
情

報
提

供
 

総
合

案
内

窓
口

の
体

制
強

化

基
本

構
想

の
策 定

施
設

整
備

の
 

実
施

既
存

施
設

の
改

修
・修

繕

観
光

コン
テ

ン
ツ

の
開

発
・商

品
化

ス
ポ

ー
ツ

フィ
ッシ

ン
グ

の
充

実
に

向
け

た
 

環
境

整
備

効
果

的
な

情
報

発
信

実
施

に
向

け
て

の
検

討
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２　物部川地域 

 

（１）　地域の産業を取り巻く状況 

 

物部川流域に位置する当地域は、南国市、香南市及び香美市の３市で構成され、上流域

は豊かな森林資源を生かした林業やユズの栽培、下流域は県内有数の穀倉地帯であるとと

もに施設園芸が盛んです。また、高知龍馬空港や高知自動車道、JR土讃線、土佐くろしお

鉄道ごめん・なはり線といった交通インフラが充実していることに加え、高知東部自動車

道の延伸により、流通の要所となっています。 

令和４年度における産業別構成比は、製造業の割合が17.8％を占めており、７つの地域

の中で一番高いことが特色として挙げられるように、工業団地が順次整備されており、工

業の集積地にもなっています。その一方、特に中山間地域や沿岸地域の人口減少や高齢化

により、全ての産業分野において人材の確保、育成が課題となっています。 
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7.3

6.5
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5.4

3.4

13.6

14.1
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14.2

8.3

4.7

4.0

5.5

4.8

3.9

0.6

1.1

0.6

1.1

1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27(物部川地域)

R4(物部川地域)

H27(高知県)

R4(高知県)

R4(国)

農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

※特化係数:物部川地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、 
高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比

特化係数※ H27 R4 特化係数※ H27 R4
農業 1.65 1.38 宿泊・飲食 0.68 0.61 
林業 0.67 0.56 情報通信業 0.30 0.58 
水産業 0.15 0.10 金融・保険業 0.61 0.46 
鉱業 0.49 0.37 不動産業 0.91 0.89 
製造業 2.01 1.81 専門 0.55 0.60 
電・ガ・水・廃 0.84 0.75 公務 1.00 0.89 
建設業 1.03 0.88 教育 1.27 1.19 
卸売・小売業 0.88 1.13 保健衛生 0.97 0.99 
運輸・郵便業 1.22 1.20 その他サービス 0.85 0.84 

高知県を比較対象
とした場合

物部川
高知県を比較対象

とした場合
物部川

 
出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

電気・ガス・水道・廃

棄物処理業

建設業

卸売・小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス業

情報通信業

金融・保険業

不動産業

専門・科学技術、業務

支援サービス業

公務

教育

保健衛生・社会事業

その他のサービス

産業構造の特徴
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農業分野 

　平野部での水稲をはじめ、日本一の生産量を誇るニラやシシトウのほかピーマン、ナス、

メロン、トマト等の施設園芸が盛んなほか、山間部では、ユズや温州ミカンの一大産地が

形成されるなど、全国的なシェアを持つ多種多様な野菜や果樹類が生産されています。 

令和２年度からは、南国市において国営ほ場整備が開始され、水稲から高収益野菜への

転換にも取り組んでいます。 

林業分野 

豊富な森林資源を生かし、香美森林組合、物部森林組合や民間林業事業体が主体となっ

て、原木の増産に取り組んでいます。また、林業就業者の高齢化による担い手不足対策と

して、平成 27 年に香美市に県立林業大学校が開校しており、担い手の確保・育成に寄与し

ています。 

水産業分野 

イワシシラスやシイラの漁が盛んですが、漁獲の減少に加え、魚価の低迷や急激な燃料

の高騰により厳しい状況に置かれており、漁業者の所得向上に向け、鮮魚出荷に加えて加

工分野への展開を進めています。 

商工業分野 

交通インフラの整備が進む中、工業団地が整備され、産業基盤の充実が図られており、

３市の製造品出荷額等は県全体の約３割を占めるなど、県内でも有数の製造業の集積地と

なっています。また、土佐打刃物やフラフといった本県を代表する伝統産業が受け継がれ

ています。 

こうした産業の振興に加えて、３市ともに中心市街地の活性化のため具体的なアクショ

ンプランに基づいて、地域の事業者の皆さまが、商工会と連携して商店街など地域の活性

化に向けて取り組んでいます。 

観光分野 

令和７年度は、香美市出身のやなせたかしさんと小松暢さんのご夫婦をモデルにした連

続テレビ小説「あんぱん」が放送され、また、それを好機ととらえて観光博覧会「ものべ

すと」を３市連携のもと取り組んだことにより、県内外から多くの方が物部川地域に訪れ

ました。今後もこの勢いを維持・発展させていくためには、官民が一体となった広域観光

の推進に取り組む必要があります。 

当地域には、日本三大鍾乳洞の一つである龍河洞をはじめ、のいち動物公園、西島園芸

団地、アンパンマンミュージアム、海洋堂スペースファクトリーなんこく、歴史民俗資料

館、絵金蔵やアクトランドなど、幅広い層の集客が見込める施設が数多くあります。 

こうした資源を生かし、体験型観光メニューの造成や情報発信、観光客の周遊促進に向

けて、地域の皆さまや関係者、３市及び物部川 DMO 協議会が連携し、取り組みを進めてい

ます。 
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（２）地域アクションプランの概要 

 

　当地域では、園芸基幹品目の増産・販売拡大など１次産業の振興に加え、地域の産品を

活用した商品の製造・販売拡大や観光振興に取り組むことで、地域の活性化を図ります。 

 

農業分野 

　これまでに培ってきた生産技術や IPM 技術を磨きあげるとともに、IoP を活用した環境

制御技術やデータ駆動型農業、スマート農業等によって、生産性の向上と労力軽減に取り

組みます。また、担い手確保・育成や新規就農者への支援にも取り組みます。 

このほかにも、香南市や香美市のニラを活用したご当地グルメ等による消費拡大や、南

国市の還元野菜の外商を推進するとともに、学校給食等への食材供給、直販所での販売拡

大など地産地消と地産外商を進めていきます。 

商工業分野 

　伝統産業である土佐打刃物の担い手確保・育成に向け、引き続き「鍛冶屋創生塾」の運

営に取り組むとともに、土佐打刃物の PR や販路開拓、販売拡大に取り組みます。また、地

域商店街等の店舗が減少する中、商工会等と連携して、チャレンジショップの運営や商店

街等でのイベント開催など、商店街や中心市街地の活性化に取り組みます。 

このほかにも、地域産品を活用したワインやクラフトビールの製造、販売拡大に引き続

き取り組みます。 

観光分野 

　当地域の様々な観光施設への誘客を図るとともに、広域での観光客の周遊を目指し、物

部川 DMO 協議会、３市、各観光協会及び観光関連事業者が連携して取り組みを進めていき

ます。 

なお、今期計画では、県内有数の紅葉の名所であるべふ峡周辺の地域活性化を目指して

いきます。
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（３）　具体的な取り組み

分
野
№

南
国
市

香
南
市

香
美
市

1 ● ●

2 ●

3 ●

4 ●

5 ●

6 ●

7 ●

8 ●

9 ●

10 ●

11 ● ● ●

12 ●

13 ●

14 ●

15 ●

16 ●

17 ●

18 ●

19 ●

項目

日本一のニラ産地拡大による地域農業の活性化

南国市野菜の生産拡大及び地産地消・地産外商の推進

「なの市」等の売上拡大による農家所得の向上

「ごめんケンカシャモ」のブランド化の取り組み

高知県産ワインの生産拡大及びブランド化の推進

ものづくりサポートセンターを核とする中心市街地の活性化

香南市中心市街地の振興

香美市の伝統産業（土佐打刃物、フラフ）の振興

土佐山田えびす商店街を中心とする地域の活性化

香美市における地域食材を活用したクラフトビールの製造・販売

物部川地域における広域観光の推進

南国市の地域資源を活用した観光の推進

南国市の観光農園を活用した体験型・滞在型観光の推進

香南市におけるスポーツ・体験観光等の取り組みの推進

ヤ・シィパークを核とする地域の活性化の推進

三宝山エリアにおける観光拠点化の推進

香美市における滞在型・体験型観光の推進

龍河洞エリアにおける地域の活性化の推進

べふ峡温泉を中心とした物部エリアの観光振興

農

商
工

観
光
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　1、5、7、11、14、15、16

　1、8、9、10、11、17、18、19

　2、3、4、6、11、12、13

香美市

南国市

香南市

【物部川地域】
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
1
日
本
一
の
ニ
ラ
産
地
拡
大
に
よ
る
地
域
農
業
の
活
性
化

（
香
南
市
・香
美
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
JA
高
知
県
(香
美
地
区
)、
◎
JA
高
知
県
(香
美
地
区
ニ
ラ
部
会
)、
(一
社
)香
南
市
観

光
協
会
、(
一
社
)香
美
市
観
光
協
会
、香
南
市
、香
美
市

ニラ
販
売
額
※

（
JA
入
金
額
）

27
.4
億
円

(R
5)

31
.5
億
円

34
.6
億
円

34
.4
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

※
園
芸
年
度
：
8
月
～
7
月

事
業
概
要

日
本
一
の
生
産
量
を誇
る
JA
高
知
県
香
美
地
区
の
ニラ
の
生
産
拡
大
に
向
け
た
産
地
ビジ
ョン

の
実
現
に
向
け
、「
既
存
農
家
の
経
営
安
定
」、
「規
模
拡
大
志
向
農
家
の
支
援
」、
「新
規
就
農

者
、品
目
転
換
農
家
の
支
援
」の
３
つ
の
プ
ロジ
ェク
トを
推
進
し、
生
産
拡
大
を実
現
す
る
。ま
た
、

集
出
荷
体
制
の
高
度
化
を
は
じめ
とし
た
流
通
体
制
の
効
率
化
や
ニラ
を
材
料
とし
た
ご
当
地
グ
ル
メ

等
に
よる
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る
な
ど産
地
強
化
へ
の
取
り組
み
を
進
め
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
上
の
対
策

・園
芸
用
ハ
ウス
の
整
備
(H
28
～
)

・調
製
作
業
機
(そ
ぐり
機
)導
入
支
援
(H
28
～
)

・グ
リー
ンカ
レ
ッジ
(新
規
就
農
者
勉
強
会
)の
開
催
(H
28
～
)

・新
規
就
農
者
育
成
支
援
(H
28
～
)

・収
量
向
上
に
向
け
た
個
別
指
導

・そ
ぐり
セ
ンタ
ー
の
安
定
稼
働
支
援
(R
2～
)

[成
果
]

・農
家
15
名
が
目
標
収
量

(6
t/
10
a
以
上
)達

成
(Ｒ
6.
7～
R7
.7
(累
計
))

・新
規
就
農
16
名

(R
2.
4～
R7
.1
2(
累
計
))

・土
佐
山
田
第
2
集
出
荷
場

改
築
、包
装
機
2
機
増
設
に

よ
り出
荷
調
製
作
業
の
効
率

化 ・集
荷
シ
ス
テ
ム
や
新
規
利
用

者
開
拓
等
に
よ
る
そぐ
りセ
ンタ

ー
利
用
量
の
拡
大

17
5,
33
8k
g

(R
6.
8～
R7
.7
)

[課
題
]

・生
産
者
の
更
な
る
反
収
増

加
に
よ
る
経
営
の
安
定

・既
存
農
家
の
生
産
規
模
拡

大 ・新
規
就
農
者
の
確
保

・新
規
就
農
者
等
の
生
産
技

術
の
向
上
に
よ
る
経
営
の
安

定 ・そ
ぐり
セ
ン
ター
の
活
用
に
よ

る
生
産
者
段
階
の
出
荷
調

製
作
業
の
省
力
化

生
産
上
の
対
策

■
JA
高
知
県
(香
美
地
区
ニラ
部
会
)

・環
境
制
御
技
術
の
導
入
拡
大
や
基
本
的
栽
培
管
理
技
術
の
徹
底
等
に
よ
る
収
量
・

品
質
の
向
上

・園
芸
用
ハ
ウス
整
備
事
業
等
を
活
用
した
規
模
拡
大

・そ
ぐり
機
の
活
用
等
に
よる
省
力
化

・新
規
就
農
者
受
入
れ
体
制
の
整
備
・強
化
と就
農
支
援

□
県
(中
央
東
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
)

・省
力
化
技
術
の
普
及
啓
発
、増
収
・品
質
向
上
技
術
の
検
討
と導
入
支
援

・デ
ー
タ駆
動
型
農
業
の
実
践
に
よる
増
収
・品
質
向
上
へ
の
支
援

・農
地
の
流
動
化
や
ハ
ウス
整
備
へ
の
支
援

・新
規
就
農
者
の
確
保
・研
修
・経
営
開
始
へ
の
支
援
と体
制
強
化

・部
会
活
動
活
性
化
へ
の
助
言
等

そ
ぐり
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
・安
定
的
な
稼
働

■
JA
高
知
県
(香
美
地
区
)
・そ
ぐり
セ
ンタ
ー
の
運
営

□
県
(中
央
東
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
)
・そ
ぐり
セ
ンタ
ー
へ
の
支
援

流
通
、販
売
上
の
対
策

・「
エ
コシ
ス
テ
ム
栽
培
」登
録
、こ
うち
環
境
・安
全
・安
心
点
検
シ
ー
ト実
施
、生

産
履
歴
記
帳
(H
28
～
)

・集
出
荷
場
GA
P
点
検
実
施
(H
28
～
)

・集
出
荷
場
再
編
計
画
策
定
(R
2～
3)

・土
佐
山
田
第
2
集
出
荷
場
整
備
(R
4)

流
通
、販
売
上
の
対
策

■
JA
高
知
県
(香
美
地
区
)

・集
出
荷
場
の
効
率
的
稼
働
・運
営

□
県
(中
央
東
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
)

・集
出
荷
場
へ
の
支
援

消
費
拡
大
、認
知
度
向

上
の
対
策

・イ
ベ
ント
で
の
ニラ
メニ
ュー
の
提
供
(H
30
～
)

・地
域
情
報
紙
に
ニラ
メニ
ュー
及
び
提
供
店
舗
情
報
の
掲
載
(R
元
～
)

・ニ
ラを
使
った
レ
シ
ピカ
ー
ド
15
,0
00
部
配
布
等
に
よ
る
認
知
度
向
上
(R
2～
)

消
費
拡
大
、認
知
度
向
上
の
対
策

■
(一
社
)香
南
市
観
光
協
会
、(
一
社
)香
美
市
観
光
協
会

・地
元
飲
食
店
と協
力
した
ニラ
メニ
ュー
の
販
売
拡
大
や
地
域
イベ
ント
開
催

・S
NS
等
を活
用
した
情
報
発
信

■
香
南
市
、香
美
市
、□
県
(地
域
本
部
等
)

・新
た
な
需
要
拡
大
の
た
め
の
支
援
策
の
情
報
提
供

生
産
拡
大
対
策

【用
語
】
・そ
ぐり
セ
ンタ
ー
：
ニラ
の
収
穫
後
、出
荷
の
た
め
に
実
施
す
る
、そ
ぐり
(不
要
な
外
葉
の
除
去
)や
計
量
、結
束
の
調
整
作
業
を
生
産
者
か
ら受
託
す
る

施
設

そ
ぐり
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
・安
定
的
な
稼
働

集
出
荷
場
の
効
率
的
・安
定
的
な
稼
働

ニ
ラ
の
消
費
拡
大
・認
知
度
向
上
の
取
り組
み
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※
園
芸
年
度
：
9
月
～
8
月

物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
2
南
国
市
野
菜
の
生
産
拡
大
及
び
地
産
地
消
・地
産
外
商
の
推
進

（
南
国
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
JA
高
知
県
(土
長
地
区
)、
◎
JA
高
知
県
出
資
農
業
生
産
法
人
(株
)南
国
ス
タ
イ
ル
、
◎
南
国

市
、A
ito
sa
(株
)、
(株
)イ
チ
ネ
ン
農
園
、(
株
)ト
リム
エ
レ
クト
リッ
クマ
シ
ナ
リー
、(
株
)は
ぐみ
農
園

(1
)シ
シ
トウ
生
産
量
※

49
2t

(R
5)

43
9.
5t

46
1.
9t

54
8t

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)ニ
ラ生
産
量
※

79
3t

(R
5)

76
2.
4t

77
0.
8t

88
0t

事
業
概
要

南
国
市
産
の
主
要
農
作
物
(シ
シ
トウ
、ニ
ラ、
ピ
ー
マ
ン類
)及
び
還
元
水
素
水
を
活
用
した
野

菜
(還
元
野
菜
)の
産
地
の
維
持
・拡
大
の
た
め
、新
規
設
立
農
業
法
人
を
は
じめ
とす
る
関
係
機

関
との
協
力
に
よ
り、
コス
ト削
減
や
品
質
改
善
な
どに
取
り組
み
、生
産
・流
通
・販
売
の
課
題
を

解
決
し、
地
産
地
消
・地
産
外
商
を推
進
す
る
こと
で
、南
国
市
の
農
業
を
は
じめ
とし
た
地
域
産
業

の
活
性
化
を図
る
。

(3
)ピ
ー
マ
ン類
生
産
量
※

1,
03
9t

(R
5)

1,
05
9.
2t

1,
08
4.
4t

1,
22
0t

(4
)「
還
元
野
菜
」の
売
上
高

91
7
万
円

(R
4)

1,
37
1
万
円

1,
10
0
万
円

(5
)学
校
給
食
に
お
け
る
地
元

野
菜
の
供
給
割
合
(金
額
ベ
ー
ス
)

28
.3
8%

(R
4)

26
.9
1%

27
.0
%

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

シ
シ
ト
ウ
の
生
産
拡
大

・四
国
電
力
(株
)の
農
業
参
入

農
業
参
入
協
定
締
結
及
び
Ai
to
sa
(株
)設
立
(R
2)

Ai
to
sa
(株
)1
号
棟
ハ
ウス
整
備
(R
3)

Ai
to
sa
(株
)へ
の
技
術
支
援
(R
3～
)

Ai
to
sa
(株
)2
号
棟
ハ
ウス
整
備
(R
5～
6)

・新
規
就
農
者
の
経
営
安
定
に
向
け
た
支
援
(R
2～
)

[成
果
]

・シ
シ
トウ
:

Ai
to
sa
(株
)収
量
目
標

達
成
(1
2.
2t
/1
0a

R7
園

芸
年
度
)

シ
シ
ト
ウ
新
規
就
農
者
に
対

す
る
栽
培
指
導
に
よ
り経
営

の
安
定
化
に
つ
な
が
った
。

収
量
目
標
達
成

4
戸
/5
戸

・ニ
ラ:
生
産
量
が
目
標
達
成

・ピ
ー
マ
ン類
:

(株
)イ
チ
ネ
ン
農
園
収
量
目

標
達
成
(2
3.
1t
/1
0a

R7
園
芸
年
度
)

R
元
か
ら生
産
量
は
増
加
し

て
い
る
。

・還
元
野
菜
:

安
定
的
な
販
売
実
績

[課
題
]

・生
産
の
維
持
・拡
大
に
向
け

た
施
設
整
備
、経
営
安
定
化

・地
産
外
商
及
び
地
産
地
消

の
取
り組
み
の
継
続

シ
シ
ト
ウ
の
生
産
拡
大

■
JA
高
知
県
(土
長
地
区
)

・規
模
拡
大
、新
規
就
農
者
育
成
の
支
援

■
Ai
to
sa
(株
)
・新
た
な
ハ
ウス
の
整
備
に
よ
る
生
産
拡
大

□
南
国
市
、県
(中
央
東
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
)

・生
産
拡
大
、担
い
手
育
成
等
及
び
Ai
to
sa
(株
)の
ハ
ウス
整
備
に
対
す
る
支
援

ニ
ラ
の
生
産
拡
大

・調
製
作
業
省
力
化
設
備
の
設
置
に
向
け
た
協
議
(R
2～
3)

・調
製
作
業
省
力
化
設
備
の
運
営
(R
3～
4)

出
荷
量
が
安
定
しな
い
等
に
よ
り運
営
休
止

ニ
ラ
の
生
産
拡
大

■
JA
高
知
県
(土
長
地
区
)

・規
模
拡
大
、増
収
・品
質
向
上
、新
規
就
農
者
育
成

□
南
国
市
、県
(中
央
東
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
)

・規
模
拡
大
、増
収
・品
質
向
上
、新
規
就
農
者
育
成
支
援

ピ
ー
マ
ン
類
の
生
産
拡

大
・(
株
)イ
チ
ネ
ン農
園
の
参
入

農
業
参
入
協
定
締
結
(R
4)

(株
)イ
チ
ネ
ン農
園
ハ
ウス
整
備
(R
4)

(株
)イ
チ
ネ
ン農
園
へ
の
技
術
支
援
(R
4～
)

･(
株
)は
ぐみ
農
園
の
参
入

(株
)は
ぐみ
農
園
ハ
ウス
整
備
(R
6)

ピ
ー
マ
ン
類
の
生
産
拡
大

■
JA
高
知
県
(土
長
地
区
)
・規
模
拡
大
、増
収
・品
質
向
上
、新
規
就
農
者
育
成

■
(株
)は
ぐみ
農
園
・ハ
ウス
整
備
に
よ
る
生
産
拡
大

■
(株
)イ
チ
ネ
ン農
園
・ハ
ウス
整
備
に
よる
生
産
拡
大

□
南
国
市
、県
(中
央
東
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
)

・生
産
拡
大
、担
い
手
育
成
等
及
び
(株
)は
ぐみ
農
園
の
ハ
ウス
整
備
に
対
す
る
支
援

「還
元
野
菜
」の
販
売
拡

大
・メ
ロン
、イ
チ
ゴ
等
の
生
産
支
援

・栽
培
管
理
へ
支
援

・パ
プリ
カ、
メロ
ン等
の
還
元
野
菜
の
イン
ター
ネ
ット
通
販

・販
路
拡
大
に
向
け
た
売
り込
み

「還
元
野
菜
」の
販
売
拡
大

■
(株
)ト
リム
エ
レ
クト
リッ
クマ
シ
ナ
リー
、(
株
)南
国
ス
タイ
ル
等

・パ
プ
リカ
、メ
ロ
ン
等
還
元
野
菜
の
栽
培
、ネ
ット
等
の
販
売
拡
大

□
県
(中
央
東
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
、地
域
本
部
等
)
・栽
培
技
術
や
販
売
促
進
支
援

「南
国
野
菜
」の
地
産
地

消
の
推
進

・市
内
小
学
校
へ
給
食
用
食
材
とし
て
地
元
野
菜
の
供
給
を
続
け
る
こと
で
地
産

地
消
の
啓
発
を続
け
る
。

・農
家
レス
トラ
ン「
ま
ほ
ろ
ば
畑
」に
よる
地
元
野
菜
の
広
報
実
施

・(
株
)南
国
ス
タイ
ル
等
に
よ
る
農
業
体
験
ツア
ー
受
入
れ
に
向
け
た
検
討

「南
国
野
菜
」の
地
産
地
消
・地
産
外
商
の
推
進

■
南
国
市
、(
株
)南
国
ス
タイ
ル

・市
内
小
学
校
の
給
食
用
食
材
とし
て
南
国
野
菜
を
利
用

■
民
間
事
業
者

・南
国
野
菜
を活
用
した
商
品
の
開
発
・製
造
・販
売

・農
家
レス
トラ
ン
「ま
ほ
ろ
ば
畑
」等
で
の
料
理
提
供
や
南
国
野
菜
の
PR

・(
株
)南
国
ス
タイ
ル
等
に
よ
る
農
業
体
験
ツ
ア
ー
の
実
施

□
県
(観
光
振
興
ス
ポ
ー
ツ部
、地
域
本
部
)
・関
係
者
へ
の
情
報
提
供
、P
R
実
施

生
産
拡
大
対
策

ハ
ウ
ス
運
営

ハ
ウ
ス
整
備

生
産
拡
大
対
策

ハ
ウ
ス
整
備

ハ
ウ
ス
運
営

生
産
拡
大
対
策

販
売
拡
大
対
策

地
産
地
消
・地
産
外
商
の
推
進

運
営

ハ
ウ
ス
整
備
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
3
「な
の
市
」等
の
売
上
拡
大
に
よ
る
農
家
所
得
の
向
上

（
南
国
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)な
の
工
房
、◎
畑
の
食
堂
Co
pa
n、
JA
高
知
県
（
土
長
地
区
長
岡
支
所
）

直
販
所
等
の
売
上
高

9,
70
7
万
円

（
R4
）

１
億

16
5
万
円

1
億
1,
10
0

万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
24
.4
月

事
業
概
要

旧
直
販
所
「あ
け
ぼ
の
市
」を
国
道
19
5
号
通
称
「あ
け
ぼ
の
街
道
」沿
い
に
移
転
拡
充
した
「な

の
市
」、
平
成
30
年
に
オ
ー
プ
ンし
た
「畑
の
食
堂
Co
pa
n」
で
、地
域
農
産
物
の
販
売
や
地
域
資

源
を
活
用
した
加
工
品
の
開
発
・販
売
及
び
飲
食
物
の
提
供
を
行
い
、地
域
農
業
者
の
所
得
向

上
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

組
織
体
制
や
運
営
方
法

の
改
善
に
よ
る
経
費
削

減
と
売
上
増
に
向
け
た

取
り組
み

・国
道
19
5
号
沿
い
へ
の
直
販
所
・飲
食
店
の
移
転
・拡
充
・オ
ー
プン
(H
25
～

26
) →
産
振
補
助
金
の
活
用
(H
25
)

【(
株
)な
の
工
房
】

・雇
用
数
の
整
理
及
び
直
販
所
事
業
に
専
念
す
る
た
め
カ
フェ
事
業
の
廃
止

（
「な
の
カフ
ェ」
の
閉
店
（
H2
9.
１
月
）
）

・経
営
改
善
に
向
け
た
産
振
アド
バ
イザ
ー
の
導
入
（
H2
9～
30
）

・P
O
P、
店
舗
陳
列
の
磨
き
上
げ

→
直
販
所
ア
ドバ
イザ
ー
の
導
入
２
回
（
Ｒ
2～
3）

【畑
の
食
堂
Co
pa
n】

・「
畑
の
食
堂
Co
pa
n」
オ
ー
プ
ン（
H3
0）

・6
次
産
業
化
セ
ミナ
ー
参
加
に
よる
商
品
開
発
（
R2
）

・オ
ンラ
イン
シ
ョッ
プの
開
設
（
R2
）

・P
O
P
の
掲
示
に
よ
る
PR
強
化
（
Ｒ
2～
）

[成
果
]

・畑
の
デ
ィッ
プ
ソ
ー
ス
取
扱
店

舗
：
４
事
業
者
(R
8.
1）

[課
題
]

【(
株
)な
の
工
房
】

・出
荷
品
目
の
充
実

・経
営
の
安
定
化

【畑
の
食
堂
Co
pa
n】

・来
客
数
の
増
（
13
時
以

降
の
ラン
チ
客
増
)

・新
メニ
ュー
、テ
イク
ア
ウト
商

品
の
開
発

・加
工
品
の
販
路
開
拓

組
織
体
制
や
運
営
方
法
の
改
善
に
よ
る
経
費
削
減
と売
上
増
に
向
け
た
取
り組

み ■
(株
)な
の
工
房

・財
務
分
析
に
よ
る
経
費
削
減
（
日
別
の
目
標
売
上
額
を
設
定
し
、継

続
的

な
管
理
を
実
施
）

・魅
力
あ
る
店
舗
づ
くり

・新
規
顧
客
獲
得
の
取
り組
み
、客

単
価
を
上
げ
る
取
り組
み

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
、セ
ミナ
ー
等
の
紹
介

来
客
増
に
向
け
た
取
り組
み

■
(株
)な
の
工
房

・生
産
者
会
議
で
の
呼
び
か
け
、店

舗
へ
の
チ
ラ
シ
の
掲
示
、生

産
者
へ
の
売
上

デ
ー
タの
送
付
、呼

び
か
け

■
JA
高
知
県
（
土
長
地
区
長
岡
支
所
）

・生
産
者
へ
の
呼
び
か
け

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
、セ
ミナ
ー
等
の
紹
介
、産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

■
畑
の
食
堂
Co
pa
n

・季
節
の
農
産
物
を
使
った
新
メニ
ュー
、テ
イ
クア
ウ
ト
商
品
の
開
発
（
新
規
及

び
リピ
ー
ト
客
の
確
保
）

・S
N
S
を
活
用
し
た
情
報
発
信

・市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的
な
出
店

・キ
ッチ
ン
ト
レ
ー
ラー
を
活
用
し
た
新
規
顧
客
の
獲
得

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し
、セ
ミナ
ー
等
の
紹
介

来
客
増
に
向
け
た
取
り

組
み

【(
株
)な
の
工
房
】

・地
元
果
物
を
使
った
新
商
品
の
販
売
開
始
（
H2
8）

【畑
の
食
堂
Co
pa
n】

・各
種
イベ
ント
へ
の
出
店
（
H3
0～
）

・テ
イク
ア
ウト
コー
ナ
ー
の
新
設
（
R
元
）

・新
商
品
（
デ
ィッ
プ
ソー
ス
、ミ
ー
ル
セ
ット
）
の
販
売
開
始
（
R2
～
）

・に
っぽ
ん
の
宝
物
Ja
pa
n
大
会
20
20
-2
02
1
調
理
・乳
製
品
部
門

グ
ラン
プ
リ受
賞
：
畑
の
デ
ィッ
プソ
ー
ス
（
R2
）

・ス
チ
ー
ム
コン
ベ
クシ
ョン
、充
填
機
導
入
（
R3
）

→
事
業
再
構
築
補
助
金
の
活
用

・キ
ッチ
ン
トレ
ー
ラー
導
入
（
R3
）

→
事
業
再
構
築
補
助
金
の
活
用

経
営
の
安
定
化

新
規
出
荷
者
の
確
保

出
荷
品
目
の
充
実

新
商
品
・新
メ
ニ
ュー
の
開
発

集
客
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
実
施
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
4

「ご
め
ん
ケ
ン
カ
シ
ャモ
」の
ブ
ラ
ン
ド化
の
取
り組
み

（
南
国
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
企
業
組
合
ご
め
ん
シ
ャモ
研
究
会
、南
国
市
商
工
会
、南
国
市

(1
)売
上
高

3,
49
2
万
円

（
R4
）

5,
18
0
万
円

5,
81
1
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
3.
4
月

(2
)飼
育
羽
数

93
0
羽

（
R4
）

1,
57
8
羽

1,
44
2
羽

事
業
概
要

イベ
ント
販
売
や
加
工
品
販
売
に
より
、県
内
外
に
向
け
て
ご
当
地
グ
ル
メと
して
情
報
発
信
を行
う

とと
もに
、ご
め
ん
ケ
ンカ
シ
ャモ
の
飼
育
・安
定
供
給
体
制
を
整
備
し、
トレ
ー
サ
ビリ
テ
ィの
確
立
等
に

よ
る
高
付
加
価
値
化
を図
るこ
とで
、ブ
ラン
ド鶏
肉
とし
て
の
外
商
戦
略
を展
開
して
い
く。

これ
らの
生
産
か
ら販
売
まで
の
過
程
を
通
して
、ご
め
ん
ケ
ンカ
シ
ャモ
の
認
知
度
を向
上
させ
、南

国
市
を
訪
れ
て
も
らう
『地
産
「来
」消
』の
仕
組
み
の
確
立
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

ご
め
ん
ケ
ン
カ
シ
ャ
モ
の

安
定
供
給
体
制
の
確
立

・直
営
鶏
舎
の
整
備
、飼
育
（
H2
4～
）

・貯
卵
・孵
卵
設
備
を
高
知
農
業
高
校
に
整
備
（
H2
6.
1
月
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・食
鳥
加
工
セ
ンタ
ー
の
整
備
（
H2
9）

→
も
の
づ
くり
補
助
金
の
活
用

・県
版
HA
CC
P
第
2
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
(H
31
.4
月
)

・食
鳥
処
理
の
外
注
（
R2
～
）

・鳥
獣
被
害
対
策
等
の
実
施
（
R3
～
）

[成
果
]

・ご
め
ん
ケ
ン
カ
シ
ャモ
提
供

店
舗
数
（
市
内
）

R7
:1
9
店
舗

・貯
卵
か
ら販

売
ま
で
の
過

程
を
一
括
管
理
出
来
る

体
制
の
構
築

[課
題
]

・シ
ャモ
肉
の
安
定
供
給
の
た

め
の
生
産
体
制
の
強
化

・組
織
の
強
化

ご
め
ん
ケ
ン
カ
シ
ャモ
の
安
定
供
給
体
制
の
確
立

■
企
業
組
合
ご
め
ん
シ
ャモ
研
究
会

・飼
育
デ
ー
タの
収
集
・蓄
積
に
よる
年
間
生
産
計
画
の
確
立
と飼
育
体
制
の
強
化

・地
元
高
校
等
、教
育
機
関
と連
携
した
飼
育
の
実
施

□
県
（
農
業
振
興
部
・地
域
本
部
等
）

・飼
育
に
関
す
る
指
導
・情
報
提
供
、衛
生
管
理
支
援

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

加
工
品
開
発
及
び
ご
当

地
グ
ル
メ
とし
て
の
確
立

・ご
め
ん
シ
ャモ
鍋
社
中
（
市
内
提
供
店
舗
）
に
よ
る
PR
活
動
（
H2
2～
）

・加
工
品
（
シ
ャモ
鍋
セ
ット
）
の
開
発
(H
23
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・直
営
の
シ
ャモ
料
理
専
門
店
「軍
鶏
伝
」の
運
営
(H
27
～
)

ご
当
地
グ
ル
メ
とし
て
の
確
立

■
企
業
組
合
ご
め
ん
シ
ャモ
研
究
会

・イ
ベ
ント
を通
じた
PR
活
動
、軍
鶏
伝
、マ
ス
メデ
ィア
等
を活
用
した
情
報
発
信

・「
シ
ャモ
鍋
社
中
」加
盟
飲
食
店
に
よ
る
シ
ャモ
料
理
提
供
、同
志
（
加
盟
店
）
の

増
加
に
向
け
た
活
動

・商
談
会
参
加
等
に
よ
る
都
市
圏
外
食
産
業
へ
の
販
売
セ
ー
ル
ス
、ネ
ット
販
売
や
ふ
る

さと
納
税
を
活
用
した
販
路
開
拓
、販
売
促
進

■
南
国
市

・ふ
る
さと
納
税
返
礼
品
に
よ
る
商
品
の
PR
、イ
ベ
ン
ト
等
の
紹
介

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・イ
ベ
ント
の
紹
介
、関
係
者
へ
の
橋
渡
し

加
工
品
開
発

■
企
業
組
合
ご
め
ん
シ
ャモ
研
究
会

・新
た
な
加
工
品
の
開
発

・生
産
量
・品
質
の
維
持
管
理
及
び
衛
生
管
理
の
向
上
、高
付
加
価
値
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・セ
ミナ
ー
、商
談
会
等
の
紹
介
、関
係
者
へ
の
橋
渡
し

組
織
の
強
化

・定
例
会
の
開
催
（
毎
月
）

・経
営
改
善
計
画
の
策
定
（
R5
.9
月
）

組
織
の
強
化

■
企
業
組
合
ご
め
ん
シ
ャモ
研
究
会

・組
織
の
方
向
性
の
明
確
化
、資
金
管
理
に
よ
る
経
営
強
化

・部
門
別
（
営
業
、経
理
、加
工
等
）
の
人
材
育
成

■
南
国
市
商
工
会
等

・経
営
強
化
へ
の
アド
バ
イス
、経
営
計
画
進
捗
管
理
支
援

生
産
体
制
の
強
化

加
工
品
開
発

ご
当
地
グ
ル
メ
とし
て
の
確
立

経
営
力
の
向
上

販
路
開
拓
・販
売
促
進 専
従
職
員

の
配
置
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
5
高
知
県
産
ワ
イ
ン
の
生
産
拡
大
及
び
ブ
ラ
ン
ド化
の
推
進

（
香
南
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
井
上
ワ
イ
ナ
リー
(株
)、
香
南
市

商
品
売
上
高

7,
12
0
万
円

（
R4
）

6,
52
4
万
円

9,
40
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H3
0.
9
月

事
業
概
要

県
内
各
地
の
遊
休
農
地
等
で
の
ブド
ウ栽
培
を
進
め
、ワ
イン
の
生
産
拡
大
を
図
る
とと
も
に
、県

内
食
材
との
コラ
ボ
レ
ー
シ
ョン
や
PR
活
動
に
より
、高
知
県
産
ワイ
ンと
して
の
ブ
ラン
ド力
を
高
め
る

こと
で
、県
内
に
ワ
イン
文
化
を醸
成
し、
土
佐
ワ
イン
バ
レー
構
想
の
実
現
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

栽
培
面
積
の
拡
大

・井
上
石
灰
工
業
(株
)の
新
事
業
とし
て
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
開
始

（
H2
5）

・ワ
イン
造
りの
専
門
家
を
コン
サ
ル
タン
トに
迎
え
、県
内
で
の
栽
培
技
術
を
習
得

し、
県
内
で
の
栽
培
を開
始
（
H2
5）

・県
内
市
町
村
や
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
等
との
連
携
に
よ
る
圃
場
の
確
保
（
R
元

～
）

[成
果
]

・圃
場
の
拡
大

H2
5：
2
市
20
ア
ー
ル
→

R7
：
6
市
町
21
2
ア
ー
ル

・ブ
ドウ
生
産
量

H2
7：
87
0k
g→

R6
：
19
,3
11
kg

・会
員
数

R6
：
50
2
名

・ブ
ラン
ド力
の
向
上

国
内
外
の
コン
クー
ル
で
各
賞

受
賞

[課
題
]

・生
産
量
増
加
に
向
け
た
圃

場
の
拡
大

・新
商
品
ワ
イン
の
開
発

・品
質
向
上
に
向
け
た
醸
造

技
術
の
改
良

・ブ
ラン
ド力
の
向
上

・他
の
事
業
者
と連
携
し
た
グ

ロサ
リー
商
品
の
開
発

栽
培
面
積
の
拡
大

■
井
上
ワイ
ナ
リー
(株
)

・県
内
市
町
村
や
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
と連
携
した
圃
場
の
拡
大
、自
社
圃
場
の
拡
大

□
県
（
地
域
本
部
、農
業
振
興
セ
ンタ
ー
）

・集
落
活
動
セ
ンタ
ー
や
関
係
機
関
との
橋
渡
し、
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報

・栽
培
に
関
す
る
支
援

醸
造
・生
産
体
制
の
強

化
・ワ
イン
の
製
造
、販
売
を目
的
に
井
上
ワ
イナ
リー
(株
)を
設
立
（
H2
8）

・先
進
地
視
察
研
修
及
び
広
報
活
動
（
H3
0）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・ワ
イン
醸
造
施
設
の
建
設
（
R2
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・自
社
醸
造
を
開
始
し、
ヌー
ボ
ー
を
販
売
（
R3
）

・シ
ョッ
プ
カフ
ェを
併
設
す
る
「の
い
ち
醸
造
所
」グ
ラン
ドオ
ー
プ
ン（
R4
）

醸
造
・生
産
体
制
の
強
化

■
井
上
ワイ
ナ
リー
(株
)

・新
商
品
ワ
イン
の
開
発

・品
質
向
上
に
向
け
た
醸
造
技
術
の
改
良

・設
備
の
増
強

■
香
南
市

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

□
県
（
地
域
本
部
、工
業
技
術
セ
ンタ
ー
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

・醸
造
技
術
に
関
す
る
支
援

ブ
ラ
ン
ド力
の
向
上

・個
人
会
員
制
を
採
用
し、
高
知
県
産
ワ
イン
ファ
ンへ
の
直
接
販
売

会
員
数
：
59
6
名
（
R4
）

・E
C
サ
イト
、小
売
店
等
で
の
販
売
（
R3
～
）

ブ
ラ
ン
ド力
の
向
上

■
井
上
ワイ
ナ
リー
(株
)

・広
告
等
に
よ
る
PR
、自
主
イベ
ント
の
企
画
・実
施
、P
R
イベ
ント
へ
の
参
加

・新
酒
発
表
会
の
開
催

・品
評
会
へ
の
出
展

■
香
南
市
□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

他
の
事
業
者
との
連
携

・龍
河
洞
で
の
熟
成
保
管
の
実
施
（
R
元
～
）

・グ
ロサ
リー
商
品
の
開
発
（
R
元
～
）
、販
売
（
R３
～
）

他
の
事
業
者
との
連
携

■
井
上
ワイ
ナ
リー
(株
)

・地
元
食
材
を
取
り扱
う事
業
者
と連
携
した
、グ
ロサ
リー
商
品
の
開
発
及
び
販
売

・三
宝
山
エ
リア
（
４
施
設
）
で
の
取
り組
み
強
化

■
香
南
市
□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

圃
場
面
積
の
拡
大

【用
語
】
・グ
ロサ
リー
：
中
食
主
体
の
食
料
品
・生
活
雑
貨
な
どを
総
称
す
る
言
葉
。生
鮮
食
品
は
含
まれ
な
い
。

新
商
品
の
開
発

品
質
向
上
に
向
け
た
醸
造
技
術
の
改
良

PR
の
実
施

グ
ロ
サ
リー
商
品
の
開
発
と販
路
の
拡
大

設
備
の
増
強
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
６
も
の
づ
くり
サ
ポ
ー
トセ
ン
タ
ー
を
核
とす
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化

（
南
国
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
南
国
市
、◎
南
国
市
商
工
会
、◎
(株
)海
洋
堂
高
知
、南
国
市
中
心
市
街
地
振
興
協
議
会

(1
)エ
リア
内
の
売
上
高

10
億
9,
06
1

万
円
（
R4
)

14
億
8,
06
1

万
円

13
億
9,
03
1

万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)新
規
出
店
数

５
件

（
R2
～
4
累
計
）

5
件

８
件

（
R6
～
9
累
計
）

事
業
概
要

「も
の
づ
くり
、ひ
とづ
くり
、ま
ち
づ
くり
」の
拠
点
施
設
とな
る
、も
の
づ
くり
サ
ポ
ー
トセ
ンタ
ー
の
整
備

を
契
機
とし
て
、中
心
商
店
街
が
も
の
づ
くり
を
志
す
人
材
が
集
うま
ち
とな
る
よ
う、
交
流
人
口
の
拡

大
や
商
店
街
の
活
性
化
に
資
す
る
取
り組
み
を
行
う。

(3
)拠
点
施
設
の
入
込
数

68
,8
60
人

（
R4
)

68
,8
06
人

70
,0
00
人

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い

創
出

・「
ご
め
ん
ま
ち
将
来
像
プ
ラン
」の
策
定
（
H2
7）

・中
心
市
街
地
振
興
計
画
の
策
定
（
R2
）

[成
果
]

・チ
ャレ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
オ
ー
プ
ン

（
R3
.6
～
R7
.3
）

⇒
チ
ャレ
ンジ
ャー

累
計
５
名

・拠
点
施
設
の
整
備

R
元
.8
月
着
工

⇒
R2
.1
2
月
竣
工

⇒
R3
.3
.2
1
グ
ラ
ン
ド
オ

ー
プン [課
題
]

・日
常
的
な
賑
わ
い
を
創
出

す
る
た
め
に
、地
域
住
民
と一

体
とな
った
取
り組
み
の
実
行

・も
の
づ
くり
サ
ポ
ー
トセ
ン
ター

へ
の
集
客
と、
周
辺
地
域
と連

携
した
地
域
活
性
化
の
推
進

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
創
出

■
南
国
市
、南
国
市
商
工
会

・中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を創
出
す
る
企
画
の
策
定
、実
行

・第
３
期
中
心
市
街
地
振
興
計
画
の
策
定

■
南
国
市

・中
心
市
街
地
振
興
協
議
会
に
お
け
る
中
心
市
街
地
振
興
計
画
の
進
捗
管
理

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・計
画
の
策
定
支
援
及
び
進
捗
等
の
情
報
共
有
、関
係
者
へ
の
橋
渡
し

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や

空
き
店
舗
の
活
用
等

・(
株
)海
洋
堂
と南
国
市
に
よる
連
携
協
定
の
締
結
（
H2
8）

・(
株
)海
洋
堂
と連
携
した
ジ
オ
ラマ
教
室
や
「み
ん
な
の
モ
ノづ
くり
展
」、
「ナ
ン
コ

クフ
ェス
テ
ィバ
ル
」等
の
イベ
ント
の
開
催
（
H2
8～
）

・も
の
づ
くり
イベ
ント
「ご
め
ん
te
te
マ
ル
シ
ェ」
の
開
催
（
R
元
～
）

・「
ソ
フビ
・ア
ー
トフ
ェス
テ
ィバ
ル
in
NA
NK
O
KU
」の
開
催
（
R3
）

・「
ご
め
ん
te
te
マ
ル
シ
ェ」
と「
ご
め
ん
の
軽
トラ
市
」の
同
時
開
催
（
R4
.1
0～
）

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
空
き
店
舗
の
活
用
等

■
(株
)海
洋
堂
高
知

・施
設
の
PR
を
兼
ね
た
、も
の
づ
くり
イベ
ント
の
企
画
、実
施

■
南
国
市
、南
国
市
商
工
会
、地
域
事
業
者

・(
株
)海
洋
堂
高
知
と連
携
した
、も
の
づ
くり
イベ
ント
の
実
施

・軽
トラ
市
、ご
め
ん
te
te
マ
ル
シ
ェ等
イベ
ント
と連
携
した
も
の
づ
くり
サ
ポ
ー
トセ
ンタ
ー

か
ら中
心
市
街
地
へ
の
周
遊
を
促
す
仕
組
み
づ
くり

■
南
国
市

・地
域
お
こし
協
力
隊
に
よ
る
取
り組
み
支
援

・空
き
店
舗
活
用
の
支
援
策
の
充
実
(中
心
市
街
地
振
興
事
業
費
補
助
金
)

□
県
（
商
工
労
働
部
、地
域
本
部
等
）

・商
店
街
等
振
興
計
画
推
進
事
業
費
補
助
金
に
よ
る
支
援

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、関
係
者
へ
の
橋
渡
し

拠
点
施
設
の
運
営
等

・中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
に
よ
る
南
国
市
地
域
経
済
活
性
化
計
画
の
策

定
（
H3
0）

・も
の
づ
くり
サ
ポ
ー
トセ
ンタ
ー
の
整
備
（
R
元
～
2）

→
地
域
経
済
活
性
化
拠
点
施
設
整
備
等
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・空
き
店
舗
調
査
（
R2
～
）

拠
点
施
設
の
運
営
等

■
(株
)海
洋
堂
高
知

・フ
ィギ
ュア
の
生
産
、販
売

・集
客
に
つ
な
が
る
イベ
ント
の
実
施

■
南
国
市

・拠
点
施
設
と連
携
した
各
種
イベ
ント
の
開
催

・や
な
せ
先
生
や
ドラ
マ関
連
の
企
画
展
や
イベ
ント
の
開
催

・デ
ジ
タル
観
光
ガ
イド
を
活
用
した
周
遊
企
画

・南
国
市
地
域
経
済
活
性
化
計
画
の
進
捗
管
理

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・施
設
運
営
状
況
等
の
情
報
共
有
、セ
ミナ
ー
等
の
紹
介
、関
係
者
へ
の
橋
渡
し

地
域
お
こし
協
力
隊
に
よ
る
取
り組
み
支
援

各
種
イ
ベ
ン
トの
開
催

施
設
の
運
営

第
２
期
中
心
市
街
地

振
興
計
画
の
実
行

次
期
計
画

の
策
定

第
３
期
中
心
市
街
地

振
興
計
画
の
実
行

企
画
展
や

イ
ベ
ン
ト
の

開
催
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
7
香
南
市
中
心
市
街
地
の
振
興

（
香
南
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
香
南
市
、◎
香
南
市
商
工
会
、◎
地
域
事
業
者

(1
)空
き
店
舗
等
を
活
用
した

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
エ

リア
内
の
新
規
開
業
数

１
件

（
R2
～
4
累
計
）

1
件

8
件

（
R6
～
9
累
計
）

AP
へ
の
位
置
づ
け

R2
.4
月

(2
)中
心
市
街
地
活
性
化
計

画
エ
リア
内
の
店
舗
数

29
8
店

（
R5
）

29
2
店

29
1
店

29
8
店

事
業
概
要

香
南
市
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、補
助
金
を活
用
した
利
用
可
能
な
空
き
店
舗
の
改
修
等
に

よ
り、
移
住
者
に
よる
新
規
創
業
も
含
め
た
新
た
な
店
舗
の
開
業
を支
援
す
る
とと
も
に
、周
辺
の
観

光
施
設
等
と連
携
し、
中
心
市
街
地
を核
とし
た
地
域
の
活
性
化
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

空
き
店
舗
対
策

・香
南
市
空
き
店
舗
等
対
策
事
業
費
補
助
金
の
創
設
（
H2
8）

・空
き
店
舗
実
態
調
査
（
野
市
町
）
の
完
了
（
R3
）

[成
果
]

・空
き
店
舗
等
を
活
用
した
新

規
開
業
数

R6
：
１
件

・「
ス
イー
ツ
ス
タン
プ
ラリ
ー
」へ

の
参
加
者
数

R5
：
69
件
、R
6：
13
7
件

・「
香
南
か
る
た
で
ゲ
ット
」へ
の

参
加
者
数

R5
：
延
べ
32
3
名

・「
マ
ル
シ
ェこ
うな
ん
」

R6
：
約
10
0
名
に
販
売

[課
題
]

・空
き
店
舗
補
助
金
活
用
に
よ

る
創
業
の
促
進

・空
き
店
舗
情
報
の
把
握
と発

信
（
市
内
外
へ
の
PR
）

・中
心
市
街
地
活
性
化
計
画

ア
クシ
ョン
プ
ラン
推
進
に
か
か

る
運
営
体
制
の
確
立

空
き
店
舗
解
消
に
向
け
た
取
り組
み
の
推
進

■
香
南
市

・空
き
店
舗
等
対
策
事
業
費
補
助
金
に
よる
支
援

・空
き
店
舗
情
報
や
事
業
承
継
支
援
に
関
す
る
情
報
発
信

・事
業
承
継
支
援
制
度
の
創
設
（
中
山
間
地
域
）

■
香
南
市
商
工
会

・市
、県
との
連
携
及
び
情
報
共
有

・空
き
店
舗
を活
用
した
創
業
、事
業
承
継
に
対
す
る
支
援

・空
き
店
舗
情
報
等
の
積
極
的
な
情
報
発
信

□
県 ・支
援
制
度
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
、伴
走
支
援

中
心
市
街
地
を
核
と
し

た
地
域
の
活
性
化
の
推

進

・香
南
市
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
策
定
（
R4
）

・中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
ア
クシ
ョン
プ
ラン
の
推
進

①
「ス
イー
ツス
タン
プ
ラリ
ー
」の
実
施
（
R5
～
R6
）

参
加
事
業
者
：
4
事
業
者
（
計
画
エ
リア
内
の
洋
菓
子
店
）

②
フジ
グ
ラン
野
市
と連
携
した
「香
南
か
る
た
で
ゲ
ット
」の
開
催
（
R5
）

参
加
事
業
者
：
出
店
ブ
ー
ス
5
事
業
者
、紹
介
ブ
ー
ス
16
事
業
者

③
「マ
ル
シ
ェこ
うな
ん
」の
開
催
（
R6
）

参
加
事
業
者
：
出
店
ブ
ー
ス
5
事
業
者

中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
の
推
進

■
香
南
市

・地
域
事
業
者
と連
携
した
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
アク
シ
ョン
プラ
ンの
推
進

・中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
推
進
事
業
費
補
助
金
に
よ
る
支
援

■
香
南
市
商
工
会
、地
域
事
業
者

・中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
ア
クシ
ョン
プラ
ンの
推
進

□
県 ・商
店
街
等
振
興
計
画
推
進
事
業
費
補
助
金
に
よ
る
支
援

・関
係
機
関
との
橋
渡
し、
情
報
提
供
、伴
走
支
援

空
き
店
舗
解
消
に
向
け
た
取
り組
み
の
推
進

中
心
市
街
地
活
性
化

計
画
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

の
推
進

第
２
期
中
心
市
街
地

活
性
化
計
画
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
推
進

次
期
計
画

の
策
定
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
8
香
美
市
の
伝
統
産
業
（
土
佐
打
刃
物
、フ
ラ
フ）
の
振
興

（
香
美
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
県
土
佐
刃
物
連
合
協
同
組
合
、◎
フラ
フ製
造
業
者
、香
美
市
商
工
会
、(
一
社
)香
美

市
観
光
協
会
、香
美
市

(1
)
創
生
塾
入
塾
者
数

９
名

(R
2～
5
累
計
)

9
名

(R
2～
6
累
計
)

12
名

(R
2～
7
累
計
)

15
名

(R
2～
9
累
計
)

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)
新
規
就
業
者
数

５
名

(R
2～
5
累
計
)

5
名

(R
2～
6
累
計
)

8
名

(R
2～
７
累
計
)

９
名

(R
2～
9
累
計
)

事
業
概
要

国
指
定
伝
統
的
工
芸
品
で
あ
る
土
佐
打
刃
物
及
び
高
知
県
伝
統
的
特
産
品
で
あ
る
フラ
フの

後
継
者
育
成
及
び
販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、鍛
冶
屋
創
生
塾
に
よ
る
人
材
育
成
とと
も
に
、観
光

事
業
との
連
携
や
イベ
ント
開
催
、ネ
ット
販
売
な
どに
取
り組
む
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

人
材
育
成

・「
鍛
冶
屋
創
生
塾
」の
整
備
(H
30
∼
R
元
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・鍛
冶
屋
創
生
塾
を
運
営
し後
継
者
を育
成
（
R
元
～
）

→
伝
統
的
工
芸
品
産
業
支
援
補
助
金
（
国
）
及
び
伝
統
的
工
芸
品
産
業
等

後
継
者
育
成
対
策
事
業
補
助
金
の
活
用

・鍛
冶
屋
創
生
塾
運
営
委
員
会
を
開
催
し、
塾
生
の
研
修
の
進
捗
状
況
を
共
有

（
R2
～
・年
４
回
）

・鍛
冶
屋
創
生
塾
オ
ー
プン
キ
ャン
パ
ス
の
開
催
(R
6)

[成
果
]

・鍛
冶
屋
創
生
塾

〈第
１
・２
期
生
〉

入
塾
６
名

卒
塾
６
名

※
うち
新
規
就
業
６
名

〈第
３
期
生
〉

入
塾
(R
5)
３
名

卒
塾
(R
7)
３
名

※
うち
新
規
就
業
２
名

講
師
補
助
１
名

〈第
4
期
生
〉

入
塾
(R
7)
３
名

[課
題
]

・継
続
した
入
塾
者
の
確
保

・卒
塾
後
の
就
業
先
の
確
保

・伝
統
工
芸
品
等
の
認
知
度

向
上

鍛
冶
屋
創
生
塾
に
お
け
る
人
材
育
成

■
高
知
県
土
佐
刃
物
連
合
協
同
組
合

・継
続
的
な
入
塾
者
確
保
・育
成
及
び
業
界
へ
の
人
材
供
給

■
香
美
市
、□
県
（
商
工
労
働
部
、地
域
本
部
）

・鍛
冶
屋
創
生
塾
運
営
補
助
金
に
よ
る
支
援
、H
P
等
に
よる
入
塾
者
募
集
支
援
、関

係
機
関
との
連
携
支
援

鍛
冶
屋
創
生
塾
卒
塾
生
の
就
業
及
び
研
鑽
の
場
の
確
保

■
高
知
県
土
佐
刃
物
連
合
協
同
組
合

・卒
塾
生
の
研
鑽
の
場
の
確
保
や
開
業
に
向
け
た
支
援

■
香
美
市

・伝
統
的
工
芸
品
産
業
等
後
継
者
育
成
対
策
事
業
費
補
助
金
に
よ
る
就
業
支
援

伝
統
的
工
芸
品
等
の
普

及
及
び
販
売
促
進

・香
美
市
も
の
づ
くり
会
議
に
お
け
る
土
佐
打
刃
物
、フ
ラフ
の
普
及
に
関
す
る
協

議
（
H2
9～
）

・ふ
る
さと
納
税
返
礼
品
へ
の
登
録
(刃
物
・フ
ラフ
)及
び
香
美
市
観
光
協
会
ネ
ッ

トシ
ョッ
プ
で
の
販
売
(刃
物
)（
H2
4～
）

・市
役
所
庁
舎
を
は
じめ
市
内
各
所
へ
の
フラ
フの
掲
揚
（
H2
9～
）

・観
光
客
や
小
学
生
を対
象
とし
た
工
場
見
学
、フ
ラフ
染
め
体
験
の
受
入
れ

(R
元
～
)

・「
フラ
フの
あ
る
風
景
フォ
トコ
ンテ
ス
ト」
の
開
催
（
R
元
～
）

・産
業
振
興
セ
ンタ
ー
へ
の
フラ
フの
常
設
展
示
（
R2
～
）

・フ
ラフ
エ
コバ
ック
を
作
製
（
R2
）
、市
内
量
販
店
で
販
売
（
R3
～
）

・フ
ラフ
リー
フレ
ット
の
作
成
、配
布
（
R3
）

土
佐
打
刃
物
・フ
ラ
フの
普
及
促
進

■
高
知
県
土
佐
刃
物
連
合
協
同
組
合
、フ
ラフ
製
造
業
者

・視
察
受
入
れ
や
教
育
機
関
・観
光
事
業
者
と連
携
した
体
験
及
び
見
学
に
よ
る
伝
統

産
業
の
普
及

・香
美
市
も
の
づ
くり
会
議
で
、伝
統
的
工
芸
品
等
の
普
及
促
進
策
を
検
討
実
施

■
香
美
市
商
工
会
、(
一
社
)香
美
市
観
光
協
会
、香
美
市
、□
県
（
地
域
本
部
）

・香
美
市
も
の
づ
くり
会
議
で
、伝
統
的
工
芸
品
等
の
普
及
促
進
策
を
検
討
実
施

土
佐
打
刃
物
・フ
ラ
フの
新
た
な
販
路
開
拓

■
土
佐
打
刃
物
事
業
者
、フ
ラフ
製
造
業
者

・新
商
品
の
開
発

・展
示
会
や
イベ
ント
等
へ
の
出
店

・S
NS
等
を活
用
した
広
報
の
強
化

■
香
美
市
、香
美
市
商
工
会
、□
県
（
商
工
労
働
部
、地
域
本
部
）

・展
示
会
や
イベ
ント
等
の
情
報
提
供

人
材
育
成

研
鑽
の
場
の
確
保

開
業
支
援

普
及
促
進
策
の
検
討
・実
施

新
商
品
の
開
発

【用
語
】・
土
佐
打
刃
物
：
40
0
年
余
前
か
ら
高
知
県
で
作
られ
て
き
た
職
人
の
手
で
刃
を
成
形
す
る
「自
由
鍛
造
」を
特
徴
とす
る
刃
物
。

刀
剣
を
作
る
技
術
を
製
造
方
法
に
取
り入
れ
て
お
り、
切
れ
味
、耐
久
性
に
優
れ
て
い
る
。

・フ
ラフ
：
「旗
」を
意
味
す
る
オ
ラン
ダ
語
・英
語
が
語
源
と言
わ
れ
、大
漁
旗
を
イ
メー
ジ
し
て
で
き
た
も
の
。男
児
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、端
午
の
節
句
に
鯉
の
ぼ
りと
並
ん
で
立
て
られ
る
。男
児
誕
生
の
祝
い
とし
て
親
戚
か
ら家

紋
や
名
前
を
入
れ
た
フラ
フを
贈
る

の
が
慣
わ
し
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
出
展
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
9
土
佐
山
田
え
び
す
商
店
街
を
中
心
とす
る
地
域
の
活
性
化

（
香
美
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
え
び
す
街
協
同
組
合
、香
美
市
商
工
会
、香
美
市

(1
)
新
規
開
業
数

ー
3
件

８
件

(R
6～
9
累
計
)

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
6.
９
月

(2
)
店
舗
数

11
8
店

（
R5
）

11
9
店

11
8
店

事
業
概
要

香
美
市
の
中
心
商
店
街
で
あ
る
土
佐
山
田
え
び
す
商
店
街
の
情
報
交
流
拠
点
施
設

「T
.G
ar
de
n
Na
ka
m
ac
hi
98
」の
情
報
発
信
力
を強
化
し、
商
店
街
内
の
空
き店
舗
の
活
用

等
に
よ
り、
移
住
者
に
よ
る
新
規
創
業
も
含
め
た
新
た
な
店
舗
の
開
業
を
支
援
す
る
とと
も
に
、商
店

街
を含
む
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

商
店
街
を
含
む
地
域
の

活
性
化
策
の
推
進

・ふ
らっ
と中
町
（
R7
.1
2～
T.
Ga
rd
en
Na
ka
m
ac
hi
98
）
及
び
商
店
街

等
の
振
興

香
美
市
中
心
商
店
街
活
性
化
計
画
の
策
定
（
策
定
:R
2、
改
訂
:R
6）

香
美
市
中
心
商
店
街
活
性
化
計
画
アク
シ
ョン
プ
ラン
の
推
進

商
店
街
、ふ
らっ
と中
町
（
R7
.1
2～
T.
Ga
rd
en
Na
ka
m
ac
hi
98
）
の

集
客
に
向
け
た
各
種
イベ
ント
の
開
催

香
美
市
中
心
商
店
街
活
性
化
協
議
会
の
開
催
（
R2
～
）

施
設
の
建
替
を行
い
、「
T.
Ga
rd
en
Na
ka
m
ac
hi
98
」と
して
リニ
ュー
ア

ル
オ
ー
プ
ン（
R7
.1
2）

・空
き
店
舗
及
び
チ
ャレ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
(R
7.
12
～
T.
Ga
rd
en
Na
ka
m
ac
hi

98
内
)を
活
用
した
開
業
支
援

ふ
らっ
と中
町
（
R7
.1
2～
T.
Ga
rd
en
Na
ka
m
ac
hi
98
）
職
員
に
よる
商

店
街
内
の
空
き
店
舗
の
実
態
調
査
の
実
施
（
H2
7～
）

チ
ャレ
ンジ
シ
ョッ
プ
運
営
委
員
会
の
開
催
（
Ｈ
28
～
毎
月
）

[成
果
]

・空
き
店
舗
を活
用
した
新
規

開
業
数

15
件
（
R2
～
7.
12
累

計
）

・「
え
び
す
昭
和
横
丁
」の
開

催 3
回
実
施
（
R4
～
6）

・「
ふ
らっ
と中
町
」マ
ル
シ
ェの

開
催

５
回
実
施
（
R4
～
5）

・「
ふ
らっ
と中
町
」年
間
集
客

数 R6
:5
,0
13
人

(R
元
:3
,6
49
人
)

・チ
ャレ
ンジ
シ
ョッ
プ出
店

13
件
（
R2
～
6
累
計
）

内
商
店
街
エ
リア
で
の
開
業

３
件

[課
題
]

・商
店
街
の
空
き
店
舗
の
活

用
促
進
及
び
チ
ャレ
ンジ
シ
ョッ

プ
卒
業
生
の
域
内
へ
の
出
店

を
目
指
した
利
用
可
能
な
空

き
店
舗
の
確
保

・T
.G
ar
de
n

Na
ka
m
ac
hi
98
、チ
ャレ
ン

ジ
シ
ョッ
プ
へ
の
誘
客

空
き
店
舗
を
活
用
した
新
規
開
業
支
援

■
香
美
市

・ふ
らっ
と中
町
（
R7
.1
2～
T.
Ga
rd
en
Na
ka
m
ac
hi
98
）
職
員
に
よ
る
空
き
店

舗
調
査
の
実
施

・開
業
希
望
や
チ
ャレ
ンジ
シ
ョッ
プ
活
用
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応

・空
き
店
舗
等
利
活
用
助
成
金
に
よる
支
援

■
香
美
市
商
工
会

・空
き
店
舗
の
情
報
収
集

・開
業
時
の
ア
ドバ
イス
の
実
施

「ふ
ら
っと
中
町
」（
R7
.1
2～
T.
Ga
rd
en
Na
ka
m
ac
hi
98
）
チ
ャレ
ン
ジ
シ
ョッ

プ
の
運
営

■
え
び
す
街
協
同
組
合

・チ
ャレ
ンジ
シ
ョッ
プを
活
用
した
チ
ャレ
ンジ
ャー
の
開
業
支
援

・集
客
力
の
あ
る
イベ
ント
開
催
に
よ
る
PR

・S
NS
等
に
よ
る
情
報
発
信

■
香
美
市
商
工
会

・チ
ャレ
ンジ
シ
ョッ
プへ
の
運
営
補
助
に
よる
支
援

・運
営
に
関
す
る
アド
バ
イス

⬜
■
香
美
市
、
県
（
商
工
労
働
部
、地
域
本
部
等
）

・チ
ャレ
ンジ
シ
ョッ
プ運
営
委
員
会
へ
の
出
席

・商
店
街
等
振
興
計
画
推
進
事
業
費
補
助
金
に
よ
る
支
援

中
心
商
店
街
活
性
化
計
画
の
推
進

■
香
美
市
、香
美
市
商
工
会

・地
域
事
業
者
と連
携
した
香
美
市
中
心
商
店
街
活
性
化
計
画
アク
シ
ョン
プラ
ンの
推

進
■
地
域
事
業
者

・市
や
商
工
会
と連
携
した
香
美
市
中
心
商
店
街
活
性
化
計
画
ア
クシ
ョン
プラ
ンの
推

進
□
県
（
商
工
労
働
部
、地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
との
橋
渡
し、
情
報
提
供
、伴
走
支
援

空
き
店
舗
調
査

チ
ャレ
ン
ジ
シ
ョッ
プ
運
営
支
援

香
美
市
中
心
商
店
街

活
性
化
計
画
ア
ク
シ

ョン
プ
ラ
ン
の
推
進

次
期
計
画

の
策
定

第
２
期
香
美
市
中
心
商
店
街

活
性
化
計
画
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

の
推
進

新
規
開
業
支
援
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物

部
川

地
域

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
分

野
商

工
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

10
  

香
美

市
に

お
け

る
地

域
食

材
を

活
用

した
ク

ラ
フト

ビー
ル

の
製

造
・販

売
 

（
香

美
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
(同

)高
知

カ
ン

パ
ー

ニ
ュブ

ル
ワ

リー
、香

美
市

商
工

会
、香

美
市

クラ
フト

ビー
ル

の
売

上
高

4,
20

7
万

円
 

（
R4

）
１

億
 

10
3

万
円

9,
00

0
万

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H3
0.

9
月

 

事
業

概
要

高
知

県
産

の
食

材
を活

用
した

クラ
フト

ビー
ル

を開
発

し、
生

産
拡

大
を行

うと
とも

に
、イ

ベ
ント

の
開

催
等

に
よ

る
自

社
TA

P 
ST

AN
D

へ
の

誘
客

促
進

を図
る

。更
に

、商
工

会
等

の
関

係
機

関
と連

携
し、

地
元

商
店

街
の

に
ぎ

わ
い

創
出

を図
る。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

体
制

の
強

化
 

      

・新
商

品
開

発
に

係
る

情
報

発
信

、機
械

設
備

の
導

入
等

（
H3

0）
 

 →
 産

振
補

助
金

の
活

用
 

・生
産

体
制

及
び

機
械

設
備

の
導

入
に

関
す

る
助

言
（

H3
0）

  
→

 産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・生
産

拡
大

及
び

品
質

管
理

に
係

る
機

械
設

備
の

導
入

（
R

元
）

  
→

 小
規

模
事

業
者

持
続

化
補

助
金

の
活

用
 

・T
AP

 S
TA

ND
を

併
設

した
本

格
ビー

ル
工

場
の

整
備

（
R3

～
4）

  
→

 事
業

再
構

築
補

助
金

の
活

用
（

R5
.4

.1
5

オ
ー

プ
ン）

 
・機

械
設

備
の

導
入

（
R3

～
4）

 →
 も

の
づ

くり
補

助
金

の
活

用
 

・T
AP

 S
TA

ND
及

び
TO

SA
CO

 G
AR

DE
N

の
整

備
（

R4
）

 
 →

 ク
ラウ

ドフ
ァン

デ
ィン

グ
（

CA
M

PF
IR

E）
の

活
用

 
・機

械
設

備
の

導
入

（
R5

）
 →

 小
規

模
事

業
者

持
続

化
補

助
金

の
活

用
 

・T
O

SA
CO

 G
AR

DE
N

の
屋

外
設

備
の

設
置

（
R5

）
  

→
 香

美
市

特
産

品
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 

[成
果

] 
・雇

用
の

創
出

 
　　

H3
0：

1
人

　→
 

R7
.3

月
時

点
：

23
人

 
・新

商
品

の
開

発
 

　　
H3

0～
R5

：
20

件
 

・品
評

会
等

へ
の

出
展

 
　　

H3
0～

R6
：

8
回

 
・香

美
市

内
の

飲
食

店
・量

販
店

で
の

販
売

 
　　

R7
：

8
店

舗
 

　　
　 

[課
題

] 
・生

産
拡

大
に

向
け

て
の

機
械

設
備

の
導

入
 

・販
路

拡
大

 
･T

AP
 S

TA
ND

及
び

TO
SA

CO
 G

AR
DE

N
へ

の
誘

客
 

  

生
産

拡
大

に
向

け
た

機
械

設
備

の
導

入
 

■
(同

)高
知

カ
ン

パ
ー

ニ
ュブ

ル
ワ

リー
 

・機
械

設
備

の
導

入
 

■
香

美
市

商
工

会
 

・設
備

導
入

に
関

す
る

助
言

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・補

助
金

情
報

等
の

支
援

策
に

係
る

情
報

提
供

 
雇

用
の

創
出

 
■

(同
)高

知
カ

ン
パ

ー
ニ

ュブ
ル

ワ
リー

 
・ハ

ロー
ワ

ー
ク等

を活
用

した
労

働
力

の
確

保
・育

成
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・活
用

可
能

な
支

援
策

の
情

報
提

供

 

 
認

知
度

向
上

・販
路

拡
大

 
        

・ア
ンテ

ナ
シ

ョッ
プ

「ま
る

ご
と高

知
」で

の
販

売
（

H3
0～

）
 

・香
美

市
ふ

る
さと

納
税

返
礼

品
に

登
録

（
H3

0～
）

 
・P

R
動

画
の

作
成

（
R2

）
　 

→
　伴

走
型

小
規

模
事

業
者

支
援

推
進

事
業

の
活

用
 

・季
節

限
定

商
品

、地
域

限
定

商
品

の
開

発
（

H3
0～

）
 

・フ
ェア

や
イベ

ント
へ

の
出

店
（

H3
0～

）
 

・香
美

市
内

の
飲

食
店

等
で

の
販

売
（

H3
0～

）
 

・香
美

市
内

の
量

販
店

で
の

販
売

（
H3

0～
）

 
・地

元
イベ

ント
へ

の
参

加
等

（
H3

0～
）

認
知

度
向

上
・販

路
拡

大
 

■
(同

)高
知

カ
ン

パ
ー

ニ
ュブ

ル
ワ

リー
 

・商
品

コン
セ

プ
トの

合
致

した
イベ

ント
、商

談
会

等
へ

の
積

極
的

な
出

展
 

・地
元

イベ
ント

（
香

美
バ

ル
、刃

物
ま

つ
り等

）
へ

の
出

店
 

・自
社

イベ
ント

の
実

施
 

■
香

美
市

商
工

会
 

・イ
ベ

ント
、販

路
開

拓
に

向
け

た
情

報
提

供
 

■
香

美
市

 
・ふ

る
さと

納
税

返
礼

品
へ

の
登

録
 

 
新

商
品

の
開

発
・販

売
 

■
(同

)高
知

カ
ン

パ
ー

ニ
ュブ

ル
ワ

リー
 

・県
産

食
材

を
活

用
した

地
域

限
定

商
品

等
の

開
発

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・県

産
食

材
に

係
る

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し

設
備

導
入

【用
語

】　
・ク

ラフ
トビ

ー
ル

：
一

回
の

仕
込

み
量

が
少

量
で

、地
域

の
特

産
品

を原
料

に
して

作
る

個
性

あ
ふ

れ
る

ビー
ル

雇
用

の
創

出
・人

材
育

成

新
商

品
の

開
発

・販
売

イ
ベ

ン
ト

、商
談

会
へ

の
出

展

自
社

イ
ベ

ン
トの

実
施

導
入

等
 

の
検

討

44



物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
11

物
部
川
地
域
に
お
け
る
広
域
観
光
の
推
進

（
物
部
川
地
域
全
域
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)物
部
川
D
M
O
協
議
会
、南
国
市
、香
南
市
、香
美
市
、(
一
社
)南
国
市
観

光
協
会
、(
一
社
)香
南
市
観
光
協
会
、(
一
社
)香
美
市
観
光
協
会
、(
株
)も
の
べ
み
ら

い
、観
光
事
業
者

主
要
観
光
施
設
入
込
数

（
８
施
設
）
※

73
.7
万
人

（
R4
）

78
.9
万
人

88
.9
万
人

89
.5
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
4.
４
月

※
１
月
～
12
月

※
主
要
観
光
施
設
：

西
島
園
芸
団
地
、県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、南
国
市
も
の
づ
くり
サ
ポ
ー
トセ
ンタ
ー
（
海
洋
堂
ス
ペ
ー
ス
ファ
クト
リー
な
ん
こく
）
、

県
立
の
い
ち
動
物
公
園
、絵
金
蔵
、創
造
広
場
「ア
クト
ラン
ド」
、香
美
市
立
や
な
せ
た
か
し記
念
館
、龍
河
洞

事
業
概
要

物
部
川
地
域
の
自
然
、観
光
施
設
、体
験
メニ
ュー
等
の
多
様
な
観
光
資
源
を広
域
的
に
組
み

合
わ
せ
、魅
力
的
な
観
光
商
品
とす
る
とと
も
に
、民
間
事
業
者
の
視
点
も
踏
ま
え
て
地
域
の
観
光

資
源
を
一
層
磨
き
上
げ
、情
報
発
信
を
行
うこ
とに
よ
り、
観
光
客
の
広
域
的
な
誘
致
を
推
進
し、

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

広
域
観
光
組
織
の
体
制

強
化
と
関
係
団
体
と
の

連
携
強
化

・「
物
部
川
DM
O
協
議
会
」が
発
足
（
H2
8）

・物
部
川
DM
O
協
議
会
の
一
般
社
団
法
人
化
（
H3
1.
3）

→
第
3
種
旅
行
業
登
録
（
R
元
）

・滞
在
型
観
光
プ
ラン
整
備
計
画
の
策
定
（
R2
）

・観
光
地
域
づ
くり
推
進
員
の
配
置
（
R3
～
）

・中
期
計
画
の
策
定
（
R3
）
、更
新
（
R8
.3
）

・登
録
DM
O
へ
の
登
録
（
R4
.3
）
、更
新
（
R7
.3
）

[成
果
]

・国
内
外
か
らの
団
体
ツ
ア
ー

の
受
入
数
：

（
R6
）
67
件

（
R7
）
32
2
件

・ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リズ
ム
の

推
進
：

四
国
運
輸
局
の
優
良
事
業

者
表
彰
を
受
賞
(R
6)

[課
題
]

・観
光
博
覧
会
「も
の
べ
す
と」

の
レ
ガ
シ
ー
を
生
か
し
た
広
域

観
光
振
興
計
画
の
策
定
と実

行 ・イ
ン
バ
ウ
ン
ド需
要
を
取
り込

む
た
め
の
受
入
環
境
整
備
や

誘
客
施
策
の
強
化

広
域
観
光
組
織
の
体
制
強
化
と関
係
団
体
との
連
携
強
化

■
物
部
川
D
M
O
協
議
会

・エ
リア
内
関
係
者
と一
体
とな
った
博
覧
会
事
業
の
実
施

・物
部
川
広
域
観
光
振
興
計
画
（
R8
～
12
）
の
策
定
・実
行

・マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
調
査
の
分
析
、タ
ー
ゲ
ット
層
に
即
した
戦
略
の
策
定

□
県 ・ア
ドバ
イザ
ー
派
遣
等
に
よる
支
援

観
光
商
品
の
充
実
・観

光
客
の
広
域
誘
致

・協
議
会
公
式
HP
及
び
SN
S
の
構
築
（
H2
8）
、H
P
リニ
ュー
アル
（
R4
）

・公
式
パ
ンフ
レ
ット
の
作
成
（
H2
9）
、リ
ニュ
ー
アル
（
R5
）

・顧
客
ニー
ズ
に
沿
った
商
品
の
企
画
造
成
・販
売
実
施
（
H3
0～
）

・商
談
会
等
で
旅
行
会
社
へ
セ
ー
ル
ス

・誘
客
多
角
化
事
業
の
採
択
に
よ
る
バ
リア
フリ
ー
観
光
の
推
進
（
R2
）

・バ
リア
フリ
ー
観
光
の
推
進
（
R4
）

→
地
域
独
自
の
観
光
資
源
を
活
用
した
地
域
の
稼
げ
る
看
板
商
品
の
創
出
事

業
の
活
用

・ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
推
進
事
業
の
採
択
（
R4
）

・イ
ンバ
ウン
ドの
地
方
誘
客
や
消
費
拡
大
に
向
け
た
観
光
コン
テ
ンツ
造
成
支
援

事
業
の
採
択
（
R5
）

・J
R
観
光
列
車
お
も
て
な
し（
R3
～
）

・観
光
客
動
態
調
査
の
実
施

観
光
商
品
の
充
実
・観
光
客
の
広
域
誘
致

■
物
部
川
D
M
O
協
議
会

・物
部
川
地
域
に
お
け
る
観
光
資
源
の
掘
り起
こし
、磨
き上
げ

・セ
ー
ル
ス
の
実
施
、商
談
会
へ
の
出
展

・パ
ンフ
レッ
ト、
SN
S
等
を活
用
した
エ
リア
の
情
報
発
信

・ユ
ニバ
ー
サ
ル
ツー
リズ
ム
の
推
進

・教
育
旅
行
の
誘
致
、大
阪
万
博
に
向
け
た
イン
バ
ウン
ド誘
客
、大
阪
アン
テ
ナ
シ
ョッ
プ

開
業
に
よ
る
誘
客

□
県 ・ど
っぷ
り高
知
旅
キ
ャン
ペ
ー
ンを
通
じた
商
品
造
成
の
支
援

・観
光
客
動
向
デ
ー
タの
活
用
支
援

地
域
連
携
に
よ
る
周
遊

促
進

・連
携
企
画
イベ
ント
「も
の
べ
が
わ
フェ
ス
タ」
の
開
催
（
H2
8～
R5
）

・も
の
べ
SS
S
認
証
制
度
の
制
定
（
R2
～
）

・「
も
の
べ
お
しご
と体
験
博
」の
開
催
（
R4
～
）

・も
の
べ
旅
クー
ポ
ンの
実
施
（
R5
）

・観
光
博
覧
会
「も
の
べ
す
と」
の
開
催
（
R7
.3
.2
9～
R8
.2
.8
）

地
域
連
携
に
よ
る
周
遊
促
進

■
物
部
川
D
M
O
協
議
会

・観
光
博
覧
会
「も
の
べ
す
と」
の
開
催
に
よる
エ
リア
内
へ
の
誘
客
促
進
や
周
遊
企
画
の

実
施

・「
も
の
べ
お
しご
と体
験
博
」等
の
地
域
連
携
企
画
の
実
施

□
県 ・補
助
金
や
アド
バ
イザ
ー
派
遣
等
に
よ
る
支
援

県
キ
ャン
ペ
ー
ン
と連
動
した
観
光
商
品
の

造
成
・販
売

セ
ー
ル
ス
の
実
施
や
エ
リア
内
の
情
報
発
信

地
域
連
携
企
画
の
実
施計
画
の
実
行

計
画
策
定

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
等
を
活
用
した

分
析
・施
策
の
実
践

誘
客
・周
遊
施
策
等

の
継
続

観
光

博
覧

会
の

準
備

観
光

博
覧
会

の
開
催

観
光
博
覧
会
後
の

連
携
した
取
り組
み

観
光

博
覧
会

の
開
催

委
員

会
設

立
・

運
営
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
12

南
国
市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
の
推
進

（
南
国
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)南
国
市
観
光
協
会
、南
国
市
、南
国
市
観
光
クラ
ス
ター
連
絡
協
議
会
、市
内
各
観

光
に
関
わ
る
企
業
・団
体
・グ
ル
ー
プ

主
要
観
光
施
設
入
込
数

（
4
施
設
）
※

48
.4
万
人

（
R4
)

51
.8
万
人

54
.9
万
人

55
.0
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

※
１
月
～
12
月

※
主
要
観
光
施
設
：

西
島
園
芸
団
地
、道
の
駅
南
国
風
良
里
、県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、南
国
市
も
の
づ
くり
サ
ポ
ー
トセ
ン
ター
（
海
洋
堂
ス
ペ
ー
ス

ファ
クト
リー
な
ん
こく
）

事
業
概
要

地
域
が
誇
る
史
跡
資
源
(長
宗
我
部
等
)を
活
用
した
イベ
ン
ト・
ツア
ー
へ
の
参
加
を
き
っか
け
と

して
、周
辺
の
観
光
名
所
・施
設
へ
の
来
訪
な
ど市
内
観
光
を
推
進
す
る
とと
も
に
、も
の
づ
くり
サ
ポ

ー
トセ
ンタ
ー
を核
とし
た
県
外
か
らの
誘
客
促
進
に
繋
げ
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

観
光
の
推
進

・長
宗
我
部
フェ
ス
の
開
催
（
H2
2～
）

・ボ
ラン
テ
ィア
ガ
イド
の
養
成
（
H2
8）

→
歴
史
観
光
資
源
等
強
化
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・移
動
販
売
車
(キ
ッチ
ンカ
ー
)の
導
入
に
よ
る
南
国
市
観
光
の
PR
（
H2
9）

・女
性
を
メイ
ン
ター
ゲ
ット
に
した
周
遊
マ
ップ
の
作
成
（
H2
9）

→
歴
史
観
光
資
源
等
強
化
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・観
光
施
設
連
絡
会
の
設
立
（
R2
）

・観
光
ガ
イド
の
養
成
（
R3
）

→
地
域
の
頑
張
る
人
づ
くり
補
助
金
の
活
用

・な
ん
こく
旅
た
び
クー
ポ
ンに
よ
る
誘
客
促
進
（
R3
）

・土
佐
の
観
光
創
成
塾
の
受
講

オ
ンラ
イン
に
よ
る
体
験
プ
ラン
の
販
売
開
始
（
R3
～
）

・四
万
十
町
連
動
周
遊
企
画
（
R3
～
）

・な
ん
こく
乗
りの
りシ
ャト
ル
運
行
事
業
（
R3
～
4）

・ガ
イド
養
成
講
座
の
実
施
（
R6
）

[成
果
]

・主
要
観
光
施
設
入
込
数
の

うち
、歴
史
文
化
施
設
（
県

立
歴
史
民
俗
資
料
館
）
入

館
者
数

H3
0：
2.
5
万
人

→
R6
：
1.
6
万
人

（
R5
.9
.1
9
～
R6
.3
.2
8

ま
で
改
修
工
事
の
た
め
休

館
）

[課
題
]

・観
光
資
源
及
び
長
宗
我
部

元
親
ラリ
ー
、長
宗
我
部
フェ

ス
な
どの
既
存
の
取
り組

み
（
イベ
ント
）
の
魅
力
向
上

・観
光
協
会
の
体
制
強
化

観
光
メ
ニ
ュー
づ
くり
、ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ

■
(一
社
)南
国
市
観
光
協
会
、南
国
市
、市
内
各
観
光
に
関
わ
る
企
業
・団
体
等

・既
存
の
観
光
メニ
ュー
、イ
ベ
ント
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ
や
、新
た
な
メニ
ュー
づ
くり
、周
遊

ル
ー
トを
提
案
・実
施

・ご
め
ん
町
定
時
ガ
イド
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
等
へ
の
橋
渡
し

情
報
発
信
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

■
(一
社
)南
国
市
観
光
協
会

・観
光
パ
ンフ
レッ
トの
発
刊
、S
NS
等
で
の
情
報
提
供
、旅
行
雑
誌
等
へ
の
売
込

・「
周
遊
促
進
・滞
在
延
長
支
援
事
業
費
補
助
金
」を
活
用
した
観
光
PR
動
画
の
作

成
■
事
業
者

・移
動
販
売
車
（
キ
ッチ
ンカ
ー
）
を用
い
た
、観
光
・特
産
品
の
PR

観
光
協
会
の
体
制
強
化

・南
国
市
観
光
協
会
に
専
任
ス
タッ
フを
配
置
（
H2
4～
）

・臨
時
観
光
案
内
所
専
任
ス
タッ
フの
配
置
（
R6
.9
～
R8
.2
）

・拠
点
施
設
の
整
備
や
受
入
対
策
等
、観
光
博
覧
会
開
催
に
向
け
た
準
備
を実

施
（
R6
）

観
光
協
会
の
体
制
強
化

■
(一
社
)南
国
市
観
光
協
会

・臨
時
観
光
案
内
所
の
運
営
体
制
の
確
保

（
実
施
事
業
：
観
光
案
内
・ガ
イド
受
付
・特
産
品
販
売
・キ
ッチ
ンカ
ー
等
出

店
運
営
・レ
ンタ
サ
イク
ル
・お
遍
路
衣
装
レ
ンタ
ル
・手
荷
物
預
か
り）

・会
員
増
に
向
け
た
新
規
会
員
の
掘
り起
こし

・S
NS
・パ
ンフ
レ
ット
等
に
よる
会
員
の
店
舗
や
イベ
ン
ト等
の
PR
の
実
施

観
光
博
覧
会
の
開
催

・連
続
テ
レ
ビ小
説
ドラ
マ展
「の
ぶ
と嵩
の
お
らん
く展
」の
開
催
(R
7)

・臨
時
観
光
案
内
所
の
運
営
(R
7.
3～
R8
.2
)

・デ
ジ
タル
観
光
ガ
イド
シ
ス
テ
ム
(音
声
ガ
イド
アプ
リ)
の
運
用
(R
7)

観
光
博
覧
会
の
開
催

・連
続
テ
レ
ビ小
説
「あ
ん
ぱ
ん
」の
放
送
を
契
機
とし
た
「や
な
せ
た
か
しが
育
った
ま
ち
南

国
市
」の
PR

・や
な
せ
先
生
や
ドラ
マ関
連
の
企
画
展
や
イベ
ント
の
開
催

・臨
時
観
光
案
内
所
の
運
営

・デ
ジ
タル
観
光
ガ
イド
シ
ス
テ
ム
（
音
声
ガ
イド
アプ
リ）
の
運
用

・デ
ジ
タル
観
光
ガ
イド
シ
ス
テ
ム
を
活
用
した
周
遊
企
画

・ま
ち
歩
き
マッ
プの
配
布

観
光
メ
ニ
ュー
づ
くり

観
光
メ
ニ
ュー
の
ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ

SN
S
や
メ
デ
ィア
等
を
活
用
した

情
報
発
信
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

会
員
増
に
向
け
た
取
り組
み

会
員
へ
の
支
援

臨
時
観
光
案

内
所
の
運
営

体
制
の
確
保

観
光
博
覧

会
の
開
催
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
13

南
国
市
の
観
光
農
園
を
活
用
した
体
験
型
・滞
在
型
観
光
の
推
進

（
南
国
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)西
島
園
芸
団
地
、南

国
市
、(
一
社
)南
国
市
観
光
協
会
、(
一
社
)物
部
川
D
M
O

協
議
会
、南
国
市
観
光
施
設
連
絡
会

(1
)観
光
客
入
込
数

※
12
0,
02
3
人

（
R4
）

14
5,
14
1
人

14
2,
02
6
人

15
6,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

R3
.4
月

(2
)売
上
高

※
3
億
7,
84
4
万
円

（
R5
）

３
億
9,
47
8
万
円
3
億
9,
84
4
万
円

4
億
2,
40
0
万
円

事
業
概
要

南
国
市
観
光
の
中
核
で
あ
る
観
光
農
園
を時
代
の
変
化
、顧
客
ニー
ズ
に
対
応
した
リブ
ラン
デ
ィン
グ

に
よ
り磨
き上
げ
、魅
力
的
な
観
光
施
設
とし
て
広
域
的
な
観
光
客
の
誘
致
を
推
進
す
る
とと
も
に
、生
産

され
た
青
果
の
外
商
の
拡
大
を図
る
。

※
(1
)1
月
～
12
月
、(
2)
8
月
～
7
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

観
光
客
誘
致
促
進

・全
体
コン
セ
プト
の
構
成
とリ
ブ
ラン
デ
ィン
グ

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

短
期
・中
期
事
業
計
画
の
策
定
(R
2～
4)

ブ
ラン
デ
ィン
グ
戦
略
の
検
討
(R
2～
)

事
業
構
想
策
定
(R
4)

・南
国
市
、(
一
社
)南
国
市
観
光
協
会
、(
一
社
)物
部
川
DM
O
協
議
会
及
び
周

辺
観
光
施
設
、宿
泊
施
設
等
と連
携
した
情
報
発
信
、旅
行
代
理
店
へ
の
セ
ー
ル
ス

等
、各
種
イベ
ント
の
開
催

[成
果
]

・観
光
客
入
込
数

R2
：
64
,7
89
人

→
R7
：
14
2,
02
6
人

・売
上
高

R2
：
3
億
99
4
万
円

→
R7
：
３
億
9,
84
4
万
円

・ブ
ラン
ドロ
ゴ
「N
ish
iji
m
a」
、

商
品
パ
ッケ
ー
ジ
一
新
(R
3)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
良
(R
2)

・店
舗
レイ
ア
ウト
、内
装
変
更

(R
4～
5)

・新
商
品

ス
イカ
パ
ン
販
売
(R
3.
7)

カフ
ェメ
ニュ
ー
(R
4.
1～
)

フル
ー
ツ券
拡
充
(R
4.
5～
)

ブリ
ス
パ
フェ
販
売
(R
4.
6)

[課
題
]

・観
光
客
入
込
数
及
び
店
舗
売

上
高
の
増
に
向
け
た
誘
客
の
継

続
実
施

・老
朽
化
施
設
・設
備
の
計
画

的
な
更
新

・光
熱
費
等
の
コス
ト増

観
光
客
誘
致
促
進

■
(株
)西
島
園
芸
団
地

・南
国
市
、南
国
市
観
光
協
会
、物
部
川
DM
O
協
議
会
及
び
周
辺
観
光
施
設
、宿
泊
施
設
等
と

連
携
した
観
光
客
誘
致
の
取
り組
み

W
EB
等
を活
用
した
情
報
発
信
、旅
行
代
理
店
へ
の
セ
ー
ル
ス
等

い
ち
ご
狩
りや
イベ
ン
トの
開
催

・魅
力
あ
る
店
舗
づ
くり

レ
イア
ウト
や
内
装
の
随
時
見
直
し

□
南
国
市
、県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

売
上
増
に
向
け
た
取
り

組
み

・全
体
コン
セ
プト
の
構
成
とリ
ブ
ラン
デ
ィン
グ

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
等
の
活
用

短
期
・中
期
事
業
計
画
の
策
定
(R
2～
4)
<
再
掲
>

ブ
ラン
デ
ィン
グ
戦
略
の
検
討
(R
2～
)<
再
掲
>

事
業
構
想
策
定
(R
4)
<
再
掲
>

店
内
レ
イア
ウト
の
見
直
し

新
商
品
開
発
(R
2～
3)

→
6
次
産
業
化
セ
ミナ
ー
実
践
コー
ス
受
講
に
よ
る
新
た
な
カフ
ェメ
ニュ
ー
開
発

(R
4)

・通
販
や
百
貨
店
等
へ
の
販
売
強
化

売
上
増
に
向
け
た
取
り組
み

■
(株
)西
島
園
芸
団
地

・観
光
客
増
に
よる
店
舗
販
売
の
推
進

フル
ー
ツ券
商
品
の
販
売
推
進
、カ
フェ
メニ
ュー
の
見
直
し

・地
域
博
覧
会
を
活
用
した
集
客
の
実
施

・通
販
の
推
進
及
び
大
手
百
貨
店
等
へ
の
厳
選
した
商
品
の
売
り込
み
・販
売

□
南
国
市
、県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

高
品
質
な
青
果
物
の
安
定
供
給
に
向
け
た
栽
培
の
取
り組
み

■
(株
)西
島
園
芸
団
地

・ブ
ラン
ドの
基
礎
とな
る
商
品
の
高
品
質
化
、安
定
供
給
に
向
け
た
栽
培
の
不
断
の
取
り組
み

・生
産
品
種
の
随
時
見
直
し

□
南
国
市
、県
(中
央
東
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
)

・栽
培
技
術
等
の
向
上
支
援

老
朽
化
施
設
・設
備
の
計
画
的
更
新

■
(株
)西
島
園
芸
団
地

・栽
培
ハ
ウス
加
温
設
備
な
どの
計
画
更
新

□
南
国
市
、県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

観
光
客
誘
致
の
取
り組
み

魅
力
あ
る
店
舗
づ
くり

高
品
質
な
商
品
の
安
定
供
給

店
舗
販
売
の
推
進

外
販
の
推
進

ブ
ラン
ド強
化

消
費
者
へ
の
浸
透

計
画
的
な
施
設
・設
備
の
更
新

地
域
博
覧

会
を
活
用
し

た
集
客
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
14

香
南
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・体
験
観
光
等
の
取
り組
み
の
推
進

（
香
南
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)香
南
市
観
光
協
会
、香
南
市
、地
域
の
体
験
メニ
ュー
等
提
供
団
体

主
要
観
光
施
設
入
込
数

（
10
施
設
）
※

10
2.
3
万
人

（
R4
）

98
.3
万
人

99
.3
万
人

11
1.
8
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

※
1
月
～
12
月

※
主
要
観
光
施
設
：

県
立
の
い
ち
動
物
公
園
、月
見
山
こど
も
の
森
、ヤ
・シ
ィパ
ー
ク、
絵
金
蔵
、天
然
色
市
場
、や
す
らぎ
市
、あ
ぐり
の
さと
、

黒
潮
温
泉
、創
造
広
場
「ア
クト
ラン
ド」
、土
佐
カン
トリ
ー
クラ
ブ

事
業
概
要

香
南
市
の
自
然
や
文
化
、歴
史
な
どの
地
域
観
光
資
源
を
活
用
した
ス
ポ
ー
ツ・
体
験
観
光
を

推
進
す
る
とと
も
に
、様
々
な
観
光
ス
ポ
ット
等
と連
携
した
周
遊
プ
ラン
の
造
成
・情
報
発
信
を
行
う

こと
に
より
、地
域
外
か
らの
交
流
人
口
の
拡
大
を図
る。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

旅
行
商
品
の
造
成
と
販

売
・(
一
社
)香
南
市
観
光
協
会
に
よ
る
旅
行
商
品
化
に
必
要
な
香
南
市
内
の
観

光
情
報
の
一
元
把
握
（
H2
1～
）

・旅
行
商
品
の
企
画
か
ら販
売
ま
で
の
体
制
の
整
備

・香
南
市
観
光
協
会
の
一
般
社
団
法
人
化
及
び
旅
行
業
第
3
種
の
登
録

（
H2
2）

[成
果
]

・主
要
観
光
施
設
入
込
数

R6
：
98
.3
万
人

・も
の
べ
す
と周
遊
ライ
ド

R7
：
13
1
人

・ト
レ
イル
ラン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
へ

の
参
加
者
数

R7
：
23
5
人

[課
題
]

・旅
行
商
品
の
継
続
的
な
企

画
・販
売

・新
た
な
体
験
メ
ニ
ュー
等
、

地
域
の
観
光
素
材
を
活
用
し

た
観
光
商
品
の
開
発

・旅
行
会
社
等
に
対
す
る
効

果
的
な
プロ
モ
ー
シ
ョン

・地
域
の
体
験
メニ
ュー
等
提

供
団
体
の
人
材
不
足

旅
行
商
品
の
造
成
と販
売

■
(一
社
)香
南
市
観
光
協
会

・コ
ー
ス
プラ
ンの
作
成
、磨
き
上
げ
、販
売
・旅
行
会
社
等
へ
の
プロ
モ
ー
シ
ョン
活
動

・観
光
施
設
の
連
携
強
化
の
た
め
の
香
南
市
観
光
施
設
連
絡
会
の
開
催

■
香
南
市
□
県

・支
援
制
度
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

ス
ポ
ー
ツ
・体
験
観
光
の

推
進

・レ
ンタ
サ
イク
ル
事
業
の
強
化
、サ
イク
ル
イベ
ント
等
の
実
施
（
H3
0～
）

・ヤ
・シ
ィパ
ー
ク西
側
自
転
車
道
の
開
通
（
R2
）

・物
部
川
右
岸
河
川
敷
自
歩
道
の
整
備
（
R2
）

・香
南
市
自
転
車
活
用
推
進
計
画
の
策
定
（
R3
）

・ヤ
・シ
ィパ
ー
クレ
ンタ
サ
イク
ル
施
設
の
整
備
（
R3
）

ス
ポ
ー
ツ
・体
験
観
光
の
推
進

■
(一
社
)香
南
市
観
光
協
会

・ト
レ
イル
ラン
ニン
グ
レー
ス
の
開
催

・ス
ポ
ー
ツイ
ベ
ント
等
の
開
催
支
援

■
地
域
の
体
験
メニ
ュー
等
提
供
団
体

・体
験
観
光
メニ
ュー
（
み
か
ん
狩
り、
歌
舞
伎
役
者
体
験
な
ど）
の
造
成
、磨
き
上
げ

■
香
南
市

・レ
ンタ
サ
イク
ル
事
業
の
実
施
、各
種
サ
イク
リン
グ
イベ
ン
トの
主
催
及
び
支
援

□
県 ・関
係
機
関
等
へ
の
橋
渡
し

地
域
の
観
光
情
報
の
発

信
・市
内
観
光
施
設
等
に
つ
い
て
の
情
報
発
信

・地
域
の
体
験
メニ
ュー
等
提
供
団
体
に
よ
る
ウ
ォー
キ
ン
グ
、ト
レ
イ
ル
ラン
ニ
ン

グ
、マ
リン
ス
ポ
ー
ツや
サ
イク
リン
グ
イベ
ント
の
開
催
の
情
報
発
信

・香
南
ニ
ラ塩
焼
そ
ば
な
ど、
地
域
の
特
産
品
を
活
用
した
メニ
ュー
や
飲
食
店
等

の
情
報
発
信

・拠
点
施
設
の
整
備
や
受
入
対
策
等
、観
光
博
覧
会
開
催
に
向
け
た
準
備
を実

施
（
R6
）

地
域
の
観
光
情
報
の
発
信

■
(一
社
)香
南
市
観
光
協
会

・H
P、
SN
S
等
を活
用
した
情
報
発
信

■
地
域
の
体
験
メニ
ュー
等
提
供
団
体

・ニ
ラ等
の
地
域
の
特
産
品
を活
用
した
メニ
ュー
開
発
及
び
提
供

■
香
南
市
□
県

・S
NS
等
で
の
情
報
発
信
へ
の
協
力

観
光
博
覧
会
の
開
催

・企
画
展
「ご
め
ん
・な
は
り線
キ
ャラ
クタ
ー
の
由
来
を知
ろ
う！
」(
R7
)

･企
画
展
「防
災
に
お
け
る
や
な
せ
た
か
しと
高
知
県
の
取
り組
み
」(
R7
)

・も
の
べ
す
と周
遊
ライ
ド（
R7
）

・観
光
博
覧
会
推
進
事
業
費
補
助
金
に
よる
事
業
者
支
援
の
実
施
（
R7
）

観
光
博
覧
会
の
開
催

・観
光
博
覧
会
推
進
事
業
費
補
助
金
(市
)に
よる
事
業
者
支
援

・三
宝
山
エ
リア
（
４
施
設
）
で
の
取
組
強
化

・3
市
周
遊
ライ
ドの
開
催

・あ
か
お
か
町
歩
きガ
イド

・3
市
周
遊
シ
ャト
ル
バ
ス
運
行
・周
遊
タク
シ
ー
プラ
ン
等

旅
行
商
品
の
造
成
と販
売
の
実
施

イ
ン
タ
ー
ネ
ット
、S
N
S
等
を
活
用
した

PR
の
展
開

ス
ポ
ー
ツ
・体
験
観
光
三
宝
山
エ
リア
（
４

施
設
）
で
の
取
組
強
化
メ
ニ
ュー
の
造
成
、

既
存
メ
ニ
ュー
の
磨
き
上
げ

地
域
の
特
産
品
を
活
用
した

メ
ニ
ュー
開
発
及
び
提
供

観
光
博
覧

会
の
開
催

48



物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
15

ヤ
・シ
ィパ
ー
ク
を
核
とす
る
地
域
の
活
性
化
の
推
進

（
香
南
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)ヤ
・シ
ィ、
香
南
市

(1
)ヤ
・シ
ィパ
ー
クの
入
込
数

※
29
.5
万
人

（
R4
）

28
.4
万
人

28
.5
万
人

33
.2
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
7.
９
月

(2
)「
道
の
駅
や
す
」テ
ナ
ント
の

売
上
高

3
億
3,
51
3

万
円
（
R4
）

3
億
3,
89
6

万
円

3
億
4,
87
3

万
円

事
業
概
要

地
域
の
自
然
や
食
材
を
生
か
した
賑
わ
い
の
拠
点
づ
くり
を
進
め
る
た
め
、ヤ
・シ
ィパ
ー
クを
核
とし

た
仕
組
み
づ
くり
に
官
民
一
体
とな
って
取
り組
み
、地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

※
1
月
～
12
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

ヤ
・シ
ィパ
ー
ク
を
核
とし

た
地
域
の
活
性
化
の
取

り組
み

・ヤ
・シ
ィパ
ー
ク将
来
構
想
検
討
会
の
開
催
（
H2
9）

・「
ヤ
・シ
ィパ
ー
ク将
来
構
想
」を
策
定
（
H3
0.
3
月
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を活
用

・ヤ
・シ
ィパ
ー
ク活
性
化
推
進
協
議
会
に
お
け
る
関
係
者
の
情
報
共
有
、意
見

交
換
（
H3
0～
）

①
【市
】ヤ
・シ
ィパ
ー
クグ
ラン
ドデ
ザ
イン
の
策
定
（
H3
1.
3
月
）

②
【市
】マ
リン
ス
ポ
ー
ツの
備
品
整
備
（
H3
0）

③
【(
株
)ヤ
・シ
ィ】
グ
ラン
ピン
グ
の
備
品
整
備
、イ
ベ
ント
開
催
（
H3
0）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・ヤ
・シ
ィパ
ー
ク整
備
計
画
推
進
調
査
委
託
（
R
元
）

・四
国
発
の
ユ
ニバ
ー
サ
ル
ビー
チ
実
現
に
向
け
た
取
り組
み
開
始
（
R2
～
）

・今
後
の
公
園
整
備
等
の
方
向
性
を
整
理
（
R2
～
R4
）

・イ
ンク
ル
ー
シ
ブ化
に
係
る
設
計
委
託
（
R4
）

[成
果
]

・ヤ
・シ
ィパ
ー
クの
入
込
数

R6
：
28
.4
万
人

・「
道
の
駅
や
す
」テ
ナ
ン
ト
の

売
上
高

R6
：
3
億
3,
89
6
万
円

[課
題
]

・多
様
な
意
見
を
ふ
ま
え
た
イ

ンク
ル
ー
シ
ブ化
の
推
進

・サ
イク
リン
グ
や
マ
リン
ア
クテ
ィ

ビテ
ィな
どと
の
連
携
に
よ
る
観

光
拠
点
化
の
推
進

・効
果
的
な
PR
の
実
施

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
化
の
推
進

■
(株
)ヤ
・シ
ィ

・施
設
の
適
切
な
維
持
管
理

・多
様
な
観
光
客
に
対
応
す
る
た
め
の
ス
タッ
フの
対
応
力
向
上

・バ
リア
情
報
等
の
発
信

■
香
南
市
□
県

・多
様
な
観
光
客
を
受
入
れ
る
た
め
の
環
境
整
備

（
市
：
商
業
施
設
側
県
港
湾
・海
岸
課
：
パ
ー
ク側
）

集
客
力
の
向
上

■
(株
)ヤ
・シ
ィ

・観
光
拠
点
化
に
向
け
た
運
営
体
制
の
確
立

・集
客
の
た
め
の
イベ
ント
等
の
検
討
・実
施

・H
P
や
SN
S
等
を
利
用
した
情
報
発
信

■
香
南
市

・集
客
の
た
め
の
設
備
整
備
、事
業
の
検
討
・実
施

・ヤ
・シ
ィパ
ー
クの
資
源
を活
用
した
観
光
拠
点
化
の
推
進

□
県
（
地
域
本
部
）

・支
援
制
度
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
との
橋
渡
し

ス
タ
ッ
フ

の
対
応

力
向
上

売
上
増
に
向
け
た
取
り

組
み
の
強
化

・加
工
所
兼
店
舗
「m
an
a*
m
an
a」
の
整
備
（
H2
7）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・情
報
発
信
強
化
に
向
け
た
HP
の
作
成
（
H3
0）

→
IT
導
入
補
助
金
の
活
用

売
上
増
に
向
け
た
取
り組
み
の
強
化

■
(株
)ヤ
・シ
ィ

・直
営
店
舗
の
効
率
的
な
運
営

・H
P
や
SN
S
等
を
利
用
した
情
報
発
信

■
香
南
市

・イ
ベ
ント
等
の
情
報
提
供

・店
舗
の
運
営
の
状
況
把
握
と必
要
に
応
じた
支
援

□
県
（
地
域
本
部
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供
、研
修
会
の
案
内

・販
路
開
拓
等
の
事
業
者
の
課
題
解
決
の
た
め
の
関
係
部
署
か
らの
情
報
収
集
と伝
達

・ア
ドバ
イザ
ー
等
支
援
制
度
の
提
案
、関
係
機
関
との
橋
渡
し

施
設
改
修

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

パ
ー
ク
の
運
営

集
客
力
の
向
上
に
向
け
た

イ
ベ
ン
ト
等
の
検
討
・実
施

テ
ナ
ン
トの
売
上
増
へ
の
取
り組
み

49



物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
16

三
宝
山
エ
リア
に
お
け
る
観
光
拠
点
化
の
推
進

（
香
南
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

(有
)北
村
興
産

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
28
.4
月

※
状
況
を踏
ま
え
て
設
定

事
業
概
要

香
南
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
三
宝
山
山
頂
周
辺
の
整
備
とア
クト
ラ
ン
ド
を
中
心
とし
た
施

設
整
備
を
進
め
る
こと
で
、様

々
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
観
光
エ
リア
を
作
り出
す
とと
も
に
、近

隣
の
観
光
施
設
等
と連
携
し
、県

内
外
か
ら
観
光
客
を
呼
び
込
み
、交

流
人
口
の
拡
大
を

目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

施
設
整
備

・事
業
計
画
の
検
討
（
Ｈ
30
～
）

・三
宝
山
山
頂
の
開
発
着
手
（
R2
.2
～
）

・「
AC
T
FA
CT
O
RY
」(
R6
.6
)

未
来
の
も
の
づ
くり
に
携
わ
る
人
の
きっ
か
け
づ
くり
の
場
とし
て
オ
ー
プ
ン

[成
果
]

・マ
ウ
ン
テ
ン
エ
リア
(三
宝
山

山
頂
周
辺
)

三
宝
山
山
頂
の
整
地
が

完
了
(R
7.
8)

・タ
ウ
ンエ
リア
(ア
クト
ラン
ド周

辺
) 「
AC
T
FA
CT
O
RY

」
R6
.6
オ
ー
プ
ン

[課
題
]

・事
業
計
画
の
詳
細
設
計
の

検
討

・地
域
住
民
等
との
調
整

施
設
整
備

■
(有
)北
村
興
産

・事
業
計
画
の
検
討
・実
施

三
宝
山
開
発
、ア
クト
ラン
ド及
び
周
辺
整
備

□
香
南
市
、県

・詳
細
設
計
に
必
要
な
関
係
者
との
協
議
・調
整

□
県
(地
域
本
部
)

・関
係
機
関
との
橋
渡
し、
支
援
制
度
の
情
報
提
供

施
設
を
順
次
整
備
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
17

香
美
市
に
お
け
る
滞
在
型
・体
験
型
観
光
の
推
進

（
香
美
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)香
美
市
観
光
協
会
、香
美
市
、(
株
)香
北
ふ
る
さと
み
らい
、地
域
内
の
観
光
施
設
、

体
験
型
観
光
メニ
ュー
等
の
提
供
団
体

主
要
観
光
施
設
入
込
数

（
３
施
設
）
※

22
.0
万
人

(R
４
)

25
.7
万
人

38
.7
万
人

28
.8
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
４
月

※
１
月
～
12
月

※
主
要
観
光
施
設
：
香
美
市
立
や
な
せ
た
か
し記
念
館
、龍
河
洞
、ザ
・シ
ック
ス
ダイ
ア
リー
か
ほ
くホ
テ
ル
ア
ンド
リゾ
ー
ト

事
業
概
要

香
美
市
の
地
域
資
源
を
生
か
した
体
験
型
観
光
メニ
ュー
を
充
実
させ
る
とと
も
に
、主
要
な
観

光
施
設
を
核
とし
た
周
遊
プ
ラン
の
造
成
・情
報
発
信
を
行
うこ
とに
よ
り、
地
域
外
か
らの
交
流
人

口
増
を図
り、
滞
在
型
・体
験
型
観
光
を
推
進
す
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

体
験
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー

づ
くり
と推
進

・ア
ンパ
ンマ
ンミ
ュー
ジ
ア
ム
開
館
25
周
年
記
念
行
事
（
R3
）

・宿
泊
3
施
設
（
龍
河
温
泉
、湖
畔
遊
、ヌ
ック
ス
キ
ッチ
ン
）
の
新
設
・改
修

（
R3
）
→
観
光
施
設
等
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
（
お
も
て
な
し旅
館
ホ
テ

ル
等
環
境
整
備
緊
急
支
援
事
業
）
の
活
用

・香
美
市
観
光
資
源
PV
制
作
(R
3)
→
新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
活
用

・「
歴
史
・史
跡
に
関
す
る
委
員
会
」及
び
「宿
泊
・交
通
に
関
す
る
委
員
会
」を

「香
美
市
は
ま
っこ
とえ
い
くじ
ゃき
委
員
会
」に
統
合
(R
4)

→
「ノ
ル
デ
ィッ
ク
・ウ
ォー
キ
ン
グ
体
験
会
」（
R4
）
、「
巨
木
・銘
木
に
出

会
、香
美
（
神
）
巡
り」
（
R4
）
な
どの
造
成

・香
美
市
宿
泊
施
設
等
緊
急
整
備
事
業
の
実
施
（
R6
）

・地
域
お
こし
協
力
隊
(1
名
)の
雇
用
（
R6
）

・観
光
ガ
イド
養
成
講
座
の
開
催
(R
6)

[成
果
]

・や
な
せ
た
か
し記
念
館
の
入

込
数
の
増
加

R2
:6
8,
22
3
人

→
R7
:2
27
,4
97
人

・龍
河
洞
の
入
込
数
の
増
加

R2
:7
6,
50
9
人

→
R7
:1
54
,4
08
人

・「
土
佐
塩
の
道
30
㎞
うお

ー
く」
の
開
催

R3
:9
7
人
(※
R2
は
中
止
)

→
R7
:1
25
人

[課
題
]

・体
験
観
光
メニ
ュー
の
受
入

体
制
や
窓
口
機
能
の
強
化

・香
美
市
観
光
協
会
と物
部

川
DM
O
協
議
会
が
連
携
し

た
新
規
イベ
ント
や
ツア
ー
の

定
期
的
な
開
催
、効
果
的
な

PR
の
実
施

体
験
型
観
光
メ
ニ
ュー
の
磨
き
上
げ
、新
メ
ニ
ュー
の
造
成

■
(一
社
)香
美
市
観
光
協
会

・体
験
型
観
光
メニ
ュー
の
磨
き上
げ
及
び
新
メニ
ュー
の
造
成

■
地
域
内
の
観
光
施
設
、体
験
型
観
光
メニ
ュー
等
の
提
供
団
体

・体
験
型
観
光
メニ
ュー
の
円
滑
な
実
施
、観
光
協
会
へ
の
新
メニ
ュー
の
提
案

受
入
体
制
や
窓
口
機
能
の
強
化

■
(一
社
)香
美
市
観
光
協
会

・ガ
イド
の
育
成
、パ
ンフ
レッ
トの
多
言
語
化

・地
域
内
の
観
光
施
設
等
との
連
携
に
よ
る
受
入
体
制
の
強
化

■
香
美
市

・S
NS
等
を活
用
した
情
報
発
信
機
能
の
強
化

□
県
（
観
光
振
興
ス
ポ
ー
ツ部
、地
域
本
部
）

・ガ
イド
育
成
支
援
策
等
の
情
報
提
供

観
光
協
会
の
取
り組
み

の
推
進

・観
光
協
会
の
HP
や
SN
S、
広
報
誌
を
活
用
した
情
報
発
信

・「
香
美
市
に
泊
ま
ろ
うキ
ャン
ペ
ー
ン
」（
R3
～
）
「香
美
市
観
光
プ
レ
ミア
ム
チ

ケ
ット
事
業
」の
実
施
（
R3
）

・「
香
美
市
お
しゃ
れ
Ca
fe
巡
りキ
ャン
ペ
ー
ン」
(R
4)
の
実
施

・観
光
ガ
イド
ブ
ック
の
作
成
（
R6
）

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・実
施
、セ
ー
ル
ス
活
動
、情
報
発
信

■
(一
社
)香
美
市
観
光
協
会

・観
光
イベ
ント
の
開
催
、H
P
や
広
報
誌
を活
用
した
情
報
発
信

・周
辺
観
光
施
設
と連
携
し、
旅
行
会
社
等
へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
の
実
施

・高
知
県
観
光
キ
ャン
ペ
ー
ン等
と連
動
した
情
報
発
信

■
地
域
の
体
験
メニ
ュー
等
提
供
団
体

・ニ
ラ等
の
地
域
の
特
産
品
を活
用
した
メニ
ュー
開
発
及
び
提
供

香
北
エ
リア
を
中
心
とし

た
観
光
活
性
化

・k
am
i
tr
ip
学
芸
員
とめ
ぐる
ア
ンパ
ンマ
ンミ
ュー
ジ
ア
ム
とや
な
せ
た
か
しの
聖

地
巡
り（
R3
）

・天
文
講
演
会
及
び
星
空
展
望
会
、在
所
隕
石
里
帰
り展
（
R3
）

・ア
ンパ
ンマ
ンミ
ュー
ジ
ア
ム
周
辺
会
議
の
開
催

・日
ノ御
子
アウ
トド
アフ
ェス
の
開
催
（
R6
）

・拠
点
施
設
の
整
備
や
受
入
対
策
等
、観
光
博
覧
会
開
催
に
向
け
た
準
備
を実

施
（
R6
）

・「
愛
と勇
気
の
道
」に
カミ
ー
テ
ィア
の
街
頭
を設
置
(R
7)

周
辺
施
設
や
地
域
との
連
携
体
制
の
構
築

■
(株
)香
北
ふ
る
さと
み
らい

・香
北
周
辺
の
観
光
施
設
と連
携
した
宿
泊
プラ
ンの
造
成

・地
域
資
源
を
活
用
した
体
験
プロ
グ
ラム
の
メニ
ュー
化

観
光
博
覧
会
の
開
催

・や
な
せ
た
か
しゆ
か
りの
地
で
の
観
光
ガ
イド
の
実
施

・混
雑
緩
和
策
の
実
施

・臨
時
観
光
案
内
所
の
運
営

・や
な
せ
た
か
し関
連
の
企
画
展
、イ
ベ
ント
の
実
施
、情
報
発
信

・周
遊
キ
ャン
ペ
ー
ンの
実
施

観
光
博
覧
会
の
開
催

・特
別
展
示
「や
な
せ
た
か
し
ぼ
くと
誌
と絵
と人
生
と」
(R
7)

･や
な
せ
た
か
しゆ
か
りの
地
で
の
定
時
ガ
イド
の
実
施
(R
7)

・臨
時
観
光
案
内
所
の
運
営
（
R7
）

観
光
資
源
磨
き
上
げ

新
メ
ニ
ュー
の
造
成

受
入
体
制
の
強
化

イ
ベ
ン
ト開
催
・情
報
発
信

関
係
機
関
との
連
携
強
化

観
光
博
覧

会
の
開
催
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
18

龍
河
洞
エ
リア
に
お
け
る
地
域
の
活
性
化
の
推
進

（
香
美
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(公
財
)龍
河
洞
保
存
会
、(
株
)龍
河
洞
み
らい
、龍
河
洞
エ
リア
活
性
化
協
議
会
、香

美
市

観
光
客
入
込
数
※

13
.0
万
人

（
R5
）

13
.8
万
人

15
.4
万
人

16
.5
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
9.
9
月

※
1
月
～
12
月

事
業
概
要

日
本
三
大
鍾
乳
洞
の
一
つ
に
数
え
られ
、高
知
県
を
代
表
す
る
観
光
資
源
で
あ
る
龍
河
洞
を中

心
とし
て
、国
内
外
の
観
光
客
を誘
致
し、
観
光
振
興
を図
る
こと
で
地
域
を
活
性
化
す
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

龍
河
洞
エ
リ
ア
活
性
化

基
本
計
画
の
推
進
及
び

エ
リ
ア
全
体
の
振
興
策

の
検
討

・龍
河
洞
エ
リア
活
性
化
協
議
会
の
設
立
（
H2
9.
3）

・龍
河
洞
エ
リア
活
性
化
基
本
計
画
の
策
定
（
H2
9.
10
）

・洞
窟
内
の
コン
テ
ンツ
の
整
備
、駐
車
場
整
備
等

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・西
本
洞
/水
の
洞
窟
オ
ー
プン
（
R3
.4
）

・老
朽
化
施
設
の
解
体
、龍
河
洞
情
報
館
の
整
備
等
（
R2
～
4）

→
観
光
施
設
等
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用
（
R5
.3
オ
ー
プ
ン）

・サ
イン
整
備
（
R5
～
6）

→
香
美
市
観
光
拠
点
等
施
設
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・解
説
無
料
ア
プリ
「ポ
ケ
ット
学
芸
員
」の
運
用
（
R7
～
）

[成
果
]

・冒
険
コー
ス
体
験
者
数

R2
：
1,
62
9
人

→
R6
：
2,
83
9
人

・西
本
洞
体
験
者
数

R3
：
14
4
人

→
R6
：
29
6
人

・雇
用
創
出

R2
：
23
人

→
R6
：
29
人

[課
題
]

・老
朽
化
施
設
や
閉
鎖
施
設

の
活
用
方
法

龍
河
洞
エ
リア
活
性
化
基
本
計
画
の
推
進

■
(公
財
)龍
河
洞
保
存
会
、(
株
)龍
河
洞
み
らい
、龍
河
洞
エリ
ア
活
性
化
協
議
会

・サ
イン
整
備

・基
本
計
画
の
総
括

■
香
美
市

・補
助
金
に
よ
る
サ
イン
整
備
の
支
援

・基
本
計
画
の
総
括

□
県
（
地
域
本
部
）

・基
本
計
画
の
総
括

龍
河
洞
エ
リア
全
体
の
振
興
策
の
検
討

■
(公
財
)龍
河
洞
保
存
会
、(
株
)龍
河
洞
み
らい
、龍
河
洞
エリ
ア
活
性
化
協
議
会

・老
朽
化
施
設
及
び
閉
鎖
施
設
の
活
用
方
法
等
の
検
討

・閉
鎖
した
民
間
施
設
へ
の
対
応

■
香
美
市
、□
県
（
地
域
本
部
）

・活
用
可
能
な
支
援
制
度
の
情
報
提
供

広
報
、P
R
活
動

・新
聞
、テ
レ
ビ、
地
元
情
報
誌
等
を活
用
した
情
報
発
信

・旅
行
会
社
、ホ
テ
ル
へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
の
実
施
（
R2
～
）

・教
育
旅
行
説
明
会
へ
の
参
加
、教
育
旅
行
用
パ
ン
フレ
ット
の
作
成
及
び
配
布

（
R2
～
）

・教
育
旅
行
パ
ンフ
レ
ット
（
デ
ジ
タル
版
）
の
作
成
、配
信
（
R5
～
）

・情
報
館
を
活
用
した
、普
及
啓
発
の
実
施
（
R5
～
）

・研
究
者
、関
係
機
関
と連
携
した
公
開
講
座
の
実
施
（
R4
～
）

広
報
、P
R
活
動

■
(公
財
)龍
河
洞
保
存
会
、(
株
)龍
河
洞
み
らい

・教
育
旅
行
の
セ
ー
ル
ス
の
強
化

・海
外
か
らの
旅
行
客
や
客
船
を
対
象
とし
た
セ
ー
ル
ス
の
強
化

・新
聞
、雑
誌
で
の
情
報
発
信
、観
光
商
談
会
等
で
の
PR
活
動

・学
術
研
究
成
果
の
活
用

集
客
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・集
客
イベ
ント
（
龍
河
洞
祭
り、
クリ
ス
マス
、正
月
等
）
の
実
施

集
客
力
の
向
上

■
(公
財
)龍
河
洞
保
存
会

・集
客
イベ
ント
の
開
催

■
(株
)龍
河
洞
み
らい

・集
客
イベ
ント
の
企
画
運
営

サ
イ
ン

整
備

老
朽
化
施
設
等

の
活
用
方
法
の
検
討

広
報
、Ｐ
Ｒ
活
動

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

基
本
計
画
の
総
括

基
本
計
画

総
括
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物
部
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
19

べ
ふ
峡
温
泉
を
中
心
とし
た
物
部
エ
リア
の
観
光
振
興

（
香
美
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
香
美
市
、(
一
社
)香
美
市
観
光
協
会
、観
光
事
業
者

－
（
※
）

AP
へ
の
位
置
づ
け

R6
.4
月

※
今
後
の
検
討
状
況
を
踏
ま
え
て
設
定

事
業
概
要

美
しい
自
然
に
恵
まれ
た
奥
物
部
の
べ
ふ
峡
温
泉
と周
辺
の
観
光
資
源
を活
用
し、
物
部
エ
リア

の
観
光
振
興
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

べ
ふ
峡
温
泉
の
運
営
再

開
に
向
け
た
取
り組
み

・県
内
有
数
の
紅
葉
の
名
所
で
あ
る
べ
ふ
峡
へ
の
さら
な
る
観
光
客
誘
致
に
向
け

オ
ー
プン
（
S6
0）

・専
属
の
シ
ェフ
に
よ
る
ジ
ビエ
料
理
を
提
供
す
る
ほ
か
、県
の
観
光
キ
ャン
ペ
ー
ン
を

活
用
し積
極
的
な
PR
を
実
施

・香
美
市
に
泊
まろ
うき
ゃん
ぺ
ー
ん
へ
の
参
加
（
R3
～
5）

・財
務
会
計
及
び
優
位
性
分
析
調
査
（
R5
）

・高
知
県
観
光
活
用
希
望
資
産
リス
トへ
の
登
録
（
R6
）

[成
果
]

・べ
ふ
峡
温
泉
利
用
者

H2
5：
26
,7
26
人

→
R5
：
11
,0
38
人

(R
6.
4
よ
り休
業
中
)

[課
題
]

・べ
ふ
峡
温
泉
の
運
営
再
開

・物
部
エ
リア
の
観
光
資
源
の

活
用

べ
ふ
峡
温
泉
の
運
営
再
開
に
向
け
た
取
り組
み

■
香
美
市

・新
た
な
指
定
管
理
者
選
定
の
条
件
の
検
討

・新
た
な
指
定
管
理
者
の
選
定
及
び
実
施
設
計

・温
泉
施
設
等
の
改
修

・経
営
改
善
に
向
け
た
具
体
策
の
検
討
・実
施

□
県
（
観
光
振
興
ス
ポ
ー
ツ部
、地
域
本
部
）

・活
用
可
能
な
支
援
制
度
の
情
報
提
供

べ
ふ
峡
を
中
心
とし
た
観

光
振
興

・物
部
川
ア
メゴ
釣
り大
会
の
開
催
（
R4
）

・物
部
大
栃
ノル
デ
ィッ
ク・
ウォ
ー
クの
開
催
（
R4
）

・土
佐
塩
の
道
ウォ
ー
クの
開
催
（
H2
1～
）

・土
佐
塩
の
道
トレ
イル
ラン
ニン
グ
レー
ス
の
開
催
（
H2
4～
R4
）

・白
髪
山
登
山
の
開
催
（
R4
）

・シ
カニ
クの
日
イベ
ント
の
開
催
（
H2
7～
R
元
）

・シ
カニ
クフ
ェア
（
R2
～
）

・べ
ふ
峡
温
泉
ラン
チ
バ
イキ
ング
の
開
催
（
R5
）

・べ
ふ
峡
温
泉
「松
尾
酒
造
の
お
酒
を
楽
しむ
会
」（
R5
）

・奥
も
の
べ
青
空
市
の
開
催
(R
4～
)

・集
落
活
動
セ
ンタ
ー
奥
物
部
の
開
所
(R
7)

べ
ふ
峡
を
中
心
とし
た
観
光
振
興

■
香
美
市
、(
一
社
)香
美
市
観
光
協
会
、観
光
事
業
者

・関
係
団
体
と連
携
した
観
光
振
興
策
の
検
討
・実
施

□
県
（
観
光
振
興
ス
ポ
ー
ツ部
、地
域
本
部
）

・活
用
可
能
な
支
援
制
度
の
情
報
提
供

べ
ふ
峡
を
中
心
とし
た
観
光
振
興
策

の
検
討
・実
施

施
設

改
修

指
定
管
理
者
の

選
定
及
び

実
施
設
計

経
営
改
善
策
の
検
討

改
善

策
の

実
施

指
定
管
理
者
選
定

の
条
件
検
討
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３ 高知市地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

高知市地域は「平成の大合併」により、都市部を中心とした県域の中核機能に加え、田

園地域と中山間地域を併せ持つ都市となりました。総人口は、令和２年の国勢調査では

326,545人で、県全体の４割余りを占めています。65歳以上の高齢者の比率は、県平均を下

回っているものの、他地域と同様に高齢化が進行しています。

高知市地域の令和４年度の市町村内総生産（名目）は、1,162,847百万円であり、平成27

年度と比較すると約3.1％減少しています。なお、令和４年度の県内総生産（名目）に占め

る割合は約48.3％です。

産業別構成比（令和４年度）は、卸売・小売業や情報通信業、専門・科学技術、業務支

援サービス業等の第３次産業が約86.6％と突出していることが特色に挙げられます。

出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）

※特化係数:高知市の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、

高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27(高知市)

R4(高知市)

H27(高知県)

R4(高知県)

R4(国)

農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

電気・ガス・水道・廃

棄物処理業

建設業

卸売・小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス

業

情報通信業

金融・保険業

不動産業

専門・科学技術、業務

支援サービス業

公務

教育

保健衛生・社会事業

その他のサービス

産業構造の特徴

特化係数※ H27 R4 特化係数※ H27 R4
農業 0.25 0.28 宿泊・飲食 1.14 1.20 
林業 0.04 0.04 情報通信業 1.83 1.71 
水産業 0.06 0.08 金融・保険業 1.35 1.43 
鉱業 0.33 0.33 不動産業 1.09 1.14 
製造業 0.58 0.67 専門 1.44 1.43 
電・ガ・水・廃 0.81 0.84 公務 0.96 1.00 
建設業 0.76 0.65 教育 0.81 0.83 
卸売・小売業 1.21 1.17 保健衛生 1.02 1.00 
運輸・郵便業 0.82 0.85 その他サービス 1.09 1.14 

高知県を比較対象
とした場合

高知市
高知県を比較対象

とした場合
高知市
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農業分野

山間部から沿岸部までのそれぞれの地域で地理的条件に応じた農業が営まれており、沿

岸部では花き、平野部では水稲や野菜等の施設園芸を主体とする営農形態となっています。

北部の中山間地域では、露地ショウガのほか、地理的な特性を生かして、ユズや四方竹の

生産・加工、有機栽培による農産物の生産等が行われています。原油価格の高騰や担い手

の減少等により農業経営は全体的に厳しさを増していますが、大消費地に近い地の利を生

かして、直販所や街路市等を通じた地産地消の取り組みが進められています。

畜産業については、南部の里山地域と北部の中山間地域において、養鶏と酪農経営が行

われ、生産される畜産物の大半は県内で加工・販売・消費されています。飼料代の高騰等

により厳しい経営を強いられている一方で、一部の経営体では牧場直営によるスイーツの

製造販売等、６次産業化に向けた取り組みも行われています。

林業分野

総面積の約60％を占める森林の約半分が杉やヒノキといった人工林であり、林道、作業

道等の基盤整備や森林組合を中心とした間伐等が進められていますが、木材価格の低迷を

はじめ、担い手の高齢化や人員不足による後継者不足等の課題があります。

また、大型製材工場や木質バイオマス発電施設等への安定供給を行いながら、さらなる

木材の増産を図るため、林業事業体の生産体制の強化や高性能林業機械の導入、路網整備

等による生産性の向上が求められています。

特用林産物であるイタドリについては、中山間地域の有望品目として生産拡大を図ると

ともに、県内各地への生産地域拡大や新商品の開発に向けた取り組みが行われています。

水産業分野

高知沖においては、沖合・沿岸漁業である網漁業が中心となっています。近年は、高齢

化や後継者不足による漁業者の減少や気候、海洋環境の変化により漁獲量が不安定となっ

ていることに加え、燃油・資材の高騰等により漁業者の経営が厳しさを増しています。

商工業分野

中心商店街や近隣商店街では、郊外型大型商業施設の増加や商店街の核店舗の減少、消

費者の購買方法の多様化等により、空き店舗の増加や歩行者通行量の減少等、厳しい状況

が続いています。一方で、高知城歴史博物館や図書館等複合施設「オーテピア」の整備、

藤並公園のリニューアル、民間分譲マンションの建設等により、状況が好転しつつありま

す。

製造業は、機械、食料品、鉄鋼や製紙業等を中心に操業が行われ、高い技術力によって

全国展開している企業もあり、新商品の開発や活力のある近隣地域、県外・国外に販路を

求める地産外商に取り組んでいます。

観光分野

高知市では、「よさこい祭り」をはじめ、「高知城」や「はりまや橋」、「桂浜」等の観光

名所、「坂本龍馬」や「長宗我部元親」等の「歴史」、「土佐のおきゃく」等の「食文化」と

いった、本県を代表するような観光資源を多く有しています。併せて、大型外国客船の寄

港再開や連続テレビ小説「あんぱん」に関連した観光キャンペーン等により増加する国内

外からの観光客に対して、観光案内機能の強化や周辺地域との広域での連携、効果的な情

報発信を行うことで周遊促進と消費喚起に取り組んでいます。
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（２） 地域アクションプランの概要

高知市地域では、県都・中核市としての都市機能や役割を十分に果たしつつ、主要農産

物の振興に加え、それらを生かした６次産業化の促進や中心市街地の活性化、歴史・文化・

自然・食を体感できる観光振興等の取り組みを進めていきます。

農業分野

日本一のグロリオサの産地である三里地区では、各事業主体が連携してより強力に地産

外商・輸出を進めていきます。中山間地域では、基幹品目であるユズの振興に加え、（一財）

夢産地とさやま開発公社を中心に展開する有機農業の推進等により、山の恵みを所得につ

なげる地産外商の取り組みを一層促進します。また、引き続き、地域の生産と消費の交流

拠点として、直販所の活性化を図っていきます。

林業分野

中山間地域では、イタドリの高知市地域内外における生産拡大や作業効率の向上等に取

り組み、需要に対応できる体制を整備することで、引き続き、中山間地域の活性化を図っ

ていきます。

商工業分野

春野地区のベルガモットをはじめとした農産物加工品の開発及び販路のさらなる拡大や

環境配慮型産業としての竹資源の活用といった特色ある取り組みを関係機関とともに一層

推進していきます。

また、高知市をはじめとする官民の各事業主体が、高知市中心市街地活性化基本計画に

位置づけられたハード・ソフト両面の取り組みを推進することにより、中心市街地の活性

化を図っていきます。併せて、地元利用者はもとより観光客等にとって魅力のある街路市

の創出に向け、高知市街路市活性化構想に掲げた各種取り組みを推進し、地域経済の活性

化を図っていきます。

観光分野

高知市を代表する観光地である桂浜とその周辺地域が一体となった新たな魅力の創出や、

よさこい祭り発祥の地としてのブランド化を進めていくとともに、浦戸湾を活用した観光

遊覧船の取り組みにより、県内外の観光客の誘客を図っていきます。また、歴史や文化等、

高知市が誇る数多くの観光資源の磨き上げや掘り起こし、県内市町村との連携による新た

な周遊ルートの開発をはじめとする広域観光の推進等により高知県の周遊拠点都市として

の役割を果たしていきます。
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（３）　具体的な取り組み

分
野
№

1 グロリオサの生産販売対策の強化による産地振興

2 土佐山地域を核としたユズ産地の振興

3 有機農産物による土佐山地域の振興

4 直販店を核とした鏡地域の活性化

5 加工品充実による直販所の活性化と食の伝承

林6 イタドリの増産による中山間地域の振興

7 農産物の６次産業化による春野地域の振興

8 竹資源活用による環境配慮型産業の推進

9 中心市街地における商業、観光等の基盤強化による都市機能の増進及び経済活力の向上

10 日曜市をはじめとする土佐の街路市の活性化

11 地域資源の磨き上げと創出による観光振興

12 よさこい発祥の地としてのブランド力確立と文化の継承・発展

13 桂浜公園を核とした桂浜エリアの活性化による観光振興

14 遊覧船による浦戸湾の観光振興

項目

農

商
工

観
光
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　1、2、3、4、5、6、7、8、9、10、11、12、13、14

高知市

【高知市地域】
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高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
1
グ
ロ
リオ
サ
の
生
産
販
売
対
策
の
強
化
に
よ
る
産
地
振
興

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
JA
高
知
市
、◎
JA
高
知
市
三
里
園
芸
部
花
卉
部
会

販
売
額
※

5.
6
億
円

（
R5
）

5.
65
億
円

5.
72
億
円

6.
0
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

※
園
芸
年
度
：
前
年
９
月
～
８
月

事
業
概
要

需
要
の
高
い
サ
ザ
ンウ
ィン
ドの
生
産
拡
大
を
進
め
、輸
出
を
含
め
た
実
需
者
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
販

売
対
策
を強
化
し、
日
本
一
の
グ
ロリ
オ
サ
産
地
の
活
性
化
と農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

基
本
技
術
の
徹
底

・サ
ザ
ンウ
ィン
ドの
栽
培
技
術
の
確
立
（
H2
1～
）

・農
薬
散
布
の
実
態
調
査
及
び
適
切
な
散
布
方
法
等
の
指
導
（
R3
）

・防
虫
ネ
ット
等
実
証
試
験
（
R3
～
4）

・ア
ザ
ミウ
マ類
へ
の
赤
色
LE
D
実
証
試
験
（
R6
）

・ネ
ダニ
対
策
に
お
け
る
農
薬
登
録
促
進
の
た
め
の
試
験
（
R7
）

[成
果
]

・輸
出
事
業
計
画
の
策
定

（
R3
）

・サ
ザ
ンウ
ィン
ド生
産
割
合

H2
7：
76
％

→
R7
：
80
.7
％

・輸
出
額

H2
7：

1.
1
千
万
円

→
R7
：
7.
9
千
万
円

・輸
出
本
数

H2
7：
5.
3
万
本

→
R7
：
34
万
本

・カ
プリ
ス
ロゼ
出
荷
本
数

R
元
：
ー

→
R7
：
3.
2
万
本

・産
地
ビジ
ョン
策
定

（
R7
）

[課
題
]

・化
学
農
薬
の
み
に
頼
らな
い

総
合
的
な
病
害
虫
管
理

・市
場
動
向
に
適
応
す
る
品

種
の
追
加

・出
荷
量
の
減
少
と輸
出
割

合
の
増
加
へ
の
対
策
と安
定

出
荷

病
害
虫
対
策
の
徹
底
に
よ
る
秀
品
率
の
向
上

■
JA
高
知
市
、J
A
高
知
市
三
里
園
芸
部
花
卉
部
会

・秀
品
率
の
向
上
に
向
け
た
勉
強
会
等
の
開
催

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・勉
強
会
等
の
開
催
支
援

・病
害
虫
対
策
に
関
す
る
実
証
試
験
の
実
施
及
び
継
続
的
な
技
術
指
導

計
画
に
基
づ
い
た
安
定
出
荷

■
JA
高
知
市
、J
A
高
知
市
三
里
園
芸
部
花
卉
部
会

・産
地
ビジ
ョン
の
策
定
及
び
実
行

・市
場
との
定
期
的
な
販
売
会
議

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・産
地
ビジ
ョン
の
策
定
に
向
け
た
支
援

流
通
・販
売
対
策
（
輸

出
）

・県
外
へ
の
販
売
会
議
（
年
2
回
）

・切
り花
品
質
の
向
上
へ
向
け
た
鮮
度
保
持
試
験
（
輸
送
、水
質
調
査
）

（
H3
0～
R2
）

・球
根
養
成
ほ
場
の
設
置
及
び
調
査
（
R2
～
）

→
GF
P
グ
ロー
バ
ル
産
地
づ
くり
推
進
事
業
の
活
用

・輸
出
専
用
給
水
剤
充
填
機
の
導
入
（
R2
）

・海
外
輸
出
輸
送
シ
ミュ
レ
ー
シ
ョン
試
験
（
R2
）

→
次
世
代
国
産
花
き
産
業
確
立
推
進
事
業
の
活
用

・輸
出
事
業
計
画
の
策
定
（
R3
）

・病
害
虫
対
策
実
証
試
験
（
R3
）

→
ジ
ャパ
ンフ
ラワ
ー
強
化
プ
ロジ
ェク
ト推
進
事
業
の
活
用

・フ
ロリ
アー
ド
20
22
へ
の
出
展
（
R4
）

・海
外
バ
イヤ
ー
招
聘
に
よ
る
産
地
視
察
（
R5
）

・産
地
ビジ
ョン
の
検
討
及
び
策
定
（
R6
～
）

・ピ
ンク
系
統
の
県
育
成
品
種
栽
培
者
及
び
市
場
へ
の
聞
き
取
り調
査
（
R6
）

・三
里
地
区
版
黄
色
系
統
（
ル
テ
ア
）
の
栽
培
歴
及
び
年
間
作
付
計
画
の
策

定
に
向
け
た
検
討
（
R6
～
）

・産
地
提
案
書
の
作
成
（
R7
～
）

・フ
ラッ
グ
シ
ップ
輸
出
産
地
へ
の
登
録
（
R7
）

県
育
成
品
種
の
普
及

■
JA
高
知
市
、J
A
高
知
市
三
里
園
芸
部
花
卉
部
会

・新
品
種
の
評
価
及
び
市
場
ニー
ズ
の
調
査

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・県
育
成
品
種
の
現
地
実
証
及
び
販
売
拡
大
に
向
け
た
PR
活
動

輸
出
対
策

■
JA
高
知
市
、J
A
高
知
市
三
里
園
芸
部
花
卉
部
会

・産
地
ビジ
ョン
の
策
定
及
び
実
行

・市
場
との
定
期
的
な
販
売
会
議

・花
き
展
示
会
や
博
覧
会
へ
の
出
展

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・産
地
ビジ
ョン
の
策
定
に
向
け
た
支
援

・国
内
外
花
き
市
場
調
査
の
実
施

病
害
虫
対
策

ビジ
ョン
作
成

実
証

評
価

PR
活
動

市
場
と連
携
した
PR
活
動

計
画
に
基
づ
い
た
安
定
出
荷
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高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
2
土
佐
山
地
域
を
核
とし
た
ユ
ズ
産
地
の
振
興

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組
合
、◎
JA
高
知
市
、◎
土
佐
山
ファ
クト
リー
(協
)、

◎
旭
フレ
ッシ
ュ(
株
)、
◎
高
知
市

ユ
ズ
販
売
額

1.
5
億
円

（
R4
）

1.
7
億
円

1.
9
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

事
業
概
要

中
山
間
地
域
の
基
幹
品
目
で
あ
る
ユ
ズ
の
生
産
拡
大
と高
品
質
化
、ス
マ
ー
ト農
業
技
術
の
導

入
、後
継
者
の
育
成
等
に
より
経
営
の
安
定
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

安
定
生
産

・現
地
検
討
会
な
ど年
６
回
の
集
合
研
修
（
H2
1～
）

・搾
汁
施
設
の
整
備
（
H2
1）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・短
棘
優
良
系
統
の
試
験
と導
入
（
H2
5～
）

・搾
汁
残
渣
加
工
施
設
（
精
油
抽
出
）
の
整
備
（
H2
8）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・土
佐
山
柚
子
加
工
調
整
施
設
の
県
版
HA
CC
P
第
3
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得

（
R
元
）

・新
しい
青
果
用
選
果
機
の
導
入
（
R
元
）

・ド
ロー
ン
防
除
試
験
（
R
元
～
）

・自
動
コン
テ
ナ
洗
浄
機
の
導
入
（
R2
）

・プ
レ選
果
機
の
導
入
（
R3
）

・土
佐
山
柚
子
加
工
調
整
施
設
に
お
け
る
冷
凍
庫
追
加
整
備
（
R3
）

・土
佐
山
柚
子
加
工
調
整
施
設
の
搾
汁
ライ
ン改
修
（
R6
）

・ド
ロー
ン
施
肥
試
験
（
R6
～
）

[成
果
]

・ユ
ズ
未
活
用
果
皮

H2
4～
26
平
均
:1
11
ｔ

→
R2
～
：
０
ｔ

・ド
ロー
ン防
除

R
元
：
ｰ
ha

→
R7
:2
.0
ha
(延
べ
面
積
)

・作
付
面
積

R
元
：
60
ha

→
R7
：
61
ha

・指
導
農
業
士
認
定
：
2
名

（
R7
現
在
）

・新
規
就
農
者
：
4
名

（
R2
～
R7
累
計
）

[課
題
]

・急
傾
斜
・狭
い
園
地
に
よ
る

大
き
な
作
業
負
荷
へ
の
対
応

・土
佐
山
柚
子
加
工
調
整
施

設
の
老
朽
化
へ
の
対
応

・高
齢
化
・人
手
不
足
へ
の

対
応

栽
培
管
理
技
術
の
向
上
に
よ
る
安
定
生
産

■
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組
合
、J
A
高
知
市
、旭
フレ
ッシ
ュ(
株
)、
高
知
市

・ス
マー
ト農
業
技
術
等
を
活
用
した
生
産
力
強
化

・現
地
検
討
会
等
に
よ
る
技
術
力
向
上

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・ス
マー
ト農
業
に
係
る
導
入
支
援

・青
果
・加
工
用
ユ
ズ
出
荷
者
へ
の
技
術
支
援

生
産
基
盤
の
維
持

・産
地
計
画
の
作
成
（
H2
8、
R4
）

・「
ユ
ズ
バ
トン
隊
」の
育
成
（
H2
9～
R
元
）

・指
導
農
業
士
の
育
成
（
H2
9～
）

・産
地
提
案
書
の
作
成
と新
規
農
業
者
の
勧
誘
（
H3
0～
）

・新
植
・改
植
、園
内
道
の
整
備
（
H3
0～
）

→
果
樹
経
営
支
援
対
策
事
業
の
活
用

・新
規
就
農
者
の
研
修
会
「ユ
ズ
の
学
校
」活
動
（
R2
～
）

・経
営
体
に
対
す
る
現
状
・将
来
把
握
の
た
め
の
アン
ケ
ー
ト調
査
（
R4
～
）

・貸
借
可
能
な
ほ
場
を
把
握
す
る
た
め
の
現
地
調
査
（
R6
）

・新
規
就
農
希
望
者
との
マ
ッチ
ング
（
R6
～
）

・地
域
お
こし
協
力
隊
の
募
集
（
R7
～
）

担
い
手
の
確
保
・育
成

■
高
知
市
土
佐
山
柚
子
生
産
組
合
、J
A
高
知
市

・担
い
手
対
策
の
検
討
と実
行

・流
動
化
可
能
な
園
地
調
査
の
実
施

・新
規
就
農
希
望
者
との
マ
ッチ
ング

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・担
い
手
対
策
の
実
行
支
援

現
地
検
討
会
等
の
開
催
支
援

園
地

流
動
化

に
向
け
た

取
り組
み

農
業
用
ドロ
ー
ン
等

の
現
地
実
証

ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
導
入
支
援

果
樹
産
地
構
造
改
革
計
画
の

見
直
し 新
規
就
農
希
望
者
との

マ
ッチ
ン
グ
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高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
3
有
機
農
産
物
に
よ
る
土
佐
山
地
域
の
振
興

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社
、連
携
農
家

販
売
額

2.
03
億
円

（
R4
）

2.
20
億
円

2.
45
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

事
業
概
要

土
佐
山
を
今
後
10
0
年
に
わ
た
り豊
か
に
継
続
させ
る
「土
佐
山
百
年
構
想
」に
基
づ
き
、(
一

財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社
を
中
心
とし
て
、有
機
野
菜
な
どの
生
産
と販
売
及
び
加
工
品
の

開
発
・販
売
の
取
り組
み
を
通
じて
農
家
所
得
の
向
上
と地
域
の
振
興
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

有
機
農
産
物
の
栽
培
技

術
の
確
立
・普
及
と
生

産
拡
大

・栽
培
技
術
の
確
立
・普
及
活
動
（
H2
1～
）

・加
工
品
の
開
発
・販
売
（
H2
1～
）

・シ
ョウ
ガ
の
有
機
JA
S
認
証
取
得
（
H2
1）

・有
機
農
産
物
、農
薬
を
使
用
し
な
い
農
産
物
（
ユ
ズ
・シ
ョウ
ガ
・ジ
ャガ
イ
モ

等
）
の
生
産
販
売
（
H2
1～
）

・肥
料
を
製
造
す
る
土
づ
くり
セ
ンタ
ー
の
増
強
整
備
（
H2
4）

[成
果
]

・雇
用
の
創
出

H2
0:
11
人

（
正
規
3
人
、

パ
ー
ト
8
人
）

→
R6
:4
0
人

（
正
規
11
人
、

パ
ー
ト
25
人
、

短
期
雇
用
4
人
）

・商
談
会
へ
の
出
展
等
に
よ
る

加
工
部
門
の
売
上
高
増

R2
：
49
,8
04
千
円

→
R5
：
78
,9
46
千
円

[課
題
]

・公
社
の
組
織
体
制
及
び
経

営
状
況
の
改
善

・生
産
農
家
の
所
得
向
上
及

び
担
い
手
の
確
保

・販
路
拡
大

・営
業
力
の
強
化

生
産
農
家
へ
の
栽
培
技
術
の
普
及

■
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社

・有
機
農
業
に
つ
い
て
の
営
農
・技
術
指
導

・優
良
母
樹
か
らの
ユ
ズ
苗
木
の
栽
培
及
び
土
佐
山
柚
子
生
産
組
合
へ
の
供
給

・新
規
作
物
の
試
験
栽
培

□
県
(農
業
改
良
普
及
所
)

・栽
培
に
関
す
る
技
術
指
導

有
機
農
産
物
の
生
産
拡
大

■
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社

・公
社
ほ
場
及
び
遊
休
地
、耕
作
放
棄
地
の
活
用

・シ
ョウ
ガ
輪
作
に
よる
ほ
場
の
効
率
活
用

農
家
の
所
得
向
上
及
び

公
社
の
経
営
体
制
の
安

定
化

・庭
先
集
荷
に
よる
集
荷
販
売
（
H2
1～
）

・中
山
間
農
業
複
合
経
営
拠
点
事
業
戦
略
の
策
定
（
H2
9）

・ア
グ
リ事
業
戦
略
サ
ポ
ー
トセ
ンタ
ー
に
よる
実
行
フォ
ロー
（
R
元
）

・公
社
全
体
の
収
支
改
善
計
画
の
策
定
（
R
元
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・コ
ロナ
の
影
響
を
踏
ま
え
た
収
支
改
善
計
画
の
見
直
しと
対
応
策
の
検
討
及
び

収
支
改
善
に
向
け
た
取
り組
み
の
実
施
（
R2
～
4）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

経
営
安
定
化
に
向
け
た
事
業
計
画
の
実
行

■
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社

・経
営
安
定
化
に
向
け
た
事
業
計
画
及
び
雇
用
計
画
の
実
行

・外
部
専
門
家
に
よ
る
経
営
評
価
及
び
ア
ドバ
イス

・課
題
解
決
に
向
け
た
新
規
プ
ロジ
ェク
ト組
成
及
び
実
施

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

加
工
施
設
の
高
度
化
に

よ
る
販
路
拡
大

・土
佐
山
ジ
ンジ
ャー
エー
ル
の
開
発
・製
造
（
H2
3～
）

・四
方
竹
加
工
場
稼
働
開
始
（
H2
6）

・ス
イー
ツ加
工
施
設
整
備
・稼
働
開
始
（
H2
8）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・県
版
HA
CC
P
第
３
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
（
H3
0:
清
涼
飲
料
水
製
造
）

・自
動
液
体
充
填
機
及
び
自
動
ラベ
ル
貼
り機
の
導
入
（
R2
）

→
新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
対
策
産
業
振
興
推
進
特
別
支
援
事
業
費

補
助
金
の
活
用

・生
産
性
向
上
及
び
衛
生
管
理
の
高
度
化
に
向
け
た
施
設
整
備
（
R5
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

加
工
品
の
安
定
生
産
、新
商
品
の
開
発
・製
造

■
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
へ
の
対
応

□
県
(地
域
本
部
等
)

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
の
提
案

タ
ー
ゲ
ット
を
見
据
え
た
販
路
開
拓

■
(一
財
)夢
産
地
とさ
や
ま
開
発
公
社

・各
種
展
示
商
談
会
や
イベ
ント
へ
の
出
展

・E
C
販
売
の
促
進

・情
報
発
信
の
拠
点
づ
くり

□
県
(地
域
本
部
等
)

・県
外
商
談
会
等
の
情
報
提
供

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
の
提
案

調
査
研
究

連
携
農
家
へ
の
技
術
指
導

事
業
計
画
及
び
雇
用
計
画
の
実
行

新
規
プ
ロ

ジ
ェク
ト
の

検
討 H
AC
CP
に
沿
った

衛
生
管
理
体
制
の
整
備

各
種
展
示
商
談
会
等
へ
の
出
展

EC
販
売
の
促
進

遊
休
地
等
の
活
用
に
よ
る
生
産
拡
大

新
規
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の

実
施
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高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
4
直
販
店
を
核
とし
た
鏡
地
域
の
活
性
化

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
鏡
村
直
販
店
組
合
「鏡
む
らの
店
」

売
上
高
※

1.
29
億
円

（
R4
）

1.
18
億
円

1.
24
億
円

1.
35
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

※
暦
年

事
業
概
要

鏡
村
直
販
店
組
合
「鏡
む
らの
店
」（
万
々
店
、リ
オ
店
）
は
組
合
員
に
よ
り主
に
鏡
地
域
の
野

菜
や
果
物
が
出
荷
され
て
い
る
。同
組
合
と関
係
機
関
が
連
携
して
栽
培
推
進
品
目
を
選
定
し、

積
極
的
な
栽
培
支
援
に
よ
る
生
産
力
向
上
や
、販
売
強
化
の
支
援
を
進
め
、売
上
高
及
び
組
合

員
の
所
得
向
上
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

推
進
品
目
の
栽
培
推
進

・チ
ー
ム
会
の
開
催
（
H3
0～
）

・直
販
店
の
課
題
・対
応
策
の
検
討
に
向
け
た
直
販
所
活
性
化
セ
ミナ
ー
へ
の
参

加
（
R
元
）

・品
薄
時
期
対
策
とし
て
地
域
外
の
生
産
者
か
らの
買
取
販
売
を
開
始
（
トマ

ト・
キ
ュウ
リ（
H2
8～
）
、梨
・柿
・リ
ンゴ
（
R
元
～
）
、肉
類
（
R3
～
）
）

・推
進
品
目
の
実
証
試
験
（
R2
～
：
ホ
ウレ
ンソ
ウ、
ブ
ロッ
コリ
ー
、ネ
ギ
、キ
ャ

ベ
ツ等
）

・栽
培
経
験
の
少
な
い
組
合
員
等
へ
の
個
別
指
導
（
R2
～
）

・新
規
栽
培
者
を
掘
り起
こす
た
め
の
普
及
所
だ
より
の
発
行
（
R2
～
）

[成
果
]

・新
規
組
合
員
（
H2
6～

R7
累
計
）
：
7
名

・I
ns
ta
gr
am
に
よる
情
報

発
信
の
強
化

・特
別
組
合
員
制
度
（
チ
ャ

レ
ンジ
出
荷
枠
）
に
よ
る
新

規
出
荷
（
R7
～
）
：
４
戸

[課
題
]

・農
産
物
の
出
荷
数
の
減
少

・生
産
農
家
の
高
齢
化
に
よ

る
出
荷
量
・販
売
額
の
減
少

・販
売
ス
タッ
フの
不
足

・直
販
店
の
認
知
度
の
向
上

・施
設
・設
備
の
高
度
化

推
進
品
目
の
選
定
と栽
培
の
支
援

■
鏡
村
直
販
店
組
合
「鏡
む
らの
店
」

・推
進
品
目
の
周
知

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・栽
培
講
習
会

・新
規
栽
培
者
の
掘
り起
こし

・P
O
S
分
析
支
援

・加
工
向
け
品
目
の
検
討

販
売
・経
営
対
策

・S
NS
研
修
会
の
実
施
（
H2
6～
28
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・直
販
所
活
性
化
セ
ミナ
ー
フォ
ロー
ア
ップ
セ
ミナ
ー
開
催
（
R2
）

・食
品
衛
生
法
の
改
正
に
関
す
る
情
報
提
供
（
R2
～
3）

・広
報
用
In
st
ag
ra
m
導
入
支
援
（
R3
～
）

・S
NS
に
よ
る
情
報
発
信
（
R4
～
）
→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・品
揃
え
等
店
舗
運
営
向
上
の
た
め
直
販
所
交
流
商
談
会
へ
の
参
加

（
R5
～
）

・財
務
分
析
に
よる
経
営
体
制
の
見
直
し（
R6
～
）

・特
別
組
合
員
制
度
（
チ
ャレ
ンジ
出
荷
枠
）
の
新
設
（
R7
～
）

販
売
商
品
の
充
実

■
鏡
村
直
販
店
組
合
「鏡
む
らの
店
」

・他
直
販
店
等
の
地
域
外
か
らの
商
品
確
保
の
検
討
・実
践

□
県
（
高
知
農
業
改
良
普
及
所
・地
域
本
部
等
）

・P
O
S
分
析
支
援

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
の
提
案

経
営
体
制
強
化

■
鏡
村
直
販
店
組
合
「鏡
む
らの
店
」

・雇
用
及
び
経
営
体
制
の
強
化

・I
ns
ta
gr
am
を活
用
した
広
報
活
動

・施
設
・設
備
の
高
度
化
に
向
け
た
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
及
び
セ
ミナ
ー
等
に
関
す
る
情
報
提
供

推
進
品
目
の
周
知

商
品
確
保
に
向
け
た
検
討
・実
践

推
進
品
目
の
栽
培
支
援

経
営
体
制
の

見
直
し

研
修
へ
の

参
加
・実
践
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高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
5
加
工
品
充
実
に
よ
る
直
販
所
の
活
性
化
と食
の
伝
承

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
JA
高
知
市
女
性
部
直
販
部
会
(直
販
所
「真
心
ふ
ぁー
む
らぶ
」)
、◎
加
工
組
織
な
る
クラ
ブ

売
上
高
※

9,
06
4
万
円

（
R4
）

9,
92
5
万
円

1.
11
億
円

１
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
4.
４
月

※
暦
年

事
業
概
要

JA
高
知
市
の
直
販
所
「真
心
ふ
ぁー
む
らぶ
」に
お
い
て
、地
域
の
農
産
物
に
加
え
、加
工
組
織

「な
る
クラ
ブ」
が
開
発
・製
造
した
商
品
を
販
売
す
るこ
とで
、地
産
地
消
を
推
進
す
る
。

また
、商
品
開
発
や
地
域
住
民
の
農
業
へ
の
関
心
を
高
め
る
取
り組
み
に
よ
り、
地
域
農
産
物
の

消
費
拡
大
と田
舎
寿
司
な
どの
伝
統
食
の
伝
承
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

直
販
所
「真
心
ふ
ぁ
ー
む

ら
ぶ
」の
販
売
拡
大

・店
舗
改
善
（
H2
4～
25
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・農
家
レ
ス
トラ
ン開
催
（
H2
4～
）

・H
AC
CP
の
考
え
方
を取
り入
れ
た
衛
生
管
理
へ
の
取
り組
み
（
R2
～
）

・運
営
体
制
の
見
直
しと
レ
イア
ウト
改
善
の
提
案
（
R2
～
R3
）

→
直
販
所
事
業
戦
略
策
定
ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用

・商
品
PR
の
た
め
の
PO
P
掲
示
（
R4
）

・直
販
所
経
営
力
向
上
セ
ミナ
ー
受
講
（
R4
～
R5
）

・他
直
販
所
との
商
品
交
流
（
R4
～
）

・レ
イア
ウト
変
更
、自
動
ドア
導
入
工
事
（
R7
）

・会
員
要
件
の
緩
和
（
R7
～
）

[成
果
]

・真
心
ふ
ぁー
む
らぶ
販
売
額

H2
7：
7,
46
0.
9
万
円

→
R7
：
1.
11
億
円

・な
る
クラ
ブ
販
売
額

H2
7：
2,
51
3.
6
万
円

→
R7
：
4,
23
2.
2
万
円

・な
る
ク
ラ
ブ
が
、地
産
地
消

等
優
良
活
動
表
彰
に
お
い
て

中
四
国
農
政
局
長
賞
を
受

賞
（
H2
9）

[課
題
]

・レ
イア
ウト
の
改
善

・新
商
品
の
開
発
と商
品
の

付
加
価
値
向
上

・消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
った
サ

ー
ビス
の
充
実

・他
の
直
販
所
との
連
携
に
よ

る
商
品
の
充
実

・既
存
商
品
の
見
直
し
と重

点
化
に
よ
る
収
益
性
の
向
上

・販
売
及
び
加
工
部
門
の
人

手
不
足

顧
客
サ
ー
ビス
の
充
実

■
直
販
所
真
心
ふ
ぁー
む
らぶ

・運
営
体
制
の
見
直
し及
び
レ
イア
ウト
の
改
善

・会
員
要
件
の
緩
和
に
よ
る
商
品
ライ
ンナ
ップ
の
充
実

・高
単
価
の
加
工
品
（
ス
イー
ツ等
）
の
ライ
ンナ
ップ
の
充
実

□
県
（
地
域
本
部
・高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

他
の
直
販
所
との
連
携

■
直
販
所
真
心
ふ
ぁー
む
らぶ

・他
直
販
店
との
連
携
に
よる
商
品
の
確
保
及
び
充
実

□
県
（
地
域
本
部
・高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

加
工
組
織
「な
る
ク
ラ

ブ
」を
中
心
と
し
た
加
工

品
製
造
の
充
実

・農
産
物
加
工
施
設
（
婦
人
の
家
）
の
拡
充
整
備
（
H2
5）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・新
メニ
ュー
開
発
（
H2
9）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・チ
ー
ム
会
に
よ
る
PO
S
分
析
に
基
づ
く製
造
計
画
策
定
（
H2
6～
）

・土
佐
の
料
理
伝
承
人
に
選
定
（
H3
0）

・経
営
分
析
、運
営
体
制
の
見
直
し、
新
メニ
ュー
の
試
作
（
R2
～
）

→
6
次
産
業
化
サ
ポ
ー
トセ
ンタ
ー
事
業
の
活
用

・H
AC
CP
の
考
え
方
を取
り入
れ
た
衛
生
管
理
へ
の
取
り組
み
（
R2
～
）

・と
さの
さと
へ
の
出
荷
開
始
（
R2
～
）

・新
メニ
ュー
追
加
（
R4
）

・食
品
表
示
研
修
（
R4
)

・販
売
価
格
の
見
直
し（
R4
～
）

・商
品
の
メニ
ュー
見
直
し（
R5
）

・目
玉
商
品
の
フェ
アの
実
施
（
R7
～
）

新
商
品
の
開
発
及
び
販
売

■
加
工
組
織
な
る
クラ
ブ

・消
費
者
ニー
ズ
を
踏
ま
え
た
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発

□
県
（
地
域
本
部
・高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
の
提
案

運
営
体
制
の
見
直
しに
よ
る
収
益
性
の
向
上

■
加
工
組
織
な
る
クラ
ブ

・売
上
げ
実
績
に
基
づ
く、
製
造
計
画
及
び
人
員
体
制
の
見
直
し

・既
存
商
品
の
効
率
化
に
向
け
た
見
直
し・
検
討

・物
価
上
昇
に
対
応
した
販
売
価
格
の
改
定

□
県
（
地
域
本
部
・高
知
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・P
O
S
分
析
支
援

・支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、チ
ー
ム
会
で
の
助
言

既
存
商
品

の
見
直
し

既
存
商
品
の
効
率
化
に

向
け
た
検
討

他
の
直
販
所
との
連
携

レ
イ
ア
ウ
ト

検
討
・改
善

運
営
体
制
見
直
し

会
員
要
件
の
緩
和

会
員
の
確
保
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高

知
市

地
域

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
分

野
林

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
6 

 イ
タ

ドリ
の

増
産

に
よ

る
中

山
間

地
域

の
振

興
 

（
高

知
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
高

知
県

イ
タド

リ生
産

普
及

販
売

促
進

協
議

会
、連

携
農

家
加

工
品

の
販

売
額

47
0

万
円

 
（

R4
）

61
0.

2
万

円
50

9.
5

万
円

65
0

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
9.

４
月

 

事
業

概
要

出
荷

量
に

お
い

て
全

国
一

で
あ

り、
一

般
的

に
県

内
で

食
され

て
い

る
イタ

ドリ
を

販
売

拡
大

して
い

くた
め

、栽
培

イタ
ドリ

の
県

内
産

地
を

拡
大

す
る

とと
も

に
、新

商
品

の
開

発
等

を
行

うこ
とに

よ
り

高
知

県
産

イタ
ドリ

の
ブラ

ンド
を確

立
し、

中
山

間
地

域
に

お
け

る
所

得
の

向
上

を図
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

イ
タ

ド
リの

安
定

生
産

 
      

・県
下

全
域

を
対

象
とし

た
イタ

ドリ
苗

の
販

売
（

H2
9～

）
 

・高
知

市
及

び
JA

高
知

市
等

に
よ

る
栽

培
技

術
講

習
会

の
実

施
（

H3
0、

R
元

）
 

・J
A

高
知

市
女

性
部

に
よる

加
工

技
術

講
習

会
の

実
施

（
H3

0～
）

 
・集

落
活

動
セ

ン
ター

（
お

お
の

み
き

た
、柳

野
、下

川
口

家
）

を
対

象
とし

た
出

前
講

座
の

実
施

（
R

元
～

2）
→

中
山

間
地

域
振

興
ア

ドバ
イザ

ー
の

活
用

 
・冷

凍
施

設
整

備
（

R
元

）
→

こう
ち

農
業

確
立

総
合

支
援

事
業

の
活

用
 

・イ
タド

リ摘
葉

試
験

の
実

施
（

R
元

）
 

・森
林

技
術

セ
ンタ

ー
に

よ
る

品
種

選
抜

研
究

（
R3

～
）

[成
果

] 
・県

内
に

お
け

る
新

た
な

栽
培

地
域

数
 

H2
9：

０
地

域
 

→
R6

：
76

地
域

(累
計

) 
・協

議
会

会
員

の
新

規
加

入
 

２
事

業
者

（
R2

）
、 

1
事

業
者

（
R7

）
 

・新
商

品
開

発
 

６
品

(Ｈ
29

～
R6

累
計

) 
     [課

題
] 

・生
産

者
の

人
手

不
足

 
・県

内
栽

培
地

域
の

さら
な

る
拡

大
 

・組
織

体
制

の
強

化
 

   

高
知

県
下

で
の

産
地

拡
大

 
■

連
携

農
家

 
・耕

作
放

棄
地

等
を

活
用

した
栽

培
面

積
の

拡
大

 
・皮

剥
ぎ

機
の

導
入

試
験

 
□

市
（

農
林

水
産

課
）

 
・優

良
株

の
普

及
支

援
 

□
県

（
農

業
改

良
普

及
所

・森
林

技
術

セ
ンタ

ー
・地

域
本

部
等

）
 

・現
地

検
討

会
の

実
施

 
・栽

培
技

術
及

び
病

害
虫

防
除

指
導

 
・収

量
の

多
い

優
良

品
種

の
研

究
・選

定
 

 

 
組

織
体

制
の

強
化

 
        

・高
知

県
イタ

ドリ
生

産
普

及
販

売
促

進
協

議
会

の
設

立
（

H3
0）

 
（

構
成

員
：

高
知

県
食

品
工

業
団

地
事

業
協

同
組

合
、食

品
メー

カー
、 

JA
高

知
市

、J
A

高
知

県
、高

知
市

、県
）

 
・高

知
県

イ
タ

ド
リ生

産
普

及
販

売
促

進
協

議
会

役
員

会
・総

会
の

開
催

（
H3

0～
）

 
・一

次
加

工
品

商
品

規
格

の
統

一
（

H3
0）

 
・一

次
加

工
品

納
入

価
格

の
見

直
し（

H3
0～

）
 

・協
議

会
会

員
の

新
規

加
入

（
R2

：
2

集
落

活
動

セ
ン

ター
、R

7：
１

集
落

活
動

セ
ンタ

ー
）

 
・持

続
可

能
な

生
産

供
給

体
制

の
検

討
及

び
生

産
者

・加
工

者
で

の
協

議
（

R4
～

）

協
議

会
の

取
り組

み
強

化
 

■
高

知
県

イタ
ドリ

生
産

普
及

販
売

促
進

協
議

会
（

事
務

局
:食

品
工

業
団

地
）

 
・生

産
販

売
計

画
の

策
定

 
・協

議
会

会
員

の
増

加
 

□
市

（
農

林
水

産
課

）
 

・協
議

会
の

運
営

支
援

、ア
ドバ

イス
及

び
情

報
提

供
 

・生
産

販
売

計
画

の
実

行
支

援
 

□
県

（
農

業
改

良
普

及
所

・森
林

技
術

セ
ンタ

ー
・地

域
本

部
等

）
 

・協
議

会
へ

の
参

画
に

よ
る

ア
ドバ

イス
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

 
・生

産
販

売
計

画
の

実
行

支
援

 
販

路
拡

大
 

        

・首
都

圏
等

に
お

け
る

各
種

展
示

会
等

へ
の

出
展

（
H2

9～
）

 
・首

都
圏

で
の

テ
ス

トマ
ー

ケ
テ

ィン
グ

（
H3

0）
→

 産
振

補
助

金
の

活
用

 
・食

品
メー

カー
等

に
よる

新
商

品
の

開
発

 
・イ

タド
リ葉

に
関

す
る

特
許

出
願

中
（

H3
0～

）
 

R6
：

抗
ア

レ
ル

ギ
ー

作
用

、脂
肪

燃
焼

作
用

、葉
の

乾
燥

粉
状

物
質

の
製

造
方

法
に

つ
い

て
取

得
 

・県
版

HA
CC

P
第

2
ス

テ
ー

ジ
認

証
（

R4
：

JA
高

知
市

女
性

部
鏡

支
部

）

生
産

販
売

計
画

に
基

づ
く販

売
促

進
 

■
高

知
県

イタ
ドリ

生
産

普
及

販
売

促
進

協
議

会
（

事
務

局
:食

品
工

業
団

地
）

 
・商

品
販

売
方

法
等

の
検

討
 

・特
許

技
術

を
活

用
した

PR
 

・展
示

会
等

へ
の

出
展

 
□

市
（

農
林

水
産

課
）

 
・展

示
会

等
で

の
販

売
促

進
支

援
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・展
示

会
等

で
の

販
売

促
進

支
援

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供

皮
剥

ぎ
機

 
導

入
試

験

生
産

販
売

 
計

画
の

 
策

定

協
議

会
会

員
の

増
加

商
品

販
売

方
法

 
の

検
討

展
示

会
等

へ
の

出
展

収
量

の
多

い
品

種
の

 
研

究
・選

定
収

量
の

多
い

 
品

種
の

栽
培
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高

知
市

地
域

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
分

野
商

工
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

7 
 農

産
物

の
６

次
産

業
化

に
よ

る
春

野
地

域
の

振
興

 
（

高
知

市
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(有
)ス

タジ
オ

・オ
カ

ム
ラ、

連
携

農
家

販
売

額
8,

70
7

万
円

 
（

R4
）

9,
36

4
万

円
1.

11
億

円
1.

2
億

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
2.

４
月

 

事
業

概
要

春
野

地
域

の
ベ

ル
ガ

モ
ット

を
は

じめ
とし

た
農

産
物

を活
用

した
新

た
な

加
工

品
を

開
発

す
る

とと
も

に
、当

該
加

工
品

の
新

た
な

販
路

を
拡

大
し、

農
家

所
得

の
向

上
及

び
雇

用
の

創
出

に
よ

る
地

域
の

振
興

を図
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

農
産

物
の

生
産

体
制

の
整

備
 

      

・ベ
ル

ガ
モ

ット
等

の
栽

培
技

術
確

立
支

援
（

H2
2～

）
 

・農
産

物
加

工
場

の
整

備
（

H2
3）

　→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・低
温

乾
燥

設
備

の
導

入
（

H2
6）

 
・県

版
HA

CC
P

第
2

ス
テ

ー
ジ

の
認

証
取

得
（

H2
9）

 
・県

版
HA

CC
P

第
3

ス
テ

ー
ジ

の
認

証
取

得
（

R2
）

 
・ベ

ル
ガ

モ
ット

連
携

農
家

の
掘

り起
こし

（
R6

～
）

 
・土

佐
ベ

ル
ガ

モ
ット

協
議

会
の

設
立

（
R7

）

[成
果

] 
・加

工
場

の
増

設
に

よ
る

雇
用

創
出

 
R6

：
7

人
 

（
正

規
3

人
、 

　パ
ー

ト
4

人
）

 
・ベ

ル
ガ

モ
ット

加
工

品
の

商
品

開
発

：
12

商
品

（
H2

7
～

累
計

）
 

・業
務

用
（

洋
菓

子
店

向
け

）
ベ

ル
ガ

モ
ット

商
品

開
発

：
2

商
品

（
R3

～
）

 
・ベ

ル
ガ

モ
ット

の
連

携
農

家
 

R7
：

12
戸

 
・ベ

ル
ガ

モ
ット

生
産

面
積

 
R7

：
1.

5h
a 

  [課
題

] 
・加

工
品

の
増

産
体

制
の

整
備

 
・連

携
農

家
の

掘
り起

こし
 

・E
C

販
売

の
強

化
 

・新
商

品
の

開
発

増
産

に
向

け
た

体
制

強
化

 
■

(有
)ス

タジ
オ

・オ
カム

ラ、
連

携
農

家
 

・ベ
ル

ガ
モッ

ト栽
培

技
術

の
指

導
及

び
周

知
 

・連
携

農
家

の
掘

り起
こし

に
よ

る
香

料
原

料
の

生
産

拡
大

 
・増

産
に

向
け

た
設

備
の

導
入

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
 

・産
振

補
助

金
の

活
用

提
案

 

 
加

工
品

の
販

路
拡

大
 

        

・各
種

商
談

会
へ

の
参

加
（

H2
4～

）
 

・P
B

商
品

、O
EM

生
産

の
展

開
（

H2
5～

）
 

・お
中

元
、お

歳
暮

へ
の

ギ
フト

カタ
ログ

掲
載

（
H2

5～
）

 
・業

務
用

商
品

（
ベ

ル
ガ

モ
ット

・シ
ョウ

ガ
）

の
販

売
（

R3
～

）
 

・調
香

分
野

の
教

育
機

関
や

専
門

家
（

調
香

師
）

へ
の

香
料

販
売

（
R4

～
）

 
・生

産
現

場
の

改
善

及
び

HA
CC

P
の

見
直

し（
R7

）
 

　→
生

産
性

向
上

推
進

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

活
用

 
・G

I（
地

理
的

表
示

保
護

制
度

）
の

取
得

申
請

準
備

（
R7

～
）

首
都

圏
及

び
関

西
圏

を
メ

イ
ン

とし
た

販
路

拡
大

 
■

(有
)ス

タジ
オ

・オ
カム

ラ 
・各

種
商

談
会

へ
の

参
加

 
・香

料
メー

カー
へ

の
販

路
開

拓
 

・O
EM

先
との

連
携

強
化

及
び

新
規

開
拓

 
・E

C
販

売
等

の
営

業
強

化
 

・G
I（

地
理

的
表

示
保

護
制

度
）

の
取

得
に

向
け

た
取

り組
み

の
実

施
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・商
談

会
等

に
関

す
る

情
報

提
供

 
新

た
な

チ
ャネ

ル
に

向
け

た
商

品
開

発
 

       

・食
品

メー
カー

向
け

の
ベ

ル
ガ

モッ
ト残

渣
の

有
効

利
用

（
R3

～
）

 
・香

料
メー

カー
等

と連
携

した
ベ

ル
ガ

モ
ット

オ
イ

ル
の

活
用

方
法

の
検

討
（

R4
～

）

香
料

メ
ー

カ
ー

との
連

携
に

よ
る

商
品

開
発

 
■

(有
)ス

タジ
オ

・オ
カム

ラ 
・品

質
及

び
安

全
性

の
分

析
 

・分
析

結
果

を
踏

まえ
た

新
商

品
の

検
討

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
提

案

連
携

農
家

の
掘

り起
こし

設
備

導
入

の
検

討

各
種

商
談

会
へ

の
参

加

品
質

等
の

研
究

新
商

品

の
販

売

設
備

導
入

G
I

取
得

に
向

け
た

 
取

り組
み

の
実

施

新
商

品

の
開

発
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高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
８
竹
資
源
活
用
に
よ
る
環
境
配
慮
型
産
業
の
推
進

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)コ
ス
モ
工
房
、◎
(同
)高
知
竹
材
セ
ン
ター

(1
)売
上
高

（
コス
モ
工
房
）
※

6,
76
7
万
円

（
R4
）

7,
97
0.
4

万
円

8,
12
4.
7

万
円

8,
00
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
5.
４
月

(2
)売
上
高

（
高
知
竹
材
セ
ン
ター
）
※

41
9
万
円

（
R4
）

21
2
万
円

10
3.
1
万
円

84
4
万
円

事
業
概
要

県
産
竹
材
を
活
用
し
た
素
材
生
産
を
拡
大
す
る
こと
に
よ
り、
森
林
保
全
と環
境
配
慮
型

産
業
の
推
進
を
図
る
。

※
(1
)暦
年
、(
2)
2
月
～
1
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

県
産
竹
材
を
活
用
し
た

素
材
の
安
定
生
産

（
コス
モ
工
房
）

・県
外
見
本
市
や
商
談
会
等
（
ジ
ャパ
ン
ホ
ー
ム
シ
ョー
、ふ
る
さと
建
材
家
具
見

本
市
）
へ
の
出
展
（
H2
1～
）

・自
動
車
用
竹
ハ
ンド
ル
製
造
メー
カー
へ
の
竹
ラミ
ナ
材
供
給
（
H2
4～
R3
）

・土
佐
山
に
第
二
工
場
を整
備
（
H2
7）

・県
外
竹
ブ
ラシ
製
造
メー
カー
へ
の
竹
の
柄
供
給
（
H2
7～
）

→
コロ
ナ
禍
の
影
響
で
メー
カー
が
仕
入
れ
先
を
国
内
へ
シ
フト
した
こと
に
よ
り、

国
内
シ
ェア
約
9
割

・竹
集
成
材
を
建
材
とし
て
県
外
へ
供
給
（
R4
～
）

→
大
阪
・関
西
万
博
の
パ
ビリ
オ
ン（
ゼ
リジ
ャパ
ン）
に
使
用
（
R6
）

・「
高
知
県
竹
資
源
活
用
推
進
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
」の
立
ち
上
げ
に
参
加
（
R7
）

[成
果
]

（
コス
モ工
房
）

・竹
ラミ
ナ
材
を
建
材
とし
て
県

外
へ
供
給

・雇
用
の
創
出

H2
4：
5
人

（
正
規
5
人
）

→
R6
：
13
人

（
正
規
11
人
、

パ
ー
ト
2
人
）

（
高
知
竹
材
セ
ンタ
ー
）

・原
竹
及
び
加
工
品
の
販
売

額
R2
：
90
万
円

→
R7
：
10
3.
1
万
円

[課
題
]

（
コス
モ工
房
）

・高
品
質
な
原
竹
の
仕
入
れ

・販
路
拡
大

（
高
知
竹
材
セ
ンタ
ー
）

・販
路
開
拓

加
工
技
術
の
継
承
と技
術
力
向
上
に
よ
る
生
産
体
制
の
強
化

■
(株
)コ
ス
モ工
房

・原
竹
の
確
保

・竹
集
成
材
の
加
工
技
術
の
継
承

集
成
材
及
び
突
き
板
の
販
路
拡
大

■
(株
)コ
ス
モ工
房

・親
会
社
と共
同
で
の
商
談
会
へ
の
出
展

・既
存
顧
客
等
へ
の
営
業
活
動

・H
P
で
の
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

県
産
竹
材
の
供
給
体
制

構
築
及
び
販
路
開
拓

（
高
知
竹
材
セ
ン
タ
ー
）

・(
同
)高
知
竹
材
セ
ンタ
ー
設
立
（
H2
8）

・シ
イラ
漬
け
漁
に
用
い
る
原
竹
の
販
売
（
H3
0）

・竹
製
の
住
宅
用
フェ
ンス
の
試
作
品
開
発
（
R
元
）

・飛
沫
対
策
の
竹
製
ア
クリ
ル
板
立
て
の
試
作
（
R2
）

・五
台
山
竹
林
整
備
（
東
孕
地
区
6h
a）
（
R5
～
）

竹
材
の
質
の
向
上

■
(同
)高
知
竹
材
セ
ンタ
ー

・竹
林
整
備
に
よ
る
需
要
の
高
い
孟
宗
竹
の
増
産

原
竹
及
び
加
工
品
の
販
路
開
拓

■
(同
)高
知
竹
材
セ
ンタ
ー

・原
竹
や
住
宅
用
フェ
ンス
な
ど既
存
商
品
、竹
粉
の
販
路
開
拓

（
農
家
、大
阪
大
学
等
教
育
機
関
、(
株
)共
生
等
の
県
外
企
業
な
ど）

・竹
繊
維
を
活
用
した
新
材
料
へ
の
活
用

・H
P、
Fa
ce
bo
ok
で
の
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

生
産
体
制
の
強
化

販
路
拡
大

竹
材
の
質
の
向
上

販
路
開
拓
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高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
9
中
心
市
街
地
に
お
け
る
商
業
、観
光
等
の
基
盤
強
化
に
よ
る
都
市
機
能
の
増
進
及
び

経
済
活
力
の
向
上

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
市
、高
知
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
ほ
か
関
係
団
体

(1
)空
き店
舗
率

17
.0
％

（
R4
）

15
.2
％

14
.7
％

14
.4
％

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)歩
行
者
通
行
量
（
17

地
点
・冬
季
・平
日
休
日
2

日
の
合
計
）

10
5,
61
3
人

（
R4
）

11
4,
91
3
人

12
2,
45
2
人

12
8,
00
4
人

事
業
概
要

高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
基
づ
き
、多
様
な
主
体
の
参
画
の
も
とに
、

中
核
市
とし
て
賑
わ
い
と活
力
あ
る
中
心
市
街
地
の
形
成
を
目
指
し
、都
市
機
能
の
増
進
と

経
済
活
力
の
向
上
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

高
知
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
推

進

・高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
第
二
期
計
画
）
の
推
進

（
H3
0.
4～
R5
.3
、計
画
登
載
60
事
業
）

⇒
主
な
事
業
：
丸
ノ内
緑
地
整
備
事
業
、レ
ン
タサ
イ
クル
事
業
、観
光
案
内

所
整
備
事
業
、帯
屋
町
一
丁
目
地
区
複
合
施
設
整
備
事
業

⇒
進
捗
率
97
％
（
登
載
60
事
業
中
58
事
業
が
「事
業
完
了
」ま
た
は

「事
業
実
施
中
」）

⇒
評
価
指
標
の
目
標
達
成
「中
心
市
街
地
の
居
住
人
口
の
割
合
」

基
準
値
1.
52
％
（
H2
8）

最
新
値
1.
83
％
（
R5
.4
）

（
R4
目
標
値
:1
.6
5％
）

・高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
（
第
三
期
計
画
）
の
策
定
・推
進

（
R5
.4
～
R1
0.
3、
計
画
登
載
59
事
業
）

⇒
主
な
事
業
：
空
き
店
舗
を活
用
した
創
業
支
援
サ
ポ
ー
ト事
業
、お
ま
ち
多
目

的
広
場
利
活
用
事
業
、商
店
街
等
人
流
分
析
事
業
、商
店
街
イベ
ント
事
業
、

外
国
人
観
光
客
の
受
入
お
も
て
な
し事
業
、中
心
市
街
地
空
き
店
舗
ツ
ア
ー
事

業
、タ
ウン
モビ
リテ
ィ事
業

[成
果
]

・第
三
期
計
画

進
捗
率
10
0％

（
登
載
59
事
業
が
「事
業

完
了
」ま
た
は
「事
業
実
施

中
」）

・評
価
指
標
の
目
標
達
成

「中
心
市
街
地
の
居
住
人

口
」（
第
三
期
か
ら）

基
準
値
5,
52
9
人
(R
3)

最
新
値
5,
82
5
人
(R
7.
4)

（
R9
目
標
値
5,
77
6
人
）

・第
三
期
計
画
策
定

（
R5
.3
.1
7
内
閣
府
認
定
）

[課
題
]

・中
心
市
街
地
の
居
住
人
口

が
増
加
して
い
る
一
方
で
、営

業
店
舗
数
が
減
少

・新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
等
に
よ
り減
少
した

来
街
者
数
・滞
在
時
間
の
回

復

計
画
搭
載
59
事
業
の
推
進

■
高
知
市

・空
き
店
舗
を活
用
した
創
業
支
援
サ
ポ
ー
ト事
業
（
H2
5～
R9
）

・横
堀
公
園
整
備
事
業
（
H2
5～
R9
）

■
商
店
街
・民
間
事
業
者
等

・商
店
街
等
人
流
分
析
事
業
（
R6
～
R9
）

・商
店
街
イベ
ント
事
業
（
H2
5～
R9
）

・「
学
生
×
商
店
街
」魅
力
発
信
事
業
（
R5
～
R9
）

・中
心
市
街
地
空
き
店
舗
ツア
ー
事
業
（
R5
～
R9
）

・タ
ウン
モ
ビリ
テ
ィ事
業
（
H2
5～
R9
）

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
支
援
制
度
の
活
用
提
案

高
知
市
中
心
市
街
地

活
性
化
基
本
計
画
の
フ

ォロ
ー
ア
ップ
及
び
計
画

の
見
直
し

・高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
開
催
（
H2
3～
R7
、計

18
回
）

・内
閣
府
へ
の
定
期
フォ
ロー
ア
ップ
報
告
（
H2
7～
、毎
年
5
月
）

・第
三
期
高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
策
定
検
討
委
員
会
の

開
催
（
R3
.1
1.
18
、R
4.
3.
30
、6
.6
、9
.9
、1
1.
8）

・高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
を
開
催
し、
第
二
期
計
画
の
最
終

フォ
ロー
ア
ップ
結
果
の
報
告
及
び
意
見
を
聴
取
（
R5
.5
.2
3）

高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
開
催
及
び
定
期
フォ
ロ
ー
ア
ップ

■
高
知
市

・内
閣
府
へ
の
定
期
フォ
ロ
ー
ア
ップ
報
告
（
毎
年
5
月
）

・事
業
の
進
捗
等
に
よ
る
計
画
変
更

■
高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会

・定
期
フォ
ロ
ー
ア
ップ
報
告
及
び
計
画
変
更
に
係
る
意
見
提
出

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・活
性
化
協
議
会
へ
の
参
加
、活
性
化
基
本
計
画
の
フォ
ロ
ー
ア
ップ

計
画
登
載
59
事
業
の
推
進

高
知
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協
議
会
の
開
催

空
き
店
舗
を
活
用
した
創
業
支
援
サ
ポ
ー
ト事
業

商
店
街
等
人
流
分
析
事
業

内
閣
府
へ
の
定
期
フォ
ロ
ー
ア
ップ
報
告
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高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
10

日
曜
市
を
は
じめ
とす
る
土
佐
の
街
路
市
の
活
性
化

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
市
、◎
出
店
者
3
組
合
ほ
か
関
係
団
体
等

(1
)新
規
出
店
者
数

14
件

（
R4
）

21
件

20
件

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
４
月

(2
)れ
ん
け
い
小
間
売
上
高

―
1,
57
1
万
円

83
0
万
円

事
業
概
要

「高
知
市
街
路
市
活
性
化
構
想
」に
掲
げ
た
事
業
を
実
施
す
る
こ
とに
よ
り、
地
元
利
用

者
や
観
光
客
、出
店
者
等
、関
係
者
に
とっ
て
魅
力
あ
る
街
路
市
を
創
出
し
、来
客
数
、出

店
者
数
の
増
加
を
図
り、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

街
路
市
活
性
化
構
想
の

推
進

・登
載
41
事
業
中
、4
1
事
業
着
手
済
み
（
H2
7～
R5
）

・高
校
や
大
学
に
よ
る
日
曜
市
で
の
活
動
協
力

高
知
商
業
高
校
（
H2
3～
）
、
県
立
大
（
H2
7～
）

・小
中
学
校
等
の
出
店
支
援
、販
売
体
験

・学
習
の
場
とし
て
の
活
用
（
通
年
）

・段
階
的
な
出
店
基
準
の
規
制
緩
和
（
H2
7～
R4
）

第
1
弾
（
H2
7）
：
手
作
り食
品
製
造
者
及
び
手
作
り工
芸
品
等
製
造
者

に
よ
る
出
店

第
2
弾
（
H3
0）
：
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
出
店
及
び
固
有
店
舗
を
1
店
舗
保
有

す
る
個
人
事
業
主
の
出
店

第
3
弾
（
R
元
）
：
件
数
を
限
定
した
火
気
使
用
を
伴
う調
理
食

・F
ac
eb
oo
k、
In
st
ag
ra
m
に
よ
る
情
報
発
信
（
通
年
）

・出
店
者
向
け
の
セ
ミナ
ー
の
実
施
（
R7
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・出
店
基
準
の
緩
和
に
よ
る

新
規
出
店
者
数
の
増
加

⇒
72
件

（
H2
7～
R6
累
計
）

・毎
週
の
れ
ん
け
い
小
間
出

店
や
イ
ベ
ン
ト実
施
に
よ
る
回

遊
性
の
向
上

[課
題
]

・出
店
者
の
撤
退

・新
規
出
店
者
の
確
保
及
び

廃
業
者
の
抑
制

・出
店
基
準
の
さら
な
る
緩
和

（
火
気
利
用
・酒
類
販
売
・

役
務
提
供
等
）

・次
期
構
想
の
方
向
性
の
検

討 ・各
自
治
体
で
の
輪
番
出
店

希
望
者
の
減
少

・新
た
な
魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト

の
開
催

・イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
の
受

入
体
制
の
構
築

街
路
市
活
性
化
の
た
め
の
事
業
推
進

■
高
知
市

・街
路
市
活
性
化
構
想
に
基
づ
い
た
事
業
の
実
施

・出
店
基
準
の
緩
和
の
検
討

・地
域
お
こし
協
力
隊
の
任
用
に
よ
る
HP
・S
NS
の
情
報
発
信
の
強
化

■
出
店
者
３
組
合
及
び
関
係
団
体

・高
知
市
との
連
携
に
よる
街
路
市
の
活
性
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・ア
ドバ
イザ
ー
制
度
な
ど各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
及
び
活
用
提
案

街
路
市
活
性
化
構
想
の

見
直
し・
フォ
ロ
ー
ア
ップ

・街
路
市
運
営
協
議
会
の
開
催
（
年
複
数
回
）

・街
路
市
活
性
化
推
進
委
員
会
の
開
催
（
年
1
回
）

次
期
構
想
の
策
定
及
び
フォ
ロ
ー
ア
ップ

■
高
知
市

・次
期
構
想
（
R7
～
）
に
係
る
調
査
の
実
施
・策
定

・街
路
市
活
性
化
推
進
委
員
会
で
の
検
討
及
び
フォ
ロー
アッ
プ

■
出
店
者
３
組
合
及
び
関
係
団
体

・次
期
構
想
策
定
及
び
フォ
ロー
ア
ップ
へ
の
参
画

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・街
路
市
活
性
化
推
進
委
員
会
へ
の
参
画

れ
ん
け
い
こ
うち
日
曜
市

出
店
事
業
の
推
進

・県
内
市
町
村
の
輪
番
出
店
（
通
年
）

・れ
ん
け
い
小
間
に
高
知
市
ブ
ー
ス
を
追
加
（
R5
～
）

・れ
ん
け
い
ス
タン
プ
ラリ
ー
の
開
催
（
3
月
開
催
・H
30
～
Ｒ
4）
※
R2
中
止

・酒
類
販
売
の
解
禁
（
R7
～
）

れ
ん
け
い
こう
ち
日
曜
市
出
店
事
業
の
推
進

■
高
知
市

・来
客
数
増
加
に
向
け
た
「れ
ん
け
い
こう
ち
日
曜
市
出
店
事
業
」の
持
続
・発
展

・新
た
な
イベ
ント
の
検
討

・出
店
基
準
の
緩
和
（
酒
類
販
売
の
解
禁
）

■
れ
ん
け
い
市
町
村
（
33
市
町
村
）

・日
曜
市
へ
の
単
独
また
は
輪
番
出
店
に
よ
る
観
光
及
び
地
場
産
品
の
PR

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・輪
番
小
間
の
出
店
調
整

街
路
市
活
性
化
の
た
め
の
事
業
推
進

策
定

次
期
構
想
の
実
施

フォ
ロ
ー
ア
ップ

れ
ん
け
い
こう
ち
日
曜
市
出
店
事
業
の
推
進

出
店
基
準
の
緩
和
の
検
討

H
P・
SN
S
に
お
け
る

情
報
発
信
の
強
化

出
店
基
準
の
緩
和
の
検
討

In
st
ag
ra
m

の
開
設

酒
類
販
売
の

規
制
緩
和
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高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
11

地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
と創
出
に
よ
る
観
光
振
興

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
市
、(
公
社
)高
知
市
観
光
協
会
、(
特
非
)土
佐
観
光
ガ
イ
ドボ
ラン
テ
ィア
協
会
、

桂
浜
公
園
指
定
管
理
者
、五

台
山
公
園
整
備
事
業
者
、そ
の
ほ
か
関
係
団
体
等

(1
)
高
知
市
内
の
宿
泊
施
設

の
延
べ
宿
泊
者
数
※

10
4
万
人
泊

（
R4
）

10
6
万
人
泊

12
7
万
人
泊

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)県
外
観
光
客
消
費
額
※

72
4
億
円

（
R4
）

98
1
億
円

1,
02
7
億
円

事
業
概
要

自
然
や
歴
史
、文

化
な
ど、
高
知
市
が
誇
る
数
多
くの
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
連
携

な
どに
よ
り新

た
な
魅
力
の
創
出
を
図
る
。ま
た
、高

知
の
強
み
を
活
か
し
た
新
た
な
観
光
資

源
の
発
掘
に
取
り組

み
、高

知
県
内
の
周
遊
拠
点
都
市
の
役
割
を
担
うこ
とに
よ
って
、県

内
で
の
周
遊
や
消
費
を
促
し
、さ
らな
る
観
光
振
興
を
図
る
。

※
暦
年

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

周
遊
促
進
と
新
た
な
需

要
の
開
拓

・れ
ん
け
い
こう
ち
観
光
案
内
所
「こ
うち
観
光
ナ
ビ・
ツー
リス
トセ
ンタ
ー
」の
運
営

（
H3
1.
3～
）

・旅
行
商
品
の
造
成
や
プロ
モ
ー
シ
ョン
動
画
の
制
作
な
どに
よる
県
内
周
遊
の
促

進
（
R
元
～
4）

・航
空
機
利
用
の
旅
行
者
を
ター
ゲ
ット
に
した
旅
行
ル
ー
ト造
成
の
た
め
高
知
市

を
拠
点
とし
た
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施

・ク
リス
マ
ス
マ
ー
ケ
ット
な
どの
夜
間
イベ
ント
開
催
に
よ
る
ナ
イト
タイ
ム
エ
コノ
ミー

の
推
進
（
R5
～
）

・高
知
トラ
ベ
ル
コン
パ
ス
の
リリ
ー
ス
、ハ
ッシ
ュタ
グ
キ
ャン
ペ
ー
ンの
実
施
（
R6
）

・特
捜
戦
隊
デ
カレ
ンジ
ャー
コラ
ボ
キ
ャン
ペ
ー
ンの
実
施
（
R6
）

・I
ns
ta
gr
am

を活
用
した
情
報
発
信
強
化
（
R6
～
）

・「
ぼ
うし
パ
ンフ
ァミ
リー
」を
使
った
「ぼ
うけ
ん
しよ
うパ
ンけ
ん
た
い
」の
実
施

（
R7
）

・「
高
知
ユ
ナ
イテ
ッド
SC
」と
連
携
した
高
知
観
光
PR
の
実
施
（
R7
）

[成
果
]

・こ
うち
観
光
ナ
ビ
・ツ
ー
リス

ト
セ
ン
ター
利
用
者
数

16
,5
51
人

（
R7
.4
～
R8
.1
月
）

・I
ns
ta
gr
am

フォ
ロ
ワ
ー

数
17
,4
10
人

（
R7
.4
～
R8
.1
月
で

4,
74
2
人
増
）

[課
題
]

・さ
らな
る
県
内
周
遊
の
促
進

・宿
泊
者
数
の
増
加
に
繋
げ

る
観
光
コン
テ
ンツ
の
磨
き
上

げ ・高
知
な
らで
は
の
観
光
魅
力

発
掘
と活
用

・施
策
効
果
を
高
め
る
PR

広
域
観
光
の
推
進

■
高
知
市
、れ
ん
け
い
こう
ち
広
域
都
市
圏

・デ
ジ
タル
を活
用
した
プ
ロモ
ー
シ
ョン
の
実
施

・こ
うち
観
光
ナ
ビ・
ツー
リス
トセ
ンタ
ー
の
運
営
継
続

新
た
な
需
要
の
開
拓

■
高
知
市
、桂
浜
公
園
指
定
管
理
者
、五
台
山
公
園
整
備
事
業
者
、(
特
非
)土
佐
観

光
ガ
イド
ボ
ラン
テ
ィア
協
会
他

・路
面
電
車
や
レン
タサ
イク
ル
を活
用
した
テ
ー
マ別
の
観
光
周
遊
コー
ス
の
造
成

・関
係
者
の
連
携
に
よ
る
桂
浜
や
五
台
山
等
の
既
存
観
光
地
の
魅
力
の
磨
き
上
げ

□
高
知
県
（
公
園
下
水
道
課
等
）

・P
ar
k-
PF
Iに
よる
五
台
山
公
園
整
備
事
業
の
実
施

ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コノ
ミー
の
推
進

■
高
知
市
、(
公
社
)高
知
市
観
光
協
会
、ク
リス
マ
ス
マ
ー
ケ
ット
in
高
知
実
行
委
員
会

他 ・イ
ベ
ント
の
各
推
進
会
議
へ
の
参
加
及
び
補
助
支
援

歴
史
や
文
化
を
活
か
し

た
観
光
振
興

・土
佐
の
偉
人
関
連
イベ
ント
等
の
充
実

・食
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・市
の
H
P
や
SN
S
を
用
い
た
高
知
の
「食
」紹
介

・連
続
テ
レ
ビ小
説
「あ
ん
ぱ
ん
」に
関
連
した
取
り組
み
準
備
（
R6
）

・龍
馬
生
誕
19
0
周
年
に
向
け
た
取
り組
み
準
備
（
R6
）

・連
続
テ
レ
ビ小
説
「あ
ん
ぱ
ん
」を
活
用
した
プロ
モ
ー
シ
ョン
の
実
施
（
R7
）

・龍
馬
生
誕
19
0
周
年
事
業
の
実
施
（
R7
）

土
佐
の
偉
人
に
関
連
す
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
や
魅
力
の
向
上

■
高
知
市

・土
佐
観
光
ガ
イド
ボ
ラン
テ
ィア
協
会
等
関
係
団
体
との
連
携
強
化

・龍
馬
関
連
都
市
との
連
携
に
よる
観
光
PR

・龍
馬
関
連
事
業
（
龍
馬
W
or
ld
、龍
馬
の
言
葉
プロ
ジ
ェク
ト等
）
の
実
施

・フ
ォー
カ
ス
され
て
い
な
い
偉
人
に
関
す
る
新
た
な
コン
テ
ン
ツ
の
創
造

・イ
ベ
ント
開
催
へ
の
補
助
支
援

■
(特
非
)土
佐
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィア
協
会
、(
公
社
)高
知
市
観
光
協
会
、桂
浜
公
園

指
定
管
理
者
他

・ニ
ー
ズ
に
応
じた
ガ
イド
の
実
施
な
ど「
土
佐
っ歩
」の
コー
ス
充
実

・龍
馬
関
連
事
業
の
実
施
継
続
及
び
龍
馬
周
年
イベ
ント
の
開
催

食
の
魅
力
を
活
か
し
た
観
光
の
推
進

■
土
佐
の
お
き
ゃく
事
務
局
、土
佐
の
豊
穣
祭
実
行
委
員
会
事
務
局
、(
公
社
)高
知
市

観
光
協
会
他

・若
者
世
代
の
参
加
を
促
す
広
報
や
宿
泊
に
繋
が
る
手
法
の
検
討

・イ
ベ
ント
の
各
推
進
会
議
へ
の
参
加
及
び
補
助
支
援

広
域
観
光
の
推
進

テ
ー
マ
別
観
光
ル
ー
ト
の
造
成
・発
信

既
存
観
光
地
の
磨
き
上
げ

五
台
山
公
園
整
備

ナ
イ
トタ
イ
ム
エ
コノ
ミー
の
推
進

偉
人
関
連
イ
ベ
ン
トの
実
施
及
び
魅
力
向
上

龍
馬
周
年
イ
ベ
ン
トの
開
催

（
生
誕
19
0
年
、

龍
馬
像
建
立
10
0
年
等
）

食
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
開
催
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高

知
市

地
域

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
分

野
観

光
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
12

　よ
さ

こ
い

発
祥

の
地

とし
て

の
ブ

ラ
ン

ド
力

確
立

と
文

化
の

継
承

・発
展

 
（

高
知

市
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

高
知

市
、◎

よ
さこ

い
祭

振
興

会
、◎

(公
社

)高
知

市
観

光
協

会
、そ

の
ほ

か
関

係
団

体
等

(1
)よ

さこ
い

祭
り来

場
者

数
10

7
万

人
 

（
R5

）
87

万
人

12
0

万
人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

(2
)高

知
よ

さこ
い

情
報

交
流

館
入

館
者

数
※

29
,5

95
人

 
（

R4
）

46
,3

89
人

60
,0

00
人

 

事
業

概
要

年
間

を
通

じて
よ

さこ
い

の
魅

力
を

向
上

させ
る

こと
に

よ
り観

光
客

の
誘

致
を

図
る

とと
も

に
、「

よ
さこ

い
」発

祥
の

地
とし

て
の

地
位

の
確

立
・ブ

ラン
ド化

に
取

り組
む

。

※
暦

年

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

よ
さ

こい
祭

りの
運

営
体

制
の

充
実

・コ
ロナ

感
染

防
止

対
策

会
議

の
実

施
（

R4
）

 
・「

20
22

よ
さこ

い
鳴

子
踊

り特
別

演
舞

」の
開

催
（

R4
）

 
　　

参
加

チ
ー

ム
　9

6
チ

ー
ム

 
　　

踊
り子

　約
6,

60
0

人
 

　　
来

場
者

　約
31

万
人

 
・運

営
費

に
加

え
て

、感
染

症
対

策
費

へ
の

助
成

を実
施

（
R4

）
 

・全
会

場
で

の
通

常
開

催
に

向
け

た
取

り組
み

（
R5

）
 

・高
知

大
学

等
の

教
育

機
関

と連
携

した
会

場
運

営
支

援
等

（
R5

）
 

・よ
さこ

い
祭

り本
番

で
の

県
市

か
らの

職
員

派
遣

に
よ

る
運

営
支

援
（

R5
～

）

[成
果

] 
・第

71
回

よさ
こい

祭
りの

開
催

（
R6

）
 

参
加

チ
ー

ム
　1

84
チ

ー
ム

 
踊

り子
　約

17
,0

00
人

 
来

場
者

　約
87

万
人

 
・第

72
回

よさ
こい

祭
りの

開
催

（
R7

）
 

参
加

チ
ー

ム
　1

88
チ

ー
ム

 
踊

り子
　約

18
,0

00
人

 
来

場
者

　約
97

万
人

 
 [課

題
] 

・各
競

演
場

等
の

人
手

及
び

運
営

費
の

不
足

 
・よ

さこ
い

発
祥

の
地

・高
知

市
の

認
知

度
向

上
 

・よ
さこ

い
情

報
交

流
館

の
展

示
・体

験
ス

ペ
ー

ス
の

有
効

活
用

、イ
ベ

ン
ト

情
報

等
の

発
信

、イ
ン

バ
ウ

ン
ド

の
誘

客
強

化

よ
さ

こい
祭

りの
運

営
体

制
の

充
実

 
■

高
知

市
、よ

さこ
い

祭
振

興
会

、(
公

社
)高

知
市

観
光

協
会

 
・よ

さこ
い

祭
り、

よ
さこ

い
全

国
大

会
の

充
実

 
・土

佐
学

生
よ

さこ
い

大
会

の
開

催
支

援
 

・持
続

可
能

な
祭

りの
開

催
に

向
け

た
関

係
者

協
議

 
県

外
の

よ
さ

こい
で

の
観

光
PR

の
強

化
 

     

・県
外

イベ
ント

等
で

の
よさ

こい
の

PR
活

動
（

H2
7～

）
 

・第
70

回
記

念
大

会
の

積
極

的
な

広
報

（
R5

）
 

・公
式

ロゴ
マー

ク、
よ

さこ
印

帳
の

制
作

（
R5

）
 

・よ
さこ

い
LI

NE
の

運
用

（
R5

～
）

 
・高

知
の

よ
さこ

い
イメ

ー
ジ

イラ
ス

トを
活

用
した

PR
 

（
ポ

ス
ター

・フ
ラフ

・ラ
ッピ

ング
電

車
等

）
（

R5
）

 
・原

宿
表

参
道

元
氣

祭
ス

ー
パ

ー
よ

さこ
い

を
き

っか
け

とし
た

渋
谷

区
との

観
光

・
文

化
交

流
協

定
の

締
結

（
R6

）
 

・よ
さこ

い
を通

じた
地

域
交

流
の

実
施

（
R6

～
）

 
・大

阪
・関

西
万

博
会

場
で

の
よ

さこ
い

演
舞

に
よ

る
観

光
PR

（
R7

）

よ
さ

こい
祭

り発
祥

の
地

とし
て

の
ブ

ラ
ン

ド
化

の
推

進
 

■
高

知
市

 
・「

よさ
こい

発
祥

の
地

・高
知

市
」の

通
年

PR
 

・原
宿

表
参

道
元

氣
祭

ス
ー

パ
ー

よ
さこ

い
へ

の
協

賛
に

よ
る

観
光

PR
 

・県
外

の
よ

さこ
い

関
連

イベ
ント

に
お

け
る

観
光

PR

 
高

知
よ

さ
こ

い
情

報
交

流
館

の
充

実
・高

知
よ

さこ
い

情
報

交
流

館
オ

ー
プ

ン
（

H
25

）
 

・は
りま

や
橋

商
店

街
と連

携
し

て
よ

さこ
い

鳴
子

踊
りの

披
露

（
H

25
～

) 
・企

画
展

開
催

（
H

25
～

）
　 

・体
験

プ
ロ

グ
ラム

の
実

施
（

H
25

～
) 

・展
示

ス
ペ

ー
ス

拡
張

（
H

27
）

 
・開

館
５

周
年

記
念

事
業

の
実

施
（

H
30

）
 

・開
館

10
周

年
記

念
事

業
の

実
施

（
R5

）
 

・来
館

者
50

万
人

記
念

イベ
ント

の
実

施
（

R5
）

 
・窪

之
内

英
策

　原
画

展
（

R5
）

 
・高

知
よ

さ
こい

情
報

交
流

館
の

魅
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェク

ト
チ

ー
ム

の
立

ち
上

げ
（

R6
）

 
・公

式
In

st
ag

ra
m

・公
式

X
開

設
に

よる
情

報
発

信
の

強
化

（
R7

）
 

・来
館

者
60

万
人

記
念

イベ
ント

の
実

施
（

R7
）

高
知

よ
さ

こ
い

情
報

交
流

館
の

充
実

 
■

高
知

市
、指

定
管

理
者

 
・各

展
示

・体
験

ス
ペ

ー
ス

の
積

極
的

な
活

用
 

・魅
力

向
上

に
つ

な
が

る
コン

テ
ンツ

強
化

 
・イ

ンバ
ウン

ド観
光

の
集

客
強

化
 

・イ
ベ

ント
開

催
時

等
の

効
果

的
な

情
報

発
信

 
・公

式
SN

S
に

よ
る

情
報

発
信

の
強

化
 

・魅
力

向
上

プ
ロジ

ェク
トチ

ー
ム

に
お

け
る

魅
力

向
上

策
の

検
討

お
よ

び
実

施

持
続

可
能

な
運

営
体

制
の

構
築

競
演

場
・演

舞
場

の
活

性
化

よ
さ

こい
祭

り発
祥

の
地

とし
て

の
 

ブ
ラ

ン
ド化

の
推

進

高
知

よ
さ

こい
情

報
交

流
館

の
充

実

県
外

の
よ

さ
こい

関
連

イ
ベ

ン
ト

に
お

け
る

 
観

光
PR

公
式

SN
S

に
よ

る
情

報
発

信
の

強
化

魅
力

向
上

プ
ロ

ジ
ェク

ト
チ

ー
ム

に
お

け
る

 
魅

力
向

上
策

の
検

討
・実

施

イ
ン

バ
ウ

ン
ド対

応
 

の
強

化
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高
知
市
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
13

桂
浜
公
園
を
核
とし
た
桂
浜
エ
リア
の
活
性
化
に
よ
る
観
光
振
興

（
高
知
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
高
知
市
、◎
(株
)は
りま
家
、民
間
事
業
者

桂
浜
公
園
来
園
者
数
※

58
0,
99
5
人

（
R4
）

65
3,
60
4
人

68
5,
57
3
人

87
0,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

R2
.4
月

※
暦
年

事
業
概
要

県
内
最
大
の
観
光
施
設
で
あ
る
桂
浜
公
園
を、
自
然
景
観
と歴
史
資
源
を生
か
した
学
び
や
憩

い
、楽
しみ
が
溢
れ
る
公
園
とし
て
整
備
し、
国
内
外
か
らの
観
光
入
込
客
数
の
増
加
を図
る
。

また
、桂
浜
公
園
の
魅
力
ア
ップ
に
よる
集
客
効
果
に
あ
わ
せ
て
観
光
案
内
機
能
を強
化
す
るこ
と

に
より
、県
内
各
地
へ
の
周
遊
を
促
進
す
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

桂
浜
公
園
整
備

・桂
浜
公
園
整
備
基
本
計
画
策
定
（
H
28
）

・公
的
施
設
（
休
憩
所
等
）
整
備
の
実
施
（
R3
）

→
観
光
施
設
等
緊
急
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・桂
浜
公
園
包
括
的
指
定
管
理
の
開
始
（
R4
～
）

・指
定
管
理
者
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
R4
～
）

海
の
露
店
市
（
バ
ザ
ー
ル
）
、海

の
ハ
ロ
ウ
ィン
な
ど

・商
業
エ
リア
の
リニ
ュー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
（
R5
）

・高
知
灯
台
、椿
の
小
径
の
整
備
（
R4
～
R5
）

→
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・ボ
ラン
テ
ィア
ガ
イド
に
よる
草
花
ガ
イド
ツア
ー
の
造
成
（
R4
～
）

・国
民
宿
舎
桂
浜
荘
の
利
活
用
検
討
（
R4
～
）

・P
ar
k-
PF
Iに
よ
る
旧
国
民
宿
舎
桂
浜
荘
の
整
備
・管
理
運
営
業
事
業
者
の

公
募
（
R6
）

・選
定
され
た
事
業
者
に
よる
旧
国
民
宿
舎
桂
浜
荘
の
改
修
（
R7
～
）

[成
果
]

・桂
浜
公
園
来
園
者
数
の

増
加

R4
：
58
0,
99
5
人

→
R7
：
68
5,
57
3
人

[課
題
]

・来
場
者
増
加
に
向
け
た
新

た
な
賑
わ
い
づ
くり

・旧
国
民
宿
舎
桂
浜
荘
の

活
用

・さ
らな
る
県
内
周
遊
の
促
進

・桂
浜
桟
橋
の
活
用

回
遊
性
向
上
及
び
新
た
な
賑
わ
い
づ
くり

■
高
知
市
、指
定
管
理
者

・イ
ベ
ント
実
施
に
よ
る
賑
わ
い
創
出
及
び
ナ
イト
タイ
ム
エ
コノ
ミー
の
推
進

・大
型
連
休
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
等
の
道
路
渋
滞
対
策
の
検
討
・実
施

公
園
全
体
の
魅
力
向
上

■
高
知
市
、民
間
事
業
者

・民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
旧
国
民
宿
舎
桂
浜
荘
の
新
た
な
利
活
用

・基
本
計
画
に
基
づ
い
た
施
設
整
備
の
推
進

周
遊
拠
点
とし
て
の
機
能
強
化

■
高
知
市

・観
光
情
報
の
充
実
化

・市
内
に
あ
る
観
光
施
設
との
タイ
アッ
プ

船
着
き
場
整
備

・実
施
設
計
の
作
成
（
R
元
）

・設
置
工
事
（
R2
）

・桂
浜
防
波
堤
内
に
整
備
予
定
の
桟
橋
に
つ
い
て
関
係
者
協
議

（
R4
～
）

船
着
き
場
の
活
用

「№
14

遊
覧
船
に
よ
る
浦
戸
湾
の
観
光
振
興
」の
取
り組
み
に
よ
る

防
波
堤
整
備
工
事

□
国
（
四
国
地
方
整
備
局
）

・津
波
防
波
堤
整
備
の
実
施

□
県
（
港
湾
・海
岸
課
等
）

・桂
浜
桟
橋
の
移
設
協
議

※
津
波
防
波
堤
の
整
備
に
よ
り現
行
の
桂
浜
桟
橋
が
使
用
で
き
な
くな
った

場
合
に
、関

係
機
関
との
調
整
協
議
が
必
要

周
遊
拠
点
とし
て
の
機
能
強
化

回
遊
性
向
上
及
び
新
た
な
賑
わ
い
づ
くり

防
波
堤
整
備
工
事

計
画
の
策
定船
着
き
場
の
活
用

事
業
者

選
定

事
業
実
施

防
波
堤
整
備
工
事

の
着
手
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高

知
市

地
域

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
分

野
観

光
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
14

  
遊

覧
船

に
よ

る
浦

戸
湾

の
観

光
振

興
 

（
高

知
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
(株

)土
佐

レ
ジ

ン
観

光
遊

覧
船

の
乗

船
客

数
1,

26
6

人
 

(R
4)

1,
11

0
人

1,
53

5
人

2,
00

0
人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

４
月

 

事
業

概
要

浦
戸

湾
を

活
用

し
た

観
光

遊
覧

船
の

取
り組

み
等

に
よ

り県
内

外
か

ら
の

観
光

客
の

誘
客

を
図

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

遊
覧

コ
ー

ス
の

拡
充

に
よ

る
魅

力
向

上
 

      

・新
た

な
発

着
場

で
の

運
行

開
始

（
H2

9～
）

 
・桂

浜
新

桟
橋

設
置

（
R2

）
 

・コ
ンベ

ンシ
ョン

協
会

に
よる

ツア
ー

の
造

成
（

R2
～

）
 

・遊
覧

コー
ス

の
PR

と運
航

に
お

け
る

安
全

性
の

確
立

と効
率

化
の

た
め

の
シ

ス
テ

ム
構

築
（

R3
）

→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・桂
浜

コー
ス

の
安

全
運

航
に

向
け

た
トラ

イア
ウト

（
R3

～
4）

 
　R

3：
3

回
、R

4：
3

回
 

・現
浮

桟
橋

の
県

の
処

分
方

針
の

決
定

に
伴

う事
業

継
続

に
向

け
た

協
議

（
R6

）

[成
果

] 
・運

行
回

数
 

　R
2：

11
0

回
 

　R
3：

14
2

回
 

　R
4：

18
1

回
 

　R
5：

19
0

回
 

　R
6：

17
4

回
 

・乗
船

客
数

 
　R

2：
55

1
人

 
　R

3：
82

4
人

 
　R

4：
1,

26
6

人
 

　R
5：

1,
28

2
人

 
　R

6：
1,

11
0

人
 

 [課
題

] 
・現

浮
桟

橋
の

処
分

に
伴

う
事

業
継

続
 

・既
存

コー
ス

の
魅

力
向

上

既
存

遊
覧

コー
ス

の
磨

き
上

げ
及

び
新

た
な

遊
覧

コー
ス

の
造

成
 

■
(株

)土
佐

レ
ジ

ン 
・乗

船
者

の
満

足
度

、ニ
ー

ズ
の

把
握

 
・既

存
遊

覧
コー

ス
の

改
良

及
び

新
た

な
遊

覧
コー

ス
の

検
討

 
(桂

浜
コー

ス
、サ

ンセ
ット

クル
ー

ズ
等

) 
・乗

降
地

の
拡

充
に

対
応

した
受

入
体

制
の

検
討

 
・各

種
イベ

ント
の

実
施

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

活
用

提
案

 
・新

た
な

発
着

場
の

検
討

 

 
県

内
外

へ
の

PR
活

動
 

        

・S
NS

、H
P

に
よる

情
報

発
信

（
H2

7～
）

 
・観

光
案

内
所

等
へ

の
リー

フレ
ット

の
設

置
 

・各
テ

レ
ビ局

で
の

生
中

継
 

・T
VC

M
に

よる
情

報
発

信
（

R4
）

 
→

高
知

市
広

告
活

用
販

売
促

進
支

援
事

業
の

活
用

 
    

観
光

客
に

向
け

た
PR

活
動

 
■

(株
)土

佐
レ

ジ
ン 

・H
P

や
SN

S、
観

光
情

報
誌

へ
の

掲
載

等
に

よ
る

情
報

発
信

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・I

ns
ta

gr
am

等
県

の
情

報
発

信
ツ

ー
ル

を
用

い
た

PR
 

イ
ベ

ン
ト

へ
の

参
加

 
■

(株
)土

佐
レ

ジ
ン 

・イ
ベ

ン
ト

参
加

に
よ

る
遊

覧
船

の
認

知
度

向
上

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・イ

ベ
ン

ト
参

加
の

サ
ポ

ー
ト
 

  

既
存

コー
ス

の
磨

き
上

げ
 

及
び

新
コー

ス
の

検
討

観
光

客
に

向
け

た
PR

活
動

イ
ベ

ン
トへ

の
参

加
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４ 嶺北地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

嶺北地域は四国の真ん中、高知県の北部にあり、美しい山・川などの豊かな自然と冷涼

な気候を生かし、古くから基幹産業である農林業を中心に発展してきましたが、年々人口

が減少し、令和２年の国勢調査における当地域の人口は10,632人と、ピークであった昭和

30年（44,709人）と比較して７割以上も減少しています。

嶺北地域の令和４年度の市町村内総生産（名目）は、38,797 百万円であり、平成 27 年

度と比較すると約 4.8％減少しています。なお、令和４年度の県内総生産（名目）に占め

る割合は約 1.6％です。

産業別（令和４年度）では、農林業、電気・ガス・水道・廃棄物処理業などの割合が、

県全体と比較して高いことが特色に挙げられます。
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0.6
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0.6
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1.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27(嶺北地域)

R4(嶺北地域)

H27(高知県)

R4(高知県)

R4(国)

農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

電気・ガス・水道・廃

棄物処理業

建設業

卸売・小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス

業

情報通信業

金融・保険業

不動産業

専門・科学技術、業務

支援サービス業

公務

教育

保健衛生・社会事業

その他のサービス

※特化係数:嶺北地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、

高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比

特化係数※ H27 R4 特化係数※ H27 R4
農業 2.50 2.55 宿泊・飲食 0.53 0.55 
林業 9.08 11.00 情報通信業 0.02 0.06 
水産業 0.08 0.08 金融・保険業 0.47 0.50 
鉱業 0.58 0.60 不動産業 0.58 0.58 
製造業 0.87 0.70 専門 0.45 0.40 
電・ガ・水・廃 3.29 2.69 公務 1.58 1.47 
建設業 2.19 2.06 教育 0.81 0.86 
卸売・小売業 0.41 0.48 保健衛生 0.99 1.02 
運輸・郵便業 1.07 1.29 その他サービス 0.77 0.84 

高知県を比較対象
とした場合

嶺北
高知県を比較対象

とした場合
嶺北

産業構造の特徴

出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）

74



農業分野

豊かな自然のもと、夏秋期の冷涼な気候を生かした雨よけ野菜、気温の日較差を生かし

た水稲、ユズ、花きなどの生産が中心となっています。

生産者の高齢化、農業経営体や耕地面積の減少が続くなか、園芸品目やブランド米、伝

統作物などの地域資源を活用し、中山間農業複合経営拠点を中心とした地域農業を支える

取り組みや、担い手の確保・育成に向けた取り組みがますます重要となっています。

また、畜産分野では、ブランド牛である土佐あかうしへの需要の高まりに応えるため、

牛の増頭や肥育成績の向上に向けた取り組みなどが進んでいます。

林業分野

県内でも有数の森林資源を有する地域であり、搬出間伐や皆伐によって原木生産を進め

ていますが、さらに生産性の向上や労働強度の軽減を図るため、ＩＣＴ等を活用したスマ

ート林業の推進の取り組みも始まっています。また、地域おこし協力隊の任期を終えた方

が自伐林家として地域で活躍するなど、新たな担い手確保につながる成功事例も生まれて

います。

商工業分野

大手建材メーカーの関連工場の建設や世界的な脱炭素の潮流に乗った木質チップの需要

拡大により、林業関係の事業者がけん引する形で、約 10 年前と比べると域内製造業の産出

額は大きく伸びています。一方、当地域における卸売・小売業は個人商店や家族経営によ

る小規模事業者を中心に成り立ってきましたが、その市場規模はライフスタイルの変化や

県外資本による大規模小売店舗の進出などにより、年々縮小しています。

そうした中でも、当地域においては、地元産の酒米にこだわった日本酒製造において、

新工場の整備等により生産性が向上し、輸出も順調に拡大しているほか、集落活動センタ

ーと連携して開発した清涼飲料水が、関東、関西圏のスーパー等で安定的な取引につなが

っています。さらには、地域資源を活用したラー油などの加工品づくりも行われており、

食品関連産業では今後さらなる事業拡大が期待できる兆しもあります。

観光分野

嶺北の広域観光組織「(一社）土佐れいほく観光協議会」を軸に、嶺北４町村及び地域内

の観光関係者が連携を図り、「アウトドアヴィレッジもとやま」や「さめうらレイクタウン」

等の拠点施設を中心に、豊かな自然を生かした体験型の観光商品及びインバウンド向け商

品の開発や教育旅行の誘致、観光人材の育成等を推進し、交流人口の拡大に取り組んでい

ます。
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（２） 地域アクションプランの概要

当地域では、これまで取り組んできた事業の成果や課題を踏まえて、農林業の振興に向

けた生産・販路拡大及び担い手確保、地域の特産品を活用した加工品づくり、新たな交流

人口の拡大等、16 のアクションプランにより中山間地域の産業振興に取り組みます。

農業分野

ブランド米「土佐天空の郷」や地域で代々受け継がれてきた銀不老、碁石茶などの伝統

作物の生産拡大を図りながら、中山間農業複合経営拠点を中心に販路拡大・売上増に取り

組むとともに、直販所「本山さくら市」の売上増に向けた機能強化に取り組みます。

畜産分野では、地域ブランドである土佐あかうしや大川黒牛の生産拡大のほか、土佐は

ちきん地鶏の生産から加工・販売までの一貫した取り組みによる円滑な運営を進めます。

林業分野

豊富な森林資源の利用促進を進めるとともに、地域の豊かな山林とそこで培われた技

術・人材を最大限に生かして、地域おこし協力隊在住中に川上（林業）から川下（木材関

連産業）における林業従事者に必要な基礎を学べる環境づくりの推進や、林業以外の木材

加工や特用林産等、森林資源を活用した多様な働き方への支援を行います。

あわせて、こうした地域ならではの働き方を県外移住フェア等で発信することにより、

新たな担い手の確保・育成につなげます。

商工業分野

地元産酒米にこだわった日本酒の販路拡大については、生産設備の増強等により生産性

が向上するとともに、海外をはじめ販路拡大も順調に進み売上高も増加しています。今後

は、国内外における継続的な販路開拓とあわせて、地元産の酒米を大量かつ安定的に生産

できる体制づくりを目指します。

シソ・ユズを活用した商品の販路拡大においては、関東・関西を中心とした大手小売業

との取引による売上増を目指すとともに、シソ原液を安定して生産できる体制の整備を進

めていきます。

また、どぶろくの既存商品の磨き上げと新商品の開発を行い販路拡大を目指すとともに、

隣接する「杉の大杉」や「道の駅大杉」を含めた大杉エリア全体で、どぶろく振興による

交流人口の拡大を目指します。

あわせて、捕獲された有害鳥獣のジビエ肉を活用したペットフード商品の販路拡大を図

るとともに、宿泊事業とセットにした新たな事業展開にも取り組みます。

さらに、嶺北産の農産物等を、県外の中小規模飲食店等へ直接販売している事業者への

支援、また、土佐町石原地域の観光資源や加工品、直販所等を活用した地域全体で稼げる

仕組みの構築など、地域における雇用の場を創出することで、地域の担い手となる若者の

定着につなげます。

観光分野

（一社）土佐れいほく観光協議会が中心となって、４町村及び地域内の観光関連事業者

と連携し、「アウトドアヴィレッジもとやま」や、「さめうらレイクタウン」等の拠点施設

を中心に、豊かな自然を生かした、嶺北ならではの体験プログラムの磨き上げ、経済効果
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につながる観光基盤の整備を進めていきます。あわせて、四国の真ん中に位置し、高知市

や他府県からのアクセスの良さを生かした周遊観光の促進や、新たな教育旅行の誘致、ま

た、インバウンド客の誘客に向けた取り組みを強化するなど、さらなる交流人口の拡大に

引き続き取り組みます。

また、大川村さめうら遊覧船事業において、魅力ある観光・交流メニューの造成・PR 強

化に取り組むとともに、大豊町の２大観光施設である「ゆとりすとパークおおとよ」、「山

荘梶ヶ森」を核に、吉野川流域の見所ある観光資源を活用し、周遊観光の仕組みづくりに

取り組んでいきます。
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（３）　具体的な取り組み

分
野

№
本
山
町

大
豊
町

土
佐
町

大
川
村

1 本山町のブランド米を核とした地域産業の活性化 ●

2 大豊町の伝統作物の地域産業化の推進 ●

3 土佐あかうしを活用した地域産業の活性化 ● ● ●

4 土佐はちきん地鶏・大川黒牛を核とした畜産業の活性化 ●

林 5 嶺北地域の林業・木材関連産業の担い手確保による地域活性化 ● ● ● ●

6 嶺北地域のシソ・ユズを活用した地域産業の活性化 ●

7 れいほく野菜等の特産品を活用したビジネスの活性化 ●

8 嶺北地域で140年続く酒蔵を核とした地域活性化 ●

9 ジビエを活用したローカルビジネスの推進 ●

10 どぶろくによる「杉の大杉」エリアの活性化 ●

11 嶺北地域における広域観光の振興 ● ● ● ●

12 アウトドアヴィレッジもとやまを核とした観光産業の振興 ●

13 ●

14 山岳観光を核とした観光産業の振興 ●

15 さめうら湖を核とした観光産業の振興 ●

他 16 土佐町石原地区の地域資源を活用した地域活性化 ●

項目

ゆとりすとパークおおとよ・山荘梶ヶ森を核に吉野川流域の観光資源を活用した周遊観光の仕組みづくり

農

商
工

観
光
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　4、5、11、14 　2、3、5、9、10、11、13

  1、3、5、6、11、12

　3、5、7、8、11、15、16

大川村

土佐町

本山町
大豊町

【嶺北地域】
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成
に

向
け

た
進

捗
管

理
等

 
・栽

培
管

理
技

術
向

上
支

援
（

天
候

な
どの

状
況

に
臨

機
応

変
した

栽
培

指
導

の
強

化
）

 
・戦

略
づ

くり
や

人
材

育
成

等
に

関
す

る
産

振
アド

バ
イザ

ー
等

に
よ

る
支

援

 

 
本

山
さ

くら
市

の
魅

力
化

に
よ

る
売

上
増

・調
理

加
工

施
設

「さ
くら

茶
屋

」の
整

備
（

H2
5～

H2
6）

 
・本

山
さ

くら
市

生
産

組
合

か
ら

農
業

公
社

に
店

舗
運

営
等

委
託

開
始

（
R4

）
 

・商
品

の
産

地
間

交
流

開
始

（
R5

）

売
上

増
に

向
け

た
機

能
強

化
 

■
(一

財
)本

山
町

農
業

公
社

、本
山

さく
ら市

生
産

組
合

、本
山

町
 

　・
商

品
の

産
地

間
交

流
拡

大
、適

正
価

格
設

定
、来

店
者

・購
入

者
の

属
性

分
析

、
土

日
の

利
用

者
増

に
向

け
た

イベ
ン

ト開
催

、飲
食

機
能

の
検

討
、店

舗
内

レ
イア

ウ
ト

等
の

見
直

し、
店

舗
運

営
の

人
材

確
保

・育
成

 
□

県
（

農
業

改
良

普
及

所
、地

域
本

部
等

）
 

 
・P

DC
A

サ
イク

ル
に

よ
る

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・野
菜

栽
培

暦
の

作
成

・改
善

支
援

、栽
培

技
術

向
上

支
援

 
・人

材
育

成
等

に
関

す
る

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

等
に

よる
支

援
 

・関
係

機
関

との
連

携
に

向
け

た
調

整
、情

報
提

供
 

ブ
ラ

ン
ド

化
推

進
協

議
会

へ
の

勧
誘

に
よ

る
 

会
員

増
加

、生
産

面
積

の
維

持
・拡

大

栽
培

管
理

技
術

等
の

見
直

し

機
能

強
化

の
検

討
・実

施
 

（
産

地
間

交
流

、適
正

価
格

設
定

、イ
ベ

ン
ト

開
催

等
）

地
域

内
外

の
事

業
者

等
との

連
携

精
米

の
直

営
販

売
拡

大
 

（
販

売
戦

略
の

見
直

し・
実

行
）

 

野
菜

等
の

生
産

・出
荷

量
の

拡
大

店
舗

運
営

の
人

材
確

保
・育

成
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

農
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

2 
 大

豊
町

の
伝

統
作

物
の

地
域

産
業

化
の

推
進

 
（

大
豊

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(株
)大

豊
ゆ

とり
ファ

ー
ム

、◎
大

豊
町

銀
不

老
生

産
組

合
、◎

大
豊

町
碁

石
茶

協
同

組
合

、(
株

)城
西

館
、日

本
航

空
(株

)高
知

支
店

、大
豊

町
(1

)銀
不

老
出

荷
量

0.
36

 t 
（

R4
）

0.
25

t
0.

23
t

３
t

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

(2
)碁

石
茶

関
連

商
品

の
総

販
売

額
1,

68
4

万
円

 
（

R4
)

1,
77

6
万

円
3,

00
0

万
円

 

事
業

概
要

大
豊

町
の

伝
統

作
物

で
あ

る
「銀

不
老

」、
「碁

石
茶

」に
つ

い
て

、こ
れ

ま
で

の
大

豊
町

銀
不

老
生

産
組

合
、大

豊
町

碁
石

茶
協

同
組

合
に

、大
豊

町
の

農
業

を
支

え
て

い
る

(株
)大

豊
ゆ

とり
ファ

ー
ム

を
加

え
た

生
産

体
制

を
構

築
す

る
こと

で
、生

産
及

び
消

費
拡

大
の

取
り組

み
を

効
果

的
に

推
進

し、
伝

統
作

物
の

産
業

化
を

進
め

地
域

経
済

の
活

性
化

を図
る

。
  

主
な

取
り組

み
これ

ま
で

の
主

な
動

き
第

５
期

計
画

に
お

け
る

行
程

表
 

取
り組

み
の

内
容

主
な

成
果

・課
題

事
業

概
要

R6
R7

R8
R9

 
希

少
価

値
の

高
い

豆
「銀

不
老

」の
生

産
拡

大
 

      

・(
株

)城
西

館
に

よ
る

加
工

品
開

発
及

び
販

売
（

H1
9～

）
 

・「
銀

不
老

」商
標

の
登

録
（

H2
2)

 
・「

銀
不

老
の

今
後

を
考

え
る

会
」の

発
足

（
H3

0）
 

・大
豊

町
に

よ
る

銀
不

老
種

子
配

布
開

始
（

R
元

）
 

・大
豊

町
銀

不
老

生
産

組
合

設
立

（
R2

）
 

・関
係

事
業

者
と連

携
した

交
流

イベ
ント

（
播

種
・収

穫
）

の
実

施
 

（
年

2
回

）
（

R2
～

）
 

・(
株

)大
豊

ゆ
とり

ファ
ー

ム
に

よる
銀

不
老

生
産

事
業

開
始

（
R6

～
）

 
・(

株
)大

豊
ゆ

とり
ファ

ー
ム

に
地

域
お

こし
協

力
隊

を
1

名
導

入
（

R7
～

）
 

・農
業

改
良

普
及

所
に

よ
る

栽
培

指
導

の
実

施
（

R7
～

）
 

[成
果

] 
・銀

不
老

関
連

商
品

数
 

　　
R2

：
3

品
 

→
R5

：
4

品
 

・碁
石

茶
関

連
商

品
数

 
　　

R2
：

3
品

 
　　

　→
R5

：
4

品
 

・(
株

)大
豊

ゆ
とり

ファ
ー

ム
に

地
域

お
こし

協
力

隊
を

1
名

導
入

（
R7

～
）

 
  [課

題
] 

（
銀

不
老

）
 

・生
産

組
合

の
体

制
強

化
 

・生
産

量
不

足
 

（
碁

石
茶

）
 

・生
産

農
家

の
高

齢
化

等
に

よ
る

生
産

者
不

足
 

・効
果

的
、戦

略
的

な
営

業
活

動
の

展
開

 
（

大
豊

ゆ
とり

ファ
ー

ム
）

 
・非

収
益

事
業

（
農

地
保

全
や

就
農

支
援

な
ど）

を
担

え
る

安
定

し
た

経
営

体
制

へ
の

改
善

銀
不

老
の

生
産

拡
大

に
向

け
た

取
り組

み
 

■
(株

)大
豊

ゆ
とり

ファ
ー

ム
 

　・
銀

不
老

生
産

事
業

（
地

域
お

こし
協

力
隊

導
入

、ノ
ウハ

ウ取
得

、圃
場

確
保

な
ど）

 
■

大
豊

町
銀

不
老

生
産

組
合

 
　・

新
規

組
合

員
の

確
保

と組
織

体
制

の
強

化
及

び
運

営
の

適
正

化
（

地
域

お
こし

協
力

 
隊

の
導

入
）

 
□

大
豊

町
、県

（
地

域
本

部
、農

業
改

良
普

及
所

等
）

 
・P

D
CA

サ
イク

ル
に

よ
る

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
（

以
下

同
じ）

 
　・

生
産

拡
大

に
向

け
た

技
術

支
援

、種
子

配
布

会
等

実
施

の
伴

走
支

援
 

銀
不

老
の

消
費

拡
大

に
向

け
た

取
り組

み
 

■
大

豊
町

銀
不

老
生

産
組

合
 

　・
関

係
事

業
者

と連
携

した
イベ

ント
等

の
実

施
 

　・
商

品
開

発
・販

促
活

動
（

協
定

締
結

事
業

と連
携

した
新

商
品

開
発

・県
内

小
売

店
 

と連
携

した
レシ

ピコ
ンテ

ス
トの

開
催

な
ど）

 
□

大
豊

町
、県

（
地

域
本

部
）

 
　・

銀
不

老
PR

に
向

け
た

各
種

イベ
ント

等
の

伴
走

支
援

 

 
伝

統
製

法
の

後
発

酵
茶

「碁
石

茶
」の

消
費

拡
大

 
    

・加
工

品
開

発
及

び
販

促
活

動
に

係
る

投
資

（
H2

1～
H2

2）
 

→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・大
豊

町
碁

石
茶

協
同

組
合

の
中

期
事

業
計

画
策

定
（

H2
3）

 
→

産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・碁
石

茶
生

産
体

験
プ

ログ
ラム

（
碁

石
茶

親
衛

隊
）

の
導

入
 

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　（
H2

8～
H2

9）
 

・機
能

性
表

示
申

請
に

向
け

た
取

り組
み

（
H2

8～
）

 
・国

重
要

無
形

民
俗

文
化

財
指

定
へ

向
け

た
取

り組
み

（
R4

～
）

 
・大

豊
町

碁
石

茶
協

同
組

合
に

お
け

る
営

業
活

動
の

委
託

開
始

(R
6～

) 
・(

株
)大

豊
ゆ

とり
ファ

ー
ム

に
地

域
お

こし
協

力
隊

を
1

名
導

入
（

銀
不

老
豆

と
兼

務
）

（
R7

～
）

碁
石

茶
の

販
路

拡
大

 
■

大
豊

町
碁

石
茶

協
同

組
合

 
　・

営
業

担
当

職
員

配
置

に
よ

る
海

外
も

含
め

た
新

た
な

販
路

開
拓

 
・生

産
量

増
加

に
向

け
た

新
規

組
合

員
の

確
保

 
■

(株
)大

豊
ゆ

とり
ファ

ー
ム

 
　・

銀
不

老
とセ

ット
に

した
伝

統
作

物
生

産
の

担
い

手
とし

て
地

域
お

こし
協

力
隊

を
導

入
 

□
大

豊
町

、県
（

地
域

本
部

、農
業

改
良

普
及

所
等

）
 

・新
規

組
合

員
確

保
に

向
け

た
外

部
人

材
導

入
検

討
、産

振
補

助
金

等
（

アド
バ

イ 
ザ

ー
派

遣
含

む
）

の
活

用
 

碁
石

茶
の

ブ
ラ

ン
ド

力
の

向
上

 
■

大
豊

町
碁

石
茶

協
同

組
合

 
　・

新
商

品
開

発
（

イベ
ント

出
展

等
を

通
じた

需
要

把
握

）
 

　・
国

重
要

無
形

民
俗

文
化

財
指

定
の

強
み

を
生

か
した

販
売

戦
略

 
□

大
豊

町
、県

（
地

域
本

部
）

 
・産

振
補

助
金

、各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供

銀
不

老
生

産
事

業
実

施
の

検
討

地
域

お
こし

協
力

隊

の
導

入
、ノ

ウ
ハ

ウ

取
得

、生
産

圃
場

の

確
保

等

種
子

配
布

会
・栽

培
相

談
会

の
実

施

播
種

・収
穫

体
験

イ
ベ

ン
トの

実
施

（
年

2
回

）生
産

事
業

の
本

格
実

施

銀
不

老
レ

シ
ピ

コン
テ

ス
ト

開
催

（
年

1
回

）

新
商

品
造

成
・O

EM
販

売
（

４
品

）

海
外

販
路

の
開

拓
に

向
け

た
営

業
活

動

伝
統

作
物

伝
承

の
た

め
の

組
合

員
募

集
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

地
域

お
こし

協
力

隊
の
 

募
集

製
造

ノウ
ハ

ウ
等

の
取

得
・生

産

地
域

お
こし

協
力

隊
の

募
集

番
茶

フェ
ス

等
の

イ
ベ

ン
ト

出
展

（
年

1
回

以
上

）

海
外

を
含

め
需

要
に
 

応
じた

生
産

・出
荷

 

国
重

要
無

形
文

化
財

の
調

査

指
定

に
基

づ
く

販
売

戦
略生
産

組
合

の
体

制
強

化
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
３

土
佐
あ
か
うし
を
活
用
した
地
域
産
業
の
活
性
化

（
土
佐
町
、本
山
町
、大
豊
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)れ
い
ほ
く未
来
、◎
肉
用
牛
生
産
組
合
、◎
(株
)れ
い
ほ
く畜
産
、

JA
高
知
県
（
土
長
地
区
）
、土
佐
町
、本
山
町
、大
豊
町

土
佐
あ
か
うし
の
販
売
額

４
億
円

（
R4
）

3.
8
億
円

4.
5
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

事
業
概
要

ブラ
ンド
化
が
進
み
販
売
額
が
着
実
に
伸
び
て
い
る
土
佐
あ
か
うし
に
つ
い
て
、今
後
も
生
産
基
盤

の
強
化
や
生
産
性
向
上
に
取
り組
む
とと
も
に
、ブ
ラン
ド力
向
上
に
よ
る
高
付
加
価
値
化
な
どの
取

り組
み
を
強
化
し、
嶺
北
産
土
佐
あ
か
うし
の
販
売
額
の
増
に
つ
な
げ
て
い
く。
ま
た
、地
域
イベ
ン
ト

の
実
施
等
、交
流
人
口
拡
大
に
つ
な
が
る
機
会
も
あ
わ
せ
て
創
出
して
い
くこ
とで
、さ
らな
る
地
域
活

性
化
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
基
盤
強
化
、生
産

性
向
上

・レ
ンタ
ル
畜
舎
整
備
事
業
の
実
施
（
H2
8～
R
元
）

・J
A
堆
肥
舎
の
整
備
（
H2
9）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・送
風
機
等
の
整
備
（
R3
）

→
新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
対
策
産
業
振
興
推
進
特
別
支
援
事
業
費

補
助
金
の
活
用

・自
給
粗
飼
料
作
付
け
の
増
大
及
び
稲
W
CS
等
の
利
用
拡
大

・(
株
)れ
い
ほ
く未
来
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、業
務
執
行
体
制
の
強
化
（
R3
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・(
株
)れ
い
ほ
く未
来
の
肥
育

成
績
の
向
上

【A
3】
：
R6
29
.0
%

→
R7
31
.0
%

【A
4】
：
R6

42
.0
7%

→
R7

37
.3
%

【A
5】
：
R6

4.
6%

→
R7

7.
1%

・高
級
飲
食
店
を
対
象
とし
た

外
商 →
産
地
視
察
：
3
社

[課
題
]

・担
い
手
不
足

・生
産
基
地
で
の
肥
育
成
績

の
改
善

・飼
料
価
格
の
高
騰

・増
頭
に
向
け
た
土
地
の
確

保
及
び
畜
舎
の
整
備

・嶺
北
域
内
で
の
消
費
拡

大
、ブ
ラン
ド力
の
向
上

生
産
基
盤
強
化
、生
産
性
向
上

■
(株
)れ
い
ほ
く未
来
、肉
用
牛
生
産
組
合

・レ
ンタ
ル
畜
舎
施
設
等
整
備
事
業
の
活
用
、増
殖
基
金
の
活
用
、飼
養
技
術

向
上
に
よ
る
安
定
的
な
出
荷
体
制
制
の
構
築
、

Io
T
機
器
の
導
入
検
討
、堆
肥
の
積
極
的
な
利
用
、稲

W
CS
等
の
利
用
拡
大

□
県
（
家
畜
保
健
衛
生
所
等
）

・巡
回
指
導
等
に
よ
る
技
術
支
援
、受
精
卵
移
植
に
よ
る
増
頭
、各
種
事
業
（
レン

タル
畜
舎
施
設
等
整
備
事
業
等
）
に
よる
経
営
支
援
、I
oT
機
器
導
入
支
援
、

稲
W
CS
等
の
活
用
に
関
す
る
情
報
提
供

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
よ
る

高
付
加
価
値
化

・T
RB
規
格
（
土
佐
あ
か
うし
（
枝
肉
）
の
独
自
の
規
格
制
度
）
の
創
設

（
R2
～
）

・(
株
)れ
い
ほ
く畜
産
ミー
トセ
ンタ
ー
の
施
設
改
修
に
よ
る
食
品

加
工
の
高
度
化
（
R6
）

・「
ま
る
ご
と・
あ
か
うし
」に
よる
高
級
飲
食
店
を
対
象
とし
た
外
商
（
R7
～
）

ブ
ラ
ン
ド力
向
上
に
よ
る
高
付
加
価
値
化

■
(株
)れ
い
ほ
く畜
産
、土
佐
町
、本
山
町
、大
豊
町

・老
朽
化
した
施
設
、設
備
機
器
等
の
更
新
（
嶺
北
畜
産
ミー
トセ
ンタ
ー
：
HA
CC
P

対
応
）

・ブ
ラン
ド力
向
上
に
向
け
た
営
業
活
動
の
強
化
・販
促
活
動

□
県
（
地
域
本
部
、家
畜
保
健
衛
生
所
等
）

・T
RB
規
格
を
通
じた
土
佐
あ
か
うし
の
PR

・設
備
投
資
に
か
か
る
各
種
補
助
金
の
情
報
提
供
や
戦
略
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ

ー
等
に
よる
支
援

交
流
人
口
拡
大

・土
佐
あ
か
うし
街
道
ス
タン
プ
ラリ
ー
（
土
佐
あ
か
うし
街
道
振
興
会
主
催
）

（
R3
～
）

・嶺
北
地
域
誘
客
促
進
キ
ャン
ペ
ー
ン
（
クー
ポ
ン
キ
ャン
ペ
ー
ン
：
(一
社
)土
佐

れ
い
ほ
く観
光
協
議
会
）
（
R3
～
R5
）

・土
佐
れ
い
ほ
く肉
フェ
ス
テ
ィバ
ル
（
土
佐
町
商
工
ま
つ
り実
行
委
員
会
主
催
）

（
R5
.1
2）

・土
佐
の
豊
穣
祭
in
嶺
北
「肉
肉
カー
ニバ
ル
」（
土
佐
の
豊
穣
祭
in
嶺
北
実

行
委
員
会
主
催
）
（
R6
.1
0）

地
域
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

■
土
佐
町
、本
山
町
、大
豊
町

・関
係
団
体
等
と連
携
し、
土
佐
あ
か
うし
をメ
イン
とし
た
地
域
イベ
ント
等
を
実
施
す
る
こ

とで
、消
費
者
の
嶺
北
地
域
へ
の
来
訪
を促
進

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
との
連
携
に
関
す
る
調
整
・情
報
提
供
等

【用
語
】
・W
CS
（
W
ho
le
Cr
op
Si
la
ge
）
：
トウ
モロ
コシ
や
稲
の
よう
に
、従
来
は
子
実
を採
る
こと
を目
的
に
作
られ
た
作
物
に
つ
い
て
、繊
維
の
多
い

茎
葉
部
分
と栄
養
価
の
高
い
子
実
部
分
を一
緒
に
収
穫
し、
サ
イレ
ー
ジ
（
家
畜
用
飼
料
の
一
種
）
に
調
整
した
も
の

飼
養
技
術
向
上
、I
oT
機
器
導
入
等
に
よ
る

生
産
性
の
向
上

県
内
産
粗
飼
料
の
利
用
促
進

施
設
整
備

機
器
更
新

営
業
活
動
・販
促
活
動
の
強
化

地
域
イ
ベ
ン
ト等
の
検
討
・実
施

TR
B
規
格
等
を
通
じた
土
佐
あ
か
うし
の
PR

増
頭
に
向
け
た
受
精
卵
移
植
・

畜
舎
整
備
等
の
検
討
・実
施
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

農
業

         　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

4 
 土

佐
は

ち
き

ん
地

鶏
・大

川
黒

牛
を

核
とし

た
畜

産
業

の
活

性
化

 
（

大
川

村
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(株
)む

らび
と本

舗
、◎

(一
社

)大
川

村
ふ

る
さと

む
ら公

社
、大

川
村

(1
)黒

牛
の

販
売

額
　6

,8
15

万
円

 
（

R4
)

5,
24

7.
9

万
円

7,
80

0
万

円

 

AP
へ

の
位

置
づ

け
H2

1.
4 

月
(2

)は
ち

き
ん

地
鶏

販
売

額
1

億
 

2,
67

3
万

円
 

（
R4

)

1
億

 
3,

19
4

万
円

1.
8

億
円

 

事
業

概
要

大
川

村
の

基
幹

産
業

で
あ

る
畜

産
の

振
興

に
よ

り地
域

の
活

性
化

を
図

り、
雇

用
の

確
保

、所
得

の
向

上
に

つ
な

げ
る

。
  

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

【大
川

黒
牛

】生
産

体
制

の
強

化
 

       

・肥
育

牛
舎

（
15

0 
頭

規
模

）
の

整
備

（
Ｈ

27
）

 
→

　産
振

補
助

金
の

活
用

 
・黒

牛
増

殖
基

金
の

設
立

（
Ｒ

元
）

 
・巡

回
指

導
等

に
よる

技
術

支
援

 
・繁

殖
牛

舎
の

改
修

（
R5

）
 

・「
ま

る
ご

と大
川

」ブ
ラン

デ
ィン

グ
推

進
事

業
に

よ
る

畜
産

物
の

PR
・販

路
拡

大
 

（
R3

～
）

 
・E

C
サ

イト
に

お
け

る
謝

肉
祭

セ
ット

の
販

売
（

R6
）

[成
果

] 
◆

黒
牛

年
間

出
荷

頭
数

 
R2

：
50

 頭
  

R3
：

40
 頭

 
R4

：
51

 頭
 

R5
：

55
 頭

 
R6

：
43

 頭
 

◆
は

ち
きん

地
鶏

販
売

額
 

R
元

:1
15

,1
68

千
円

 
R4

：
12

7,
69

1
千

円
 

R5
：

11
3,

40
9

千
円

 
R6

：
13

1,
94

3
千

円
 

  [課
題

] 
◆

大
川

黒
牛

 
・生

産
人

材
の

不
足

 
・大

川
黒

牛
ブ

ラン
ドと

して
の

市
場

流
通

 
◆

は
ち

きん
地

鶏
 

・収
支

バ
ラ

ン
ス

を
確

保
し

つ
つ

生
産

規
模

を
拡

大
で

き
る

体
制

の
構

築
 

・食
鳥

処
理

施
設

の
人

手
不

足
に

伴
う外

部
委

託
増

に
よ

る
収

支
悪

化
 

・営
業

力
の

強
化

【大
川

黒
牛

】生
産

体
制

の
強

化
 

■
(株

)む
らび

と本
舗

 
・繁

殖
牛

、肥
育

牛
の

増
頭

、増
殖

基
金

の
活

用
・後

継
者

人
材

の
獲

得
 

■
大

川
村

 
・各

種
事

業
（

増
殖

基
金

等
）

に
よ

る
経

営
支

援
 

・人
材

確
保

に
向

け
た

地
域

お
こし

協
力

隊
や

外
国

人
技

能
実

習
生

等
の

受
入

 
・「

まる
ご

と大
川

」ブ
ラン

デ
ィン

グ
推

進
事

業
に

よ
る

畜
産

物
の

PR
、販

路
拡

大
 

□
県

（
地

域
本

部
、家

畜
保

健
衛

生
所

等
）

 
・P

DC
A

サ
イク

ル
に

よ
る

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・巡
回

指
導

等
に

よ
る

技
術

支
援

 

 
【は

ち
き

ん
地

鶏
】経

営
改

善
・販

路
拡

大
 

        

・鶏
舎

の
整

備
（

10
万

羽
規

模
）

(H
21

～
H2

2)
→

　産
振

補
助

金
の

活
用

 
・大

川
村

プ
ロジ

ェク
ト産

業
振

興
部

会
の

立
ち

上
げ

（
H2

6～
）

 
・鶏

舎
の

整
備

（
4

万
羽

規
模

）
（

Ｈ
28

）
 

・食
鳥

処
理

施
設

の
整

備
（

H2
9）

 
→

　地
方

創
生

推
進

交
付

金
、産

振
補

助
金

の
活

用
 

・食
鳥

処
理

事
業

の
専

門
的

知
識

を
有

す
る

外
部

専
門

人
材

の
導

入
(R

元
)

→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・専
門

家
に

よる
経

営
分

析
及

び
経

営
改

善
計

画
策

定
（

R2
) 

　→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・販
売

量
に

見
合

った
生

産
規

模
の

適
正

化
、販

売
戦

略
の

見
直

し 
（

R2
～

R4
）

→
　産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 
・営

業
職

員
の

雇
用

（
H3

0～
）

 
・生

産
施

設
（

育
成

舎
3

棟
分

）
に

お
い

て
自

動
給

餌
器

等
整

備
（

R2
）

 
→

　新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

対
策

産
業

振
興

推
進

特
別

支
援

事
業

費
 

補
助

金
を

活
用

 
・は

ち
き

ん
地

鶏
事

業
経

営
改

善
会

議
 （

R3
～

R4
　計

4
回

）
 

・は
ち

き
ん

地
鶏

事
業

再
建

チ
ー

ム
会

議
（

R3
～

R6
　計

5
回

）
 

・食
鳥

処
理

施
設

の
人

材
確

保
（

外
国

人
技

能
実

習
生

の
受

け
入

れ
）

(R
6)

【土
佐

は
ち

き
ん

地
鶏

】食
鳥

処
理

施
設

の
安

定
運

営
と収

支
改

善
お

よ
び

販
路

拡
大

 
■

(株
)む

らび
と本

舗
 

・飼
養

管
理

技
術

の
向

上
、鶏

の
安

定
生

産
 

■
(一

社
)大

川
村

ふ
る

さと
む

ら公
社

 
・食

鳥
処

理
施

設
の

人
材

確
保

（
外

国
人

技
能

実
習

生
の

受
け

入
れ

）
 

・事
業

支
出

の
圧

縮
に

よ
る

収
支

改
善

 
・適

正
な

販
売

価
格

の
設

定
、利

益
率

の
高

い
加

工
品

の
営

業
強

化
 

■
大

川
村

 
・関

係
機

関
との

協
議

（
大

川
村

プ
ロジ

ェク
ト等

）
に

よ
る

経
営

改
善

支
援

 
・「

まる
ご

と大
川

」ブ
ラン

デ
ィン

グ
推

進
事

業
に

よ
る

畜
産

物
の

PR
、販

路
拡

大
 

・鶏
舎

・食
鳥

処
理

施
設

の
デ

ジ
タル

技
術

導
入

の
検

討
 

□
県

（
地

域
本

部
、家

畜
保

健
衛

生
所

等
）

 
・P

DC
A

サ
イク

ル
に

よ
る

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・関
係

機
関

と連
携

した
協

議
（

大
川

村
プロ

ジ
ェク

ト等
）

に
よる

経
営

改
善

支
援

 
・販

路
開

拓
等

の
支

援
 

・巡
回

指
導

等
に

よ
る

技
術

支
援

生
産

人
材

の
確

保

鶏
の

安
定

生
産

・鶏
舎

の
整

備
検

討

畜
産

物
の

PR
・販

路
拡

大

巡
回

指
導

等
に

よ
る

技
術

支
援

外
国

人
技

能
実

習
生

受
入

食
鳥

処
理

施
設

の
安

定
運

営
・ 

デ
ジ

タ
ル

技
術

導
入

の
検

討

支
出

の
見

直
し

適
正

価
格

の
設

定

収
支

改
善

・単
年

度
黒

字
化

営
業

強
化

・販
路

拡
大

巡
回

指
導

等
に

よ
る

技
術

支
援
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

林
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

5 
 嶺

北
地

域
の

林
業

・木
材

関
連

産
業

の
担

い
手

確
保

に
よ

る
地

域
活

性
化

 
（

嶺
北

地
域

全
域

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
本

山
町

、
◎

大
豊

町
◎

土
佐

町
、

◎
大

川
村

、
小

規
模

林
業

事
業

者
（

事
業

体
）

、森
林

組
合

、木
材

加
工

業
・木

工
製

品
等

製
造

業
者

地
域

お
こし

協
力

隊
（

林
業

）
の

着
任

数
３

人
 

（
R4

）
2

人
４

人
10

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R6
.4

月

 

事
業

概
要

地
域

お
こし

協
力

隊
等

の
地

域
定

着
率

ア
ップ

に
よ

る
林

業
・木

材
関

連
産

業
に

お
け

る
新

た
な

担
い

手
の

確
保

を
図

る
た

め
、川

上
～

川
下

ま
で

の
一

体
的

な
人

材
育

成
体

制
を

構
築

す
ると

とも
に

、小
規

模
事

業
者

の
経

営
安

定
化

の
た

め
、林

業
以

外
の

収
入

確
保

（
森

林
資

源
を

活
用

し
た

多
様

な
働

き方
）

へ
の

支
援

を強
化

す
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

地
域

お
こ

し
協

力
隊

（
林

業
）

の
受

入
れ

・中
山

間
地

域
に

お
け

る
移

住
・定

住
促

進
、担

い
手

確
保

の
た

め
、林

業
分

野
に

お
け

る
地

域
お

こし
協

力
隊

の
受

入
れ

が
拡

大
 

・地
域

お
こし

協
力

隊
任

期
終

了
後

は
、小

規
模

林
業

事
業

者
とし

て
地

域
に

定
着

す
る

ケ
ー

ス
が

多
く、

LL
P（

有
限

責
任

事
業

組
合

）
を

設
立

し、
間

伐
・

造
林

・下
刈

り、
木

材
加

工
等

を行
う小

規
模

林
業

事
業

体
が

誕
生

 （
R5

～
）

[成
果

] 
・地

域
お

こし
協

力
隊

が
着

任
 

→
６

人
（

R6
～

R7
）

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

を
卒

業
者

に
よ

る
小

規
模

林
業

事
業

体
設

立
 

→
本

山
町

：
山

番
LL

P
（

H2
8）

 
土

佐
町

：
LL

P
トサ

イチ
ヨ 

ン（
R5

）
 

 [課
題

] 
・所

得
向

上
に

向
け

た
、木

材
加

工
等

の
育

成
体

制
の

確
立

 
・小

規
模

事
業

者
の

経
営

安
定

化
 

・都
市

部
か

ら
の

移
住

促
進

に
向

け
た

情
報

発
信

力
向

上
 

       

一
体

的
な

人
材

育
成

体
制

の
構

築
 

■
本

山
町

、大
豊

町
、土

佐
町

、大
川

村
、小

規
模

事
業

者
（

事
業

体
）

、森
林

組
合

、木
材

加
工

業
・木

工
製

品
等

製
造

業
者

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

在
任

中
に

、林
業

で
必

要
な

ス
キ

ル
の

習
得

に
加

え
て

、川
中

・ 
川

下
の

基
礎

を
学

べ
る

環
境

づ
くり

を推
進

 
→

 林
業

（
間

伐
、造

林
、下

刈
り作

業
等

）
の

地
域

で
の

O
JT

体
制

を強
化

 
→

 木
材

加
工

業
・木

工
製

品
等

製
造

業
者

に
お

け
る

研
修

等
の

受
入

れ
を

促
進

 
□

県
（

林
業

振
興

事
務

所
、地

域
本

部
等

）
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

、現
場

指
導

及
び

情
報

収
集

、各
種

取
り組

 
み

の
進

捗
管

理
等

 
小

規
模

事
業

者
（

事
業

体
）

の
経

営
安

定
化

 
■

本
山

町
、大

豊
町

、土
佐

町
、大

川
村

、小
規

模
事

業
者

（
事

業
体

）
 

　・
林

業
＋

αの
収

入
確

保
とし

て
、森

林
資

源
を

活
用

し
た

木
材

加
工

や
薪

の
生

 
産

、特
用

林
産

物
生

産
、森

林
体

験
等

の
実

施
を

支
援

・促
進

 
□

県
（

林
業

振
興

事
務

所
、地

域
本

部
等

）
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

、現
場

指
導

及
び

情
報

収
集

、各
種

取
り組

 
み

の
進

捗
管

理
等

 
 

 
情

報
発

信
 

         

・高
知

暮
らし

フェ
アや

四
国

暮
らし

フェ
ア

で
の

情
報

発
信

（
通

年
）

 
・町

村
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

よ
る

地
域

お
こし

協
力

隊
の

募
集

や
広

報
誌

で
の

紹
介

等
（

通
年

）
 

     

効
果

的
な

情
報

発
信

 
■

本
山

町
、大

豊
町

、土
佐

町
、大

川
村

、小
規

模
事

業
者

（
事

業
体

）
、森

林
組

合
、木

材
加

工
業

・木
工

製
品

等
製

造
業

者
 

　・
高

知
暮

らし
フェ

ア
等

に
お

い
て

現
役

の
地

域
お

こし
協

力
隊

が
地

域
で

の
暮

ら 
し

や
働

き
方

に
つ

い
て

語
る

な
ど、

U
Iタ

ー
ン

検
討

者
へ

の
積

極
的

な
PR

を
実

 
施

 
　・

イ
ン

ター
ン

シ
ップ

の
拡

充
 

□
県

（
林

業
振

興
事

務
所

、地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
、各

種
取

り組
み

の
進

捗
管

理
等

林
業

O
JT

体
制

 
強

化
検

討
林

業
O

JT
体

制
 

強
化

川
中

・川
下

 
研

修
等

受
入

れ
検

討
川

中
・川

下
 

研
修

等
受

入
れ

実
施

森
林

資
源

を
活

用
した

林
業

＋
α事

業
の

 
検

討
・実

施

情
報

発
信

の
強

化

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ップ
の

拡
充
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
6
嶺
北
地
域
の
シ
ソ
・ユ
ズ
を
活
用
した
地
域
産
業
の
活
性
化

（
本
山
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)さ
め
うら
フー
ズ
、集
落
活
動
セ
ン
ター
汗
見
川
、生
産
者
、本
山
町

(1
)シ
ソ・
ユ
ズ
商
品
の
販
売

額
0.
65
億
円

（
R4
）

1.
0
億
円

1
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
5.
4
月

(2
)シ
ソ原
液
出
荷
量

8,
87
4L

（
R5
）

10
,8
54
L

12
,3
12
L

12
,2
40
L

事
業
概
要

町
内
に
お
い
て
シ
ソ
・ユ
ズ
の
生
産
維
持
・拡
大
に
取
り組
む
とと
も
に
、関
連
商
品
の
生
産
体
制

強
化
・販
路
拡
大
を行
うこ
とで
、さ
らな
る
地
域
産
業
の
活
性
化
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

シ
ソ
・ユ
ズ
を
活
用
し
た

商
品
の
生
産

・嶺
北
地
域
産
の
ユ
ズ
を
使
った
清
涼
飲
料
水
「ゆ
ず
ご
こ
ち
」の
販
売
開
始

（
H1
8）

・(
有
)さ
め
うら
フー
ズ
と集
落
活
動
セ
ン
ター
汗
見
川
が
共
同
で
シ
ソ
を
使
った
商

品
開
発
を
開
始
（
H2
5）

・お
い
し
そ
ア
イ
ス
（
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィー
、
ア
イ
ス
カ
ップ
）
販
売
開
始

（
H2
6）
、清
涼
飲
料
水
「し
そご
こち
」販
売
開
始
（
H2
8）

・新
商
品
とし
て
「本
山
お
い
しそ
サ
ワー
の
素
」を
発
売
（
R2
）

・「
ゆ
ず
ご
こち
」、
「し
そ
ご
こち
」生
産
拡
大
の
た
め
、ペ
ット
ボ
トル
製
品
製
造
工

場
を
整
備
、O
EM
生
産
か
ら自
社
製
造
に
切
り替
え

→
中
企
庁
事
業
再
構
築
補
助
金
の
活
用
（
R3
）

[成
果
]

・地
元
産
シ
ソ
・ユ
ズ
を
活
用

し
た
ジ
ュー
ス
・氷
菓
等
の
開

発 ・「
しそ
ご
こち
」が
「高
知
家
の

う
ま
い
も
の
大
賞
20
18

Am
az
on

賞
」
を
受
賞

（
H3
0）

・(
有
)さ
め
うら
フー
ズ
と集
落

活
動
セ
ン
ター
汗
見
川
の
シ
ソ

事
業
の
連
携
が
「第

35
回

高
知
県
地
場
産
業
大
賞
産

業
賞
」を
受
賞
（
R2
）

・し
そご
こち
売
上
本
数

H2
8：
5
万
本

→
R6
：
33
万
本

・シ
ソ
原
液
出
荷
量
（
集
落

活
動
セ
ンタ
ー
汗
見
川
）

H2
7：
1,
80
0L

→
R7
：
12
,3
12
L

[課
題
]

・商
品
生
産
等
に
係
る
人
材

確
保

・シ
ソ
原
液
の
冷
凍
保
管
ス
ペ

ー
ス
等
の
確
保

・原
料
の
安
定
確
保

・商
品
ライ
ンナ
ップ
の
拡
充

生
産
性
向
上
の
取
り組
み

■
(有
)さ
め
うら
フー
ズ
、本
山
町

・商
品
生
産
の
効
率
化
に
向
け
た
生
産
管
理
手
法
の
検
討
・導
入

・特
定
地
域
づ
くり
事
業
協
同
組
合
等
を
活
用
した
人
材
確
保
の
検
討

・シ
ソ
原
液
の
冷
凍
保
管
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
等
、設
備
投
資
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等

・生
産
管
理
や
商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
等
に
よ
る
支
援
、設
備
投
資

に
関
す
る
産
振
補
助
金
等
の
活
用
支
援
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

県
外
で
の
販
路
拡
大

・「
しそ
ご
こち
」と
汗
見
川
清
流
館
を
PR
す
る
CM
の
制
作
・放
映
（
H2
8）

・ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ット
トレ
ー
ドシ
ョー
等
の
県
外
商
談
会
へ
の
出
展
や
県
外
大
手

食
品
卸
を
通
じ、
首
都
圏
・関
西
を
中
心
に
全
国
の
ス
ー
パ
ー
等
へ
取
引
を展
開

・S
NS
等
を
活
用
した
「本
山
お
い
しそ
うれ
しそ
た
の
しそ
キ
ャン
ペ
ー
ン」
に
よる
販

売
促
進
活
動
（
R3
～
R6
）

県
外
で
の
販
路
拡
大

■
(有
)さ
め
うら
フー
ズ

・県
外
商
談
会
等
へ
の
出
展
や
営
業
活
動
を
強
化

・「
本
山
お
い
しそ
サ
ワ
ー
の
素
」等
の
関
連
商
品
に
お
け
る
飲
食
店
との
業
務
用
取
引
の

展
開
を
強
化

・新
商
品
の
開
発

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等

・(
一
財
)高
知
県
地
産
外
商
公
社
等
との
連
携
調
整
、プ
ロモ
ー
シ
ョン
戦
略
に
関
す
る

産
振
ア
ドバ
イザ
ー
等
に
よる
支
援
、各
種
商
談
会
や
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

原
料
生
産
の
強
化

・ユ
ズ
の
生
産
か
ら加
工
販
売
まで
の
一
貫
した
体
制
の
構
築
（
H1
2～
）

・汗
見
川
産
シ
ソ
の
(有
)さ
め
うら
フー
ズ
へ
の
納
品
開
始
（
H2
6）

・嶺
北
農
業
改
良
普
及
所
の
支
援
の
も
と、
シ
ソ栽
培
マ
ニュ
ア
ル
を
作
成
（
R2
)

・シ
ソ
収
量
増
加
に
向
け
て
、町
内
に
お
け
る
栽
培
地
域
の
拡
大
（
集
落
活
動
セ

ンタ
ー
な
め
か
わ
が
生
産
者
に
加
入
：
R2
～
)

原
料
生
産
の
強
化

■
(有
)さ
め
うら
フー
ズ
、集
落
活
動
セ
ンタ
ー
汗
見
川
、生
産
者
、本
山
町

・シ
ソ
の
安
定
生
産
に
向
け
て
、担
い
手
確
保
と併
せ
た
栽
培
地
域
の
維
持
・拡
大
検
討

・シ
ソ
原
液
製
造
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
新
加
工
施
設
整
備
の
検
討

・ユ
ズ
の
生
産
拡
大
に
向
け
て
、(
有
)さ
め
うら
フー
ズ
の
自
社
農
場
で
の
苗
木
の
育
成
や

生
産
面
積
の
拡
大
、生
産
者
との
連
携
強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等

・各
種
情
報
提
供
、産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
や
産
振
補
助
金
、集
活
セ
ン
ター
補
助

金
等
活
用
支
援
、関
係
機
関
との
連
携
調
整

生
産
管
理
手
法
の
検
討
・導
入

新
商
品
開
発

県
外
商
談
会
等
へ
の
出
展
・営
業
活
動
強
化

業
務
用
取
引
の
展
開
強
化

（
本
山
お
い
しそ
サ
ワ
ー
の
素
等
）

シ
ソ
の
栽
培
地
域
維
持
・拡
大
検
討

（
担
い
手
確
保
含
む
）

ユ
ズ
の
生
産
拡
大

シ
ソ
原
液
の
冷
凍
保
管
ス
ペ
ー
ス
拡
大
等

設
備
投
資
の
検
討

人
材
確
保
の
検
討

新
加
工
施
設
整
備
の
検
討
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
7
れ
い
ほ
く野
菜
等
の
特
産
品
を
活
用
した
ビジ
ネ
ス
の
活
性
化

（
土
佐
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
sa
nc
hi
ka
ra
、N
PO
法
人
土
佐
さめ
うら
観
光
協
会
、土
佐
町

県
外
飲
食
店
等
との
直
接

取
引
に
よ
る
販
売
額

3,
50
0
万
円

(R
4)

4,
40
0
万
円

1
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

事
業
概
要

嶺
北
地
域
の
小
規
模
農
家
等
が
生
産
す
る
農
産
物
を
集
約
し、
都
市
部
の
飲
食
店
等
へ
の
直

接
販
売
を行
うビ
ジ
ネ
ス
を
強
化
して
、さ
らな
る
売
上
げ
増
を
図
り、
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

農
産
物
の
直
接
販
売
の

仕
組
み
づ
くり

・受
発
注
シ
ス
テ
ム
を
活
用
した
農
産
物
の
直
接
販
売
（
H2
8～
）

・嶺
北
地
域
内
の
生
産
者
へ
の
呼
び
か
け

・新
規
就
農
者
との
連
携
（
H2
9～
）

・s
an
ch
ik
ar
a
の
立
ち
上
げ
（
H2
9）

・栽
培
イタ
ドリ
の
生
産
地
視
察
（
H2
9）

・集
出
荷
拠
点
確
保
に
向
け
た
検
討
（
H3
0～
）

・さ
くら
市
との
連
携
（
R
元
～
）

・地
域
内
加
工
事
業
者
の
販
路
拡
大
支
援
（
R3
～
）

[成
果
]

・直
接
取
引
飲
食
店
等
の
件

数
H2
7：
0
件

→
R６
：
50
5
件

・直
接
取
引
関
係
生
産
者
等

H2
7：
0
者

→
R６
：
40
者

・売
上
げ
の
増
加

H3
0:
1,
95
5
万
円

→
R６
:4
,4
00
万
円

（
取
扱
品
目
は
飲
食
店
、小

売
店
へ
の
青
果
・加
工
品
）

[課
題
]

・多
様
な
品
目
の
確
保

・販
路
拡
大

・一
般
消
費
者
の
販
売
額
拡

大 ・生
産
者
の
高
齢
化
に
伴
う

新
規
就
農
者
の
確
保

さ
ら
な
る
農
産
物
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
くり

■
sa
nc
hi
ka
ra

・生
産
者
へ
の
呼
び
か
け
、管
内
直
販
所
・加
工
事
業
者
等
との
連
携

・新
た
な
農
産
物
の
掘
り起
こし

・顧
客
の
ニー
ズ
に
対
応
した
取
扱
い
品
目
の
充
実

・研
修
制
度
等
の
整
備
に
よ
る
新
規
就
農
者
の
確
保
に
向
け
た
仕
組
み
づ
くり

■
土
佐
町

・集
出
荷
拠
点
の
確
保
に
向
け
た
検
討

・新
規
就
農
者
の
確
保
に
向
け
た
人
材
確
保

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

販
路
の
拡
大

・「
ス
ー
パ
ー
マー
ケ
ット
トレ
ー
ドシ
ョー
」な
ど、
県
外
商
談
会
へ
の
出
展 （
H2
8～
）

・産
地
視
察
型
商
談
会
の
受
入
（
H2
8～
）

・ふ
る
さと
納
税
の
受
託
（
H2
8～
）

・道
の
駅
土
佐
さめ
うら
で
の
直
販
（
H3
0～
）

・ま
る
ご
と高
知
で
の
販
売
（
R
元
）

・土
佐
れ
い
ほ
く博
関
連
イベ
ント
へ
の
出
展
（
R
元
）

・阪
急
梅
田
関
係
との
ス
ポ
ット
販
売
の
検
討
（
R2
）

・E
C
サ
イト
に
よ
る
一
般
消
費
者
向
け
販
売
強
化
（
R6
～
）

外
商
活
動
の
強
化

■
sa
nc
hi
ka
ra

・県
外
商
談
会
や
イベ
ント
等
へ
の
参
加
、産
地
視
察
の
受
入
れ
、ふ
る
さと
納
税
へ
の

販
売
の
充
実

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理

・販
路
拡
大
の
た
め
の
各
種
商
談
会
、支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

都
市
部
の
中
小
規
模
飲
食
店
等
へ
の

営
業
活
動
・販
路
拡
大

各
種
商
談
会
・イ
ベ
ン
ト等
へ
の
参
加

販
売
商
品
（
農
産
物
・加
工
品
）
の

さ
らな
る
発
掘

集
出
荷
拠
点
、新
規
就
農
者
確
保
に
向
け
た

仕
組
み
づ
くり
の
検
討
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
8 

 嶺
北

地
域

で
14

0
年

続
く酒

蔵
を

核
とし

た
地

域
活

性
化

 
（

土
佐

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 

実
施

主
体

◎
土

佐
酒

造
(株

)
(1

)売
上

高
3

億
2,

27
5

万
円

 
(R

4)

3
億

2,
71

0
万

円
4.

5
億

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H3
0.

4 
月

(2
)地

元
産

原
料

米
調

達
量

16
8t

 
(R

4）
13

2t
36

9.
4t

23
0t

 

事
業

概
要

嶺
北

地
域

の
酒

米
に

こだ
わ

った
、土

佐
酒

造
(株

)の
高

品
質

な
日

本
酒

の
さら

な
る

生
産

体
制

の
強

化
及

び
海

外
へ

の
販

路
拡

大
を

図
り、

売
上

増
に

つ
な

げ
る

とと
も

に
、経

済
効

果
を

地
域

に
波

及
させ

るた
め

、地
元

産
の

酒
米

を
大

量
か

つ
安

定
的

に
生

産
で

き
る体

制
を

確
立

す
る

。　
　 

ま
た

、日
本

酒
の

販
路

拡
大

と、
酒

米
の

生
産

拡
大

の
取

り組
み

を
通

じて
、地

域
に

お
け

る
雇

用
創

出
を図

る
。

(3
)従

業
者

数
19

人
 

(R
4）

27
人

25
人

33
人

 
 

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

性
の

向
上

及
び

販
路

拡
大

 
      

・新
工

場
増

築
、サ

ー
マ

ル
タン

ク導
入

（
H3

0）
 

→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・建
屋

建
設

（
作

業
ス

ペ
ー

ス
を

建
屋

で
囲

う）
、ボ

イラ
ー

2
基

導
入

 
（

R2
～

R3
）

→
　新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

感
染

症
対

策
産

業
振

興
推

進
 

特
別

支
援

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・新
工

場
増

築
、自

動
洗

瓶
機

、蒸
米

温
風

冷
却

装
置

導
入

（
R4

) 
→

　高
知

県
食

品
加

工
施

設
等

整
備

促
進

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・国
内

及
び

欧
州

や
アジ

ア
地

域
へ

の
営

業
強

化
（

R5
～

）
 

・全
自

動
洗

濯
機

(蒸
気

式
)、

蒸
気

式
乾

燥
機

、蒸
気

ボ
イラ

導
入

（
R5

）
 

　　
　→

　高
知

県
原

油
高

騰
緊

急
対

策
設

備
投

資
支

援
事

業
費

補
助

金
 

　の
活

用
 

[成
果

] 
・品

質
や

衛
生

管
理

面
が

強
化

され
た

新
工

場
及

び
酒

造
設

備
が

整
備

され
、国

内
外

へ
の

販
路

が
拡

大
し

売
上

高
が

増
加

 
R2

：
2

億
1,

47
0

万
円

 
→

R6
 :

3
億

2,
27

5
万

円
 

 ・地
元

産
原

料
米

の
調

達
量

が
順

調
に

増
加

 
R2

：
10

0t
 

→
　R

6：
13

2t
 

 
[課

題
] 

・国
内

外
に

お
け

る
継

続
的

な
販

路
開

拓
 

・生
産

性
の

向
上

に
向

け
た

製
造

設
備

等
の

導
入

 
・地

元
産

の
酒

米
を

大
量

か
つ

安
定

的
に

確
保

で
き

る
体

制
づ

くり

販
路

拡
大

・売
上

増
 

■
土

佐
酒

造
(株

) 
・新

工
場

建
設

に
よ

る
生

産
能

力
の

向
上

を
踏

まえ
、欧

州
や

ア
ジ

ア
地

域
に

加
え

て
、 

北
米

や
豪

州
に

も
販

路
を

拡
げ

売
上

げ
の

増
加

を目
指

す
。 

・国
内

外
で

の
イベ

ント
や

各
種

商
談

会
へ

の
参

加
 

・飲
食

店
等

へ
の

個
別

の
営

業
活

動
の

継
続

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・P

DC
A

サ
イク

ル
に

よ
る

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・県
関

係
機

関
との

橋
渡

し、
商

談
会

等
の

紹
介

、各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
 

供
 

生
産

性
の

向
上

 
■

土
佐

酒
造

(株
) 

・生
産

性
の

向
上

に
つ

な
が

る
製

造
設

備
の

さら
な

る
導

入
 

・人
材

育
成

の
強

化
（

ｅ
ラー

ニ
ング

の
実

施
等

）
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

 

 
地

元
産

原
料

米
の

調
達

拡
大

 
  

・土
佐

町
酒

米
生

産
拡

大
交

付
金

を
活

用
し

た
酒

米
づ

くり
農

家
へ

の
支

援
（

通
年

）
 

・酒
米

増
産

に
向

け
た

農
家

へ
の

説
明

、契
約

農
家

の
確

保
（

通
年

）
 

    

地
元

産
原

料
米

の
調

達
拡

大
 

■
土

佐
酒

造
(株

) 
・地

元
の

契
約

農
家

の
確

保
、各

契
約

農
家

との
調

整
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よ

る
目

標
達

成
に

向
け

た
進

捗
管

理
等

 
・県

や
町

の
関

係
機

関
に

お
け

る
酒

米
増

産
に

向
け

た
生

産
体

制
の

仕
組

み
づ

くり
の

検
討

（
土

佐
町

松
ヶ丘

地
域

）

品
質

や
生

産
性

の
向

上
に

向
け

た
さ

ら
な

る
製

造
設

備
の

導
入

国
内

外
で

の
営

業
活

動
・情

報
発

信

地
元

農
家

と連
携

した
原

料
米

の
調

達
拡

大

酒
米

増
産

体
制

の
検

討
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
9 

 ジ
ビエ

を
活

用
した

ロ
ー

カ
ル

ビジ
ネ

ス
の

推
進

 
（

大
豊

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

燈
の

で
家

、大
豊

町
商

工
会

、大
豊

町
ひ

や

(1
)ペ

ット
フー

ド販
売

額
16

6
万

円
 

（
R４

）
24

1
万

円
50

0
万

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R2
.4

月
(2

)宿
泊

事
業

売
上

高
－

ー
50

0
万

円

 

事
業

概
要

　
ジ

ビエ
肉

（
主

に
シ

カ肉
）

を活
用

した
ペ

ット
フー

ド商
品

を製
造

・販
売

す
ると

とも
に

、新
事

業
（

宿
泊

事
業

）
に

着
手

し、
宿

泊
事

業
とセ

ット
で

収
益

性
の

向
上

を
図

り、
交

流
人

口
の

拡
大

と
地

域
雇

用
の

創
出

へ
つ

な
げ

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

拡
大

 
    

・製
造

設
備

・新
加

工
場

整
備

に
向

け
た

検
討

（
R2

～
）

 
→

　産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
（

R7
）

 
・事

業
（

経
営

）
戦

略
策

定
着

手
（

R4
～

）
 

　　
→

　産
業

振
興

セ
ンタ

ー
の

制
度

を
活

用
 

・地
元

猟
友

会
や

高
知

県
猟

友
会

及
び

近
隣

エリ
ア（

高
知

市
、南

国
市

、本
 

山
町

等
）

へ
の

原
料

（
シ

カ肉
）

買
い

取
り

PR
実

施
（

R6
～

）
 

・開
発

中
の

レ
トル

ト商
品

に
係

る
販

売
戦

略
の

策
定

 
→

地
産

・地
消

外
商

課
の

「事
業

戦
略

策
定

支
援

セ
ミナ

ー
」を

活
用

（
R7

）

[成
果

] 
・展

示
会

出
展

 
　R

5：
9

会
場

(関
東

2、
関

西
7)

 
・関

東
・関

西
圏

以
外

の
販

路
開

拓
 

　R
5：

九
州

エ
リア

 
  [課

題
] 

・原
料

（
シ

カ肉
）

の
確

保
 

・効
率

的
な

生
産

体
制

の
構

築
 

・既
存

施
設

（
旧

旅
館

）
を

活
用

した
宿

泊
事

業
の

経
営

戦
略

の
策

定
及

び
地

域
資

源
を

活
用

した
商

品
づ

くり

原
材

料
（

シ
カ

肉
等

）
の

確
保

 
■

燈
の

で
家

 
・猟

師
の

持
ち

込
み

に
頼

らな
い

安
定

した
原

材
料

確
保

の
仕

組
み

づ
くり

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よる

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・県
内

の
狩

猟
者

等
の

情
報

提
供

 
製

造
の

効
率

化
 

■
燈

の
で

家
 

・宿
泊

事
業

の
事

業
戦

略
とあ

わ
せ

た
製

造
効

率
化

に
か

か
る

設
備

投
資

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よる

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・産
振

補
助

金
等

、各
種

助
成

制
度

の
情

報
提

供

 

 
販

路
拡

大
 

       

・ペ
ット

フー
ドの

関
東

圏
へ

の
販

路
拡

大
検

討
（

R2
）

 
→

　産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・関
東

圏
の

量
販

店
等

の
取

引
開

始
（

R2
～

) 
・展

示
会

等
へ

の
出

展
、ペ

ット
フー

ドの
成

分
分

析
、販

促
グ

ッズ
作

成
（

R5
) 

→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・新
商

品
「ほ

ろ
ほ

ろ
ジ

ャー
キ

ー
」の

開
発

（
催

事
限

定
販

売
）

（
R6

）
 

・新
商

品
(シ

カの
レバ

ー
)の

販
売

開
始

（
R7

）
 

 

販
促

活
動

の
実

施
 

■
燈

の
で

家
 

・付
加

価
値

を
高

め
た

ジ
ビエ

ペ
ット

フー
ド商

品
開

発
 

・展
示

会
・イ

ベ
ント

へ
の

出
展

（
Bt

oB
、B

to
C）

 
・自

社
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

の
機

能
向

上
、S

NS
に

よ
る

情
報

発
信

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よる

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・展
示

会
、イ

ベ
ント

等
の

情
報

提
供

 
・産

振
補

助
金

等
、各

種
助

成
制

度
の

情
報

提
供

 
新

事
業

（
宿

泊
事

業
）

の
検

討
 

      

・事
業

（
経

営
）

戦
略

策
定

サ
ポ

ー
トに

お
い

て
新

事
業

（
宿

泊
事

業
）

の
検

討
（

R4
～

）
 

・ジ
ビエ

と宿
泊

に
取

り組
む

先
進

地
に

関
す

る
情

報
収

集
（

R5
～

）
 

・宿
泊

事
業

に
関

す
る

経
営

戦
略

検
討

開
始

（
R6

～
）

 
　　

→
　産

業
振

興
セ

ンタ
ー

の
制

度
を

活
用

 
・新

事
業

（
宿

泊
事

業
）

開
始

に
向

け
た

資
金

調
達

及
び

事
業

計
画

の
検

討
（

R7
～

）
 

→
　産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

タ
ー

ゲ
ット

を
見

据
え

た
宿

泊
事

業
の

展
開

 
■

燈
の

で
家

 
・ジ

ビエ
と宿

泊
に

取
り組

む
先

進
事

例
の

調
査

 
・既

存
施

設
（

旧
旅

館
）

の
活

用
検

討
（

施
設

改
修

）
 

・宿
泊

事
業

に
必

要
な

各
種

資
格

取
得

 
・旧

立
川

番
所

との
コラ

ボ
な

ど、
地

域
資

源
を活

用
した

商
品

づ
くり

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よる

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

の
活

用
、産

振
補

助
金

等
の

各
種

助
成

制
度

の
情

報
提

供

生
産

拡
大

に
向

け
た
 

新
加

工
場

の
検

討

町
内

外
の

狩
猟

者
等

との
連

携
・調

達

付
加

価
値

を
高

め
た

ジ
ビエ

ペ
ット

フー
ド商

品
開

発

現
地

視
察

等
調

査

施
設

改
修

に
向

け
た

検
討
 

（
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
活

用
）

新
事

業
に

向
け

た
 

施
設

改
修

必
要

な
資

格
等

の
取

得

情
報

発
信
 

ア
ド

バ
イ

ザ

ー
活

用

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

構
築

 
SN

S
等

を
効

果
的

に
活

用
し

た
情

報

発
信

効
率

化
に

向
け

た
製

造
設

備
導

入

展
示

会
・イ

ベ
ン

ト等
へ

の
出

展
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
10

  
どぶ

ろ
くに

よ
る

「杉
の

大
杉

」エ
リア

の
活

性
化

 
（

大
豊

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

農
家

食
堂

ファ
ミリ

ー
大

杉
、大

豊
町

商
工

会
、大

豊
町

(1
)ど

ぶ
ろ

く商
品

販
売

額
15

0
万

円
 

（
R4

)
14

8
万

円
50

0
万

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R6
.4

月
(2

)大
杉

周
辺

エ
リア

入
込

数
 

（
道

の
駅

、杉
の

大
杉

）
97

,3
64

人
 

（
R4

)
93

,4
11

人
11

0,
00

0
人

 

事
業

概
要

農
家

食
堂

ファ
ミリ

ー
大

杉
に

お
い

て
、ど

ぶ
ろ

くの
既

存
商

品
の

磨
き

上
げ

と新
商

品
の

開
発

を
行

い
、販

路
拡

大
・売

上
げ

の
増

加
を

目
指

す
とと

も
に

、規
模

拡
大

に
応

じた
生

産
・加

工
設

備
の

導
入

も
視

野
に

入
れ

、地
場

産
業

とし
て

の
振

興
を

図
る

。ま
た

、隣
接

す
る

「杉
の

大
杉

」や
「道

の
駅

大
杉

」を
含

め
た

大
杉

エリ
ア

全
体

に
お

い
て

、ど
ぶ

ろ
く振

興
に

よ
る

稼
げ

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

販
路

拡
大

 
    

・世
代

交
代

に
よ

り新
規

営
業

開
始

（
R3

）
 

・高
知

県
どぶ

ろ
く研

究
会

加
盟

（
R4

）
 

・I
ns

ta
gr

am
等

の
SN

S
を

活
用

した
情

報
発

信
（

R4
）

 
・既

存
商

品
の

磨
き

上
げ

・新
商

品
開

発
（

R4
～

R5
）

 
→

　産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・商
品

の
パ

ッケ
ー

ジ
等

デ
ザ

イン
の

刷
新

・成
分

分
析

（
R5

）
 

→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・既
存

商
品

持
ち

帰
り用

の
保

冷
剤

や
発

泡
ス

チ
ロー

ル
の

提
供

 
（

R6
.4

～
）

 
・キ

ャッ
シ

ュレ
ス

決
済

の
導

入
（

R6
.5

～
) 

・ネ
ット

シ
ョッ

プ
（

BA
SE

）
運

用
開

始
（

R6
.1

0～
）

 
・低

ア
ル

コー
ル

どぶ
ろ

く「
ふ

ぁー
す

とた
い

む
」の

商
品

化
（

R7
）

[成
果

] 
・新

商
品

開
発

 
　　

R7
：

2
件

 
・I

ns
ta

gr
am

フォ
ロワ

ー
数

 
　　

R7
：

26
3

人
 

  [課
題

] 
・幅

広
い

年
齢

層
（

特
に

若
年

層
）

へ
の

商
品

の
充

実
及

び
販

路
開

拓
 

・雇
用

創
出

に
つ

な
が

る
生

産
体

制
の

構
築

 
・大

杉
エ

リア
全

体
で

の
集

客
ア

ッ
プ

新
商

品
の

開
発

 
■

農
家

食
堂

ファ
ミリ

ー
大

杉
 

・厳
密

な
温

度
管

理
が

い
らな

い
、幅

広
い

年
齢

層
が

楽
しめ

る
よ

うな
、火

入
れ

した
ど

ぶ
ろ

くや
関

連
商

品
の

開
発

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・P
DC

A
サ

イク
ル

に
よる

目
標

達
成

に
向

け
た

進
捗

管
理

等
（

以
下

同
じ）

 
・新

商
品

開
発

へ
の

ア
ドバ

イス
、各

種
助

成
制

度
の

情
報

提
供

 
販

促
活

動
の

実
施

 
■

農
家

食
堂

ファ
ミリ

ー
大

杉
 

・県
外

市
場

へ
の

販
売

体
制

の
強

化
（

ネ
ット

販
売

）
 

・I
ns

ta
gr

am
等

の
SN

S
を

活
用

した
効

果
的

な
情

報
発

信
 

　・
生

酒
：

県
内

宿
泊

施
設

と連
携

して
「こ

こで
しか

飲
め

な
い

どぶ
ろ

く」
の

宿
泊

プ
ラン

化
 

　・
火

入
れ

：
県

外
の

県
人

会
総

会
等

の
場

を
活

用
した

PR
強

化
 

・そ
の

他
：

幅
広

い
年

齢
層

が
楽

しめ
る

よ
うな

商
品

開
発

、嶺
北

エ
リア

の
小

売
店

等
 

で
の

販
売

促
進

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

　・
販

売
促

進
活

動
へ

の
ア

ドバ
イス

、各
種

商
談

会
や

研
修

会
等

の
情

報
提

供

 

 
大

杉
エ

リ
ア

全
体

で
の

集
客

ア
ップ

の
検

討
・ど

ぶ
ろ

く購
入

者
へ

の
周

辺
観

光
情

報
等

の
PR

（
R4

～
）

 
・店

舗
内

に
お

け
る

杉
の

大
杉

関
連

の
商

品
販

売
（

R4
～

）
 

・大
杉

エ
リア

内
の

観
光

施
設

及
び

事
業

者
の

店
舗

へ
の

観
光

パ
ンフ

レ
ット

設
置

に
よ

る
PR

の
促

進
（

R7
～

）
 

・「
出

張
高

知
蔦

屋
書

店
in

お
お

とよ
小

学
校

」の
開

催
（

R7
）

エ
リア

内
で

連
携

した
集

客
ア

ップ
の

取
り組

み
 

□
農

家
食

堂
ファ

ミリ
ー

大
杉

、大
豊

町
 

　・
観

光
拠

点
施

設
を

つ
な

ぐイ
ンセ

ンテ
ィブ

等
の

仕
組

み
検

討
 

　　
（

「杉
の

大
杉

」の
入

場
券

、ど
ぶ

ろ
くの

試
飲

、道
の

駅
や

ファ
ミリ

ー
大

杉
で

使
え

る
金

 
券

を
セ

ット
に

した
クー

ポ
ンの

造
成

な
ど）

 
■

県
（

地
域

本
部

）
 

・農
家

食
堂

ファ
ミリ

ー
大

杉
と観

光
拠

点
施

設
との

つ
な

ぎ
、橋

渡
し

 
生

産
規

模
の

拡
大

・現
状

の
設

備
等

に
つ

い
て

課
題

の
抽

出
（

事
業

規
模

拡
大

を
見

据
え

た
場

合
の

生
産

加
工

設
備

の
導

入
な

ど）
(R

4～
R5

) 
　→

　産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用

生
産

・加
工

設
備

の
導

入
 

□
農

家
食

堂
ファ

ミリ
ー

大
杉

 
　・

作
業

効
率

化
と規

模
拡

大
を

見
据

え
た

生
産

・加
工

設
備

の
導

入
検

討
 

■
県

（
地

域
本

部
）

 
　・

産
振

補
助

金
を

含
め

た
各

種
助

成
制

度
の

活
用

を
提

案
 

情
報

発
信

に
関

す
る

各
種

研
修

会
受

講 先
進

地
視

察
等

 
情

報
収

集
生

産
・加

工
設

備
の

導
入

検
討

関
係

者
と

の
協

議

エ
リア

内
で

の
連

携
した

 
集

客
ア

ップ
の

取
り組

み
開

始

効
果

的
な

情
報

発
信

・販
売

促
進

活
動

宿
泊

施
設

と
の

協
議

宿
泊

・ど
ぶ

ろ
くの

プ
ラ

ン
化

開
始

販
売

開
始

既
存

商
品

の
磨

き
上

げ

新
商

品
開

発
販

売
開

始

89



  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

 
嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

11
  

嶺
北

地
域

に
お

け
る

広
域

観
光

の
振

興
 

（
嶺

北
地

域
全

域
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(一
社

)土
佐

れ
い

ほ
く観

光
協

議
会

、本
山

町
、大

豊
町

、土
佐

町
、大

川
村

(1
)主

要
観

光
施

設
の

 
入

込
数

38
5,

34
3

人
 

(R
5

見
込

)
37

1,
79

7
人

42
9,

42
0

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4 
月

(2
)主

要
宿

泊
施

設
の

 
宿

泊
者

数
27

,5
82

人
 

(R
5

見
込

)
22

,9
20

人
35

,3
00

人

 

事
業

概
要

(一
社

)土
佐

れ
い

ほ
く観

光
協

議
会

を
中

心
に

、嶺
北

地
域

の
自

然
、歴

史
、文

化
、暮

らし
な

どの
多

様
な

地
域

資
源

を
生

か
した

、訴
求

力
の

あ
る

旅
行

商
品

の
造

成
を

進
め

る
とと

も
に

、タ
ー

ゲ
ット

に
応

じた
的

確
な

情
報

発
信

等
マー

ケ
テ

ィン
グ

活
動

を
強

化
し、

嶺
北

地
域

の
観

光
地

と
して

の
知

名
度

を
高

め
交

流
人

口
の

拡
大

を
図

る
こと

で
、観

光
産

業
の

「稼
ぐ力

」を
培

い
、地

域
経

済
の

活
性

化
を

目
指

す
。

(3
)主

要
観

光
・宿

泊
施

設
 

消
費

額

51
2,

43
6 

千
円

 
(R

5
見

込
)

48
0,

07
6 

千
円

71
5,

99
5 

千
円

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

宿
泊

旅
行

の
誘

客
推

進
 

 
・I

ns
ta

gr
am

、F
ac

eb
oo

k、
X

を
活

用
し、

県
内

外
及

び
、海

外
に

れ
い

ほ
く

地
域

の
認

知
度

を高
め

観
光

客
等

を増
や

す
た

め
の

情
報

発
信

（
通

年
）

 
・O

TA
を

活
用

した
情

報
発

信
（

通
年

）
 

・分
散

型
宿

泊
モ

デ
ル

（
れ

い
ほ

くホ
テ

ル
構

想
）

の
実

現
に

向
け

た
、実

地
調

査
及

び
宿

泊
事

業
者

へ
の

参
加

意
向

調
査

の
実

施
（

R7
）

 
・観

光
庁

事
業

（
地

域
魅

力
向

上
事

業
）

を
活

用
した

「土
佐

あ
か

うし
」を

核
とし

た
宿

泊
商

品
（

ガ
ス

トロ
ノミ

ー
）

の
造

成
お

よ
び

販
売

（
R7

）

[成
果

] 
・教

育
旅

行
の

誘
致

校
数

 
　R

４
：

12
3

校
 

　R
５

：
87

校
 

　R
６

：
48

校
 

・「
れ

い
ほ

くる
。」

参
加

事
業

者
数

（
参

加
者

数
）

 
R4

: 
8

事
業

者
(9

4
人

) 
R5

:1
3

事
業

者
(7

3
人

) 
R6

:1
0

事
業

者
(7

8
人

) 
・ツ

ア
ー

集
客

件
数

(人
数

) 
R3

:3
5

件
( 

64
6

人
) 

R5
:9

8
件

(2
,2

00
人

) 
R6

:9
7

件
(2

,1
50

人
) 

・分
散

型
宿

泊
モ

デ
ル

（
れ

い
ほ

くホ
テ

ル
構

想
）

特
設

サ
イト

へ
の

登
録

:2
0

件
(R

7)
 

 [課
題

] 
・拠

点
施

設
の

魅
力

が
十

分
伝

わ
って

い
な

い
 

・魅
力

あ
る

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

少
な

い
 

・閑
散

期
に

お
け

る
誘

客
の

促
進

宿
泊

旅
行

の
誘

客
推

進
 

■
(一

社
)土

佐
れ

い
ほ

く観
光

協
議

会
、各

町
村

 
・各

観
光

施
設

の
磨

き
上

げ
に

よ
る

魅
力

度
の

向
上

 
（

モン
ベ

ル
の

体
験

メニ
ュー

、ゆ
とり

す
との

雲
海

、ダ
ム

イン
フラ

ツー
リズ

ム
な

ど）
 

・シ
ー

ズ
ン展

開
を見

据
え

た
イベ

ント
の

開
催

 
　 

・S
NS

で
の

PR
強

化

 

 
日

帰
り旅

行
の

誘
客

推
進

・新
た

な
体

験
事

業
者

の
ス

ター
トア

ップ
や

既
存

事
業

者
の

プ
ログ

ラム
創

出
を

支
援

（
R4

～
）

→
土

佐
れ

い
ほ

く観
光

協
議

会
補

助
金

制
度

の
活

用
(5

件
) 

・れ
い

ほ
く体

験
博

覧
会

「れ
い

ほ
くる

。」
の

開
催

（
R4

～
）

 
・イ

ンフ
ラツ

ー
リズ

ム
（

早
明

浦
ダム

見
学

）
の

実
施

（
R5

～
) 

・「
土

佐
の

豊
穣

祭
in

嶺
北

」の
運

営
事

務
局

とな
る

（
R6

～
）

 
・「

れ
い

ほ
くる

。」
内

に
、モ

ンベ
ル

BB
Q

＋
吉

延
の

棚
田

散
策

メニ
ュー

を造
成

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
（

R7
～

）
 

・朝
ドラ

効
果

を見
据

え
た

ツア
ー

の
造

成
と実

施
（

R7
）

日
帰

り旅
行

の
誘

客
推

進
 

■
(一

社
)土

佐
れ

い
ほ

く観
光

協
議

会
、各

町
村

 
・わ

ざ
わ

ざ
嶺

北
に

来
る

仕
掛

け
づ

くり
 

→
体

験
博

覧
会

「れ
い

ほ
くる

。」
や

「土
佐

の
豊

穣
祭

in
嶺

北
」な

どの
魅

力
あ

る
イベ

 
ント

の
開

催
 

→
さめ

うら
湖

や
ア

ウト
ドア

拠
点

施
設

等
を

活
用

した
嶺

北
な

らで
は

の
体

験
プ

ログ
ラ 

ム
の

開
発

・磨
き上

げ
 

・P
R、

セ
ー

ル
ス

の
強

化
 

国
内

外
の

教
育

旅
行

の
誘

致
推

進
及

び
受

入
促

進
 

   

・教
育

旅
行

で
需

要
の

多
い

民
泊

家
庭

数
が

コロ
ナ

禍
、高

齢
化

等
の

影
響

に
よ

り減
少

（
R3

:5
9　

→
　R

6:
47

）
 

　→
　救

命
救

急
や

衛
生

面
な

どの
安

全
面

強
化

の
た

め
の

研
修

等
の

支
援

 
・大

手
旅

行
会

社
へ

の
セ

ー
ル

ス
を強

化
し教

育
旅

行
を

誘
致

（
R3

～
）

 
・受

入
強

化
及

び
送

迎
手

段
の

確
保

に
向

け
た

「(
一

社
)そ

らの
郷

」と
の

協
議

 
(R

7～
) 

・公
立

、私
立

高
校

、訪
日

教
育

旅
行

等
に

ター
ゲ

ット
を

絞
った

教
育

旅
行

の
受

入
方

針
を

整
理

（
R7

）

国
内

外
の

教
育

旅
行

の
誘

致
推

進
及

び
受

入
促

進
 

■
(一

社
)土

佐
れ

い
ほ

く観
光

協
議

会
 

・セ
ー

ル
ス

の
強

化
 

・他
組

織
との

連
携

強
化

 
・受

入
家

庭
確

保
の

た
め

の
支

援
強

化
 

・新
た

な
プ

ログ
ラム

開
発

支
援

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

：
補

助
事

業
、ア

ドバ
イザ

ー
派

遣
の

支
援

等
　(

以
下

同
じ）

 
周

遊
促

進
の

仕
組

み
づ

くり
 

   

・宿
泊

者
に

翌
日

遊
べ

る
コン

テ
ンツ

の
情

報
提

供
（

R3
～

）
 

　　
→

　「
あ

す
遊

ぼ
！

」、
　「

あ
す

食
べ

よ
う

Bo
ok

」を
発

刊
 

・あ
か

うし
街

道
ス

タン
プラ

リー
に

よ
る

飲
食

店
舗

の
周

遊
促

進
（

R3
～

）
 

・れ
い

ほ
くク

ー
ポ

ン（
誘

客
促

進
助

成
制

度
）

の
実

施
（

R3
～

５
）

周
遊

促
進

の
仕

組
み

づ
くり

 
■

(一
社

)土
佐

れ
い

ほ
く観

光
協

議
会

 
・宿

泊
者

に
翌

日
（

遊
べ

る
、食

べ
る

、買
う）

コン
テ

ンツ
の

情
報

提
供

 
・ス

タン
プラ

リー
に

よる
飲

食
店

舗
の

周
遊

促
進

支
援

 
・近

隣
地

域
（

仁
淀

川
エ

リア
、徳

島
県

三
好

エ
リア

、愛
媛

県
西

条
市

な
ど）

と連
携

し
た

情
報

発
信

 
D

M
O

と
し

て
の

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

機
能

の
発

揮
・エ

リア
満

足
度

調
査

の
実

施
（

R3
～

）
 

・デ
ジ

タル
デ

ー
タの

活
用

に
よる

打
ち

手
構

築
（

R7
～

）
D

M
O

とし
て

の
マ

ー
ケ

テ
ィン

グ
機

能
の

発
揮

 
■

(一
社

)土
佐

れ
い

ほ
く観

光
協

議
会

 
・エ

リア
満

足
度

調
査

の
分

析
、フ

ィー
ドバ

ック
 

・デ
ジ

タル
デ

ー
タ等

を
活

用
した

分
析

に
よる

打
ち

手
構

築

各
観

光
施

設
の

磨
き

上
げ

研
修

等
に

よ
る

受
入

家
庭

の
開

拓
及

び
支

援

実
績

の
あ

る
他

団
体

との
連

携
・誘

致
の

推
進

ニ
ー

ズ
を

捉
え

た
新

た
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
支

援

SN
S

で
の

PR
強

化

シ
ー

ズ
ン

展
開

を
見

据
え

た
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

 
（

春
の

花
、夏

の
ア

ク
テ

ィビ
テ

ィ、
秋

の
食

、冬
の

雲
海

な
ど）

PR
、セ

ー
ル

ス
の

強
化

 
(中

小
旅

行
会

社
へ

の
セ

ー
ル

ス
、団

体
バ

ス
ツ

ア
ー

誘
客

な
ど）

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

・磨
き上

げ

「あ
す

遊
ぼ

！
」「

あ
す

食
べ

よ
う」

Bo
ok

等
の

拡
充

翌
日

買
え

る
コン

テ
ン

ツ
紹

介

エ
リア

満
足

度
調

査
の

分
析

・フ
ィー

ドバ
ック

デ
ジ

タ
ル

デ
ー

タ
等

を
活

用
した

分
析

に
よ

る
打

ち
手

の
構

築

体
験

博
覧

会
や

土
佐

の
豊

穣
祭

な
どイ

ベ
ン

トの
開

催

近
隣

地
域

と連
携

した
情

報
発

信
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嶺

北
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

12
  

ア
ウ

トド
ア

ヴ
ィレ

ッジ
も

とや
ま

を
核

とし
た

観
光

産
業

の
振

興
 

（
本

山
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
本

山
町

、◎
民

間
事

業
者

ア
ウト

ドア
ヴ

ィレ
ッジ

も
とや

ま
の

利
用

者
数

51
,1

91
人

 
（

R4
）

39
,6

38
人

41
,5

96
人

58
,0

00
人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
8.

4
月

 

事
業

概
要

アウ
トド

ア
拠

点
施

設
（

ア
ウ

トド
ア

ヴ
ィレ

ッジ
も

とや
ま

）
を

核
とし

て
、地

域
な

らで
は

の
豊

か
な

自
然

や
食

、歴
史

、文
化

等
を

活
用

した
魅

力
あ

る
体

験
プ

ログ
ラム

を
全

国
に

発
信

す
る

こと
で

、
地

域
へ

の
誘

客
を促

進
し、

交
流

人
口

の
拡

大
に

よ
る

地
域

経
済

の
活

性
化

を
図

る
。

  
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

ア
ウ

ト
ド

ア
拠

点
施

設
（

ア
ウ

ト
ド

ア
ヴ

ィレ
ッジ

も
とや

ま
）

の
運

営
・誘

客
 

                     

・高
知

・本
山

ア
ウト

ドア
の

里
づ

くり
推

進
協

議
会

の
開

催
（

H2
8～

）
 

・ア
ウ

トド
ア

拠
点

施
設

（
ビジ

ター
セ

ン
ター

、個
人

・団
体

宿
泊

棟
、飲

食
施

設
、温

浴
施

設
）

の
整

備
（

H2
8～

R
元

）
 

・ア
ウト

ドア
拠

点
施

設
の

指
定

管
理

者
決

定
（

H3
0）

 
・白

髪
山

八
反

奈
路

へ
の

新
た

な
登

山
道

の
整

備
（

H3
0）

 
・ア

ウト
ドア

拠
点

施
設

の
オ

ー
プン

（
R

元
.7

）
 

・ア
ウト

ドア
イン

ス
トラ

クタ
ー

養
成

講
座

の
実

施
（

H2
8～

）
 

・県
内

旅
行

会
社

・学
校

等
へ

の
営

業
活

動
の

実
施

（
R2

）
 

・防
災

学
習

や
地

域
学

習
な

ど多
様

な
ニー

ズ
に

対
応

した
修

学
旅

行
の

受
け

入
れ

（
R3

）
 

・旅
行

会
社

・教
育

関
係

者
向

け
モ

ニ
ター

ツア
ー

、ア
ン

ケ
ー

ト調
査

等
の

実
施

（
R4

）
 

・モ
ンベ

ル
フレ

ンド
フェ

ア
in

本
山

の
開

催
（

R4
）

 
・台

湾
・香

港
等

を
ター

ゲ
ット

とし
た

商
品

造
成

に
着

手
（

R7
）

 
　→

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

          

[成
果

] 
・ア

ウ
ト

ドア
イ

ン
ス

ト
ラク

ター
養

成
講

座
の

受
講

者
数

（
登

山
ガ

イド
、リ

バ
ー

ガ
イド

等
）

 
12

0
回

延
べ

81
5

人
 

（
H2

8～
R7

）
 

 [課
題

] 
・閑

散
期

対
策

 
・客

単
価

ア
ップ

 
・町

内
へ

の
経

済
的

波
及

効
果

の
創

出
 

・ガ
イド

ス
キ

ル
を

持
った

人
材

不
足

 
・効

果
的

な
情

報
発

信
・営

業
活

動

利
用

者
数

及
び

売
上

の
増

 
■

本
山

町
（

地
域

お
こし

協
力

隊
含

む
）

、民
間

事
業

者
 

・ハ
イシ

ー
ズ

ンの
客

単
価

アッ
プに

よ
る

売
上

増
 

　　
→

宿
泊

客
向

け
オ

プ
シ

ョナ
ル

ツア
ー

の
造

成
 

　　
→

BB
Q

等
の

単
価

ア
ップ

　な
ど 

・閑
散

期
（

4～
6

月
、1

2～
2

月
）

の
利

用
者

増
に

よる
売

上
増

 
　　

→
クル

ー
ズ

船
利

用
者

（
外

国
人

）
をタ

ー
ゲ

ット
に

した
、棚

田
や

野
菜

収
穫

な
ど地

域
の

魅
力

を
活

か
した

商
品

づ
くり

 
　　

→
学

生
合

宿
、企

業
研

修
等

の
プ

ラン
検

討
 

　　
→

土
佐

れ
い

ほ
く観

光
協

議
会

と連
携

した
情

報
発

信
・営

業
活

動
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・各
種

ア
ドバ

イザ
ー

等
に

よ
る

支
援

、関
係

機
関

との
連

携
調

整
、各

種
情

報
提

供
、

各
種

取
り組

み
の

進
捗

管
理

等

商
品

造
成

・磨
き

上
げ

閑
散

期
対

策
の

強
化

情
報

発
信

・営
業

活
動

強
化

91



嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
13

ゆ
とり
す
とパ
ー
ク
お
お
とよ
・山
荘
梶
ヶ森
を
核
に
吉
野
川
流
域
の
観
光
資
源
を
活

用
した
周
遊
観
光
の
仕
組
み
づ
くり

（
大
豊
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
大
豊
町
、◎
指
定
管
理
者
、◎
民
間
事
業
者
等

(1
)ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ

入
込
数

（
入
場
者
＋
宿
泊
者
）

23
,3
21
人

（
R4
）

12
,8
66
人

27
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

R6
.4
月

(2
)山
荘
梶
ヶ森
宿
泊
者
数

1,
13
3
人

（
R4
）

1,
88
6
人

1,
30
0
人

事
業
概
要

大
豊
町
の
2
大
観
光
施
設
で
あ
る
「ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ
」、
「山
荘
梶
ヶ森
」そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
が
ポ
テ
ン
シ
ャル
を
生
か
した
観
光
コン
テ
ン
ツ
を
造
成
す
る
な
ど、
両
施
設
の
再
活
性
化
を
図

る
。ま
た
、両
施
設
を
核
に
、吉
野
川
流
域
の
見
所
あ
る
観
光
資
源
を
活
用
し
た
周
遊
観
光
を
促

進
し売
上
増
を進
め
、若
者
が
魅
力
を感
じる
雇
用
の
受
け
皿
とし
て
整
備
す
る。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

集
客
促
進

【ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ
】

・ジ
ビエ
グ
ル
メフ
ェス
タ等
の
大
規
模
イベ
ント
の
実
施
（
H2
4～
R
元
）

・各
種
イベ
ント
の
誘
致
（
R4
～
）

「復
活
！
連
休
ま
つ
り（
昭
和
レ
トロ
な
遊
び
を
楽
しむ
イベ
ント
）
」（
R6
)

「子
供
ま
つ
り（
昔
遊
び
や
ゲ
ー
ム
を楽
しむ
イベ
ント
）
」（
R6
)

「ラ
ンク
ル
ズ
ZE
KK
EI
CA
M
P」
（
R6
)

・「
オ
ー
トバ
イ神
社
オ
ー
プ
ニン
グ
イベ
ント
」の
実
施
（
R7
）

【山
荘
梶
ヶ森
】

・ト
レ
ッキ
ング
ツア
ー
ガ
イド
養
成
講
座
の
実
施
（
R2
～
）

・ト
レ
ッキ
ング
ツア
ー
、星
空
観
察
会
な
どの
イベ
ン
ト実
施
（
R3
～
）

・趣
向
を
凝
らし
た
新
規
イベ
ント
の
実
施
（
R6
）

「山
頂
わ
ら焼
き
体
験
」（
4
月
）

「梶
ヶ森
フォ
トコ
ンテ
ス
ト」
（
7～
８
月
）
な
ど

・ミ
シ
ュ
ラ
ン
獲
得
し
た
お
店
の
フ
レ
ン
チ
シ
ェフ
の
ラ
ン
チ
＆
デ
ィナ
ー
の
提
供

（
R7
）

[成
果
]

（
ゆ
とり
す
とパ
ー
ク）

・集
客
イベ
ント
実
施

R7
：
10
回

（
山
荘
梶
ヶ森
）

・冬
季
営
業
日
数

R5
：
3
日
間

（
R6
.1
.1
～
1.
3）

R6
：
冬
季
休
業

(R
6.
12
.1
～

R7
.3
.1
4)

R7
：
冬
季
休
業

(R
7.
12
.1
4～

R8
.3
.1
9)

[課
題
]

（
ゆ
と
りす
と
パ
ー
ク
お
お
と

よ
）
・集
客
力
が
弱
い

・企
画
力
の
あ
る
人
材
確
保

・施
設
の
魅
力
化

（
山
荘
梶
ヶ森
）

・閑
散
期
対
策
（
冬
期
）

・施
設
の
魅
力
化

集
客
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

■
大
豊
町
、指
定
管
理
者

【ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ
】

・オ
ー
トバ
イ神
社
を設
置
しツ
ー
リン
グ
客
を
呼
び
込
む
（
レ
ス
トラ
ンの
カフ
ェ機
能
強

化
、記
念
グ
ッズ
販
売
）

・広
大
な
芝
生
を
活
用
した
イベ
ン
トの
定
期
実
施
（
月
1
回
程
度
）

・専
門
性
、企
画
力
の
あ
る
人
材
の
確
保
・育
成

【山
荘
梶
ヶ森
】

・夏
、冬
の
それ
ぞ
れ
に
お
い
て
立
地
の
メリ
ット
を生
か
し、
天
体
観
測
な
どの
ター
ゲ
ット

を見
据
え
た
集
客
イベ
ント
の
実
施

・イ
ンバ
ウン
ド（
主
に
台
湾
）
展
示
会
等
へ
の
現
地
出
展
に
よる
PR
（
年
3
回
）

□
県
（
地
域
本
部
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等

・産
振
補
助
金
等
、各
種
助
成
制
度
の
情
報
提
供

施
設
の
魅
力
向
上

【ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ
】

・コ
テ
ー
ジ
、ロ
グ
ハ
ウス
、キ
ャン
プ場
等
の
施
設
の
魅
力
化
（
H3
0～
R3
）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・子
ども
向
け
遊
具
の
リニ
ュー
ア
ル
（
R4
）

・県
内
第
一
号
とな
る
オ
ー
トバ
イ神
社
の
設
置
（
R7
）

【山
荘
梶
ヶ森
】

・県
立
自
然
公
園
を
生
か
した
登
山
道
の
整
備
（
R
元
～
）

・施
設
改
修
工
事
の
実
施
（
寒
冷
地
対
策
）
（
R4
）

施
設
整
備

■
大
豊
町
、指
定
管
理
者

【ゆ
とり
す
とパ
ー
クお
お
とよ
】

・専
門
性
の
高
い
人
材
を確
保
し、
広
大
な
敷
地
を活
用
した
、コ
ンセ
プ
トの
「風
とあ

そぶ
」を
体
感
で
き
る
魅
力
あ
る
施
設
へ
の
リニ
ュー
ア
ル
【基
本
構
想
づ
くり
】

【山
荘
梶
ヶ森
】

・冬
期
営
業
を可
能
とす
る
周
辺
イン
フラ
、施
設
整
備
の
実
施
（
水
道
設
備
の
凍
結
防

止
、施
設
まで
の
利
用
客
の
移
動
手
段
確
保
な
ど）

□
県
（
地
域
本
部
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等

・産
振
補
助
金
等
、各
種
助
成
制
度
の
情
報
提
供

吉
野
川
流
域
の
周
遊
観

光
の
促
進

・廃
校
を
利
用
し
た
観
光
拠
点
の
整
備
に
向
け
、大
豊
町
と高
知
蔦
屋
書
店
、

(株
)モ
デ
ル
ビレ
ッジ
の
3
者
が
旧
お
お
とよ
小
学
校
の
利
活
用
に
向
け
て
の
連
携

協
定
締
結
（
R7
）

・「
出
張
高
知
蔦
屋
書
店
in
お
お
とよ
小
学
校
」の
開
催
（
R7
）

吉
野
川
流
域
の
周
遊
観
光
の
促
進

■
大
豊
町
、指
定
管
理
者
、民
間
事
業
者
等

・2
施
設
を核
に
吉
野
川
流
域
の
見
所
あ
る
観
光
資
源
を活
用
した
周
遊
観
光
の
仕
組

づ
くり

・廃
校
を
利
用
した
観
光
拠
点
の
整
備
を
検
討

立
地
の
メ
リッ
ト
を
生
か
した
イ
ベ
ン
ト
の
定
期
実
施

(月
1
回
)

オ
ー
ト
バ
イ

神
社
の
設

置
・レ
ス
ト

ラ
ン
メ
ニ
ュ

ー
の
充
実

専
門
人
材

の
確
保

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
主
に
台
湾
）
展
示
会
等

へ
の
出
展

地
域
お
こし
協
力
隊
等

を
導
入
した
人
材
育
成

広
大
な
芝
生
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の

定
期
実
施
(月
1
回
)

専
門
性
の
高
い
人
材
の

確
保
・施
設
整
備
の
方

向
性
(基
本
構
想
）
策

定 類
似
施
設
の
冬
期

対
策
情
報
収
集

周
辺
イ
ン
フ
ラ
・

施
設
整
備
の

実
施

吉
野
川
流
域
の
見
所
あ
る
観
光
資
源
を
活
用
し
た
周
遊
観

光
の
仕
組
み
づ
くり
（
ゆ
と
りす
と→
国
宝
→
定
福
寺
→
廃

校
（
観
光
拠
点
）
→
梶
ヶ森

な
ど）
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
14

山
岳
観
光
を
核
とし
た
観
光
産
業
の
振
興

（
大
川
村
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
大
川
村
、◎
(一
社
)大
川
村
ふ
るさ
とむ
ら公
社

白
滝
の
里
入
込
数

5,
29
2
人

（
R4
)

4,
61
0
人

6,
70
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

事
業
概
要

自
然
王
国
白
滝
の
里
を
拠
点
とし
て
、四
国
山
地
、吉
野
川
、さ
め
うら
湖
とい
った
自
然
の
資

源
を
生
か
し、
自
然
や
人
との
ふ
れ
あ
い
・交
流
を深
め
る
新
た
な
観
光
コン
テ
ンツ
を
つ
くり
、交
流
人

口
の
拡
大
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

地
域
資
源
を
活
用
し
た

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
と磨
き
上
げ

・石
鎚
山
系
連
携
事
業
協
議
会
へ
の
参
加
(H
29
～
）

・パ
ンフ
レ
ット
作
成
、Y
AM
AP
アプ
リ掲
載
（
H3
0～
）

・モ
ニタ
ー
ツア
ー
等
に
よ
る
体
験
プロ
グ
ラム
の
開
発
及
び
磨
き
上
げ
の
実
施

（
H2
8～
）

・マ
ウン
テ
ン
バ
イク
コー
ス
候
補
地
整
備
及
び
貸
し出
し用
マウ
ンテ
ンバ
イク
の

導
入
(H
30
）

・(
株
)ソ
ラヤ
マ
い
しづ
ち
の
設
立
(H
30
）

・観
光
人
材
育
成
事
業
(い
しづ
ち
編
集
学
校
)へ
の
参
加
、イ
ベ
ント
へ
の
出

展
、メ
デ
ィア
の
活
用
等
に
よる
情
報
発
信
(R
元
)

・ダ
ム
湖
面
を
活
用
した
体
験
プ
ログ
ラム
用
備
品
整
備

(ポ
ンツ
ー
ンボ
ー
ト等
)(
H3
0）

・白
滝
鉱
山
坑
道
安
全
性
調
査
(H
30
)

・白
滝
鉱
山
坑
道
利
活
用
調
査
(R
元
)

・マ
ウン
テ
ン
バ
イク
等
を
活
用
した
体
験
プロ
グ
ラム
の
造
成
(R
元
)

・S
UP
・沢
登
り・
川
遊
び
と
BB
Q
等
の
体
験
プ
ログ
ラム
造
成
（
R2
）

・冬
の
里
山
体
験
プ
ログ
ラム
造
成
（
R３
）

・大
川
村
さめ
うら
遊
覧
船
運
航
開
始
（
R6
.7
）

・大
川
村
さめ
うら
遊
覧
船
事
業
の
磨
き
上
げ
・観
光
商
品
化
の
検
討
（
R6
)

→
自
然
・体
験
型
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

･石
鎚
山
系
連
携
事
業
協
議
会
(愛
媛
県
西
条
市
・久
万
高
原
町
、い
の
町
、

大
川
村
の
4
自
治
体
)に
よ
る
、来
訪
者
と地
元
の
人
を
つ
な
ぎ
新
た
な
旅
行
を

提
案
す
る
マ
ッチ
ング
サ
ー
ビス
「旅
は
人
ま
か
せ
」の
本
格
運
用
開
始
(R
7.
2～
)

・い
しづ
ち
山
麓
周
遊
ラリ
ー
の
実
施
（
R7
.8
～
）

[成
果
]

・日
本
ロン
グ
トレ
イル
協
会
へ

の
コー
ス
登
録
(H
30
.3
月
)

・大
川
村
さめ
うら
観
光
遊
覧

船
の
運
行
開
始
(R
6.
7
月
)

・「
旅
は
人
ま
か
せ
」の
本
格

運
用
開
始
(R
7.
2
月
)

[課
題
]

・新
た
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

円
滑
な
運
営
及
び
既
存
プ
ロ

グ
ラム
の
さら
な
る
磨
き
上
げ
と

定
常
化

・体
験
プ
ロ
グ
ラム
の
運
営
主

体
の
体
制
強
化
と人
材
の
確

保
及
び
育
成

・各
種
イ
ベ
ン
ト等
の
効
果
的

な
情
報
発
信

・広
域
観
光
組
織
等
の
取
り

組
み
との
連
携

地
域
資
源
を
活
用
した
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と磨
き
上
げ

■
大
川
村

・観
光
人
材
の
確
保
、村
の
自
然
資
源
等
を
活
用
した
体
験
プ
ログ
ラム
の
開
発
･磨
き

上
げ
サ
ポ
ー
ト

・地
域
情
報
を
含
め
た
観
光
コン
テ
ン
ツ等
の
情
報
共
有
・発
信
、土
佐
れ
い
ほ
く観
光

協
議
会
の
HP
、S
NS

等
と連
携
した
PR

・銚
子
滝
、小
金
滝
、妃
ヶ淵
な
どの
景
勝
地
周
辺
の
環
境
整
備
や
、登
山
道
の
整
備

■
(一
社
)大
川
村
ふ
る
さと
む
ら公
社

・ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用
に
よ
る
体
験
プロ
グ
ラム
の
開
発
・磨
き
上
げ

・土
佐
れ
い
ほ
く観
光
協
議
会
の
HP
、S
NS

等
と連
携
した
PR

・白
滝
の
里
周
辺
の
環
境
整
備

・さ
め
うら
遊
覧
船
事
業
と食
事
・宿
泊
等
をセ
ット
に
した
体
験
ツア
ー
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
の
徹
底

・商
品
造
成
や
人
材
育
成
に
関
す
る
各
種
アド
バ
イザ
ー
や
土
佐
の
観
光
創
生
塾
等
セ

ミナ
ー
の
紹
介
、関
係
機
関
との
橋
渡
し

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
･定
常
化
、

受
入
体
制
の
整
備

効
果
的
な
情
報
発
信

景
勝
地
周
辺
の
環
境
整
備
・登
山
道
の
整
備

白
滝
の
里
周
辺
の
環
境
整
備
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
15

さ
め
うら
湖
を
核
とし
た
観
光
産
業
の
振
興

（
土
佐
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
町
、◎
民
間
事
業
者
等

(1
)さ
め
うら
荘
利
用
者
数

18
,9
02
人

（
R4
）

18
,8
94
人

22
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)カ
ヌー
拠
点
施
設
利
用
者

数
12
,1
52
人

（
R4
）

14
,4
81
人

14
,0
00
人

事
業
概
要

さめ
うら
荘
の
さら
な
る
魅
力
化
とと
も
に
、湖
面
を活
用
した
観
光
客
向
け
の
アウ
トド
ア
アク
テ
ィビ

テ
ィ体
験
を提
供
す
る
こと
で
、地
域
外
か
らの
さら
な
る
観
光
客
の
誘
客
を
図
る
。ま
た
、さ
め
うら
湖

畔
に
整
備
した
拠
点
施
設
を
中
心
に
、カ
ヌー
を
は
じめ
とし
た
ア
ウト
ドア
ス
ポ
ー
ツ
の
競
技
力
向
上

や
合
宿
誘
致
の
取
り組
み
等
を
通
じて
、嶺
北
地
域
全
体
の
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
。

こう
した
取
り組
み
を
通
じて
、観
光
拠
点
とし
て
継
続
して
成
長
す
る
仕
組
み
を
つ
くり
、若
年
層

の
雇
用
の
受
け
皿
づ
くり
を
進
め
る
。

(3
)さ
め
うら
テ
ント
パ
ー
ク利

用
者
数

75
8
人

（
R4
）

95
4
人

2,
80
0
人

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

さ
め
うら
荘
へ
の
誘
客

・新
さめ
うら
荘
グ
ラン
ドオ
ー
プ
ン（
H3
1.
4
月
）

・顧
客
満
足
度
向
上
に
向
け
た
取
り組
み
の
導
入
や
ス
タッ
フの
ス
キ
ル
アッ
プ

（
R
元
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・レ
ス
トラ
ンメ
ニュ
ー
の
充
実
（
R
元
～
）

・早
明
浦
ダム
イン
フラ
ツー
リズ
ム
を
核
とし
た
宿
泊
ツア
ー
の
実
施
（
R5
～
）

・土
佐
あ
か
うし
特
別
メニ
ュー
の
開
発
（
R7
～
）

・高
付
加
価
値
化
に
向
け
た
ブラ
ンド
ス
トー
リー
の
再
構
築
及
び
サ
ー
ビス
強
化

（
R7
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を
活
用

[成
果
]

・カ
ヌ
ー
や
SU
P
体
験
を
セ
ッ

ト
に
し
た
宿
泊
プ
ラン
の
提
供

な
ど、
さ
め
うら
湖
周
辺
の
誘

客
増

・カ
ヌー
拠
点
施
設
利
用
者

R2
：
6,
32
9
人

→
R6
：
14
,4
81
人

・さ
め
うら
テ
ン
ト
パ
ー
ク
の
段

階
的
な
整
備
（
R3
～
）

[課
題
]

・若
年
層
や
新
卒
者
の
雇
用

の
受
け
皿
に
つ
な
げ
る
た
め
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
連
携
強

化
及
び
売
上
の
集
約

・カ
ヌー
等
の
ス
ポ
ー
ツの
メッ
カ

と言
わ
れ
る
ほ
どの
知
名
度
の

向
上

・さ
め
うら
湖
周
辺
の
さら
な
る

誘
客
と嶺
北
地
域
の
交
流
人

口
の
拡
大

さ
め
うら
荘
へ
の
誘
客

■
土
佐
町
、民
間
事
業
者
等

・魅
力
あ
る
自
然
体
験
プロ
グ
ラム
商
品
の
さら
な
る
造
成
に
よ
る
客
単
価
アッ
プ

・と
さん
ぽ
掲
載
の
アク
テ
ィビ
テ
ィの
充
実
及
び
宿
泊
プラ
ンと
の
連
携

・嶺
北
地
域
の
食
や
町
並
み
な
ど観
光
素
材
を組
み
合
わ
せ
た
ツア
ー
造
成

・S
NS
等
を
活
用
した
効
果
的
な
プ
ロモ
ー
シ
ョン
、土
佐
れ
い
ほ
く観
光
協
議
会
と連
携

した
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
D
CA
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等
(以
下
同
じ)

・各
種
アド
バ
イザ
ー
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

さ
め
う
ら
湖
を
核
と
し
た

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

振
興

・ハ
ンガ
リー
人
の
カヌ
ー
指
導
者
の
招
聘
（
H2
9）

・カ
ヌー
の
ま
ち
嶺
北
推
進
協
議
会
設
立
（
H2
9）

・カ
ヌー
アカ
デ
ミー
の
実
施
（
Ｈ
29
～
）

・カ
ヌー
拠
点
施
設
の
収
支
計
画
及
び
さめ
うら
湖
周
辺
整
備
基
本
計
画
の
策
定

（
H3
0）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・カ
ヌー
拠
点
施
設
完
成
、オ
ー
プン
（
R２
.９
月
）

・カ
ヌー
合
宿
の
誘
致
（
R3
～
）

・S
UP
、サ
イク
リン
グ
等
体
験
メニ
ュー
の
実
施
（
R3
～
）

さ
め
うら
湖
を
核
とし
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リズ
ム
の
振
興

■
土
佐
町
、民
間
事
業
者
等

・湖
面
を
利
用
した
ス
ポ
ー
ツイ
ベ
ント
や
競
技
大
会
の
誘
致
強
化

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
の
誘
致

・カ
ヌー
や
サ
イク
リン
グ
を中
心
とし
た
観
光
客
向
け
アク
テ
ィビ
テ
ィ商
品
の
磨
き
上
げ

・さ
め
うら
荘
宿
泊
者
を
ター
ゲ
ット
とし
た
体
験
プロ
グ
ラム
を
造
成

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
県
内
の
市
町
村
との
連
携
支
援

・各
種
ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

さ
め
うら
テ
ン
ト
パ
ー
ク
の

整
備

・第
1
期
工
事
（
R3
)

区
画
サ
イト
整
備
、車
両
用
通
路
整
備
、炊
事
棟
、W
i-F
i整
備

・第
2
期
工
事
（
R6
)

テ
ント
サ
イト
増
設
（
2
サ
イト
）
、管
理
棟
新
設

・第
３
期
工
事
（
R7
）

RV
パ
ー
ク、
ドッ
グ
ラン
エリ
ア
整
備

さ
め
うら
テ
ン
ト
パ
ー
ク
の
整
備

■
土
佐
町

・第
3
期
工
事
の
実
施
（
RV
パ
ー
クの
整
備
）

人
材
確
保
、育
成

・特
定
地
域
づ
くり
事
業
協
同
組
合
設
立
に
向
け
た
準
備
（
R6
）

人
材
確
保
、育
成

■
土
佐
町
、民
間
事
業
者
等

・特
定
地
域
づ
くり
事
業
協
同
組
合
を
活
用
した
人
材
の
確
保

レス
トラ
ン
メ
ニ
ュー
の
さ
らな
る
充
実

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
トや
競
技
大
会
等
の
誘
致

施
設
整
備

営
業
活
動
・情
報
発
信
の
強
化

受
け
入
れ
体
制
の
さ
らな
る
充
実

（
ス
タ
ッフ
の
接
客
ス
キ
ル
ア
ップ
等
）

魅
力
あ
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
・

宿
泊
プ
ラ
ン
との
セ
ット
に
よ
る
誘
客

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致

ア
ク
テ
ィビ
テ
ィ商
品
等
の
さ
らな
る
磨
き
上
げ

特
定
地
域
づ
くり
事
業
協
同
組
合

を
活
用
した
人
材
確
保
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嶺
北
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

その
他

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
16

土
佐
町
石
原
地
区
の
地
域
資
源
を
活
用
した
地
域
活
性
化

（
土
佐
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
合
同
会
社
い
しは
らの
里
、◎
(株
)い
しは
らキ
ッチ
ン、
◎
有
限
責
任
事
業
組
合
トサ
イチ
ヨン
、

い
しは
らの
里
協
議
会
、土
佐
町

(1
)宿
泊
・交
流
事
業
・や
まさ
と

の
市
売
上
高

90
7
万

（
R4
）

1,
12
1.
6
万
円

1,
52
5
万
円

事
業
概
要

土
佐
町
石
原
地
域
の
資
源
を
フル
活
用
した
稼
げ
る
仕
組
み
を構
築
し、
UI
ター
ン者
の
受
け
皿
と

な
る
仕
事
を
確
保
す
る
とと
も
に
、収
益
を
活
用
して
プ
ラス
ア
ル
ファ
の
住
民
サ
ー
ビス
を
展
開
し、
あ
ら

ゆ
る
世
代
の
者
に
とっ
て
暮
らし
や
す
い
地
域
づ
くり
を進
め
る
。

(2
)（
株
）
い
しは
らキ
ッチ
ン
加

工
品
販
売
額

1,
50
0
万
円

(R
5
見
込
)

1,
50
4.
8
万
円

3,
00
0
万
円

(3
)ト
サ
イチ
ヨン
売
上
高

10
0
万
円

(R
5
見
込
)

45
1.
3
万
円

1,
50
0
万
円

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

交
流
人
口
の
拡
大
・

宿
泊
施
設
の
整
備
・運

営

・簡
易
宿
泊
所
(木
の
家
）
の
整
備
（
H2
8)

→
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
推
進
事
業
費
補
助
金
（
経
済
拡
充
支
援
事
業
）

の
活
用

・休
校
とな
った
旧
石
原
小
学
校
を
利
用
した
宿
泊
施
設
の
整
備
（
R
元
）

→
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
推
進
事
業
費
補
助
金
（
基
幹
ビジ
ネ
ス
支
援
事

業
）
の
活
用

・自
然
体
験
型
プ
ログ
ラム
の
実
施
（
R2
～
）

(ア
メゴ
の
掴
み
取
り、
バ
ー
ム
クー
ヘ
ン作
り体
験
な
ど)

・県
内
外
の
小
中
高
校
生
の
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ

[成
果
]

・宿
泊
者
数
が
増
加

R2
：
35
2
人

→
R6
：
68
4
人

・体
験
メニ
ュー
受
入
が
増
加

R2
：
49
0
人

→
R6
：
1,
25
6
人

・宿
泊
事
業
や
加
工
品
製
造

販
売
な
ど、
石
原
地
域
全
体

で
稼
ぐ仕
組
み
は
出
来
つ
つ
あ

る
。 [課
題
]

・加
工
品
の
販
路
拡
大

・さ
との
み
せ
閉
店
後
の
、や
ま

さと
の
市
を
中
心
とし
た
地
域

経
済
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
検
討

・閑
散
期
の
宿
泊
者
増
、体

験
メニ
ュー
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ

・(
株
)い
しは
らキ
ッチ
ン
の
新

加
工
場
整
備

・林
業
の
収
益
力
強
化

・地
元
出
身
者
が
就
職
す

る
、あ
る
い
は
県
外
在
住
者
が

地
域
へ
UI
ター
ンす
る
た
め
の

雇
用
の
受
け
皿
を
確
固
た
る

も
の
とす
る
た
め
、各
種
事
業

の
売
上
げ
を
安
定
し
て
伸
ば

す
こと
が
必
要

宿
泊
・交
流
事
業
の
強
化
及
び
や
ま
さ
との
市
の
売
上
増

■
合
同
会
社
い
しは
らの
里

・体
験
プロ
グ
ラム
の
拡
充

・団
体
客
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
パ
ッケ
ー
ジ
プラ
ンの
造
成
及
び
販
促
強
化

・や
ま
さと
の
市
を
中
心
とし
た
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け
た
取
り組
み
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・P
DC
A
サ
イク
ル
に
よ
る
目
標
達
成
に
向
け
た
進
捗
管
理
等
（
以
下
同
じ）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
、産
振
補
助
金
制
度
等
の
活
用
提
案

地
域
資
源
の
活
用

・加
工
品
販
売
事
業

山
の
辣
油
販
売
開
始
（
R3
～
）

高
知
家
の
うま
い
も
の
大
賞
20
22
「高
知
家
賞
」受
賞

法
人
設
立
（
R5
）
→
(株
)い
しは
らキ
ッチ
ン

事
業
戦
略
策
定
セ
ミナ
ー
（
県
地
産
地
消
外
商
課
所
管
）
（
R6
）

商
品
改
良
や
販
売
手
法
改
善
に
向
け
た
行
動
計
画
策
定
（
R6
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

新
商
品
（
ち
び
か
ら）
販
売
開
始
（
R6
.５
～
）

新
商
品
（
僕
、イ
タド
リっ
す
）
の
開
発
・営
業
計
画
策
定

→
産
振
補
助
金
（
ス
テ
ップ
アッ
プ事
業
）
の
活
用

高
知
家
の
うま
い
も
の
大
賞
20
26
「新
商
品
賞
」受
賞

新
加
工
場
整
備
方
針
の
検
討
（
R7
）

・さ
との
み
せ

営
業
開
始
（
H2
5～
）
リニ
ュー
アル
オ
ー
プ
ン（
R5
）

経
営
改
善
に
向
け
た
協
議
を実
施
（
R7
.8
～
11

計
４
回
）

→
中
山
間
地
域
振
興
アド
バ
イザ
ー
制
度
を
活
用

資
金
繰
り悪
化
に
よ
り閉
店
（
R7
.1
2）

・や
まさ
との
市

営
業
開
始
（
H2
6～
）

・林
業 団
体
設
立
（
R5
年
1
月
)
→
有
限
責
任
事
業
組
合
トサ
イチ
ヨン

加
工
品
の
販
路
拡
大
及
び
売
上
増

■
(株
)い
しは
らキ
ッチ
ン

・(
一
財
)高
知
県
地
産
外
商
公
社
と連
携
した
営
業
活
動
の
強
化

・製
造
機
器
の
導
入
、H
AC
CP
対
応
の
新
加
工
場
の
整
備
検
討
、新
商
品
の
開
発

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・(
一
財
)高
知
県
地
産
外
商
公
社
との
連
携

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
、産
振
補
助
金
制
度
等
の
活
用
提
案

稼
げ
る
林
業
の
体
制
構
築

■
LL
P
トサ
イチ
ヨン
（
※
LL
P：
有
限
責
任
事
業
組
合
）

・地
域
お
こし
協
力
隊
の
育
成
指
導

・切
り捨
て
間
伐
等
受
託
業
務
の
拡
充

・作
業
効
率
化
の
た
め
の
機
械
導
入
の
検
討
等

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
補
助
金
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

新
商
品
開
発

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充

機
械
導
入
の
検
討

事
業
戦

略
策
定

営
業
活
動
の
強
化

団
体
客
の
誘
致

地
域
お
こし
協
力
隊
卒
業
生
の
定
着

新
加
工
場
整
備
方
針

の
検
討

新
加
工

場
整
備

新
加
工
場

計
画
策
定

や
ま
さ
との
市
活
性
化
検
討

さ
との
み
せ
経
営
改
善
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５　仁淀川地域 

 

（１）　地域の産業を取り巻く状況 

 

　仁淀川地域では、仁淀川の豊かな自然や風土に育まれた農林水産業や紙産業、観光産業

など、水資源とのつながりがある産業を中心に発展してきました。 

一方、当地域の人口は、高知県推計人口によると、68,338人（令和７年10月１日現在）

で、10年前の平成27年と比べ▲13.8％、また全人口に占める生産年齢人口の割合も47.7％

で▲4.1％と、人口の減少や少子高齢化の進展により地域経済を支える人口が減少しており、

地域を取り巻く環境は厳しさを増しています。 

　仁淀川地域の令和４年度の市町村内総生産（名目）は、222,527百万円であり、平成27

年度と比較すると約1.7％増加しています。なお、令和４年度の県内総生産（名目）に占め

る割合は約9.2％です。 

　産業別構成比（令和４年度）は、鉱業、製造業、農林水産業などの割合が、県全体と比

較して高いことが、特色に挙げられます。 
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H27(仁淀川地域)

R4(仁淀川地域)

H27(高知県)

R4(高知県)

R4(国)

農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比

農業
林業

水産業

鉱業

製造業

電気・ガス・水道・廃

棄物処理業

建設業

卸売・小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス業

情報通信業

金融・保険業

不動産業

専門・科学技術、業務

支援サービス業

公務

教育

保健衛生・社会事業

その他のサービス

特化係数※ H27 R4 特化係数※ H27 R4
農業 1.49 1.38 宿泊・飲食 0.75 0.69 
林業 1.69 1.54 情報通信業 0.01 0.03 
水産業 0.85 1.20 金融・保険業 0.57 0.60 
鉱業 6.92 7.41 不動産業 0.98 0.93 
製造業 1.51 1.39 専門 0.59 0.60 
電・ガ・水・廃 1.43 1.29 公務 0.98 0.93 
建設業 1.13 1.38 教育 1.29 1.24 
卸売・小売業 0.72 0.69 保健衛生 1.05 1.05 
運輸・郵便業 0.97 0.95 その他サービス 0.89 0.82 

高知県を比較対象
とした場合

仁淀川地域
高知県を比較対象

とした場合
仁淀川地域

産業構造の特徴

※特化係数:仁淀川地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、 
高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。

 
出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）
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農業分野 

仁淀川の下流域を中心とする平地・丘陵地では、温暖な気候を利用したピーマン、キュ

ウリ、ショウガ、ニラ、文旦、メロンなどの基幹品目の生産が行われています。こうした

園芸産地においては、環境制御技術が普及拡大するとともに、高糖度トマトでは法人参入

による団地での生産や選果ラインの活用などによりブランド化が進んでいます。また、中

山間地域では、茶や薬用作物、本川手箱きじといった地域の特性を生かした農畜産業に取

り組んでいます。一方で、農家人口の減少や農業従事者の高齢化、耕作放棄地の増加など、

農業を取り巻く環境は、引き続き厳しい状況が続いています。 

林業分野 

原木生産の拡大に向け、施業地の集約化や作業道の整備、高性能林業機械の導入などを

進めています。一方で、新型コロナウイルス感染症やウッドショックの影響を受け休業し

た事業体が出たことなどから生産量が伸び悩むなど、厳しい状況が続いています。また、

中山間地域の生産活動に寄与している特用林産物では、シキミ・サカキに加え、きのこ類

の生産・販売など地域の特性を生かした取り組みを進めています。 

水産業分野 

「宇佐の一本釣りうるめいわし」をはじめとした鮮魚加工の推進による地域資源の活用

や雇用創出とともに、積極的な外商活動の展開により売り上げを順調に伸ばしています。

また、県内産の養殖魚などを活用した水産加工場が稼働を開始し、商品開発や販路開拓に

取り組んでいます。 

商工業分野 

衰退する地域の商業に活力を呼び戻すため、中心市街地の活性化に取り組んでいます。

商店街の空き店舗等を有効活用した新規開業や、集客施設となる「ドラゴン広場」、「村の

駅ひだか」の経営改善やイベント開催など、商店街の賑わいづくりを進めることが必要で

す。また、地域資源を活用した加工品の製造・販売では、加工施設の整備や販路拡大、道

の駅など販売拠点の整備により売上増や雇用の創出といった地産外商の成果が表れてきて

います。仁淀川地域の伝統産業である「土佐和紙」の販売促進では、国際版画展や、手す

き職人、紙産業に関わる事業者及び商工会等が連携して開催するイベントなどにおいて、

土佐和紙の PRに取り組んでいます。また、県では、令和４年度に土佐和紙関係者などの意

見を踏まえ、庁内プロジェクトチームにおいて協議を重ね、「土佐和紙総合戦略」を改訂し、

市町村や関係団体などと一体となって土佐和紙の伝統産業としての振興に取り組んでいま

す。 

観光分野 

全国的にも透明度の高さを誇り、「奇跡の清流仁淀川」や「仁淀ブルー」と称されている

仁淀川の魅力を体感してもらうことで、ファンの拡大につなげるため、屋形船での遊覧や

カヌー・ラフティング、観光ガイドによるまち歩きなどの体験メニューの磨き上げに加え、

精油工房やアクティビティ施設といった新たな体験観光拠点及びキャンプ場の整備により、

「滞在型観光」を推進し、交流人口の拡大、観光消費額の増加に向けて取り組みを進めて

います。 
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（２）　地域アクションプランの概要 

 

当地域では、地域アクションプランのこれまでの成果と課題を踏まえつつ、市町村で策

定されている第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略の取り組みとも歩調を合わせながら、

一次産業をはじめとする地域産業の振興に取り組みます。 

また、地域産業の共通課題である担い手の育成や労働力の確保については、県と市町村

との協働のもとに進めている移住政策や、各産業分野の担い手育成・労働力確保の対策な

どともリンクをさせながら取り組みます。 

加えて、地域資源を活用した商品づくりや販売促進を行うことで、地産外商の一層の強

化を図るとともに、「奇跡の清流仁淀川」や「仁淀ブルー」と称され、全国的に人気が高ま

っている仁淀川をテーマとした広域観光をさらに推進し、交流人口の拡大を図ります。 

 

農業分野 

温暖な気候と立地条件を生かした園芸産地の基幹品目を中心にデータ駆動型農業への転

換、生産・出荷体制の強化、販売促進やブランド化などをさらに進めるとともに、高糖度

トマトやショウガ、サンショウの生産、商品開発、新たに整備したトマト加工施設による

生産能力の強化や販路拡大の取り組みを推進します。また、仁淀川地域の「仁淀川流域茶」

（仕上げ茶）、薬用作物、本川手箱きじなど地域特性を生かした農畜産物の生産・加工・販

売の取り組みなどにより、農業者の所得向上や担い手の確保につなげます。 

林業分野 

林業分野では、森林の集約化による施業地の確保、担い手の育成・確保、計画的な原木

生産の拡大を図り、自伐型林業においては引き続き切り捨て間伐の実施により施業困難地

への対応を行うとともに、地域おこし協力隊の採用により小規模林業を推進します。また、

中山間地域の貴重な収入源となる特用林産物についても、安定的な需要が期待できるシキ

ミやサカキの生産拡大、原木マイタケや菌床キクラゲなどきのこ類の生産拡大や販路拡大

を進めることによって、生産者の所得向上や担い手の確保につなげます。 

水産業分野 

地域の特産品である「宇佐の一本釣りうるめいわし」などの鮮魚を活用した新たな加工

品の開発や販路の開拓などに取り組みます。さらに、マダイやカンパチなど県内養殖魚や

地元食材を活用した水産加工場が稼働しており、商品開発や国内外への販路開拓をすすめ

ることにより、養殖産業の振興、地元産品の利用拡大及び雇用の創出を図ります。 

商工業分野 

中心市街地活性化計画の着実な実行や、茶や野菜、地乳などの地域資源を活用した特産

品や新商品の開発・販路拡大、販売の拠点となる集客施設の経営改善や新たに整備された

道の駅への集客及び販売促進などに取り組みます。また、地域の特産品を活用したアイス

製造業の生産能力の拡大や、地域資源を活用したジン・ウイスキー、クラフトビールの製

造・販売促進に取り組みます。地域の伝統産業である「土佐和紙」についても、「土佐和紙

総合戦略」に基づき原料づくり、担い手づくり、商品開発やPRなどの付加価値づくりの取

り組みを県・市町村・関係団体などが一体となって進めます。 
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観光分野 

一般社団法人仁淀ブルー観光協議会を舵取り役として、市町村・関係団体などとの連携

をさらに強化し、マーケットインに基づく旅行会社へのプロモーション活動やSNS等を活用

した情報発信、体験メニューの開発・磨き上げ、訪日外国人旅行者の受入体制の整備等、

域内への経済波及効果の拡大に向けて引き続き、取り組みを進めます。これまでに定着し

てきた「仁淀ブルー」や「牧野博士ゆかりの地」というブランドを生かした商品造成やPR

を一層強化するとともに、エリア全体での周遊や滞在延長、宿泊につながる取り組みを推

進し、これまで以上に、食や歴史、草花や自然など、仁淀川地域の魅力を満喫していただ

けるよう、市町村や関係機関とも連携しながら「滞在型観光」を推進することで、持続可

能な観光地域づくりにつなげ、さらなる観光振興、地域の活性化を図ります。
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（３）　具体的な取り組み

分
野

№

土
佐
市

い
の
町

仁
淀
川
町

佐
川
町

越
知
町

日
高
村

1 ● ● ● ●

2 ●

農 3 ●

4 ●

5 ●

6 ● ● ● ● ● ●

7 ●

8 ●

9 ●

10 ● ● ● ●

11 ●

12 ●

13 ●

14 ●

15 ●

16 ●

17 ●

18 仁淀川町における(株)フードプランを核とした野菜の産地形成と販売拡大 ●

19 ●

20 ●

21 ●

22 ●

23 ●

24 ● ● ● ● ● ●

25 ●

26 ●

27 ●

28 ●

29 ●

30 ●

31 ●

32 ●

33 ●

34 ●

項目

仁淀川流域の薬用作物の生産性の向上による産地振興

日高村まるごとブランド化

いの町生姜生産・販売拡大プロジェクト

本川手箱きじの販路拡大

越知町における食用山椒の産地振興

仁淀川流域における特用林産物の生産拡大

佐川町における自伐型林業の推進と地域の活性化

宇佐の一本釣りうるめいわし等の鮮魚加工品の販路拡大と地域の活性化

土佐市における養殖魚加工体制の構築による加工品の販売拡大と地域の振興

「土佐和紙」の販売促進

土佐市における木毛（もくめん）を核とした製品の販路拡大とブランド化

「ドラゴン広場」を核にした高岡商店街の活性化

いの町中心市街地の活性化

地域産品を活用した冷菓等の販路拡大

日高村におけるクラフトビール工房を軸にした交流人口の拡大と地域の活性化

地域資源を活用した粉炭づくりによる地域の課題解決および活性化

仁淀川町におけるクラフトビールを軸にした交流人口の拡大と地域の活性化

仁淀川町の基幹産業である茶の６次産業化の推進

仁淀川町「池川こんにゃく」の生産拡大による地域の活性化

仁淀川町の町内資源を活用したジン・ウイスキーのブランド化による地域の活性化

さかわの地乳(ぢちち)ブランドの再構築による販路拡大

「まきのさんの道の駅・佐川」を活用した交流人口の拡大と地域の活性化

「奇跡の清流仁淀川」流域の広域観光推進

土佐市における体験型観光と食観光の推進

観光交流施設｢南風｣を核とした新居地区の活性化

いの町の地域資源を活かした体験型観光等の推進

いの町本川地区での山岳観光の推進

仁淀川町滞在交流型観光の推進

仁淀川町アウトドアリゾートプロジェクト

佐川町の歴史と文化を生かした観光の推進

越知町の「アウトドアなまち」体験型観光の推進

日高村の地域資源を生かした体験型観光等の推進

日高村能津地区における交流人口の拡大と地域の活性化

林

水

商
工

観
光
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　3、4、6、10、13、14、
  24、27、28

　6、8、9、10、11、12、24、25、
  26

　1、2、6、10、15、16、
  24、33、34

 1、6、7、22、23、24、31

 1、5、6、24、32

　1、6、10、17、18、19、 
  20、21、24、29、30

仁淀川町

越知町

佐川町

いの町

日高村

土佐市

【仁淀川地域】
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
１

仁
淀
川
流
域
の
薬
用
作
物
の
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
産
地
振
興

（
仁
淀
川
町
、佐
川
町
、越
知
町
、日
高
村
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
（
農
）
ヒュ
ー
マ
ン
ライ
フ土
佐

(1
)ミ
シ
マサ
イコ
製
品
量
※

（
乾
燥
重
量
）

0.
3t

（
R4
）

0.
6t

0.
9t

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)サ
ンシ
ョウ
製
品
量
※

（
乾
燥
重
量
）

23
.6
t

(R
2～
4
平
均
)

33
.5
t

40
t

(R
6～
9
平
均
)

事
業
概
要

大
手
製
薬
会
社
と契
約
栽
培
を
行
って
い
る
ミシ
マ
サ
イ
コ・
サ
ン
シ
ョウ
・ダ
イ
ダ
イ
な
どの
薬

用
作
物
に
つ
い
て
、生
産
農
家
の
所
得
の
向
上
と就
労
の
場
の
確
保
を
図
る
た
め
、乾
燥
作

業
の
改
善
や
栽
培
管
理
、病
害
虫
防
除
の
指
導
を
徹
底
し
、漢
方
薬
の
需
要
増
に
対
応
し

た
生
産
拡
大
と生
産
性
の
向
上
に
取
り組
む
。

(3
)ダ
イダ
イ製
品
量
※

（
乾
燥
重
量
）

13
.9
t

（
R4
）

11
.1
t

26
.6
t

※
会
計
年
度
：
５
月
～
４
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
体
制
の
強
化

○
(農
)ヒ
ュー
マ
ン
ライ
フ土
佐
の
体
制
強
化

・総
会
の
開
催
、部
門
別
生
産
者
会
の
開
催

（
R2
:2
回
、R
3:
2
回
、R
4:
2
回
、R
5:
2
回
、R
6:
2
回
）

・乾
燥
機
の
導
入
（
R3
）

→
こう
ち
農
業
確
立
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

※
H
28

に
乾
燥
機
、H
29
に
ミシ
マ
サ
イ
コ
自
動
茎
切
機
を
導
入

[成
果
]

・乾
燥
機
の
導
入
に
よ
り乾
燥

作
業
を
自
社
完
結

〈ミ
シ
マサ
イコ
〉

・低
温
処
理
に
よ
る
種
子
の
発

芽
改
善
対
策
開
始

・新
病
害
へ
の
農
薬
登
録
申

請 〈サ
ンシ
ョウ
〉

・専
門
業
者
に
苗
木
生
産
を

委
託
契
約
（
年
間
2,
00
0

本
を
目
標
）

・主
要
病
害
に
対
す
る
新
農

薬
登
録
申
請

・農
福
連
携
で
出
荷
調
製
作

業
を
マ
ッチ
ン
グ
（
作
業
委
託

2
件
）

〈ダ
イダ
イ〉

・栽
培
管
理
技
術
の
周
知
に

よ
り栽
培
面
積
が
増
加

[課
題
]

・サ
ン
シ
ョウ
乾
燥
作
業
で
生

産
者
か
らの
収
穫
物
受
け
入

れ
が
滞
る

・自
社
ほ
場
の
管
理
人
員
不

足 ・ミ
シ
マ
サ
イ
コ、
サ
ン
シ
ョウ
の

病
害
防
除
の
た
め
の
登
録
農

薬
が
少
な
い

・３
品
目
とも
に
、栽
培
剪
定

管
理
、病
害
虫
防
除
が
十
分

に
行
え
て
い
な
い
生
産
者
も
お

り、
指
導
の
継
続
が
必
要

〈ミ
シ
マ
サ
イコ
〉秋
蒔
2
年
生

栽
培
体
系
の
周
知
徹
底

〈サ
ン
シ
ョウ
〉老
朽
園
地
の
改

植

生
産
体
制
の
強
化

■
（
農
）
ヒュ
ー
マ
ンラ
イフ
土
佐

・栽
培
管
理
等
の
人
員
の
確
保

□
県
(農
業
改
良
普
及
所
、環
境
農
業
推
進
課
等
)

・ミ
シ
マ
サ
イコ
の
斑
点
病
、根
朽
病
、サ
ンシ
ョウ
の
サ
ビ病
の
農
薬
登
録

・サ
ンシ
ョウ
規
模
拡
大
志
向
農
家
等
の
栽
培
面
積
拡
大
推
進

乾
燥
作
業
の
改
善

■
（
農
）
ヒュ
ー
マ
ンラ
イフ
土
佐

・乾
燥
作
業
の
効
率
化
の
た
め
に
要
改
善
点
の
点
検

・作
業
の
省
力
化
を
可
能
とす
る
高
性
能
乾
燥
機
の
追
加
導
入
の
検
討

□
県
(農
業
改
良
普
及
所
等
)

・補
助
金
等
活
用
の
支
援

薬
用
作
物
の
栽
培
管
理
、病
害
虫
防
除
指
導

〈ミ
シ
マ
サ
イコ
〉

■
（
農
）
ヒュ
ー
マ
ンラ
イフ
土
佐

・新
規
栽
培
者
等
の
勧
誘

・現
地
検
討
会
、栽
培
講
習
会
の
開
催

□
県
(農
業
改
良
普
及
所
等
)

・病
害
防
除
指
導
（
斑
点
病
、根
朽
病
防
除
指
導
）

・栽
培
管
理
指
導
（
秋
ま
き
2
年
栽
培
、基
本
管
理
指
導
）

〈サ
ンシ
ョウ
〉

■
（
農
）
ヒュ
ー
マ
ンラ
イフ
土
佐

・老
朽
園
地
の
改
植
推
進
（
苗
木
の
確
保
）

・現
地
検
討
会
、栽
培
・剪
定
講
習
会
の
開
催

□
県
(農
業
改
良
普
及
所
等
)

・病
害
防
除
指
導
（
サ
ビ病
防
除
）

・栽
培
管
理
指
導
（
接
ぎ
木
・剪
定
・施
肥
管
理
等
）

・農
福
連
携
支
援
会
議
、無
料
職
業
紹
介
所
を活
用
した
労
働
力
確
保
推
進

〈ダ
イダ
イ〉

■
（
農
）
ヒュ
ー
マ
ンラ
イフ
土
佐

・現
地
検
討
会
、栽
培
・剪
定
講
習
会
の
開
催

□
県
(農
業
改
良
普
及
所
等
)

・病
害
防
除
指
導
（
そう
か
病
、か
い
よう
病
防
除
）

・栽
培
管
理
指
導
（
剪
定
・施
肥
管
理
）

安
定
生
産
へ
の
取
り組

み
○
薬
用
作
物
の
安
定
生
産

〈ミ
シ
マサ
イコ
〉

・休
作
者
へ
の
作
付
け
呼
び
か
け
、新
規
栽
培
者
の
勧
誘
（
R
元
:3
回
）

・栽
培
管
理
資
料
・防
除
資
料
の
配
付
（
R2
:3
回
、R
3:
3
回
、R
4:
1
回
､

R5
:1
回
）
、病
害
虫
防
除
指
導
（
R6
:3
回
）

・栽
培
講
習
会
の
開
催
（
R2
:2
回
､R
3:
1
回
､R
4:
1
回
､R
5:
1
回
､R

６
:1
回
）

・実
証
ほ
の
設
置

苗
立
ち
本
数
確
保
（
R2
:4
カ所
）
、炭
そ病
防
除
薬
剤
（
R2
:1
カ所
）

発
芽
改
善
（
R3
:1
カ所
、R
4:
1
カ所
）

〈薬
用
サ
ンシ
ョウ
〉

・収
穫
時
の
労
働
力
確
保
に
向
け
た
協
議
（
R3
:３
回
）

・越
知
町
農
福
連
携
支
援
会
議
設
置
（
R6
）

・無
料
職
業
紹
介
所
設
置
開
設
（
R6
）

・栽
培
管
理
・防
除
資
料
の
配
付
（
R2
:1
1
回
､R
4:
1
回
､R
5:
1
回
､R
6:

３
回
）

・栽
培
講
習
会
の
開
催
（
R2
:2
回
、R
3:
1
回
、R
4:
3
回
、R
5:
1
回
、

R6
:２
回
）

・市
町
村
広
報
誌
に
よる
作
付
呼
び
か
け
・説
明
会

（
R6
:管
内
町
村
で
の
説
明
会
4
回
＋
個
別
面
談
31
人
）

・実
証
ほ
の
設
置

緩
効
性
肥
料
に
よ
る
礼
肥
効
果
の
検
討
（
R3
:2
カ
所
、R
4:
2
カ
所
、

R5
:2
カ所
）
、汚
泥
肥
料
の
活
用
実
証
（
R6
:１
カ所
）

・土
壌
分
析
の
実
施
（
R2
:8
8
点
、R
3:
61
点
、R
4:
11
7
点
、R
5:
83

点
、R
6:
85
点
）

・農
福
連
携
体
験
研
修
を
実
施
（
R6
：
1
回
、1
5
人
）

就
労
継
続
支
援
事
業
所
2
カ所
と出
荷
調
整
業
務
の
委
託
契
約
締
結

〈ダ
イダ
イ〉

・栽
培
管
理
・防
除
資
料
配
付
(R
2:
1
回
､R
3:
1
回
､R
5:
1
回
､R
6:
1
回
）

・栽
培
講
習
会
の
開
催
（
R2
:2
回
、R
3:
1
回
、R
４
:1
回
、R
５
:1
回
）

作
業
工
程
の
点

検
・乾
燥
機
の
追

加
導
入
の
検
討

農
薬
登
録

自
社
ほ
場
栽
培
管

理
等
の
人
員
確
保

新
た
に
登
録
さ
れ
た
農

薬
に
よ
る
防
除
徹
底

自
社
の
生
産
強
化

ダ
イ
ダ
イ
の
栽
培
管
理
・防
除
技
術
指
導

ミシ
マ
サ
イ
コ新
規
栽
培
者
等
の
勧
誘
、栽
培

管
理
・防
除
技
術
指
導

サ
ン
シ
ョウ
老
朽
園
地
の
改
植
推
進
、栽
培
管

理
・防
除
技
術
指
導

サ
ン
シ
ョ
ウ
規
模
拡
大
農
家
等
の
栽
培
面
積
拡
大

サ
ン
シ
ョウ
収
穫
・出
荷
調
整
作
業
の
労
力
確

保
推
進
、福
祉
事
業
所
との
マ
ッチ
ン
グ
推
進

乾
燥
機
の
導
入
に
よ
る
処

理
能
力
向
上
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

(実
施
地
域
)

N
o.
２
日
高
村
ま
る
ご
と
ブ
ラ
ン
ド
化

(日
高
村
)

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
日
高
村
、◎
(株
)村
の
駅
ひ
だ
か
、◎
(特
非
)日
高
わ
の
わ
会
、◎
JA
高
知
県
(仁
淀

川
地
区
)、
JA
高
知
県
日
高
支
所
ハ
ウ
ス
園
芸
部
会
、(
株
)イ
チ
ネ
ン
高
知
日
高
村
農

園
、日
高
村
商
工
会
、(
株
)霧
山
茶
園

(1
)農
産
物
等
の
売
上
高

[う
ち
、(
特
非
)日
高
わ
の
わ
会
の

製
造
販
売
部
門
の
売
上
高
]

7.
09
億
円

[0
.3
1
億
円
]

(R
4)

7.
14
億
円

[0
.3
8
億
円
]

7.
60
億
円

[0
.5
8
億
円
]

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)村
の
駅
ひ
だ
か
の
売
上
高

2.
08
億
円

(R
4)

2.
09
億
円

2.
16
億
円

事
業
概
要

高
糖
度
ト
マ
ト
生
産
に
お
け
る
販
売
戦
略
や
地
域
ネ
ット
ワ
ー
ク
、産
地
間
競
争
力
を
強

化
し
、生
産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る
。地
域
の
特
産
品
等
の
開
発
・販
売
活
動
や
「日

高
ま
る
ご
とイ
タリ
ア
ン
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」の
推
進
に
よ
り、
日
高
村
の
知
名
度
や
ブ
ラン
ド
力
の
向

上
を
図
り、
交
流
人
口
の
拡
大
と地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
。

(3
)商
品
・加
工
品
開
発
件

数
15
件

(R
2～
4
累
計
)

6
件

25
件

(R
6～
9
累
計
)

(4
)村
外
か
らの
移
住
者
数

26
組

(R
2～
4
累
計
)

8
組

20
組

(R
6～
9
累
計
)

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

経
営
管
理
能
力
及
び
生

産
力
の
向
上

・栽
培
マ
ニュ
ア
ル
に
よる
栽
培
技
術
の
平
準
化
(H
21
～
)

・コ
ス
モ
ス
農
協
(現
JA
高
知
県
)の
選
果
場
の
整
備

→
産
振
補
助
金
の
活
用
(H
21
～
H2
3)

・環
境
制
御
技
術
の
取
組
開
始
(H
25
～
)

・(
株
)イ
チ
ネ
ン高
知
日
高
村
農
園
の
トマ
ト栽
培
参
入
(H
28
)

・デ
ー
タ駆
動
型
農
業
を
取
り入
れ
品
質
・収
量
向
上
(R
2～
)

・経
営
管
理
能
力
の
向
上
(R
2～
)

・労
働
力
確
保
に
向
け
た
関
係
機
関
との
連
携
(R
2～
)、
JA
無
料
職
業
紹
介

所
の
活
用

・新
規
就
農
者
育
成
・確
保
(R
2～
)

・促
成
高
糖
度
トマ
トの
機
能
性
分
析
(G
AB
A
含
有
量
)に
よ
る
高
付
加
価
値

化
に
向
け
た
共
同
研
究
(R
4～
)

[成
果
]

・産
地
面
積
拡
大

H2
7：
8.
3h
a

→
R5
：
8.
8h
a

・次
世
代
型
環
境
制
御
技
術

の
導
入
拡
大
に
よ
る
生
産
技

術
の
強
化
導
入
面
積

H2
7：
7.
1%

→
R5
：
10
0%

・R
2
年
度
以
降
の
新
規
就

農
者
数
5
名
(R
2～
R6
)

・新
商
品
の
開
発

延
べ
24
件

(R
2～
R5
)

・「
オ
ム
ライ
ス
街
道
」に
よ
る
オ

ム
ライ
ス
販
売
数
延
べ

57
5,
99
7
食
(H
26
～

R5
)

[課
題
]

・担
い
手
営
農
の
定
着

・経
営
安
定
に
向
け
た
労
働

力
の
確
保

・知
名
度
の
向
上

・新
た
な
加
工
商
品
の
開
発

・「
日
高
の
未
来
戦
略
」を
生

か
した
新
た
な
取
り組
み
の
創

出

経
営
管
理
能
力
及
び
生
産
力
の
向
上

■
JA
高
知
県
(仁
淀
川
地
区
)、
JA
高
知
県
日
高
支
所
ハ
ウス
園
芸
部
会
、(
株
)イ
チ
ネ

ン高
知
日
高
村
農
園

・個
別
農
家
の
経
営
改
善
目
標
の
達
成
と向
上
、労
働
力
の
確
保
と作
業
員
の
効
率

的
な
労
務
管
理

□
県
(高
吾
農
業
改
良
普
及
所
)

・栽
培
マニ
ュア
ル
等
を活
用
した
生
産
技
術
の
向
上
支
援

・環
境
デ
ー
タや
出
荷
デ
ー
タを
活
用
した
品
質
、収
量
の
向
上
支
援

・個
別
経
営
目
標
の
設
定

・労
働
力
確
保
に
向
け
た
取
り組
み
の
実
施

特
産
品
の
開
発
と
販
売

力
の
向
上

・食
の
安
全
・安
心
へ
の
取
り組
み
強
化
、新
た
な
糖
度
区
分
に
よ
る
商
品
開

発
、販
促
活
動
(H
21
～
)

・日
高
村
ア
グ
リネ
ット
ワー
ク会
議
の
開
催
(H
24
～
)

・直
販
市
の
機
能
を
も
つ
「村
の
駅
ひ
だ
か
」の
オ
ー
プ
ン(
H2
6)

→
産
振
補
助
金
を
活
用
(H
25
)

・村
の
駅
ひ
だ
か
増
床
リニ
ュー
ア
ル
(H
29
)

・村
の
駅
ひ
だ
か
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
拡
大
(H
27
:4
7
台
、R
4:
大
型
車
５
台
、普

通
車
26
台
)

・新
た
な
加
工
施
設
((
特
非
)日
高
わ
の
わ
会
)の
整
備
(R
6)

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
、産
振
補
助
金
の
活
用

特
産
品
の
開
発
と機
能
性
に
着
目
した
販
促
活
動
の
展
開

■
JA
高
知
県
(仁
淀
川
地
区
)、
(株
)イ
チ
ネ
ン高
知
日
高
村
農
園

・大
学
等
と連
携
した
商
品
開
発
及
び
販
路
開
拓
等
の
実
施

■
日
高
村
、日
高
村
商
工
会
、村
内
事
業
者

・日
高
村
アグ
リネ
ット
ワー
クと
連
携
した
特
産
品
等
の
開
発
及
び
販
促
活
動
の
実
施

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
、産
振
補
助
金
の
活
用
の
支
援

加
工
施
設
の
整
備
・稼
働

■
(特
非
)日
高
わ
の
わ
会

・新
た
な
加
工
施
設
の
整
備
及
び
稼
働
に
向
け
た
取
り組
み
、衛
生
管
理
の
実
施

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
、産
振
補
助
金
の
活
用
の
支
援

「日
高
ま
る
ご
とイ
タ
リア

ン
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」の
推
進

・オ
ム
ライ
ス
街
道
事
業
の
実
施
(H
27
～
)

・「
日
高
ま
る
ご
とイ
タリ
ア
ン
プ
ロジ
ェク
ト」
の
実
施
計
画
(日
高
の
未
来
戦
略
)策

定
(H
30
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・交
流
拠
点
施
設
「E
at
＆
St
ay
とま
とと
」が
オ
ー
プ
ン(
R
元
.1
1
月
)

指
定
管
理
者
変
更
で
「A
RU
M
O
41
0」
とし
て
オ
ー
プ
ン(
R6
.1
1
月
)

「日
高
ま
る
ご
とイ
タ
リア
ン
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」の
推
進
に
よ
る
地
域
活
性
化

■
日
高
村

・プ
ロジ
ェク
ト推
進
に
係
る
会
議
の
開
催
、オ
ム
ライ
ス
街
道
事
業
の
実
施
、ト
マ
トや
オ
ム

ライ
ス
を
活
か
した
ロー
カル
ブ
ラン
デ
ィン
グ
、移
住
促
進
策
の
推
進

■
村
内
事
業
者

・基
幹
産
業
を
活
か
した
商
品
開
発
、オ
ム
ライ
ス
街
道
事
業
へ
の
参
画
に
よ
る
オ
ム
ライ

ス
販
売
、日
高
村
ア
グ
リネ
ット
ワ
ー
クへ
の
参
画

経
営
改
善
及
び
高
付
加
価
値
に
よ
る
産
地
の

強
化

施
設

整
備

新
施
設
の
稼
働

トマ
トの
機

能
性
分
析

トマ
トの
機
能
性
に
着

目
した
販
促
活
動

実
施
計
画
に
沿
った
プ
ロ
ジ
ェク
ト
の
推
進

出
荷
果
実
糖
度
の
測
定
・管
理
に
よ
る
機
能

性
ト
マ
トの
品
質
管
理
の
実
証

特
産
品
等
の
開
発
及
び
販
促
活
動
の
実
施

衛
生
管
理
の
実
施
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
3
い
の
町
生
姜
生
産
・販
売
拡
大
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
い
の
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
い
の
町
、J
A
高
知
県
(伊
野
支
所
)、
い
の
町
商
工
会
等

(1
)囲
生
姜
出
荷
量
※

53
8t

（
R5
）

28
7t

58
0t

AP
へ
の
位
置
づ
け

R2
.4
月

(2
)生
姜
加
工
品
・メ
ニ
ュー

開
発
件
数

３
件

（
R4
）

4
件

16
件

（
R6
～
9
累
計
）

事
業
概
要

生
姜
の
集
出
荷
場
整
備
を
契
機
に
生
姜
生
産
農
家
、地
元
加
工
業
者
等
が
連
携
し、
生
産

拡
大
に
取
り組
ん
で
お
り、
近
年
の
生
姜
価
格
の
低
迷
、資
材
や
燃
料
、肥
料
高
騰
等
、生
産
環

境
の
悪
化
に
対
応
す
る
た
め
、品
質
向
上
・コ
ス
ト削
減
の
取
り組
み
に
よ
って
産
地
を
堅
持
し、
生

姜
を核
とし
た
い
の
町
の
振
興
に
取
り組
む
。

※
年
産
：
秋
収
穫
で
出
荷
量
実
績
は
1
月
頃

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

安
定
生
産
の
強
化

・J
A
高
知
県
伊
野
支
所
生
姜
集
出
荷
場
の
整
備
(H
28
)

→
産
地
パ
ワー
アッ
プ事
業
の
活
用

・栽
培
管
理
技
術
等
の
向
上
に
向
け
、栽
培
研
修
会
等
累
計
52
回

・J
A
高
知
県
伊
野
支
所
生
姜
集
出
荷
場
出
入
り口
等
の
整
備
(R
2)

→
高
知
県
集
出
荷
施
設
等
緊
急
整
備
事
業
の
活
用

・出
荷
場
・生
産
者
GA
P
点
検
累
計
32
回
実
施
(H
29
～
)

・新
規
就
農
者
等
の
確
保
育
成

→
就
農
相
談
会
参
加
累
計
6
回
、技
術
勉
強
会
受
講
累
計
35
回

(H
29
～
)

→
出
前
授
業
:(
H2
8:
2
校
、H
29
:2
、H
30
:2
、R
元
:4
、R
2:
2、

R3
:2
、R
4:
2、
R5
:4
延
べ
70
4
人
)

[成
果
]

・新
規
就
農
者
の
確
保

新
規
就
農
者
6
名

(R
元
～
6)

研
修
生
6
名
(R
元
～
6)

・G
AP
点
検
に
よ
り集
出
荷

場
の
入
り口
の
改
善
が
決
定

・生
姜
加
工
品
開
発
：

25
品
(H
29
～
R6
）

・い
の
生
姜
焼
き
街
道
ス
タン

プ
ラ
リー
参
加
店
(H
28
:1
8

店
舗
、H
29
:1
9、
H3
0:

18
、R
元
:1
9、
R2
～
4:
中

止
、R
5:
18
、R
6:
20
)

[課
題
]

・単
価
の
低
迷
、資
材
の
高

騰 ・出
荷
量
ア
ップ
に
向
け
た
病

害
対
策
等
と担
い
手
の
確
保

・市
場
事
故
防
止
対
策
の
徹

底 ・就
農
支
援
体
制
の
強
化
及

び
就
農
後
の
経
営
の
安
定

・生
姜
を
活
用
した
メニ
ュー
・

加
工
品
の
販
売
数
の
増
加

・生
姜
の
ま
ち
「い
の
」定
着
に

向
け
た
PR
強
化

品
質
向
上
・安
定
生
産

■
JA
高
知
県
(伊
野
支
所
)

・出
荷
調
整
作
業
時
の
乾
燥
防
止
対
策
の
徹
底

■
い
の
町

・鳥
獣
被
害
対
策
に
係
る
支
援
策
の
拡
充
(防
護
柵
設
置
、狩
猟
期
間
中
の
補
助
)

□
県
(農
業
振
興
セ
ンタ
ー
)

・肥
培
管
理
の
改
善
(土
壌
分
析
等
に
も
とづ
く適
正
量
施
肥
の
推
進
)

コス
ト
削
減
に
向
け
た
研
究

■
い
の
町

・竹
チ
ップ
を
活
用
した
土
壌
改
良
の
検
証

・安
価
な
土
寄
せ
資
材
の
検
討
及
び
土
寄
せ
の
推
進

■
JA
高
知
県
(伊
野
支
所
)

・低
コス
ト肥
料
の
開
発
の
検
討
及
び
肥
培
管
理
の
改
善
(土
壌
分
析
等
に
も
とづ
く適

正
量
施
肥
の
推
進
)

担
い
手
の
確
保
・育
成

■
い
の
町

・新
規
就
農
者
の
確
保
(提
案
書
の
改
定
、就
農
相
談
会
へ
の
参
加
、就
農
計
画
の

作
成
)

・新
規
就
農
者
の
育
成
(就
農
計
画
の
実
践
支
援
)

・い
の
町
管
内
小
学
校
で
出
前
授
業
の
実
施

生
姜
加
工
品
の
開
発
・

販
路
拡
大

・生
姜
加
工
品
開
発
(H
28
～
)

・芽
生
姜
の
甘
酢
漬
け
完
成
(R
2)
、販
売
開
始
(R
3～
)

・芽
生
姜
の
しそ
酢
漬
け
完
成
(R
4)
、販
売
開
始
(R
4～
)

・J
A
高
知
県
伊
野
支
所
ま
る
い
生
姜
部
会
提
供
の
規
格
外
生
姜
(無
償
提
供
)

を
活
用
した
メニ
ュー
開
発
：
8
店
舗
14
品
(R
元
～
4）

生
姜
加
工
品
の
開
発
・販
路
拡
大
の
推
進

■
い
の
町

・メ
ニュ
ー
開
発
店
舗
の
開
拓
、試
作
品
作
成
に
向
け
た
支
援

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
等
の
活
用
提
案
、セ
ミナ
ー
紹
介
、各
種
支
援
制
度
に
関
す

る
情
報
提
供

生
姜
を
核
とし
た
い
の
町

の
振
興

・町
内
飲
食
店
に
よ
る
「い
の
生
姜
焼
き
街
道
ス
タン
プ
ラリ
ー
」開
催
(H
27
～
R

元
、R
5～
)

・J
A
生
姜
部
会
とと
も
に
町
内
イベ
ン
トで
の
生
姜
の
量
り売
り(
H2
9～
)

・伊
野
地
区
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
「k
am
i祭
」で
の
生
姜
料
理
ふ
る
ま
い

(H
30
～
)

生
姜
を
核
とし
た
い
の
町
の
振
興

■
い
の
町

・い
の
生
姜
焼
き街
道
の
PR
と参
加
店
の
開
拓
、イ
ベ
ン
トの
開
催

□
県
(地
域
本
部
等
)

・広
報
支
援
等

品
質
向
上
・安
定
生
産
の
取
り組
み
強
化

推
進

先
進
地
研
究

鳥
獣
被
害
対
策
の
取
り組
み
強
化

参
加
店
舗
の
開
拓

低
コス
ト
肥
料
の
試
作

栽
培
実
証

推
進

試
作
販
売
・町
内
で
の
消
費
拡
大

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ

出
前
授
業
の
実
施

就
農
計
画
の
作
成
・実
践

竹
チ
ップ
を
用
い
た
試
験
栽
培

資
材
検
討
・土
寄
せ
推
進

配
合

検
討
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
４

本
川
手
箱
き
じの
販
路
拡
大

(い
の
町
)

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
本
川
手
箱
き
じ
生
産
企
業
組
合
、い
の
町

売
上
高

1,
50
1
万
円

（
R4
）

2,
09
7
万
円

3,
30
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

事
業
概
要

い
の
町
本
川
地
区
の
特
産
品
で
あ
る
「本
川
手
箱
き
じ」
の
販
路
の
拡
大
と顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応

した
商
品
の
開
発
に
取
り組
み
、中
山
間
地
域
の
基
幹
産
業
とし
て
定
着
させ
る。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

営
業
力
の
強
化
に
よ
る

販
路
拡
大

1.
関
係
者
との
連
携
に
よ
る
取
り組
み

・生
産
・販
売
に
つ
い
て
協
議
す
る
定
例
会
の
開
催

・四
国
内
の
他
産
地
との
連
携
に
向
け
た
情
報
交
換
会
の
開
催
(R
5)

2.
業
務
用
販
路
拡
大
の
た
め
の
取
り組
み

・営
業
・販
促
ツー
ル
の
作
成
(H
30
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・県
商
談
会
へ
の
参
加
と個
別
商
談
の
実
施

・地
産
地
消
外
商
公
社
、県
、町
の
紹
介
に
よる
新
規
商
談
の
実
施

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リニ
ュー
ア
ル
に
よ
る
新
規
取
引
先
の
獲
得

・商
談
用
の
営
業
資
料
の
磨
き
上
げ
(R
6)

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・展
示
商
談
会
(ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ット
・ト
レ
ー
ドシ
ョー
)へ
の
出
展
(R
6)

3.
一
般
消
費
者
へ
の
認
知
度
向
上
と販
売
促
進
の
取
り組
み

･顧
客
の
ニー
ズ
に
応
じた
商
品
の
開
発
・改
良

・き
じ認
知
度
向
上
の
た
め
イベ
ント
へ
の
出
展

・町
内
の
飲
食
店
と連
携
した
「い
の
町
きじ
巡
礼
ス
タン
プラ
リー
」実
施
(R
2)

・町
観
光
協
会
「特
産
品
オ
ンラ
イン
シ
ョッ
プ
」へ
の
掲
載
開
始
(R
2～
)

・(
株
)四
万
川
と連
携
した
「土
佐
の
き
じ祭
り」
の
開
催
(R
2～
)

・仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
で
の
体
験
事
業
の
実
施
(R
3～
R5
)

[成
果
]

・定
例
会
の
開
催
に
よ
る
関

係
者
間
で
の
情
報
共
有
と取

り組
み
の
検
討

・商
談
会
へ
の
参
加
等
に
よ
る

新
規
顧
客
の
確
保

・レ
バ
ー
パ
テ
の
無
添
加
改

良
、す
き
焼
き
セ
ット
の
開
発

な
ど顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
商

品
の
開
発

・生
産
効
率
の
向
上
(R
6)

対
前
年
:ヒ
ナ
発
生
数

8.
4%
増
加
、
異
常
ヒ
ナ
発

生
数
69
%
減
少

[課
題
]

・県
外
を
中
心
とし
た
業
務
需

要
向
け
の
販
路
開
拓

・食
材
とし
て
の
き
じ
の
認
知

度
向
上

・個
人
向
け
販
売
の
強
化

・既
存
取
引
先
との
取
引
継

続

営
業
力
の
強
化
に
よ
る
販
路
拡
大

■
本
川
手
箱
きじ
生
産
企
業
組
合

・関
係
機
関
との
連
携
に
よる
取
り組
み
の
推
進

［
業
務
用
販
路
拡
大
に
向
け
た
営
業
］

・首
都
圏
で
開
催
され
る
展
示
会
出
展
な
どに
よ
る
新
規
取
引
先
の
開
拓

・県
商
談
会
へ
の
参
加

・既
存
取
引
先
へ
の
アフ
ター
フォ
ロー

・営
業
ツー
ル
の
改
善
・活
用

［
一
般
消
費
者
へ
の
食
材
とし
て
の
認
知
度
向
上
と販
売
促
進
］

・各
種
イベ
ント
で
の
PR

・(
株
)四
万
川
と連
携
した
認
知
度
向
上
の
た
め
の
イベ
ント
実
施

・顧
客
の
ニー
ズ
に
応
じた
商
品
開
発

■
い
の
町

・地
域
お
こし
協
力
隊
の
活
用
等
の
検
討

・生
産
・販
売
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
定
例
会
の
開
催
に
よ
る
情
報
共
有
と状
況
に
応
じ

た
取
り組
み
内
容
の
検
討

□
県
(地
域
本
部
等
)

・定
例
会
で
の
ア
ドバ
イス
、商
談
会
等
の
情
報
提
供
、産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活

用
提
案

衛
生
管
理
の
徹
底
と
安

定
し
た
生
産
体
制
の
確

保

1.
安
定
した
生
産
体
制
確
保
の
た
め
の
取
り組
み

・地
域
お
こし
協
力
隊
の
導
入
(R
4～
R6
)

・飼
育
部
屋
毎
の
孵
化
成
績
等
の
デ
ー
タ化
、検
卵
の
実
施
な
ど中
央
家
畜

保
健
衛
生
所
の
指
導
に
基
づ
く生
産
性
向
上
の
た
め
の
取
組
実
施

・衛
生
管
理
マ
ニュ
ア
ル
の
整
備
、既
存
施
設
の
衛
生
環
境
の
強
化

・貯
卵
用
保
冷
庫
改
修
、保
湿
施
設
設
置
(R
4)

・孵
化
後
の
ヒナ
の
生
育
率
の
向
上

→
生
産
性
向
上
推
進
ア
ドバ
イザ
ー
の
導
入
(R
7)

2.
衛
生
管
理
向
上
と生
産
能
力
拡
大
に
向
け
た
取
り組
み

・き
じ加
工
処
理
施
設
整
備
(H
21
,R
2）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

衛
生
管
理
の
徹
底
と安
定
した
生
産
体
制
の
確
保

■
本
川
手
箱
きじ
生
産
企
業
組
合

・衛
生
管
理
マ
ニュ
ア
ル
に
沿
った
運
用

・県
の
指
導
に
基
づ
く生
産
技
術
向
上
の
た
め
の
取
り組
み
の
実
施

■
県
(中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
)

・生
産
性
向
上
、衛
生
管
理
の
技
術
的
指
導

販
路
拡
大
に
向
け
た
営
業
活
動

イ
ベ
ン
ト
参
加
等
に
よ
る
認
知
度
向
上
の

取
り組
み

安
定
生
産
の
た
め
の
取
り組
み

定
例
会
の
実
施

地
域
お
こし
協
力
隊
の
活
用
等
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
５
越
知
町
に
お
け
る
食
用
山
椒
の
産
地
振
興

（
越
知
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
越
知
町
山
椒
組
合

食
用
山
椒
販
売
額

6,
23
7
万
円

（
R2
～
4
平
均
）

10
,1
65
万
円

7,
75
0
万
円

(R
6～
9
平
均
）

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

事
業
概
要

県
内
一
の
食
用
山
椒
の
生
産
量
を誇
る
越
知
町
に
お
い
て
、生
産
者
へ
の
栽
培
管
理
や
病

害
虫
防
除
の
指
導
の
重
点
化
、収
穫
作
業
な
どの
作
業
労
力
の
安
定
的
確
保
な
どに
よ

り、
農
家
所
得
の
向
上
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
体
制
の
強
化

〇
山
椒
の
安
定
的
な
生
産
技
術
の
確
立

・栽
培
管
理
資
料
・防
除
資
料
の
配
付

（
R2
:４
回
、R
3:
3
回
、R
4:
1
回
、R
5:
1
回
、R
6:
4
回
）

・栽
培
講
習
会
等
の
開
催

（
R2
:1
回
、R
3:
２
回
、R
4:
1
回
、R
5:
1
回
、R
6:
2
回
）

・実
証
ほ
の
設
置

サ
ンシ
ョウ
緩
効
性
肥
料
に
よ
る
礼
肥
効
果
の
検
討

（
R3
:2
カ所
、R
4:
2
カ所
、R
5:
2
カ所
）

汚
泥
肥
料
の
活
用
実
証
（
R6
:１
カ所
）

・土
壌
分
析
の
実
施

（
R2
:1
35
点
、R
3:
22
点
、R
6:
45
点
）

・新
た
な
担
い
手
候
補
者
との
情
報
共
有

（
R2
:1
回
、R
3:
３
回
、R
4:
3
回
、R
５
:１
回
、R
6:
1
回
）

・市
町
村
広
報
誌
に
よる
作
付
呼
び
か
け
・説
明
会

（
R6
:管
内
町
村
で
の
説
明
会
4
回
＋
個
別
面
談
31
人
）

・収
穫
時
の
労
働
力
確
保
に
向
け
た
話
し合
い

（
R2
:1
回
、R
５
:3
回
、R
6:
5
回
）

・収
穫
作
業
雇
用
状
況
調
査
の
実
施

（
R5
:1
回
、ア
ンケ
ー
ト対
象
者
26
名
）

・農
作
業
環
境
改
善
(R
6:
簡
易
トイ
レ
等
の
設
置
2
カ所
）

・農
福
連
携
体
験
研
修
を
実
施
:（
R6
:1
回
、1
5
人
)

→
就
労
継
続
支
援
事
業
所
と業
務
委
託
契
約
締
結

・越
知
町
農
福
連
携
支
援
会
議
を
設
立
（
R6
)

・越
知
町
無
料
職
業
紹
介
所
を
開
設
（
R6
)

→
雇
用
を
希
望
す
る
生
産
者
に
労
働
力
確
保
を
推
進

・リ
モコ
ン草
刈
り機
導
入
検
討

リモ
コン
草
刈
り機
実
演
会
（
R6
:1
回
、2
1
人
)

・新
規
就
農
者
(R
6:
1
人
)

[成
果
]

・販
売
額
の
向
上

R
元
年
4,
71
5
万
円
→

R4
年
７
,8
97
万
円

R5
年
11
,9
21
万
円

R6
年
10
,1
65
万
円

・加
工
品
の
新
規
取
引
先
を

確
保

（
R2
:1
社
、R
４
:1
社
）

[課
題
]

・栽
培
や
、病
害
虫
防
除
が

十
分
で
な
い
生
産
者
へ
の
継

続
指
導

・取
引
業
者
の
需
要
を
満
た

せ
て
い
な
い

・出
荷
調
整
施
設
（
既
存
）

の
老
朽
化

・生
産
者
の
出
荷
労
力
の
負

担
軽
減

・収
穫
等
の
作
業
環
境
の
改

善 ・高
齢
生
産
者
の
作
業
労
力

軽
減

栽
培
管
理
、病
害
虫
防
除
の
重
点
指
導

■
越
知
町
山
椒
組
合

・生
産
者
の
栽
培
や
病
害
虫
管
理
の
状
況
確
認
と重
点
指
導
農
家
の
選
定

・栽
培
講
習
会
等
の
開
催
、栽
培
技
術
資
料
の
配
付

・総
会
で
の
生
産
方
針
の
確
定

□
県
(農
業
改
良
普
及
所
等
)

・栽
培
や
病
害
虫
防
除
の
状
況
確
認
と重
点
指
導
農
家
の
選
定

・重
点
指
導
農
家
へ
の
個
別
指
導

・汚
泥
堆
肥
活
用
の
実
証

出
荷
の
利
便
性
向
上

■
越
知
町
山
椒
組
合

・生
産
拡
大
の
ボ
トル
ネ
ック
とな
って
い
る
出
荷
施
設
（
乾
燥
機
）
の
増
設

□
県
(農
業
改
良
普
及
所
等
)■
越
知
町

・出
荷
の
現
状
確
認
と出
荷
調
整
施
設
の
追
加
導
入
へ
の
支
援

・補
助
事
業
等
の
活
用
支
援

農
作
業
労
力
の
安
定
的
な
確
保

■
越
知
町
山
椒
組
合

・収
穫
等
作
業
の
環
境
改
善

・就
労
継
続
支
援
事
業
所
へ
の
作
業
委
託
推
進

・ア
ル
バ
イト
労
力
の
確
保
推
進

□
県
(農
業
改
良
普
及
所
等
)■
越
知
町

・収
穫
等
作
業
の
環
境
改
善
支
援

・農
福
連
携
支
援
会
議
、無
料
職
業
紹
介
所
を活
用
した
労
働
力
確
保
推
進

・補
助
事
業
等
の
活
用
支
援

・ス
マー
ト農
業
等
の
省
力
化
技
術
の
情
報
提
供

販
路
拡
大

○
加
工
品
利
用
の
拡
大

・取
引
状
況
や
需
要
に
つ
い
て
の
情
報
共
有
連
絡
会

（
R2
:１
回
）

販
路
拡
大

■
越
知
町
山
椒
組
合

・よ
り有
利
な
販
売
が
可
能
な
取
引
業
者
の
検
討

・加
工
品
生
産
の
検
討

□
県
(農
業
改
良
普
及
所
等
)■
越
知
町

･取
引
業
者
や
市
況
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

･加
工
施
設
整
備
ま
た
は
加
工
業
務
の
委
託
に
つ
い
て
情
報
提
供

現
状

確
認

出
荷
調
整
施
設
の
消
耗
部
品
交
換
・壁
等
の

塗
り替
え

生
産
拡
大
地
区
に
出
荷
調
整
施

設
追
加
導
入
を
検
討

就
労
継
続
支
援
事
業
所
との
業

務
委
託
マ
ッチ
ン
グ
支
援

簡
易
ト
イ
レの
導
入
等
に
よ
る
作
業
環
境
改
善

推
進

汚
泥
堆
肥
実
証
ほ

の
設
置
、結
果
確

認
・評
価

実
証
結
果
の
普
及

農
福
連
携
支

援
会
議
設
置

各
年
度
に
サ
ン
シ
ョウ
の
栽
培
や
病
害
虫
防
除

の
状
況
確
認
・重
点
指
導
農
家
の
選
定
・個
別

指
導
を
実
施

よ
り有
利
な
販
売
が
可
能
な
取
引
業
者
の
検
討

加
工
品
生
産
の
検
討

無
料
職
業
紹

介
所
開
設

雇
用
を
希
望
す
る
生
産
者
へ
の
労

働
力
確
保
推
進
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仁

淀
川

地
域

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
分

野
林

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
6 

 仁
淀

川
流

域
に

お
け

る
特

用
林

産
物

の
生

産
拡

大
 

（
仁

淀
川

流
域

全
域

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
特

用
林

産
物

生
産

団
体

(1
)シ

キ
ミ・

サ
カキ

生
産

量
18

.1
t 

（
R4

）
14

.1
t

21
.0

t

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

(2
)原

木
マ

イタ
ケ

生
産

量
0.

9t
 

（
R4

）
0.

8t
1.

4t

 

事
業

概
要

地
域

の
特

色
を持

った
特

用
林

産
物

（
シ

キ
ミ・

サ
カキ

、き
の

こ類
）

の
生

産
量

の
増

加
や

品
質

向
上

に
よる

販
路

拡
大

及
び

生
産

者
の

所
得

向
上

を
図

る
。

(3
)菌

床
キ

クラ
ゲ

生
産

量
※

12
.2

t 
（

R4
）

22
.0

t
50

t

 
※

会
計

年
度

：
(3

)５
月

～
4

月

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

栽
培

技
術

・品
質

の
向

上
○

シ
キ

ミ・
サ

カキ
 

　・
栽

培
、流

通
関

係
研

修
会

の
実

施
（

H2
8～

）
 

　・
仁

淀
川

町
の

シ
キ

ミ・
サ

カキ
生

産
者

台
帳

を整
備

（
H2

9～
）

 
・サ

カキ
見

本
林

の
再

整
備

を
実

施
（

H3
0～

）
 

○
原

木
マ

イタ
ケ
 

・集
落

活
動

セ
ンタ

ー
「氷

室
の

里
」で

原
木

マイ
タケ

の
生

産
を

開
始

（
H2

6 
～

）
 

　 
・森

林
技

術
セ

ンタ
ー

等
と連

携
した

植
菌

・栽
培

等
の

技
術

指
導

（
Ｈ

28
 

～
H3

0）
 

・集
落

活
動

セ
ンタ

ー
「氷

室
の

里
」が

殺
菌

釜
等

を整
備

（
H2

8）
 

→
集

落
活

動
セ

ンタ
ー

推
進

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・原
木

確
保

、種
駒

に
関

す
る

補
助

（
H2

9～
）

 
○

菌
床

キ
クラ

ゲ
 

・国
産

菌
床

キ
クラ

ゲ
生

産
会

社
とし

て
「株

式
会

社
ツボ

イ」
を

仁
淀

川
町

に
設

立
（

H3
0）

[成
果

] 
○

シ
キ

ミ・
サ

カキ
 

・生
産

者
へ

の
個

別
訪

問
や

病
害

虫
指

導
等

に
よ

り安
定

した
良

品
質

の
シ

キ
ミ・

サ
カキ

の
生

産
を継

続
 

→
 J

A
高

知
県

仁
淀

出
張

所
を

通
じ

良
品

質
な

生
産

物
を

出
荷

 
・栽

培
放

棄
地

の
マ

ッチ
ング

（
9 

件
、1

.9
6h

a）
 

○
原

木
マ

イタ
ケ
 

・
殺

菌
釜

の
整

備
等

に
よ

る
原

木
の

殺
菌

技
術

の
向

上
 

○
菌

床
キ

クラ
ゲ

 
・生

産
量

の
増

加
 

・H
30

（
会

社
設

立
時

）
 

　9
.0

t 
→

R2
:1

5.
0t

 
→

R3
:2

0.
0t

 
→

R4
:2

5.
0t

 
→

R5
:2

0.
4t

 
　　

　　
→

R6
:2

2.
0t

 
[課

題
] 

・生
産

者
の

高
齢

化
（

シ
キ

ミ・
サ

カキ
、原

木
マイ

タケ
）

 
・気

象
（

猛
暑

）
や

栽
培

放
棄

地
の

増
加

に
よ

る
影

響
（

シ
キ

ミ・
サ

カキ
）

 
・自

社
工

場
に

よ
る

菌
床

生
産

の
確

立
（

菌
床

キ
ク

ラ
ゲ

）

栽
培

技
術

・品
質

の
向

上
 

全
品

目
 

□
県

(木
材

産
業

振
興

課
、林

業
事

務
所

、森
林

技
術

セ
ンタ

ー
等

) 
・安

定
した

生
産

及
び

品
質

の
向

上
に

向
け

栽
培

技
術

指
導

や
病

害
虫

防
除

指
導

を
実

施
 

 シ
キ

ミ・
サ

カ
キ

 
□

県
（

林
業

事
務

所
）

■
町

、J
A、

生
産

者
 

　・
生

産
者

巡
回

等
に

よ
り、

遊
休

地
や

放
棄

地
の

把
握

、情
報

収
集

、移
住

者
等

の
生

産
希

望
者

等
へ

の
情

報
提

供
・マ

ッチ
ング

 
 

 

 
増

産
に

伴
う

生
産

体
制

及
び

衛
生

管
理

体
制

の
強

化

○
菌

床
キ

クラ
ゲ

 
・加

工
施

設
（

ス
ライ

サ
ー

、エ
ビラ

、乾
燥

機
、作

業
小

屋
）

整
備

に
係

る
融

資
へ

の
支

援
（

R5
) 

・加
工

施
設

（
ハ

ウス
）

の
増

設
（

R7
）

増
産

に
伴

う生
産

体
制

及
び

衛
生

管
理

体
制

の
強

化
 

菌
床

キ
ク

ラ
ゲ

 
□

県
（

林
業

事
務

所
）

 
・生

産
施

設
拡

大
に

対
す

る
支

援
（

施
設

導
入

に
関

す
る

補
助

事
業

活
用

の
支

援
）

 
 

 
流

通
体

制
の

整
備

○
菌

床
キ

クラ
ゲ

 
・各

見
本

市
等

開
催

の
情

報
提

供
流

通
体

制
の

整
備

 
全

品
目

 
■

JA
、生

産
者

 
・S

NS
等

を活
用

した
情

報
発

信
 

□
県

（
木

材
産

業
振

興
課

、林
業

事
務

所
、地

域
本

部
）

 
・流

通
に

関
す

る
情

報
提

供
、セ

ミナ
ー

、商
談

会
等

の
紹

介
、関

係
者

へ
の

橋
渡

し

生
産

希
望

者
の

掘
り起

こし
 

遊
休

地
や

放
棄

地
の

栽
培

地
再

生
（

シ
キ

ミ・
サ

カ
キ

）

生
産

者
の

栽
培

技
術

向
上

 
安

定
的

な
生

産
（

全
品

目
）

生
産

施
設

拡
大

へ
の

支
援

（
菌

床
キ

ク
ラ

ゲ
）

流
通

体
制

の
整

備
（

全
品

目
）
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仁

淀
川

地
域

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
分

野
林

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
7 

 佐
川

町
に

お
け

る
自

伐
型

林
業

の
推

進
と地

域
の

活
性

化
 

（
佐

川
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
佐

川
町

、◎
自

伐
型

林
業

や
も

の
づ

くり
に

取
り組

む
個

人
・団

体
(1

)林
業

関
連

新
規

就
業

者
 

数
13

人
 

（
R2

～
4

累
計

）
1

人
２

人
20

人
 

（
R6

～
9

累
計

）

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
7.

4
月

(2
)山

林
の

集
約

化
面

積
36

9h
a 

（
R2

～
4

累
計

）
17

7h
a

24
6h

a
40

0h
a 

（
R6

～
9

累
計

）

 

事
業

概
要

自
伐

型
林

業
を

推
進

す
る

こと
で

、森
林

環
境

の
保

全
及

び
関

連
事

業
を

含
め

た
雇

用
の

創
出

や
人

材
育

成
等

を通
じた

地
域

の
活

性
化

を
目

指
す

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

自
伐

型
林

業
の

確
立

 
           

・佐
川

町
自

伐
型

林
業

推
進

協
議

会
の

設
立

(H
26

.3
月

) 
・地

域
お

こし
協

力
隊

（
自

伐
型

林
業

）
の

採
用

 (
H2

6～
) 

・自
伐

型
林

業
研

修
の

開
催

（
H2

6～
）

 
・森

林
の

所
有

者
と森

林
資

源
の

情
報

を
管

理
・共

有
す

る
仕

組
み

とし
て

「森
林

IC
T

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
」を

構
築

（
H2

8.
5

月
）

 
・山

林
管

理
状

況
ア

ン
ケ

ー
トや

山
林

集
約

化
推

進
員

に
よ

る
山

林
管

理
の

意
向

調
査

の
実

施
（

H2
8～

）
 

・佐
川

町
と山

林
所

有
者

との
間

で
森

林
長

期
施

業
管

理
契

約
を

締
結

（
H2

8～
）

 
・自

伐
型

林
業

の
施

業
困

難
地

の
切

り捨
て

間
伐

の
実

施
(R

6～
)

[成
果

] 
・山

林
の

管
理

面
積

の
集

約
化

の
推

進
に

よ
り、

山
林

の
荒

廃
回

避
や

有
効

活
用

、ま
た

地
域

お
こし

協
力

隊
の

卒
業

後
の

定
着

に
も

つ
な

が
って

い
る

。 
・簡

易
製

材
機

を導
入

す
る

こ
とで

、町
産

材
を

活
用

し
た

も
の

づ
くり

の
仕

組
み

の
構

築
に

つ
な

が
って

い
る

。 
・放

課
後

発
明

クラ
ブ

等
の

取
組

を
通

じ
て

、町
内

の
子

ども
た

ち
に

木
を

使
って

つ
くる

楽
し

さや
温

も
りを

感
じ

て
も

らう
こ

とで
、も

の
づ

くり
へ

の
意

識
醸

成
に

つ
な

が
って

い
る

。 
・町

産
材

を
活

用
した

商
品

を
日

曜
市

で
販

売
す

る
こと

で
、

町
産

材
の

PR
に

つ
な

が
って

い
る

。 
[課

題
] 

・自
伐

型
林

業
を

担
う人

材
の

育
成

 
・町

産
材

（
低

質
材

を
含

む
）

を
活

用
した

も
の

づ
くり

の
推

進

自
伐

型
林

業
の

確
立

 
■

佐
川

町
 

・自
伐

型
林

業
研

修
の

実
施

 
・林

地
の

集
約

化
の

推
進

、継
続

的
・安

定
的

な
施

業
環

境
の

整
備

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

の
採

用
再

開
（

R6
～

）
 

・自
伐

型
林

業
の

施
業

困
難

地
の

切
り捨

て
間

伐
の

実
施

とそ
の

研
修

の
実

施
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

等
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
提

案
、各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
等

 

 

 
さ

か
わ

産
木

材
を

活
用

した
も

の
づ

くり
の

推
進

 
      

・デ
ジ

タル
ファ

ブ
リケ

ー
シ

ョン
を

活
用

した
も

の
づ

くり
の

拠
点

「さ
か

わ
発

明
ラボ

」
の

開
所

（
H2

8.
4

月
）

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

（
も

の
づ

くり
関

連
）

の
採

用
 

（
H2

8～
）

 
・学

校
教

育
・地

域
等

と連
携

した
ワー

クシ
ョッ

プ等
の

開
催

 
（

H2
8～

）
 

・町
内

で
製

作
した

町
産

材
の

お
も

ち
ゃを

赤
ち

ゃん
に

プ
レ

ゼ
ン

トす
る

木
育

の
取

り組
み

「ウ
ッド

ス
ター

ト事
業

」の
開

始
（

H3
0～

）
 

・町
産

材
の

積
極

的
な

利
活

用
の

た
め

の
「森

林
資

源
フル

活
用

セ
ン

ター
（

仮
称

）
」の

整
備

事
業

計
画

を
策

定
(R

元
) 

・地
域

お
こし

協
力

隊
O

B
へ

の
委

託
に

よ
る

佐
川

町
産

木
材

を
活

用
した

商
品

開
発

（
R2

）
 

・「
森

林
資

源
フル

活
用

セ
ンタ

ー
（

仮
称

）
」の

整
備

計
画

を
中

止
（

R4
）

 
・町

産
材

活
用

の
た

め
、簡

易
製

材
機

を
導

入
（

R4
）

 

さ
か

わ
産

木
材

を
活

用
した

も
の

づ
くり

の
推

進
 

■
佐

川
町

、さ
か

わ
発

明
ラボ

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

の
採

用
 

・佐
川

町
産

材
を

活
用

した
商

品
開

発
 

・簡
易

製
材

機
の

活
用

促
進

 
・低

質
材

を
活

用
した

木
工

品
の

開
発

・販
売

、学
校

教
育

・地
域

等
と連

携
した

も
の

づ
くり

を
通

した
人

材
育

成
 

・町
内

イベ
ント

や
道

の
駅

、お
も

ち
ゃ美

術
館

等
を

活
用

した
木

育
ワ

ー
クシ

ョッ
プ

の
 

実
施

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
、関

係
事

業
者

へ
の

橋
渡

し

自
伐

型
林

業
研

修
の

実
施

施
業

困
難

地
の

切
り捨

て
間

伐
の

実
施

地
域

お
こし

協
力

隊
の

採
用

再
開

新
た

な
施

業
方

法
の

研
修

の
実

施

商
品

開
発

地
域

お
こし

協
力

隊
の

採
用

 
も

の
づ

くり
に

関
す

る
人

材
育

成

お
も

ち
ゃ

美
術

館
等

を
活

用
した

 
木

育
の

実
施
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

水
産
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
8
宇
佐
の
一
本
釣
りう
る
め
い
わ
し
等
の
鮮
魚
加
工
品
の
販
路
拡
大
と地
域
の
活

性
化
（
土
佐
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
企
業
組
合
宇
佐
も
ん
工
房

売
上
高

1
億
2,
49
5

万
円
（
Ｒ
4）

１
億
6,
09
6

万
円

1
億
7,
00
0

万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

事
業
概
要

宇
佐
の
一
本
釣
りう
る
め
い
わ
し
を
は
じ
め
とす
る
鮮
魚
等
を
原
料
に
し
た
加
工
品
の
安
定

供
給
体
制
の
構
築
に
よ
り、
更
な
る
需
要
拡
大
を
図
る
とと
も
に
、地
域
で
の
経
済
波
及
効

果
と雇
用
の
創
出
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
体
制
の
強
化

・宇
佐
うる
め
い
わ
し加
工
品
の
生
産
・販
売
体
制
の
構
築
（
H2
1)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・加
工
場
の
新
設
及
び
加
工
機
械
等
の
整
備
（
H2
2）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・加
工
場
の
増
改
築
及
び
加
工
機
器
の
整
備
（
H2
8）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・県
版
HA
CC
P
アド
バ
イザ
ー
の
派
遣
（
R
元
.1
2
月
、R
2.
1
月
）

・生
産
性
向
上
の
た
め
商
品
パ
ッケ
ー
ジ
改
良
（
R2
）

→
食
品
産
業
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・県
版
HA
CC
P
第
2
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
（
R３
）

[成
果
]

・売
上
の
増
加

Ｈ
30
：
9,
08
4
万
円
→

Ｒ
６
：
16
,0
96
万
円

・複
数
魚
種
を
使
用
し
た
海

鮮
漬
け
丼
を開
発

（
Ｈ
30
～
Ｒ
6：
全
９
種
）

[課
題
]

・需
要
増
加
に
対
応
し
た
更

な
る
生
産
体
制
の
強
化

・既
存
商
品
の
品
質
の
向
上

・更
な
る
販
路
拡
大
に
向
け
た

取
組
の
実
施

生
産
体
制
強
化
の
た
め
の
機
器
導
入

■
企
業
組
合
宇
佐
も
ん
工
房

・加
工
ライ
ンの
製
造
効
率
及
び
品
質
を高
め
、生
産
能
力
を拡
大
す
る
た
め
の
機
器
導

入
・加
工
場
整
備
の
検
討
・実
施

・H
AC
CP
の
考
え
方
を
取
り入
れ
た
衛
生
管
理
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
補
助
金
の
活
用
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

販
路
拡
大

・宇
佐
うる
め
い
わ
しの
加
工
品
の
生
産
・販
売
体
制
の
構
築
（
Ｈ
21
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・イ
ベ
ン
ト
出
店
の
取
り組
み
（
H
21
～
）

（
宇
佐
大
鍋
ま
つ
り、
て
ん
こ
す
周
年
祭
等
）

・フ
ェア
・商
談
会
へ
の
参
加
（
H
22
～
）

・「
一
本
釣
りう
る
め
祭
り」
の
開
催
（
H
23
～
）

・「
一
本
釣
りう
る
め
い
わ
し
推
進
委
員
会
」の
設
立
（
H
27
）

・う
る
め
い
わ
し
を
取
り扱

う
土
佐
市
内
の
飲
食
店
を
紹
介
す
る
「う
る
め

M
AP
」の
作
成
（
H
27
～
）

・展
示
・商
談
会
へ
の
出
展
（
通
年
）

販
路
拡
大

■
企
業
組
合
宇
佐
も
ん
工
房

・新
規
の
展
示
会
、商
談
会
へ
の
出
展
及
び
情
報
収
集

・既
存
の
商
談
会
へ
の
参
加
等
の
積
極
的
な
営
業
活
動
に
よ
る
取
引
拡
大
に
向
け
た

取
組

・一
本
釣
りう
る
め
祭
り（
飲
食
店
イ
ベ
ン
ト
）
の
開
催
、そ
の
他
販
促
イ
ベ
ン
ト
へ

の
出
店

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
及
び
展
示
会
・商
談
会
に
関
す
る
情
報
提
供

新
商
品
開
発

・通
信
販
売
や
デ
パ
ー
ト向
け
の
商
品
開
発

・複
数
魚
種
を
使
用
した
新
商
品
の
開
発
（
海
鮮
漬
け
丼
シ
リー
ズ
等
）

→
サ
ー
モ
ンの
漬
け
丼
、鰹
を原
料
とし
た
ツナ
パ
ウチ
の
開
発
（
R６
）

新
商
品
開
発

■
企
業
組
合
宇
佐
も
ん
工
房

・海
鮮
漬
け
丼
の
製
造
ノウ
ハ
ウを
活
か
した
新
た
な
加
工
商
品
の
開
発

・企
業
と連
携
した
タイ
ア
ップ
商
品
等
の
開
発

・ふ
る
さと
納
税
返
礼
品
の
開
発

□
県
(地
域
本
部
等
)

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

機
器
導
入
・加
工
場
整
備
の

検
討
・実
施

販
路
拡
大
に
向
け
た
情
報
収
集
及
び

営
業
活
動
の
実
施

新
商
品
の
検
討
・開
発

衛
生
管
理
の
実
施
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

水
産
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
９

土
佐
市
に
お
け
る
養
殖
魚
加
工
体
制
の
構
築
に
よ
る
加
工
品
の
販
売
拡
大
と

地
域
の
振
興

（
土
佐
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)土
佐
マ
リン
ベ
ー
ス
、和
光
商
事
(株
)

売
上
高
※

0.
9
億
円

（
R4
）

0.
5
億
円

5.
9
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R3
.4
月

※
会
計
年
度
：
3
月
～
2
月

事
業
概
要

(株
)土
佐
マ
リン
ベ
ー
ス
が
養
殖
魚
（
ブ
リ、
マ
ダ
イ
、カ
ン
パ
チ
）
の
産
地
加
工
体
制
を

構
築
す
る
とと
も
に
、マ
ー
ケ
ット
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
商
品
開
発
や
国
内
外
へ
の
販
路
開
拓

等
に
取
り組
む
こと
で
、養

殖
業
等
の
振
興
、地
元
雇
用
の
創
出
及
び
地
元
産
品
の
利
用

拡
大
に
つ
な
げ
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

産
地
加
工
体
制
の
構
築

・水
産
加
工
施
設
の
整
備
（
R3
）

→
水
産
加
工
施
設
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

→
輸
出
拡
大
施
設
整
備
等
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・水
産
加
工
施
設
の
本
格
稼
働
開
始
（
R4
）

[成
果
]

・R
3
年
度
に
加
工
施
設
を
整

備
し、
R4
年
6
月
か
ら本
格

稼
働
を
開
始

⇒
20
名
の
雇
用
を創
出

（
正
規
17
名
、パ
ー
ト
3

名
、R
5
年
度
末
）

・県
内
事
業
者
と連

携
し
て

開
発
し
た
商
品
の
販
売
が
開

始
（
R5
）

・量
販
店
と連

携
し
た
商
品

開
発
は
進
行
（
R5
）

・米
国
向
け
HA
CC
P
及
び

FD
A
施
設
登
録
を
取
得

（
R5
.1
1）

・ベ
トナ
ム
向
け
施
設
登
録
が

完
了
（
R5
）

[課
題
]

・米
国
向
け
商
品
の
生
産
に

必
要
な
機
器
等
の
整
備

・加
工
技
術
の
習
熟
と、
衛

生
管
理
の
強
化

・米
国
な
どの
マ
ー
ケ
ット
ニ
ー

ズ
に
対
応
した
商
品
の
開
発

(加
工
度
の
高
い
商
品
等
)

・自
社
製
品
が
少
な
く受
託

加
工
が
中
心

・営
業
力
不
足
、販
路
の
開

拓

加
工
体
制
の
強
化

■
(株
)土
佐
マ
リン
ベ
ー
ス

・新
た
な
機
器
整
備
等
に
よる
加
工
体
制
の
強
化

□
県 ・各
種
補
助
金
の
活
用
の
提
案

生
産
体
制
及
び
衛
生
管
理
体
制
の
強
化

■
(株
)土
佐
マ
リン
ベ
ー
ス

・新
た
な
人
材
の
雇
用
・育
成

・M
EL
、I
SO
認
証
の
取
得

□
県 ・各
種
補
助
金
の
活
用
の
提
案

商
品
の
開
発

・県
内
事
業
者
と連
携
した
新
商
品
の
開
発

・量
販
店
向
け
商
品
の
開
発

・水
産
物
輸
出
促
進
コー
デ
ィネ
ー
ター
を
通
じた
国
内
商
社
へ
の
商
品
開
発
の

相
談

商
品
の
開
発

■
(株
)土
佐
マ
リン
ベ
ー
ス

・県
内
事
業
者
や
量
販
店
等
と連
携
した
商
品
の
開
発

・ふ
る
さと
納
税
商
品
や
米
国
向
け
商
品
等
の
開
発

□
県 ・水
産
物
輸
出
促
進
コー
デ
ィネ
ー
ター
と連
携
した
マー
ケ
ット
ニー
ズ
の
提
供

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

国
内
外
へ
の
販
路
拡
大

・H
AC
CP
導
入
の
た
め
の
ア
ドバ
イザ
ー
の
招
へ
い
及
び
社
内
研
修
（
R4
）

・輸
出
の
た
め
の
施
設
登
録
の
作
業
の
実
施
（
R5
）

・国
内
外
の
展
示
会
へ
の
出
展

R4
:国
内
（
4
回
）
、国
外
（
米
国
１
回
）

R5
:国
内
（
5
回
）
、国
外
（
米
国
1
回
）

R6
:国
内
（
4
回
）
、国
外
（
米
国
１
回
）

・水
産
物
輸
出
促
進
コー
デ
ィネ
ー
ター
と連
携
した
国
内
商
社
へ
の
商
品
提
案

・米
国
及
び
台
湾
へ
の
輸
出
開
始
(R
7)

国
内
外
へ
の
販
路
拡
大

■
(株
)土
佐
マ
リン
ベ
ー
ス

・市
場
調
査
の
実
施

・国
内
外
の
展
示
商
談
会
へ
の
出
展

・県
内
事
業
者
と連
携
した
販
路
の
開
拓
・拡
大

□
県 ・展
示
商
談
会
等
の
情
報
提
供

・水
産
物
輸
出
促
進
コー
デ
ィネ
ー
ター
や
海
外
サ
ポ
ー
ター
に
よ
る

国
内
外
商
社
との
商
談
機
会
の
創
出

施
設
整
備

M
EL
認
証
等
の
取
得
、衛
生
管
理
の
実
施

新
商
品

の
開
発

国
内
外
の
展
示
商
談
会
へ
の
出
展

市
場
調
査
の
実
施

県
内
事
業
者
と連
携
した

販
路
開
拓
・拡
大

販
売
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
10

「土
佐
和
紙
」の
販
売
促
進

（
土
佐
市
、い
の
町
、仁
淀
川
町
、日
高
村
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
手
す
き
和
紙
協
同
組
合
、◎
土
佐
和
紙
振
興
会
、◎
高
知
県
製
紙
工
業
会
、◎
い
の

町
紙
の
博
物
館

土
佐
和
紙
売
上
高

4.
76
億
円

(R
4)

4.
09
億
円

機
械
す
き
：
3.
28
億
円

手
す
き
：
0.
81
億
円

6.
1
億
円

機
械
す
き：
５
億
円

手
す
き
：
1.
1
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

事
業
概
要

地
域
の
伝
統
産
業
で
あ
る
「土
佐
和
紙
」は
、楮
栽
培
農
家
、用
具
職
人
、手
す
き
和
紙
職
人
の

い
ず
れ
も
が
高
齢
化
の
た
め
生
産
が
減
少
し、
土
佐
和
紙
の
売
上
げ
も
低
迷
して
い
る
こと
か
ら、
手
す

き和
紙
及
び
機
械
す
き
和
紙
を含
め
、原
料
や
担
い
手
の
確
保
を
図
る
とと
も
に
、県
内
外
で
の
消
費

の
拡
大
に
つ
な
げ
る取
り組
み
を
行
う。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

原
料
づ
くり

○
持
続
可
能
な
原
料
生
産
の
仕
組
み
づ
くり

・い
の
町
に
よ
る
町
内
楮
農
家
の
現
状
把
握
の
た
め
の
調
査
実
施
(H
29
～
)

・楮
生
産
者
と和
紙
生
産
者
との
意
見
交
換
会
(R
3)

・土
佐
市
等
で
県
内
楮
農
家
の
実
態
調
査
実
施
(R
5～
)

○
原
料
生
産
の
効
率
化

・楮
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
開
催
(R
3)

・和
紙
関
係
者
に
よ
る
県
内
楮
畑
の
機
械
導
入
事
例
視
察
（
R5
）

[成
果
]

・後
継
者
育
成
事
業
に
よ
る

研
修
修
了
者

H2
8～
R6
(累
計
)

：
5
名
(短
)、
4
名
(長
)

・紙
の
博
物
館
販
売
コー
ナ

ー
の
リニ
ュー
ア
ル
(R
3)

・紙
の
博
物
館
オ
ン
ライ
ン
シ

ョッ
プの
リニ
ュー
ア
ル
(R
6)

・土
佐
和
紙
新
商
品
開
発

R5
：
24
件

R6
：
4
件

・土
佐
和
紙
振
興
会
の
設

立
(R
7)

[課
題
]

・全
国
的
な
国
産
楮
不
足

・楮
収
穫
後
の
作
業
が
高

負
荷
か
つ
低
賃
金

・後
継
者
育
成
の
体
制
強

化
、定
着
支
援

・用
具
製
作
に
お
け
る
後
継

者
の
育
成
支
援

・将
来
に
向
け
た
土
佐
和
紙

の
技
術
保
存

・新
しい
商
品
の
開
発

・販
売
促
進
・販
路
開
拓

・土
佐
和
紙
の
ブ
ラ
ン
ド
力

強
化

持
続
可
能
な
原
料
生
産
の
仕
組
み
づ
くり

■
い
の
町
、土
佐
市
等

・県
内
楮
農
家
等
へ
の
実
態
調
査
で
原
料
生
産
・流
通
量
の
状
況
を
把
握

・楮
生
産
希
望
者
へ
農
地
紹
介
(耕
作
放
棄
地
減
)

□
県
(工
業
振
興
課
、地
域
本
部
等
)

・楮
生
産
者
との
情
報
交
換

・楮
生
産
者
へ
の
文
化
庁
補
助
金
の
紹
介

原
料
加
工
の
た
め
の
支
援

■
い
の
町
、土
佐
市
、手
す
き
和
紙
協
同
組
合
等

・県
内
学
校
へ
の
楮
加
工
作
業
の
ボ
ラン
テ
ィア
の
紹
介

・中
山
間
地
域
対
策
課
事
業
の
「い
こう
ち
！
」を
活
用
した
原
料
加
工
の
人
員
確
保
の

実
施
を検
討

担
い
手
づ
くり

○
用
具
供
給
の
仕
組
み
整
備

・い
の
町
備
品
(簀
、桁
)貸
出
規
約
を
策
定
(R
2)

→
若
手
後
継
者
1
名
の
貸
出
(R
2)

○
研
修
受
け
入
れ
の
体
制
の
構
築

・複
数
講
師
で
の
短
期
研
修
の
実
施
(R
5)

・土
佐
和
紙
産
地
留
学
の
実
施
に
よ
る
後
継
者
候
補
の
掘
り起
こし
(R
6)

○
土
佐
和
紙
の
技
術
保
存
方
法
等
の
構
築
(ユ
ネ
ス
コ登
録
等
)

・土
佐
典
具
帖
紙
勉
強
会
の
開
催
(R
5、
R6
)

○
若
手
の
土
佐
和
紙
手
す
き
職
人
に
よる
土
佐
和
紙
振
興
会
の
設
立
(R
7)

研
修
受
入
体
制
の
構
築

■
い
の
町
、土
佐
市
等

・補
助
制
度
を活
用
した
後
継
者
育
成
の
支
援

用
具
供
給
の
仕
組
み
整
備

■
手
す
き和
紙
協
同
組
合

・用
具
の
修
繕
等
に
よる
簀
桁
（
す
け
た
）
の
確
保
の
検
討

・全
国
の
用
具
職
人
の
状
況
な
どを
用
具
保
存
会
で
確
認
し、
用
具
の
修
繕
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よう
和
紙
生
産
者
に
情
報
共
有

土
佐
和
紙
の
技
術
保
存
方
法
等
の
構
築

■
手
す
き
和
紙
協
同
組
合

・土
佐
和
紙
保
存
会
会
員
の
技
術
研
修
な
どの
活
動
を
支
援

付
加
価
値
づ
くり

○
商
品
開
発
の
推
進

・土
佐
和
紙
商
品
開
発
支
援
事
業
委
託
業
務
の
実
施
(R
5)

・土
佐
和
紙
デ
ザ
イン
&ア
イデ
ア
コン
テ
ス
ト(
R６
)

○
見
本
市
や
商
談
会
等
へ
の
参
加

・も
の
メッ
セ
等
の
県
内
外
へ
の
商
談
会
等
へ
の
参
加
(通
年
)

○
土
佐
和
紙
の
PR
(土
佐
和
紙
情
報
発
信
含
む
)

・k
am
i祭
開
催
(H
27
～
)

・夜
の
紙
博
開
催
(H
29
～
)

・土
佐
和
紙
PR
パ
ンフ
レッ
トの
作
成
(R
元
)

・高
知
県
伝
統
的
工
芸
品
等
デ
ジ
タル
パ
ンフ
レッ
トの
作
成
(R
4)

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
に
よ
る
紙
の
博
物
館
販
売
コー
ナ
ー
の

リニ
ュー
アル
実
施
(R
3)

・製
紙
工
業
会
に
よる
JR
観
光
列
車
へ
の
ポ
ケ
ット
テ
ィッ
シ
ュ寄
贈
(R
4)

・高
知
国
際
版
画
トリ
エン
ナ
ー
レ展
開
催
(R
2、
R5
)

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
に
よる
紙
の
博
物
館
EC
サ
イト
の
魅
力

向
上
及
び
販
売
促
進
(R
6)

商
品
開
発
の
推
進

□
県
(県
立
紙
産
業
技
術
セ
ンタ
ー
)

・セ
ンタ
ー
の
設
備
や
ノウ
ハ
ウを
活
用
した
商
品
開
発
の
技
術
支
援

見
本
市
や
商
談
会
等
へ
の
参
加

□
県
(工
業
振
興
課
、地
域
本
部
等
)

・国
内
外
で
実
施
され
る
展
示
会
等
へ
の
出
展
支
援

土
佐
和
紙
の
PR
(土
佐
和
紙
文
化
発
信
含
む
)

■
い
の
町
、い
の
町
紙
の
博
物
館

・高
知
国
際
版
画
トリ
エン
ナ
ー
レ展
(R
8)
の
開
催
・k
am
i祭
、夜
の
紙
博
の
開
催

□
県
(工
業
振
興
課
、地
域
本
部
等
)

・産
振
アド
バ
イザ
ー
の
活
用
提
案

楮
生
産
に
関
す
る
基
礎
調
査

原
料
生
産
持
続
化
に
向
け
た
取
り組
み
支
援

原
料
加
工
の
た
め
の
支
援

用
具
の
修
繕
等
に
よ
る
簀
桁
（
す
け
た
）
の
確
保

の
検
討

後
継
者
の
育
成
支
援

土
佐
和
紙
保
存
会
の
活
動
支
援

新
商
品
開
発
の
支
援

見
本
市
や
商
談
会
等
へ
の
出
展
支
援

土
佐
和
紙
PR
の
強
化

【用
語
】
・楮
(こ
うぞ
)：
土
佐
和
紙
の
原
料
とな
る
クワ
科
の
植
物
。高
知
県
は
全
国
有
数
の
楮
産
地
で
あ
る
が
、最
近
で
は
農
家
の
高
齢
化
に
よ
り生
産
量
が

激
減
して
い
る
。

・高
知
国
際
版
画
トリ
エ
ンナ
ー
レ
展
：
紙
の
博
物
館
を会
場
に
3
年
に
1
度
開
か
れ
て
い
る
世
界
で
も有
数
の
国
際
的
な
版
画
展
とし
て
国
内
外
の

多
くの
作
家
や
関
係
者
な
どに
知
られ
て
い
る。
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
11

土
佐
市
に
お
け
る
木
毛
（
も
くめ
ん
）
を
核
とし
た
製
品
の
販
路
拡
大
とブ
ラ
ン
ド化

（
土
佐
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)戸
田
商
行

売
上
高
※

8,
10
0
万
円

（
Ｒ
5）

8,
12
8
万
円

8,
37
0
万
円

9,
13
4
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

Ｒ
6.
4
月

※
会
計
年
度
：
9
月
～
8
月

事
業
概
要

「木
毛
」を
核
とし
た
持
続
可
能
な
製
品
づ
くり
と国
内
･海
外
へ
の
販
路
拡
大
や
、エ
ッセ
ンシ
ャル

オ
イル
製
造
販
売
な
どの
新
た
な
事
業
の
成
長
に
より
、企
業
価
値
の
向
上
と、
地
域
経
済
へ
の
波

及
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

木
毛
等
の
販
路
拡
大

・緩
衝
材
の
他
、生
活
雑
貨
（
枕
用
ア
ロマ
シ
ー
ト、
シ
ュー
ズ
キ
ー
パ
ー
）
な
どの

製
品
開
発
・販
売

・杉
や
ヒノ
キ
、文
旦
を
活
用
した
エ
ッセ
ン
シ
ャル
オ
イル
の
製
造
・販
売
（
オ
リジ

ナ
ル
ブラ
ンド
「M
IC
IL
(ミ
シ
ル
)」
立
ち
上
げ
）

・県
内
外
の
展
示
会
や
商
談
会
等
へ
の
出
展

・海
外
の
展
示
商
談
会
（
メゾ
ン・
エ・
オ
ブ
ジ
ェ（
パ
リ）
:Ｒ
6）
出
展

[成
果
]

・主
に
農
業
資
材
を
梱
包
す

る
際
の
緩
衝
材
とし
て
着
実
に

売
り上
げ
に
つ
な
が
って
い
る
。

・日
常
使
い
出
来
る
木
毛
製

品
の
開
発
に
よ
り、
一
般
消

費
者
か
らの
需
要
も
高
ま
って

い
る
。

・エ
ッセ
ン
シ
ャル
オ
イ
ル
の
製

造
販
売
を
実
施
。

・積
極
的
な
情
報
発
信
の
取

組
に
よ
り企
業
の
イ
メー
ジ
向

上
に
つ
な
が
って
い
る
。

[課
題
]

・梱
包
材
需
要
の
低
下

・海
外
市
場
へ
の
営
業
ノウ
ハ

ウ・
ス
キ
ル
の
不
足

・今
後
の
継
続
し
た
原
材
料

の
確
保

・木
毛
製
造
機
械
の
老
朽
化

・更
な
る
認
知
度
の
向
上
、フ

ァン
の
獲
得

木
毛
製
品
の
販
路
拡
大
・販
売
促
進

■
(有
)戸
田
商
行

・新
製
品
の
開
発

・国
内
・海
外
の
展
示
商
談
会
へ
の
出
展

・原
材
料
確
保
に
向
け
た
取
引
先
との
関
係
構
築

・木
毛
製
造
機
械
の
更
新
等
の
検
討

□
県
(地
域
本
部
等
)

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

・国
内
・海
外
の
展
示
商
談
会
へ
の
出
展
や
、木
毛
製
造
機
械
更
新
に
係
る

情
報
等
の
提
供

・産
振
補
助
金
等
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

生
産
体
制
の
構
築

・木
毛
の
貯
蔵
倉
庫
の
建
て
替
え
実
施
（
Ｒ
元
）

・新
型
木
毛
製
造
機
の
一
部
更
新
（
Ｒ
2）

・精
油
抽
出
装
置
の
導
入
（
Ｒ
3）

・エ
ッセ
ン
シ
ャル
オ
イ
ル
製
造
に
係
る
原
材
料
（
土
佐
文
旦
）
の
調
達
を
開
始

（
Ｒ
4～
）

・M
IC
IL
か
ら新
商
品
の
文
旦
オ
イル
を販
売
開
始
（
R5
）

エ
ッセ
ン
シ
ャル
オ
イ
ル
製
品
の
販
路
開
拓
・拡
大

■
(有
)戸
田
商
行

・新
商
品
の
開
発

・海
外
取
引
先
な
どの
品
質
基
準
を満
た
した
製
品
づ
くり

・国
内
・海
外
の
展
示
商
談
会
へ
の
出
展

・請
負
生
産
の
受
注
や
、安
定
生
産
に
向
け
た
設
備
の
有
効
活
用

□
県
(地
域
本
部
等
)

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

・産
振
補
助
金
等
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

情
報
発
信

・経
営
方
針
発
表
会
の
開
催

・H
P、
SN
S、
メデ
ィア
等
を
通
じ、
自
社
の
製
品
や
取
り組
み
を発
信

・定
期
的
な
工
場
見
学
の
受
入
実
施

・イ
ンタ
ー
ンシ
ップ
受
入
実
施

・大
学
や
団
体
へ
の
出
講

・中
国
四
国
農
政
局
「デ
ィス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
（
む
ら
）
の
宝
」に
選
定

（
R6
）

・事
務
所
内
に
木
毛
及
び
エ
ッセ
ン
シ
ャル
オ
イル
等
の
商
品
展
示
シ
ョッ
プ
を
オ
ー

プ
ン（
R6
）

企
業
価
値
の
向
上
に
向
け
た
取
り組
み
の
推
進

■
(有
)戸
田
商
行

・経
営
方
針
発
表
会
の
開
催

・S
NS
や
メデ
ィア
等
で
の
情
報
発
信
の
強
化

・学
校
・企
業
等
の
工
場
見
学
や
木
育
ワー
クシ
ョッ
プ
の
開
催

・イ
ンタ
ー
ンシ
ップ
受
入
に
よ
る
大
学
・高
校
との
連
携

・交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
飲
食
・物
販
コー
ナ
ー
の
設
置
検
討

・大
学
や
団
体
へ
の
出
講

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
取
り組
み
に
必
要
な
情
報
提
供

新
製
品
の
開
発

販
路
拡
大

原
材
料
確
保

海
外
市
場
へ
の
販
売
拡
大

新
商
品
の
開
発

品
質
の
向
上

海
外
市
場
へ
の
販
売
拡
大

情
報
発
信
の
強
化

工
場
見
学
の
受
入

木
育
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
の
開
催

飲
食
・物
販
コー
ナ
ー
の

設
置
検
討

整
備
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
12

「ド
ラ
ゴ
ン
広
場
」を
核
に
した
高
岡
商
店
街
の
活
性
化

（
土
佐
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
市
、土
佐
市
商
工
会
等

高
岡
商
店
街
で
の
事
業
所
の

新
規
開
業

4
事
業
所

(R
2～
4
累
計
)

３
事
業
所

8
事
業
所

(R
6～
9
累
計
)

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
3.
4
月

事
業
概
要

農
産
物
等
の
直
販
所
な
どを
備
え
た
拠
点
施
設
「ド
ラゴ
ン
広
場
」を
核
とし
て
、「
に
ぎ
わ
い
の
ま

ち
」を
つ
くる
こと
に
よっ
て
来
街
者
の
増
加
を
図
り、
地
域
商
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

運
営
体
制
の
強
化

・基
本
計
画
の
策
定
（
Ｈ
24
）

・「
ドラ
ゴ
ン広
場
」整
備
（
Ｈ
25
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用
（
Ｈ
24
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
を導
入
して
、「
ドラ
ゴ
ン
広
場
」の
安
定
運
営
を
検
討

→
施
設
の
運
営
体
制
・管
理
方
法
、P
R
戦
略
等
の
情
報
発
信

（
Ｈ
24
：
7
回
）

→
施
設
の
管
理
・運
営
方
法
の
改
善
（
Ｈ
26
:5
回
）

→
お
弁
当
・加
工
品
開
発
及
び
ブラ
ッシ
ュア
ップ
（
Ｈ
27
:2
回
）

・ド
ラゴ
ン
広
場
運
営
協
議
会
を
設
立
し
、運
営
改
善
に
向
け
た
協
議
を
実
施

（
Ｈ
26
～
：
12
回
）

・チ
ャレ
ンジ
シ
ョッ
プの
開
設
（
Ｈ
28
～
29
）

・経
営
の
安
定
化
及
び
集
客
増
加
を
目
的
とし
て
、土
佐
市
商
工
会
が
民
間
事

業
者
とコ
ンサ
ル
テ
ィン
グ
業
務
契
約
を
締
結
し、
運
営
（
Ｈ
31
～
Ｒ
2）

・イ
ベ
ント
ス
ペ
ー
ス
を増
設
（
Ｒ
3）

・新
た
な
指
定
管
理
者
に
よる
運
営
開
始
（
R6
～
）

・新
規
テ
ナ
ント
の
受
入
れ
に
向
け
た
増
設
工
事
を
実
施
（
R6
～
）

[成
果
]

・ド
ラゴ
ン
広
場
内
に
新
規
テ

ナ
ン
ト
３
店
舗
が
新
た
に
出

店
（
R６
）

・ド
ラゴ
ン
広
場
を
中
心
とし
た

定
期
的
な
イベ
ン
ト等
を
通
じ

て
、高
岡
商
店
街
の
来
街
者

が
増
加
し、
賑
わ
い
が
創
出
さ

れ
た

[課
題
]

・安
定
的
な
施
設
運
営

・継
続
的
な
集
客
に
つ
な
げ
る

た
め
の
店
舗
の
魅
力
づ
くり
、

品
揃
え
の
充
実
、情
報
発
信

・施
設
機
能
（
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ

ー
ス
・調
理
室
）
の
有
効
活

用

土
佐
市
商
店
街
等
振
興
計
画
の
実
行
・検
証

■
土
佐
市
・商
工
会
等

・計
画
を
主
体
的
に
実
行
す
る
事
業
者
の
掘
り起
こし
及
び
フォ
ロー
アッ
プ

・ワ
ー
キ
ング
等
の
開
催
に
よる
計
画
の
芽
出
し・
調
整
、後
方
支
援

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・計
画
実
行
に
あ
た
って
活
用
可
能
な
補
助
金
メニ
ュー
の
紹
介

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
等

ド
ラ
ゴ
ン
広
場
の
安
定
した
運
営
・魅
力
向
上

■
土
佐
市
・商
工
会
等

・施
設
運
営
に
関
す
る
支
援
、広
報
で
の
イベ
ント
情
報
の
発
信

・調
理
室
や
イベ
ン
トス
ペ
ー
ス
等
の
施
設
機
能
の
周
知
に
よ
る
、交
流
人
口
拡
大
に
向

け
た
取
り組
み
の
検
討

・定
期
的
な
テ
ナ
ント
会
（
月
1
回
）
の
開
催
に
よ
る
施
設
の
魅
力
向
上
、品
揃
え
の
充

実
に
向
け
た
取
り組
み

・テ
ナ
ント
が
一
体
とな
った
集
客
策
の
検
討

・ド
ラゴ
ン広
場
の
魅
力
向
上
の
た
め
の
新
た
な
仕
組
み
づ
くり
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・施
設
運
営
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関

す
る
情
報
提
供
、テ
ナ
ント
会
へ
の
参
画
に
よ
る
施
設
運
営
に
関
す
る
ア
ドバ
イス

高
岡
商
店
街
の
魅
力
の

向
上

・施
設
の
魅
力
向
上
及
び
テ
ナ
ン
ト間
の
連
携
を
目
的
とし
て
、テ
ナ
ン
ト会
を
毎

月
開
催
（
Ｈ
25
～
）

・土
佐
市
商
店
街
等
振
興
計
画
の
策
定
（
R５
）

・テ
ナ
ント
や
外
部
事
業
者
と連
携
した
合
同
の
飲
食
イベ
ント
の
開
催
や
ハ
ンド
メ

イド
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
、そ
の
他
イベ
ン
ト(
音
楽
フェ
ス
、演
劇
)の
事
業
者
受
入
等
を

ドラ
ゴ
ン広
場
で
実
施
（
R６
～
）

・ド
ラゴ
ン
広
場
内
に
新
た
な
テ
ナ
ント
が
３
店
舗
オ
ー
プン
（
R6
）

・商
店
街
等
振
興
計
画
に
基
づ
く「
高
岡
商
店
街
デ
ジ
タル
ス
タン
プ
ラリ
ー
」等
の

イベ
ント
を実
施
（
R6
～
）

高
岡
商
店
街
へ
の
開
業
の
誘
致

■
土
佐
市
・商
工
会
等

・空
き店
舗
調
査
の
実
施
、空
き家
バ
ンク
登
録
に
よ
る
情
報
の
発
信

・空
き
店
舗
活
用
へ
の
家
賃
補
助
事
業
等
の
実
施
検
討
、店
舗
改
修
補
助
金
、創
業

補
助
制
度
等
に
関
す
る
情
報
発
信
及
び
ワ
ンス
トッ
プ窓
口
対
応

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・活
用
可
能
な
補
助
金
メニ
ュー
の
紹
介

・土
佐
M
BA
等
の
講
座
等
の
紹
介
、関
係
者
へ
の
橋
渡
し

ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
の
実
行
・検
証

施
設
の
機
能
・連
携
強
化

イ
ベ
ン
ト内
容
の
磨
き
上
げ
に
よ
る
集
客
増

及
び
認
知
度
向
上

魅
力
向
上
に
向
け
た
新
た
な
仕
組
み
づ
くり
の

検
討

高
岡
商
店
街
で
の
開
業
者
支
援
・新
規
開
業

促
進
に
向
け
た
取
り組
み

空
き
店
舗
調
査
の
実
施

空
き
店
舗
の
情
報
発
信
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仁
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N
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13
　い

の
町

中
心

市
街

地
の

活
性

化
 

（
い

の
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
い

の
町

、◎
い

の
町

商
工

会
中

心
市

街
地

で
の

事
業

所
 

新
規

開
業

12
事

業
所

 
(R

2～
4

累
計

)
２

事
業

所
２

事
業

所
8

事
業

所
 

(R
6～

9
累

計
)

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
4.

4
月

 

事
業

概
要

い
の

町
中

心
市

街
地

の
空

き
地

・空
き

店
舗

等
を

有
効

活
用

して
、街

の
活

力
を

高
め

る
とと

も
に

、「
い

こい
の

ま
ち

」を
キ
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ワ
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ドと

して
誰

も
が

訪
れ

た
くな

る
ま

ち
づ
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を

目
指

し、
商

店
街

の
各

店
舗

の
魅

力
を

高
め

、新
た

な
開

業
を促

進
す

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

中
心

市
街

地
活

性
化

計
画

実
行

に
向

け
た

取
り組

み

・中
心

市
街

地
活

性
化

プ
ラン

の
策

定
(H

25
) 

・い
の

町
中

心
市

街
地

活
性

化
協

議
会

の
設

立
・開

催
(H

30
～

) 
・産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

に
よ

る
い

の
町

中
心

市
街

地
活

性
化

計
画

の
策

定
(H

30
) 

・商
店

街
の

新
規

事
業

者
等

を
紹

介
す

る
リー

フレ
ット

作
成

(R
元

～
3)

 
・ま

ち
づ

くり
組

織
立

ち
上

げ
及

び
地

元
高

校
生

との
連

携
(R

3～
) 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
に

よ
る

い
の

町
中

心
市

街
地

活
性

化
計

画
の

策
定

(R
4)

 

[成
果

] 
・中

心
市

街
地

活
性

化
協

議
会

W
G

を
開

催
し、

商
店

街
事

業
者

、関
係

事
業

者
、地

元
住

民
等

の
意

見
を

反
映

し
た

計
画

を
策

定
し、

取
り組

み
を

開
始

した
。 

・創
業

支
援

ワ
ン

ス
ト

ップ
窓

口
や

各
種

補
助

制
度

の
周

知
に

よ
り、

中
心

市
街

地
で

の
開

業
者

支
援

や
新

規
開

業
促

進
に

繋
が

った
。 

(R
6:

2
事

業
所

) 
 [課

題
] 

・中
心

市
街

地
活

性
化

計
画

を
持

続
可

能
な

も
の

に
して

い
くた

め
の

キ
ー

マ
ン

及
び

プ
レ

イ
ヤ

ー
の

発
掘

・育
成

 
・関

係
機

関
の

連
携

体
制

の
構

築
 

・活
用

可
能

な
空

き
店

舗
の

発
掘

及
び

情
報

発
信

の
強

化

中
心

市
街

地
活

性
化

プ
ラ

ン
の

実
行

・検
証

 
■

い
の

町
商

工
会

、い
の

町
(産

業
経

済
課

) 
・計

画
を

主
体

的
に

実
行

す
る

民
間

事
業

者
の

掘
り起

こし
及

び
フォ

ロー
アッ

プ 
・ワ

ー
キ

ング
の

開
催

に
よる

計
画

の
芽

出
し・

調
整

、後
方

支
援

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・計

画
実

行
に

あ
た

って
活

用
可

能
な

補
助

金
メニ

ュー
の

紹
介

 
・産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

提
案

等

 

 
中

心
市

街
地

の
魅

力
向

上
に

向
け

た
取

り組
み

・中
心

市
街

地
で

の
イベ

ント
の

開
催

 
→

Ka
m

i祭
、か

み
の

ひ
な

まつ
り(

H2
7～

) 
→

ひ
な

マ
ル

シ
ェ、

e-
sp

or
ts

体
験

会
(R

4)
 

→
商

店
街

よ
さこ

い
交

流
演

舞
(R

4～
) 

→
ま

ち
な

か
ス

タン
プ

ラリ
ー

(R
4)

 
→

ま
ち

な
か

バ
ス

ケ
ット

ボ
ー

ル
in

 IN
O

TO
W

N(
R4

～
) 

→
お

らん
くの

サ
マー

セ
ミナ

ー
(R

5～
) 

→
図

書
館

ホ
リデ

イ(
R5

～
) 

→
い

の
町

クリ
ス

マス
マー

ケ
ット

(R
7～

) 
・い

の
町

商
店

街
を

含
む

町
内

の
飲

食
店

に
よ

る
「い

の
生

姜
焼

き
街

道
ス

タン
プ

ラリ
ー

」の
開

催
(H

27
～

R
元

、R
5

再
開

:1
8

店
舗

、R
6:

20
店

舗
 

R7
:1

7
店

舗
) 

・町
内

へ
の

開
業

の
誘

致
 

→
空

き
店

舗
等

対
策

家
賃

補
助

事
業

(H
28

～
) 

→
創

業
支

援
ワ

ンス
トッ

プ
窓

口
、移

住
相

談
業

務
開

始
(H

28
～
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→

中
心

市
街

地
空

き
店

舗
等

活
用

事
業

費
補

助
制

度
(R

3～
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光
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成
) 
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よ
る
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・イ

ベ
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場
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に
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の

町
の
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ン
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た
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仕

掛
け
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り 
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部

等
) 
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容
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支
援
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姜
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認
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町
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会
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用
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業
の

誘
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い
の

町
商

工
会

、い
の

町
 

・空
き

店
舗

活
用

へ
の

家
賃

補
助

事
業

実
施

、創
業

補
助

制
度

等
に

関
す

る
情

報
発

 
　信

及
び

ワン
ス

トッ
プ

窓
口

対
応

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・活

用
可

能
な

補
助

金
メニ

ュー
の

紹
介

 
・土

佐
M

BA
等

の
講

座
等

の
紹

介
、関

係
者

へ
の

橋
渡

し

 中
心

市
街

地
活

性
化

プ
ラ

ン
の

実
行

・検
証

次
期

計
画

の
策

定
に

向
け

た
 

取
り組

み
 

イ
ベ

ン
ト内

容
の

磨
き

上
げ

・ 
イ

ベ
ン

ト開
催

に
よ

る
に

ぎ
わ

い
創

出

い
の

生
姜

焼
き

街
道

イ
ベ

ン
ト

の
開

催

新
規

開
業

促
進

に
向

け
た

取
り組

み

生
姜

加
工

品
の

商
品

開
発

・販
売

促
進
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
14

地
域
産
品
を
活
用
した
冷
菓
等
の
販
路
拡
大

(い
の
町
)

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)高
知
ア
イ
ス

売
上
高

6.
03
億
円

（
R4
）

6.
51
億
円

8.
2
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
2.
4
月

※
会
計
年
度
：
１
月
～
12
月

事
業
概
要

地
域
特
産
品
で
あ
る
ゆ
ず
、ト
マ
ト、
い
ち
ご
、文
旦
等
を
活
用
した
ア
イス
クリ
ー
ム
、シ
ャー
ベ
ッ

ト、
ドリ
ン
ク等
の
生
産
性
の
向
上
と販
売
拡
大
を
図
る
とと
も
に
、生
産
者
の
所
得
向
上
を
目
指

す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

販
路
拡
大
と販
売
促
進

・生
産
体
制
・品
質
管
理
の
強
化
の
た
め
の
施
設
整
備
(H
22
,2
4)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・販
路
拡
大
の
た
め
の
HP
改
修
・営
業
パ
ンフ
レ
ット
作
成
(H
23
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・生
産
設
備
の
拡
充
及
び
直
営
店
舗
の
改
修
(H
29
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・ハ
ラー
ル
認
証
の
取
得
を
活
か
した
マ
レー
シ
ア
等
へ
の
販
路
拡
大

・複
数
の
海
外
商
談
会
な
ど出
展

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
を
導
入
して

Bt
oC
向
け
w
eb
通
販
販
路
開
拓
を

実
施
(R
3)

・原
材
料
の
安
定
確
保
の
た
め
、自
社
で
の
柚
子
栽
培
を開
始

・新
た
な
搾
汁
工
場
の
整
備
(R
4)

[成
果
]

・産
振
補
助
金
等
を
活
用
し、
生
産

体
制
の
強
化
や
海
外
へ
の
販
路
開

拓
な
どに
取
り組
ん
で
き
た
結
果
、

H2
4→
R4
の
10
年
間
で
総
売
上

1.
7
倍
、う
ち
海
外
市
場
へ
の
売
上

6.
5
倍
に
な
った

・県
内
生
産
者
か
らの
仕
入
れ
も
増

加 ・新
商
品
が
高
知
家
の
うま
い
も
の

大
賞
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
、販

路
拡
大
の
機
会
獲
得
に
つ
な
が
った

[課
題
]

・生
産
能
力
が
上
限
に
近
く、
既
存

工
場
の
狭
隘
に
よ
り、
新
規
製
造
ラ

イン
増
設
不
可

・既
存
設
備
の
老
朽
化
、汚
水
処

理
施
設
の
能
力
不
足

・生
産
効
率
が
低
く人
手
不
足
を
補

う省
力
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上

・海
外
の
新
規
取
引
で
重
視
さ
れ

る
、
認
証
取
得
(F
SS
C
又
は

IS
O
)へ
の
対
応

・原
材
料
・資
材
・水
光
熱
費
等
製

造
コス
トの
高
騰
に
よ
る
利
益
率
の

低
下

・搾
汁
工
場
の
稼
働
が
搾
汁
時
期

の
み
とな
って
お
り、
年
間
を
通
じ
た

利
活
用
が
で
き
て
い
な
い

ア
イ
ス
の
生
産
体
制
の
強
化

■
(有
)高
知
ア
イス

［
生
産
能
力
増
加
、生
産
性
の
向
上
、魅
力
あ
る
商
品
づ
くり
の
た
め
の
工
場
の
増
設
・

改
修
］

・新
規
設
備
の
導
入
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、魅
力
あ
る
商
品
の
開
発
・製
造

・プ
ラス
チ
ック
容
器
か
ら紙
容
器
の
需
要
増
な
どの
顧
客
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

・既
存
工
場
の
稼
働
継
続
に
必
要
な
浄
化
槽
の
整
備

［
認
証
(F
SS
C
又
は
IS
O
)の
取
得
］

・海
外
販
路
拡
大
に
向
け
た
認
証
の
取
得

・認
証
基
準
を
満
た
す
工
場
整
備

□
県
(地
域
本
部
等
)

・助
成
制
度
の
紹
介
、産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

観
光
客
や
工
場
見
学
者

な
どへ
の
販
売
強
化

・売
店
の
飲
食
ス
ペ
ー
ス
・物
販
コー
ナ
ー
の
拡
充
、冷
凍
保
管
庫
の
増

設
、工
場
視
察
用
の
窓
・見
学
通
路
の
設
置
(H
26
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・K
oc
hi
Ic
e
Ca
fe
よ
さこ
い
咲
都
をオ
ー
プ
ン(
H3
0)

・地
元
小
学
校
な
ど少
人
数
の
工
場
見
学
の
受
入

・店
舗
ス
タッ
フ人
材
育
成
(社
内
研
修
実
施
)に
よ
る
店
舗
の
魅
力
向
上

・I
ns
ta
gr
am
を
活
用
した
売
店
の
魅
力
発
信

搾
汁
工
場
を
活
用
した
新
商
品
の
開
発
販
売

■
(有
)高
知
ア
イス

・果
汁
の
ア
イス
原
料
以
外
で
の
販
売

・果
皮
を
活
用
した
製
品
な
ど新
商
品
の
開
発
・販
売

□
県
(地
域
本
部
等
)

・商
品
開
発
に
活
用
で
きる
助
成
制
度
の
紹
介
、産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提

案
新
商
品
の
開
発

・P
B
商
品
や
タイ
アッ
プ
商
品
の
製
造

(P
B
商
品
：
JA
L
国
際
線
ハ
ラー
ル
対
応
柚
子
シ
ャー
ベ
ット
、居
酒
屋
チ

ェー
ン
店
オ
リジ
ナ
ル
モ
ナ
カ等
、タ
イア
ップ
商
品
：
映
画
「竜
とそ
ば
か
す
の

姫
」柚
子
シ
ャー
ベ
ット
、映
画
「ク
レ
ヨン
しん
ち
ゃん
」パ
ッケ
ー
ジ
アイ
ス
モ
ナ

カ、
怪
獣
8
号
ア
イス
クリ
ンチ
ョコ
、ブ
ラッ
クレ
モ
ン
テ
ィー
シ
ャー
ベ
ット
、文

旦
ア
イス
等
)

・文
旦
の
果
汁
を
使
用
した
ジ
ュー
ス
の
発
売

→
高
知
家
の
うま
い
も
の
大
賞
20
26
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
(R
7)

国
内
・海
外
へ
の
販
路
拡
大

■
(有
)高
知
ア
イス

［
海
外
市
場
］

・展
示
会
や
現
地
消
費
者
向
け
の
イベ
ント
出
展
に
よ
る
、ヨ
ー
ロッ
パ
・北
米
・ベ
トナ
ム

等
の
新
た
な
市
場
へ
の
販
路
開
拓

［
国
内
市
場
］

・企
業
との
タイ
アッ
プ
、P
B
商
品
の
製
造
強
化

・関
西
ア
ンテ
ナ
シ
ョッ
プを
きっ
か
け
とし
た
、関
西
圏
で
の
販
売
の
強
化

［
売
店
・カ
フェ
］

・売
店
・カ
フェ
で
の
新
商
品
・メ
ニ
ュー
の
開
発
販
売

・T
V
等
の
メデ
ィア
に
よる
宣
伝
広
告
の
実
施

・ス
タッ
フ人
材
育
成
に
よ
る
店
舗
の
魅
力
向
上

□
県
(地
域
本
部
等
)

・商
談
会
等
の
紹
介
、産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

認
証
に

必
要
な

事
業

計
画

策
定

商
品
の
開
発
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

設
計
・施
工

展
示
会
・現
地
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
販
路
開
拓

稼
働

用
地

交
渉

タ
イ
ア
ップ
・P
B
商
品
の
製
造

ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
で
の
販
売
促
進

店
舗
の
魅
力
向
上

認
証

申
請

品
質
ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ

ｼｽ
ﾃﾑ
の
検
討
と

計
画
に
沿
った

運
用
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仁

淀
川

地
域

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
分

野
商

工
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

15
  

日
高

村
に

お
け

る
ク

ラ
フト

ビ
ー

ル
工

房
を

軸
に

し
た

交
流

人
口

の
拡

大
と地

域
の

活
性

化
 

（
日

高
村

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9

 
実

施
主

体
◎

(株
)B

RE
W

SH
ID

O
、日

高
村

(1
)ク

ラフ
トビ

ー
ル

等
販

売
額

ー
ー

25
百

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R7
.４

月
(2

)醸
造

所
ツア

ー
参

加
人

数
ー

ー
28

8
人

 

事
業

概
要

日
高

村
の

農
産

物
を

活
用

し
た

ク
ラ

フ
ト

ビ
ー

ル
を

製
造

し
、県

内
外

へ
の

販
路

拡
大

を
図

る
とと

も
に

、観
光

や
宿

泊
業

等
と連

携
し

な
が

ら、
地

域
活

性
化

及
び

観
光

交
流

人
口

の
拡

大
に

つ
な

げ
る

。

※
会

計
年

度
：

3
月

～
２

月

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

パ
ブ

併
設

醸
造

施
設

の
整

備
及

び
製

造
販

売
体

制
の

強
化

 
      

・ス
コッ

トラ
ンド

で
18

ヶ月
間

自
家

醸
造

を
行

い
、2

9
種

類
の

ビー
ル

製
造

 
及

び
独

自
レシ

ピを
開

発
(R

2∼
R4

) 
・日

高
村

の
地

域
お

こし
協

力
隊

とし
て

起
業

に
向

け
た

活
動

を行
うな

か
で

、 
仁

淀
川

町
の

M
uk

ai
 C

ra
ft 

Br
ew

in
g

で
の

研
修

や
日

本
各

地
の

醸
造

所
32

カ所
を

視
察

(R
4∼

) 
・醸

造
施

設
を

建
設

す
る

土
地

を
確

保
(R

6)
 

・専
門

家
の

助
言

を
受

け
な

が
ら事

業
計

画
を

作
成

(R
6)

 
・活

動
の

拠
点

とな
る

、醸
造

施
設

の
整

備
(R

8.
３

月
完

成
予

定
) 

　→
総

務
省

地
域

経
済

循
環

創
造

事
業

交
付

金
(ロ

ー
カル

10
,0

00
 

プ
ロジ

ェク
ト)

活
用

(R
7)

 
・酒

類
製

造
免

許
の

取
得

 
→

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

を活
用

(R
7)

 
・知

名
度

向
上

の
た

め
の

PR
活

動
、ビ

ー
ル

の
品

質
管

理
な

らび
に

新
商

品
 

開
発

に
関

す
る

技
術

水
準

の
向

上
に

向
け

た
取

り組
み

 
→

産
振

補
助

金
(ス

テ
ップ

ア
ップ

事
業

(通
常

分
))

の
活

用
(R

7)

[成
果

] 
施

設
整

備
に

係
る

補
助

金
手

続
き

等
、開

業
に

向
け

た
各

種
準

備
が

順
調

に
進

展
 

 [課
題

] 
・酒

類
製

造
免

許
取

得
に

必
要

な
醸

造
施

設
の

整
備

 
・施

設
整

備
後

の
人

員
体

制
の

強
化

 
・販

売
先

の
確

保
 

・副
原

料
の

調
達

先
確

保
、 

地
域

との
連

携
強

化
 

・観
光

交
流

人
口

の
拡

大
に

向
け

た
取

り組
み

 
・ビ

ー
ル

製
造

過
程

で
発

生
す

る
モ

ル
ト粕

の
堆

肥
へ

の
活

用
 

パ
ブ

併
設

醸
造

施
設

の
整

備
及

び
製

造
販

売
体

制
の

強
化

 
■

(株
)B

RE
W

SH
ID

O
 

・施
設

を整
備

し、
村

内
産

の
原

料
を

活
用

した
ビー

ル
を製

造
・販

売
 

・H
AC

CP
の

考
え

方
を

取
り入

れ
た

衛
生

管
理

の
実

施
 

・イ
ベ

ント
出

店
に

よ
る

情
報

発
信

、県
内

外
の

酒
屋

や
専

門
店

等
へ

の
販

路
開

拓
 

□
県

(産
業

政
策

課
、地

域
本

部
等

) 
・産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

や
各

種
支

援
制

度
、イ

ベ
ント

等
の

情
報

提
供

 
人

員
体

制
の

強
化

 
■

(株
)B

RE
W

SH
ID

O
 

・地
域

お
こし

協
力

隊
等

の
新

た
な

人
材

の
確

保
、連

携
 

□
日

高
村

、県
(地

域
本

部
等

) 
・地

域
お

こし
協

力
隊

等
の

導
入

の
検

討
、人

材
確

保
に

向
け

た
情

報
提

供
 

地
域

の
農

産
品

を
活

用
した

パ
ブ

限
定

ビ
ー

ル
等

の
販

売
 

■
(株

)B
RE

W
SH

ID
O
 

・季
節

の
農

産
物

や
遊

休
農

地
で

栽
培

した
ホ

ップ
を使

った
パ

ブ限
定

ビー
ル

の
販

売
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

　・
産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

、各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

 

 
周

辺
施

設
と

の
連

携
に

よ
る

日
高

村
の

特
色

を
生

か
し

た
観

光
推

進
と

地
域

の
活

性
化

 
   

・村
内

宿
泊

施
設

等
で

の
需

要
ア

ンケ
ー

ト調
査

(R
6)

 
・村

外
宿

泊
施

設
の

情
報

収
集

や
営

業
活

動
(R

6)
 

・醸
造

所
ツア

ー
の

内
容

検
討

(R
6)

 
・高

知
クラ

フト
ビー

ル
協

議
会

に
PR

や
イベ

ント
開

催
に

つ
い

て
相

談
(R

6)
 

・村
観

光
協

会
と、

事
業

内
容

の
共

有
、イ

ン
バ

ウ
ン

ド向
け

観
光

メニ
ュー

開
発

へ
協

力
(R

6)
 

周
辺

施
設

と
の

連
携

に
よ

る
日

高
村

の
特

色
を

生
か

し
た

観
光

推
進

と
地

域
の

活
性

化
 

■
(株

)B
RE

W
SH

ID
O
 

　・
醸

造
所

見
学

ツア
ー

の
実

施
(日

高
村

の
水

害
の

歴
史

や
地

域
コミ

ュニ
テ

ィも
紹

介
) 

　・
地

域
の

特
色

や
海

外
の

文
化

発
信

に
よる

観
光

客
誘

致
、イ

ンバ
ウン

ド客
の

受
入

れ
 

・S
NS

や
メデ

ィア
等

、高
知

クラ
フト

ビー
ル

協
議

会
と連

携
した

PR
や

イベ
ント

開
催

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
　・

各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

 
モ

ル
ト

粕
の

堆
肥

化
に

よ
り、

日
高

村
を

持
続

可
能

な
村

へ
 

■
(株

)B
RE

W
SH

ID
O
 

・ビ
ー

ル
生

産
の

副
産

物
の

モル
ト粕

を堆
肥

化
し、

地
域

農
業

で
活

用
 

□
県

(農
業

技
術

セ
ンタ

ー
等

) 
・モ

ル
ト粕

堆
肥

の
分

析
等

で
の

連
携

施
設

 
整

備

SN
S

で
の

情
報

発
信

 
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

モ
ル

ト
粕

の
 

堆
肥

化

イ
ベ

ン
ト

出
店

・ 
販

路
の

開
拓

人
材

の
確

保

ク
ラ

フト
ビー

ル
の

製
造

･販
売

パ
ブ

の
運

営
 

パ
ブ

限
定

 
ビ

ー
ル

の
販

売

醸
造

所
見

学
 

ツ
ア

ー
の

実
施

衛
生

管
理

の
実

施
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
16

地
域
資
源
を
活
用
した
粉
炭
づ
くり
に
よ
る
地
域
の
課
題
解
決
お
よ
び
活
性
化

（
日

高
村

）
指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株

)ひ
だ

か
林

業
＆

IT
S、

日
高

村
粉

炭
の

売
上

高
ー

ー
－

18
百

万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R8
.4

月
※

会
計

年
度

：
10

月
～

９
月

事
業
概
要

日
高

村
の

豊
富

な
未

活
用

バ
イオ

マ
ス

資
源

(林
地

残
材

、竹
材

、ト
マ

ト茎
葉

、食
品

残
渣

等
)を

粉
炭

とし
て

有
価

物
化

し、
土

壌
改

良
、水

質
浄

化
、食

品
添

加
物

、災
害

時
エ

ネ
ル

ギ
ー

な
ど多

様
な

用
途

で
、県

内
外

へ
の

販
路

拡
大

を
目

指
す

とと
も

に
、資

源
循

環
を

図
り、

地
域

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

粉
炭
の
製
造
販
売
及
び

体
制
の
強
化

・日
高

村
の

地
域

お
こし

協
力

隊
とし

て
起

業
に

向
け

た
活

動
を行

う(
R3

～
R5

)
・株

式
会

社
ひ

だ
か

林
業

&I
TS

を
創

業
(R

5.
7)

し、
間

伐
材

収
集

事
業

を
展

開
、林

業
家

や
建

設
会

社
な

ど地
域

内
約

40
社

の
事

業
者

と信
頼

関
係

を
構

築
し、

年
間

約
1,

00
0

トン
の

間
伐

材
の

売
買

取
引

を
開

始
(R

5～
)

・間
伐

材
を

取
り扱

う中
で

、大
量

の
枝

葉
や

林
地

残
材

等
の

未
活

用
や

放
置

が
進

む
状

況
に

つ
い

て
、解

決
策

を
模

索
(R

5～
)

・水
分

量
の

多
い

枝
葉

や
トマ

ト農
家

が
剪

定
した

茎
葉

な
どの

未
活

用
バ

イオ
マ

ス
資

源
を

効
率

的
に

炭
化

可
能

な
「山

仙
プー

ル
式

炭
化

平
炉

」（
(有

)山
本

粉
炭

工
業

の
特

許
技

術
）

に
着

目
し、

導
入

を
決

定
(R

6)
・技

術
導

入
に

向
け

、(
有

)山
本

粉
炭

工
業

で
の

実
地

研
修

を
実

施
(R

7.
2～

R7
.7

）
・工

業
技

術
セ

ンタ
ー

へ
試

料
を提

供
し、

成
分

分
析

を
実

施
(R

7.
6)

・施
設

整
備

の
た

め
、総

務
省

地
域

経
済

循
環

創
造

事
業

交
付

金
（

ロー
カル

10
,0

00
）

に
申

請
(R

7.
6)

・採
択

・交
付

決
定

（
R7

.9
）

・施
設

整
備

を
実

施
(R

8.
１

)
・製

造
販

売
の

開
始

予
定

(R
8.

２
)

【成
果
】

・原
料

調
達

に
向

け
た

事
業

者
との

関
係

性
を

構
築

し
、

年
間

約
1,

00
0

トン
の

間
伐

材
の

売
買

取
引

が
成

立
・研

修
や

施
設

整
備

に
係

る
補

助
金

手
続

き
な

ど、
事

業
実

施
に

向
け

た
手

続
き

が
着

実
に

進
行

中
・施

設
整

備
を

開
始

【課
題
】

・販
路

拡
大

に
向

け
た

根
拠

デ
ー

タの
収

集
・安

定
した

販
路

の
確

保
お

よ
び

拡
大

に
向

け
て

、粉
炭

の
品

質
の

安
定

や
、用

途
の

異
な

る
 粉

炭
を

製
造

す
る

た
め

の
技

術
の

向
上

が
必

要

粉
炭
の
製
造
販
売
及
び
体
制
の
強
化

■
(株

)ひ
だ

か
林

業
＆

IT
S

・施
設

を
整

備
し、

未
活

用
バ

イオ
マ

ス
を活

用
した

粉
炭

の
製

造
・販

売
を

開
始

・製
品

品
質

の
安

定
に

向
け

た
、専

門
家

に
よ

る
技

術
向

上
研

修
の

受
講

（
原

料
の

種
類

や
含

水
率

に
応

じて
、高

度
な

燃
焼

調
整

技
術

が
必

要
不

可
欠

）
□

県
(産

業
政

策
課

、地
域

本
部

、工
業

技
術

セ
ンタ

ー
等

)
・産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

、各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

・粉
炭

の
成

分
分

析
及

び
活

用
方

法
に

応
じた

評
価

人
員
体
制
の
強
化

■
(株

)ひ
だ

か
林

業
＆

IT
S

・新
た

な
人

材
の

確
保

、連
携

（
地

域
お

こし
協

力
隊

等
）

□
日

高
村

、県
(地

域
本

部
等

)
・地

域
お

こし
協

力
隊

等
の

導
入

の
検

討
、人

材
確

保
に

向
け

た
情

報
提

供

販
路
拡
大
に
向
け
た
取

り組
み

・販
路

に
つ

い
て

は
、約

35
年

の
販

売
実

績
を

持
つ

(有
)山

本
粉

炭
工

業
の

既
存

の
販

売
ル

ー
トを

事
業

承
継

に
よ

り引
き継

ぐ。
・活

用
状

況
等

に
よ

る
デ

ー
タ収

集
の

た
め

、未
活

用
の

バ
イオ

マ
ス

資
源

を
提

供
す

る
村

内
事

業
者

が
粉

炭
を

活
用

し、
農

作
物

の
生

育
に

与
え

る
効

果
等

を検
証

す
る

た
め

の
試

験
栽

培
を

計
画

・工
業

技
術

セ
ン

ター
へ

試
料

を
提

供
し

、カ
ロリ

ー
や

組
成

な
どの

成
分

分
析

を
実

施
(R

7.
6)

・安
定

した
販

路
確

保
お

よ
び

拡
大

に
向

け
て

、粉
炭

の
品

質
の

安
定

や
、用

途
の

異
な

る
粉

炭
を

製
造

す
る

た
め

の
技

術
の

向
上

が
必

要

粉
炭
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り組
み

■
(株

)ひ
だ

か
林

業
＆

IT
S

・活
用

状
況

等
に

よ
る

デ
ー

タ収
集

の
た

め
、村

内
事

業
者

と連
携

した
農

作
物

等
の

試
験

栽
培

の
実

施
・食

品
添

加
物

等
、土

壌
改

良
材

以
外

の
用

途
活

用
に

向
け

た
製

造
技

術
の

向
上

・活
用

用
途

に
合

わ
せ

た
原

材
料

の
調

達
な

らび
に

調
達

量
の

拡
大

□
県

(地
域

本
部

等
)

・産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
、各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供

人
材
の
確
保

粉
炭
の

製
造
･販
売

技
術
向
上

研
修
受
講

試
験
栽
培

粉
炭
製
造

技
術
向
上
に
向

け
た
取
組

原
材
料

調
達
量
拡
大

施 設 整 備

死 せ 整 備 施 設
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仁

淀
川

地
域

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
分

野
商

工
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

17
  

仁
淀

川
町

に
お

け
る

ク
ラ

フト
ビ

ー
ル

を
軸

に
し

た
交

流
人

口
の

拡
大

と地
域

の
活

性
化

（
仁

淀
川

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

M
U

KA
I 

CR
AF

T 
BR

EW
IN

G
(株

)、
仁

淀
川

町
クラ

フト
ビー

ル
販

売
額

※
1,

85
0

万
円

 
（

R4
）

1,
47

8
万

円
1,

93
0

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R2
.4

月
※

会
計

年
度

：
3

月
～

2
月

 

事
業

概
要

M
UK

AI
 C

RA
FT

 B
RE

W
IN

G(
株

)が
清

流
仁

淀
川

の
水

と副
原

料
とし

て
地

元
食

材
を活

用
した

クラ
フト

ビー
ル

を
製

造
す

る
とと

も
に

、県
内

外
へ

の
販

路
拡

大
を

図
りな

が
ら、

仁
淀

ブ
ル

ー
の

イメ
ー

ジ
を

活
か

し
た

地
域

ブ
ラン

ドを
確

立
し、

交
流

人
口

の
拡

大
や

地
域

の
活

性
化

に
繋

げ
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

製
造

及
び

販
売

体
制

の
強

化
 

・集
落

活
動

セ
ンタ

ー
｢山

村
自

然
楽

校
しも

な
の

郷
｣を

開
所

(H
31

) 
・ク

ラフ
トビ

ー
ル

醸
造

を
開

始
（

R2
）

 
・ム

カ
イ

クラ
フト

ブ
ル

ー
イ

ン
グ

（
醸

造
設

備
）

と併
設

され
た

飲
食

ス
ペ

ー
ス

「B
LU

E 
BR

EW
（

ブ
ル

ー
ブ

ル
ー

）
」を

オ
ー

プン
（

R2
）

 
・屋

外
オ

ー
ニン

グ
の

設
置

(R
3)

 
・県

工
業

技
術

セ
ンタ

ー
へ

の
成

分
分

析
及

び
官

能
評

価
の

依
頼

（
R3

）
 

・人
員

体
制

の
強

化
（

R5
～

R6
）

[成
果

] 
・ク

ラフ
トビ

ー
ル

の
本

格
醸

造
・販

売
の

開
始

に
よ

る
来

店
者

数
の

増
加

（
交

流
人

口
増

）
 

 R
3：

3,
49

8人
 

　　
　→

R6
：

3,
66

3人
 

・売
上

高
の

増
加

 
　　

R2
：

37
0

万
円

 
　　

　→
R6

：
1,

47
8

万
円

 
・雇

用
の

創
出

（
短

期
）

 
　　

R6
：

1
名

 
・新

規
顧

客
の

獲
得

 
・認

知
度

向
上

 
 [課

題
] 

・安
定

的
な

生
産

体
制

の
構

築
 

・品
質

保
持

とう
ま

味
の

バ
ラ　

ンス
 

・新
商

品
開

発
 

・プ
ロモ

ー
シ

ョン
活

動

人
員

体
制

の
強

化
 

■
M

UK
AI

 C
RA

FT
 B

RE
W

IN
G(

株
)、

仁
淀

川
町

 
・受

入
体

制
の

強
化

、新
た

な
人

材
の

確
保

、連
携

 
□

仁
淀

川
町

、県
(地

域
本

部
等

) 
・人

材
確

保
に

向
け

た
関

係
機

関
の

情
報

提
供

（
役

場
、移

住
施

策
や

地
域

お
こし

協
力

隊
な

ど）
 

製
造

技
術

の
向

上
 

■
M

UK
AI

 C
RA

FT
 B

RE
W

IN
G(

株
) 

・県
工

業
技

術
セ

ンタ
ー

の
分

析
に

よる
成

分
の

数
値

化
 

品
質

管
理

と衛
生

管
理

の
確

立
 

■
M

UK
AI

 C
RA

FT
 B

RE
W

IN
G(

株
) 

・H
AC

CP
の

考
え

方
を

取
り入

れ
た

衛
生

管
理

の
実

施

 

 
ブ

ラ
ン

ド
化

戦
略

の
実

践
及

び
販

売
促

進
・M

UK
AI

 C
RA

FT
 B

RE
W

IN
G(

株
)の

設
立

（
R

元
）

 
・町

、し
も

な
の

郷
、観

光
協

会
等

との
定

例
会

の
実

施
(R

2∼
) 

・高
知

市
等

で
の

イベ
ント

販
売

(R
2∼

) 
・町

内
外

の
飲

食
店

で
の

卸
販

売
を開

始
（

R3
）

 
・ふ

る
さと

納
税

の
取

扱
い

開
始

（
R3

）
 

・イ
ンタ

ー
ネ

ット
販

売
の

開
始

(R
3)

 
・地

場
産

業
大

賞
の

「産
業

振
興

計
画

賞
」を

受
賞

（
R3

）
 

・期
間

限
定

商
品

の
販

売
開

始
（

R3
）

 
・新

商
品

「8
9」

の
販

売
開

始
（

R4
）

 
・集

落
活

動
セ

ンタ
ー

の
イベ

ント
｢集

マ
ル

シ
ェ｣

へ
の

出
店

 
（

R2
：

2 
回

、R
3：

1 
回

、R
4：

１
回

、R
5：

２
回

、R
6：

１
回

）
 

・「
高

知
クラ

フト
ビー

ル
協

議
会

」を
通

じた
連

携
(R

5～
)

販
売

促
進

に
向

け
た

取
り組

み
 

■
M

UK
AI

 C
RA

FT
 B

RE
W

IN
G(

株
) 

・イ
ベ

ント
出

店
に

よ
る

情
報

発
信

、町
内

事
業

者
と連

携
した

イベ
ント

開
催

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・県

内
イベ

ント
な

どに
関

す
る

情
報

提
供

 
販

路
拡

大
に

向
け

た
取

り組
み

 
■

M
UK

AI
 C

RA
FT

 B
RE

W
IN

G(
株

) 
・商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

販
路

拡
大

、テ
ス

トマ
ー

ケ
テ

ィン
グ

等
に

よ
る

販
促

活
動

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・商

談
会

等
の

紹
介

、高
知

県
地

産
外

商
公

社
・関

係
機

関
との

連
携

支
援

 
副

原
料

とな
る

新
素

材
の

発
掘

と新
商

品
開

発
 

■
M

UK
AI

 C
RA

FT
 B

RE
W

IN
G(

株
) 

・地
域

資
源

の
掘

り起
こし

、試
作

品
づ

くり
・商

品
化

の
実

現
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・新
商

品
の

味
覚

・官
能

検
査

に
よ

る
品

質
評

価
な

ど県
工

業
技

術
セ

ン
ター

の
活

用
提

案
 

情
報

発
信

・プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

 
■

M
UK

AI
 C

RA
FT

 B
RE

W
IN

G(
株

) 
・S

NS
や

メデ
ィア

等
を通

じた
PR

 

生
産

体
制

の
構

築
・人

員
体

制
の

強
化

醸
造

の
安

定
化

に
向

け
た

分
析

デ
ー

タ
の

活
用

衛
生

管
理

の
実

施

各
種

イ
ベ

ン
トへ

の
出

店
（

地
元

イ
ベ

ン
ト

、
中

四
国

の
ビー

ル
フェ

ス
テ

ィバ
ル

な
ど）

、 
自

社
で

の
イ

ベ
ン

ト
開

催

商
談

会
・フ

ェア
等

へ
の

出
店

、 
テ

ス
ト

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

の
実

施
な

ど外
商

活
動

新
商

品
の

開
発

・販
売

SN
S・

メ
デ

ィア
を

活
用

した
情

報
発

信
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
18

仁
淀
川
町
に
お
け
る
(株
)フ
ー
ドプ
ラ
ン
を
核
とし
た
野
菜
の
産
地
形
成
と販
売
拡
大

（
仁
淀
川
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)フ
ー
ドプ
ラン
、仁
淀
川
町
、(
合
)清
流
ファ
ー
ム
、生
産
者
団
体
、庭
先
集
荷
の
農

家
(株
)フ
ー
ドプ
ラン
の
販
売
額
※

8.
8
億
円

（
R4
）

8.
4
億
円

9.
2
億
円

10
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

※
会
計
年
度
：
10
月
～
9
月

事
業
概
要

カッ
ト野
菜
事
業
を
展
開
す
る
(株
)フ
ー
ドプ
ラン
を
仁
淀
川
町
で
の
基
幹
産
業
とし
て
位
置
付

け
、事
業
の
継
続
的
な
実
施
と販
売
拡
大
に
よ
って
雇
用
の
確
保
や
農
業
者
の
所
得
向
上
に
つ
な

げ
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
能
力
の
拡
大

・食
品
加
工
場
の
加
工
用
水
供
給
施
設
を
整
備
（
専
用
水
道
及
び
冷
却
水
施

設
整
備
）
（
H2
1）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・生
産
能
力
の
拡
大
に
向
け
て
新
工
場
を
整
備
（
H2
9)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・デ
ジ
タル
ピッ
キ
ング
シ
ス
テ
ム
の
導
入
(R
4)

→
食
品
加
工
高
度
化
補
助
金
の
活
用

・技
能
実
習
か
ら特
定
技
能
へ
の
移
行

・外
国
人
材
獲
得
に
向
け
、海
外
へ
の
情
報
発
信
サ
イト
「n
ot
e」
を活
用
した
情

報
発
信
(R
6)

[成
果
]

・雇
用
の
創
出

H2
8：
65
人
（
正
規
11

人
、パ
ー
ト5
4人
）

→
R6
：
79
人
（
正
規
14

人
、パ
ー
ト6
5人
）

・技
能
実
習
か
ら特
定
技
能

へ
の
移
行
者
の
確
保
に
よ
る

体
制
強
化

・関
東
圏
、関
西
圏
の
販
路

拡
大

・ド
レ
ッシ
ン
グ
試
作
品
開
発

3
品
・水
耕
栽
培
施
設
との
連
携

に
よ
る
原
料
確
保

[課
題
]

・生
産
性
向
上
の
た
め
の
安

定
した
雇
用
の
確
保

・近
畿
、関
東
圏
へ
の
販
路

拡
大
に
向
け
た
輸
送
ル
ー
トの

確
保
や
消
費
期
限
の
延
長

・高
付
加
価
値
商
品
の
開

発
・販
売

・端
材
野
菜
の
活
用

・産
地
形
成
に
よ
る
県
内
産

野
菜
の
安
定
調
達
に
向
け
た

仕
組
み
づ
くり
の
構
築

安
定
的
な
生
産
体
制
の
構
築

■
(株
)フ
ー
ドプ
ラン

・製
造
部
門
に
お
け
る
現
場
管
理
の
強
化
や
設
備
の
導
入
に
よる
生
産
性
の
向
上

・需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
工
場
稼
働
時
間
の
検
討
、人
員
体
制
の
強
化

■
仁
淀
川
町

・人
材
確
保
に
向
け
た
情
報
提
供
（
移
住
施
策
、地
域
お
こし
協
力
隊
な
ど）

□
県
(地
域
本
部
等
)

・も
の
づ
くり
補
助
金
な
どの
活
用
可
能
性
検
討
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

販
路
拡
大
・商
品
開
発

・販
路
拡
大
に
向
け
た
消
費
期
限
延
長
に
係
る
機
器
の
視
察
（
H2
3～
）

・市
場
対
応
商
品
開
発
等
事
業
費
補
助
金
を
活
用
して
、端
野
菜
を
活
用
した

ドレ
ッシ
ング
の
レシ
ピを
開
発
(H
28
)

・経
営
革
新
等
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
して
、ド
レッ
シ
ング
の
ラン
デ
ィン
グ

ペ
ー
ジ
を
作
成
（
H2
8）

・産
業
振
興
セ
ンタ
ー
の
支
援
を受
け
て
、事
業
戦
略
を
策
定
（
H3
0）

・野
菜
洗
浄
機
と窒
素
充
填
機
の
試
用
（
R4
）

・ス
ー
パ
ー
、ド
ラッ
グ
ス
トア
等
との
取
引
品
目
(グ
リー
ンリ
ー
フ)
の
増
加
(R
6～
)

販
路
拡
大

■
(株
)フ
ー
ドプ
ラン

・商
談
会
等
へ
の
出
展
や
営
業
活
動
の
展
開

・物
流
手
段
の
確
保
、消
費
期
限
延
長
の
検
討

□
県
(地
域
本
部
等
)

・商
談
会
等
の
情
報
提
供
、高
知
県
地
産
外
商
公
社
・関
係
機
関
との
連
携
支
援

商
品
開
発

■
(株
)フ
ー
ドプ
ラン

・ド
レ
ッシ
ング
の
新
商
品
開
発
・販
売
、カ
ット
野
菜
を
活
用
した
観
光
振
興

■
仁
淀
川
町

・カ
ット
野
菜
を
活
用
した
観
光
客
誘
致
の
仕
組
み
づ
くり
、メ
デ
ィア
を通
じた
情
報
発
信

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

原
料
供
給
体
制
の
強
化

・町
内
を
中
心
とし
た
野
菜
生
産
の
仕
組
み
とし
て
、加
工
用
ネ
ギ
の
栽
培
を
開

始
（
R
元
～
）

・農
福
連
携
に
よる
水
耕
栽
培
ハ
ウス
、休
憩
施
設
、ト
イレ
を建
設
（
R4
)

→
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
、こ
うち
農
業
補
助
金
の
活
用

・工
場
隣
地
で
の
ベ
ビー
リー
フ、
リー
フレ
タス
の
水
耕
栽
培
開
始
(R
5～
)

原
料
供
給
体
制
の
強
化

■
(株
)フ
ー
ドプ
ラン
、庭
先
集
荷
の
農
家

・町
内
生
産
者
の
拡
大
、加
工
用
ネ
ギ
栽
培
の
連
携
、新
た
な
品
目
の
検
討

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

農
福
連
携
に
よ
る
水
耕
栽
培
施
設
との
連
携
強
化

■
(合
)清
流
ファ
ー
ム

・水
耕
栽
培
施
設
の
円
滑
な
運
営

□
県
(地
域
本
部
等
)

・農
業
改
良
普
及
所
に
よ
る
栽
培
指
導

製
造
ラ
イ
ン
に
お
け
る
生
産
性
の
向
上

品
質
管
理
の
徹
底

水
耕
栽
培
施
設
の
管
理
運
営

四
国
内
販
路
の
維
持
拡
大

近
畿
圏
、関
東
圏
へ
の
販
路
拡
大

産
地
形
成
の
強
化

消
費
期
限
延
長
に
向
け
た
実
証
実
験

端
野
菜
を
活
用
した
高
付
加
価
値
商
品
の

開
発
・販
売

人
員
体
制
の
強
化

観
光
振
興
策
の
検
討

観
光
商
品
化
・

情
報
発
信
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仁

淀
川

地
域

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
分

野
商

工
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

19
  

仁
淀

川
町

の
基

幹
産

業
で

あ
る

茶
の

６
次

産
業

化
の

推
進

 
（

仁
淀

川
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
(株

)ビ
バ

沢
渡

、◎
(株

)池
川

茶
園

、仁
淀

川
町

(1
)(

株
)ビ

バ
沢

渡
の

販
売

額
※

5,
69

7
万

円
 

(R
4)

5,
97

0
万

円
１

億
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
8.

9
月

(2
)(

株
)池

川
茶

園
の

販
売

額
※

4,
09

3
万

円
 

(R
4)

4,
15

6
万

円
4,

20
0

万
円

 
事

業
概

要
仁

淀
川

町
の

基
幹

品
目

で
あ

る
茶

をは
じめ

とし
た

農
業

者
の

経
営

持
続

を図
る

た
め

、農
産

物
の

高
付

加
価

値
化

を進
め

、６
次

産
業

化
の

推
進

を
図

る
。

※
会

計
年

度
：

（
1）

2
月

～
1

月
、（

2）
(株

)ビ
バ

沢
渡

の
会

計
年

度
に

合
わ

せ
て

集
計

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

(株
)ビ

バ
沢

渡
に

よ
る

施
設

整
備

及
び

経
営

の
持

続
化

 

・拠
点

施
設

とな
る

カフ
ェ「

茶
農

家
の

店
あ

す
な

ろ
（

本
店

：
仁

淀
川

町
内

）
」

の
オ

ー
プ

ン（
H3

0）
 

→
産

振
補

助
金

の
活

用
（

H2
9）

 
・加

工
品

製
造

施
設

の
整

備
（

R3
）

 
→

新
型

コロ
ナ

ウ
イル

ス
感

染
症

対
策

産
業

振
興

推
進

特
別

支
援

事
業

費
補

助
金

の
活

用
（

R2
(R

3)
繰

越
）

 
・産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

に
よる

オ
ペ

レ
ー

シ
ョン

改
善

（
R2

、R
3）

 
・産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

に
よる

経
営

改
善

計
画

の
策

定
（

R4
）

[成
果

] 
・雇

用
の

創
出

 
H2

8:
12

人
（

正
規

3人
、

パ
ー

ト9
人

）
 

→
R6

:2
7人

（
正

規
7人

、
パ

ー
ト1

9人
、短

期
1人

）
 

・加
工

品
製

造
施

設
の

活
用

に
よ

る
新

商
品

の
開

発
、生

産
体

制
の

強
化

充
実

 
・新

規
顧

客
の

獲
得

 
・閑

散
期

に
応

じ
た

人
員

の
配

置
転

換
に

よ
る

組
織

体
制

の
強

化
 

 [課
題

] 
・中

長
期

的
な

視
点

に
立

った
経

営
基

盤
の

強
化

 
・新

商
品

開
発

 
・茶

産
業

を
持

続
させ

る
た

め
の

担
い

手
の

確
保

 

持
続

可
能

な
経

営
基

盤
の

確
立

・強
化

 
■

(株
)ビ

バ
沢

渡
 

・経
営

改
善

計
画

に
係

る
ア

クシ
ョン

プラ
ンの

確
実

な
実

行
 

■
仁

淀
川

町
 

・茶
生

産
者

へ
の

支
援

(仁
淀

川
町

茶
栽

培
支

援
交

付
金

) 
・人

材
確

保
に

向
け

た
情

報
提

供
（

移
住

施
策

、地
域

お
こし

協
力

隊
な

ど）
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・経
営

体
制

の
強

化
な

どに
向

け
た

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
提

案

 

 
茶

等
を

原
料

と
し

た
6

次
産

業
化

の
推

進
 

・県
内

外
で

の
商

談
会

出
展

や
イベ

ント
等

へ
の

出
店

（
H2

8～
）

 
・高

知
商

業
高

校
、城

西
館

、(
株

)ビ
バ

沢
渡

が
連

携
して

、新
商

品
の

「グ
ロー

カル
バ

ウム
クー

ヘ
ン」

を
開

発
（

H3
0）

 
・(

株
)ビ

バ
沢

渡
が

お
茶

を
使

った
ミル

クジ
ャム

「S
AW

AT
AR

IC
HA

JA
M

」を
開

発
（

R元
）

 
・(

株
)ビ

バ
沢

渡
が

産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
に

より
新

商
品

｢土
佐

の
さ

わ
た

り生
茶

漬
け

｣を
開

発
（

R2
）

 
・(

株
)ビ

バ
沢

渡
が

「沢
渡

茶
よ

うか
ん

」を
開

発
(R

3)
 

・(
株

)ビ
バ

沢
渡

が
サ

ンシ
ャイ

ン、
菊

水
酒

蔵
と共

同
で

「ほ
うじ

茶
ラテ

風
味

リキ
ュー

ル
」、

「紅
茶

ラテ
風

味
リキ

ュー
ル

」を
開

発
(R

4)
 

・(
株

)池
川

茶
園

が
「高

知
の

魅
力

発
信

プロ
ジ

ェク
ト」

(高
知

銀
行

)に
よ

る
「茶

 
　畑

テ
ィラ

ミス
濃

か
ぶ

せ
茶

」を
商

品
改

良
（

R4
）

 
・(

株
)ビ

バ
沢

渡
が

「香
ル

茶
とレ

モ
ンの

ゼ
リー

」、
「ほ

うじ
茶

と黒
豆

の
パ

ン
ナ

コッ
タ」

を開
発

(R
6)

基
幹

品
目

で
あ

る
茶

を
原

料
とし

た
商

品
の

開
発

・改
良

及
び

販
売

促
進

 
■

(株
)ビ

バ
沢

渡
、(

株
)池

川
茶

園
 

・商
品

改
良

や
新

商
品

開
発

、店
舗

で
提

供
す

る
飲

食
等

新
メニ

ュー
の

開
発

 
・物

販
機

能
の

強
化

 
・商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

販
路

拡
大

、イ
ベ

ント
出

店
に

よる
情

報
発

信
 

・H
AC

CP
の

考
え

方
を

取
り入

れ
た

衛
生

管
理

の
実

施
 

・S
NS

や
メデ

ィア
等

を通
じた

PR
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
提

案
、各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

 
・商

談
会

等
の

情
報

提
供

、高
知

県
地

産
外

商
公

社
・関

係
機

関
との

連
携

支
援

 
後

継
者

及
び

担
い

手
の

確
保

・育
成

 
・町

内
生

産
者

が
連

携
した

茶
の

収
穫

・茶
畑

の
管

理
 

・地
域

お
こし

協
力

隊
制

度
を

活
用

した
有

機
栽

培
の

検
討

開
始

(R
4)

 
・茶

業
振

興
に

係
る

地
域

お
こし

協
力

隊
2

名
の

採
用

(R
6)

基
幹

産
業

(茶
)の

維
持

 
■

(株
)ビ

バ
沢

渡
、(

株
)池

川
茶

園
 

・町
内

の
茶

生
産

事
業

者
及

び
地

域
住

民
との

連
携

に
よ

る
茶

畑
の

維
持

・管
理

 
■

仁
淀

川
町

 
・茶

生
産

者
へ

の
支

援
(仁

淀
川

町
茶

栽
培

支
援

交
付

金
) 

・人
材

確
保

に
向

け
た

情
報

提
供

（
移

住
施

策
、地

域
お

こし
協

力
隊

な
ど）

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し

経
営

状
況

等
に

関
す

る
定

例
会

の
実

施

新
商

品
等

の
開

発
・販

売

商
談

会
等

へ
の

出
展

に
よ

る
販

路
拡

大

茶
畑

管
理

の
仕

組
み

づ
くり

衛
生

管
理

の
実

施

後
継

者
等

担
い

手
の

確
保

・育
成

イ
ベ

ン
ト

出
店

や
SN

S・
メ

デ
ィア

を
活

用
した

情
報

発
信

交
付

金
を

活
用

した
茶

栽
培

の
継

続
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仁

淀
川

地
域

ア
ク

シ
ョン

プ
ラ

ン
分

野
商

工
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

20
  

仁
淀

川
町

｢池
川

こん
に

ゃ
く｣

の
生

産
拡

大
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

 
（

仁
淀

川
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
山

の
め

ぐみ
舎

、仁
淀

川
町

売
上

高
16

4
万

円
 

(R
5)

94
万

円
14

0
万

円
ー

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R7
.4

月
※

会
計

年
度

：
１

月
～

12
月

 

事
業

概
要

仁
淀

川
町

伝
統

の
「池

川
こん

に
ゃく

」の
生

産
性

の
向

上
と販

路
拡

大
を

図
る

とと
も

に
、古

民
家

を
活

用
した

カフ
ェや

宿
泊

事
業

との
連

携
に

よ
り交

流
人

口
の

拡
大

や
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

げ
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

運
営

体
制

の
構

築
 

・山
の

め
ぐみ

舎
を設

立
(H

28
) 

→
池

川
地

場
産

品
加

工
組

合
か

ら池
川

こん
に

ゃく
製

造
を

継
承

 
・加

工
場

の
改

修
及

び
設

備
の

整
備

(H
30

) 
→

地
域

お
こし

協
力

隊
起

業
支

援
補

助
金

等
の

活
用

 
・山

の
め

ぐみ
舎

をオ
ー

プ
ン(

H3
0)

 
→

土
日

予
約

制
カフ

ェの
営

業
開

始
 

・こ
ん

に
ゃく

づ
くり

体
験

、ラ
ンチ

提
供

を
開

始
(R

元
) 

・ク
ラウ

ドフ
ァン

デ
ィン

グ
活

用
に

よ
る

古
民

家
一

棟
貸

し宿
の

整
備

(R
3)

 
・町

内
事

業
者

と連
携

した
KI

LT
A 

IK
EG

AW
A

を
設

立
(R

5)
 

・山
の

め
ぐみ

舎
の

体
制

強
化

・販
売

促
進

に
向

け
た

事
業

計
画

・収
支

計
画

の
 

検
討

（
R6

）
→

 産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用

[成
果

] 
・池

川
こん

に
ゃく

の
製

造
・販

売
に

よ
る

保
存

・継
承

 
・町

内
事

業
者

との
連

携
に

よ
る

認
知

度
向

上
 

・新
規

顧
客

の
獲

得
 

 [課
題

] 
・加

工
施

設
の

老
朽

化
 

・製
造

及
び

販
売

に
関

す
る

人
材

の
確

保
 

・県
内

外
で

の
販

路
開

拓
 

・原
料

(こ
ん

に
ゃ

く芋
)の

安
定

確
保

製
造

・販
売

体
制

の
強

化
 

■
山

の
め

ぐみ
舎

、仁
淀

川
町

 
・加

工
施

設
整

備
及

び
稼

働
開

始
 

・受
入

体
制

の
強

化
、新

た
な

人
材

の
確

保
、連

携
 

□
仁

淀
川

町
、県

(地
域

本
部

等
) 

・人
材

確
保

に
向

け
た

関
係

機
関

の
情

報
提

供
（

役
場

：
移

住
施

策
や

地
域

お
こし

協
力

隊
な

ど）
 

品
質

管
理

と衛
生

管
理

の
確

立
 

■
山

の
め

ぐみ
舎

 
・H

AC
CP

の
考

え
方

を
取

り入
れ

た
衛

生
管

理
の

実
施

 

 
販

売
促

進
・販

路
拡

大
 

・K
IL

TA
 IK

EG
AW

A
に

よ
る

モニ
ター

ツア
ー

の
実

施
(R

5)
 

・池
川

夜
神

楽
ツア

ー
の

開
始

(R
5)

 
・健

康
食

品
製

造
販

売
会

社
(株

)N
IN

ZI
A

との
こん

に
ゃく

芋
の

加
工

食
品

開
発

に
向

け
た

検
討

開
始

(R
5)

 

販
売

促
進

に
向

け
た

取
り組

み
 

■
山

の
め

ぐみ
舎

 
・イ

ベ
ント

出
展

に
よ

る
情

報
発

信
、K

IL
TA

 IK
EG

AW
A

を
活

用
した

イベ
ント

開
催

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・県

内
イベ

ント
な

どに
関

す
る

情
報

提
供

 
販

路
拡

大
に

向
け

た
取

り組
み

 
■

山
の

め
ぐみ

舎
 

・商
談

会
等

へ
の

出
展

に
よ

る
販

路
拡

大
、S

NS
等

に
よる

販
促

活
動

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・商

談
会

等
の

紹
介

、高
知

県
地

産
外

商
公

社
・関

係
機

関
との

連
携

支
援

 
こん

に
ゃ

く芋
を

活
用

した
新

商
品

開
発

 
■

山
の

め
ぐみ

舎
 

・生
産

者
との

連
携

強
化

 
・地

域
資

源
の

掘
り起

こし
、試

作
品

づ
くり

・商
品

化
の

実
現

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・新

商
品

の
味

覚
・官

能
検

査
に

よ
る

品
質

評
価

な
ど県

工
業

技
術

セ
ン

ター
の

活
用

提
案

 
情

報
発

信
・プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
・S

NS
等

を活
用

した
情

報
発

信
(H

28
～

) 
・池

川
こん

に
ゃく

ロゴ
の

作
成

(H
30

) 
・W

eb
サ

イト
の

構
築

(H
30

) 
・n

ot
e

を
活

用
した

KI
LT

A 
IK

EG
AW

A
の

情
報

発
信

(R
6)

 
・(

株
)N

IN
ZI

A
の

社
員

研
修

受
け

入
れ

(R
6)

魅
力

向
上

に
向

け
た

取
り組

み
の

推
進

 
■

山
の

め
ぐみ

舎
 

・S
NS

や
メデ

ィア
等

を通
じた

PR
 

・学
校

や
企

業
等

の
見

学
や

研
修

の
受

け
入

れ
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・各
種

取
り組

み
に

お
け

る
情

報
提

供

新
商

品
の

開
発

・販
売

各
種

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

、 
KI

LT
A 

IK
EG

AW
A

で
の

 
イ

ベ
ン

ト開
催

商
談

会
へ

の
出

展
、 

販
促

活
動

見
学

・研
修

の
受

け
入

れ

SN
S・

メ
デ

ィア
を

活
用

した
 

情
報

発
信

候
補

地
の

 
検

討
・選

定

衛
生

管
理

の
実

施

生
産

体
制

の
構

築
・ 

人
員

体
制

の
強

化

施
設

整
備
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
21

仁
淀
川
町
の
町
内
資
源
を
活
用
し
た
ジ
ン
・ウ
イ
ス
キ
ー
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
地
域

の
活
性
化

（
仁
淀
川
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)高
知
ウ
イ
ス
キ
ー
、仁
淀
川
町

ジ
ン・
ウイ
ス
キ
ー
売
上
高

23
2
万
円

(R
6)

23
2
万
円

3,
63
9
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R7
.4
月

事
業
概
要

清
流
仁
淀
川
の
水
と町
内
資
源
を
活
用
し、
製
造
した
ジ
ン
・ウ
イス
キ
ー
の
国
内
外
へ
の
販
路

開
拓
に
取
り組
む
こと
で
、地
域
の
所
得
向
上
を図
る
とと
も
に
地
域
ブラ
ンド
の
確
立
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

製
造
・販
売
体
制
の
強

化
・(
株
)高
知
ウイ
ス
キ
ー
を設
立
(R
6.
4)

・蒸
留
施
設
の
整
備
に
向
け
た
検
討
(R
6.
4～
)

・飲
食
店
営
業
許
可
(キ
ッチ
ンカ
ー
)の
取
得
(R
6.
5)

・キ
ッチ
ン
カ
ー
で
の
ジ
ン
、ウ
イ
ス
キ
ー
、リ
キ
ュー
ル
、ク
ロ
ッフ
ル
の
販
売
開
始

(R
6.
6)

・卸
売
業
免
許
(果
実
酒
、甘
味
果
実
酒
、ウ
イ
ス
キ
ー
、ブ
ラン
デ
ー
、ス
ピ
リッ

ツ、
リキ
ュー
ル
)の
取
得
(R
6.
8)

・小
売
業
免
許
(全
酒
類
)の
取
得
(R
6.
8)

・輸
出
入
酒
類
卸
売
業
免
許
(全
酒
類
)の
取
得
(R
6.
8)

・県
外
企
業
か
らの
委
託
に
よ
る
ジ
ンの
試
作
・製
造
開
始
(R
6.
11
～
)

・蒸
留
施
設
整
備
(R
8.
3
月
完
成
予
定
)

→
総
務
省
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
(ロ
ー
カル
10
,0
00
プ
ロジ
ェ

クト
)採
択
・交
付
決
定
(R
7.
9)

・酒
類
製
造
免
許
の
取
得
に
向
け
た
取
り組
み

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
(R
7)

[成
果
]

・製
造
開
始
に
向
け
た
検
討

(施
設
整
備
、法
手
続
等
)が

順
調
に
進
展

[課
題
]

・酒
類
製
造
免
許
取
得
申
請

に
必
要
な
蒸
留
施
設
の
整
備

・製
造
及
び
販
売
に
関
す
る

人
材
の
確
保

・ブ
ラン
ドの
確
立

・副
原
料
の
調
達
先
の
確
保

製
造
・販
売
体
制
の
強
化

■
(株
)高
知
ウイ
ス
キ
ー
、仁
淀
川
町

・施
設
整
備
及
び
稼
働
開
始

・受
入
体
制
の
強
化
、新
た
な
人
材
の
確
保
、連
携

□
仁
淀
川
町
、県
(地
域
本
部
等
)

・人
材
確
保
に
向
け
た
関
係
機
関
の
情
報
提
供
（
役
場
：
移
住
施
策
や
地
域
お
こし

協
力
隊
な
ど）

品
質
管
理
と衛
生
管
理
の
確
立

■
(株
)高
知
ウイ
ス
キ
ー

・H
AC
CP
の
考
え
方
を取
り入
れ
た
衛
生
管
理
の
実
施

販
路
拡
大

・県
外
企
業
との
取
り引
き
開
始
に
向
け
た
検
討
(R
6.
4～
)

・池
川
茶
及
び
沢
渡
茶
を
使
った
ジ
ン｢
ニヨ
ドド
ド｣
の
販
売
(R
7.
8～
)

・大
阪
・関
西
万
博
へ
の
出
展
(R
7.
8)

・新
規
取
引
先
(オ
ンラ
イン
シ
ョッ
プ)
との
取
引
開
始
(R
7.
8～
)

・ゴ
ジ
ラと
コラ
ボ
した
ウイ
ス
キ
ー
｢神
羅
｣｢
海
樹
｣の
販
売
(R
7.
9～
)

・新
規
取
引
先
(ス
ー
パ
ー
)と
の
取
引
開
始
(R
7.
9～
)

ブ
ラ
ン
ド力
向
上
に
向
け
た
取
り組
み

■
(株
)高
知
ウイ
ス
キ
ー

・こ
れ
ま
で
に
手
が
け
た
各
種
受
賞
の
商
品
(ジ
ン榊
、神
息
ウイ
ス
キ
ー
等
)づ
くり
を生
か

した
地
域
ブラ
ンド
の
商
品
開
発

・各
種
コン
テ
ンツ
との
コラ
ボ
商
品
の
開
発

販
路
開
拓
・販
売
促
進
に
向
け
た
取
り組
み

■
(株
)高
知
ウイ
ス
キ
ー

・商
談
会
等
へ
の
出
展
に
よ
る
販
路
拡
大
、テ
ス
トマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
等
に
よ
る
販
促
活
動

・イ
ベ
ント
出
店
に
よ
る
情
報
発
信
、町
内
事
業
者
と連
携
した
イベ
ント
開
催

□
県
(地
域
本
部
等
)

・商
談
会
等
の
紹
介
、高
知
県
地
産
外
商
公
社
・関
係
機
関
との
連
携
支
援

副
原
料
とな
る
新
素
材
の
発
掘
と新
商
品
開
発

■
(株
)高
知
ウイ
ス
キ
ー

・地
域
資
源
の
掘
り起
こし
、試
作
品
づ
くり
・商
品
化
の
実
現

□
県
(地
域
本
部
等
)

・新
商
品
の
味
覚
・官
能
検
査
に
よ
る
品
質
評
価
な
ど県
工
業
技
術
セ
ン
ター
の
活
用

提
案

情
報
発
信
・プ
ロ
モ
ー
シ

ョン
・イ
ンス
タグ
ラム
を
通
じた
情
報
発
信
(R
6.
6～
)

認
知
度
向
上
に
向
け
た
情
報
発
信
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

■
(株
)高
知
ウイ
ス
キ
ー

・S
NS
や
メデ
ィア
等
を通
じた
PR

施
設

整
備 SN
S・
メ
デ
ィア
を
活
用
した

情
報
発
信

衛
生
管
理
の
実
施

新
商
品
の
開
発
・販
売

商
談
会
・フ
ェア
等
へ
の
出
店
、

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
の
実
施

な
ど外
商
活
動

生
産
体
制
の
構
築
・

人
員
体
制
の
強
化

施
設
稼
働
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
22

さ
か
わ
の
地
乳
(ぢ
ち
ち
)ブ
ラ
ン
ドの
再
構
築
に
よ
る
販
路
拡
大

（
佐
川
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)吉
本
乳
業
、◎
(株
)Y
O
KO
BA
TA
KE
-ic
e、
地
元
商
工
業
者
、地
元
酪
農
家
、

佐
川
町
商
工
会
、佐
川
町
、J
A
高
知
県
（
仁
淀
川
地
区
）

(1
)牛
乳
類
商
品
販
売
額
※

1.
15
億
円

（
R4
）

1.
16
億
円

1.
57
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)牛
乳
加
工
品
販
売
額
※

2,
26
9
万
円

（
R4
）

3,
78
2
万
円

6,
00
0
万
円

事
業
概
要

佐
川
町
の
特
産
で
あ
る
「さ
か
わ
の
地
乳
(ぢ
ち
ち
)」
を
使
い
、地
元
の
事
業
者
が
特
長
の
あ
る
商

品
づ
くり
を
行
うと
とも
に
、販
売
促
進
の
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こと
で
、さ
か
わ
の
地
乳
(ぢ
ち

ち
)ブ
ラン
ドを
再
構
築
し、
地
産
外
商
の
推
進
に
よ
る
外
貨
の
獲
得
を
目
指
す
。

※
会
計
年
度
：
（
1）
８
月
～
７
月
、（
2）
１
月
～
12
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

さ
か
わ
の
地
乳
(ぢ
ち
ち
)

を
使
っ
た
加
工
品
の
開

発
及
び
販
売
促
進

・農
商
工
連
携
に
よ
る
地
乳
の
販
売
促
進
に
向
け
た
「さ
か
わ
の
地
乳
プロ
ジ
ェク
ト

推
進
会
議
」を
設
置
（
H2
2.
7
月
）

・地
乳
PR
用
広
報
・販
促
物
を整
備
（
H2
2、
23
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・地
乳
商
品
認
定
要
綱
を
策
定
し、
25
品
目
の
商
品
を
「地
乳
ブ
ラン
ド」
とし
て

PR
開
始
（
H2
6～
）

・さ
か
わ
地
乳
まつ
りの
開
催
（
H2
7～
R2
、R
8）

・畜
産
ア
ドバ
イザ
ー
を
導
入
し
て
、地
乳
を
活
用
し
た
加
工
品
開
発
や
販
促
活

動
に
つ
い
て
協
議
（
H2
6、
H2
7:
2
回
）

・地
域
資
源
を
活
用
した
効
果
的
な
イベ
ント
展
開
を
検
討

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
（
H2
8:
３
回
）

・「
地
乳
プ
ロジ
ェク
ト」
の
方
向
性
、体
制
強
化
、ブ
ラン
ド再
構
築
に
向
け
た
検

討
を
実
施
→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
（
R6
:5
回
、R
7:
9
回
）

【(
株
)Y
O
KO
BA
TA
KE
-ic
e(
横
畠
商
店
)】

・事
業
計
画
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
（
R6
:5
回
）

・法
人
化
(R
6.
12
.2
6
設
立
)

・土
佐
FB
C
の
受
講
(R
7)

[成
果
]

・地
乳
を
活
用
し
た
商
品
販

売
に
よ
り地
乳
の
認
知
度
が

向
上
して
い
る
。

・地
乳
を
使
用
す
る
県
外
の

飲
食
店
も
増
え
て
お
り、
販
路

が
拡
大
して
い
る
。

・地
乳
プ
ロ
ジ
ェク
ト
推
進
会

議
を
再
開
(R
6.
8.
23
)

[課
題
]

・地
乳
を
活
用
し
た
新
商
品

の
開
発
及
び
商
品
の
PR
強

化 ・地
乳
ブ
ラン
ド確
立
に
向
け

た
推
進
体
制
強
化

◎
㈲
吉
本
乳
業

・持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の

確
立
・強
化

・衛
生
管
理
体
制
の
強
化

・販
路
拡
大
に
向
け
た
商
談

会
等
で
の
販
売
促
進

・物
価
高
騰
に
よ
る
商
品
の

値
上
げ
か
ら
、一
般
消
費
者

へ
の
宅
配
契
約
の
減
少
や
ス

ー
パ
ー
等
で
の
売
上
が
伸
び

悩
む

◎
㈱
YO
KO
BA
TA
KE
-ic
e

・現
状
の
加
工
場
、製
造
機

械
で
は
生
産
能
力
が
限
界
に

達
し
て
お
り、
これ
以
上
の
販

路
拡
大
が
困
難

牛
乳
加
工
品
増
産
に
伴
う生
産
体
制
及
び
衛
生
管
理
体
制
の
強
化

■
(株
)Y
O
KO
BA
TA
KE
-ic
e

・R
８
年
度
工
場
新
設
及
び
製
造
機
械
の
整
備

・新
た
な
人
材
の
雇
用
・育
成

・H
AC
CP
の
考
え
方
を
取
り入
れ
た
衛
生
管
理
の
実
施

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
補
助
金
の
活
用
、各
種
研
修
会
へ
の
参
加
呼
び
か
け

牛
乳
製
造
施
設
の
持
続

可
能
な
経
営
基
盤
の
確

立
・強
化
及
び
販
路
拡

大

・中
小
企
業
・小
規
模
事
業
者
も
の
づ
くり
・商
業
・サ
ー
ビス
革
新
事
業
を
活
用

して
製
乳
設
備
を
増
設
（
H2
6）

・H
AC
CP
アド
バ
イザ
ー
に
よる
現
地
指
導
を実
施
（
H2
8:
1
回
）

・さ
か
わ
の
地
乳
製
造
施
設
を
整
備
（
H2
8)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・地
乳
製
品
の
販
路
開
拓
・販
売
拡
大
に
向
け
た
商
談
会
へ
の
出
展
（
H2
9

～
）

・宅
配
キ
ャン
ペ
ー
ンの
実
施
（
R3
）

→
高
知
県
地
域
産
品
地
産
地
消
推
進
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・県
工
業
技
術
セ
ンタ
ー
の
協
力
の
も
と、
地
乳
の
味
の
分
析
を
実
施
(R
7)

・県
内
外
量
販
店
に
て
地
乳
試
飲
会
を実
施
(R
7:
4
回
)

・「
地
方
銀
行
フー
ドセ
レ
クシ
ョン
20
25
」（
東
京
ビッ
グ
サ
イト
）
に
吉
本
乳
業

と
YO
KO
BA
TA
KE
-ic
e
が
合
同
出
展
(R
7.
11
)

牛
乳
製
造
施
設
の
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・強
化
及
び
販
路
拡
大

■
(有
)吉
本
乳
業

・H
AC
CP
の
考
え
方
を
取
り入
れ
た
衛
生
管
理
の
実
施

・経
営
改
善
策
の
検
討

■
(有
)吉
本
乳
業
、(
株
)Y
O
KO
BA
TA
KE
-ic
e、
地
元
商
工
業
者
、佐
川
町
、

佐
川
町
商
工
会

・地
乳
プロ
ジ
ェク
ト推
進
会
議
の
再
開
・継
続
：
町
内
事
業
者
へ
の
積
極
的
な
参
画

の
呼
び
か
け
に
よ
る
推
進
体
制
の
強
化
、宣
伝
方
法
の
検
討
、販
促
物
の
作
成
、地
乳

PR
イベ
ント
等
の
開
催

・商
談
会
等
へ
の
出
展
、プ
ロモ
ー
シ
ョン
活
動
の
実
施

・加
工
品
の
開
発
及
び
磨
き
上
げ

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、セ
ミナ
ー
、商
談
会
等
の
紹
介
、関
係
者
へ

の
橋
渡
し

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

さ
か
わ
の
地
乳
の
県
内
消
費
拡
大
・

県
外
量
販
店
等
へ
の
販
路
拡
大

さ
か
わ
の
地
乳
(ぢ
ち
ち
)を
使
った
加
工
品
の

磨
き
上
げ
・開
発

販
売
促
進
の
体
制
強
化
、地
乳
ブ
ラ
ン
ドの

PR
強
化

衛
生
管
理
の
実
施

経
営
改
善
の
実
施

法
人
化

産
振
補

助
金

審
査
会

衛
生
管

理
の
実

施稼
働

生
産
力
向
上
に

伴
う雇
用
創
出

商
品
開
発
・販
売

施
設

整
備
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
23

「ま
き
の
さ
ん
の
道
の
駅
・佐
川
」を
活
用
した
交
流
人
口
の
拡
大
と地
域
の
活
性
化

（
佐
川
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
佐
川
町
、◎
（
一
財
）
しあ
わ
せ
づ
くり
佐
川
、（
一
社
）
農
産
物
直
売
店
は
ちき
ん
の
店

(1
)年
間
売
上
高

―
35
3,
34
0

千
円

32
5,
00
0
千
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R2
.4
月

(2
)レ
ジ
通
過
者
数

―
24
9,
95
2

万
人

32
万
人

事
業
概
要

R5
年
6
月
に
開
駅
した

「ま
き
の
さん
の
道
の
駅
・佐
川
」を
拠
点
とし
て
、地
元
の
特
産
品
等

の
販
売
を
促
進
す
る
とと
も
に
、地
域
の
木
材
に
触
れ
られ
る
場
の
提
供
や
周
辺
の
観
光
施
設
との

連
携
を
通
じて
、交
流
人
口
の
拡
大
と地
域
の
活
性
化
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

道
の
駅
施
設
の
整
備
、

体
制
強
化

・佐
川
町
道
の
駅
検
討
委
員
会
で
建
設
候
補
地
等
を検
討
（
H2
8～
29
）

・道
の
駅
建
設
候
補
地
の
絞
り込
み
と決
定
（
H3
0～
R
元
）

・関
係
者
等
の
参
画
に
よ
る
、道
の
駅
基
本
構
想
策
定
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
を
実
施

（
R
元
：
6
回
）

・佐
川
町
道
の
駅
基
本
計
画
策
定
委
員
会
の
開
催
（
R2
：
3
回
）

・「
ま
き
の
さん
の
道
の
駅
・佐
川
」基
本
設
計
書
策
定
の
た
め
の
住
民
説
明
会
・ワ

ー
クシ
ョッ
プ
（
R2
～
3：
4
回
）

・「
ま
きの
さん
の
道
の
駅
・佐
川
」実
施
設
計
業
務
の
実
施
（
R3
）

・運
営
組
織
「一
般
財
団
法
人
しあ
わ
せ
づ
くり
佐
川
」設
立
（
R3
）

・農
山
漁
村
振
興
交
付
金
を
活
用
した
施
設
整
備
（
R3
～
4)

・事
業
計
画
書
、収
支
計
画
書
の
策
定
（
R3
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・施
設
整
備
（
R4
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・お
も
ち
ゃ美
術
館
の
整
備
（
R4
）

→
地
方
創
生
交
付
金
、地
域
観
光
振
興
交
付
金
の
活
用

・お
も
ち
ゃ美
術
館
学
芸
員
養
成
講
座
の
実
施
（
R4
～
）

[成
果
]

・関
係
者
に
よ
る
ワ
ー
クシ
ョッ

プ
を
基
に
、道
の
駅
基
本
構

想
を
策
定
（
R
元
）

・道
の
駅
基
本
計
画
策
定
委

員
会
で
の
協
議
を
通
じ
、道

の
駅
基
本
計
画
を
策
定

（
R2
.8
月
）

・住
民
説
明
会
・ワ
ー
クシ
ョッ

プ
で
の
意
見
を
基
に
、道
の
駅

基
本
設
計
書
を
策
定

（
R3
）

・道
の
駅
オ
ー
プン

（
R5
.6
.2
5）

・お
も
ち
ゃ美
術
館
開
業

（
R5
.7
.1
5）

・地
域
資
源
を
活
用
した
商

品
・メ
ニュ
ー
開
発

（
R2
～
R7
.3
月
時
点
：

19
品
）

・道
の
駅
オ
リジ
ナ
ル
商
品

（
バ
ウム
クー
ヘ
ン）
の
完
成

[課
題
]

・ま
き
の
さ
ん
の
道
の
駅
を
活

用
した
佐
川
観
光
客
の
町
内

周
遊
に
向
け
た
仕
掛
け
作
り

・町
全
体
の
賑
わ
い
の
創
出

に
つ
な
が
る
仕
組
み
づ
くり

・地
域
資
源
を
活
用
し
た
魅

力
あ
る
商
品
等
の
磨
き
上
げ
・

開
発

道
の
駅
の
運
営
体
制
の
強
化

■
佐
川
町
、（
一
財
）
しあ
わ
せ
づ
くり
佐
川

・安
定
した
運
営
に
向
け
た
人
員
体
制
の
構
築

・ス
タッ
フの
ス
キ
ル
アッ
プ
等
に
より
責
任
者
とな
れ
る
人
材
の
育
成

・必
要
に
応
じて
外
部
人
材
の
登
用

・運
営
状
況
等
に
関
す
る
定
例
会
の
実
施

道
の
駅
を
核
とし
た
町
内
周
遊
に
向
け
た
取
組
強
化

■
佐
川
町
、（
一
財
）
しあ
わ
せ
づ
くり
佐
川

・町
内
関
係
事
業
者
との
連
携
に
よる
観
光
客
の
町
内
周
遊
に
向
け
た
仕
掛
け
作
り

・地
域
資
源
を
活
用
した
商
品
・メ
ニュ
ー
の
磨
き
上
げ
及
び
開
発

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、産
業
振
興
総
合
補
助
金
の
活
用
検
討
、各

種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

佐
川
町
の
特
産
品
等
の

充
実
強
化

・佐
川
町
商
品
開
発
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
を開
催
（
R2
：
5
回
）

・商
品
開
発
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ
事
業
（
R2
～
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を
活
用
し
た
道
の
駅
オ
リジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
（
R4

～
）

・は
ち
き
ん
の
店
に
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を
活
用
し経
営
支
援
を
実
施
(R
6)

・道
の
駅
オ
リジ
ナ
ル
商
品
の
苺
プ
リン
と山
椒
餅
を
販
売
開
始
（
R6
～
）

・オ
リジ
ナ
ル
か
き
氷
(い
ち
ご
、ほ
うじ
茶
、地
乳
)の
商
品
販
売
（
R7
）

・オ
リジ
ナ
ル
バ
ウム
クー
ヘ
ンの
新
フレ
ー
バ
ー
「緑
茶
バ
ウム
」の
販
売
(R
7)

佐
川
町
の
特
産
品
等
の
販
売
促
進

■
佐
川
町
、（
一
財
）
しあ
わ
せ
づ
くり
佐
川

・佐
川
町
特
産
品
等
の
品
揃
え
の
充
実

・出
荷
（
生
産
）
者
との
連
携
体
制
の
構
築

・道
の
駅
オ
リジ
ナ
ル
商
品
（
バ
ウム
クー
ヘ
ン）
の
ブラ
ッシ
ュア
ップ

・S
NS
、メ
デ
ィア
等
を活
用
した
情
報
発
信

・E
C
サ
イト
の
活
用
に
よ
る
売
上
向
上
及
び
販
路
拡
大

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・県
の
メデ
ィア
サ
イト
等
で
の
情
報
発
信
、産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

物
販
・飲
食
・体
験
型
観
光
メ
ニ
ュー
の
磨
き
上

げ
及
び
開
発

道
の
駅
を
利
用
した
佐
川
町
及
び
仁
淀
川
流

域
PR
イ
ベ
ン
ト等
の
実
施

オ
リジ
ナ
ル
商
品
の
ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ

佐
川
町
特
産
品
等
の
充
実
及
び
安
定
的
な

出
荷
体
制
づ
くり

EC
サ
イ

ト
の
開
設

EC
サ
イ
ト
の
活
用
に
よ
る
売
上

向
上
及
び
販
路
拡
大

人
材
の
育
成
・確
保

定
例
会
に
よ
る
運
営
状
況
の
把
握
・情
報
共
有

施
設
（
物
販
コー
ナ
ー
）
の
魅
力
づ
くり

観
光
案
内
所
機
能
の
発
揮
及
び
情
報
発
信
の

強
化
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
24

「奇
跡
の
清
流
仁
淀
川
」流
域
の
広
域
観
光
推
進

（
仁
淀
川
地
域
全
域
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)仁
淀
ブル
ー
観
光
協
議
会

土
佐
市
、い
の
町
、仁
淀
川
町
、佐
川
町
、越
知
町
、日
高
村

(一
社
)土
佐
市
観
光
協
会
、(
一
社
)い
の
町
観
光
協
会
、仁
淀
川
町
観
光
協
会
、

(一
社
)さ
か
わ
観
光
協
会
、越
知
町
観
光
協
会
、(
一
社
)日
高
村
観
光
協
会

(1
)主
要
宿
泊
施
設
の

宿
泊
者
数

7.
9
万
人

（
R4
）

7.
6
万
人

7.
4
万
人

(2
)主
要
観
光
施
設
の

入
込
数

99
.8
万
人

（
R4
）

13
9.
6
万
人

12
4.
4
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
4.
４
月

(3
)観
光
消
費
額

1,
69
8
百
万
円

（
R4
）

2,
28
0
百
万
円

3,
41
5
百
万
円

事
業
概
要

仁
淀
川
地
域
の
自
然
、歴
史
、文
化
、生
活
、産
業
な
どの
多
様
な
地
域
資
源
を
生
か
して
旅

行
商
品
化
を
進
め
る
こと
で
仁
淀
川
ファ
ンの
拡
大
を
図
る
。ま
た
、全
国
屈
指
の
水
質
を
誇
る
仁
淀

川
の
ブラ
ンド
化
を
進
め
、国
内
外
で
の
知
名
度
を
高
め
る
こと
で
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り、
地
域

の
活
性
化
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

魅
力
づ
くり
の
強
化
・推

進
・県
事
業
を
活
用
した
商
品
造
成
支
援

・滞
在
型
観
光
の
推
進
（
R2
～
）

・特
産
品
や
食
の
観
光
化
の
推
進
（
R2
～
）

・仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
の
実
施
（
R3
～
）

・観
光
タク
シ
ー
プ
ラン
の
造
成
・販
売
（
R3
～
）

・O
NS
EN
・ガ
ス
トロ
ノミ
ー
ウォ
ー
キ
ング
の
開
催
（
R6
～
）

[成
果
]

・仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
：

56
プロ
グ
ラム
56
7
人
参
加
(R
6)

57
プロ
グ
ラム
72
0
人
参
加
(R
7)

・タ
クシ
ー
プラ
ン売
上
：

14
7
件
2,
79
5,
26
0
円
(R
６
)

・バ
ス
ツア
ー
誘
致
数
：

4,
02
7
人
(R
6)

・公
式
HP
閲
覧
数
：

1,
47
3,
29
9P
V(
R6
)

・マ
ス
コミ
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化
：

情
報
提
供
数
32
件
(R
6)

無
料
で
掲
載
され
た
件
数
24
件

(R
6)

・サ
ス
テ
ナ
ブル
コン
テ
ンツ
開
発
：

10
件
(R
6)

・総
会
、理
事
会
、広
域
観
光
推
進
部

会
、担
当
課
長
会
、D
M
O
ワー
キ
ング

に
よる
関
連
機
関
等
との
連
携
の
強
化

・デ
ジ
タル
デ
ー
タ活
用
事
業
（
県
事

業
）
へ
の
参
画
に
よ
る
デ
ー
タに
基
づ
い

た
マー
ケ
テ
ィン
グ
の
実
施

[課
題
]

・「
らん
ま
ん
」効
果
(R
5)
の
大
き
か
った

地
域
で
の
反
動
減
が
見
られ
る

・エ
リア
全
体
で
の
周
遊
や
滞
在
延
長
、

宿
泊
に
つ
な
げ
る
取
り組
み
が
必
要

・イ
ンバ
ウン
ド客
をタ
ー
ゲ
ット
に
した
コ

ンテ
ンツ
の
磨
き上
げ
、受
入
環
境
整

備
や
プロ
モ
ー
シ
ョン
が
必
要

滞
在
型
観
光
の
推
進

■
□
県
施
策
と連
動
した
コン
テ
ンツ
の
開
発
・磨
き上
げ
、ス
ター
トア
ップ
支
援

■
宿
泊
施
設
等
との
連
携
に
よる
周
遊
促
進

■
□
タク
シ
ー
プ
ラン
の
造
成
等
、周
遊
促
進
す
る
た
め
の
導
線
づ
くり

「特
産
品
」や
「食
」の
開
発
・磨
き
上
げ
支
援

県
内
外
へ
の
情
報
発
信

の
強
化
・推
進

・旅
行
会
社
へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
を展
開
（
H2
3～
）

・メ
デ
ィア
の
活
用
や
看
板
掲
出
、S
NS
等
に
よ
る
PR
を
実
施

・県
外
の
展
示
会
や
イベ
ント
等
へ
の
出
展

・観
光
ガ
イド
ブ
ック
の
作
成
(H
28
～
)

・H
P
の
整
備
（
H2
9:
ス
マ
ホ
対
応
、H
30
:O
TA
の
連
携
、R
5:
観

光
タク
シ
ー
の
予
約
）

旅
行
会
社
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
強
化

■
□
関
西
・中
四
国
の
メデ
ィア
系
旅
行
会
社
へ
の
セ
ー
ル
ス
強
化

メ
デ
ィア
を
活
用
した
情
報
発
信
の
強
化

■
SN
S
等
の
活
用
（
発
地
）
、ガ
イド
ブッ
クの
配
架
（
着
地
）

マ
ス
コミ
の
活
用
に
よ
る
情
報
発
信
の
強
化

■
テ
レ
ビ、
ラジ
オ
、新
聞
等
の
活
用

受
入
・お
も
て
な
し
体
制

の
整
備
強
化
・推
進

・観
光
関
連
事
業
者
等
を
対
象
とし
た
研
修
の
実
施

・ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
に
合
わ
せ
て
高
知
新
港
で
の
観
光
PR
を実
施

（
H2
9～
）

・サ
ス
テ
ナ
ブル
・ツ
ー
リズ
ム
の
推
進
（
R4
～
）

観
光
の
担
い
手
確
保
・育
成
の
強
化

■
□
国
・県
・市
町
村
等
が
実
施
す
る
研
修
会
へ
の
参
加
促
進

事
務
局
内
の
情
報
ネ
ット
ワ
ー
ク
化
の
推
進

■
観
光
客
や
観
光
ス
ポ
ット
の
情
報
を集
約
す
る
体
制
整
備

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
・ツ
ー
リズ
ム
の
推
進

■
住
民
や
観
光
客
へ
の
自
然
環
境
保
全
の
取
り組
み
の
啓
発

■
SD
Gs
や
バ
リア
フリ
ー
対
応
商
品
の
選
出
と磨
き
上
げ

６
市
町
村
連
携
に
よ
る

広
域
観
光
の
強
化
・推

進

・仁
淀
川
地
域
観
光
協
議
会
を
設
立
（
H2
2）

・(
一
社
)仁
淀
ブル
ー
観
光
協
議
会
を
設
立
（
H2
7）

・第
2種
旅
行
業
登
録
（
H2
8）

・仁
淀
川
地
域
観
光
振
興
計
画
の
策
定
（
H2
9,
R3
）

・マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
機
能
の
強
化
（
H3
0～
）

・日
本
版
DM
O
登
録
（
R2
）

・県
版
地
域
お
こし
協
力
隊
の
配
置
に
よ
る
マー
ケ
テ
ィン
グ
機
能
強
化

（
R2
～
3）

マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
デ
ー
タ
収
集
の
強
化

■
□
来
訪
者
実
態
調
査
・分
析
に
よ
る
事
業
の
推
進

関
係
機
関
等
との
連
携
強
化

■
多
様
な
関
係
者
を巻
き
込
ん
だ
広
域
観
光
推
進
部
会
の
設
置
・運
営

■
関
係
者
へ
の
進
捗
状
況
共
有
に
よ
る
計
画
の
PD
CA
の
推
進

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
推

進
・旅
行
会
社
へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動

・簡
易
型
ガ
イド
ブ
ック
の
多
言
語
化
（
H3
0）

・多
言
語
サ
イト
開
設
・運
営
（
R2
～
）

・イ
ンバ
ウン
ド向
け
タク
シ
ー
プ
ラン
の
造
成
(仁
淀
ブ
ル
ー
版
イン
バ
ウ
ン

ド誘
客
促
進
事
業
)(
R6
)

ニ
ー
ズ
に
沿
った
魅
力
づ
くり
の
推
進

■
コン
テ
ンツ
の
開
発
・磨
き上
げ

受
入
に
必
要
な
環
境
や
体
制
の
整
備

■
HP
の
多
言
語
対
応

■
□
関
係
者
と連
携
した
w
ifi
整
備
、キ
ャッ
シ
ュレ
ス
対
応
の
推
進

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
推
進

■
デ
ジ
タル
メデ
ィア
を
中
心
とし
た
プ
ロモ
ー
シ
ョン
の
推
進

コン
テ
ン
ツ
の
開
発
・磨
き
上
げ

ス
タ
ー
トア
ップ
支
援

周
遊
促
進
す
る
た
め
の
導
線
づ
くり

旅
行
会
社
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
強
化

SN
S
等
の
活
用
（
発
地
）
、ガ
イ
ド
ブ
ック
の

配
架
（
着
地
）

テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、新
聞
等
の
活
用

研
修
会
へ
の
参
加
促
進

観
光
客
や
観
光
ス
ポ
ット
の
情
報
を

集
約
す
る
体
制
整
備

住
民
や
観
光
客
へ
自
然
環
境
保
全
の

取
り組
み
の
啓
発

来
訪
者
実
態
調
査
・分
析
に
よ
る

事
業
の
推
進

関
係
者
へ
の
進
捗
状
況
共
有
に
よ
る

計
画
の
PD
CA
の
推
進

第
３
期
計
画

策
定
・実
行

コン
テ
ン
ツ
の
開
発
・磨
き
上
げ

関
係
者
と連
携
した
w
ifi
整
備
、

キ
ャッ
シ
ュレ
ス
対
応
の
推
進

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
推
進

■
(一
社
)仁
淀
ブル
ー
観
光
協
議
会
、□

県
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
25

土
佐
市
に
お
け
る
体
験
型
観
光
と食
観
光
の
推
進

（
土
佐
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)土
佐
市
観
光
協
会
、土

佐
市
、酔

鯨
酒
造
(株
)、
宇
佐
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォッ
チ
ン
グ

協
会
、土
佐
市
ド
ラゴ
ン
ガ
イ
ドチ
ー
ム

(1
)体
験
型
・食
観
光
に
お
け

る
入
込
数
※

1,
74
3
人

（
Ｒ
4）

99
0
人

2,
50
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)酔
鯨
土
佐
蔵
の
施
設
来

客
数

7,
40
4
人

（
Ｒ
4）

10
,3
62
人

9,
80
0
人

事
業
概
要

地
域
の
観
光
や
食
の
資
源
を
活
用
し、
体
験
型
観
光
と食
観
光
を
組
み
合
わ
せ
る
こと
に
よ
って

滞
在
時
間
の
延
長
を
図
り、
宿
泊
を
伴
う滞
在
型
観
光
に
つ
な
げ
る
。

※
指
標
の
対
象
：
ホ
エー
ル
ウォ
ッチ
ング
、宇
佐
ま
ち
あ
る
き
等
の
ガ
イド
ツア
ー
、フ
ォト
ロゲ
イニ
ング
参
加
者
な
ど

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

地
域
資
源
を
活
用
し
た

旅
行
商
品
化

【土
佐
市
観
光
協
会
等
】

・「
うさ
ま
ち
あ
る
き
」の
商
品
化
（
R
元
）

・土
佐
市
健
康
都
市
宣
言
と連
動
させ
た
体
験
型
観
光
商
品
（
フォ
トロ
ゲ
イニ

ング
）
を
造
成
（
Ｒ
4）

・Ｅ
バ
イク
（
レ
ン
タサ
イ
クル
）
の
周
遊
マ
ップ
、ガ
イド
付
き
体
験
メニ
ュー
の
造

成
（
Ｒ
5）

・仁
淀
ブ
ル
ー
観
光
協
議
会
と連
携
し、
温
泉
ガ
ス
トロ
ノミ
ー
開
催
（
R6
）

【宇
佐
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォッ
チ
ン
グ
協
会
】

・ク
ル
ー
ジ
ン
グ
体
験
の
実
施
(H
26
～
)

[成
果
]

・土
佐
蔵
施
設
来
場
者
数

Ｈ
30
：
95
6
人
→

Ｒ
6：
10
,3
62
人

[課
題
]

・観
光
ガ
イド
事
業
拡
大
の
た

め
の
さら
な
る
ガ
イド
の
増
員
と

育
成

・ホ
エ
ー
ル
ウ
ォッ
チ
ン
グ
の
船

頭
の
確
保

・土
佐
市
の
観
光
商
品
の
情

報
発
信
の
強
化

・さ
らな
る
来
客
者
数
増
加
の

た
め
の
受
入
態
勢
の
確
立

・地
域
と連
携
した
イベ
ン
トの

開
催

地
域
資
源
の
掘
り起
こし
及
び
活
用
に
よ
る
商
品
化

■
(一
社
)土
佐
市
観
光
協
会

・地
域
な
らで
は
の
特
性
を
活
か
した
新
た
な
体
験
型
観
光
商
品
の
開
発
及
び
既
存
観

光
商
品
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・地
域
資
源
活
用
及
び
ガ
イド
事
業
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、

各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

受
入
態
勢
の
強
化

【土
佐
市
観
光
協
会
等
】

・産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
導
入
し
、塚

地
坂
を
中
心
とし
た
青
龍
寺
周
辺
の

観
光
ガ
イ
ド
育
成
(H
29
：
5
回
)

・観
光
ガ
イ
ド
（
土
佐
市
ド
ラ
ゴ
ン
ガ
イ
ド
チ
ー
ム
）
の
設
立
(R
元
)

・産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
導
入
し
、観

光
ガ
イ
ド
チ
ー
ム
の
ス
キ
ル
ア
ップ
研
修

を
実
施
(R
2：
5
回
）

・仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
へ
の
プ
ロ
グ
ラム
参
加
（
R3
～
5）

【酔
鯨
酒
造
(株
)】

・「
土
佐
蔵
」操
業
開
始
（
Ｈ
30
）

・酒
造
見
学
ツア
ー
、併
設
シ
ョッ
プ
物
販
、有
料
試
飲
開
始
（
Ｈ
30
）

・併
設
カフ
ェ「
SU
IG
EI
SA
KE
LA
B
CA
FE
]オ
ー
プ
ン（
Ｈ
31
）

・施
設
活
用
方
法
に
関
す
る
協
議
（
Ｈ
29
～
Ｒ
3：
7
回
）

関
係
機
関
と連
携
した
観
光
商
品
開
発
及
び
ツ
ア
ー
客
の
受
入

■
(一
社
)土
佐
市
観
光
協
会
、酔
鯨
酒
造
(株
)

・(
一
社
)仁
淀
ブ
ル
ー
観
光
協
議
会
、近
隣
市
町
村
、観
光
関
係
機
関
と連
携
した
観

光
商
品
や
体
験
メニ
ュー
の
開
発

・観
光
商
談
会
へ
の
参
加
や
旅
行
会
社
へ
の
セ
ー
ル
ス

・H
P、
SN
S
の
活
用
に
よる
情
報
発
信
の
強
化

□
土
佐
市

・受
入
態
勢
づ
くり
に
関
す
る
情
報
提
供
及
び
助
言

・イ
ベ
ント
開
催
、観
光
商
品
開
発
の
際
の
バ
ック
アッ
プ

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・イ
ベ
ント
開
催
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

・そ
の
他
、各
種
支
援
制
度
及
び
観
光
商
談
会
に
関
す
る
情
報
提
供

誘
客
の
推
進

【土
佐
市
観
光
協
会
等
】

・土
佐
市
の
特
産
品
を
活
用
し
た
ギ
フト
商
品
の
開
発
（
H
30
)

・土
佐
市
観
光
パ
ン
フレ
ット
（
き
も
ち
、い
い
とさ
）
作
成
(R
元
)

【ホ
エ
ー
ル
ウ
ォッ
チ
ン
グ
協
会
】

・ホ
エ
ー
ル
ウ
ォッ
チ
ン
グ
・ク
ル
ー
ジ
ン
グ
パ
ン
フレ
ット
の
作
成
(H
29
)

・オ
リジ
ナ
ル
グ
ッズ
の
販
売
（
通
年
）

【酔
鯨
酒
造
(株
)】

・酒
造
見
学
の
ネ
ット
予
約
開
始
（
Ｈ
30
）

・イ
ンフ
ル
エ
ンサ
ー
を
活
用
した
SN
S
で
の
広
報
の
開
始
（
Ｒ
3）

・カ
フェ
の
新
メニ
ュー
の
定
期
的
な
展
開
（
通
年
）

関
係
機
関
と連
携
した
誘
客
策
の
実
施

■
(一
社
)土
佐
市
観
光
協
会
、酔
鯨
酒
造
(株
)

・新
た
な
体
験
メニ
ュー
の
開
発
検
討

・観
光
客
誘
致
の
た
め
の
関
係
事
業
者
との
連
携

□
土
佐
市

・事
業
者
と連
携
した
イベ
ント
企
画
、広
報
等
で
の
情
報
発
信

□
県
(地
域
本
部
等
)

・受
入
態
勢
づ
くり
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に

関
す
る
情
報
提
供

資
源
の
掘
り起
こし
及
び
活
用
に
よ
る

商
品
化

関
係
機
関
と連
携
した
観
光
商
品
開
発
及
び

ツ
ア
ー
客
の
受
入

関
係
機
関
と連
携
した
誘
客
策
の
実
施

仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
（
（
一
社
）
仁
淀
ブ
ル

ー
観
光
協
議
会
主
催
）
へ
の
参
画
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
26

観
光
交
流
施
設
「南
風
」を
核
とし
た
新
居
地
区
の
活
性
化

（
土
佐
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
市
等

施
設
来
客
数

11
.6
万
人

(R
4)

8.
7
万
人

13
.6
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
4.
4
月

事
業
概
要

土
佐
市
の
新
た
な
地
域
振
興
や
情
報
発
信
の
拠
点
とし
て
整
備
し
た
観
光
交
流
施
設

「南
風
」を
中
心
とし
て
、地

域
住
民
が
主
体
とな
った
、新

居
地
区
に
お
け
る
交
流
人
口
の

拡
大
と地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

定
期
的
な
集
客
イ
ベ
ン

ト
の
開
催

・産
業
振
興
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を
導
入
し、
店
舗
合
同
に
よ
る
イベ
ン
トの
開
催

を
検
討
（
Ｈ
29
：
5
回
）

・直
販
所
、カ
フェ
、か
き
小
屋
3
店
舗
が
連
携
し
た
イベ
ン
ト（
ご
ち
ゃ南
風
フェ

ス
）
を
開
催
（
Ｈ
29
：
2
回
）

・N
PO
組
織
が
主
体
とな
った
集
客
イベ
ント
の
開
催

豊
穣
祭
（
Ｈ
29
.1
0
月
）

土
佐
文
旦
フェ
ア
（
3
月
）

周
年
祭
（
4
月
）

ス
イカ
メロ
ンフ
ェア
（
6
月
）
等

キ
ッチ
ンカ
ー
フェ
ス
（
Ｒ
3、
Ｒ
4）

[成
果
]

・施
設
来
場
者
数
：

8.
7
万
人
(R
6)

・新
た
な
指
定
管
理
者
が

決
定
(R
7)

[課
題
]

・施
設
活
用
に
向
け
た
体
制

の
確
立

・施
設
の
安
定
運
営
及
び
新

た
な
人
材
の
確
保
に
向
け
た

継
続
的
な
取
り組
み
の
実
施

・施
設
の
魅
力
向
上
に
向
け

た
取
り組
み

定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

■
土
佐
市
等

・イ
ベ
ント
開
催
の
実
施
体
制
の
確
立

・新
居
緑
地
公
園
を
含
め
た
イベ
ント
の
開
催

・仁
淀
ブル
ー
観
光
協
議
会
、土
佐
市
観
光
協
会
と連
携
した
誘
客
策
の
検
討

・イ
ンバ
ウン
ド対
応
策
の
検
討
（
クル
ー
ズ
船
来
港
に
合
わ
せ
た
イベ
ント
の
実
施
等
）

・広
報
で
の
イベ
ント
情
報
の
発
信

□
県
(地
域
本
部
等
)

・イ
ベ
ント
開
催
その
他
観
光
客
誘
致
制
作
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

集
客
に
つ
な
げ
る
施
設

づ
くり

・産
業
振
興
ア
ドバ
イ
ザ
ー
を
導
入
し、
商
品
配
置
・レ
イ
ア
ウ
トの
改
善
を
実
施

（
Ｈ
28
）

・集
客
に
向
け
た
定
期
的
な
協
議
の
実
施
（
Ｈ
28
～
）

・施
設
の
新
ロゴ
マ
ー
クを
作
成
（
Ｒ
3.
3
月
）

・直
販
所
事
業
戦
略
策
定
セ
ミナ
ー
へ
参
加
（
Ｒ
2：
5
回
）

・お
菓
子
の
ギ
フト
セ
ット
等
を
制
作
（
Ｒ
3）

・地
域
農
家
等
と連
携
し、
地
場
産
品
の
取
り扱
い
を
強
化
（
Ｒ
3～
４
）

継
続
的
な
集
客
に
つ
な
げ
る
施
設
づ
くり

■
土
佐
市
等

・地
域
農
家
、仕
入
れ
先
との
関
係
構
築
に
よ
る
、魅
力
あ
る
商
品
の
PR
、提
供

・魅
力
向
上
を図
る
施
設
づ
くり
の
検
討

・様
々
な
広
報
媒
体
を活
用
した
情
報
発
信

□
県
(地
域
本
部
等
)

・施
設
運
営
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関

す
る
情
報
提
供

施
設
の
安
定
運
営
・地

域
と
連
携
し
た
新
た
な

人
材
の
確
保

・施
設
の
安
定
運
営
に
向
け
た
定
期
的
な
協
議
の
実
施
（
Ｈ
28
～
）

・新
居
地
区
の
活
性
化
を
目
的
に
、施
設
の
新
しい
運
営
方
法
に
つ
い
て
民
間
企

業
の
意
見
を集
め
る
サ
ウン
デ
ィン
グ
型
市
場
調
査
を実
施
（
R6
）

・新
た
な
指
定
管
理
者
が
決
定
(R
7)

施
設
の
安
定
的
な
運
営
の
た
め
の
新
た
な
人
材
の
確
保

■
土
佐
市
等

・施
設
の
安
定
運
営
体
制
の
整
備
、地
域
住
民
と連
携
した
人
材
の
発
掘
及
び
育
成

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

実
施
体
制
の
確
立
及
び
定
期
的
な

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

魅
力
あ
る
施
設
づ
くり
の
検
討
・実
施

新
た
な
人
材
の
発
掘
及
び
育
成
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
27

い
の
町
の
地
域
資
源
を
活
か
した
体
験
型
観
光
等
の
推
進

（
い
の
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)い
の
町
観
光
協
会
、い
の
町

(1
)体
験
参
加
人
数
※

22
,5
27
人

(R
4)

25
,1
24
人

30
,5
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)体
験
メニ
ュー
売
上
高
※

4,
34
9
万
円

(R
4)

4,
66
0
万
円

5,
95
0
万
円

事
業
概
要

仁
淀
川
の
美
しい
自
然
、土
佐
和
紙
の
歴
史
、古
い
町
並
み
な
ど、
い
の
町
の
持
つ
魅
力
を活
か

して
体
験
メニ
ュー
や
土
産
品
づ
くり
を
進
め
る
とと
も
に
、季
節
ご
との
特
色
あ
る
イベ
ント
を
開
催
す
る

こと
で
交
流
人
口
の
拡
大
を図
り、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

(3
)主
要
観
光
施
設
入
込
数

※
39
1,
11
9
人

(R
4)

33
8,
93
4
人

43
2,
50
0
人

※
指
標
の
対
象
：
(1
)(
2)
カヌ
ー
、ま
ち
あ
る
き
、紙
す
き
等
の
体
験
(3
)紙
の
博
物
館
、6
33
美
の
里
、木
の
香
等
の
入
込
客
数

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
販
売

促
進
・磨
き
上
げ

・体
験
メニ
ュー
に
よ
る
観
光
客
の
受
入
体
制
の
強
化

→
食
を
絡
め
た
まち
あ
る
きコ
ー
ス
(生
姜
収
穫
体
験
)の
実
施
(R
元
～
)

→
くら
うど
体
験
アク
テ
ィビ
テ
ィ用
施
設
改
修
(R
2)

→
グ
リー
ン・
パ
ー
クほ
どの
で
「手
ぶ
らで
BB
Q
」の
受
け
入
れ
開
始
(R
2)

→
映
画
「竜
とそ
ば
か
す
の
姫
」公
開
記
念
紙
の
博
物
館
限
定
和
紙
ファ
イル
作

り体
験
(R
3)

→
仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
へ
の
プロ
グ
ラム
参
加
(R
3～
)

→
グ
リー
ン・
パ
ー
クほ
どの
×
m
ow
ca
nd
le
キ
ャン
ドル
プ
ラン
販
売
(R
4)

・観
光
タク
シ
ー
プ
ラン
開
発
(R
4)

・旅
人
と地
域
の
マ
ッチ
ング
サ
ー
ビス
「旅
は
人
ま
か
せ
」サ
ー
ビス
開
始
(R
7～
)

[成
果
]

・映
画
の
ロ
ケ
地
や
仁
淀
ブ
ル

ー
を
巡
る
観
光
タク
シ
ー
プ
ラン

の
開
発
、里
山
エ
リア
の
受
入

環
境
整
備
な
ど観
光
素
材
の

有
効
活
用
が
で
き
た
。

・紙
漉
き
体
験
人
数
の
増
加

R2
:9
,6
24
人

→
R6
:1
8,
02
9
人

・町
歩
き
体
験
人
数
の
増
加

R2
:4
0
人

→
R6
:1
40
人

[課
題
]

・天
候
に
左
右
され
な
い
体
験

メニ
ュー
の
開
発

・体
験
メニ
ュー
を
周
遊
して
も

らう
仕
組
み
づ
くり

・渋
滞
対
策
や
受
入
環
境
の

整
備

体
験
メ
ニ
ュー
の
販
売
促
進

■
(一
社
)い
の
町
観
光
協
会
、(
一
社
)仁
淀
ブ
ル
ー
観
光
協
議
会

・ま
ち
歩
き
等
体
験
メニ
ュー
の
磨
き
上
げ
及
び
地
域
の
特
産
品
と絡
め
た
コー
ス
づ
くり

・観
光
事
業
者
間
の
連
携
強
化
促
進

・仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
へ
の
参
画

･都
市
圏
で
の
物
産
観
光
展
示
会
・イ
ンバ
ウン
ド商
談
会
等
で
の
PR
海
外
メデ
ィア
等

へ
の
PR
、S
NS
等
を
活
用
した
体
験
メニ
ュー
の
周
知

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
等
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

・広
報
支
援

誘
客
促
進
の
取
り組
み

・グ
リー
ンパ
ー
クほ
どの
整
備
計
画
の
策
定
(H
21
)→
産
振
補
助
金
の
活
用

・地
域
産
品
等
の
販
売
促
進

→
観
光
協
会
に
よる
い
の
町
特
産
品
オ
ンラ
イン
シ
ョッ
プ(
R2
～
)

→
い
の
町
ガ
イド
くら
ぶ
に
よる
「い
の
町
お
い
しい
ま
ち
め
ぐり
」マ
ップ
作
成
(R
4)

→
観
光
協
会
に
よる
土
佐
和
紙
を
使
った
蝶
ネ
クタ
イブ
ロー
チ
の
作
成
(R
5)

・外
国
人
観
光
客
の
受
入
体
制
整
備

→
観
光
協
会
の
無
料
公
衆
無
線
LA
N
環
境
等
の
整
備
(R
元
)

→
E
バ
イク
備
品
整
備
、モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施
、P
R
動
画
の
作
成
(R
5)

･土
佐
和
紙
工
芸
村
くら
うど
改
修
計
画
策
定
(R
3)
、宿
泊
棟
改
修
(R
4～
)

体
験
ブ
ー
ス
・売
店
等
の
運
営
効
率
化
等
へ
の
取
り組
み
(R
6)

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
(R
3、
R6
)

・グ
リー
ン・
パ
ー
クほ
どの
等
の
更
な
る
魅
力
向
上
に
向
け
た
取
り組
み
(R
4～
)

→
オ
リジ
ナ
ル
商
品
「に
こ淵
コー
ヒー
」の
開
発
・販
売
(R
5)

→
「森
の
○
○
な
家
」で
の
宿
泊
開
始
(R
7∼
)

・高
知
県
オ
ー
プ
ン
イノ
ベ
ー
シ
ョン
プ
ラッ
トフ
ォー
ム
及
び
中
山
間
地
域
デ
ジ
タル

化
支
援
事
業
を
活
用
した
に
こ淵
の
渋
滞
対
策

→
カメ
ラ等
の
設
備
導
入
、駐
車
場
の
混
雑
の
見
え
る
化
実
証
実
験
(R
5)

・に
こ淵
オ
ー
バ
ー
ツー
リズ
ム
対
策

→
情
報
掲
示
板
(サ
イネ
ー
ジ
等
)新
設
、遊
歩
道
・ビ
ュー
ポ
イン
ト新
設
、

駐
車
場
拡
張
、ト
イレ
新
設
等
(R
6)
、先
進
地
視
察
(R
7)

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

■
(一
社
)い
の
町
観
光
協
会
、い
の
町

・イ
ベ
ント
内
容
の
磨
き上
げ
、イ
ベ
ント
来
場
者
に
向
け
た
い
の
町
の
魅
力
発
信

・S
NS
等
を活
用
した
イベ
ント
の
周
知

□
県
(地
域
本
部
等
)

･各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、広
報
支
援

地
域
産
品
の
販
売
促
進

■
(一
社
)い
の
町
観
光
協
会
、い
の
町

・れ
ん
け
い
こう
ち
日
曜
市
出
店
事
業
へ
の
参
加
、県
内
外
で
の
商
談
会
参
加

・特
産
品
オ
ンラ
イン
シ
ョッ
プの
運
営
、S
NS
等
を活
用
した
地
元
産
品
の
PR

□
県
(地
域
本
部
等
)

･商
談
会
等
の
紹
介
、広
報
支
援

受
入
環
境
の
整
備

■
い
の
町
、事
業
者
等

・土
佐
和
紙
工
芸
村
くら
うど
宿
泊
棟
の
整
備

・グ
リー
ン・
パ
ー
クほ
どの
ロッ
ジ
整
備
(ク
ラウ
ドフ
ァン
デ
ィン
グ
)

・に
こ淵
基
本
構
想
の
策
定
、渋
滞
・オ
ー
バ
ー
ツー
リズ
ム
対
策
とト
イレ
等
の
整
備

・地
域
周
遊
促
進
事
業
の
実
施
(国
交
省
四
国
整
備
局
等
)

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
等
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

・I
oT
推
進
事
業
費
補
助
金
等
の
活
用
支
援

既
存
の
体
験
メ
ニ
ュー
の
磨
き
上
げ

仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
へ
の
参
画

新
た
な
体
験
メ
ニ
ュー
の
開
発
・P
R

紙
の
こい
の
ぼ
り等
地
域
資
源
を
活
か
した

イ
ベ
ン
トの
開
催

既
存
商
品
の
イ
ベ
ン
ト出
店
及
び
商
談
会
等

参
加
に
よ
る
販
路
拡
大

くら うど 整
備

イ
ベ
ン
ト内
容
の
磨
き
上
げ
・周
知

特
産
品
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョッ
プ
の
運
営

ほ
どの
ロ
ッジ 整
備

に
こ淵
周
辺
受
入
環
境
整
備

に
こ淵

構
想
の

策
定
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
28

い
の
町
本
川
地
区
で
の
山
岳
観
光
の
推
進

（
い
の
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
い
の
町
、◎
(一
社
)い
の
町
観
光
協
会

道
の
駅
木
の
香
・山
荘
しら
さ・

木
の
根
ふ
れ
あ
い
の
森
の
利
用

者
数

59
,6
34
人

(R
4)

46
,5
80
人

62
,6
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

事
業
概
要

木
の
香
温
泉
や
山
荘
しら
さ、
木
の
根
ふ
れ
あ
い
の
森
を
拠
点
とし
、他
の
観
光
施
設
や
民
間
企

業
と連
携
して
、U
FO
ライ
ンと
呼
ば
れ
る
石
鎚
山
系
の
景
観
や
山
岳
資
源
を
生
か
した
体
験
メニ
ュ

ー
を
観
光
客
や
山
歩
き愛
好
者
に
提
供
す
る
こと
で
、交
流
人
口
の
拡
大
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

観
光
施
設
と
連
携
し
た

体
験
型
観
光
の
推
進
と

施
設
の
整
備

・山
荘
しら
さカ
フェ
メニ
ュー
開
発
に
産
振
アド
バ
イザ
ー
導
入

(R
2)

・山
荘
しら
さリ
ニュ
ー
アル
(R
3.
4)

・し
らさ
野
営
場
再
整
備
の
検
討
(R
3～
)

・道
の
駅
木
の
香
に
公
衆
無
線
LA
N
設
置
(R
4)

・U
FO
ライ
ン山
の
案
内
所
を開
所

(R
4～
R5
:山
荘
しら
さ内
、R
6～
桑
瀬
地
区
に
移
転
)

・し
らさ
基
本
構
想
の
策
定
(R
5.
2)

・し
らさ
野
営
場
の
環
境
調
査
実
施
(R
6～
)

・ふ
る
さと
納
税
型
クラ
ウ
ドフ
ァン
デ
ィン
グ
達
成
に
よ
る
UF
O

ライ
ン（
町
道
瓶
ヶ森
線
）
の
整
備
費
用
調
達
(R
7)

[成
果
]

●
山
荘
しら
さ利
用
者

リニ
ュー
アル
前

(客
室
数
16
室
、最
大
76
人
宿
泊
）

H2
8：
7,
06
1
人
(う
ち
宿
泊
1,
69
9
人
)

リニ
ュー
アル
後

(客
室
数
6
室
、最
大
21
人
宿
泊
）

R3
：
9,
52
3
人
(う
ち
宿
泊
95
5
名
)

R4
：
9,
32
6
人
(う
ち
宿
泊
53
3
名
)

R5
：
8,
47
8
人
(う
ち
宿
泊
51
5
人
)

R6
:1
0,
83
0
人
(う
ち
宿
泊
69
6
人
)

●
UF
O
ライ
ンウ
ォー
クツ
ア
ー
参
加
者
の
増
加

R2
：
12
0
名
(1
2
月
)

→
R5
：
42
5
名
(4
月
､1
2
月
)

●
UF
O
ライ
ン山
の
案
内
所
ワ
ー
クシ
ョッ
プ・
イベ

ント
R4
：
4
回
開
催

R5
：
7
回
開
催

●
ふ
る
さと
納
税
型
クラ
ウド
ファ
ンデ
ィン
グ
の
実
施

に
よ
り、
UF
O
ライ
ン
の
認
知
度
向
上
に
つ
な
が
っ

た
。 [課
題
]

・基
本
構
想
に
基
づ
い
た
、し
らさ
野
営
場
再
整

備
に
よ
る
周
辺
の
観
光
振
興
の
さら
な
る
推
進

・山
の
案
内
所
及
び
山
の
案
内
人
組
織
「B
LU

M
ou
nt
in
o」
の
PR

・各
観
光
施
設
を
拠
点
とし
た
、雄
大
な
石
鎚
山

系
の
山
々
を
フィ
ー
ル
ドと
す
る
体
験
メニ
ュー
の
造

成 ・旅
行
会
社
等
へ
の
山
岳
観
光
事
業
の
売
り込
み

・S
NS
等
を活
用
した
情
報
発
信

観
光
施
設
（
道
の
駅
木
の
香
、山
荘
しら
さ
、木
の
根
ふ
れ
あ
い
の
森
）
と連
携
した
体

験
型
観
光
の
推
進
と施
設
の
整
備

■
い
の
町

・し
らさ
野
営
場
の
整
備

・道
の
駅
木
の
香
等
各
拠
点
施
設
間
の
連
携

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

・関
係
機
関
との
協
議
等
の
支
援

・補
助
金
活
用
等
の
支
援

新
た
な
体
験
資
源
を
活

用
した
体
験
メ
ニ
ュー

・冬
季
閉
鎖
中
の
UF
O
ライ
ンを
活
用
した
ウォ
ー
クツ
ア
ー

(R
2～
)

・仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
へ
の
プロ
グ
ラム
参
加
(R
3～
)

・雪
上
車
ツア
ー
(R
3～
)

・森
林
軌
道
散
策
ツア
ー
(R
4～
)

・U
FO
ライ
ン山
の
案
内
所
ワー
クシ
ョッ
プ・
イベ
ント
開
催

(R
4～
)

・雪
上
車
ツア
ー
緊
急
時
運
行
管
理
マ
ニュ
アル
整
備

(R
4)

新
た
な
体
験
資
源
を
活
用
した
体
験
メ
ニ
ュー
の
検
討
と商
品
化
・販
売

■
い
の
町

・森
林
軌
道
・冬
山
・E
-b
ik
e
等
の
観
光
素
材
を
活
用
した
体
験
メニ
ュー
の
商
品
化

・登
山
・ト
レイ
ル
ラン
ニン
グ
等
の
イベ
ント
開
催

・山
の
案
内
所
を
活
用
した
ワ
ー
クシ
ョッ
プ・
ガ
イド
イベ
ント
の
造
成

・S
NS
で
の
情
報
発
信

■
(一
社
)い
の
町
観
光
協
会

・旅
行
会
社
等
へ
の
情
報
発
信
、(
株
)ソ
ラヤ
マ
い
しづ
ち
、(
一
社
)仁
淀
ブ
ル
ー
観
光

協
議
会
と連
携
した
旅
行
会
社
等
へ
の
セ
ー
ル
ス

・山
の
案
内
人
組
織
「B
LU
M
ou
nt
in
o」
の
PR
に
よ
る
活
躍
機
会
の
創
出

・w
eb
サ
イト
、S
NS
で
の
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

・県
の
SN
S
を通
じた
情
報
発
信

観
光
資
源
の
掘
り起
こし
と

体
験
メ
ニ
ュー
の
商
品
化
・販
売

イ
ン
タ
ー
ネ
ット
・S
N
S
を
通
じた
情
報
発
信

山
の
案
内
所
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
・ガ
イ
ド実
践環
境

調
査

設
計

施
工

野
営
場

運
用
開
始

しら
さ野
営
場

山
岳
資
源
を
生
か
した
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

設
計

施
工

環
境

調
査 観
光
施
設
間
の
交
流
・連
携
の
推
進
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
29

仁
淀
川
町
滞
在
交
流
型
観
光
の
推
進

（
仁
淀
川
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
仁
淀
川
町
、◎
(株
)ビ
バ
沢
渡
、◎
仁
淀
川
町
観
光
協
会
、指
定
管
理
者

(1
)キ
ャン
プ
場
利
用
者
数
※

1,
32
7
人

(R
4)

1,
91
8
人

2,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

R5
.4
月

(2
)体
験
施
設
利
用
者
数
※

－
2,
07
7
人

4,
40
0
人

事
業
概
要

自
然
の
景
観
を
生
か
した
滞
在
交
流
型
観
光
の
拠
点
施
設
とし
て
キ
ャン
プ
場
や
ア
クテ
ィビ
テ
ィ

施
設
、宿
泊
施
設
の
整
備
を
行
うと
とも
に
、他
の
観
光
ス
ポ
ット
との
周
遊
ル
ー
トを
確
立
し、
滞
在

交
流
型
観
光
を推
進
す
る
こと
で
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

(3
)主
要
観
光
施
設
入
込
数
※

32
,9
17
人

(R
4)

32
,2
04
人

34
,8
00
人

※
指
標
の
対
象
：
(1
)夢
の
森
公
園
キ
ャン
プ
場
、ふ
れ
あ
い
公
園
キ
ャン
プ場
、秋
葉
の
宿
グ
ラン
ドキ
ャン
プ場
、

(2
)N
IY
O
FL
Y、
(3
)ゆ
の
森
(入
浴
含
む
)、
宝
来
荘
(レ
ス
トラ
ン
含
む
)、
しも
な
の
郷
、秋
葉
の
宿

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

滞
在
交
流
型
観
光
の
推

進
・仁
淀
川
町
公
式
ガ
イド
ブ
ック
の
作
成
及
び
更
新
に
よる
情
報
発
信
(H
24
～
)

・観
光
協
会
を
窓
口
とし
て
情
報
の
集
約
化
を
図
り、
ポ
ー
タル
サ
イト
で
情
報
発

信
を
強
化
（
H2
5～
）

・広
報
誌
へ
の
掲
載
や
SN
Sを
活
用
した
情
報
発
信
（
H2
5～
）

・仁
淀
川
町
観
光
協
会
を
設
立
(H
27
)

・町
内
事
業
者
に
対
して
観
光
資
源
の
素
材
収
集
の
た
め
の
ア
ンケ
ー
ト調
査
を

実
施
(R
2)

・岩
屋
川
渓
谷
の
遊
歩
道
整
備
(R
6)

[成
果
]

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
とに
観

光
協
会
が
実
施
す
る
「ま
ち
ゆ

うで
事
業
」に
よ
る
町
内
で
の

連
携
体
制
の
構
築

・キ
ャン
プ
場
有
料
化
に
よ
る

町
に
お
金
が
落
ち
る
仕
組
み

づ
くり
・観
光
客
の
誘
致

・S
NS

を
活
用
した
情
報
発

信
に
よ
る
観
光
客
の
利
便
性

向
上
[課
題
]

・地
域
に
お
金
が
落
ち
る
仕
組

み
づ
くり

・飲
食
や
宿
泊
、特
産
品
や

土
産
販
売
の
施
設

・周
遊
プ
ラン
を
セ
ー
ル
ス
(提

案
)す
る
仕
組
み
づ
くり

岩
屋
川
渓
谷
を
活
用
した
滞
在
交
流
型
観
光
の
戦
略
プ
ラ
ン
等
の
実
践

■
仁
淀
川
町
、仁
淀
川
町
観
光
協
会

・受
入
環
境
の
整
備

・滞
在
観
光
コン
テ
ンツ
の
充
実

・町
内
観
光
施
設
との
連
携
に
よる
周
遊
プ
ラン
の
造
成
及
び
OT
A
の
活
用
促
進

・情
報
発
信
・プ
ロモ
ー
シ
ョン

・町
内
観
光
事
業
者
や
関
係
者
間
の
連
携
強
化

□
県
(地
域
本
部
等
)

・誘
客
促
進
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・発
信

宿
泊
施
設
(キ
ャン
プ
場

含
む
)の
整
備
と
施
設

運
営

・町
内
キ
ャン
プ場
の
整
備
（
ふ
れ
あ
い
公
園
キ
ャン
プ
場
、星
ヶ窪
キ
ャン
プ場
、

夢
の
森
公
園
キ
ャン
プ
場
）
（
R2
～
4）

・ふ
れ
あ
い
公
園
キ
ャン
プ場
に
指
定
管
理
者
制
度
を導
入
（
R5
∼
）

宿
泊
施
設
の
整
備
に
よ
る
宿
泊
者
の
受
入
体
制
の
強
化

■
仁
淀
川
町

・ゆ
の
森
の
客
室
増
に
向
け
た
改
修
工
事
等
宿
泊
施
設
の
整
備

・宮
崎
の
河
原
対
岸
で
の
滞
在
拠
点
施
設
の
整
備

・キ
ャン
プ場
等
の
整
備
及
び
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
検
討

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
、産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
や
情
報
提
供

岩
屋
川
渓
谷
を
活
か
し

た
滞
在
交
流
型
観
光
施

設
の
運
営

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
に
よる
戦
略
プラ
ンの
策
定
（
R4
）

・N
IY
O
FL
Y(
吊
り橋
・ジ
ップ
ライ
ン)
を
オ
ー
プ
ン(
R5
)

・(
株
)ビ
バ
沢
渡
と町
、県
との
運
営
状
況
等
に
関
す
る
定
例
会
の
実
施

(R
5～
)

・岩
屋
川
渓
谷
散
策
イベ
ント
「ビ
バ
さん
ぽ
」の
実
施
(R
5～
)

N
IY
O
FL
Y(
岩
屋
川
渓
谷
吊
り橋
・ジ
ップ
ラ
イ
ン
施
設
)の
持
続
可
能
な
経

営
体
制
の
構
築

■
(株
)ビ
バ
沢
渡

・戦
略
プ
ラン
の
実
践
及
び
検
証

・経
営
改
善
計
画
に
係
る
ア
クシ
ョン
プラ
ンの
確
実
な
実
行

□
県
(地
域
本
部
等
)

・経
営
体
制
の
強
化
な
どに
向
け
た
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リズ
ム
の
未
然
防
止
・抑
制
を
通
じた
収
益
化
の
取
り組
み

■
仁
淀
川
町
、仁
淀
川
町
観
光
協
会

・町
内
観
光
ス
ポ
ット
(ひ
ょう
た
ん
桜
、花
桃
、安
居
渓
谷
等
)の
事
前
予
約
制
度
及
び

入
場
料
徴
収
の
導
入

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
、産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
や
情
報
提
供

地
域
に
お
け
る
｢宿
泊
｣・
｢体
験
｣・
｢食
｣

機
能
の
連
携
体
制
の
構
築

SN
S・
メ
デ
ィア
を
活
用
した
情
報
発
信

プ
ラ
ン
実
践
連
携
会
議
の
実
施

施
設
の
管
理
運
営

プ
ラ
ン
実
践
連
携
会
議
の
実
施

施
設
改
修
・整
備

キ
ャン
プ
場
の
整
備

指
定
管
理
者
制
度
等
に
よ
る

キ
ャン
プ
場
の
管
理
運
営

経
営
状
況
等
に
関
す
る
定
例
会
の
実
施

関
係
機
関
との
協
議

導
入
に
向
け
た
検
討

運
用

開
始
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
30

仁
淀
川
町
ア
ウ
トド
ア
リゾ
ー
トプ
ロ
ジ
ェク
ト

（
仁
淀
川
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)西
部
建
設
、仁
淀
川
町

(1
)滞
在
拠
点
施
設
入
込
数

ー
ー

ー

AP
へ
の
位
置
づ
け

R7
.4
月

(2
)ア
クテ
ィビ
テ
ィ体
験
者
数

14
,7
56
人

(R
5)

21
,4
37
人

ー

事
業
概
要

新
た
な
滞
在
拠
点
施
設
の
整
備
に
よ
り、
仁
淀
川
の
自
然
資
源
を生
か
した
アク
テ
ィビ
テ
ィ施
設

へ
の
さら
な
る
誘
客
を図
り、
滞
在
交
流
型
観
光
の
推
進
と地
域
の
活
性
化
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

滞
在
交
流
型
観
光
の
推

進
・S
UP
、カ
ヌー
を体
験
で
き
る
ア
クテ
ィビ
テ
ィ施
設
「仁
淀
川
アウ
トド
ア
セ
ン
ター
」

を
オ
ー
プ
ン(
R2
)

・仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
で
の
プロ
グ
ラム
実
施
後
、メ
ニュ
ー
化

→
R3
:ク
リス
タル
カヤ
ック
ナ
イト
ツア
ー
、R
4:
水
上
自
転
車
、

R5
:S
UP
フィ
ット
ネ
ス
、R
6:
水
上
アフ
タヌ
ー
ンテ
ィー

・ナ
イト
ホ
タル
カヤ
ック
の
実
施
(R
4～
)

・水
上
こた
つ
体
験
の
実
施
(R
6～
)

[成
果
]

・S
UP
・カ
ヌー
等
利
用
者
数

R2
:9
06
名

→
R6
:2
1,
43
7
名

・体
験
メニ
ュー
の
増
設
に
よ
り

新
規
顧
客
の
獲
得
に
つ
な
が

って
い
る
。

[課
題
]

・荒
天
時
や
ア
ウ
ト
ド
ア
閑
散

期
の
誘
客
促
進

・ハ
イシ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
観
光

客
の
受
入
体
制

・町
内
観
光
施
設
等
へ
の
周

遊
促
進

宮
崎
の
河
原
を
生
か
した
滞
在
拠
点
施
設
の
整
備
等

■
(株
)西
部
建
設

・施
設
整
備
及
び
管
理
運
営

→
SU
P・
カヌ
ー
等
利
用
者
の
受
入
体
制
の
強
化
(待
機
所
設
置
に
よる
キ
ャパ
シ
テ

ィ拡
大
)

物
販
コー
ナ
ー
・テ
ナ
ント
の
設
置
に
よ
る
観
光
消
費
額
の
増
加

・ふ
れ
あ
い
公
園
キ
ャン
プ場
の
管
理
運
営

→
施
設
利
用
者
に
対
す
る
セ
ット
プラ
ンの
販
売
等
に
よ
る
町
内
で
の
滞
在
時
間
の
延

長
□
仁
淀
川
町
、地
域
本
部

・各
種
支
援
制
度
、産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
や
情
報
提
供

観
光
客
の
受
入
体
制
の

強
化

・ふ
れ
あ
い
公
園
キ
ャン
プ場
の
指
定
管
理
を受
託
(R
5～
)

・施
設
整
備
に
向
け
た
検
討
(R
6～
)

SU
P・
カ
ヌ
ー
等
の
利
用
者
拡
大

■
(株
)西
部
建
設

・体
験
メニ
ュー
開
発

・O
TA
を
活
用
した
商
品
販
売

・S
NS
等
を活
用
した
誘
客
促
進

□
仁
淀
川
町
、地
域
本
部

・情
報
発
信
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

情
報
発
信
・プ
ロ
モ
ー
シ

ョン
・S
NS
等
を活
用
した
体
験
メニ
ュー
や
取
り組
み
を
発
信
(R
2～
)

・メ
デ
ィア
に
よる
取
材
を通
じた
PR
(R
2～
)

・大
学
生
(イ
ンタ
ー
ン・
アル
バ
イト
)の
受
け
入
れ
(R
4～
)

・高
知
移
住
フェ
ア
へ
の
出
展
(R
5)

関
係
機
関
等
と連
携
した
周
遊
促
進
の
仕
組
み
づ
くり

■
(株
)西
部
建
設

・町
内
観
光
施
設
との
連
携
に
よる
周
遊
計
画
の
策
定
・実
践

・S
NS
や
メデ
ィア
等
で
の
情
報
発
信
の
強
化

□
仁
淀
川
町
、県
(地
域
本
部
等
)

・情
報
発
信
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

SN
S・
メ
デ
ィア
を
活
用
した
情
報
発
信

指
定
管
理
者
制
度
等
に
よ
る

キ
ャン
プ
場
の
管
理
運
営

体
験
メ
ニ
ュー
の
開
発

誘
客
促
進
に
向
け
た
PR

管
理

運
営

施
設
整
備

計
画

策
定

受
入
環
境
の
整
備

周
遊
ル
ー
トの
形
成
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
31

佐
川
町
の
歴
史
と文
化
を
生
か
した
観
光
の
推
進

（
佐
川
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
佐
川
町
、◎
(一
社
)さ
か
わ
観
光
協
会
、◎
佐
川
町
内
の
地
域
づ
くり
団
体
・個
人

(1
)上
町
地
区
へ
の
入
込
客

数
※

30
,6
44
人

（
R4
）

12
8,
89
1
人

10
0,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)
上
町
ま
ち
歩
きガ
イド
利

用
者
数
※

4,
43
8
人

（
R4
）

3,
15
2
人

5,
90
0
人

事
業
概
要

歴
史
的
な
街
並
み
の
整
備
を
行
うと
とも
に
、観
光
資
源
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
り、
「歴
史
と文

教
の
ま
ち
・佐
川
」の
魅
力
を
存
分
に
感
じら
れ
る
ま
ち
づ
くり
を
行
政
・観
光
協
会
・地
域
が
一
体
と

な
って
進
め
る
。

※
指
標
の
対
象
：
(1
)旧
浜
口
邸
の
入
込
客
数

※
指
標
の
対
象
：
(2
)特
定
非
営
利
活
動
法
人
佐
川
くろ
が
ね
の
会
観
光
ガ
イド
利
用
者
数

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

観
光
資
源
の
利
活
用
、

お
も
て
な
し
の
体
制
づ
く

り

・歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
認
定
（
H2
1、
H3
1）

・街
並
み
環
境
整
備
事
業
を
活
用
し、
歴
史
的
建
築
物
の
改
修
や
整
備
を
実
施

（
H2
1～
26
）

・町
歩
き
ガ
イ
ド
団
体
「く
ろ
が
ね
の
会
」に
よ
る
ガ
イ
ド
事
業
の
取
り組
み
開
始

（
H2
3～
）
、ガ
イド
育
成
勉
強
会
や
イン
バ
ウン
ド対
応
の
た
め
の
英
語
ガ
イド

勉
強
会
の
開
催
（
H2
8～
）

・さ
か
わ
観
光
協
会
の
設
立
（
H2
5）

・歴
史
観
光
資
源
等
強
化
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し、
幕
末
維
新
博
に
向
け

て
、青
山
文
庫
の
改
修
整
備
及
び
案
内
・誘
導
看
板
の
整
備
や
周
遊
先
施

設
の
展
示
充
実
、情
報
発
信
機
能
の
強
化
に
よ
る
観
光
クラ
ス
ター
の
形
成

（
H2
8～
29
）

・館
内
ガ
イ
ド
配
置
支
援
事
業
を
活
用
し
、青
山
文
庫
に
館
内
ガ
イ
ド
を
配
置

（
H2
8～
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
を導
入
して
、地
域
食
材
を
活
用
した
飲
食
メニ
ュー
を開
発

（
H2
8、
H3
0：
各
3
回
）

・佐
川
町
に
ゆ
か
りの
あ
る
JR
客
車
の
移
設
・展
示
に
よ
る
観
光
振
興
に
向
け
た

客
車
収
容
施
設
の
整
備
（
R
元
～
2）

・博
覧
会
受
入
環
境
等
整
備
支
援
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し、
NH
K
連
続
テ

レ
ビ小
説
「ら
ん
ま
ん
」の
放
送
に
向
け
た
観
光
客
受
け
入
れ
体
制
強
化
の
た

め
、草
花
ガ
イド
の
養
成
や
、牧
野
富
太
郎
ふ
る
さと
館
を
始
め
とす
る
各
種
施

設
の
整
備
等
を実
施
（
R4
）

・高
知
県
観
光
博
覧
会
「牧
野
博
士
の
新
休
日
」開
催
（
R5
）

[成
果
]

・N
HK
連
続
テ
レ
ビ小
説
「ら

ん
ま
ん
」の
放
送
に
伴
う観
光

客
の
受
け
入
れ
の
た
め
、
関

係
者
間
で
連
携
が
強
ま
って

い
る
。

・ガ
イド
研
修
の
実
施
に
よ
りガ

イド
の
ス
キ
ル
が
向
上
し、
多
く

の
観
光
客
の
受
け
入
れ
に
つ

な
が
って
い
る
。

・わ
ん
さか
わ
っし
ょい
体
験
博

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
及
び
参

加
者
数
R2
:1
6
プ
ロ
グ
ラム

/1
89
名
、R
3:
17
プ
ログ
ラ

ム
/1
43
名
、R
4:
20
プ
ログ

ラム
/1
96
名
、R
5:
14
プ
ロ

グ
ラム
/1
17
名

[課
題
]

・歴
史
資
源
等
を
活
用
し
た

賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
取
組
の

推
進

・体
験
型
博
覧
会
へ
の
参
加

者
増
に
向
け
た
体
験
メニ
ュー

の
充
実

観
光
資
源
の
利
活
用
、お
も
て
な
しの
体
制
づ
くり

■
佐
川
町
、(
一
社
)さ
か
わ
観
光
協
会
、佐
川
町
内
の
地
域
づ
くり
団
体

・歴
史
的
な
遺
産
や
街
並
み
の
維
持
・管
理
、町
内
施
設
等
を
周
遊
す
る
仕
掛
け
作

り、
パ
ン
フレ
ット
・H
P
等
の
活
用
、関
係
機
関
との
連
携
に
よ
る
情
報
共
有
・情
報

発
信
な
ど

・牧
野
公
園
を核
とし
た
「ま
ち
まる
ご
と植
物
園
」構
想
の
展
開

■
佐
川
町
内
の
地
域
づ
くり
団
体

・町
歩
き
ガ
イド
の
育
成
・確
保
、外
国
人
観
光
客
の
受
入
体
制
の
強
化
に
向
け
た
勉

強
会
の
実
施
、ガ
イド
メニ
ュー
の
充
実
化
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・県
の
メデ
ィア
サ
イト
等
で
の
情
報
発
信
な
ど

焼
酎
蔵
の
利
活
用

■
佐
川
町
、関
係
事
業
者

・用
地
買
取
、実
施
設
計
の
策
定
、施
設
整
備

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
等
の
活
用
検
討
、県
の
メデ
ィア
サ
イト
等
で
の

情
報
発
信
な
ど

青
山
文
庫
の
改
修
検
討

■
佐
川
町

・改
修
内
容
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
等

体
験
型
観
光
の
推
進

・地
域
資
源
を
活
用
した
体
験
プ
ロ
グ
ラム
を
一
定
期
間
に
開
催
す
る
、体
験
型

博
覧
会
「わ
ん
さか
わ
っし
ょい
体
験
博
」の
プ
レ
開
催
（
H3
0）

・「
わ
ん
さか
わ
っし
ょい
体
験
博
」の
開
催
（
R
元
～
）

・「
わ
ん
さか
わ
っし
ょい
体
験
博
」を
（
一
社
）
仁
淀
ブ
ル
ー
観
光
協
議
会
主
催

の
体
験
型
博
覧
会
に
統
合
し実
施
（
R6
～
）

体
験
型
観
光
の
推
進

■
佐
川
町
、(
一
社
)さ
か
わ
観
光
協
会
、体
験
型
観
光
事
業
者

・（
一
社
）
仁
淀
ブ
ル
ー
観
光
協
議
会
主
催
の
体
験
型
博
覧
会
へ
の
参
加
者
増
に
向

け
た
体
験
メニ
ュー
の
磨
き
上
げ
、常
設
体
験
型
観
光
メニ
ュー
の
実
施
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・県
の
メデ
ィア
サ
イト
等
で
の
情
報
発
信

町
歩
き
ガ
イ
ド
の
育
成

用
地

買
取

実
施

設
計

運
営

改
修

工
事

牧
野
公
園
を
核
とし
た
「ま
ち
ま
る
ご
と植
物
園
」

構
想
の
展
開

青
山
文
庫
改
修
検
討

仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
へ
の
参
画
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

指
標

出
発
点

実
績

目
標

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
32

越
知
町
の
「ア
ウ
ト
ド
ア
な
ま
ち
」体
験
型
観
光
の
推
進

（
越
知
町
）

R6
R7

R8
R9

(1
)カ
ヌー
・ラ
フテ
ィン
グ

利
用
者
数

1,
83
0
人

（
R4
）

1,
72
8
人

2,
40
0
人

実
施
主
体

◎
越
知
町
、◎
(株
)ス
ノー
ピ
ー
ク、
◎
越
知
町
観
光
協
会

(2
)キ
ャン
プ
場
利
用
者
数

9,
12
1
人

（
R4
）

6,
93
8
人

11
,0
90
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
21
.4
月

(3
)か
わ
の
駅
お
ち
レ
ジ

通
過
者
数

19
,8
69
人

（
R4
）

14
,7
82
人

34
,0
00
人

事
業
概
要

仁
淀
川
で
の
カ
ヌ
ー
・ラ
フテ
ィン
グ
や
横
倉
山
な
どの
地
域
の
観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た

体
験
型
観
光
の
メニ
ュー
づ
くり
や
地
場
産
品
等
を
活
用
し
た
商
品
の
販
売
拡
大
に
よ
り、
仁

淀
川
と横
倉
山
の
全
国
発
信
と観
光
客
誘
致
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
と地
域
の
活
性

化
を
目
指
す
。

(4
)か
わ
の
駅
お
ち
販
売
額

9,
82
3
千
円

（
R4
）

8,
03
8
千
円

12
,5
00
千
円

(5
)横
倉
山
自
然
の
森

博
物
館
入
館
者
数

9,
47
0
人

（
R4
）

8,
72
2
人

10
,9
00
人

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

カ
ヌ
ー
・ラ
フテ
ィン
グ
の

利
用
者
拡
大

・カ
ヌー
及
び
ラフ
テ
ィン
グ
の
備
品
を整
備
（
H2
2、
H2
4、
H3
0、
R
元
）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
等
の
活
用

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・ガ
イド
の
養
成
、確
保
（
H2
2～
）

・S
NS
等
を
活
用
した
情
報
発
信

・修
学
旅
行
に
て
ラフ
テ
ィン
グ
の
受
入
れ
（
R4
）

・滝
上
町
との
児
童
交
流
に
よ
る
カヌ
ー
、ラ
フテ
ィン
グ
の
受
入
れ

・仁
淀
ブ
ル
ー
体
験
博
で
の
キ
ャン
プ
＋
ラ
フテ
ィン
グ
セ
ット
プ
ラ
ン
の
販
売

（
R6
～
）

【成
果
】

・カ
ヌー
・ラ
フテ
ィン
グ
利
用
者
数

R2
:1
,4
29
人

→
R6
:1
,7
28
人

【課
題
】

・平
日
の
稼
働
率
向
上

・発
着
場
（
宮
の
前
公
園
）
へ

の
土
砂
堆
積
に
よ
る
カ
ヌ
ー
運

航
へ
の
支
障

・艇
庫
の
活
用
の
検
討

【成
果
】

・キ
ャン
プ
場
利
用
者
数

R2
:8
,2
95
人

→
R6
:6
,9
38
人

【課
題
】

・閑
散
期
の
施
設
稼
働
率
向
上

・中
心
市
街
地
へ
の
誘
客
に
繋
げ

る
仕
組
み
づ
くり

・新
規
顧
客
の
獲
得

・客
単
価
の
向
上

【成
果
】

・博
物
館
入
館
者
数

R2
:6
,1
87
人

→
R6
:8
,7
22
人

【課
題
】

・ト
レッ
キ
ング
ツア
ー
の
一
層
の
周

知
・充
実

・展
示
内
容
の
多
様
化
・刷
新

・他
機
関
との
連
携

カ
ヌ
ー
・ラ
フテ
ィン
グ
の
利
用
者
拡
大

■
(株
)ス
ノー
ピー
ク

・ガ
イド
確
保
に
向
け
た
情
報
発
信

・O
TA
を
活
用
した
商
品
販
売

・各
メデ
ィア
を活
用
した
情
報
発
信
、企
業
研
修
等
の
活
用
促
進
に
よ
る
平
日
の
稼
働

率
向
上

・カ
ヌー
発
着
場
移
設
の
検
討
（
宮
の
前
公
園
→
キ
ャン
プ場
）

■
越
知
町

・備
品
の
更
新
、施
設
の
維
持
、修
繕
、ス
ノー
ピー
クと
の
協
議

□
地
域
本
部

・情
報
発
信
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
と

誘
客
促
進

・キ
ャン
プ場
を
整
備
（
H2
8～
R
元
）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
等
の
活
用

・ス
ノー
ピー
クお
ち
仁
淀
川
キ
ャン
プフ
ィー
ル
ドを
オ
ー
プ
ン（
H3
0.
4
月
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を導
入
して
、店
舗
運
営
や
経
営
の
改
善
・強
化

に
つ
い
て
検
討
（
H3
0:
5
回
）
（
R2
:3
回
）

・ス
ノピ
ー
クか
わ
の
駅
お
ち
をオ
ー
プ
ン（
R
元
.6
月
）

・か
わ
の
駅
に
お
け
る
定
期
的
な
イベ
ント
の
開
催

・研
修
等
で
の
活
用
に
向
け
た
企
業
提
案
（
R2
～
）

・高
価
格
帯
商
品
（
グ
ラン
ピン
グ
イベ
ント
）
の
販
売
（
R5
～
）

・道
の
駅
佐
川
との
協
議
、連
携
（
R5
～
）

キ
ャン
プ
場
の
運
営
と誘
客
促
進

■
越
知
町
、(
株
)ス
ノー
ピー
ク

・施
設
の
管
理
、利
用
者
の
状
況
に
応
じた
店
舗
ス
タッ
フの
募
集
・確
保

・各
メデ
ィア
を活
用
した
情
報
発
信
に
よる
誘
客
促
進
、ス
ノー
ピー
ク会
員
へ
の
訴
求

・企
業
研
修
等
誘
致
に
よ
る
新
規
顧
客
の
獲
得

・高
価
格
帯
商
品
（
グ
ラン
ピン
グ
イベ
ント
）
の
販
売

□
地
域
本
部

・誘
客
促
進
に
関
す
る
情
報
収
集
、情
報
発
信
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

横
倉
山
の
さ
ら
な
る
魅

力
向
上

・横
倉
山
魅
力
資
源
活
用
計
画
の
策
定
（
H2
8.
3
月
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・横
倉
山
ガ
イド
メニ
ュー
づ
くり
（
H2
7～
）

・横
倉
山
トレ
ッキ
ング
ツア
ー
の
開
始
（
H3
0～
）

・横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
の
改
修
（
R4
）

→
博
覧
会
受
入
環
境
等
整
備
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・博
物
館
に
地
域
お
こし
協
力
隊
（
学
芸
員
）
着
任
（
R4
）

・企
画
展
や
観
察
会
等
、各
種
イベ
ント
の
開
催

・修
学
旅
行
や
児
童
交
流
、実
習
生
を
通
じた
学
生
の
受
入
れ

・博
物
館
HP
や
SN
S
等
を活
用
した
情
報
発
信
（
HP
：
R4
～
）

横
倉
山
の
さ
らな
る
魅
力
向
上

■
越
知
町

・横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
の
展
示
内
容
の
多
様
化
・刷
新
、他
県
・他
市
町
村

の
博
物
館
との
連
携
、企
画
展
の
実
施
、博
物
館
HP
を活
用
した
情
報
発
信

・博
物
館
友
の
会
の
会
員
増
加
に
よ
る
リピ
ー
ター
の
獲
得

■
越
知
町
観
光
協
会

・横
倉
山
トレ
ッキ
ング
ツア
ー
の
ガ
イド
勉
強
会
の
実
施
、テ
ー
マを
設
け
た
ツア
ー
の
実

PR
に
よる
知
名
度
の
向
上

□
地
域
本
部

・勉
強
会
の
実
施
協
力
、産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
な
ど各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情

報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

ガ
イ
ド
の
育
成
・確
保

販
売
促
進
に
向
け
た
PR
強
化

安
定
的
な
運
営
体
制
の
構
築

横
倉
山
自
然
の
森
博
物
館
の
活
用
推
進

横
倉
山
トレ
ッキ
ン
グ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の

育
成
・確
保

販
売
促
進
に
向
け
た
PR
強
化

O
TA
等
を
活
用
した

横
倉
山
トレ
ッキ
ン
グ
ツ
ア
ー
の
販
売
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

(実
施
地
域
)

N
o.
33

日
高
村
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
体
験
型
観
光
等
の
推
進

(日
高
村
)

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)日
高
村
観
光
協
会
、日
高
村

(1
)体
験
参
加
人
数
※

2,
31
9
人

(R
4)

1,
37
7
人

2,
70
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)小
村
神
社
周
辺
イベ
ント

来
場
者
数

2,
18
0
人

(R
4)

2,
85
0
人

3,
50
0
人

事
業
概
要

仁
淀
川
や
猿
田
洞
、日

下
川
貯
水
池
、新
日
下
川
放
水
路
等
の
日
高
村
な
ら
で
は
の

特
色
を
生
か
し
た
体
験
型
観
光
の
推
進
や
、小

村
神
社
秋
の
大
祭
等
の
特
色
あ
る
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
に
よ
り、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
。

※
指
標
の
対
象
：
霧
山
茶
園
の
焙
煎
体
験
や
、観
光
協
会
や
SU
GG
O
IS
PO
RT
S
な
どの
体
験
参
加
者
数

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

観
光
情
報
の
発
信
及
び

観
光
事
業
の
推
進
体
制

強
化

・村
の
駅
ひ
だ
か
内
に
観
光
情
報
発
信
コー
ナ
ー
とし
て
「村
の
案
内
所
ひ
だ
か
」を

設
置
(H
26
)

・産
振
ア
ドバ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し、
観
光
協
会
組
織
の
立
ち
上
げ
に
向
け
た

関
係
者
で
の
協
議
を
開
始
(H
30
:5
回
)

・村
の
駅
ひ
だ
か
の
駐
車
場
敷
地
内
の
一
角
に
観
光
案
内
所
を整
備
し「
村
の
案

内
所
ひ
だ
か
」を
移
設
(H
31
)

・日
高
村
観
光
協
会
を
設
立
(R
元
)

・産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
活
用
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
受
入
態
勢
整
備

(R
5)

・日
下
駅
の
再
整
備
事
業
の
実
施
(R
5)

[成
果
]

・観
光
を
は
じ
め
とす
る
日
高

村
内
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
一
元

化
、情
報
発
信

・日
高
村
観
光
協
会
HP
上

で
、村
内
の
一
部
体
験
観
光

プ
ラン
の
受
付
開
始

・体
験
参
加
人
数

H3
0：
1,
37
0
人

→
R6
：
1,
37
7
人

・新
日
下
川
放
水
路
完
成
式

典
(R
6.
4)
等
で
の
村
内
事

業
者
に
よ
る
新
た
な
マ
ル
シ
ェ

イベ
ント
の
実
施

[課
題
]

・日
下
駅
の
観
光
拠
点
施
設

に
向
け
た
取
り組
み

・新
た
な
ガ
イド
の
育
成

・新
日
下
川
放
水
路
や
江
尻

地
区
親
水
公
園
な
どの
施
設

等
を
活
用
した
新
規
イベ
ン
ト

等
の
企
画
・運
営
の
立
案

・年
間
を
通
じ
た
体
験
観
光

人
数
の
増
加
、小
村
神
社
周

辺
イベ
ント
の
来
場
者
増
加

(一
社
)日
高
村
観
光
協
会
を
中
心
とし
た
情
報
発
信

■
日
高
村
及
び
(一
社
)日
高
村
観
光
協
会

・観
光
案
内
所
へ
の
来
客
や
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、観
光
情
報
の
一
元
化
に
よ
る

HP
や
SN
S
等
で
の
情
報
発
信
、ガ
イド
ブ
ック
の
作
成
、各
種
メデ
ィア
の
活
用

日
下
駅
の
観
光
拠
点
施
設
化

■
日
高
村
及
び
(一
社
)日
高
村
観
光
協
会

・日
下
駅
を
核
とし
た
観
光
客
の
受
入
態
勢
の
整
備

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
補
助
金
の
紹
介

体
験
型
観
光
の
推
進

・村
の
案
内
人
クラ
ブ
を
事
務
局
とし
て
、フ
ット
パ
ス
や
ケ
イビ
ング
等
の
ガ
イド
付
き

体
験
メニ
ュー
の
提
供
を
本
格
的
に
開
始
(H
26
～
)

・江
尻
地
区
か
わ
まち
づ
くり
事
業
に
よる
親
水
公
園
の
整
備
(H
28
～
)、

江
尻
地
区
親
水
公
園
プ
レオ
ー
プン
イベ
ント
開
催
(R
6)

・イ
ンフ
ラツ
ー
リズ
ム
魅
力
倍
増
プロ
ジ
ェク
ト
新
日
下
川
放
水
路
現
地
協
議
会

の
開
催
(R
2～
)、
新
日
下
川
放
水
路
の
完
成
(R
5)

・観
光
総
合
補
助
金
を
活
用
し
た
、高
単
価
イ
ン
フラ
ツ
ー
リズ
ム
プ
ラン
の
検
討

(R
5)

・観
光
庁
事
業
を
活
用
した
、イ
ンバ
ウン
ド誘
客
に
向
け
た
磨
き上
げ
(R
5)
、

イン
フラ
ツー
リズ
ム
等
の
地
域
資
源
を
活
用
した
商
品
造
成
(R
6)

・イ
ン
フラ
ツー
リズ
ム
や
地
域
資
源
を
活
用
した
教
育
旅
行
商
品
の
造
成
・受
入

れ
(R
7～
)

・イ
ンフ
ラツ
ー
リズ
ム
とし
て
の
持
続
可
能
な
受
入
れ
態
勢
の
整
備
(R
7～
)

体
験
観
光
メ
ニ
ュー
等
の
磨
き
上
げ

■
日
高
村
及
び
(一
社
)日
高
村
観
光
協
会

・新
日
下
川
放
水
路
を
活
用
した
イン
フラ
ツー
リズ
ム
な
どの
新
た
な
体
験
観
光
メニ
ュー

の
開
発

・ガ
イド
人
材
の
育
成
及
び
発
掘
、村
内
事
業
者
間
の
連
携
に
よ
る
周
遊
プ
ラン
の
造
成

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、支
援
制
度
等
の
情
報
提
供

体
験
観
光
メ
ニ
ュー
等
の
販
売
促
進

■
日
高
村
及
び
(一
社
)日
高
村
観
光
協
会

・(
一
社
)仁
淀
ブ
ル
ー
観
光
協
議
会
と連
携
した
旅
行
会
社
等
へ
の
セ
ー
ル
ス
及
び
情

報
発
信

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、商
談
会
等
の
紹
介

小
村
神
社
周
辺
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・実
施

・「
村
の
駅
ひ
だ
か
」内
に
国
宝
の
太
刀
(レ
プ
リカ
)を
展
示
し、
小
村
神
社
の
魅
力

を
発
信
(H
26
～
)

・(
特
非
)日
高
わ
の
わ
会
が
、小
村
神
社
を
会
場
とす
る
イベ
ン
ト「
日
高
メシ
ふ
ぇ

す
て
ぃば
る
!!!
!」
を開
催
(H
26
～
)

・村
内
事
業
者
を
中
心
に
構
成
され
た
「小
村
神
社
前
マ
エ
ル
シ
ェ実
行
委
員

会
」が
発
足
し、
定
期
的
な
マル
シ
ェを
開
催
(R
2～
)

小
村
神
社
周
辺
資
源
を
活
用
した
イ
ベ
ン
ト等
の
開
催

■
日
高
村
及
び
(一
社
)日
高
村
観
光
協
会

・イ
ベ
ント
の
企
画
・実
施
及
び
情
報
発
信
、(
一
社
)仁
淀
ブ
ル
ー
観
光
協
議
会
との
連

携
に
よる
プ
ロモ
ー
シ
ョン
強
化
、親
水
公
園
等
の
整
備
・活
用

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、イ
ベ
ント
情
報
等
の
広
報
支
援

(一
社
)日
高
村
観
光
協
会
を
中
心
とし
た
情
報

発
信
(H
P・
SN
S、
メ
デ
ィア
活
用
等
)

【用
語
】
・イ
ンフ
ラツ
ー
リズ
ム
：
ダム
な
どの
公
共
施
設
を観
光
資
源
とし
て
位
置
付
け
、実
際
に
現
地
へ
赴
き観
光
旅
行
す
る
行
為
を指
す
和
製
英
語

施
設
整
備 イ
ベ
ン
トの
企
画
・開
催

新
コン
テ
ン
ツ

造
成

コン
テ
ン
ツ
販
売
及
び

磨
き
上
げ

新
コン
テ
ン
ツ
販
売
の
た
め
の
販
路
開
拓
及
び

PR
の
実
施

運
営

体
制

の
構 築

本
格
的
な
受
入
れ
の
開
始

周
遊
プ
ラ
ン
の
造
成

ガ
イ
ド人
材
の
育
成
・確
保
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仁
淀
川
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

(実
施
地
域
)

N
o.
34

日
高
村
能
津
地
区
に
お
け
る
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
の
活
性
化

(日
高
村
)

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)屋
形
船
仁
淀
川
、◎
(一
社
)能
津
未
来
、◎
高
知
FO
RE
ST
VI
SI
O
N
(株
)、

日
高
村

(1
)屋
形
船
乗
船
者
数

5,
08
3
人

(R
4)

11
,6
14
人

8,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)精
油
関
係
事
業
の
売
上

高
※

－
4,
02
0
千
円

30
,0
00
千
円

事
業
概
要

清
流
仁
淀
川
の
観
光
屋
形
船
や
集
落
活
動
セ
ン
ター
ミラ
イ
エ
、精
油
製
造
体
験
施
設

な
ど、
能
津
地
区
の
魅
力
的
な
観
光
拠
点
づ
くり
を
行
い
、観

光
客
の
増
加
に
よ
り地
域
の

賑
わ
い
づ
くり
や
地
域
の
活
力
の
維
持
・向
上
を
図
る
こ
とに
よ
り地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ

る
。

※
会
計
年
度
:５
月
～
４
月
(R
5.
4
月
精
油
製
造
開
始
)

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

観
光
客
の
受
入
態
勢
の

充
実

・屋
形
船
の
運
航
開
始
(H
24
)

・屋
形
船
乗
り場
周
辺
の
遊
歩
道
を
整
備
(H
26
)

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
の
活
用

・能
津
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
ミラ
イエ
の
オ
ー
プ
ン(
R3
)

・屋
形
船
が
体
験
プ
ログ
ラム
に
お
け
る
安
全
管
理
マ
ニ
ュア
ル
策
定
事
業
者
とし

て
県
制
度
の
ゴ
ー
ル
ド認
定
を取
得
(R
3)

・精
油
製
造
施
設
(高
知
FO
RE
ST
VI
SI
O
N)
の
整
備
(R
5)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を
活
用
し
た
屋
形
船
の
外
国
人
受
入
態
勢
の
整
備

(R
5～
R6
)

[成
果
]

・屋
形
船
の
運
航
：

H2
4：
1
隻
→
R3
：
3
隻

・能
津
集
落
活
動
セ
ン
ター
ミ

ライ
エの
オ
ー
プ
ン(
R3
)

高
知
FO
RE
ST
VI
SI
O
N

(株
)の
精
油
製
造
体
験
施

設
の
整
備
(R
5)

・台
湾
ツア
ー
客
に
よる
屋
形

船
乗
船
者
数
、ミ
ライ
エ
の
弁

当
販
売
額
の
増
加

・地
域
事
業
者
が
連
携
し
た

体
験
観
光
プ
ラン
の
造
成

・ミ
ライ
エ
で
地
域
食
材
を
使
っ

た
新
メニ
ュー
を
開
発
・提
供

[課
題
]

・持
続
可
能
な
観
光
客
の
受

入
態
勢
の
構
築

・精
油
製
造
体
験
事
業
の
円

滑
な
実
施
と誘
客
の
仕
組
み

づ
くり
・精
油
の
販
路
開
拓
・販
売

促
進

・能
津
地
区
周
遊
の
仕
組
み

づ
くり
・外
国
人
旅
行
者
へ
向
け
た

更
な
る
情
報
発
信

ツ
ア
ー
客
の
受
入
強
化

■
(株
)屋
形
船
仁
淀
川

・雨
天
時
の
代
替
メニ
ュー
の
造
成
等
の
検
討

■
(一
社
)能
津
未
来

・昼
食
や
土
産
物
の
提
供

■
共
通
：
村
内
事
業
者
と連
携
した
観
光
商
品
づ
くり

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、県
主
催
の
研
修
会
等
の
紹
介

屋
形
船
遊
覧
ガ
イ
ド
の
掘
り起
こし
・ス
キ
ル
ア
ップ

■
(株
)屋
形
船
仁
淀
川
、(
一
社
)日
高
村
観
光
協
会

・ガ
イド
募
集
チ
ラシ
の
配
布

・ガ
イド
研
修
会
の
開
催
、ガ
イド
組
織
間
で
の
連
携

利
用
者
の
満
足
度
向
上

・観
光
拠
点
整
備
計
画
の
策
定
(H
24
)

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を活
用
した
屋
形
船
ガ
イド
養
成
研
修
開
催
(H
28
)

・映
画
「竜
とそ
ば
か
す
の
姫
」と
の
タイ
アッ
プ
企
画
の
実
施
(R
3)

・(
株
)屋
形
船
仁
淀
川
、(
一
社
)能
津
未
来
が
連
携
した
体
験
観
光
プ
ラン
の

実
施
(R
4)

・高
知
FO
RE
ST
VI
SI
O
N(
株
)で
、精
油
工
房
の
見
学
・試
香
体
験
や
精
油

の
蒸
留
体
験
を
開
始
、産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を
活
用
した
商
品
開
発
へ
の
取

り組
み
(R
6)

魅
力
的
な
観
光
商
品
の
造
成
・精
油
の
販
売
促
進

■
高
知
FO
RE
ST
VI
SI
O
N(
株
)

・精
油
の
販
路
開
拓
･販
売
促
進

・精
油
製
造
体
験
事
業
の
受
入
れ
と誘
客
へ
向
け
た
取
り組
み

■
共
通

・外
国
人
旅
行
者
に
対
応
した
体
験
観
光
プ
ラン
の
造
成

・地
域
事
業
者
が
連
携
した
観
光
プ
ラン
の
造
成

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、土
佐
の
観
光
創
生
塾
等
の
紹
介

国
内
外
に
向
け
た
情
報

発
信

・(
株
)屋
形
船
仁
淀
川

O
TA
を活
用
した
商
品
販
売
の
開
始
(H
30
～
)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リニ
ュー
アル
(R
4)

SN
S
で
の
情
報
発
信
（
フェ
イス
ブッ
ク
H2
9～
、イ
ンス
タグ
ラム
R3
～
）

・高
知
FO
RE
ST
VI
SI
O
N(
株
)

イン
ス
タグ
ラム
を
活
用
した
情
報
発
信
、体
験
の
試
行
的
受
入
れ
(R
5～
)

・(
一
社
)能
津
未
来

イン
ス
タグ
ラム
等
を
活
用
した
情
報
発
信

・共
通
:(
一
社
)日
高
村
観
光
協
会
や
(一
社
)仁
淀
ブ
ル
ー
観
光
協
議
会
と連

携
した
情
報
発
信
、S
NS
を
活
用
した
情
報
発
信

観
光
客
誘
致
の
た
め
の
情
報
発
信
の
強
化

■
(株
)屋
形
船
仁
淀
川
、高
知
FO
RE
ST
VI
SI
O
N(
株
)、
(一
社
)能
津
未
来

・O
TA
を
活
用
した
商
品
販
売
の
継
続

■
共
通

・(
一
社
)日
高
村
観
光
協
会
や
(一
社
)仁
淀
ブル
ー
観
光
協
議
会
と連
携
した
情
報
発

信
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、S
NS
の
活
用

□
県
(地
域
本
部
等
)

・イ
ベ
ント
情
報
等
の
広
報
支
援
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

観
光

客
の

受
入

ツ
ア
ー
客
の
受
入
強
化

観
光
ガ
イ
ドの
掘
り起
こし
・ス
キ
ル
ア
ップ

観
光
商
品
の
磨
き
上
げ
及
び

PR
活
動

魅
力
的
な
観
光
商
品
の
造
成

観
光
客
誘
致
の
た
め
の
情
報
発
信
の
強
化

O
TA
を
活
用
した
商
品
販
売

精
油
の
販
路
開
拓
・販
売
促
進
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６ 高幡地域

（１） 地域の産業を取り巻く状況

高幡地域は、高知県の中西部に位置し、四万十川源流から中流域に至る緑豊かな山々や、

黒潮流れる太平洋に面しており、恵まれた自然環境を生かした林業（森林率 87％）をはじ

め、日本一の生産量を誇るミョウガや次世代施設園芸団地のトマトなどの施設園芸が盛ん

です。また、400 年以上続くカツオの一本釣り漁をはじめ、カツオを取り巻く文化、歴史

など、脈々と受け継がれてきた漁師町としての営みは、SDGs の観点からも注目を集め、時

代の変化に応じて進化を続けています。

一方で、人口減少は著しく進行しており、令和２年の国勢調査では 50,797 人と、前回調

査（平成 27 年）と比較して 9.6％減少、生産年齢人口の割合は、約 47％となっています。

高幡地域の令和４年度の市町村内総生産（名目）は、175,221 百万円であり、平成 27 年

度比較では、約 4.9％減少しています。また、産業別構成比（令和４年度）は、農林水産

業の割合は 8.0％で、平成 27 年度と比較して、0.4％減少しています。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27(高幡地域)

R4(高幡地域)

H27(高知県)

R4(高知県)

R4(国)

農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

特化係数※ H27 R4 特化係数※ H27 R4
農業 2.13 2.24 宿泊・飲食 0.80 0.84 
林業 2.71 2.90 情報通信業 0.10 0.09 
水産業 2.54 2.01 金融・保険業 0.50 0.48 
鉱業 0.23 0.33 不動産業 0.89 0.83 
製造業 1.76 1.60 専門 0.49 0.45 
電・ガ・水・廃 1.12 1.33 公務 1.06 1.11 
建設業 1.15 1.20 教育 1.16 1.09 
卸売・小売業 0.78 0.80 保健衛生 0.87 0.90 
運輸・郵便業 1.30 1.25 その他サービス 0.81 0.85 

高知県を比較対象
とした場合

高幡地域
高知県を比較対象

とした場合
高幡地域

※特化係数:高幡地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、

高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。

出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

電気・ガス・水道・廃

棄物処理業

建設業

卸売・小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス

業

情報通信業

金融・保険業

不動産業

専門・科学技術、業務

支援サービス業

公務

教育

保健衛生・社会事業

その他のサービス

産業構造の特徴
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農業分野

施設園芸では、さらなる収量増を目指してデータ駆動型農業を進めています。また、担

い手対策として、就農しやすい環境の整備、スマート農業の推進、基盤整備による優良農

地の確保を進めています。

畜産業では、県内産豚肉の７割以上を生産している四万十町のブランドポークや梼原町

産のキジなど、生産から加工、流通販売に至る一貫した取り組みを進めており、付加価値

の向上に取り組んでいます。

林業分野

高幡地域で戦後植林されたスギやヒノキの人工林は、現在その約８割が 50 年を超え、本

格的な利用の時期を迎えています。

そのため、森の工場の拡大による事業地の確保や、高性能林業機械の導入並びに路網整

備等、効率的な施業による原木生産の拡大に取り組むとともに、将来にわたって地域の豊

かな森林資源を循環利用していくため、再造林の取り組みを進めています。

また、木質バイオマス発電施設の整備や木質ペレット工場の拡張など、脱炭素システム

の構築、再生エネルギーの利活用を促進していきます。

水産業分野

生産量の減少、資材や飼料の高騰により、厳しい経営状況が続いていますが、処理能力

と衛生管理を強化した水産加工場の整備により、養殖魚の付加価値の向上や販売強化が図

られ、担い手の確保・育成を行いながら、生産者と連携して地場産業の継続に取り組んで

います。

商工業分野

人口減少等により、商店街や小売業を取り巻く環境は厳しい状況にあり、製造業の産業

構成比も以前に比べて低くなっています。

地域の商業に活力を取り戻すため、空き店舗の有効活用などに取り組むとともに、観光

資源としての視点も加えて中心市街地の活性化に取り組んでいます。また、農林水産物な

どの地域資源を活用した加工品の製造では、加工施設の整備が進み、道の駅などにおける

販売促進、商談会出展等による地産外商の取り組みも進んでいます。

観光分野

全国的にも貴重な地形の四国カルストや、暮らしとともに大切にされてきた清流四万十

川、スケールの大きい太平洋などの豊かな自然やバラエティに富んだ食をはじめ、龍馬脱

藩の道、津野山神楽、漁師町など、歴史的・文化的遺産が多く、魅力的な観光資源に恵ま

れています。高幡５市町の広域観光組織「（一社）奥四万十高知」による効果的な情報発信

や食、自然体験など、観光資源を組み合わせた周遊促進による滞在型観光の推進を図り、

交流人口の拡大と地域経済の活性化を目指して取り組んでいます。
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（２） 地域アクションプランの概要

当地域では、一次産業分野を中心に、デジタル化やグリーン化などを通じて生産体制の

強化に取り組むとともに、地域資源を活用した商品開発や販売拡大など、地産外商の取り

組みを強化していきます。

また、地域地域の魅力ある観光資源を生かした周遊促進及び滞在時間の延長を図り、地

域経済の波及効果を意識した取り組みを進めます。

併せて、県と市町が連携し、各産業分野で取り組む中長期の施策と連動しながら、移住・

定住の促進や、担い手の確保・育成に取り組んでいきます。

農業分野

四万十町では、栗や芋など四万十川流域の資源を活かし、生産者と加工事業者の連携に

よる６次産業化の取り組みを拡大しています。さらに、担い手育成を含め、中山間地域の

持続可能な農業として、所得の向上と雇用の創出を図ります。

また、有機栽培を行う生産者と流通販売者との連携による地産外商や、特色ある商品づ

くりの取り組みも始まっています。

畜産関係では、四万十ポークや梼原町産キジのブランド化に向けて、安定的な生産体制

の確保や販売拡大に取り組んでいきます。

林業分野

梼原町では、林業を核に、次世代に引き継ぐより良い環境づくりと経済の循環といった

幅広い視点で、森林資源の活用や付加価値の創造に取り組み、町有林の伐採から再造林、

再生可能エネルギーの地消地産化を図るとともに、持続可能な経営に向けて、担い手の確

保・育成や環境先進企業との協働、林業経営のイノベーションを図る取り組みを進めてい

きます。

水産業分野

須崎市産の養殖マダイ等は、加工施設の整備・拡張によって、生産体制の強化と加工品

のラインナップを増やす等、販路開拓や販売拡大の取り組みを進めています。

梼原町のアメゴは、デジタルを活用した効率的な生産に取り組むとともに商品開発や販

路開拓を進めていきます。

商工業分野

中土佐町のカツオ、津野茶や四万十ポーク、梼原町産のキジや桜など、各地域の特色あ

る資源を活用した商品の開発や販路開拓などの取り組みを一層強化します。

また、各市町の道の駅を核とした外商活動を強化するとともに、中心市街地の活性化な

ど、賑わいづくりにも取り組んでいきます。

観光分野

豊かな自然や食、魅力的な歴史・文化を存分に味わっていただけるよう、情報発信や受

入態勢の強化、インバウンド対応の充実などを図ることにより高幡地域の魅力づくりを進

めていきます。

また、（一社）奥四万十高知を中心に奥四万十ブランドの確立に向け、市町や関係機関と

連携しながら周遊ツアーの造成、旅行会社へのセールス活動などに取り組み、交流人口の
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拡大や滞在時間の延長など、経済波及効果の拡大に向けて取り組みを進めていきます。
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（３）　具体的な取り組み

分
野

№

須
崎
市

中
土
佐
町

梼
原
町

津
野
町

四
万
十
町

1 梼原町産キジ肉の販売拡大プロジェクト ●

2 四万十流域資源のブランド力を活かした地域の活性化 ●

3 四万十町畑作振興プロジェクト ●

4 四万十ポークのブランド化の推進 ●

林 5 梼原100年の森林・人づくりプロジェクト　～森と水の文化を紡ぐ～ ●

6 須崎市産養殖マダイ等の販路拡大 ●

7 ゆすはらアメゴの生産・販売促進 ●

8 「鰹乃國水産」ブランドの創出・販売促進 ●

9 道の駅なかとさSEAプロジェクト ●

10 梼原町地産地消・外商の促進 ●

11 梼原町産の桜を活用した加工品等の生産・販売拡大 ●

12 津野町地産地消・外商推進プロジェクト ●

13 道の駅「あぐり窪川」の機能強化と地域の活性化 ●

14 四万十町生姜生産農家と連携した集出荷体制の整備と販売拡大 ●

15 高幡地域における広域観光の推進 ● ● ● ● ●

16 須崎市海のまちプロジェクト ●

17 浦ノ内マリンパークにおける交流人口の拡大による地域の活性化 ●

18 スケートパークを核とした地域の活性化 ●

19 カツオを起点とした持続可能な観光を主軸とする地域産業の振興 ●

20 梼原町の体験型・滞在型観光の推進 ●

21 津野町まるごと体感！観光推進プロジェクト ●

22 わざわざいこう「海洋堂ホビー館四万十」を核としたミュージアムのまちづくり ●

23 ～しまんとがわのまんなか～四万十町観光交流促進事業 ●

項目

農

水

商
工

観
光
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  2、3、4、13、14、15、22、23

　　12、15、21

　8、9、15、19

　6、15、16、17、18

　1、5、7、10、11、15、20

【高幡地域】

梼原町 津野町

須崎市

中土佐町

四万十町
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高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
1
梼
原
町
産
キ
ジ
肉
の
販
売
拡
大
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
梼
原
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)四
万
川
、梼
原
町

販
売
額

1,
16
0
万
円

（
R4
)

1,
34
1
万
円

2,
65
5.
4

万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
25
.9
月

事
業
概
要

梼
原
町
で
生
産
され
て
い
る
キ
ジ
肉
の
加
工
品
に
つ
い
て
、安
定
的
な
生
産
体
制
を
確
保

す
る
とと
も
に
町
内
飲
食
店
で
の
消
費
の
向
上
を
図
る
とと
も
に
、梼

原
町
の
特
産
品
とし
て

県
内
外
の
飲
食
店
や
個
人
へ
の
販
売
拡
大
、他
産
地
と連
携
し
た
高
知
県
産
キ
ジ
肉
とし

て
の
認
知
度
向
上
の
取
り組
み
を
行
う。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
体
制
の
確
立
と生

産
羽
数
の
向
上

・熟
成
用
恒
温
高
湿
庫
・冷
凍
庫
の
導
入
（
H2
7）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・加
工
施
設
の
新
設
、加
工
用
機
械
の
導
入
（
R4
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・鶏
舎
の
新
設
（
R4
）
→
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
推
進
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・ふ
化
率
向
上
を
目
指
し、
貯
卵
庫
の
導
入
（
R5
）
、ふ
化
器
の
更
新
（
R7
）

・新
た
な
生
産
者
へ
の
研
修
（
R5
～
）

・複
合
経
営
プ
ラン
の
作
成
、県
外
移
住
フェ
ア
で
の
周
知
活
動
に
よ
る
新
規
生
産

者
の
確
保

[成
果
]

・第
38
回
地
場
産
業
大
賞

奨
励
賞
受
賞

・第
11
回
デ
ィス
カバ
ー
農
山

漁
村
の
宝
奨
励
賞
受
賞

・生
産
羽
数
の
増
加

R3
：
1,
84
7
羽

→
R6
：
4,
97
2
羽

・新
規
取
引
件
数

R2
：
1
件

→
R6
：
2
件

・鶏
舎
の
数

R3
：
１
棟

→
R5
：
3
棟

[課
題
]

・安
定
的
な
生
産
体
制
の
確

保 ・新
商
品
開
発
及
び
販
路
開

拓 ・営
業
力
の
強
化

・認
知
度
及
び
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上

生
産
体
制
の
確
立
と生
産
羽
数
の
向
上
に
向
け
た
取
り組
み

■
(株
)四
万
川

・新
規
生
産
者
の
確
保
、育
成

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

・ふ
化
率
・育
成
率
向
上
の
た
め
他
産
地
と連
携
した
生
産
体
制
の
強
化

・デ
ジ
タル
技
術
、設
備
の
導
入
な
どに
よる
生
産
羽
数
の
増
加

・家
畜
保
健
所
か
らの
指
導
に
基
づ
い
た
感
染
症
対
策

□
県
（
地
域
本
部
、家
畜
保
健
衛
生
所
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
共
有
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

・ふ
化
率
及
び
育
成
率
向
上
、感
染
症
対
策
に
か
か
る
指
導
、情
報
提
供

販
路
の
開
拓
・拡
大

・収
支
計
画
を
含
む
事
業
計
画
の
策
定
（
R3
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
を
活
用

・販
売
戦
略
、新
商
品
開
発
の
検
討
（
R4
）
→
中
山
間
アド
バ
イザ
ー
を活
用

・（
一
財
）
高
知
県
地
産
外
商
公
社
との
連
携
に
よ
る
営
業
活
動
（
R4
～
）

・（
一
財
）
高
知
県
地
産
外
商
公
社
主
催
の
商
談
会
に
出
展
（
R6
～
）

・県
名
古
屋
事
務
所
との
連
携
に
よ
る
営
業
活
動
（
R7
）

販
路
の
開
拓
・拡
大

■
(株
)四
万
川

・県
外
飲
食
店
との
取
引
強
化
に
向
け
た
、（
一
社
）
高
知
県
地
産
外
商
公
社
等
と

連
携
した
営
業
活
動

・県
外
商
談
会
等
へ
の
出
展
と商
品
の
ブラ
ッシ
ュア
ップ

・見
本
市
、高
級
飲
食
店
、高
級
旅
館
な
ど県
外
市
場
へ
の
販
路
開
拓

・新
商
品
の
開
発

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
共
有
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
伴
走
支
援

キ
ジ
肉
消
費
向
上

・い
の
町
本
川
地
区
と合
同
で
「土
佐
の
き
じ祭
り」
を
開
催
（
R2
～
）

・高
知
市
内
で
開
催
す
る
「ゆ
す
は
らフ
ェア
」へ
の
出
店
（
R4
～
）

・「
ゆ
す
は
ら
グ
ル
メ
ウ
ィー
ク
」に
て
、
県
外
有
名
シ
ェフ
に
よ
る
メ
ニ
ュ
ー
開
発

（
R4
）

・パ
ンフ
レ
ット
、ユ
ニホ
ー
ム
な
どの
販
促
資
材
の
製
作
（
R4
）

・E
C
サ
イト
の
リニ
ュー
アル
（
R5
）

キ
ジ
肉
認
知
度
向
上
・消
費
拡
大
に
向
け
た
取
り組
み

■
(株
)四
万
川

・い
の
町
本
川
地
区
と連
携
した
「土
佐
の
き
じ祭
り」
の
開
催

・愛
媛
県
鬼
北
町
、い
の
町
本
川
地
区
との
連
携
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
共
有
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

衛
生
管
理
、感
染
症
対
策
に
か
か
る
指
導

県
外
へ
の
営
業
活
動

「土
佐
の
き
じ祭
り」
開
催

３
者
連
携
に
よ
る
取
り組
み
と関
係
強
化

新
規
生
産
者
の

確
保
と育
成

ふ
化
率
・育
成
率
向
上
に
向
け
た

現
状
把
握
と対
策
（
ふ
化
機
導
入
等
）

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導
入

商
品
の
ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ

142



  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 

 
高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

農
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

２
  

四
万

十
流

域
資

源
の

ブ
ラ

ン
ド力

を
活

か
した

地
域

の
活

性
化

 
（

四
万

十
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
(株

)四
万

十
ドラ

マ
（

1）
栗

集
荷

量
 

（
大

正
、十

和
、西

土
佐

）

26
.6

t 
（

R4
）

18
.1

t
47

.3
t

30
t

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H
22

.4
月

（
2）

芋
生

産
量

 
（

四
万

十
の

芋
プ

ロジ
ェク

ト協
議

会
）

44
t 

（
R4

）
43

.5
t

42
t

70
t

 

事
業

概
要

四
万

十
川

流
域

の
資

源
を活

か
して

流
域

の
生

産
者

と加
工

事
業

者
が

連
携

して
、6

次
産

業
化

の
取

り組
み

を
拡

大
す

る
こと

で
、農

業
者

の
所

得
向

上
と雇

用
の

創
出

を
図

り、
中

山
間

地
域

の
活

性
化

を目
指

す
。

（
3）

(株
)四

万
十

ドラ
マ

 
新

規
雇

用
者

数
ー

2
人

ー
10

人
 

（
R6

～
9

累
計

）
 

（
4）

(株
)四

万
十

ドラ
マ

 
加

工
品

販
売

額
3.

4
億

円
 

（
R4

）
3.

8
億

円
5

億
円

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

量
の

増
大

 
      

・苗
木

の
補

助
な

どに
より

、栗
の

新
改

植
を

推
進

（
H2

2～
）

 
・担

い
手

とし
て

「し
ま

ん
と新

一
次

産
業

(株
)」

設
立

（
H2

4）
 

・栗
技

術
チ

ー
ム

会
で

の
低

樹
高

化
に

向
け

た
せ

ん
定

技
術

の
普

及
、特

選
栗

認
定

の
推

進
（

H2
4～

）
 

・人
参

芋
の

栽
培

を
推

進
す

る
「四

万
十

の
芋

プ
ロ

ジ
ェク

ト
協

議
会

」を
設

立
（

R3
）

 
・茶

の
オ

ー
ガ

ニッ
ク化

を目
指

した
産

地
づ

くり
（

Ｒ
5～

６
）

 
→

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・し
ま

ん
と地

栗
の

栽
培

を
推

進
す

る
「し

ま
ん

と地
栗

協
議

会
」を

設
立

(R
7)

[成
果

] 
・四

万
十

ド
ラマ

雇
用

者
 

数
（

加
工

部
）

 
Ｈ

30
：

8
人

  
　　

→
Ｒ

6：
19

人
 

 ・加
工

品
売

上
 

Ｈ
30

：
9,

90
0

万
円

 
　　

→
Ｒ

6：
3.

8
億

円
 

 [課
題

] 
・高

齢
化

等
に

よ
る

生
産

 
量

の
減

少
 

・新
商

品
の

開
発

とブ
ラン

 
ド

化
に

よ
る

販
路

の
拡

大
 

・地
域

商
社

機
能

の
強

化
 

     

生
産

の
強

化
 

■
(株

)四
万

十
ドラ

マ
 

・し
ま

ん
と流

域
農

業
or

ga
ni

c
プロ

ジ
ェク

トの
推

進
 

(農
業

部
門

立
ち

上
げ

、地
域

の
農

業
法

人
との

連
携

に
よ

る
栗

・芋
等

の
栽

培
拡

大
) 

・農
作

物
の

保
管

庫
等

の
導

入
検

討
 

□
県

（
高

南
農

業
改

良
普

及
所

等
）

 
・栗

：
剪

定
講

習
会

、目
慣

らし
会

開
催

支
援

 
・芋

：
病

害
虫

対
策

の
周

知
、有

機
農

業
に

関
す

る
情

報
提

供

 

 
施

設
機

械
整

備
と

ブ
ラ

ン
ド

化
 

     

・(
株

)四
万

十
ド

ラマ
が

カ
フェ

を
併

設
し

た
加

工
場

「お
ち

ゃく
りカ

フェ
」を

 
整

備
（

H
25

）
 →

産
振

補
助

金
の

活
用

 
・し

ま
ん

と新
一

次
産

業
(株

)ペ
ー

ス
ト

工
場

が
完

成
（

H
29

）
 

→
産

地
パ

ワ
ー

ア
ップ

事
業

の
活

用
 

・し
ま

ん
と新

一
次

産
業

(株
)に

高
品

質
ペ

ー
ス

ト
機

械
導

入
（

R
元

）
→

次
世

代
型

ハ
ウ

ス
・農

業
クラ

ス
ター

促
進

事
業

の
活

用
 

・(
株

)四
万

十
ド

ラマ
新

工
場

へ
の

加
工

機
械

整
備

（
R３

）
 

→
R2

（
R3

繰
越

）
新

型
コロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

対
策

産
業

振
興

推
進

特
別

支
援

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・商
品

増
産

体
制

の
整

備
、営

業
体

制
の

強
化

（
Ｒ

4～
5）

 
→

産
振

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
度

の
活

用
 

・直
営

販
売

店
（

高
知

市
）

の
オ

ー
プン

（
R６

.３
）

 
・E

C
サ

イト
の

改
善

（
R7

）
→

産
振

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
度

の
活

用
 

・直
営

販
売

店
（

阪
神

百
貨

店
梅

田
本

店
）

の
オ

ー
プ

ン
（

R7
.1

0）
 

　→
商

品
開

発
お

よ
び

製
造

体
制

の
強

化
に

産
振

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

制
度

の
 

活
用

加
工

流
通

・販
売

拡
大

 
■

(株
)四

万
十

ドラ
マ
 

・生
産

拡
大

に
向

け
た

施
設

整
備

や
設

備
の

検
討

（
貯

蔵
庫

、冷
凍

庫
、農

作
物

流
 

通
セ

ンタ
ー

等
）

 
・営

業
体

制
の

強
化

(E
C

サ
イト

の
改

良
、販

売
エ

リア
の

拡
大

) 
・農

作
物

の
集

約
・販

売
に

よる
地

域
の

PR
(地

域
商

社
の

機
能

強
化

) 
・地

域
資

源
を

活
か

した
新

商
品

開
発

 
・P

DC
A

サ
イク

ル
に

よ
る

新
店

舗
の

売
上

向
上

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
･産

振
補

助
金

の
紹

介
、研

修
会

や
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
 

の
橋

渡
し

農
業

法
人

との
連

携
に

よ
る

栽
培

拡
大

農
業
 

部
門
 

立
ち
 

上
げ 生

産
体

制
の

拡
大

・検
討

施
設

整
備

営
業

体
制

の
強

化
、P

D
CA

ブ
ラ

ン
ド力

U
P

に
向

け
た

商
品

展
開

・開
発

保
管

庫
等

の
導

入
検

討

地
域

商

社
機

能

再
構

築

農
作

物
の

集
約

及
び

販
売

強
化
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高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
3
四
万
十
町
畑
作
振
興
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
野
菜
(同
)、
(株
)ハ
マ
ヤ

(1
)四
万
十
野
菜
(同
)売
上

高
1.
28
億
円

（
R5
）

1.
33
億
円

1.
36
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

(2
)四
万
十
野
菜
(同
)加
工

品
売
上
高

79
千
円

（
R5
）

57
6
千
円

1,
09
5
千
円

事
業
概
要

有
機
栽
培
や
特
別
栽
培
等
の
野
菜
・米
を
栽
培
す
る
農
業
者
と連
携
して
、外
商
活
動
等
を強

化
し野
菜
の
産
地
化
を
進
め
る
。ま
た
、地
域
の
食
材
を
使
用
した
加
工
品
の
製
造
・販
売
に
よ
り

地
域
の
農
業
者
の
所
得
向
上
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

農
業
者
連
携
の
拡
大
・

強
化

・「
四
万
十
有
機
部
会
」を
中
心
とし
た
勉
強
会
の
実
施
（
H2
8～
30
）

・県
外
卸
売
業
者
の
招
へ
い
（
継
続
）

・地
域
野
菜
ブ
ラン
ドと
して
「し
ま
ん
と畑
」を
旗
揚
げ
（
H2
9～
）

・サ
トイ
モ
、シ
ョウ
ガ
の
出
荷
調
整
機
械
の
導
入
（
H3
0）

・J
-G
AP
認
証
の
取
得
（
R２
～
R5
）

・四
万
十
町
で
の
就
農
希
望
者
の
雇
用
（
R2
～
）

・現
地
検
討
会
「有
機
生
姜
圃
場
クリ
ニッ
ク」
の
実
施
（
R2
∼
）

・有
機
JA
S
認
証
の
取
得
（
R3
～
）

・有
機
水
稲
の
試
験
栽
培
（
R5
～
）

[成
果
]

・四
万
十
野
菜
(同
)へ
の
出

荷
者
の
増
加

H2
8：
4
名

→
R6
：
27
名

・新
商
品
の
開
発

R2
～
R6
：
16
品

[課
題
]

・有
機
農
業
や
特
別
栽
培
を

目
指
す
人
材
の
確
保

・需
要
に
応
じ
た
生
産
力
の

強
化
(機
械
・設
備
の
整
備
)

・野
菜
・米
及
び
加
工
品
の

販
路
開
拓

農
業
者
連
携
の
拡
大
・強
化

■
四
万
十
野
菜
(同
)

・栽
培
技
術
現
地
検
討
会
（
圃
場
クリ
ニッ
ク）
・勉
強
会
の
実
施
、新
規
有
機
農
業

者
との
連
携
、就
農
希
望
者
の
研
修
受
入
れ

・有
機
栽
培
に
お
け
る
水
稲
と野
菜
に
よ
る
輪
作
の
実
践
、有
機
米
専
用
施
設
・機
械

導
入
の
検
討

□
県
（
高
南
農
業
改
良
普
及
所
等
）

・栽
培
技
術
検
討
会
の
開
催
支
援
、栽
培
技
術
指
導
、実
証
ほ
の
設
置

・有
機
農
業
及
び
研
修
生
受
入
れ
・独
立
等
に
関
す
る
情
報
提
供

連
携
強
化
に
伴
う卸
事
業
の
拡
大

■
四
万
十
野
菜
(同
)、
(株
)ハ
マヤ

・有
機
農
産
物
等
に
か
か
る
外
商
活
動
の
強
化
、有
機
米
の
輸
出

□
県
（
高
南
農
業
改
良
普
及
所
、地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

6
次
産
業
化
の
推
進

・シ
ョウ
ガ
等
を使
用
した
新
商
品
開
発
（
R2
）

→
6
次
産
業
化
セ
ミナ
ー
（
実
践
コー
ス
）
の
活
用

・加
工
事
業
の
事
業
戦
略
・経
営
計
画
策
定
→
産
振
補
助
金
の
活
用
(R
3)

・加
工
商
品
の
磨
き
上
げ
（
R3
）

→
6
次
産
業
化
セ
ミナ
ー
（
ア
ップ
グ
レ
ー
ドコ
ー
ス
）
の
活
用

・商
品
化
の
取
り組
み
（
R3
～
R4
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・県
版
HA
CC
P
認
証
取
得
に
向
け
た
研
修
参
加
（
R3
～
）

・加
工
施
設
の
整
備
（
R4
）

→
新
事
業
チ
ャレ
ンジ
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・農
林
水
産
省
六
次
産
業
化
・地
産
地
消
法
に
基
づ
く総
合
化
事
業
計
画
の

認
定
（
R4
～
）

・農
山
漁
村
発
イ
ノベ
ー
シ
ョン
推
進
事
業
に
よ
る
専
門
家
派
遣
事
業
の
活
用

（
R5
～
）

・機
能
性
食
品
表
示
取
得
の
検
討
（
R6
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

加
工
商
品
の
販
売
拡
大

■
四
万
十
野
菜
(同
)

・商
談
会
等
へ
の
参
加
に
よ
る
販
売
拡
大

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

加
工
商
品
の
拡
充

■
四
万
十
野
菜
(同
)

・マ
ー
ケ
ット
イン
に
よ
る
新
商
品
開
発
と既
存
商
品
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
活
用
の
提
案
、各
種
支
援
制
度
の

情
報
提
供

現
地
検
討
会
・勉
強
会
の
開
催

水
稲

試
験

栽
培

有
機
農
業
者
連
携
に
よ
る

生
産
・販
売

有
機
農
産
物
等
の
外
商
活
動

営
業
活
動
の
強
化

新
商
品
の
開
発
と磨
き
上
げ
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主
な

取
り組

み
これ

ま
で

の
主

な
動

き
第

５
期

計
画

に
お

け
る

行
程

表
 

取
り組

み
の

内
容

主
な

成
果

・課
題

事
業

概
要

R6
R7

R8
R9

 
ブ

ラ
ン

ド化
の

推
進

 
      

・四
万

十
ポ

ー
クブ

ラン
ド推

進
協

議
会

設
立

（
H2

6）
 

・四
万

十
町

養
豚

クラ
ス

ター
計

画
とブ

ラン
ド化

の
方

針
を

策
定

（
H2

6）
 

・ブ
ラン

ド化
に

向
け

た
関

係
者

の
ワ

ー
クシ

ョッ
プ（

R
元

）
 

→
産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 
・四

万
十

ポ
ー

クの
ロゴ

マ
ー

ク決
定

（
R2

）
 

・外
商

専
用

ウェ
ブ

サ
イト

の
開

設
及

び
販

促
ツー

ル
の

作
成

（
R3

～
）

 
・パ

ンフ
レ

ット
作

成
、地

域
イベ

ント
へ

の
出

店
（

R5
～

）

[成
果

] 
四

万
十

ポ
ー

ク認
知

度
向

上
 

84
%

(R
6)

  
→

 9
1%

(R
7)

 
(イ

ベ
ン

ト
時

の
ア

ン
ケ

ー
ト

よ
り)

 
  [課

題
] 

・四
万

十
ポ

ー
クの

認
知

度
の

さら
な

る
向

上
（

イ
ベ

ン
ト

参
加

や
食

育
活

動
等

）
 

・伝
染

性
疾

病
の

低
減

四
万

十
ポ

ー
ク

の
PR

 
■

四
万

十
ポ

ー
クブ

ラン
ド推

進
協

議
会

 
・イ

ベ
ント

参
加

や
PR

キ
ャン

ペ
ー

ン等
に

よる
四

万
十

ポ
ー

クの
認

知
度

の
向

上
 

・町
内

の
小

学
校

な
どで

の
食

育
を

通
じた

四
万

十
ポ

ー
クの

PR
 

□
県

（
西

部
家

畜
保

健
衛

生
所

、地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

との
橋

渡
し 

地
域

団
体

商
標

の
取

得
 

■
四

万
十

ポ
ー

クブ
ラン

ド推
進

協
議

会
 

・地
域

団
体

商
標

取
得

に
向

け
た

体
制

等
の

検
討

及
び

課
題

整
理

 
□

県
（

西
部

家
畜

保
健

衛
生

所
、地

域
本

部
等

）
 

・ブ
ラン

ド化
促

進
の

た
め

の
産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

を
提

案
、各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

 

 
商

品
開

発
と販

路
開

拓
 

    

・(
農

)四
国

デ
ュ

ロ
ック

フ
ァー

ム
直

営
の

加
工

所
及

び
直

販
所

を
整

備
（

H
27

）
→

産
振

補
助

金
の

活
用

 
・(

農
)平

野
協

同
畜

産
直

営
の

加
工

所
及

び
直

販
所

を
整

備
（

R4
）

→
産

振
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
制

度
の

活
用

 
・(

農
)平

野
協

同
畜

産
に

よる
新

商
品

開
発

（
R５

）
 

→
商

品
づ

くり
ワ

ー
キ

ン
グ

（
食

の
プ

ラッ
ト

フォ
ー

ム
）

の
活

用

商
品

開
発

と販
路

開
拓

 
■

四
万

十
ポ

ー
クブ

ラン
ド推

進
協

議
会

 
・新

商
品

の
開

発
、催

事
・商

談
会

等
へ

の
参

加
に

よる
販

路
拡

大
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・新
商

品
開

発
に

向
け

た
産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

を
提

案
、各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

 
生

産
基

盤
の

強
化

 
        

・(
農

)平
野

協
同

畜
産

の
豚

舎
を

整
備

（
H

28
～

29
）

 
→

産
振

補
助

金
の

活
用

 
高

知
県

初
の

農
場

HA
CC

P
推

進
農

場
に

認
定

（
H2

8）
 

四
国

初
の

養
豚

農
場

HA
CC

P
認

証
取

得
（

R
元

）
 

・(
農

)四
国

デ
ュロ

ック
ファ

ー
ム

の
豚

舎
を

整
備

（
R3

～
4）

 
→

大
規

模
畜

産
施

設
整

備
事

業
費

補
助

金
（

県
）

、畜
産

・酪
農

収
益

力
強

化
総

合
対

策
基

金
等

事
業

補
助

金
（

国
）

の
活

用
 

・(
有

)渡
辺

畜
産

の
豚

舎
を

整
備

（
R4

～
5）

 
→

大
規

模
畜

産
施

設
整

備
事

業
費

補
助

金
（

県
）

、畜
産

・酪
農

収
益

力
強

化
総

合
対

策
基

金
等

事
業

補
助

金
（

国
）

の
活

用
 

・(
株

)山
中

畜
産

の
豚

舎
を

整
備

（
R6

～
7）

 
→

産
振

補
助

金
（

県
）

、畜
産

・酪
農

収
益

力
強

化
総

合
対

策
基

金
等

事
業

補
助

金
（

国
）

の
活

用

生
産

基
盤

の
強

化
 

■
(株

)山
中

畜
産

 
・豚

舎
整

備
 

□
県

（
西

部
家

畜
保

健
衛

生
所

等
）

 
・防

疫
衛

生
に

関
す

る
アド

バ
イス

、各
種

補
助

事
業

の
紹

介

 
高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

農
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

4 
 四

万
十

ポ
ー

ク
の

ブ
ラ

ン
ド化

の
推

進
 

（
四

万
十

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

四
万

十
ポ

ー
ク

ブ
ラ

ン
ド

推
進

協
議

会
、

(農
)平

野
協

同
畜

産
、

(有
)渡

辺
畜

産
、

(株
)山

中
畜

産
、(

農
)四

国
デ

ュロ
ック

ファ
ー

ム
（

1）
四

万
十

ポ
ー

ク 
売

上
高

※
1

10
.4

億
円

 
（

R4
）

13
.6

億
円

14
.9

億
円

15
.2

億
円

 

AP
へ

の
位

置
づ

け
H2

7.
4

月
（

2）
年

間
出

荷
頭

数
 

　　
　[

うち
(株

)山
中

畜
産

の
 

年
間

出
荷

頭
数

]

25
,3

32
頭

 
[1

,7
83

頭
]

（
R4

）

28
,0

82
頭

 
[5

68
頭

]
30

,9
34

頭
38

,6
96

頭
 

[4
,5

14
頭

]

 

事
業

概
要

安
心

・安
全

な
豚

肉
を

安
定

的
に

消
費

者
に

提
供

で
き

る
体

制
の

も
と、

関
係

機
関

が
連

携
し

て
一

体
的

な
取

り組
み

を
進

め
、四

万
十

町
産

豚
肉

の
ブ

ラン
ド価

値
と収

益
性

の
向

上
を

目
指

す
。

（
3）

四
万

十
ポ

ー
ク取

扱
店

舗
数

※
2

2
軒

 
（

R4
）

34
軒

46
軒

40
軒

 
（

R6
～

9
累

計
）

 
※

1　
JA

高
知

県
の

取
扱

高
  

  
※

2　
取

扱
店

の
うち

、P
R

に
協

力
い

た
だ

く店
舗

数

四
万

十
ポ

ー
ク

の
PR

活
動

勉
強

会
開

催
等

に
よ

る
課

題
整

理

商
品

開
発

と販
路

開
拓

施
設

整
備

新
施

設
で

の
 

飼
育

【用
語

】　
・農

場
HA

CC
P：

農
場

の
衛

生
管

理
を向

上
させ

る
た

め
、農

場
に

HA
CC

P
の

考
え

方
を取

り入
れ

、危
害

要
因

を防
止

す
るた

め
の

管
理

ポ
イン

トを
設

定
、継

続
的

に
監

視
・記

録
を行

うこ
とで

、農
場

段
階

で
危

害
要

因
をコ

ント
ロー

ル
す

る手
法

の
こと

。畜
産

分
野

に
お

い
て

は
、家

畜
の

疾
病

等
の

要
因

分
析

を
行

い
、排

除
また

は
管

理
す

る方
策

の
構

築
、家

畜
の

健
康

維
持

の
確

保
、家

畜
、畜

産
物

の
安

全
性

の
確

保
と生

産
性

の
向

上
を可

能
とす

る
。

食
育

を
通

じた
PR
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高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

林
業

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
5　

梼
原

10
0

年
の

森
林

・人
づ

くり
プ

ロ
ジ

ェク
ト　

～
森

と水
の

文
化

を
紡

ぐ～
 

（
梼

原
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
梼

原
町

、梼
原

町
森

林
組

合
、ゆ

す
は

ら
ペ

レ
ット

(株
)、

ゆ
す

は
ら

エ
ネ

ル
ギ

ー
(株

)、
(株

)K
IR

ec
ub

(1
)林

業
の

新
規

就
業

者
数

 
６

人
 

(R
4)

０
人

３
人

16
人

 
（

R6
～

9
累

計
）

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

(2
)町

実
施

の
再

造
林

面
積

2.
08

ha
 

(R
4)

10
.4

2h
a

12
.0

ha
30

ha

 

事
業

概
要

梼
原

町
の

根
幹

をな
す

『森
林

と水
の

文
化

』は
、森

林
と水

に
よっ

て
形

成
され

て
きた

「産
業

の
発

展
」と

、森
林

と水
に

留
意

しな
が

らす
す

め
られ

る
「自

然
環

境
の

保
全

」・
「生

活
環

境
の

整
備

」、
心

豊
か

な
町

民
の

生
活

の
中

か
ら生

まれ
る

「人
・食

・自
然

・伝
統

・文
化

」で
あ

る
。 

この
伝

統
を

将
来

に
わ

た
って

生
か

しな
が

ら、
新

た
な

『森
林

と水
の

文
化

』を
形

成
す

る
た

め
、

森
林

の
有

す
る

機
能

の
高

度
発

揮
に

取
り組

み
、地

域
内

経
済

の
循

環
、林

業
経

営
の

イノ
ベ

ー
シ

ョン
、地

域
人

材
を

育
む

力
を醸

成
し、

町
有

林
の

伐
採

か
ら再

造
林

の
実

現
、再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
地

産
地

消
化

、森
林

との
ふ

れ
あ

い
を

通
じた

交
流

人
口

の
拡

大
に

取
り組

む
。

(3
)森

林
由

来
の

新
商

品
開

 
　　

発
（

も
の

・サ
ー

ビス
）

－
6

品
６

品
4

品
 

（
R6

～
9

累
計

）

 
(4

)木
質

ペ
レ

ット
生

産
量

1,
44

6ｔ
 

(R
4)

81
3ｔ

2,
30

0ｔ

 
(5

)太
郎

川
公

園
の

利
用

者
 

　　
数

8,
08

3
人

 
(R

4)
12

,6
88

人
12

,2
71

人
30

,0
00

人

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

森
林

と
関

わ
る

新
た

な
人

づ
くり

◆
環

境
先

進
企

業
との

協
働

 
・協

働
の

森
づ

くり
協

定
を締

結
、森

林
整

備
と交

流
活

動
、担

い
手

の
育

成
 

◆
次

代
を

担
う職

業
人

の
育

成
 

・林
業

ミッ
シ

ョン
の

地
域

お
こし

協
力

隊
の

導
入

（
R3

～
）

[成
果

] 
・(

株
)K

IR
ec

ub
 

設
立

（
R5

）
 

・梼
原

森
林

づ
くり

大
学

構
想

 
（

R3
）

 
・木

工
品

開
発

：
6

商
品

　　
　　

　　
(R

6)
 

  [課
題

] 
・森

林
資

源
の

活
用

促
進

と
伐

採
後

の
再

造
林

 
・木

質
バ

イオ
マ

ス
発

電
所

新
設

に
伴

う生
産

体
制

の
拡

充
及

び
原

木
供

給
 

・森
林

を
通

じ
た

関
係

人
口

の
拡

大
と林

業
担

い
手

確
保

林
業

担
い

手
の

確
保

 
■

梼
原

町
、梼

原
町

森
林

組
合

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

等
（

民
間

事
業

体
）

の
確

保
・育

成
 

・地
域

お
こし

協
力

隊
等

（
民

間
事

業
体

）
の

育
成

体
制

の
構

築
 

・退
任

後
の

収
入

確
保

に
向

け
た

森
林

サ
ー

ビス
産

業
創

出
の

促
進

 
・半

林
半

X
とい

った
新

た
な

働
き

方
の

提
案

 
・町

有
林

（
分

収
林

含
む

）
を

主
体

とし
た

安
定

的
な

事
業

量
の

確
保

 
□

林
業

事
務

所
、地

域
本

部
 

・支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

、現
場

指
導

、取
組

伴
走

支
援

、進
捗

管
理

等

  
 

 
森

林
資

源
の

循
環

利
用

◆
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
地

産
地

消
 

・木
質

ペ
レ

ット
工

場
の

施
設

整
備

 
　　

　お
が

粉
製

造
機

の
導

入
（

H2
4）

→
産

振
補

助
金

を活
用

、 
粉

砕
機

(H
30

)、
燃

焼
灰

袋
詰

め
装

置
(R

3)
 

◆
森

林
資

源
の

再
生

産
 

・分
収

造
林

の
競

売
に

よ
る

主
伐

の
推

進
と木

材
の

安
定

供
給

 
◆

木
材

の
付

加
価

値
創

造
 

・林
業

振
興

計
画

の
方

針
策

定
→

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・木
工

品
等

の
開

発
(R

6)

環
境

先
進

企
業

との
協

働
の

高
度

化
 

■
梼

原
町

、梼
原

町
森

林
組

合
、ゆ

す
は

らペ
レ

ット
(株

)、
ゆ

す
は

らエ
ネ

ル
ギ

ー
(株

)、
 

(株
)K

IR
ec

ub
 

・環
境

先
進

企
業

の
知

見
と梼

原
町

の
資

源
を活

用
した

森
林

由
来

の
新

商
品

開
発

 
・木

質
ペ

レ
ット

の
増

産
（

発
電

施
設

の
新

設
、木

質
ペ

レ
ット

製
造

施
設

の
増

設
）

 
・環

境
先

進
企

業
に

対
す

る
「梼

原
町

の
森

林
と水

の
文

化
」の

理
解

促
進

（
高

校
生

 
に

よ
る

プ
レゼ

ン
、社

会
見

学
）

 
・環

境
先

進
企

業
・高

校
生

・地
域

お
こし

協
力

隊
の

協
働

事
業

の
実

施
 

□
林

業
事

務
所

、地
域

本
部

 
・支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
、現

場
指

導
、取

組
伴

走
支

援
、進

捗
管

理
等

 
交

流
人

口
の

拡
大

 
◆

滞
在

型
の

観
光

地
域

づ
くり

の
推

進
（

太
郎

川
公

園
）

 
・き

つ
つ

き
学

習
館

の
改

修
（

R4
）

 
→

観
光

振
興

推
進

総
合

支
援

事
業

費
補

助
金

（
観

光
資

源
磨

き上
げ

事
 

業
）

の
活

用
 

・キ
ャン

プ場
の

整
備

、多
言

語
対

応
サ

イン
の

設
置

（
R4

）
 

→
観

光
施

設
等

緊
急

整
備

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・湿
性

植
物

園
の

整
備

(R
4)

　 
→

博
覧

会
受

入
環

境
等

整
備

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・太
郎

川
公

園
リニ

ュー
アル

オ
ー

プ
ン（

R5
）

 
・森

林
の

文
化

シ
ンポ

ジ
ウム

、森
林

フェ
ス

テ
ィバ

ル
等

イベ
ント

開
催

滞
在

型
の

観
光

地
域

づ
くり

の
推

進
（

太
郎

川
公

園
を

活
用

した
関

係
人

口
の

創
出

）
■

梼
原

町
 

・次
世

代
へ

の
森

林
環

境
教

育
の

実
施

 
・体

験
型

イベ
ント

や
シ

ンポ
ジ

ウム
の

開
催

 
・観

光
協

会
な

ど関
係

機
関

との
連

携
強

化
 

□
地

域
本

部
、林

業
事

務
所

 
・支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供
、取

組
伴

走
支

援
、進

捗
管

理
等

町
内

施
設

へ
電

力
と熱

の
供

給
施

設
整

備

指
導

体
制

の
検

討
指

導
体

制
の

運
用

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

、試
行

、起
業

支
援

太
郎

川
公

園
の

環
境

整
備

や
機

能
の

充
実

森
林

フェ
ス

テ
ィバ

ル
等

イ
ベ

ン
トの

開
催

定
期

的
な

交
流

会
の

実
施

町
有

林
（

分
収

林
）

の
計

画
的

発
注

マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

、試
作

、販
促

Ｐ
Ｒ

活
動

地
域

お
こし

協
力

隊
等

の
確

保
・育

成

森
の

よ
うち

え
ん

・梼
原

高
校

Ｐ
Ｔ

森
林

の
体

験
プ

ラ
ン

の
造

成
、周

遊
促

進

森
林

セ
ラ

ピ
ー

の
推

進
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高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

水
産

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
6　

須
崎

市
産

養
殖

マ
ダ

イ
等

の
販

路
拡

大
 

（
須

崎
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
(株

)小
島

水
産

、◎
乙

女
会

、高
知

県
漁

協
深

浦
支

所
乙

女
鯛

売
上

高
※

10
3,

90
9 

千
円

 
（

R4
）

22
1,

16
6 

千
円

28
7,

12
7 

千
円

30
0,

00
0 

千
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
5.

4
月

※
会

計
年

度
：

10
月

～
９

月
(R

5.
9

月
末

決
算

以
降

は
、1

月
末

決
算

)

 

事
業

概
要

養
殖

魚
（

マ
ダイ

）
生

産
者

グ
ル

ー
プ

と養
殖

業
に

関
連

した
民

間
企

業
、漁

協
と連

携
し、

他
産

地
の

生
産

動
向

や
県

外
大

手
出

荷
業

者
の

販
売

戦
略

に
左

右
され

に
くい

販
売

力
（

自
社

価
格

の
設

定
、加

工
に

よる
付

加
価

値
の

向
上

、取
引

量
の

拡
大

等
）

を構
築

し、
養

殖
業

の
振

興
を

図
る。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

品
質

の
維

持
・向

上
と

生
産

量
の

確
保

 
   

・新
規

漁
業

就
業

者
の

確
保

を
目

的
とし

た
漁

業
就

業
セ

ミナ
ー

の
開

催
（

H2
7:

1
回

、R
元

:1
回

）
 

・生
産

者
の

確
保

を
目

的
とし

た
新

規
漁

業
就

業
者

の
長

期
研

修
生

受
入

（
H2

9:
1

名
、H

30
:1

名
）

 
 

[成
果

] 
・雇

用
者

の
増

 
（

株
）

小
島

水
産

 
　R

4:
6

名
→

R6
:9

名
 

       [課
題

] 
・さ

ら
な

る
販

路
の

拡
大

に
向

け
た

販
売

促
進

 
・安

定
的

な
マ

ダイ
生

産
に

係
る

生
産

者
の

確
保

 
・近

年
の

７
～

９
月

の
海

水
高

温
化

に
よ

る
マ

ダイ
の

生
育

阻
害

の
発

生

品
質

の
維

持
・向

上
と

生
産

量
の

確
保

 
■

乙
女

会
 

・販
路

拡
大

等
、有

利
販

売
の

強
化

に
よ

る
生

産
者

の
乙

女
会

へ
の

新
規

加
入

促
進

を
通

じ
た

生
産

量
の

増
加

 
□

県
（

中
央

漁
業

指
導

所
等

）
、高

知
県

漁
協

深
浦

支
所

 
・新

規
漁

業
就

業
セ

ミナ
ー

等
の

開
催

支
援

、漁
業

就
業

フ
ェア

の
開

催
及

び
支

援
制

度
等

に
関

す
る

情
報

提
供

 
・マ

ダ
イ

の
生

育
阻

害
防

止
の

た
め

、夏
場

の
高

水
温

対
策

を
実

施

 

 
販

路
の

開
拓

・拡
大

 
  

・バ
イヤ

ー
や

飲
食

店
事

業
者

を対
象

とし
た

産
地

見
学

会
の

開
催

 
（

H2
8:

13
回

、H
29

:2
回

、H
30

:5
回

、R
4:

２
回

、R
5:

1
回

、R
6:

１
回

）
 

・県
内

外
商

談
会

へ
の

出
展

 
（

H2
7:

4
回

、H
28

:3
回

、H
29

:3
回

、R
3:

２
回

）
 

・個
別

商
談

会
の

実
施

 
（

R6
:1

回
）

販
路

の
開

拓
・拡

大
 

■
(株

)小
島

水
産

 
・県

内
外

商
談

会
へ

の
出

展
、ふ

る
さと

納
税

返
礼

品
取

り扱
い

や
個

別
の

商
談

等
に

よ
る

販
路

の
拡

大
 

□
県

（
中

央
漁

業
指

導
所

等
）

 
・県

内
外

商
談

会
等

の
紹

介
、商

談
会

の
出

展
等

に
係

る
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、
関

係
者

へ
の

橋
渡

し
 

加
工

体
制

の
強

化
・新

商
品

の
開

発
 

    

・加
工

施
設

の
拡

張
（

R3
）

→
　産

振
補

助
金

を活
用

 
・先

進
的

な
加

工
機

器
（

金
属

探
知

機
、う

ろ
こ落

とし
機

、フ
ィレ

マ
シ

ン
等

）
の

導
入

（
H2

5～
26

）
→

　革
新

的
も

の
づ

くり
・商

業
・サ

ー
ビス

開
発

支
援

補
助

金
等

を
活

用
 

・H
AC

CP
研

修
等

の
受

講
（

H2
9～

30
）

 
・衛

生
管

理
の

強
化

に
向

け
、県

版
HA

CC
P

第
３

ス
テ

ー
ジ

の
認

証
取

得
（

H3
0.

10
月

) 
・処

理
能

力
の

向
上

を
図

る
た

め
、加

工
事

業
の

人
員

を
５

名
増

員
（

R5
）

→
追

加
で

２
名

の
増

員
（

R6
）

 

加
工

体
制

の
強

化
・新

商
品

の
開

発
 

■
(株

)小
島

水
産

 
・コ

ン
セ

プ
トづ

くり
、市

場
調

査
（

消
費

者
の

意
見

集
約

）
、製

造
方

法
等

の
検

討
、

商
品

改
良

や
商

品
化

の
実

現
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・商
品

化
に

向
け

た
ア

ドバ
イス

を
得

る
た

め
の

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

の
活

用
提

案
、加

工
品

試
作

に
係

る
支

援
制

度
の

情
報

提
供

後
継

者
及

び
生

産
者

の
確

保

新
た

な
販

路
の

開
拓

・拡
大

新
商

品
の

開
発

安
定

的
な

加
工

体
制

の
確

保
 

ス
タ

ッフ
の

研
修
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高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

水
産

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
7　

ゆ
す

は
らア

メ
ゴ

の
生

産
・販

売
促

進
 

（
梼

原
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
集

落
活

動
セ

ン
ター

「お
ち

め
ん

」、
梼

原
町

売
上

高
37

6
万

円
 

（
R5

見
込

)
39

7
万

円
42

9
万

円
1,

62
6

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R3
.４

月

 

事
業

概
要

梼
原

町
の

伝
統

産
業

で
あ

る
ア

メゴ
養

殖
事

業
を

持
続

発
展

さ
せ

る
た

め
、担

い
手

の
確

保
と育

成
、デ

ジ
タル

技
術

を
導

入
し

た
最

適
な

養
殖

環
境

の
構

築
に

よ
る

安
定

生
産

と販
売

拡
大

を
図

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

体
制

の
確

立
・強

化
 

                 

・養
殖

事
業

の
デ

ジ
タル

化
に

よる
省

力
化

（
R4

～
）

 
→

中
山

間
デ

ジ
タル

化
推

進
補

助
金

の
活

用
 

・孵
化

施
設

の
整

備
（

R4
）

→
　中

山
間

地
域

デ
ジ

タル
化

支
援

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・養
殖

池
の

整
備

（
R4

）
→

　中
山

間
地

域
デ

ジ
タル

化
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・集

落
活

動
セ

ンタ
ー

「お
ち

め
ん

」内
に

ア
メゴ

養
殖

事
業

部
会

の
立

ち
上

げ
、 

月
一

回
の

情
報

共
有

、進
捗

管
理

（
R4

～
）

 
・デ

ジ
タル

化
に

よ
る

水
温

水
流

監
視

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

よる
デ

ー
タ取

り 
（

R4
～

）
 

・初
の

孵
化

作
業

（
R4

）
 

・放
流

事
業

の
復

活
（

R5
）

 
・内

水
面

漁
業

セ
ンタ

ー
及

び
工

業
技

術
セ

ンタ
ー

と連
携

し、
水

カビ
病

対
策

用
銅

ファ
イバ

ー
の

運
用

（
R7

）

[成
果

] 
・担

い
手

の
確

保
 

　R
6：

1
名

 
・放

流
事

業
の

復
活

 
　R

5～
：

稚
魚

26
0k

g 
　　

　　
 　

成
魚

45
0k

g 
・取

引
件

数
 

→
R6

：
19

件
 

・デ
ジ

タル
機

器
の

設
置

 
　R

4：
鳥

獣
対

策
監

視
カメ

 
　　

　　
ラ、

水
中

カメ
ラ、

水
 

　　
位

・水
温

観
測

機
器

 
   [課

題
] 

・ア
メゴ

の
安

定
供

給
 

・販
売

・収
支

計
画

の
見

直
し 

・「
ゆ

す
は

ら
ア

メ
ゴ

」の
認

知
度

向
上

 
・人

材
の

確
保

、育
成

生
産

体
制

の
確

立
・強

化
 

■
集

落
活

動
セ

ンタ
ー

「お
ち

め
ん

」、
梼

原
町

 
　・

アメ
ゴ

養
殖

に
関

わ
る

人
材

の
確

保
 

　・
デ

ジ
タル

化
に

より
取

得
した

デ
ー

タを
活

用
した

養
殖

事
業

の
効

率
化

等
に

向
け

た
取

 
り組

み
 

　・
販

売
・収

支
計

画
の

見
直

し 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

　・
各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し 
 「ゆ

す
は

ら
ア

メ
ゴ

」ブ
ラ

ン
ドの

確
立

に
向

け
た

取
り組

み
 

■
集

落
活

動
セ

ンタ
ー

「お
ち

め
ん

」、
梼

原
町

 
　・

「ゆ
す

は
らア

メゴ
」の

ブ
ラン

デ
ィン

グ
に

つ
い

て
、産

振
アド

バ
イザ

ー
を

活
用

した
マ

ー
ケ
 

テ
ィン

グ
戦

略
の

策
定

を検
討

 
　・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
SN

S
等

に
よ

る
広

報
活

動
 

　・
「遊

友
館

」等
を活

用
した

アメ
ゴ

関
連

イベ
ント

の
開

催
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
　・

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
提

案
 

　・
各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し

 
 

 
販

路
の

拡
大

 
       

・（
一

財
）

地
産

地
消

外
商

公
社

との
連

携
に

よ
る

商
品

開
発

、営
業

先
の

 
獲

得
（

R4
）

 
・営

業
活

動
に

より
獲

得
した

販
売

先
と新

商
品

の
開

発
検

討
（

R4
）

 
・財

務
ア

ドバ
イザ

ー
、広

告
会

社
な

どを
構

成
員

とす
る

「ゆ
す

は
らア

メゴ
販

売
会

議
」発

足
（

R5
～

）

加
工

商
品

の
開

発
、販

売
促

進
 

■
集

落
活

動
セ

ンタ
ー

「お
ち

め
ん

」、
梼

原
町

 
・新

商
品

開
発

・販
売

 
・P

R
や

営
業

活
動

に
よ

る
販

路
の

開
拓

・拡
大

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

　・
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

提
案

 
　・

各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し

生
産

者
の

確
保

、育
成

デ
ー

タ
活

用
に

よ
る

養
殖

事
業

の
効

率
化

等

戦
略

の
改

善
 

定
期

的
な

販
売

会
議

（
PD

CA
）

SN
S

等
に

よ
る

情
報

発
信

イ
ベ

ン
ト

等
の

開
催

に
よ

る
「ゆ

す
は

らア
メ

ゴ
」

の
認

知
度

向
上 新
商

品
の

開
発

、販
売

販
路

の
開

拓
、営

業
活

動
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高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
8　

「鰹
乃

國
水

産
」ブ

ラ
ン

ドの
創

出
・販

売
促

進
 

（
中

土
佐

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

企
画

・ど
久

礼
も

ん
企

業
組

合
、中

土
佐

町
売

上
高

3,
07

2
万

円
（

R4
）

4,
99

1
万

円
6,

38
9

万
円

5,
90

0
万

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

 

事
業

概
要

中
土

佐
町

の
特

産
品

で
あ

る
カツ

オ
に

つ
い

て
、冷

凍
カツ

オ
の

価
値

を
高

め
供

給
体

制
を

構
築

し販
売

拡
大

す
る

こと
で

、地
元

の
カツ

オ
の

一
本

釣
りの

文
化

や
風

土
を含

め
た

ブ
ラン

ド化
を

図
り

漁
業

の
活

性
化

を目
指

す
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

安
定

的
な

生
産

体
制

の
構

築
 

      

・水
産

加
工

場
の

整
備

（
H2

5～
26

）
 

→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・水
揚

げ
時

期
に

左
右

され
な

い
安

定
供

給
の

た
め

の
冷

凍
商

品
の

開
発

・販
売

（
H2

9～
）

 
・マ

イナ
ス

50
℃

で
保

存
可

能
な

冷
凍

庫
の

整
備

（
R4

）
 

→
中

土
佐

町
支

援
制

度
の

活
用

 
・タ

タキ
製

品
製

造
の

効
率

化
に

向
け

て
真

空
包

装
機

・急
速

冷
凍

機
の

導
入

（
R6

、R
7）

→
中

土
佐

町
支

援
制

度
の

活
用

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

(団
体

委
託

型
)２

名
の

雇
用

に
よ

る
体

制
強

化
（

R7
）

[成
果

] 
・高

鮮
度

ブ
ラン

ドの
確

立
 

・商
品

開
発

数
 

　H
27

～
R6

 
 ：

5
商

品
 

     [課
題

] 
・自

社
EC

サ
イ

トの
売

上
の

伸
び

悩
み

 
・価

格
に

見
合

う付
加

価
値

の
PR

 
    

安
定

的
な

生
産

体
制

の
構

築
（

冷
凍

カ
ツ

オ
）

 
■

企
画

・ど
久

礼
も

ん
企

業
組

合
 

・冷
凍

カツ
オ

の
製

造
の

た
め

の
人

員
確

保
 

・タ
タキ

製
品

製
造

の
効

率
化

に
向

け
た

施
設

整
備

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供

 

 
販

路
拡

大
 

           

・高
知

家
の

魚
応

援
の

店
に

登
録

（
R

元
～

）
 

・飲
食

店
を

対
象

に
した

カツ
オ

の
タタ

キ
加

工
の

産
地

視
察

受
入

（
R2

～
5）

 
・中

土
佐

町
ふ

る
さと

納
税

業
務

の
受

託
（

R2
～

4）
 

・E
C

サ
イト

リニ
ュー

アル
（

R2
、R

6）
 

・事
業

戦
略

、ア
クシ

ョン
プ

ラン
作

成
（

R3
）

 
→

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・事
業

戦
略

の
策

定
（

R5
）

 
　→

地
産

地
消

・外
商

課
の

制
度

活
用

 
・飲

食
店

へ
の

中
土

佐
町

食
材

提
供

や
共

同
イベ

ント
実

施
に

よ
る

新
た

な
取

引
 

先
の

開
拓

（
R3

～
4）

→
中

土
佐

町
支

援
制

度
の

活
用

 
・冷

凍
カツ

オ
の

付
加

価
値

向
上

と
EC

サ
イト

の
新

しい
顧

客
創

出
の

戦
略

 
づ

くり
（

R5
）

、パ
ッケ

ー
ジ

開
発

と販
売

促
進

（
R6

）
 

→
産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 
・県

内
外

で
の

イベ
ント

で
の

冷
凍

カツ
オ

PR
（

R5
～

）
 

・県
外

催
事

等
で

二
次

元
コー

ド(
HP

・E
C

サ
イト

・S
NS

)付
き

メッ
セ

ー
ジ

カー
ドの

配
布

開
始

（
R6

～
）

 
・高

知
県

水
産

物
輸

出
促

進
協

議
会

に
入

会
（

R7
～

）
 

販
路

拡
大

 
■

企
画

・ど
久

礼
も

ん
企

業
組

合
 

・冷
凍

カツ
オ

を
中

心
とし

た
商

品
の

販
路

拡
大

（
首

都
圏

・関
西

圏
）

　 
（

イベ
ント

出
店

、商
談

会
参

加
、営

業
活

動
）

 
・販

売
力

強
化

に
向

け
た

EC
サ

イト
改

修
 

　　
　動

線
分

析
、動

画
・写

真
の

追
加

、操
作

性
向

上
、カ

ツオ
の

タタ
キ

の
新

しい
レ

シ
ピ

開
発

、食
べ

方
提

案
な

ど、
消

費
者

が
購

入
しや

す
い

サ
イト

づ
くり

 
・ブ

ラン
ドイ

メー
ジ

構
築

に
向

け
た

情
報

の
発

信
 

カツ
オ

へ
の

こだ
わ

り、
他

社
との

違
い

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・E
C

サ
イト

改
修

に
向

け
て

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
を提

案
 

  

関
西

圏
、首

都
圏

を
主

とす
る

 
イ

ベ
ン

ト
・商

談
会

出
展

試
作

 
検

討

生
産

体
制
 

見
直

し

冷
凍

タ
タ

キ
等

の
 

製
造

人
員

 
確

保
 

　・
 

設
備

 
導

入 継
続

的
な

ﾌﾞ
ﾗﾝ

ﾄﾞ
情

報
発

信

新
商

品
の

製
造

動
線

 
分

析

ﾌﾞ
ﾗﾝ

ﾄﾞ
 

ｻｲ
ﾄ作

成

サ
イ

ト
 

改
修

EC
サ

イ
ト

の
 

随
時

見
直

し
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主
な

取
り組

み
これ

ま
で

の
主

な
動

き
第

５
期

計
画

に
お

け
る

行
程

表
 

取
り組

み
の

内
容

主
な

成
果

・課
題

事
業

概
要

R6
R7

R8
R9

 
賑

わ
い

創
出

へ
の

展
開

 
      

・道
の

駅
整

備
（

H2
8）

、オ
ー

プン
（

H2
9）

→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・各
種

フェ
ア

や
季

節
感

の
あ

る
イベ

ント
の

開
催

（
H2

9～
）

 
・S

NS
や

メデ
ィア

等
を

活
用

した
PR

（
H2

9～
）

 
・人

材
育

成
・魅

力
あ

る
店

づ
くり

（
R3

）
→

産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・フ
ァス

トフ
ー

ドコ
ー

ナ
ー

の
集

客
力

向
上

（
R5

）
 

→
産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 
・フ

ァス
トフ

ー
ドコ

ー
ナ

ー
の

メニ
ュー

改
善

及
び

商
品

写
真

の
改

良
（

R7
）

[成
果

] 
・道

の
駅

来
場

者
数

 
H2

9.
7

月
～

R6
.3

月
末

: 
19

4.
9

万
人

 
・外

販
に

よる
売

上
額

 
 R

6：
2,

58
1

千
円

 
・町

内
出

荷
者

売
上

額
 

　H
29

.7
.6

～
R6

.3
月

末
: 

69
5,

50
3

千
円

 
・新

商
品

の
開

発
 

　H
29

∼
R6

：
12

商
品

 
   [課

題
] 

・中
心

商
店

街
や

町
内

施
設

との
連

携
の

強
化

 
・S

NS
等

で
の

情
報

発
信

の
強

化
及

び
職

員
の

ス
キ

ル
向

上
 

 

道
の

駅
商

品
の

充
実

 
■

(株
)S

EA
プロ

ジ
ェク

ト 
・生

産
者

・事
業

者
へ

の
声

か
け

や
説

明
会

に
よる

新
た

な
出

荷
者

の
掘

り起
こし

 
道

の
駅

の
集

客
促

進
 

■
(株

)S
EA

プロ
ジ

ェク
ト 

・各
テ

ナ
ント

・生
産

者
との

連
携

に
よ

る
イベ

ント
開

催
 

・広
報

・P
R

活
動

（
SN

S
等

含
む

）
に

よ
る

商
品

・イ
ベ

ント
情

報
発

信
強

化
及

び
職

員
の

ス
キ

ル
向

上
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
・情

報
発

信
（

SN
S）

に
つ

い
て

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

等
の

活
用

を
提

案
 

 

 
周

辺
施

設
と

の
連

携
強

化
 

    

・フ
ェリ

ー
客

の
中

土
佐

町
へ

の
誘

客
に

向
け

た
、道

の
駅

「な
か

とさ
」を

拠
点

と 
す

る
情

報
発

信
強

化
及

び
周

遊
促

進
社

会
実

験
の

実
施

（
R2

）
 

・黒
潮

本
陣

との
連

携
企

画
（

黒
潮

本
陣

25
周

年
企

画
と合

わ
せ

た
道

の
駅

 
クー

ポ
ン発

行
な

ど）
（

R3
）

 
・メ

ジ
カの

新
子

の
情

報
共

有
等

に
よ

る
誘

客
の

促
進

（
R4

～
）

 
・大

正
町

市
場

事
業

者
との

イベ
ント

の
共

催
（

R4
～

）
 

・商
店

街
商

品
の

外
販

（
R4

～
）

中
心

商
店

街
へ

の
観

光
客

誘
導

 
■

(株
)S

EA
プロ

ジ
ェク

ト 
・観

光
客

周
遊

促
進

に
向

け
た

情
報

共
有

に
よ

る
連

携
や

共
同

企
画

の
実

施
 

・商
品

を
通

した
町

内
事

業
者

の
魅

力
発

信
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

 

 
地

産
外

商
の

強
化

 
       

・新
商

品
開

発
（

H2
9～

）
 

・イ
ンタ

ー
ネ

ット
販

売
等

を活
用

した
外

商
活

動
（

H3
0～

）
 

・E
C

サ
イト

見
直

し（
R6

～
）

 
　→

商
品

情
報

の
更

新
・追

加
、漁

師
町

ソル
トの

商
品

動
画

の
掲

載
 

・J
R

四
国

お
も

て
な

し観
光

列
車

、久
礼

駅
で

の
物

販
販

売
（

R2
～

4）
 

・県
外

イベ
ント

へ
の

参
加

・商
談

会
へ

の
出

展
（

R2
～

）

販
売

強
化

 
■

(株
)S

EA
プロ

ジ
ェク

ト 
・E

C
サ

イト
内

容
見

直
し（

商
品

情
報

の
更

新
・追

加
、購

入
しや

す
い

よ
う操

作
性

を
向

上
）

に
よ

る
販

売
力

強
化

 
・フ

ァス
トフ

ー
ドコ

ー
ナ

ー
の

商
品

の
充

実
 

・町
内

産
品

を
活

用
した

道
の

駅
オ

リジ
ナ

ル
商

品
に

よる
中

土
佐

町
の

魅
力

発
信

 
・外

商
活

動
強

化
に

よ
る

販
売

拡
大

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供

 
高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
9 

 道
の

駅
な

か
とさ

SE
A

プ
ロ

ジ
ェク

ト 
（

中
土

佐
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
(株

)S
EA

プ
ロジ

ェク
ト、

中
土

佐
町

売
上

高
（

施
設

全
体

）
3.

0
億

円
 

（
R4

）
3.

3
億

円
3.

5
億

円
3.

9
億

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

 

 

事
業

概
要

「道
の

駅
な

か
とさ

」を
拠

点
に

、中
土

佐
町

の
伝

統
文

化
や

人
を

は
じめ

とす
る

地
域

資
源

を
有

効
に

活
用

して
、中

土
佐

町
の

魅
力

向
上

や
町

全
体

の
賑

わ
い

の
創

出
を

図
り、

所
得

向
上

及
び

雇
用

の
創

出
な

ど町
全

体
に

経
済

効
果

を
波

及
させ

る
。

出
荷

者
の

掘
り起

こし

修
正

点
 

洗
出

し
サ

イ
ト

見
直

し・
運

用

商
品

開
発

・販
売

商
談

会
・催

事
へ

の
参

加

H
P、

SN
S

に
よ

る
情

報
発

信

イ
ベ

ン
ト開

催

町
内

商
品

の
販

売
・事

業
者

の
紹

介

【用
語

】　
・S

EA
プロ

ジ
ェク

ト：
Sh

op
pi

ng
（

買
う）

、E
at

in
g（

食
べ

る
）

、A
m

us
em

en
t（

楽
しむ

）
の

頭
文

字
か

ら
SE

A
プ

ロジ
ェク

トと
名

付
け

ら
れ

た
。 
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高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
10

  
梼

原
町

地
産

地
消

・外
商

の
促

進
 

（
梼

原
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
梼

原
町

商
工

振
興

協
同

組
合

、梼
原

町
、J

A
高

知
県

（
高

西
地

区
）

、町
内

事
業

者
、　

(一
社

)ゆ
す

は
ら雲

の
上

観
光

協
会

直
販

所
等

の
販

売
額

4,
83

2
万

円
 

（
R4

)
5,

29
6

万
円

5,
28

3
万

円
１

億
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H
21

.4
月

※
直

販
所

等
：

ま
ち

の
駅

「マ
ル

シ
ェ・

ユ
ス

ハ
ラ」

、「
雲

の
上

の
市

場
」（

R1
1

年
度

～
ま

ち
の

駅
「マ

ル
シ

ェ・
ユ

ス
ハ

ラ」
、「

新
た

な
道

の
駅

」予
定

）

 

事
業

概
要

生
産

者
の

確
保

や
新

商
品

の
開

発
等

に
よ

り、
雲

の
上

商
品

の
ブ

ラン
ド

化
な

ど地
場

産
品

の
商

品
力

を
強

化
す

る
とと

も
に

、多
くの

人
が

訪
れ

魅
力

的
に

感
じ

られ
る

新
た

な
道

の
駅

を
整

備
し

地
産

地
消

・外
商

を
一

層
推

進
す

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

地
場

産
品

の
販

売
促

進
 

      

・E
C

サ
イト

「雲
の

上
ス

トア
ー

」運
営

開
始

（
R2

～
）

 
・集

出
荷

事
業

の
開

始
（

R4
：

実
証

、R
5：

開
始

）
 

・友
好

都
市

兵
庫

県
西

宮
市

の
「西

宮
市

民
まつ

り」
へ

の
出

店
 

・関
西

版
県

産
品

商
談

会
へ

の
出

展
（

菊
芋

）
（

R4
）

 
・直

販
所

出
荷

お
うえ

ん
事

業
（

町
単

）
とし

て
営

業
許

可
申

請
に

係
る

費
用

な
ど

を
補

助
（

R4
～

）
 

・道
の

駅
ゆ

す
は

らに
て

自
主

企
画

イベ
ント

開
催

（
R5

）
 

・梼
原

町
役

場
産

業
振

興
課

内
に

道
の

駅
準

備
室

設
置

（
R3

）
 

・生
産

者
と道

の
駅

運
営

者
に

よ
る

意
見

交
換

会
の

実
施

（
R4

) 
・道

の
駅

案
内

看
板

の
設

置
（

R5
）

 
・売

り場
内

に
生

産
者

紹
介

PO
P

と出
荷

物
を

使
った

レシ
ピの

設
置

（
R5

）
 

・道
の

駅
準

備
室

に
よ

る
先

進
地

視
察

（
R5

）
 

・特
産

品
魅

力
化

W
S

の
開

催
に

よ
る

地
場

産
品

の
商

品
力

向
上

（
町

単
）

（
R6

～
）

 
・県

外
飲

食
店

との
タイ

ア
ップ

企
画

の
実

施
（

R6
～

）
 

→
　産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 
・梼

原
町

産
品

を
使

用
した

レ
トル

ト食
品

５
品

の
開

発
お

よ
び

外
販

（
R7

～
）

→
　う

ち
１

品
に

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用

[成
果

] 
・町

単
独

事
業

に
よ

る
支

援
制

度
の

創
設

 
　「

直
販

所
出

荷
お

うえ
ん

事
業

」（
R4

～
）

 
・新

規
出

荷
登

録
者

数
 

　R
5：

5
名

 
→

R6
：

11
名

 
・県

版
HA

CC
P

第
２

ス
テ

ー
ジ

認
証

取
得

 
　R

元
：

2
事

業
者

 
   [課

題
] 

・売
上

ア
ップ

に
向

け
た

新
た

な
商

品
の

開
発

・磨
き

上
げ

 
・生

産
者

を
支

え
る

仕
組

み
の

構
築

 
・地

場
産

品
を

使
った

「雲
の

上
ブ

ラン
ド」

商
品

の
販

売
強

化

新
た

な
道

の
駅

の
整

備
と体

制
等

の
強

化
 

■
梼

原
町

 
　・

運
営

主
体

、運
営

手
法

の
検

討
選

定
 

　・
活

用
で

き
る

支
援

制
度

の
検

討
 

　・
町

内
直

販
所

で
販

売
す

る
商

品
の

生
産

者
支

援
 

■
梼

原
町

商
工

振
興

協
同

組
合

 
・既

存
EC

サ
イト

の
見

直
しと

運
用

 
・新

しい
道

の
駅

で
販

売
す

る
商

品
の

検
討

選
定

 
・出

荷
者

の
掘

り起
こし

 
・人

材
の

確
保

、専
門

家
派

遣
に

よ
る

従
業

員
の

意
識

改
革

 
・専

門
家

を
導

入
した

売
り場

づ
くり

の
検

討
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し、
アド

バ
イザ

ー
導

入
提

案
 

 新
た

な
地

場
産

品
の

掘
り起

こし
と

PB
商

品
の

開
発

 
■

(一
社

)ゆ
す

は
ら雲

の
上

観
光

協
会

、梼
原

町
商

工
振

興
協

同
組

合
、梼

原
町

 
・6

次
産

業
化

セ
ミナ

ー
へ

の
参

加
、既

存
の

町
内

地
場

産
品

の
掘

り起
こし

を行
う 

・「
雲

の
上

ブ
ラン

ド」
商

品
の

ブラ
ッシ

ュア
ップ

と新
た

な
PB

商
品

の
検

討
開

発
 

・商
品

パ
ッケ

ー
ジ

の
検

討
 

・テ
イク

ア
ウト

商
品

の
検

討
開

発
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
・研

修
会

へ
の

参
加

呼
び

か
け

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し

 

 
地

場
産

品
の

商
品

力
向

上
 

 

・県
主

催
食

品
表

示
研

修
や

食
品

表
示

アド
バ

イザ
ー

の
活

用
（

H3
0、

R
元

）
 

・6
次

産
業

化
ア

ドバ
イザ

ー
の

活
用

（
H3

0）
 

・土
佐

M
BA

及
び

食
品

生
産

管
理

高
度

化
支

援
研

修
の

受
講

（
H3

0）
 

・直
販

所
出

荷
お

うえ
ん

事
業

（
町

単
）

とし
て

生
産

基
盤

づ
くり

や
生

産
者

意
見

交
換

会
な

どを
実

施
 

・直
販

所
出

荷
お

うえ
ん

事
業

（
町

単
）

を
活

用
し

た
生

産
者

に
よ

る
先

進
地

視
察

研
修

実
施

（
R5

）
 

・梼
原

町
統

一
ブ

ラン
ドの

構
築

（
R7

～
）

地
場

産
品

の
付

加
価

値
化

に
よ

る
販

売
促

進
 

■
梼

原
町

商
工

振
興

協
同

組
合

、(
一

社
)ゆ

す
は

ら雲
の

上
観

光
協

会
、梼

原
町

 
・食

品
表

示
研

修
な

ど商
品

の
魅

力
向

上
に

向
け

た
各

種
研

修
の

受
講

 
・H

AC
CP

に
沿

った
衛

生
管

理
の

取
り組

み
周

知
 

・町
外

へ
の

積
極

的
な

販
促

活
動

に
よる

認
知

度
向

上
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し、
アド

バ
イザ

ー
導

入
提

案

商
品

選
定

生
産

者
・出

荷
者

支
援

関
係

機
関

と連
携

した
PR

活
動

人
材

育
成

・研
修

地
場

産
品

の
掘

り起
こし

PB
商

品
の

ブ
ラ

ッシ
ュア

ップ
 

商
品

開
発

売
り場

づ
くり

商
品

力
向

上
に

向
け

た
 

ブ
ラ

ン
ド

力
の

強
化
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高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
11

梼
原
町
産
の
桜
を
活
用
した
加
工
品
等
の
生
産
・販
売
拡
大

（
梼
原
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

(株
)S
AK
U
RA

cl
ub

売
上
高

23
0
万
円

（
R4
)

44
0
万
円

1,
00
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R5
.4
月

事
業
概
要

梼
原
町
産
の
桜
等
を
活
用
し
て
、商
品
の
開
発
・加
工
・販
売
に
取
り組
み
、「
梼
原
町

産
桜
商
品
」の
知
名
度
の
さら
な
る
向
上
を
目
指
す
と共
に
、地

域
で
の
雇
用
の
創
出
を
目

指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

新
事
業
の
展
開

・桜
の
花
を
メイ
ンと
した
商
品
開
発
（
R4
）

・事
業
展
開
の
検
討
（
R4
）
→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・県
木
材
産
業
振
興
課
と連
携
した
桜
の
葉
を活
用
した
商
品
開
発
（
R4
～
）

・加
工
場
の
整
備
（
R5
）

・「
桜
畑
の
テ
ラス
カフ
ェ」
事
業
開
始
（
R7
）

[成
果
]

・に
っぽ
ん
の
宝
物
高
知
大
会

新
体
験
部
門
グ
ラン
プ
リ受
賞

（
R4
）

・食
べ
る
JA
PA
N
美
味
ア
ワ

ー
ド
に
て
「桜
コ
ン
フ
ィチ
ュー

ル
」認
定
（
R4
）

・新
規
雇
用
１
名
（
R5
）

[課
題
]

・経
営
体
制
の
強
化

・安
定
的
な
原
材
料
の
確
保

原
材
料
の
安
定
的
な
確
保
及
び
新
た
な
加
工
場
の
整
備

■
(株
)S
AK
UR
A
cl
ub

・原
材
料
の
安
定
的
な
確
保
に
向
け
た
産
地
化
の
検
討

・衛
生
管
理
に
対
応
した
加
工
場
の
整
備
に
向
け
た
取
り組
み

□
県
（
地
域
本
部
）

・補
助
金
活
用
提
案
、ア
ドバ
イザ
ー
制
度
活
用
提
案

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

既
存
商
品
の
販
路
拡
大

・各
賞
の
コン
テ
ス
ト、
商
談
会
へ
の
参
加
に
よ
る
積
極
的
な
営
業
活
動
（
R4
）

・E
C
サ
イト
の
開
設
（
R5
）

販
路
の
開
拓
・拡
大

■
(株
)S
AK
UR
A
cl
ub

・消
費
者
ニー
ズ
を
把
握
した
商
品
開
発

・県
外
商
談
会
へ
の
参
加
な
どの
営
業
活
動

・海
外
販
路
へ
の
展
開
を検
討

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

生
産
体
制
の
強
化

・個
人
事
業
主
か
ら法
人
化
へ
の
移
行
（
R5
）

・即
戦
力
とな
る
人
材
の
確
保
、育
成
（
R5
）

・業
務
用
高
速
オ
ー
ブ
ン
の
導
入
→
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
(国
)

を
活
用
（
R7
）

経
営
体
制
の
強
化

■
(株
)S
AK
UR
A
cl
ub

・経
営
体
制
の
強
化

・繁
忙
期
に
お
け
る
継
続
的
な
パ
ー
ト人
材
の
確
保

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

関
係
機
関
や
生
産
者
と連
携
した

産
地
化
の
検
討
・原
材
料
確
保

新
商
品
の
ブ
ラ
ッシ
ュア
ップ

人
材
確
保
及
び
ス
キ
ル
ア
ップ

販
路
開
拓
・営
業
活
動

繁
忙
期
の
人
材
確
保

加
工
場
の
整
備
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高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
12

  
津

野
町

地
産

地
消

・外
商

推
進

プ
ロ

ジ
ェク

ト 
（

津
野

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

津
野

町
、(

有
)津

野
町

ふ
る

さ
とセ

ン
タ

ー
、(

株
)満

天
の

星
、J

A
高

知
県

(高
西

地
区

)
(1

)主
要

２
社

の
総

売
上

高
3.

70
億

円
 

（
R4

）
4.

20
億

円
4.

33
億

円
4.

46
億

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

(2
)直

販
所

総
販

売
額

1.
33

億
円

 
（

R4
）

1.
21

億
円

1.
33

億
円

1.
40

億
円

 

事
業

概
要

　町
内

の
生

産
者

や
事

業
者

、観
光

施
設

等
が

連
携

し、
生

産
・流

通
・販

売
を

一
体

的
に

進
め

る
とと

も
に

、新
商

品
開

発
や

販
売

・P
R

を通
じて

道
の

駅
や

ア
ン

テ
ナ

シ
ョッ

プ
等

に
お

け
る

地
場

産
品

の
地

産
地

消
・外

商
を

推
進

す
る

。併
せ

て
、つ

の
茶

ブラ
ンド

の
推

進
や

テ
ィー

ツー
リズ

ム
の

取
り

組
み

に
よる

茶
製

品
の

販
売

促
進

と中
山

間
地

域
に

お
け

る
茶

園
の

景
観

維
持

を
目

指
す

。

(3
)茶

製
品

販
売

額
3,

93
6

万
円

 
（

R4
）

3,
20

7
万

円
3,

50
7

万
円

4,
40

0
万

円

 
※

町
内

主
要

２
社

：
「(

有
)津

野
町

ふ
る

さと
セ

ンタ
ー

」、
「(

株
)満

天
の

星
」 

※
茶

製
品

販
売

額
：

JA
高

知
県

(高
西

地
区

)と
(株

)満
天

の
星

の
茶

製
品

販
売

額
の

合
計

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

ア
ン

テ
ナ

シ
ョッ

プ
の

魅
力

向
上

と
外

商
の

拡
大

に
つ

な
げ

る
商

品
づ

くり
の

推
進

・津
野

町
直

販
機

能
等

強
化

（
R4

）
→

産
振

補
助

金
の

活
用

 
・満

天
の

星
リニ

ュー
アル

に
か

か
る

第
2

世
代

交
付

金
の

地
域

計
画

の
認

定
 

　→
交

付
金

申
請

に
お

け
る

実
施

計
画

の
作

成
(R

7)
 

・満
天

の
星

へ
の

指
定

管
理

期
間

満
了

後
の

、来
期

方
針

の
検

討
（

R7
）

 

[成
果

] 
・道

の
駅

布
施

ヶ坂
入

込
者

数
の

増
加

 
　R

1：
13

8,
62

7
人

 
　→

R6
：

17
6,

52
4

人
 

・満
天

の
星

とふ
る

さと
セ

ン
タ

ー
が

連
携

した
メニ

ュー
開

発
 

　R
3～

6：
2

品
 

・直
販

所
会

員
の

確
保

 
　R

6：
44

9
人

 
　　

　う
ち

新
規

会
員

13
人

 
・放

棄
茶

園
の

再
生

・維
持

 
　R

6：
約

0.
72

ha
 

   [課
題

] 
・直

販
所

の
出

荷
量

の
確

保
 

・茶
の

生
産

者
の

減
少

 
・地

域
産

品
を

活
用

し
た

商
品

開
発

 
・ア

ン
テ

ナ
シ

ョッ
プ

、道
の

駅
の

老
朽

化
 

・外
貨

を
稼

ぐた
め

の
町

内
事

業
者

間
の

連
携

体
制

 
・満

天
の

星
ブ

ラン
ド

の
認

知
向

上
 

・茶
の

新
た

な
販

路
開

拓
や

PR
活

動
な

ど、
販

売
体

制
の

強
化

ア
ン

テ
ナ

シ
ョッ

プ
の

リニ
ュー

ア
ル

に
よ

る
魅

力
発

信
の

強
化

 
■

津
野

町
 

・市
場

調
査

、今
後

の
指

定
管

理
の

方
針

を
踏

ま
え

た
リニ

ュー
ア

ル
方

針
の

検
討

及
び

整
備

 
□

県
（

高
幡

地
域

本
部

）
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

地
域

産
品

（
津

野
町

産
の

茶
や

農
産

物
な

ど）
を

生
か

した
商

品
づ

くり
 

■
(株

)満
天

の
星

、J
A

高
知

県
(高

西
地

区
)、

(有
)津

野
町

ふ
る

さと
セ

ンタ
ー

 
・産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
を

活
用

し、
新

商
品

や
加

工
品

を
開

発
 

・展
示

会
や

商
談

会
、W

EB
で

の
PR

発
信

に
よ

る
農

産
物

・加
工

品
の

販
売

拡
大

 
□

県
（

高
幡

地
域

本
部

）
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

・商
品

開
発

に
関

す
る

産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
を

提
案

 

 
出

荷
量

の
確

保
と

地
産

地
消

の
推

進
・津

野
町

地
域

資
源

「ふ
る

」活
用

ビジ
ネ

ス
事

業
（

H2
1～

23
）

 
→

産
振

補
助

金
の

活
用

 
・直

販
所

営
農

コー
デ

ィネ
ー

タの
配

置
等

に
よ

る
生

産
者

支
援

の
強

化
充

実
 

・道
の

駅
布

施
ヶ坂

リニ
ュー

ア
ル

に
よ

る
販

売
強

化
（

R3
）

、(
有

)津
野

町
ふ

る
さと

セ
ンタ

ー
の

経
営

強
化

（
R4

）
 

→
高

知
農

山
漁

村
発

イノ
ベ

ー
シ

ョン
サ

ポ
ー

トセ
ンタ

ー
の

活
用

 
・各

社
の

連
携

した
取

り組
み

の
推

進
（

R3
～

）
 

満
天

の
星

か
ら星

ふ
る

ヴ
ィレ

ッジ
TE

NG
U

へ
土

産
物

供
給

 
ふ

る
さと

セ
ンタ

ー
か

ら星
ふ

る
ヴ

ィレ
ッジ

TE
NG

U
へ

食
材

供
給

 
満

天
の

星
か

らふ
る

さと
セ

ンタ
ー

へ
食

堂
メニ

ュー
の

提
供

 
・(

有
)津

野
町

ふ
る

さと
セ

ン
ター

加
工

場
に

テ
ィー

バ
ッグ

加
工

機
、粉

砕
機

、自
動

計
量

器
を

導
入

（
R6

）
 

・持
続

可
能

な
直

販
制

度
の

設
計

及
び

検
討

を
行

う「
津

野
町

直
販

最
適

化
委

員
会

」の
設

立
（

R7
）

安
心

・安
全

な
農

産
物

の
出

荷
と高

付
加

価
値

化
の

取
り組

み
 

■
津

野
町

 
・直

販
所

営
農

コー
デ

ィネ
ー

ター
の

配
置

等
に

よ
る

生
産

者
支

援
（

維
持

、確
保

）
 

・荒
廃

農
地

を
活

用
した

有
機

農
業

の
取

り組
み

の
検

討
 

・「
津

野
町

直
販

最
適

化
委

員
会

」の
定

期
的

な
開

催
に

よ
る

生
産

者
と関

係
機

関
の

意
見

交
換

 
□

県
（

高
幡

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し、
広

報
支

援
 

事
業

者
間

の
連

携
に

よ
る

地
産

地
消

外
商

の
推

進
 

■
津

野
町

、(
有

)津
野

町
ふ

る
さと

セ
ンタ

ー
、(

株
)満

天
の

星
 

・町
内

産
品

の
地

域
内

循
環

の
仕

組
み

づ
くり

 
「つ

の
茶

」ブ
ラ

ン
ド

の
推

進
に

よ
る

茶
製

品
の

販
売

拡
大

・つ
の

茶
販

売
戦

略
に

基
づ

く茶
製

品
販

売
拡

大
事

業
（

H2
7）

 
→

産
振

補
助

金
の

活
用

 
・茶

の
販

売
力

向
上

に
お

け
る

課
題

分
析

（
R2

）
、「

つ
の

茶
販

売
戦

略
計

画
」

の
見

直
し（

R3
）

→
産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 
・土

佐
茶

ワ
ー

クシ
ョッ

プ
の

参
加

（
R4

）
 

・津
野

町
茶

業
振

興
計

画
の

策
定

（
R4

）
 

・つ
の

茶
振

興
協

議
会

の
設

立
（

R5
）

 
・色

彩
選

別
機

導
入

に
よる

品
質

向
上

（
R5

）

茶
製

品
の

販
売

拡
大

と中
山

間
地

域
に

お
け

る
景

観
の

維
持

 
■

津
野

町
 

・生
産

・消
費

販
売

・文
化

振
興

を
柱

とし
た

「津
野

町
茶

業
振

興
計

画
」の

推
進

 
・テ

ィー
ツー

リズ
ム

や
観

光
とタ

イア
ップ

した
取

り組
み

の
実

施
 

□
県

（
地

域
観

光
課

、高
幡

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し

設
計

連
携

会
議

の
実

施
、 

地
域

内
循

環
の

仕
組

み
づ

くり

生
産

者
支

援
、 

有
機

農
業

の
取

り組
み

の
検

討

テ
ィー

ツ
ー

リ

ズ
ム

等
の
 

検
討

テ
ィー

ツ
ー

リズ
ム

等
の

 
実

施

「津
野

町
茶

業
振

興
計

画
」の

推
進

新
商

品
の

開
発

、販
売

・P
R

計
画

直
販

所
の

あ
り方

を
検

討
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高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
13

道
の
駅
「あ
ぐり
窪
川
」の
機
能
強
化
と地
域
の
活
性
化

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
町
、(
株
)あ
ぐり
窪
川

売
上
高

3.
15
億
円

（
R4
）

3.
15
億
円

4.
41
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
4.
4
月

事
業
概
要

道
の
駅
兼
地
場
産
業
振
興
セ
ン
ター
で
あ
る
あ
ぐり
窪
川
を拠
点
とし
、地
域
の
特
産
品
の
直
販

や
レ
ス
トラ
ンで
の
提
供
、観
光
情
報
の
発
信
、地
域
資
源
を
活
用
した
加
工
品
の
開
発
と販
売
に

よ
り、
地
場
産
業
の
振
興
と地
域
活
性
化
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

物
販
・レ
ス
ト
ラ
ン
の
強

化
・季
節
ご
との
企
画
コー
ナ
ー
設
置
や
レス
トラ
ンメ
ニュ
ー
の
提
供
（
継
続
）

・四
万
十
町
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
「し
ま
ん
とマ
ル
シ
ェ四
万
十
の
蔵
」の
運
営

（
H2
4～
H2
7）

・農
カフ
ェ
40
01
0
で
の
テ
イク
ア
ウト
メニ
ュー
提
供
（
～
H2
9）

・「
窪
川
米
豚
丼
」が
全
国
丼
グ
ラン
プリ
で
金
賞
受
賞
（
H2
7～
30
）

・売
り場
の
リニ
ュー
アル
に
より
豚
まん
コー
ナ
ー
を設
置
（
H3
1）

・レ
ス
トラ
ンメ
ニュ
ー
の
改
善
（
R7
～
)

[成
果
]

・正
規
雇
用
者
数

9
名
（
H2
9）

→
18
名
（
R6
）

・豚
ま
ん
・シ
ュウ
マイ
販
売
額

9,
30
0
万
円
（
H3
0）

→
1.
29
億
円
（
R6
）

[課
題
]

・レ
ス
ト
ラン
の
体
制
等
見
直

し ・豚
ま
ん
等
の
さ
らな
る
販
路

拡
大

・情
報
発
信
の
強
化

物
販
・直
販
所
の
魅
力
向
上

■
道
の
駅
あ
ぐり
窪
川

・商
品
や
売
り場
の
見
直
し、
季
節
ご
との
フェ
ア
の
実
施
、出
品
者
の
新
規
獲
得
、

土
産
物
コー
ナ
ー
と直
販
所
の
一
元
化
に
向
け
た
検
討

「レ
ス
トラ
ン
風
人
」の
見
直
し

■
道
の
駅
あ
ぐり
窪
川

・提
供
方
法
や
メニ
ュー
等
の
見
直
し、
受
入
体
制
の
強
化
とサ
ー
ビス
の
向
上

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・物
販
・レ
ス
トラ
ンの
見
直
しに
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、

各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

商
品
開
発
・販
路
拡
大

・豚
ま
ん
・シ
ュウ
マイ
等
の
増
産
に
か
か
る
加
工
場
（
第
一
工
場
）
の
整
備

（
R
元
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・第
一
工
場
県
版
HA
CC
P
第
3
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得
（
R2
）

・第
一
工
場
へ
の
加
工
機
械
の
導
入
（
R2
）
→
新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
症

対
策
産
業
振
興
推
進
特
別
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・第
二
工
場
（
菓
子
・ス
イー
ツ製
造
）
の
改
修
（
R2
）

・豚
ま
ん
の
リニ
ュー
アル
（
保
存
料
、甘
味
料
、着
色
料
不
使
用
）
（
R3
）

・第
二
工
場
県
版
HA
CC
P
第
2
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得
（
R4
）

・地
元
企
業
と連
携
した
新
商
品
「ジ
ャン
麺
まん
」の
開
発
（
R4
）

・中
期
経
営
計
画
の
策
定
、マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
戦
略
の
立
案
と実
践
（
R5
～
7）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・新
商
品
の
開
発
（
丸
型
餃
子
、冷
凍
ハ
ンバ
ー
グ
）
（
R6
）

「あ
ぐり
の
豚
ま
ん
」に
次
ぐ新
商
品
開
発

■
道
の
駅
あ
ぐり
窪
川

・通
年
販
売
で
き
る
新
商
品
の
開
発
、新
た
な
地
域
資
源
の
掘
り起
こし

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、各
種
支
援
制
度
の

情
報
提
供

販
路
拡
大

■
道
の
駅
あ
ぐり
窪
川

・営
業
活
動
の
強
化
（
展
示
商
談
会
等
へ
の
参
加
、オ
ンラ
イン
商
談
の
強
化
）

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・販
路
開
拓
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、商
談
会
等
の
情
報

提
供

情
報
発
信
機
能
の
強
化

・情
報
発
信
コー
ナ
ー
の
設
置
（
継
続
）

・創
業
祭
、収
穫
祭
、豚
とん
フェ
ス
タ等
の
イベ
ント
開
催
（
継
続
）

・海
洋
堂
ホ
ビー
館
サ
テ
ライ
トコ
ー
ナ
ー
の
設
置
（
H2
4～
）

・I
ns
ta
gr
am
開
設
（
H3
0）

・自
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
（
R2
、R
7）

・X
（
旧
Tw
itt
er
）
及
び
Fa
ce
bo
ok
開
設
（
R3
）

SN
S
等
を
活
用
した
情
報
発
信
の
強
化

■
道
の
駅
あ
ぐり
窪
川

・S
NS
等
を活
用
した
効
果
的
な
情
報
発
信
、町
内
３
道
の
駅
の
連
携
企
画
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・情
報
発
信
に
関
す
る
セ
ミナ
ー
等
の
情
報
提
供

提
供
方
法
や

メ
ニ
ュー
の

見
直
し

魅
力
的
な
商
品
の
発
掘
や
フェ
ア
の
企
画

営
業
活
動
の
強
化

定
期
的
な
商
品
開
発
会
議
に
よ
る

新
商
品
開
発

情
報
発

信
の
た
め

の
体
制

構
築

見
直
しに
応
じた
サ
ー
ビス

の
提
供
と磨
き
上
げ

研
修
等
に

よ
る
ス
キ
ル

ア
ップ

効
果
的
な

情
報
発
信

マ
ー
ケ

テ
ィン
グ

戦
略
の

検
討
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高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
14

四
万
十
町
生
姜
生
産
農
家
と連
携
し
た
集
出
荷
体
制
の
整
備
と販
売
拡
大

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
RE
LA
G
RE
EN

VI
LL
AG
E(
株
)

売
上
高
※

96
2
万
円

（
R4
）

45
9
万
円

1,
48
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H3
1.
4
月

※
会
計
年
度
：
9
月
～
8
月

事
業
概
要

生
姜
の
生
産
者
か
つ
集
出
荷
者
とし
て
の
経
験
を
生
か
し
、病
害
発
生
に
よ
り早
期
収
穫

し
た
生
姜
の
受
入
・加
工
・販
売
に
取
り組
む
。そ
れ
らの
販
路
開
拓
や
新
規
事
業
の
実
施

に
よ
り、
四
万
十
町
産
を
は
じ
め
とし
た
近
隣
地
域
の
生
姜
の
知
名
度
向
上
を
狙
う。

ま
た
、町

内
の
生
姜
農
家
や
企
業
等
と連

携
し
、
減
農
薬
栽
培
に
向
け
た
取
り組

み
を

進
め
る
こと
で
、地
域
の
生
姜
農
家
の
所
得
安
定
・向
上
や
雇
用
の
創
出
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

施
設
整
備

・施
設
整
備
予
定
地
の
選
定
（
H
30
～
）

・施
設
整
備
予
定
地
の
決
定
（
R3
）

・施
設
整
備
予
定
地
の
再
検
討
、決

定
（
R6
～
R7
）

[成
果
]

・新
商
品
の
開
発

R
元
～
R7
：
4
件

[課
題
]

・加
工
処
理
施
設
の
整
備

・商
品
数
の
増
加

シ
ョウ
ガ
の
加
工
処
理
施
設
の
整
備

■
RE
LA
GR
EE
N
VI
LL
AG
E(
株
)

・計
画
策
定

・施
設
整
備
及
び
稼
働

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
補
助
金
の
活
用
支
援
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

製
造
体
制
及
び
衛
生
管
理
体
制
の
確
立

■
RE
LA
GR
EE
N
VI
LL
AG
E(
株
)

・新
た
な
人
材
の
雇
用

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
研
修
会
へ
の
参
加
呼
び
か
け

商
品
開
発
、販
売
促
進

・ガ
リ製
造
用
真
空
パ
ック
機
器
を
リー
ス
に
て
整
備
（
R
元
）

・個
別
包
装
機
器
を
リー
ス
に
て
整
備
（
R
元
）

・ス
ライ
サ
ー
、フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッサ
ー
等
を
導
入
（
R2
）

・シ
ョウ
ガ
の
お
茶
の
開
発
（
R2
）

・シ
ョウ
ガ
プロ
テ
イン
の
開
発
（
R4
）

・農
業
者
ネ
ット
ワ
ー
ク「
四
万
十
組
」に
よる
首
都
圏
で
の
イベ
ント
参
加

（
R4
～
R5
）

商
品
開
発

■
RE
LA
GR
EE
N
VI
LL
AG
E(
株
)

・新
商
品
開
発

・減
農
薬
等
こだ
わ
りの
原
材
料
の
栽
培
、S
D
Gs
を意
識
した
栽
培
方
法
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、各
種
支
援
制
度
の

情
報
提
供

販
売
促
進

■
RE
LA
GR
EE
N
VI
LL
AG
E(
株
)

・商
談
会
等
へ
の
参
加
に
よ
る
販
路
開
拓
、イ
ベ
ント
開
催
等
に
よる
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

計
画
策
定

施
設
整

備

H
AC
CP
に

沿
った 衛
生

管
理

商
品
開
発
・販
売 商
談
会
等
へ
の

参
加

稼 働
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高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
15

高
幡
地
域
に
お
け
る
広
域
観
光
の
推
進

（
高
幡
地
域
全
域
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)奥
四
万
十
高
知
、須
崎
市
、中
土
佐
町
、梼
原
町
、津
野
町
、四
万
十
町

(1
)主
要
観
光
施
設
入
込
数

2,
08
1,
38
3

人
（
R4
）

2,
08
7,
90
9

人
2,
64
6,
00
0

人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
6.
4
月

(2
)主
要
宿
泊
施
設
宿
泊
者

数
59
,1
20
人

（
R4
）

51
,2
42
人

64
,0
00
人

事
業
概
要

(一
社
)奥
四
万
十
高
知
を
中
心
に
高
幡
地
域
内
の
観
光
、自
然
、食
、人
な
どの
観
光
資
源

を
組
み
合
わ
せ
て
新
た
な
商
品
を
造
成
す
る
とと
も
に
、高
幡
地
域
な
らで
は
の
魅
力
を
情
報
発
信

し、
セ
ー
ル
ス
活
動
を行
うこ
とで
エ
リア
の
知
名
度
向
上
や
誘
客
を
促
進
し、
地
域
経
済
の
波
及
効

果
に
つ
な
げ
て
い
く。

※
R9
年
度
目
標
値
は
、「
第
３
期
奥
四
万
十
広
域
観
光
振
興
計
画
」の
改
定
に
お
い
て
R9
目
標
値
が
設
定
され
る
ま
で
の
間
の
、

暫
定
値
とす
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

観
光
情
報
の
発
信

・奥
四
万
十
観
光
ガ
イド
ブ
ック
・マ
ップ
の
作
成
・配
布
（
R
元
・R
4）

→
エ
リア
の
情
報
発
信
を
行
うた
め
、観
光
案
内
所
等
に
奥
四
万
十
観
光
ガ
イ

ドブ
ック
や
マ
ップ
を配
布

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
修
と情
報
発
信
（
R2
・R
4～
）

→
域
内
の
宿
泊
施
設
に
対
しヒ
ア
リン
グ
を
実
施
し、
HP
の
改
修
に
よ
る
宿
の

魅
力
発
信
と宿
泊
促
進

・イ
ンバ
ウン
ド観
光
大
使
事
業
の
実
施
（
R4
～
）

→
明
徳
義
塾
中
・高
等
学
校
生
を
イン
バ
ウン
ド観
光
大
使
に
任
命

・大
阪
・関
西
万
博
に
向
け
た
商
品
造
成
及
び
情
報
発
信
（
R6
）

→
万
博
ポ
ー
タル
サ
イト
へ
の
商
品
掲
載

・る
る
ぶ
特
別
編
集
「奥
四
万
十
高
知
」作
成
・配
布
（
R7
）

[成
果
]

・H
P
の
PV
数

R3
：
22
1,
71
5P
V

→
R６
：
39
0,
16
9P
V

・奥
四
万
十
高
知
留
学
生
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
大
使
委
嘱

者
数 R4
～
：
46
名

[課
題
]

・タ
ー
ゲ
ット
を
明
確
に
し
た
マ

ー
ケ
テ
ィン
グ

・イ
ンバ
ウン
ド誘
客

・県
の
観
光
戦
略
と連
動
した

周
遊
促
進
、
滞
在
時
間
延

長
の
取
り組
み

・教
育
旅
行
誘
致
に
向
け
た

取
り組
み

情
報
発
信
及
び
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
強
化

■
奥
四
万
十
高
知

・構
成
市
町
や
観
光
協
会
か
ら観
光
情
報
等
の
収
集
を
行
い
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、S
NS
、

パ
ンフ
レッ
ト等
で
情
報
を発
信

・主
要
マ
ー
ケ
ット
で
あ
る
関
西
及
び
イン
バ
ウン
ド向
け
の
プ
ロモ
ー
シ
ョン
の
強
化

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
等
）

・県
の
政
策
等
の
情
報
提
供

地
域
観
光
商
品
等
の
造

成
、磨
き
上
げ
、販
売

・旅
行
会
社
等
へ
の
セ
ー
ル
ス
の
実
施

・域
内
周
遊
クー
ポ
ン事
業
の
実
施
（
R2
、R
5）

→
プ
レミ
ア
ム
付
き
クー
ポ
ンを
販
売
し、
域
内
周
遊
を
促
進

・域
内
周
遊
企
画
の
実
施
（
R3
～
）

→
奥
四
万
十
泊
ま
らん
と巡
らん
とキ
ャン
ペ
ー
ンの
実
施

・イ
ンバ
ウン
ドコ
ンテ
ンツ
の
造
成
（
R3
、R
5～
）

→
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
と連
携
した
訪
日
外
国
人
向
け
旅
行
商
品
の

販
売
（
R5
～
）

→
県
と連
携
した
イン
バ
ウン
ド向
け
プ
レミ
ア
ム
コン
テ
ンツ
の
造
成
（
R5
～
）

・宿
泊
施
設
の
販
売
強
化
（
R6
）

→
O
TA
登
録
勉
強
会
の
開
催
、利
用
促
進

地
域
資
源
の
商
品
化
及
び
販
売
強
化

■
奥
四
万
十
高
知

・着
地
型
商
品
(ツ
ア
ー
・体
験
)の
造
成
・販
売
強
化

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を通
じた
観
光
商
品
の
販
売

・奥
四
万
十
温
泉
郷
ス
タン
プラ
リー
等
の
実
施
に
よ
る
周
遊
促
進

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
等
）

・商
品
化
等
の
支
援

広
域
観
光
組
織
の
機
能

強
化

・奥
四
万
十
広
域
観
光
振
興
計
画
（
第
2
期
）
の
策
定
（
R5
）

・地
域
内
で
の
連
携
体
制
の
構
築

・観
光
客
受
入
態
勢
の
基
盤
とマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
機
能
の
強
化

・地
域
連
携
DM
O
登
録
に
向
け
て
の
取
り組
み
強
化
（
R7
）

→
候
補
DM
O
とし
て
登
録

旅
行
客
誘
致
に
向
け
た
セ
ー
ル
ス
活
動

■
奥
四
万
十
高
知

・各
種
イベ
ント
へ
の
出
展
に
よ
る
PR
活
動

・ク
ル
ー
ズ
船
向
け
オ
プ
シ
ョナ
ル
ツア
ー
の
企
画
提
案

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

旅
行
客
受
入
体
制
基
盤
・マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
機
能
の
強
化

■
奥
四
万
十
高
知

・組
織
体
制
の
充
実

・教
育
旅
行
の
受
入
れ
の
た
め
の
体
験
事
業
者
や
ガ
イド
等
の
観
光
人
材
の
育
成

・デ
ジ
タル
を活
用
した
デ
ー
タ分
析
、マ
ー
ケ
テ
ィン
グ

□
県
（
地
域
観
光
課
、地
域
本
部
等
）

・観
光
客
動
向
デ
ー
タの
活
用
支
援

関
西
及
び
ｲﾝ
ﾊﾞ
ｳﾝ
ﾄﾞ
向
け
の
ﾌﾟ
ﾛﾓ
ｰｼ
ｮﾝ

県
キ
ャン
ペ
ー
ン
や
旅
行
トレ
ン
ド
に
合
わ
せ
た

商
品
の
造
成
、販
売

県
内
外
へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動

教
育
旅

行
受
入

準
備

受
入
開
始

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、S
N
S
等
に
よ
る
情
報
発
信

D
M
O

化
組
織
体
制
の
充
実
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高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

16
  

須
崎

市
海

の
ま

ち
プ

ロ
ジ

ェク
ト 

（
須

崎
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
須

崎
市

、須
崎

市
海

の
ま

ち
プ

ロ
ジ

ェク
ト推

進
協

議
会

、(
一

社
)須

﨑
海

の
ま

ち
公

社
主

要
施

設
等

の
入

込
数

28
,0

89
人

 
(R

4)
73

,2
48

人
65

,6
74

人
53

,0
00

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R3
.9

月

 

事
業

概
要

須
崎

駅
を

含
む

中
心

市
街

地
を「

海
の

ま
ち

」と
定

義
し、

コア
ゾ

ー
ンと

して
整

備
・活

用
す

る
こと

に
よ

り、
地

域
活

性
化

の
拠

点
づ

くり
を行

うと
とも

に
、「

海
の

ま
ち

」を
起

点
に

さま
ざ

ま
な

事
業

と連
携

す
る

こと
で

須
崎

市
を拠

点
に

奥
四

万
十

エ
リア

全
域

ま
で

波
及

効
果

を
促

す
仕

組
み

づ
くり

を
行

う。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

海
の

ま
ち

創
り・

リノ
ベ

ー
シ

ョン
 

      

・産
官

学
金

等
多

くの
関

係
者

に
よ

る
推

進
協

議
会

の
立

ち
上

げ
（

R3
）

 
・J

R
須

崎
駅

を
リノ

ベ
ー

シ
ョン

し海
の

まち
須

崎
駅

完
成

（
R3

）
 

・高
知

銀
行

旧
須

崎
支

店
を

リノ
ベ

ー
シ

ョン
し

た
須

﨑
大

漁
堂

オ
ー

プ
ン

（
R4

）
 

・エ
リア

へ
の

エン
トラ

ンス
とな

る
ラン

ドマ
ー

ク「
須

﨑
百

寿
門

」の
完

成
（

R5
）

 
・旧

郵
便

局
跡

を
活

用
した

須
﨑

サ
カナ

本
舗

オ
ー

プ
ン（

R5
）

 
・須

﨑
の

サ
カナ

文
化

祭
の

開
催

（
R6

、R
7）

 
・海

の
ま

ち
ロゴ

作
成

（
R7

）

[成
果

] 
・新

た
な

観
光

ス
ポ

ット
の

 
完

成
に

よ
る

入
込

数
の

増
加

 
　R

2：
5,

52
2

人
 

　　
→

R6
：

73
,2

48
人

 
・イ

ベ
ン

ト
開

催
に

よ
る

須
崎

市
へ

の
来

訪
者

の
増

加
お

よ
び

商
店

街
の

活
性

化
 

　イ
ベ

ント
へ

の
参

加
者

 
（

海
の

まち
マ

ル
シ

ェほ
か

）
 

　　
R3

：
5,

11
0

人
 

　　
R4

：
15

,3
00

人
 

　　
R5

：
23

,3
00

人
 

　　
R6

：
40

,4
30

人
 

   [課
題

] 
・駐

車
場

の
不

足
 

・周
辺

地
域

へ
の

周
遊

促
進

 
 

海
の

ま
ち

の
ブ

ラ
ン

デ
ィン

グ
 

■
須

崎
市

 
・エ

リア
ご

との
ブ

ラン
デ

ィン
グ
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
・必

要
に

応
じた

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

等
の

紹
介

、情
報

収
集

 
ま

ち
ま

る
ご

とホ
テ

ル
整

備
事

業
の

推
進

 
■

須
崎

市
 

・事
業

計
画

の
策

定
 

・候
補

物
件

の
選

定
、設

計
・整

備
の

実
施

 
□

県
（

住
宅

課
、地

域
観

光
課

、地
域

本
部

）
 

・空
き

家
対

策
総

合
支

援
事

業
等

の
制

度
活

用
に

向
け

た
支

援

 

 
海

の
ま

ち
の

魅
力

の
向

上
・再

発
見

 
      

・施
設

完
成

に
合

わ
せ

た
イベ

ント
の

開
催

（
R3

～
）

 
・起

業
支

援
に

つ
な

が
る

補
助

制
度

の
創

出
（

R3
）

 
・富

士
が

浜
で

の
くつ

ろ
ぎ

ポ
イン

トづ
くり

の
検

討
（

R3
～

）
 

・高
知

ア
ニメ

クリ
エ

イタ
ー

聖
地

プロ
ジ

ェク
トと

連
動

した
イベ

ント
開

催
 

（
R4

～
）

 
・地

域
資

源
で

あ
る

石
灰

を活
用

した
イベ

ント
の

開
催

（
R4

）
 

・J
R

海
の

まち
須

崎
駅

の
トイ

レ改
修

（
R4

）
 

・空
き

店
舗

活
用

や
企

業
誘

致
に

関
す

る
先

進
地

視
察

2
件

（
R4

）
 

・（
一

社
）

須
﨑

海
の

ま
ち

公
社

の
設

立
（

R5
）

 
・釣

りバ
カシ

テ
ィプ

ロジ
ェク

ト関
連

イベ
ント

の
開

催
（

R6
、R

7）
 

・釣
りバ

カシ
テ

ィプ
ロジ

ェク
ト公

式
HP

及
び

SN
S

の
開

設
（

R7
）

観
光

ク
ラ

ス
タ

ー
整

備
事

業
の

推
進

 
■

須
崎

市
 

・計
画

に
基

づ
い

た
事

業
の

実
施

・ブ
ラッ

シ
ュア

ップ
 

・ソ
フト

事
業

の
検

討
・実

施
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し 
釣

りバ
カ

シ
テ

ィプ
ロ

ジ
ェク

ト
の

推
進

 
■

須
崎

市
 

・釣
りバ

カシ
テ

ィプ
ロジ

ェク
トに

基
づ

く事
業

の
実

施
 

・計
画

の
ブ

ラッ
シ

ュア
ップ

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し

 
エ

リア
外

との
連

携
促

進
 

 
・浦

ノ内
マリ

ンパ
ー

クと
連

携
した

イベ
ント

の
開

催
 

・ふ
る

さと
納

税
制

度
を

活
用

した
財

源
の

確
保

 
市

内
、高

幡
エ

リア
へ

の
周

遊
促

進
 

■
須

崎
市

、須
崎

市
海

の
まち

プ
ロジ

ェク
ト推

進
協

議
会

 
・旅

行
企

画
の

造
成

 
・拠

点
に

お
け

る
情

報
発

信
方

法
の

検
討

、実
施

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

エ
リア

内
の

総
合

的
な

ブ
ラ

ン
デ

ィン
グ

設
計

整
備

物
件

選
定

設
計

、整
備

計
画

に
基

づ
い

た
事

業
等

の
実

施

計
画

に
基

づ
い

た
事

業
の

実
施

計
画

の
ブ

ラ
ッシ

ュア
ップ

 
次

期
計

画
の

検
討

・実
施

コン
テ

ン
ツ

の
造

成

関
係

機
関

と連
携

した
旅

行
商

品
造

成
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高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

17
  

浦
ノ内

マ
リン

パ
ー

ク
に

お
け

る
交

流
人

口
の

拡
大

に
よ

る
地

域
の

活
性

化
 

（
須

崎
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
須

崎
市

、
（

一
社

）
須

崎
市

観
光

協
会

、
N

PO
法

人
す

さ
き

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
、

（
株

）
ロ

ゴ
ス

コー
ポ

レ
ー

シ
ョン

、そ
の

他
関

係
事

業
者

等
主

要
施

設
等

の
入

込
数

46
,9

58
人

 
（

R5
）

40
,0

42
人

38
,2

90
人

63
,0

00
人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R4
.4

月

 

事
業

概
要

須
崎

市
海

洋
ス

ポ
ー

ツパ
ー

ク構
想

に
よ

る
海

洋
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

と海
洋

レ
ジ

ャー
等

の
体

験
型

観
光

を推
進

す
る

とと
も

に
、野

外
体

験
施

設
ロゴ

ス
パ

ー
クと

の
連

携
に

よる
交

流
人

口
の

拡
大

を
図

り地
域

の
活

性
化

を
目

指
す

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

海
洋

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
 

      

・海
洋

ス
ポ

ー
ツの

メッ
カを

目
指

した
施

設
整

備
（

H2
9～

R2
）

 
　→

地
方

創
生

拠
点

整
備

交
付

金
及

び
高

知
県

ス
ポ

ー
ツ推

進
交

付
金

活
用

 
・地

域
お

こし
協

力
隊

制
度

を
活

用
した

専
門

人
材

の
配

置
（

H2
9～

）
 

・東
京

五
輪

へ
向

け
た

ホ
ス

トタ
ウン

登
録

お
よ

び
ナ

シ
ョナ

ル
チ

ー
ム

に
よ

る
合

宿
の

誘
致

（
H2

9～
）

 
・コ

ロナ
禍

に
お

け
る

認
定

O
W

S
大

会
国

内
唯

一
の

継
続

開
催

（
R2

）
 

・東
京

五
輪

チ
ェコ

カヌ
ー

代
表

事
前

合
宿

の
実

施
（

R3
）

 
・須

崎
市

カ
ヌ

ー
場

が
JO

C
認

定
協

議
別

強
化

セ
ン

タ
ー

に
認

定
（

R7
～

R1
1）

[成
果

] 
・東

京
五

輪
チ

ェコ
代

表
事

前
合

宿
の

実
施

 
・（

公
財

）
日

本
水

泳
連

盟
主

催
第

97
回

日
本

選
手

権
水

泳
競

技
大

会
O

W
S

競
技

兼
20

22
年

O
W

S
全

豪
選

手
権

代
表

選
手

選
考

会
の

開
催

 
・J

O
C

認
定

協
議

別
強

化
セ

ンタ
ー

に
認

定
 

 [課
題

] 
・宿

泊
所

の
不

足
 

・県
内

類
似

施
設

との
差

別
化

 
   

合
宿

等
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

 
■

須
崎

市
 

・企
業

、大
学

等
へ

の
PR

活
動

 
・合

宿
補

助
の

継
続

実
施

、施
設

外
で

の
魅

力
向

上
 

・地
域

お
こし

協
力

隊
を活

用
した

情
報

発
信

 
□

県
（

ス
ポ

ー
ツ課

、地
域

本
部

）
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

全
国

規
模

の
大

会
誘

致
 

■
須

崎
市

 
・競

技
連

盟
等

へ
の

アプ
ロー

チ

 

 
体

験
型

観
光

の
推

進
 

        

・海
上

ア
ス

レチ
ック

等
の

海
洋

体
験

メニ
ュー

備
品

整
備

（
H2

9、
R

元
）

 
・（

一
社

）
須

崎
市

観
光

協
会

の
設

立
に

よ
る

教
育

旅
行

の
一

層
の

推
進

（
R2

）
 

・体
験

型
観

光
拠

点
の

整
備

（
R3

）
 

　→
高

知
県

観
光

施
設

等
緊

急
整

備
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・ロ

ゴ
ス

パ
ー

クマ
ル

シ
ェの

開
催

（
R4

～
）

 
・公

園
設

備
の

充
実

（
トイ

レ
、授

乳
室

の
設

置
等

）
（

R5
）

 
・ロ

ゴ
ス

パ
ー

ク須
崎

ドリ
ンク

メニ
ュー

の
開

発
（

R7
）

 
　→

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

  

魅
力

向
上

・P
R

の
強

化
 

■
須

崎
市

、N
PO

法
人

す
さき

ス
ポ

ー
ツク

ラブ
、指

定
管

理
者

 
・情

報
発

信
の

充
実

、マ
ス

コミ
等

を通
じた

PR
 

・フ
ァミ

リー
層

や
こど

も
へ

の
効

果
的

な
ア

プロ
ー

チ
 

・体
験

メニ
ュー

の
磨

き上
げ

 
□

県
（

地
域

観
光

課
、地

域
本

部
）

 
・広

報
支

援
、各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

 
教

育
旅

行
等

の
受

入
体

制
強

化
 

■
須

崎
市

、（
一

社
）

奥
四

万
十

高
知

 
・体

験
プ

ログ
ラム

の
磨

き上
げ

、民
泊

事
業

の
検

討
、(

一
社

)奥
四

万
十

高
知

との
 

連
携

 
□

県
（

地
域

観
光

課
、地

域
本

部
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

 
地

域
活

性
化

に
向

け
た

連
携

強
化

 
   

・市
内

事
業

者
と連

携
した

周
遊

事
業

の
実

施
（

H3
0）

 
・海

の
ま

ち
プロ

ジ
ェク

トに
よる

大
型

マ
ル

シ
ェの

開
催

（
R4

）
 

・浦
ノ内

周
遊

モニ
ター

ツア
ー

の
実

証
（

R6
）

 

市
内

周
遊

に
向

け
広

く連
携

した
取

り組
み

 
■

須
崎

市
、（

一
社

）
須

崎
市

観
光

協
会

 
・近

隣
事

業
者

との
連

携
に

よる
等

滞
在

時
間

延
長

に
向

け
た

取
り組

み
の

検
討

、 
実

施
 

・市
内

事
業

者
との

周
遊

に
向

け
た

取
り組

み
の

検
討

、実
施

 
・海

の
ま

ち
プロ

ジ
ェク

トと
の

情
報

共
有

、相
互

周
遊

の
検

討
、実

施
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

との
連

携
支

援

合
宿

等
の

プ
ロ

モ
ー

シ
ョン

全
国

規
模

の
大

会
誘

致

情
報

発
信

の
充

実
 

ファ
ミリ

ー
層

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ

体
験

メ
ニ

ュー
・プ

ロ
グ

ラ
ム

の
磨

き
上

げ

民
泊

事
業

に
つ

い
て

の
再

検
討

滞
在

延
長

、周
遊

促
進

に
向

け
た

 
企

画
等

の
検

討
・実

施

158



高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
18

ス
ケ
ー
トパ
ー
ク
を
核
とし
た
地
域
の
活
性
化

（
須
崎
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
須
崎
市

主
要
施
設
等
の
入
込
数

­
­

­
­

28
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

R6
.4
月

※
設
計
前
の
見
込
み
で
あ
り、
設
計
完
了
後
に
再
検
討

事
業
概
要

魅
力
的
な
「公
共
ス
ケ
ー
トパ
ー
ク」
を
整
備
し、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
あ
る
ス
トリ
ー
トス
ポ
ー

ツを
通
じて
、地
域
の
若
年
層
や
ファ
ミリ
ー
層
をは
じめ
、こ
れ
ま
で
須
崎
市
を
訪
れ
る
こと
の
な
か
った

層
に
訪
れ
て
も
らう
こと
に
よ
り交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
とと
も
に
、既
存
の
観
光
客
の
滞
在
時
間

の
延
長
を
図
り、
地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
を促
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

魅
力
あ
る
施
設
の
整
備

に
向
け
た
協
議
等

・「
須
崎
市
の
ス
ケ
ー
トボ
ー
ドパ
ー
クを
つ
くる
会
」か
ら須
崎
市
に
要
望
（
R3
）

・基
本
構
想
の
策
定
（
R4
）

・用
地
候
補
、施
設
整
備
の
内
容
等
の
関
係
者
間
協
議
（
R4
～
）

・先
進
地
の
視
察
（
大
阪
府
松
原
市
「ス
ケ
ボ
ー
の
ま
ち
まつ
ば
ら」
ま
ち
づ
くり
戦

略
）
（
R5
）

・N
PO
法
人
日
本
ス
ケ
ー
トパ
ー
ク協
会
に
よ
る
設
計
監
修
（
R6
）

・農
地
転
用
の
申
請
許
可
（
R6
）

・基
本
設
計
の
策
定
（
R6
）

・ス
ケ
ー
トパ
ー
ク工
事
関
連
事
業
者
の
決
定
（
R7
）

・先
進
地
の
視
察
（
東
京
都
八
王
子
市
「プ
ラネ
ット
パ
ー
ク」
）
（
R7
）

[成
果
]

―

[課
題
]

・費
用
対
効
果
を
踏
ま
え
た

施
設
規
模
お
よ
び
設
備
の
検

討 ・専
門
性
や
実
績
を
踏
ま
え
た

運
営
主
体
の
検
討

・幅
広
い
層
へ
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
機
会
の
提
供
等
、誘
客

に
向
け
た
取
り組
み
の
検
討

・競
技
力
向
上
及
び
競
技
人

口
増
加
に
向
け
た
事
業
計
画

の
検
討

施
設
整
備

■
須
崎
市

・基
本
、実
施
設
計
、施
設
整
備

□
県
（
ス
ポ
ー
ツツ
ー
リズ
ム
課
、地
域
本
部
）

・支
援
策
の
検
討
（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ推
進
交
付
金
の
活
用
な
ど）

運
営
体
制
の
構
築

■
須
崎
市

・運
営
方
法
お
よ
び
運
営
主
体
の
検
討

・教
室
開
催
等
に
係
る
指
導
者
の
確
保

ス
ト
リ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
を

活
用
し
た
誘
客
方
法
の

検
討

（
再
掲
）
先
進
地
の
視
察
（
大
阪
府
松
原
市
「ス
ケ
ボ
ー
の
ま
ち
ま
つ
ば
ら」
ま

ち
づ
くり
戦
略
）
（
R5
）

・ス
ケ
ー
トパ
ー
クの
全
体
及
び
各
エリ
ア
の
３
D
図
面
の
作
成
（
R6
）

施
設
機
能
の
検
討
・提
供

■
須
崎
市

・初
級
者
～
上
級
者
向
け
の
コー
ス
の
検
討
・提
供

・フ
ァミ
リー
層
向
け
エ
リア
の
検
討
・提
供

・レ
ンタ
ル
事
業
の
展
開
や
初
心
者
教
室
の
開
催

イ
ベ
ン
ト
や
大
会
の
開
催

■
須
崎
市

・ロ
ー
カル
大
会
、ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツイ
ベ
ント
の
検
討
及
び
開
催

・ト
ップ
ア
ス
リー
トの
招
聘

・子
供
向
け
大
会
及
び
全
国
規
模
大
会
の
検
討
・誘
致

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
検
討

（
再
掲
）
先
進
地
の
視
察
（
大
阪
府
松
原
市
「ス
ケ
ボ
ー
の
ま
ち
ま
つ
ば
ら」
ま

ち
づ
くり
戦
略
）
（
R5
）

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
・イ
ベ
ン
ト
等
の
企
画
・実
施

■
須
崎
市

・S
NS
を活
用
した
情
報
発
信
方
法
の
検
討
・実
施

・ア
ー
トや
音
楽
と連
動
した
イベ
ント
の
検
討
・実
施

・周
辺
エ
リア
へ
の
周
遊
の
仕
組
み
づ
くり

・オ
ー
プニ
ング
イベ
ント
の
検
討
・実
施

設
計
お
よ
び
整
備

運
営
検
討

R
8
年
度
オ
ー
プ
ン

予
定
運
営
開
始

指
導
者
確
保

ロ
ー
カ
ル
大
会
や

教
室
の
開
催

大
会
の

検
討
・誘
致

情
報
発
信
方
法
の
検
討
・実
施

イ
ベ
ン
ト
の
検
討
・実
施

周
遊
の
仕
組
み
づ
くり

施
設
機
能
の

検
討
・提
供
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高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

19
  

カ
ツ

オ
を

起
点

とし
た

持
続

可
能

な
観

光
を

主
軸

とす
る

地
域

産
業

の
振

興
 

（
中

土
佐

町
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(一
社

)な
か

とさ
観

光
協

会
、中

土
佐

町
、(

株
)中

土
佐

町
地

域
振

興
公

社
、大

正
町

市
場

協
同

組
合

、中
土

佐
町

商
工

会
(1

)観
光

施
設

入
込

数
47

6,
45

7
人

 
(R

4)
54

3,
31

4
人

63
3,

64
3

人
52

4,
00

0
人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

(2
)黒

潮
本

陣
宿

泊
者

数
8,

52
9

人
※

 
(R

4)
8,

43
4

人
8,

41
5

人
12

,0
00

人

 

事
業

概
要

10
年

後
も「

土
佐

久
礼

か
つ

お
」の

本
場

とし
て

カツ
オ

を食
べ

に
お

越
しい

た
だ

け
る

町
を目

指
し

て
、町

内
関

係
者

が
連

携
して

カツ
オ

に
よる

観
光

を
推

進
す

る
こと

で
カツ

オ
産

業
を

守
り、

カツ
オ

を
起

点
とし

た
持

続
可

能
な

観
光

地
域

づ
くり

を行
う。

(3
)タ

タキ
体

験
受

入
数

1,
51

2
人

 
(R

4)
2,

07
0

人
2,

44
4

人
2,

20
0

人

 
(4

)町
内

事
業

者
へ

の
カツ

オ
 

販
売

額
14

3
百

万
円

 
(R

4)
15

9
百

万
円

13
3

百
万

円
15

7
百

万
円

 
※

3
ヶ月

（
1～

3
月

）
の

休
業

あ
り

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

受
け

入
れ

態
勢

の
強

化
・観

光
拠

点
施

設
「ぜ

よぴ
あ

」オ
ー

プ
ン（

H2
8）

 
→

観
光

拠
点

等
整

備
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・黒

潮
本

陣
コテ

ー
ジ

改
修

、コ
テ

ー
ジ

遊
歩

道
整

備
（

R2
) 

　→
観

光
施

設
等

緊
急

整
備

事
業

費
補

助
金

の
活

用
 

・黒
潮

本
陣

本
館

改
修

（
R3

）
 

　→
観

光
振

興
推

進
総

合
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・観

光
客

の
利

便
性

向
上

の
た

め
の

コイ
ンロ

ッカ
ー

整
備

（
R6

～
）

 
・観

光
協

会
の

中
期

事
業

計
画

の
策

定
及

び
経

営
体

制
整

備
（

R7
）

 
　→

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用

[成
果

] 
・R

6
周

遊
プラ

ンの
造

成
 

　3
件

 
   [課

題
] 

・観
光

協
会

の
組

織
体

制
の

強
化

及
び

持
続

的
な

運
営

に
向

け
た

収
益

性
の

向
上

 
・周

遊
促

進
と滞

在
時

間
延

長
の

仕
組

み
づ

くり
 

・黒
潮

本
陣

の
宿

泊
者

数
の

増
加

対
策

 

観
光

協
会

の
体

制
整

備
 

■
(一

社
)な

か
とさ

観
光

協
会

 
・観

光
案

内
を

強
化

す
る

た
め

の
拠

点
整

備
の

検
討

及
び

体
制

強
化

（
人

材
確

保
及

び
特

性
に

応
じた

育
成

、自
主

事
業

開
発

と収
益

性
担

保
、組

織
体

の
拡

充
等

）
 

・観
光

客
等

の
利

便
性

向
上

 
・機

能
強

化
（

観
光

客
お

も
て

な
しの

た
め

の
物

販
機

能
の

検
討

や
商

品
開

発
）

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
 

 

 
土

佐
久

礼
か

つ
お

の
ファ

ン
づ

くり
 

・「
か

つ
お

祭
」な

ど町
内

イベ
ント

の
開

催
 

・土
佐

久
礼

に
お

け
る

カツ
オ

を中
心

とし
た

食
体

験
の

イン
バ

ウン
ド施

策
 

（
R5

）
 

　→
観

光
庁

観
光

コン
テ

ンツ
造

成
支

援
事

業
の

活
用

 
・関

西
圏

へ
の

イベ
ント

出
店

（
R5

～
）

 
・高

知
空

港
中

土
佐

フェ
ア

開
催

（
R5

～
) 

・高
知

県
ア

ンテ
ナ

シ
ョッ

プ
（

東
京

・大
阪

)で
「土

佐
久

礼
か

つ
お

フェ
ア

」開
催

 
（

R6
、R

7)
 

・カ
ツオ

授
業

の
実

施
（

町
内

小
中

学
校

等
）

(R
4～

) 
・県

内
中

高
生

向
け

カツ
オ

教
育

ツア
ー

の
実

施
（

R7
～

)

関
西

圏
等

に
お

け
る

PR
活

動
の

強
化

 
■

(一
社

)な
か

とさ
観

光
協

会
、中

土
佐

町
商

工
会

 
・東

京
や

関
西

圏
、高

知
空

港
な

どで
の

イベ
ント

・催
事

に
よ

る
「土

佐
久

礼
か

つ
お

」 
の

ファ
ンづ

くり
 

□
県

（
地

域
本

部
、大

阪
事

務
所

）
 

・県
外

で
実

施
され

る
イベ

ント
等

の
情

報
提

供
、支

援
制

度
の

紹
介

 
中

土
佐

町
を

訪
問

した
観

光
客

へ
の

PR
　 

■
(一

社
)な

か
とさ

観
光

協
会

、地
元

事
業

者
 

・イ
ンバ

ウン
ドを

意
識

した
観

光
客

向
け

カツ
オ

プロ
モ

ー
シ

ョン
 

・カ
ツオ

授
業

の
実

施
（

小
学

生
、大

人
、観

光
客

向
け

）

  

 
観

光
客

の
町

内
周

遊
促

進
 

・食
と体

験
の

深
掘

りと
回

遊
商

品
開

発
（

R4
）

 
　→

観
光

庁
看

板
商

品
創

出
事

業
の

活
用

 
・周

遊
プ

ラン
の

作
成

とツ
ア

ー
の

実
施

：
２

商
品

（
R5

～
）

 
・ど

っぷ
り高

知
旅

キ
ャン

ペ
ー

ン
と連

動
した

旅
行

商
品

(3
商

品
)の

販
売

開
始

(R
7.

3
月

～
:1

商
品

、R
7.

4
月

～
:2

商
品

)（
R6

～
）

 
・観

光
協

会
に

よ
る

防
災

ツ
ー

リズ
ム

プ
ログ

ラム
の

拡
充

及
び

特
設

ペ
ー

ジ
の

開
設

（
R7

）

周
遊

の
仕

組
み

づ
くり

 
■

(一
社

)な
か

とさ
観

光
協

会
 

・中
土

佐
町

内
の

観
光

素
材

を
周

遊
す

る
観

光
コー

ス
の

提
案

 
（

土
佐

久
礼

駅
、久

礼
大

正
町

市
場

、道
の

駅
な

か
とさ

、黒
潮

本
陣

、久
礼

八
幡

宮
、双

名
島

、西
岡

酒
造

店
、美

術
館

、漁
業

体
験

な
ど）

 
・観

光
客

向
け

の
サ

ー
ビス

充
実

（
レン

タサ
イク

ル
事

業
）

 
・中

心
商

店
街

周
辺

の
駐

車
場

整
備

に
向

け
た

検
討

 
□

県
（

地
域

観
光

課
、地

域
本

部
）

 
・観

光
関

連
支

援
制

度
の

情
報

提
供

拠
点

 
整

備

お
土

産
商

品
開

発
・販

売

体
制

整
備

・ 
機

能
強

化

観
光

案
内

情
報

発
信

物
販

機
能

の
検

討

関
西

圏
を

中
心

とし
た
 

県
外

で
の

PR
活

動 観
光

客
へ

の
PR

 
（

観
光

列
車

の
乗

客
へ

の
PR

、カ
ツ

オ
授

業
等

）
 

設
備

 
整

備
設

備
を

活
用

した
周

遊
促

進
 

（
レ

ン
タ

サ
イ

ク
ル

等
）

周
遊

プ
ラ

ン
の

磨
き

上
げ

・提
供

県
外

で
の

PR
活

動
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高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
20
梼
原
町
の
体
験
型
・滞
在
型
観
光
の
推
進

（
梼
原
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会
、梼
原
町
、梼
原
町
商
工
会
、松
原
ま
ろ
うど
会
、

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
郷
ゆ
す
は
らで
あ
い
の
会

(1
)主
要
宿
泊
施
設
宿
泊
者

数
10
,3
35
人

（
R4
)

12
,2
57
人

14
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
21
.4
月

(2
)主
要
観
光
施
設
入
込
数

11
3,
13
1
人

（
R4
)

13
7,
20
4
人

12
0,
00
0
人

事
業
概
要

梼
原
町
の
玄
関
口
で
あ
る
太
郎
川
公
園
を
拠
点
とし
、新
た
な
ホ
テ
ル
等
の
整
備
と併
せ

て
、観
光
ス
ポ
ット
で
あ
る
隈
研
吾
建
築
群
、坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
や
森
林
セ
ラピ
ー
ロ
ー
ド

な
どの
滞
在
型
観
光
や
新
た
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
に
よ
る
体
験
型
観
光
な
どに
よ
り、

周
遊
観
光
や
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
って
い
く。

※
主
要
宿
泊
施
設
：
マ
ル
シ
ェ・
ユ
ス
ハ
ラ、
町
内
民
宿
事
業
者
、新
た
な
ホ
テ
ル
（
R1
1
年
度
～
(予
定
)）

※
主
要
観
光
施
設
：
雲
の
上
の
図
書
館

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造

成
、
磨
き
上
げ
及
び
受

入
体
制
の
充
実

・太
郎
川
公
園
内
多
言
語
サ
イン
の
設
置
（
R4
)

→
観
光
振
興
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・（
一
社
）
ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会
に
よ
る
体
験
プ
ログ
ラム
の
造
成
、ツ
ア

ー
誘
致
（
R3
～
）

・久
保
谷
セ
ラピ
ー
ロー
ドの
案
内
板
及
び
パ
ンフ
レ
ット
を
多
言
語
に
リニ
ュー
ア
ル

（
H3
0）

・隈
研
吾
建
築
案
内
ガ
イド
開
始
（
R2
）

・森
林
フェ
ス
テ
ィバ
ル
の
開
催
（
R3
～
）

・四
国
運
輸
局
「将
来
に
わ
た
って
旅
行
者
を
惹
き
つ
け
る
地
域
・日
本
の
新
た
な

レ
ガ
シ
ー
形
成
事
業
」採
択
に
よ
る
町
内
観
光
資
源
の
調
査
（
R4
）

・自
然
・体
験
ア
ドバ
イザ
ー
の
活
用
に
よる
案
内
ガ
イド
の
育
成
（
R4
）

・太
郎
川
公
園
再
整
備
事
業
は
、（
一
社
）
雲
の
上
観
光
協
会
を
中
心
とし
た

コン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事
業
体
）
に
より
進
め
て
い
くこ
とが
概
ね
決
定
（
R6
）

[成
果
]

・（
一
社
）
ゆ
す
は
ら雲
の
上

観
光
協
会
の
設
立
（
R3
）

・太
郎
川
公
園
再
生
基
本
構

想
の
策
定
（
R4
)

・体
験
プ
ログ
ラム
の
造
成

R7
：
２
件

[課
題
]

・観
光
情
報
発
信
の
強
化

・観
光
客
受
入
体
制
の
整
備

・町
内
周
遊
に
向
け
た
取
り組

み ・太
郎
川
公
園
再
整
備
計
画

の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
に
遅
れ
が
発

生

新
た
な
ホ
テ
ル
を
含
む
太
郎
川
公
園
一
体
整
備
に
向
け
た
取
り組
み

■
梼
原
町
、(
一
社
)ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会

・運
営
主
体
、運
営
方
法
の
検
討

・施
設
整
備
と並
行
し誘
客
の
方
法
に
つ
い
て
検
討

・公
園
内
に
ア
クテ
ィビ
テ
ィ施
設
を
整
備

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

新
た
な
レ
ス
ト
ラ
ン
整
備
に
か
か
る
地
域
食
材
を
活
用
した
メ
ニ
ュー
開
発

■
梼
原
町
、(
一
社
)ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会

・専
門
家
の
導
入
に
よ
る
地
域
食
材
を使
った
メニ
ュー
の
開
発

・梼
原
町
産
ブド
ウを
使
用
した
ワイ
ンの
活
用
検
討

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

誘
客
活
動

・（
一
社
）
ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会
に
よる
パ
ンフ
レッ
ト、
映
像
作
品
の

施
策
に
よ
る
PR
（
R4
～
）

・オ
ー
バ
ー
ツー
リズ
ム
対
策
の
一
環
とし
て
「パ
ー
クア
ンド
ライ
ド実
証
事
業
」を

実
施
（
R5
）
（
四
国
運
輸
局
）

・カ
ル
ス
トエ
リア
５
市
町
に
よ
る
連
携
の
取
り組
み
（
R4
～
）

・梼
原
町
産
ブ
ドウ
を
使
用
した
ワ
イン
とカ
ル
ス
ト産
ゆ
す
は
ら牛
の
イベ
ン
ト実
施

（
R4
）

・太
郎
川
公
園
内
へ
の
ア
クテ
ィビ
テ
ィ施
設
(フ
ァン
モ
ック
)整
備
（
R7
）

→
高
知
県
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

観
光
情
報
発
信
力
と誘
客
活
動
の
強
化

■
梼
原
町
、(
一
社
)ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会

・体
験
プロ
グ
ラム
の
造
成

・専
門
家
の
導
入
に
よ
る
町
内
周
遊
プラ
ンの
作
成

・（
一
社
）
奥
四
万
十
高
知
と連
携
した
観
光
情
報
発
信
及
び
イン
バ
ウン
ド等
へ
の

誘
客
活
動

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

受
入
基
盤
の
整
備

・隈
研
吾
ミュ
ー
ジ
ア
ム
の
整
備
（
R
元
）

・ゆ
す
は
ら湿
性
植
物
園
、太
郎
川
公
園
キ
ャン
プ
場
の
整
備
（
R4
）

→
観
光
振
興
総
合
事
業
費
補
助
金
を
活
用

・町
内
観
光
地
に
遊
歩
道
を設
置
す
る
な
ど受
入
体
制
を構
築
（
R4
）

→
博
覧
会
受
入
環
境
整
備
補
助
金
を
活
用

・森
林
セ
ラピ
ー
ロー
ドに
トイ
レ
を新
設
（
R4
）

→
博
覧
会
受
入
環
境
整
備
補
助
金
を
活
用

・太
郎
川
公
園
再
生
基
本
構
想
の
策
定
（
R4
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

拠
点
観
光
施
設
ス
タ
ッフ
の
人
材
育
成
と町
内
事
業
者
の
受
入
態
勢
整
備

■
梼
原
町
、(
一
社
)ゆ
す
は
ら雲
の
上
観
光
協
会

・第
三
種
旅
行
業
登
録

・拠
点
観
光
施
設
、拠
点
宿
泊
施
設
か
ら町
内
へ
の
波
及
を
目
指
し町
内
事
業
者
間
の

連
携
を推
進

・町
内
宿
泊
事
業
者
の
受
入
態
勢
の
整
備

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

整
備
に
向
け
た

再
検
討

町
内
事
業
者
へ
の

聞
き
取
り

専
門
家
を
導
入
した
ス
タ
ッフ
研
修

町
内
連
携
の
検
討

誘
客
方
法
の
検
討

地
域
食
材
の
洗
い
出
し

メ
ニ
ュー
開
発
、提
供

町
内
周
遊
プ
ラ
ン
作
成

観
光
情
報
発
信
強
化
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高

幡
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

21
  

津
野

町
ま

る
ご

と体
感

！
観

光
推

進
プ

ロ
ジ

ェク
ト 

（
津

野
町

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
津

野
町

(1
)主

要
観

光
施

設
入

込
数

41
4,

14
6

人
 

（
R4

）
38

7,
23

9
人

45
6,

00
0

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

(2
)主

要
宿

泊
施

設
宿

泊
者

数
13

,9
46

人
 

（
R4

）
11

,8
29

人
15

,8
00

人

 

事
業

概
要

四
国

カル
ス

ト天
狗

高
原

や
四

万
十

川
源

流
点

、風
の

里
公

園
、セ

ラピ
ー

ロー
ドな

どを
中

心
と

した
観

光
資

源
と歴

史
や

伝
統

文
化

、地
域

の
食

や
体

験
プ

ログ
ラム

な
ど津

野
町

を
ま

る
ご

と
PR

し、
年

間
を通

じて
多

くの
観

光
客

の
集

客
を図

り、
地

域
経

済
の

波
及

効
果

に
つ

な
げ

て
い

く。

(3
)観

光
消

費
額

33
8,

00
0

千
円

 
（

R4
）

35
1,

52
2 

千
円

38
5,

00
0 

千
円

 
※

入
込

数
：

「星
ふ

る
ヴ

ィレ
ッジ

TE
NG

U」
、「

風
車

の
駅

」、
「道

の
駅

布
施

ヶ坂
」、

「吉
村

虎
太

郎
邸

」、
「フ

ォレ
ス

トア
ドベ

ン
チ

ャー
・高

知
」、

「カ
ル

ス
トテ

ラス
」 

※
宿

泊
者

数
・観

光
消

費
額

：
「星

ふ
る

ヴ
ィレ

ッジ
TE

NG
U(

キ
ャビ

ン・
テ

ンガ
ロー

含
む

)」
、「

遊
山

四
万

十
せ

い
らん

の
里

」、
「森

の
巣

箱
」、

「葉
山

の
郷

」

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

観
光

資
源

を
生

か
し

た
魅

力
づ

くり
の

推
進

・星
空

観
察

会
や

植
物

観
察

会
の

実
施

 
・観

光
キ

ャン
ペ

ー
ンと

連
動

した
イベ

ント
や

体
験

プ
ログ

ラム
の

磨
き

上
げ

・ 
拡

充
、モ

ニタ
ー

ツア
ー

の
実

施
 

・お
ん

ぱ
く手

法
を活

用
した

津
野

町
体

験
キ

ャン
ペ

ー
ン「

つ
の

つ
ね

づ
ね

」の
 

実
施

（
R2

～
）

 
・E

バ
イク

整
備

（
R3

）
 

・プ
ラネ

タリ
ウム

を
活

用
した

宿
泊

プラ
ン造

成
（

R4
～

）
 

・津
野

町
観

光
振

興
計

画
の

策
定

（
H3

0）
 

・第
2

期
 津

野
町

観
光

振
興

計
画

の
策

定
（

R4
）

 
・町

内
の

観
光

拠
点

施
設

に
AR

コン
テ

ンツ
の

整
備

（
R7

～
）

[成
果

] 
・四

国
カル

ス
トの

入
込

客
数

の
増

加
 

H3
0：

70
,2

06
人

 
　　

→
R4

：
17

6,
98

9
人

 
　　

→
R5

：
17

4,
93

5
人

 
　　

→
R6

：
17

6,
65

5
人

 
・つ

の
つ

ね
づ

ね
体

験
プ

ログ
ラ

ム
数

 
・四

国
カル

ス
ト広

域
連

携
推

進
協

議
会

の
設

立
（

R5
）

 
   [課

題
] 

・人
材

不
足

 
・閑

散
期

（
冬

季
）

対
策

 
・観

光
資

源
の

磨
き

上
げ

 
・宿

泊
キ

ャパ
シ

テ
ィア

ップ
 

・効
果

的
な

情
報

発
信

 
・観

光
ガ

イド
の

育
成

とス
キ

ル
ア

ップ
 

・四
国

カ
ル

ス
トの

入
込

を
町

内
へ

波
及

させ
る

仕
組

み
 

・宿
泊

施
設

の
整

備
の

検
討

に
遅

れ
が

発
生

自
然

や
歴

史
、伝

統
文

化
を

生
か

した
魅

力
づ

くり
 

■
津

野
町

 
・四

国
カル

ス
ト、

星
、四

万
十

川
源

流
点

な
ど豊

富
な

観
光

資
源

を楽
しめ

る
機

会
の

 
提

供
 

・津
野

山
古

式
神

楽
や

龍
馬

脱
藩

の
道

な
ど伝

統
文

化
や

歴
史

を体
感

で
きる

イベ
ン 

トや
プ

ログ
ラム

の
開

発
 

・日
常

の
暮

らし
や

遊
び

、伝
承

され
て

きた
食

文
化

を
体

感
で

きる
コン

テ
ンツ

の
造

成
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し、
アド

バ
イザ

ー
導

入
提

案

 

 
観

光
基

盤
の

整
備

・四
国

カル
ス

トエ
リア

や
四

万
十

川
源

流
点

エリ
ア

の
観

光
施

設
等

整
備

 
フォ

レス
トア

ドベ
ンチ

ャー
・高

知
オ

ー
プ

ン（
R2

）
 

天
狗

荘
が

星
ふ

る
ヴ

ィレ
ッジ

TE
NG

U
とし

て
リニ

ュー
ア

ル
オ

ー
プン

（
R3

）
 

せ
い

らん
の

里
が

移
転

リニ
ュー

ア
ル

オ
ー

プ
ン（

R3
）

 
カル

ス
ト学

習
館

が
カル

ス
トテ

ラス
とし

て
リニ

ュー
アル

オ
ー

プ
ン（

R4
）

 
自

然
探

勝
区

の
整

備
（

R4
.2

～
9）

、キ
ャン

プ場
エ

リア
再

整
備

（
R4

）

安
心

・安
全

な
受

入
環

境
の

整
備

 
■

津
野

町
 

・多
言

語
パ

ンフ
レッ

トの
制

作
、決

済
環

境
の

整
備

な
どイ

ンバ
ウン

ド観
光

の
推

進
 

・ア
ウト

ドア
コン

テ
ンツ

の
開

発
、延

泊
等

受
入

や
宿

泊
キ

ャパ
シ

テ
ィ増

に
向

け
た

検
討

 
□

県
（

地
域

観
光

課
、地

域
本

部
等

）
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し

 
戦

略
的

な
情

報
発

信
・ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、S

NS
（

Fa
ce

bo
ok

、I
ns

ta
gr

am
）

等
で

の
情

報
発

信
 

・マ
ス

コミ
、ラ

ジ
オ

、C
M

で
の

情
報

発
信

 
・高

知
龍

馬
空

港
コル

トン
看

板
広

告
設

置
（

R7
）

 
・帯

屋
町

広
告

ビジ
ョン

で
の

情
報

発
信

（
R7

）
 

・ト
ゥク

トゥ
ク定

期
周

遊
の

実
施

 
・I

ns
ta

gr
am

ハ
ッシ

ュタ
グ

キ
ャン

ペ
ー

ンや
ス

タン
プラ

リー
の

実
施

タ
ー

ゲ
ット

や
目

的
に

合
わ

せ
た

情
報

発
信

と周
遊

に
つ

な
げ

る
取

り組
み

 
■

津
野

町
 

・オ
ー

プン
デ

ー
タの

活
用

、観
光

客
へ

の
ア

ンケ
ー

ト、
ヒア

リン
グ

調
査

、モ
ニタ

ー
ツア

ー
 

・ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
SN

S、
マス

コミ
を

通
じた

情
報

発
信

、ス
タン

プ
ラリ

ー
等

の
実

施
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
・広

報
支

援
、各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

 
魅

力
を

伝
え

る
人

材
の

育
成

と観
光

推
進

体
制

の
構

築

・観
光

振
興

に
お

け
る

地
域

お
こし

協
力

隊
の

導
入

（
R7

～
）

 
・観

光
ガ

イド
研

修
会

の
実

施
 

・（
株

）
五

藤
光

学
研

究
所

との
包

括
連

携
協

定
締

結
（

R2
）

 
・地

域
活

性
化

起
業

人
の

起
用

（
R3

～
R5

）
 

・星
の

ソ
ム

リエ
養

成
講

座
の

実
施

（
R3

）
 

・四
国

カル
ス

トエ
リア

5
市

町
に

よ
る

広
域

連
携

会
議

の
実

施
（

R2
～

R4
）

 
・四

国
カル

ス
トエ

リア
広

域
5

市
町

に
よ

る
包

括
連

携
協

定
締

結
（

R5
.3

）

観
光

関
連

事
業

者
の

お
も

て
な

し力
の

強
化

 
■

津
野

町
 

・事
業

者
間

の
連

携
強

化
、ガ

イド
育

成
、ス

キ
ル

向
上

の
た

め
の

講
習

会
の

実
施

 
・地

域
の

特
色

を
生

か
した

料
理

メニ
ュー

の
検

討
・提

供
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し 
広

域
観

光
組

織
と連

携
体

制
の

強
化

 
■

津
野

町
 

・(
一

社
)奥

四
万

十
高

知
や

四
国

カル
ス

ト広
域

連
携

推
進

協
議

会
との

連
携

受
入

環
境

整
備

イ
ベ

ン
トや

 
プ

ロ
グ

ラ
ム

検
討

提
供

開
始

町
内

施
設

 
の

調
査

 

誘
客

の
た

め
の

情
報

発
信

の
充

実

コン
テ

ン
ツ

 
磨

き
上

げ

観
光

ガ
イ

ド
の

育
成

、ス
キ

ル
ア

ップ

近
隣

市
町

と連
携

した
広

域
で

の
取

組

ア
ウ

ト
ドア

コン
テ

ン
ツ

・簡
易

宿
泊

所
や

 
民

泊
事

業
の

検
討

、見
直

し

周
遊

に
つ

な
が

る
企

画
の

実
施

（
ス

タ
ン

プ
ラ

リー
、イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

キ
ャン

ペ
ー

ン
等

）

魅
力

的
な

料
理

メ
ニ

ュ
ー

の
検

討
・提

供
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高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
22

わ
ざ
わ
ざ
い
こう
「海
洋
堂
ホ
ビー
館
四
万
十
」を
核
とし
た
ミュ
ー
ジ
ア
ム
の
ま
ち
づ
くり

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
町
、(
株
)海
洋
堂
、(
株
)奇
想
天
外

ホ
ビ
ー
館
年
間
入
場
客
数

2.
7
万
人

（
R4
）

1.
7
万
人

５
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
21
.４
月

事
業
概
要

四
万
十
町
の
観
光
拠
点
とし
て
「海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
四
万
十
」の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ
を
図
る

とと
も
に
、四
万
十
川
流
域
の
豊
か
な
自
然
や
食
、伝
統
文
化
な
ど四
万
十
町
の
魅
力
あ
る

資
源
を
組
み
合
わ
せ
、周

遊
促
進
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
誘
致
な
ど、
地
域
と連
携
を
強
化
し
て

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
機
能
の

強
化

・(
株
)海
洋
堂
との
連
携
に
よ
り、
廃
校
とな
った
小
学
校
を
活
用
し

「海
洋
堂
ホ
ビ
ー
館
四
万
十
」の
整
備
（
H
22
）
、開

館
（
H
23
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・全
国
初
の
ミュ
ー
ジ
ア
ム
列
車
ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
の
運
行
（
H
23
～
）

・誘
導
案
内
看
板
や
第
2
駐
車
場
の
整
備
、臨

時
駐
車
場
の
設
置

（
H
24
～
26
）

・第
2
駐
車
場
内
へ
の
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
の
設
置
（
H
28
）

・ホ
ビ
ー
ト
レ
イ
ン
を
「か
っぱ
うよ
うよ
号
」へ
リニ
ュー
ア
ル
（
H
28
）

・イ
ン
バ
ウ
ン
ド
商
談
・オ
プ
シ
ョナ
ル
ツ
ア
ー
の
PR
（
H
29
）

・ホ
ビ
ー
館
の
休
憩
施
設
、販

売
ス
ペ
ー
ス
等
の
拡
充
に
伴
うリ
ニ
ュー
ア
ル

（
R３
）
→
地
域
観
光
振
興
交
付
金
の
活
用

・経
済
波
及
効
果
算
出
と今
後
の
目
標
策
定
支
援
（
R3
)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・展
示
内
容
の
一
部
リニ
ュー
アル
（
R7
）

・ジ
オ
ラマ
展
及
び
エ
ヴ
ァン
ゲ
リオ
ン
展
の
開
催
（
R7
）

・施
設
の
改
装
に
よ
る
リニ
ュー
アル
オ
ー
プン
（
R8
.3
月
）

[成
果
]

・常
勤
雇
用
者
数

Ｒ
６
：
５
人

・累
計
入
館
者
数

50
万
人
達
成
（
Ｒ
4
年
8

月
）

・ジ
オ
ラマ
展
の
開
催

(R
7.
4
月
～
6
月
)

来
館
者
数
：
5,
60
8
人

・エ
ヴ
ァン
ゲ
リオ
ン
展
の
開
催

(R
7.
7
月
～
11
月
)

来
館
者
数
：
11
,3
17
人

[課
題
]

・集
客
力
の
あ
る
企
画
展

の
開
催

・さ
らな
る
誘
客
促
進
及
び

リピ
ー
タ
ー
の
確
保

・S
NS
等
に
よ
る
広
報
強
化

ミュ
ー
ジ
ア
ム
機
能
の
強
化
及
び
PR
の
充
実

■
(株
)奇
想
天
外

・魅
力
あ
る
企
画
展
や
イベ
ント
等
の
開
催

・予
土
線
を
活
用
した
集
客
と
PR

・オ
リジ
ナ
ル
キ
ャラ
クタ
ー
（
うま
の
す
け
っぴ
等
）
を活
用
した
商
品
開
発
・広
報
・営
業

・S
NS
等
を通
じた
情
報
発
信
の
強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関

係
機
関
へ
の
橋
渡
し

関
係
機
関
と
連
携
し

た
集
客
力
の
向
上

・「
海
洋
堂
か
っぱ
館
」の
オ
ー
プ
ン
（
H
24
）

※
R6
.2
.1
3～
R8
.3
.1
9
休
館

・ホ
ビ
ー
館
とか
っぱ
館
の
連
携
し
た
企
画
展
の
開
催
（
H
24
～
）

・「
海
洋
堂
Sp
ac
e
Fa
ct
or
y
な
ん
こ
く」
と連

携
し
た
企
画
展
の
開
催

（
R4
～
）

・町
内
周
遊
企
画
の
開
催
（
R6
）

・予
土
線
と連
携
した
集
客
（
R7
）

関
係
機
関
と連
携
した
集
客
力
の
向
上

■
(株
)奇
想
天
外

・滞
在
時
間
の
延
長
を
促
す
仕
組
み
づ
くり

・南
国
市
等
との
周
遊
企
画
の
展
開

・地
域
等
との
連
携
（
観
光
協
会
、(
一
社
)奥
四
万
十
高
知
、大
正
地
域
観
光
推

進
協
議
会
等
）

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

企
画
展
の
開
催

オ
リジ
ナ
ル
キ
ャラ
ク
タ
ー
を
活
用
した
商
品
の

開
発
・広
報
・営
業

連
携
企
画
及
び
周
遊
プ
ラ
ン
の
検
討
・提
供

南
国
市
や
地
域
との
連
携
強
化

地
域
と連
携
した
食

事
の
検
討
・提
供
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高
幡
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
23

～
しま
ん
とが
わ
の
ま
ん
な
か
～
四
万
十
町
観
光
交
流
促
進
事
業

（
四
万
十
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
町
、(
一
社
)四
万
十
町
観
光
協
会
等

施
設
等
利
用
者
数
※

78
.3
万
人

（
R4
）

72
.3
万
人

82
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
3.
4
月

※
町
内
宿
泊
施
設
及
び
主
要
観
光
施
設
の
利
用
者
数

事
業
概
要

四
万
十
町
の
山
・川
・海
の
豊
か
な
地
域
資
源
が
つ
くり
あ
げ
た
景
観
や
歴
史
、文

化
等
に

磨
き
を
か
け
る
とと
も
に
、も
の
づ
くり
や
食
を
中
心
とし
た
ま
ち
づ
くり
を
進
め
る
こと
で
、四

万
十

町
流
域
で
の
滞
在
型
観
光
を
推
進
す
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

受
入
態
勢
の
充
実
・整

備
・ヤ
イ
ロ
チ
ョウ
ネ
イ
チ
ャー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
（
H
26
）

・打
井
川
バ
イ
パ
ス
開
通
（
H
27
）
ホ
ビ
ー
館
へ
の
大
型
バ
ス
通
行
可

・「
20
16
奥
四
万
十
博
」関
連
イ
ベ
ン
ト
/体
験
プ
ロ
グ
ラム
造
成

(H
28
)

・自
然
体
験
型
観
光
キ
ャン
ペ
ー
ン
関
連
町
内
施
設
整
備
や
体
験
プ
ロ

グ
ラム
の
造
成
（
H
29
～
）

・新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
｢奥
四
万
十
じ
も
旅
キ
ャン
ペ
ー
ン
」

開
催
（
R2
）

・総
務
省
「地
域
活
性
化
企
業
人
」制
度
を
活
用
し
た
観
光
メ
ニ
ュー
の

造
成
（
R3
～
5）

・総
務
省
「地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」の
導
入
に
よ
る
観
光
施
設
の

磨
き
上
げ
（
R4
～
）

[成
果
]

・施
設
等
利
用
者
数

R6
：
72
.3
万
人

・観
光
交
流
拠
点
整
備
の
基

本
計
画
策
定
（
R6
）

[課
題
]

・観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

や
イ
ベ
ン
ト
・体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
等
を
通
じ
た
入
込
数
の

増
加

・周
遊
ル
ー
ト
の
造
成
(サ
イ

クリ
ン
グ
コー
ス
の
検
討
等
)

・観
光
交
流
拠
点
施
設
か

ら
町
内
周
遊
を
促
進
す
る

た
め
の
更
な
る
仕
組
み
づ
く

り

観
光
ガ
イ
ド
の
充
実
、周
遊
ル
ー
ト
の
造
成

■
四
万
十
町
、(
一
社
)四
万
十
町
観
光
協
会

・草
花
ガ
イド
の
育
成
、植
物
観
察
ツア
ー
の
企
画

・四
万
十
川
流
域
で
の
文
化
、景
観
、食
、も
の
づ
くり
を
生
か
した
周
遊
ル
ー
トの
作
成

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

観
光
資
源
の
造
成
・磨

き
上
げ

・四
万
十
南
予
横
断
ツ
ー
リバ
ー
ビ
ュー
ライ
ド
の
開
催
（
H
24
～
）

・四
万
十
川
ジ
ップ
ライ
ン
の
オ
ー
プ
ン
（
R2
）

→
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・ホ
ビ
ー
館
の
リニ
ュー
ア
ル
（
R3
）
→
地
域
観
光
振
興
交
付
金
の
活
用

・観
光
交
流
拠
点
施
設
整
備
基
本
計
画
及
び
基
本
設
計
の
策
定

（
R4
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・三
島
キ
ャン
プ
場
の
リニ
ュー
ア
ル
（
R5
）

→
地
域
観
光
振
興
交
付
金
の
活
用

・四
万
十
オ
ー
ト
キ
ャン
プ
場
ウ
ェル
花
夢
グ
ラン
ピ
ン
グ
の
整
備
（
R5
）

→
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・観
光
交
流
拠
点
施
設
整
備
基
本
計
画
の
再
策
定
(R
6)

・ふ
る
さと
交
流
セ
ン
ター
整
備
計
画
基
本
構
想
～
基
本
計
画
・基
本
設

計
策
定
（
R6
～
R7
）

→
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

観
光
資
源
の
造
成
・磨
き
上
げ

■
四
万
十
町
、(
一
社
)四
万
十
町
観
光
協
会

・自
然
や
文
化
、食
を
生
か
した
体
験
プ
ロ

グ
ラム
の
造
成
・磨
き
上
げ

・ふ
る
さと
交
流
セ
ンタ
ー
の
改
修
整
備

・観
光
交
流
拠
点
の
整
備

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案
、各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

情
報
発
信
力
の
強
化

・「
20
16
奥
四
万
十
博
」H
Ｐ
へ
の
情
報
掲
載
（
H
28
）

・町
内
主
要
施
設
5
箇
所
へ
の
看
板
設
置
（
H
28
）

・窪
川
ま
ち
あ
る
き
ガ
イ
ド
コー
ス
へ
の
看
板
設
置
（
H
30
）

・四
万
十
町
公
式
SN
S(
In
st
gr
am
、L
IN
E@
な
ど)
の
開
設
（
R2
)

・四
万
十
町
観
光
協
会
H
P
改
修
(R
3)

情
報
発
信
力
の
強
化

■
四
万
十
町
、(
一
社
)四
万
十
町
観
光
協
会

・道
の
駅
等
拠
点
との
連
携
や
SN
S
等
を活
用
した
効
果
的
な
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
との
橋
渡
し

草
花
ガ
イ
ド
育
成
、ツ
ア
ー
開
催

周
遊
ル
ー
ト
の
造
成

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
・磨
き
上
げ

四
季
折
々
の
旬
な
情
報
発
信

基
本

構
想

基
本

計
画

実
施

設
計

整
備

計
画

見
直
し

実
施

設
計

開
発
許
可

お
よ
び
整
備
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７　幡多地域 

 

（１）　地域の産業を取り巻く状況 

 

高知県の西南部に位置する幡多地域では、温暖な気候や黒潮の恵みなどの自然環境を

生かしながら、地域の基幹産業である第一次産業を中心とした産業づくりが展開されて

きましたが、年々人口が減少し、昭和 30 年代半ばには 14 万人余（大正町、十和村を除

く）であったものが、令和２年の国勢調査では 80,248 人となり、前回調査（平成 27 年）

と比較して 7.6％減少しています。 

幡多地域の令和４年度の市町村内総生産（名目）は、262,572 百万円であり、平成 27

年度と比較すると約 4.4％減少しています。なお、令和４年度の県内総生産（名目）に

占める割合は約 10.9％です。 

産業別構成比（令和４年度）は、農林水産業の割合が県全体と比較して高いことが、

特色として挙げられます。 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

H27(幡多地域)

R4(幡多地域)

H27(高知県)

R4(高知県)

R4(国)

農林水産業 鉱業 製造業

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 建設業 卸売・小売業

運輸・郵便業 宿泊・飲食サービス業 情報通信業

金融・保険業 不動産業 専門・科学技術、業務支援サービス業

公務 教育 保健衛生・社会事業

その他のサービス その他

農業

林業

水産業

鉱業

製造業

電気・ガス・水道・廃

棄物処理業

建設業

卸売・小売業

運輸・郵便業

宿泊・飲食サービス業

情報通信業

金融・保険業

不動産業

専門・科学技術、業務

支援サービス業

公務

教育

保健衛生・社会事業

その他のサービス

産業構造の特徴

 
出典：市町村経済統計（高知県）、国民経済計算（内閣府）

※特化係数:幡多地域の経済活動ごとの構成比を高知県と比較し、 
高知県から見た相対的な経済活動構成比の大きさを表す指標。

特化係数※ H27 R4 特化係数※ H27 R4
農業 1.13 1.11 宿泊・飲食 1.23 1.23 
林業 2.03 2.01 情報通信業 0.21 0.63 
水産業 3.65 4.08 金融・保険業 0.99 0.96 
鉱業 0.08 0.16 不動産業 0.96 0.96 
製造業 0.60 0.59 専門 0.76 0.85 
電・ガ・水・廃 1.12 1.23 公務 0.99 1.01 
建設業 1.26 1.24 教育 1.07 1.16 
卸売・小売業 0.86 0.78 保健衛生 1.02 1.07 
運輸・郵便業 1.52 1.41 その他サービス 1.03 0.92 

高知県を比較対象
とした場合

幡多
高知県を比較対象

とした場合
幡多

県内（国内）総生産（名目）の産業別構成比
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農業分野 

冬季温暖な海岸部と四万十川流域を中心とした平野部では、施設・露地野菜、花き、

水稲、果樹の栽培が、急峻な地形の山間部では、露地野菜や果樹、水稲など、地域の特

性を生かした多様な農業が展開されています。 

しかしながら、高齢化や担い手の減少、耕作放棄地の増加、異常気象の影響など、農

業を取り巻く環境は一層厳しさを増しています。 

そのため、IoP クラウド等の活用によるデータ駆動型農業の推進や、集落営農の法人

化・広域化、農福連携など、新たな技術の導入や中山間地域の農業を支える仕組みづく

りなどに取り組んでいます。 

林業分野 

原木生産量が拡大し森林資源の活用が進んでいるものの、持続可能な林業振興には森

林資源の循環利用が重要であることから、森林伐採後の再造林の促進や担い手の育成・

確保などに取り組んでいます。 

水産業分野 

地勢に恵まれ豊かな漁場が形成されたことで、多種多様な漁船漁業や養殖業に加え水

産加工業などの関連産業も栄えてきましたが、漁業者の減少や高齢化のほか、環境変化

に伴う漁獲量の変動や燃料・資材の高騰など、水産業を取り巻く環境は厳しいものにな

っています。 

そのため、担い手の育成・確保やフィレ加工等による高付加価値商品の販売を推進す

るとともに、デジタル技術を活用した漁業のスマート化など操業の効率化にも取り組ん

でいます。 

商工業分野 

郊外への大規模小売店の進出を中心とした新たな商業集積などの影響を受け、商店街

や市街地の小売業を取り巻く環境は厳しさを増しています。また、建設業の総生産額は

増加傾向にあるものの、製造業の産業別構成比は、県全体と比較しても低い状況です。 

このため、地域の産業間の連携を強化し、地域資源を活用した競争力のある商品づく

りを進めるとともに、誘客促進と販路拡大に向け観光分野の取り組みとも連携しながら、

中心商店街や中心市街地、道の駅などの拠点施設の魅力づくりに取り組んでいます。 

観光分野 

幡多地域の持つ「自然」や「食」、「歴史文化」、「人柄」を生かした滞在型・体験型観

光やスポーツツーリズムの取り組みが進んでいます。 

また、足摺海洋館「SATOUMI」や、リニューアルされた道の駅、グランピング施設など

拠点施設の整備も進んでいます。 

これまで磨きあげてきた地域資源と、新たな拠点施設等を組み合わせた周遊プランを

造成するなど、県、幡多６市町村、観光関係団体・事業者など官民が一体となって、国

内外からの誘客促進に向けた取り組みを進めています。 
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（２）　地域アクションプランの概要 

 

当地域では、各市町村の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の取り組みと歩調を合

わせながら、地域の基幹産業である第一次産業をはじめとした地域産業の振興に引き続

き取り組んでいきます。 

また、地域の素材を効果的に活用した加工品づくり、新たなものづくりなどを後押し

することにより、販売拡大や新たな雇用の創出、地域住民の所得向上につなげていきま

す。 

 

農業分野 

ユズ、直七、ぶしゅかんやフィンガーライムなどの柑橘類やイチゴ、栗といった地域

特性を生かした品目の産地づくりから販路拡大、加工品開発の取り組みを強化し、農業

者の所得向上や担い手の確保につなげていきます。 

また、畜産関係では、四万十市西土佐地域で取り組んでいる「四万十牛」の生産・販

売の拡大を通して、地域産業の活性化につなげていきます。 

水産業分野 

メジカやタイ、ブリ、クロマグロなどの地域資源を生かした加工品開発と商談会への

出展等による認知度向上・ブランド化の取り組みを進めることで、販路拡大を図ります。　 

こうした取り組みを通して、漁業者が安定した収入を確保できる仕組みを確立し、地

域産業の活性化と担い手の育成・確保につなげていきます。 

商工業分野 

地域資源を活用した商品開発・加工品づくりを進め、生産管理の高度化、効率化によ

る生産拡大、販売拡大などに取り組みます。 

また、幡多地域は首都圏など大消費地から遠く、経営基盤や社内態勢が脆弱な零細事

業者にとってニーズ把握や営業活動の面でハンディがありますが、アドバイザー制度等

を活用し商品力の強化を図るとともに、商談会への出展、県内外の事業者と連携した販

路拡大の取り組み、さらにはオンライン環境やメディアを通じた情報発信、高知県アン

テナショップの活用など、あらゆるチャネルを利用し外商活動を展開していきます。 

さらに、道の駅や地域の拠点施設等における集客機能についても強化し、定期的なイ

ベント開催などによる賑わいづくりと交流人口の増加を図るとともに、宗田節関連商品

など地元独自の産品の認知度向上・ブランド化の取り組みをより一層強化し、売上アッ

プと周辺地域への経済的な波及効果を拡げていきます。 

観光分野 

柏島や四万十川など、これまで磨きあげてきた自然体験型観光のメニューに加え、道

の駅やグランピング施設など観光拠点施設と連携したツアーの造成や、受入体制の強化

に取り組んでいます。 

令和７年度に黒潮町が「持続可能な観光の国際認証（グリーンデスティネーションズ

トップ 100）」を取得したことを受けて、インバウンド対応のさらなる充実を目指すとと

もに、誘客促進や滞在時間の延長に取り組みます。 

また、SDGs を切り口とした体験プログラムの充実をはじめ、スポーツ合宿と観光を組
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み合わせた周遊プランの造成やプロモーション活動などについても、（一社）幡多広域観

光協議会を中心に、地域が一体となって取り組みます。 
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（３）　具体的な取り組み

分
野

№ 項　　　　　　　　　　目

宿
毛
市

土
佐
清
水
市

四
万
十
市

大
月
町

三
原
村

黒
潮
町

1 宿毛市特産直七の生産・加工・販売の推進 ●  

2 宿毛市イチゴ・フィンガーライムブランド化推進プロジェクト ●  

3 四万十ぶしゅかんの産地形成とブランド化 ●

4 三原村ユズ産地化計画の推進 ●

5 土佐清水メジカ関連産業再生構想の推進 ●  

6 宗田節関連商品の販路拡大の推進 ● 　

7 宗田節の一般向け加工商品の販売促進と体験観光の強化 ●

8 新たな製造方式による宗田節等の生産・販売の強化 ●

9 宿毛湾の水産加工品等の販売拡大 ●

10 道の駅「すくもサニーサイドパーク」を拠点とした地域振興 ●

11 道の駅「めじかの里土佐清水」を拠点とした地域振興 ●

12 売り出せ西土佐プロジェクト ●

13 幡多地域の農水産物を活用したペット関連商品の開発・販売拡大 ●

14 幡多地域産品を活用した冷凍加工食品の開発・製造・販売の推進 ●

15 地元食材を活用した加工品の開発・製造による地産地消・外商の推進 ●

16 道の駅「ふれあいパーク・大月」を拠点とした産業振興と賑わいの創出 ●

17 三原村のどぶろくによる地域活性化 ●

18 黒潮町産天日塩を活用したビジネスの推進 ●

19 黒潮町産天日塩の販売拡大及び地域ブランド化の推進 ●

20 黒潮町の地域資源を中心とした防災関連商品づくりの推進 ●

21 幡多広域における滞在型・体験型観光の推進 ● ● ● ● ● ●

22 幡多広域におけるスポーツツーリズムを核とした交流人口の拡大と地域の活性化 ● ● ● ● ● ●

23 宿毛市の地域資源を活用した観光振興 ●

24 土佐清水まるごと戦略観光の展開 ●

25 四万十市の地域資源を活用した通年・滞在型観光の推進 ●

26 大月町の地域資源を活用した観光振興 ●

27 三原村の魅力をいかした滞在型・体験型観光の推進 ●

28 黒潮町の地域資源を活用した観光の推進 ●

他 29 集落活動センターやまびこによる三原村の産業振興 ●

 

農

水

商
工

観
光
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　【幡多地域】

四万十市
黒潮町

三原村

宿毛市

大月町
土佐清水市

5、6、7、8、11、

21、22、24

 9、16、21、22、26

4、17、21、22、

27、29

18、19、20、21、

22、28

3、12、13、14、15

21、22、25

 1、2、10、21、

22、23
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

農
業

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

１
  

宿
毛

市
特

産
直

七
の

生
産

・加
工

・販
売

の
推

進
 

な
お

し
ち

（
宿

毛
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
直

七
生

産
(株

)、
宿

毛
市

売
上

高
※

3,
43

8
万

円
 

(R
3)

1,
50

1
万

円
8,

02
3

万
円

6,
00

0
万

円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

※
会

計
年

度
：

1
月

～
12

月

 

事
業

概
要

地
元

柑
橘

の
一

つ
で

あ
る

直
七

の
生

産
・加

工
・販

売
を

推
進

す
る

こと
で

、耕
作

放
棄

地
の

利
用

を促
す

とと
も

に
、農

家
所

得
の

向
上

と雇
用

の
創

出
を

図
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

体
制

の
強

化
 

      

・直
七

生
産

組
合

の
設

立
(H

21
) 

・搾
汁

施
設

等
の

整
備

(H
22

)→
 産

振
補

助
金

の
活

用
 

・直
七

生
産

組
合

の
法

人
化

(直
七

生
産

(株
))

に
よ

る
組

織
体

制
の

強
化

(H
27

) 
・県

版
HA

CC
P

旧
第

3
ス

テ
ー

ジ
の

認
証

取
得

(H
28

) 
・産

地
化

推
進

の
た

め
の

苗
木

配
布

(H
28

～
R

元
) 

→
 地

方
創

生
推

進
交

付
金

の
活

用
 

・搾
汁

機
械

の
改

修
(R

2)
→

 も
の

づ
くり

補
助

金
の

活
用

 
・直

営
ほ

場
に

獣
害

対
策

の
防

護
ネ

ット
柵

設
置

(R
6)

 
　 

→
 鳥

獣
被

害
防

止
総

合
対

策
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・直

七
栽

培
部

会
の

設
立

(R
6)

 
・剪

定
講

習
の

実
施

(R
6～

）
 

・直
七

振
興

協
議

会
の

設
立

(R
7)

[成
果

] 
・売

上
高

(直
七

生
産

(株
))

 
　R

2：
2,

96
7

万
円

 
　　

→
R4

：
6,

57
0

万
円

 
　　

→
R5

：
7,

25
2

万
円

 
　　

→
R6

：
1,

50
1

万
円

 
　　

→
R7

：
8,

02
3

万
円

 
・作

付
面

積
の

拡
大

 
R7

：
27

.0
ha

 
・雇

用
の

創
出

 
　長

期
(非

正
規

)1
名

(R
4)

 
　　

→
非

正
規

か
ら正

規
に
 

変
更

1
名

(R
5)

 
　 [課

題
] 

・栽
培

管
理

の
強

化
 

・栽
培

面
積

の
拡

大
 

・集
荷

率
の

向
上

 
・収

穫
・搾

汁
の

人
員

確
保

・
効

率
化

 
・安

定
した

販
路

の
確

保
 

・在
庫

確
保

 

需
要

増
に

対
応

した
生

産
の

拡
大

 
■

直
七

生
産

(株
) 

・生
産

者
へ

の
栽

培
技

術
指

導
 

・獣
害

対
策

等
の

栽
培

管
理

の
強

化
、作

付
面

積
の

拡
大

 
・品

質
に

応
じた

果
実

買
取

単
価

の
引

き
上

げ
、収

穫
・搾

汁
に

要
す

る
人

員
の

確
保

 
・搾

汁
施

設
の

高
度

化
の

検
討

 
■

宿
毛

市
 

・新
規

作
付

候
補

地
の

調
査

 
□

県
(幡

多
農

業
振

興
セ

ンタ
ー

、地
域

本
部

等
) 

・生
産

者
へ

の
栽

培
技

術
指

導
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供

 

 
販

路
拡

大
 

        

・果
汁

を
使

用
し

た
缶

チ
ュー

ハ
イ、

ポ
ン

酢
等

を
大

手
メー

カー
（

飲
料

・調
味

料
）

が
期

間
限

定
で

販
売

(H
27

～
) 

・県
内

外
に

店
舗

をも
つ

飲
食

店
事

業
者

が
直

七
の

卸
売

事
業

を開
始

 
(R

2～
) 

・直
七

商
品

販
売

事
業

者
に

販
売

促
進

事
業

を委
託

(R
2～

R6
) 

→
 特

産
農

畜
産

物
販

売
拡

大
総

合
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

安
定

した
取

引
先

の
確

保
 

■
直

七
生

産
(株

) 
・既

存
の

一
次

卸
売

事
業

者
との

継
続

的
な

取
引

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・商

談
会

等
の

情
報

提
供

 
新

商
品

の
開

発
及

び
既

存
商

品
の

改
良

 
■

直
七

生
産

(株
) 

・市
場

調
査

に
よ

る
ニー

ズ
把

握
 

・商
品

化
の

働
き

か
け

 
■

宿
毛

市
 

・直
七

の
加

工
に

向
け

た
市

内
事

業
者

へ
の

働
きか

け
 

□
県

(地
域

本
部

等
) 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供

栽
培

管
理

の
 

強
化

【用
語

】　
・直

七
：

古
くか

ら幡
多

地
域

で
栽

培
され

て
い

る
酢

み
か

ん
。「

魚
料

理
に

は
欠

か
せ

な
い

」日
常

の
食

材
で

、広
島

県
因

島
地

方
原

産
の

「田
熊

ス
ダ 

チ
」と

い
う品

種
で

、か
つ

て
直

七
とい

う魚
商

人
が

「魚
に

か
け

ると
お

い
しい

」と
触

れ
回

った
こと

か
らこ

の
名

が
つ

い
た

と言
わ

れ
て

い
る

。

作
付

面
積

の
拡

大

施
設

 
高

度
化

の
 

検
討

取
引

先
との

商
談

新
商

品
の

開
発

既
存

商
品

の
改

良

販
売

販
　売
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
２

宿
毛
市
イ
チ
ゴ
・フ
ィン
ガ
ー
ラ
イ
ム
ブ
ラ
ン
ド化
推
進
プ
ロ
ジ
ェク
ト

（
宿
毛
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
宿
毛
市
、◎
(一
社
)ス
タ
ー
ト
ア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
、J
A
高
知
県
（
幡
多
地
区
）
、

他
関
連
事
業
者

(1
)イ
チ
ゴ
売
上
高
※

(J
A
出
荷
額
)

7,
51
4
万
円

(R
2～
4
平
均
)

8,
89
4
万
円

(R
4～
6
平
均
)

9,
00
0
万
円

(R
7～
9
平
均
)

AP
へ
の
位
置
づ
け

R2
.4
月

(2
)フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
売
上
高

※
15
0
万
円

(R
4)

42
0
万
円

70
0
万
円

事
業
概
要

宿
毛
市
農
業
公
社
「(
一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
」を
中
心
とし
て
、主
要
農
産
物

で
あ
る
「イ
チ
ゴ
」の
生
産
拡
大
と、
新
規
特
産
柑
橘
で
あ
る
「フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
」に
つ
い
て
栽
培
技
術

を
確
立
し安
定
生
産
を
図
る
。ま
た
、規
格
外
品
の
加
工
に
よ
る
付
加
価
値
向
上
や
成
分
分
析
等

の
活
用
に
よ
る有
利
販
売
を
目
指
す
こと
で
、生
産
者
の
所
得
向
上
と地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

※
会
計
年
度
：
1
月
～
12
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

イ
チ
ゴ
の
生
産
・販
路
拡

大
・(
一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
設
立
(H
31
.4
月
)

・研
修
用
ハ
ウス
完
成
(R
元
.1
1
月
)

・佐
田
農
園
の
「冷
凍
イチ
ゴ
」を
宿
毛
市
ふ
る
さと
納
税
返
礼
品
に
登
録
(R
元
)

・イ
チ
ゴ
を使
った
商
品
開
発
(R
3～
)

[成
果
]

・研
修
生
の
就
農

イチ
ゴ
4
名

フィ
ンガ
ー
ライ
ム
1
名

(R
2～
R5
累
計
)

→
イチ
ゴ
＋
1
名
(R
6)

・イ
チ
ゴ
売
上
高

R
元
：
5,
72
0
万
円

→
R4
：
8,
46
6
万
円

→
R5
：
8,
83
4
万
円

→
R6
：
9,
38
2
万
円

・フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
売
上
高

R2
：
0
万
円

→
R4
：
15
0
万
円

→
R5
：
33
5
万
円

→
R6
：
42
0
万
円

[課
題
]

・研
修
生
の
確
保

・新
規
就
農
者
用
の
ハ
ウ
ス

不
足

・ハ
ウス
資
材
の
価
格
高
騰

・フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
栽
培
管
理

技
術
の
確
立

・加
工
品
等
の
開
発

イ
チ
ゴ
の
生
産
拡
大

■
(一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
、宿
毛
市
、J
A
高
知
県

・研
修
生
の
確
保
及
び
研
修
、新
規
就
農
者
の
た
め
の
用
地
(ハ
ウス
)の
確
保
支
援
、

サ
ポ
ー
トハ
ウス
の
整
備
・運
営
、農
福
連
携
の
実
証
・普
及
推
進

□
県
(幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
)

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供
、各
協
議
へ
の
参
加

販
売
促
進
及
び
加
工
品
開
発

■
(一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
、宿
毛
市
、J
A
高
知
県

・「
だ
る
ま
苺
」の
知
名
度
向
上

・規
格
外
品
の
加
工
品
を
開
発

・地
域
イベ
ント
(イ
チ
ゴ
フェ
ア
等
)の
開
催

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

フ
ィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
の
生

産
・販
路
拡
大

・栽
培
開
始
(R
2)

・出
荷
開
始
(R
3)

・味
覚
・香
り等
の
成
分
分
析
(高
知
大
学
との
連
携
)(
R5
)

・フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
を使
った
加
工
品
開
発
(R
6)

フィ
ン
ガ
ー
ラ
イ
ム
の
生
産
拡
大

■
(一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
、宿
毛
市

・新
規
参
入
に
関
す
る
支
援

□
県
(幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
)

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

・栽
培
管
理
・事
業
計
画
策
定
に
伴
う支
援

販
路
開
拓
及
び
加
工
品
開
発

■
(一
社
)ス
ター
トア
グ
リカ
ル
チ
ャー
す
くも
、宿
毛
市
、J
A
高
知
県
、高
知
大
学
等

・成
分
分
析
デ
ー
タを
活
用
した
販
路
開
拓
(テ
ス
トマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
、展
示
会
出
展
)

・加
工
品
の
開
発

□
県
(地
域
本
部
等
)

・展
示
会
等
の
情
報
提
供

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

サ
ポ
ー
トハ
ウ
ス

の
整
備

【用
語
】

・フ
ィン
ガ
ー
ライ
ム
：
オ
ー
ス
トラ
リア
原
産
の
香
酸
柑
橘
。指
の
よう
な
形
を
した
果
実
の
中
に
細
か
な
粒
状
の
果
肉
が
詰
ま
って
い
る
。別
名
「フ
ル
ー
ツキ
ャビ
ア
」。

・サ
ポ
ー
トハ
ウス
：
研
修
を終
え
た
新
規
就
農
者
が
ハ
ウス
を確
保
す
る
まで
の
間
に
、期
限
付
き
で
安
価
に
利
用
で
きる
園
芸
用
ハ
ウス
。

・農
福
連
携
：
農
業
分
野
で
の
労
働
力
確
保
と障
害
者
等
の
就
業
支
援
をマ
ッチ
ング
す
る
取
り組
み
。

サ
ポ
ー
トハ
ウ
ス
の
運
営

イ
チ
ゴ
フェ
ア
開
催

加
工
品
の
開
発

ふ
る
さ
と納
税
等
を

通
じた
販
売

加
工
品
の

開
発

ふ
る
さ
と納
税
等
を

通
じた
販
売

展
示
会
出
展

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ

栽
培
技
術
の
確
立
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
３

四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
の
産
地
形
成
とブ
ラ
ン
ド化

（
四
万
十
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
四
万
十
ぶ
し
ゅか
ん
生
産
者
組
合
、◎
四
万
十
ぶ
し
ゅか
ん
(株
)、
四
万
十
市

(1
)生
産
量
※

44
,1
97
kg

（
R5
）

22
,4
27
kg

55
,2
55
kg

60
,0
00
kg

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

(2
)生
産
額
※

5,
40
0
千
円

(R
5)

2,
71
8
千
円

7,
80
0
千
円

15
,9
00
千
円

事
業
概
要

地
域
特
産
の
ぶ
しゅ
か
ん
を
産
地
化
し生
産
量
の
拡
大
を
図
る
とと
も
に
、全
国
展
開
で
き
る
ブ
ラ

ン
ド力
を育
成
す
る
こと
で
、農
家
所
得
の
向
上
を目
指
す
。

※
収
穫
期
：
8
月
～
10
月

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
体
制
強
化

・四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
生
産
者
組
合
の
設
立
（
H2
8）

・青
果
買
取
り基
準
の
作
成
（
H2
8）

・栽
培
マ
ニュ
ア
ル
の
策
定
（
H2
9）

・搾
汁
施
設
整
備
（
H2
8）
→
四
万
十
市
産
業
振
興
補
助
金
の
活
用

・熱
処
理
殺
菌
庫
の
導
入
（
R3
）
→
事
業
再
構
築
補
助
金
の
活
用

・市
苗
木
補
助
、有
害
鳥
獣
対
策
用
防
護
柵
設
置
補
助
の
実
施

・搾
汁
機
械
等
の
導
入
（
R7
）

→
四
万
十
市
産
業
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

[成
果
]

・組
合
員
数

R4
：
47
名

→
R5
：
58
名

→
R6
：
63
名

→
R7
：
69
名

[課
題
]

・県
内
外
で
の
ぶ
しゅ
か
ん
の

さら
な
る
認
知
度
向
上

・青
玉
出
荷
の
拡
大

栽
培
面
積
の
拡
大
と技
術
向
上

■
四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
生
産
者
組
合
、四
万
十
市

・苗
木
の
育
成
、新
植
及
び
改
植
の
推
進

・定
着
率
向
上
や
青
玉
の
生
産
等
の
た
め
の
栽
培
指
導
、栽
培
基
準
の
更
新

・好
適
圃
場
の
調
査

□
県
（
幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
）

・栽
培
に
関
す
る
助
言

青
玉
の
出
荷
を
強
化

■
四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
生
産
者
組
合
、四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
(株
)、
四
万
十
市

・青
果
買
取
り基
準
の
更
新

・青
玉
の
輸
送
方
法
（
鮮
度
維
持
・運
賃
）
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
、幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

増
産
に
伴
う課
題
の
検
討

■
四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
生
産
者
組
合
、四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
(株
)、
四
万
十
市

・集
荷
量
が
超
過
した
場
合
の
対
応
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
補
助
金
ほ
か
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

販
路
拡
大

・商
談
会
、イ
ベ
ント
等
へ
の
出
展

・市
内
小
中
学
校
で
の
出
前
授
業

販
路
拡
大

■
四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
生
産
者
組
合
、四
万
十
ぶ
しゅ
か
ん
(株
)、
四
万
十
市

・営
業
強
化
に
よ
る
青
玉
の
出
荷
拡
大

・商
談
会
等
へ
の
出
展

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・県
アン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
の
活
用
支
援

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・商
談
会
ほ
か
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

新
植
及
び
改
植
の
推
進
、栽
培
指
導

出
荷
基
準
の
更
新

青
玉
長

期
保
存

の
研
究

集
荷
量
超
過
へ
の

対
応
検
討
（
搾
汁
・保
存
）

商
談
会
等
へ
の
出
展

効
果
的
な
青
玉
の
鮮
度
維
持
・

輸
送
方
法
の
検
討

県
内
外
へ
の
外
商

青
玉

出
荷
の

拡
大
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

農
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
4

三
原
村
ユ
ズ
産
地
化
計
画
の
推
進

（
三
原
村
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(公
財
)三
原
村
農
業
公
社
、J
A
高
知
県
（
幡
多
地
区
）
、三
原
村

ユ
ズ
売
上
高
(公
社
)

5,
75
5
万
円

(R
4)

6,
62
0
万
円

11
,2
55
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
21
.4
月

事
業
概
要

三
原
村
の
環
境
を
生
か
し
た
農
業
振
興
策
とし
て
、ユ
ズ
の
産
地
化
と販
路
拡
大
に
よ
る

所
得
の
向
上
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

ユ
ズ
産
地
の
確
立

・乗
用
ト
ラク
ター
等
機
械
整
備
（
H
21
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・共
同
選
果
場
兼
農
業
用
機
械
倉
庫
等
整
備
（
H
22
)

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・予
冷
庫
・カ
ラー
リン
グ
施
設
整
備
（
H
23
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・ユ
ズ
選
果
搾
汁
施
設
整
備
（
H
27
)→

H
26
産
振
補
助
金
の
活
用

・県
版
H
AC
CP
旧
第
2
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
（
H
29
）

・増
産
の
た
め
の
農
地
造
成
及
び
農
道
舗
装
工
事
（
H
30
)

→
中
山
間
地
域
所
得
向
上
支
援
事
業
の
活
用

・ユ
ズ
ド
リン
ク、
ユ
ズ
胡
椒
、ピ
ー
ル
菓
子
等
の
商
品
開
発
・販
売

・商
品
開
発
・販
売
促
進
・加
工
施
設
等
に
つ
い
て
ノウ
ハ
ウ
取
得
(H
24
)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・ユ
ズ
売
上
高
H1
9：
1,
24
6
万
円

→
R4
：
5,
75
5
万
円

(青
果
1,
07
6
万
円

搾
汁
・加
工
品
4,
67
9
万
円
)

→
R5
：
8,
50
6
万
円

(青
果
1,
86
3
万
円

搾
汁
・加
工
品
6,
64
3
万
円
)

→
R6
：
6,
62
0
万
円

(青
果
1,
75
2
万
円

搾
汁
・加
工
品
4,
86
8
万
円
)

・栽
培
面
積
H1
9：
7.
6h
a

→
R4
：
51
.4
ha

(う
ち
公
社
34
.4
ha
)

→
R5
：
51
.4
ha

(う
ち
公
社
34
.4
ha
)

→
R6
：
51
.4
ha

(う
ち
公
社
36
.2
ha
)

・生
産
量

H1
9：
65
t

→
R4
：
24
6t
(う
ち
公
社

11
2t
(青
果
24
t)
)

→
R5
：
34
2t
(う
ち
公
社

26
1t
(青
果
72
t)
)

→
R6
：
29
9t
(う
ち
公
社

20
1t
(青
果
40
t)
)

・新
規
就
農

公
社
で
研
修
し、
新
規
就
農

した
人
数
：
3
人 (H
29
～
R6
)

[課
題
]

・産
地
の
確
立
に
向
け
た
新
規
就

農
者
の
確
保
・育
成

・収
量
の
増
加

・収
穫
時
期
及
び
栽
培
管
理
に
お

け
る
労
働
力
不
足

・販
路
拡
大
に
向
け
た
県
内
外
へ

の
外
商
強
化

栽
培
技
術
の
向
上
と生
産
量
の
拡
大

■
(公
財
)三
原
村
農
業
公
社

・整
枝
・剪
定
技
術
の
向
上
と適
期
防
除
等
に
よ
る
生
産
量
の
拡
大

□
県
（
幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
）

・栽
培
技
術
に
関
す
る
助
言
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

担
い
手
の
確
保

■
三
原
村

・新
・農
業
人
フェ
アや

W
eb
(H
P
等
)で
の
PR
活
動
等
に
よる
研
修
生
の
確
保

■
(公
財
)三
原
村
農
業
公
社

・研
修
生
へ
の
研
修
を通
して
地
域
の
担
い
手
とし
て
の
人
材
育
成

□
県
（
幡
多
農
業
振
興
セ
ンタ
ー
）

・現
地
講
習
会
な
ど新
規
就
農
者
へ
の
栽
培
技
術
や
農
業
経
営
の
指
導

販
路
拡
大

■
(公
財
)三
原
村
農
業
公
社

・商
談
会
・催
事
等
へ
の
参
加
や
バ
イヤ
ー
等
へ
の
営
業
活
動
等
、県
内
外
へ
の
外
商

強
化

・加
工
品
開
発
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
イベ
ント
や
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

栽
培
技
術
の
向
上
と生
産
量
の
拡
大

担
い
手
の
確
保

商
談
会
・催
事
等
へ
の
参
加
や
営
業
活
動
等
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

水
産
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
５
土
佐
清
水
メ
ジ
カ
関
連
産
業
再
生
構
想
の
推
進

（
土
佐
清
水
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
清
水
食
品
(株
)、
宗
田
節
を
も
っと
知
って
も
らい
た
い
委
員
会
、土
佐
清
水
市

売
上
高

21
.1
億
円

（
R4
）

22
.1
億
円

25
.8
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

キ
ュー
ブ状
商
品
売
上
高

96
5
万
円

（
R4
）

92
4
万
円

2.
4
億
円

事
業
概
要

土
佐
清
水
市
の
主
要
な
産
業
の
一
つ
で
あ
る
メジ
カ関
連
産
業
を
核
とし
て
、原
材
料
の
確
保
か

ら加
工
食
品
の
製
造
、販
売
の
促
進
を
一
体
的
に
取
り組
む
連
携
体
制
を
構
築
す
る
こと
で
地
産

地
消
・外
商
を強
化
し、
雇
用
の
創
出
と地
域
経
済
の
活
性
化
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

保
管
・加
工
施
設
の
円

滑
な
運
営

・冷
凍
保
管
施
設
の
稼
働
開
始
（
H3
1）

→
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急
施
設
整
備
事
業
の
活
用

・残
渣
加
工
施
設
の
稼
働
開
始
（
R3
）

→
リマ
区
域
周
辺
漁
業
用
施
設
設
置
事
業
の
活
用

・共
同
加
工
施
設
の
本
格
稼
働
開
始
（
R4
）

→
リマ
区
域
周
辺
漁
業
用
施
設
設
置
事
業
の
活
用

[成
果
]

・売
上
高
(土
佐
清
水
食
品
)

R2
:1
8.
9
億
円

→
R4
:2
1.
1
億
円

→
R5
:2
1.
0
億
円

→
R6
:2
2.
1
億
円

・宗
田
節
ま
つ
りの
来
場
者

R
元
：
2,
50
0
人

→
R4
：
3,
00
0
人

（
あ
しう
わ
ま
ん
ぷ
くフ
ェス
タ、

ジ
ョン
万
祭
と同
時
開
催
）

→
R5
:9
,2
00
人

→
R6
:9
,8
98
人

→
R7
:1
,2
78
人

（
産
業
祭
と同
時
開
催
）

[課
題
]

・原
魚
の
確
保

・共
同
加
工
施
設
等
の
利
用

促
進

・キ
ュー
ブ
状
商
品
の
販
路
拡

大 ・宗
田
節
の
認
知
度
向
上

保
管
・加
工
施
設
の
円
滑
な
運
営

■
土
佐
清
水
食
品
(株
)

・効
率
的
な
人
員
配
置

・生
産
管
理
等
に
よ
る
施
設
の
円
滑
な
運
営

■
土
佐
清
水
市

・施
設
の
円
滑
な
運
営

・事
業
者
の
施
設
利
用
の
促
進

□
県 ・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
等
の
活
用
提
案

キ
ュー
ブ
状
商
品
製
造
・

販
売
体
制
の
確
立

・殺
菌
・真
空
包
装
機
器
の
整
備
（
H2
2）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・ス
ー
プブ
ロス
商
品
化
（
H3
0)

・ス
ー
プブ
ロス
製
造
ライ
ンの
整
備
（
R3
）

→
R2
(R
3
繰
越
)産
振
補
助
金
の
活
用

・エ
アシ
ャワ
ー
等
の
導
入
に
よる
衛
生
管
理
の
強
化
（
R3
）

→
R2
(R
3
繰
越
)新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
対
策
産
業
振
興
推
進

特
別
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・J
FS
-B
規
格
の
認
証
取
得
（
R5
）

・新
商
品
「カ
ンタ
ンだ
し」
の
販
売
開
始
（
R7
）

・商
談
会
・イ
ベ
ント
等
へ
の
出
展

キ
ュー
ブ
状
商
品
を
核
とし
た
製
造
・販
売
体
制
の
強
化

■
土
佐
清
水
食
品
(株
)

・ア
ンテ
ナ
シ
ョッ
プの
活
用

・商
談
会
・展
示
会
へ
の
参
加

・新
商
品
の
開
発
・販
売

・O
EM
に
よ
る
新
商
品
の
開
発
・販
売

・機
器
導
入
の
検
討
（
オ
ー
ブン
・袋
詰
め
作
業
の
自
動
化
）

・J
FS
-B
規
格
に
基
づ
く衛
生
管
理
の
強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

メ
ジ
カ
・宗
田
節
の
認
知

度
向
上

・宗
田
節
ロー
ド（
ス
タン
プラ
リー
）
実
施
（
H2
9～
R2
）

・宗
田
節
ま
つ
りの
開
催
（
H3
0、
R
元
、R
3～
R7
）

・市
内
小
中
学
校
で
の
食
育
活
動
の
実
施
（
R4
～
）

メ
ジ
カ
・宗
田
節
の
全
国
的
な
PR

■
土
佐
清
水
食
品
(株
)

・S
NS
等
を活
用
した
情
報
発
信
の
強
化

・商
談
会
・展
示
会
へ
の
参
加

■
宗
田
節
をも
っと
知
って
も
らい
た
い
委
員
会
、土
佐
清
水
市

・知
って
も
らい
た
い
委
員
会
の
運
営

・市
内
小
中
学
校
で
の
食
育
活
動
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
等
の
情
報
提
供

保
管
・加
工
施
設
の
円
滑
な
運
営

新
商
品
の

開
発

全
国
的
な
販
路
拡
大
に
よ
る
販
売
拡
大

情
報
発
信
の
強
化販

売

機
器
導
入
の
検
討

市
内
で
の
普
及
活
動
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

水
産

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
６

  
宗

田
節

関
連

商
品

の
販

路
拡

大
の

推
進

 
（

土
佐

清
水

市
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(株
)ウ

ェル
カ

ム
ジ

ョン
万

カ
ン

パ
ニ

ー
売

上
高

※
8,

65
9

万
円

 
（

R4
）

9,
21

6
万

円
1

億
 

33
2

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
6.

４
月

※
会

計
年

度
：

７
月

～
６

月
　　

 

事
業

概
要

　宗
田

節
関

連
商

品
の

生
産

体
制

・衛
生

管
理

体
制

を
充

実
し、

新
た

な
商

品
開

発
と販

路
拡

大
を

図
る

こと
に

より
、宗

田
節

生
産

者
の

所
得

向
上

と雇
用

の
創

出
を

目
指

す
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

体
制

の
強

化
と

商
品

開
発

 
             

・｢
加

工
施

設
｣の

整
備

（
H2

6)
 

　→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・県
版

HA
CC

P
旧

第
3

ス
テ

ー
ジ

の
認

証
取

得
（

H2
9）

 
・衛

生
管

理
体

制
の

維
持

・向
上

の
た

め
の

社
内

勉
強

会
開

催
 

・｢
宗

田
節

お
か

き
カレ

ー
味

｣の
販

売
開

始
（

R2
）

 
・宗

田
節

粉
末

機
及

び
衛

生
環

境
の

整
備

（
R3

）
 

　→
　R

2(
R3

繰
越

)新
型

コロ
ナ

ウイ
ル

ス
感

染
症

対
策

産
業

振
興

推
進

 
特

別
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
・加

工
施

設
リニ

ュー
ア

ル
に

関
す

る
経

営
計

画
策

定
に

向
け

た
課

題
抽

出
（

R6
）

 
　→

　産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・宗
田

節
加

工
品

工
場

の
作

業
効

率
改

善
と増

築
に

よ
る

増
産

体
制

の
構

築
（

R6
）

 
　→

　産
振

補
助

金
の

活
用

 
 

[成
果

] 
・生

産
拡

大
に

伴
う雇

用
創

出
 

　→
正

職
員

１
名

（
R4

）
 

    [課
題

] 
・商

品
の

改
良

 
・販

路
拡

大
 

生
産

体
制

の
強

化
 

■
(株

)ウ
ェル

カム
ジ

ョン
万

カン
パ

ニ
ー

 
・施

設
整

備
及

び
機

械
設

備
の

導
入

 
・衛

生
管

理
体

制
の

向
上

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

・産
振

補
助

金
活

用
に

関
す

る
助

言
 

・活
用

可
能

な
補

助
メニ

ュー
の

提
案

 
 商

品
開

発
・改

良
 

■
(株

)ウ
ェル

カム
ジ

ョン
万

カン
パ

ニ
ー

 
　　

・新
商

品
の

開
発

（
削

り節
・業

務
用

の
粉

末
）

 
　　

・既
存

商
品

の
磨

き
上

げ
・改

良
 

　　
・紛

末
や

削
り節

を使
った

O
EM

に
よ

る
新

商
品

開
発

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

　　
・産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

提
案

 
　　

・商
品

開
発

に
活

用
で

きる
支

援
策

の
提

案

 
 

 

 
販

路
拡

大
 

      

・各
種

商
談

会
へ

の
出

展
 

・J
AL

中
国

向
け

の
W

eC
ha

t出
品

 
販

路
拡

大
 

■
(株

)ウ
ェル

カム
ジ

ョン
万

カン
パ

ニ
ー

 
　　

・商
談

会
、展

示
会

へ
の

出
展

 
　　

・キ
ッチ

ン雑
貨

店
、食

の
セ

レ
クト

シ
ョッ

プ
、高

質
ス

ー
パ

ー
等

へ
の

営
業

 
□

県
（

地
域

本
部

）
 

　　
・商

談
会

、展
示

会
情

報
の

提
供

新
商

品
の

開
発

販
　売

県
外

で
の

販
路

拡
大

稼
働

開
始

既
存

商
品

の
磨

き
上

げ
・改

良

施
設

整
備

衛
生

管
理

の
向

上
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

水
産

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
７

  
宗

田
節

の
一

般
向

け
加

工
商

品
の

販
売

促
進

と体
験

観
光

の
強

化
 

（
土

佐
清

水
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
(株

)た
け

ま
さ商

店
(1

)売
上

高
※

7,
45

4
万

円
 

（
R5

）
8,

38
3

万
円

7,
65

2
万

円
1

億
 

50
0

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R2
.４

月
(2

)体
験

者
数

※
30

2
名

 
（

R5
）

17
4

名
25

0
名

95
0

名

 

事
業

概
要

付
加

価
値

の
高

い
一

般
消

費
者

向
け

加
工

商
品

の
開

発
・販

売
拡

大
と節

づ
くり

体
験

観
光

の
利

用
者

数
の

増
加

を
図

る
こと

に
よ

り、
地

域
の

基
幹

産
業

で
あ

る
宗

田
節

の
販

売
拡

大
及

び
知

名
度

の
向

上
を目

指
す

。

※
会

計
年

度
：

８
月

～
７

月

 

主
な

取
り組

み
これ

ま
で

の
主

な
動

き
第

５
期

計
画

に
お

け
る

行
程

表
 

取
り組

み
の

内
容

主
な

成
果

・課
題

事
業

概
要

R6
R7

R8
R9

 
生

産
体

制
の

強
化

、販
売

拡
大

 
       

・｢
宗

田
節

加
工

販
売

・体
験

観
光

施
設

｣の
整

備
（

R2
) 

　→
　産

振
補

助
金

の
活

用
 

・土
佐

M
BA

｢商
人

塾
・短

期
集

中
コー

ス
｣受

講
（

R2
) 

・商
談

会
・イ

ベ
ント

等
へ

の
参

加
 

・販
売

拡
大

に
向

け
た

セ
ミナ

ー
の

受
講

（
R2

）
 

（
オ

ンラ
イン

商
談

、ス
マ

ホ
動

画
作

成
）

 
・新

商
品

の
開

発
及

び
店

内
レイ

アウ
トの

改
良

（
R2

）
 

　→
　産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 
・｢

鰹
だ

し薫
る

ポ
ター

ジ
ュス

ー
プ

Da
sh

i P
ot

a｣
の

販
売

開
始

（
R4

）
 

・｢
鰹

だ
し

薫
る

ポ
タ

ー
ジ

ュ
ス

ー
プ

Da
sh

i P
ot

a
ト

マ
ト

味
｣の

販
売

開
始

（
R5

）

[成
果

] 
・売

上
高

 
R2

:5
,8

89
万

円
 

　　
　→

R5
:7

,4
54

万
円

 
　　

　→
R6

:8
,3

83
万

円
 

　　
　→

R7
:7

,6
52

万
円

 
・体

験
者

数
 

R2
:9

6
名

 
　　

　→
R5

:3
02

名
 

　　
　→

R6
:1

74
名

 
　　

　→
R7

:2
50

名
 

・雇
用

創
出

 
　R

2:
正

4・
非

正
規

6 
　 

→
R4

:正
4・

非
正

規
8 

　 
→

R5
:正

４
・非

正
規

7 
→

R6
:正

４
・非

正
規

7 
 [課

題
] 

・原
魚

の
確

保
 

・宗
田

節
の

知
名

度
向

上
 

・販
路

拡
大

 
・職

員
の

高
齢

化
 

・体
験

観
光

客
数

の
増

加
 

 

商
品

開
発

・販
売

拡
大

 
■

(株
)た

け
まさ

商
店

 
  

・新
商

品
の

開
発

・販
売

 
  

・高
付

加
価

値
商

品
の

開
発

・販
売

 
  

・パ
ッケ

ー
ジ

等
の

見
直

し 
  

・商
談

会
・イ

ベ
ント

等
へ

の
出

展
 

・増
産

に
伴

う生
産

体
制

の
強

化
、新

た
な

人
材

の
雇

用
及

び
育

成
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

等
の

活
用

提
案

 
・商

談
会

、各
種

セ
ミナ

ー
等

の
情

報
提

供
 

  

 

 
節

納
屋

体
験

観
光

の
強

化
 

・飲
食

店
の

営
業

許
可

の
取

得
、軽

食
の

提
供

開
始

（
R3

）
 

・宗
田

節
納

屋
体

験
オ

ンラ
イン

ツア
ー

の
実

施
（

R3
～

）
 

・だ
しバ

ー
ガ

ー
、宗

田
節

定
食

の
販

売
（

R4
～

）
 

・集
客

イベ
ント

の
開

催
（

R4
～

）

節
納

屋
体

験
観

光
の

強
化

 
■

(株
)た

け
まさ

商
店

 
　 

・S
NS

を活
用

した
情

報
発

信
の

強
化

 
　 

・販
促

物
の

作
成

 
　 

・ホ
テ

ル
や

旅
行

会
社

との
連

携
 

□
県

（
地

域
本

部
）

 
　 

・産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

等
の

活
用

提
案

 
　 

・各
種

セ
ミナ

ー
の

情
報

提
供

 
　 

・関
係

機
関

との
連

携
促

進
 

   

生
産

体
制

の
強

化

販
売

拡
大

商
品

開
発

販
　売

既
存

商
品

の
磨

き
上

げ

情
報

発
信

の
強

化

技
術

承
継
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

水
産
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
８

新
た
な
製
造
方
式
に
よ
る
宗
田
節
等
の
生
産
・販
売
の
強
化

（
土
佐
清
水
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)ヤ
マ
ア

売
上
高
※

2.
5
億
円

（
R４
）

2.
4
億
円

３
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R3
.4
月

※
会
計
年
度
：
７
月
～
６
月

事
業
概
要

宗
田
節
等
生
産
の
培
乾
工
程
に
、焼
津
式
乾
燥
機
等
を
活
用
し、
生
産
性
の
向
上
や
生
産
拡

大
、小
売
商
品
の
磨
き
上
げ
を
図
る
こと
に
よ
り、
安
定
した
雇
用
の
拡
大
や
地
域
の
基
幹
産
業
の

振
興
、知
名
度
の
向
上
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
生
産
体
制
の
強
化

・県
版
HA
CC
P
旧
第
2
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得
（
R
元
）

・旧
来
の
節
納
屋
の
雇
用
形
態
の
見
直
し（
R2
)

・経
営
戦
略
の
策
定
（
R2
）

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・焼
津
式
乾
燥
機
、煮
熟
設
備
の
導
入
（
R3
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・冷
凍
保
管
庫
の
導
入
（
R5
）

→
業
務
改
善
助
成
金
の
活
用

・外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
（
R4
:２
名
、R
5：
１
名
、R
6：
1
名
）

・小
売
商
品
の
製
造
強
化
及
び
衛
生
管
理
強
化
に
向
け
た
施
設
整
備
（
R7
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

[成
果
]

・売
上
高

R2
:1
.5
億
円

→
R4
:2
.5
億
円

→
R5
:2
.9
億
円

→
R6
:2
.4
億
円

・｢
ラー
メン
に
の
せ
る
宗
田
節

オ
イ
ル
｣高
知
家
うま
い
も

の
大
賞
優
秀
賞
受
賞

（
R3
）

・「
万
能
だ
し
」美
味
ア
ワ
ー
ド

20
24
継
承
す
べ
き
和
の

食
セ
ット
賞
受
賞
（
R5
）

・「
宗
田
節
味
を
育
て
る
ポ
ン

酢
」美
味
ア
ワ
ー
ド
20
25

千
趣
会
賞
受
賞
（
R6
）

[課
題
]

・原
魚
の
確
保

・商
品
開
発

・販
路
開
拓

・衛
生
管
理
の
向
上

・小
売
商
品
の
生
産
体
制
の

強
化

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
生
産
体
制
の
強
化

■
(有
)ヤ
マ
ア

・サ
バ
節
等
の
製
造
強
化

・小
売
商
品
の
製
造
強
化

・衛
生
管
理
体
制
の
強
化

・生
産
増
に
伴
う雇
用
の
確
保
（
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
）

・生
産
体
制
強
化
に
向
け
た
施
設
整
備

□
県
（
地
域
本
部
）

・各
種
セ
ミナ
ー
の
情
報
提
供

・各
種
支
援
策
の
提
案

販
売
拡
大
・新
商
品
の

開
発

・商
品
開
発
、改
良
の
取
り組
み
、E
C
サ
イト
の
活
用
（
R
元
～
）

・各
種
商
談
会
・イ
ベ
ント
へ
の
出
展

・県
の
「食
の
イノ
ベ
ー
シ
ョン
ベ
ー
ス
」を
活
用
し、
新
商
品
を
開
発
（
混
ぜ
ご
飯
、

お
か
ず
み
そ）
（
R6
～
）
お
か
ず
み
そ販
売
開
始
（
R7
～
）

販
売
拡
大
・新
商
品
の
開
発

■
(有
)ヤ
マ
ア

・小
売
商
品
の
開
発

・商
談
会
、イ
ベ
ント
等
へ
の
出
展

□
県
（
地
域
本
部
）

・商
談
会
等
へ
の
情
報
提
供

・各
種
支
援
制
度
の
活
用
提
案

新
商
品
開
発
・販
売

生
産
体
制
の
強
化

販
売
拡
大

施
設

整
備

稼
働
開
始
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

水
産
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
９

宿
毛
湾
の
水
産
加
工
品
等
の
販
売
拡
大

（
大
月
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
八
重
丸
水
産
(株
)

売
上
高
※

3,
19
5
万
円

（
R5
）

2,
98
2
万
円

3,
50
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
3.
４
月

※
会
計
年
度
：
９
月
～
８
月

事
業
概
要

大
月
町
の
地
域
資
源
の
一
つ
で
あ
る
水
産
資
源
を
活
用
した
加
工
商
品
等
に
つ
い
て
、町
内
事

業
者
や
町
内
の
道
の
駅
との
連
携
、商
品
力
の
強
化
及
び
県
内
外
の
展
示
商
談
会
へ
の
参
加
等

に
より
販
路
拡
大
及
び
売
上
高
向
上
を図
る
。こ
れ
に
よ
り、
町
産
水
産
資
源
の
消
費
拡
大
、雇
用

拡
大
等
に
つ
な
げ
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

販
路
拡
大
・販
売
促
進

・加
工
場
改
修
及
び
攪
拌
機
器
等
整
備
（
H
23
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・県
内
外
展
示
商
談
会
出
展
、商

品
の
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ
（
H
24
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・県
版
H
AC
CP
旧
第
2
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
（
H
29
）

・食
品
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
戦
略
の
策
定
（
H
30
）

・加
工
場
改
修
及
び
冷
蔵
設
備
等
整
備
（
R3
）

→
R2
(R
3
繰
越
)新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
産
業
振
興
推
進
特
別

支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・生
産
設
備
の
拡
充
（
ス
ライ
サ
ー
購
入
）
（
R5
）

→
業
務
改
善
助
成
金
の
活
用

[成
果
]

・売
上
高

R
元
：
2,
85
5
万
円

→
R5
：
3,
19
5
万
円

→
R6
：
2,
98
2
万
円

・商
品
仕
入
高

R
元
：
84
5
万
円

→
R5
：
1,
02
4
万
円

→
R6
：
69
7
万
円

・「
本
マ
グ
ロ
の
ホ
ル
モ
ン
カ
レ

ー
」が
高
知
家
の
う
ま
い

も
の
大
賞
20
21
入
賞

(R
2)

[課
題
]

・人
材
確
保

・原
魚
確
保

・既
存
商
品
の
磨
き
上
げ

・新
商
品
開
発

・事
業
承
継

販
路
拡
大
・販
売
促
進

■
八
重
丸
水
産
（
株
）

・商
談
会
出
展

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

・地
域
事
業
者
と連
携
した
新
た
な
外
商
方
法
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
）

・商
談
会
、外
商
等
に
関
す
る
情
報
提
供

新
商
品
開
発
・既
存
商

品
の
磨
き
上
げ

・き
び
な
ご
ケ
ン
ピ
の
新
商
品
ア
イ
テ
ム
の
検
討

・き
び
な
ご
ロ
ー
ス
ト
、本

マ
グ
ロ
の
ホ
ル
モ
ン
カ
レ
ー
の
販
売
開
始
（
R2
）

・鯛
め
し
の
素
、お
さか
な
ケ
ン
ピ
の
販
売
開
始
（
R3
）

新
商
品
開
発
・既
存
商
品
の
磨
き
上
げ

■
八
重
丸
水
産
（
株
）

・既
存
商
品
の
磨
き
上
げ

・新
商
品
開
発

□
県
（
地
域
本
部
）

・商
談
会
や
支
援
制
度
等
の
情
報
提
供

商
談
会
へ
の
出
展

既
存
商
品
の
磨
き
上
げ

新
商
品
開
発

新
た
な
外
商
方
法

の
模
索

新
た
な
外
商
の
展
開

H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
10

道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ
イ
ドパ
ー
ク
」を
拠
点
とし
た
地
域
振
興

（
宿
毛
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
宿
毛
市

(1
)売
上
高

2,
12
6
万
円
※

（
R5
.5
～
R6
.3
）

1,
91
3
万
円

3,
15
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R4
.4
月

(2
)レ
ジ
通
過
者
数

1.
9
万
人
※

（
R5
.5
～
R6
.3
）

2.
0
万
人

4.
2
万
人

事
業
概
要

R5
.5
月
に
リニ
ュー
ア
ル
した
道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ
イド
パ
ー
ク」
を
拠
点
とし
て
、地
元
特
産

品
等
の
販
売
を
促
進
す
る
とと
も
に
、宿
毛
ま
ち
の
え
き
「林
邸
」等
との
連
携
を
通
じて
情
報
発
信

拠
点
とし
て
の
機
能
強
化
を
図
り、
交
流
人
口
の
拡
大
と地
域
経
済
の
さら
な
る
活
性
化
を
目
指

す
。

※
R5
.5
月
に
リニ
ュー
ア
ル
オ
ー
プ
ンの
た
め
、出
発
点
は
R5
.5
月
～
R6
.3
月
とす
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ

イ
ド
パ
ー
ク
」を
拠
点
とし

た
誘
客
の
促
進

・道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ
イド
パ
ー
ク」
実
施
設
計
（
R3
）

→
R3
観
光
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ
イド
パ
ー
ク」
リニ
ュー
アル
（
R5
）

→
R4
地
域
観
光
振
興
交
付
金
の
活
用

・道
の
駅
「す
くも
サ
ニ
ー
サ
イド
パ
ー
ク物
産
館
」実
施
設
計
(R
7)

・各
種
誘
客
イベ
ント
等
の
開
催

月
例
イベ
ント
の
開
催
（
R5
～
）

土
佐
の
豊
穣
祭
20
24
「肉
フェ
ス
」開
催
（
R6
）

高
知
光
の
フェ
ス
タ
20
24
「サ
ニー
サ
イド
・海
辺
の
イル
ミネ
ー
シ
ョン
と

だ
る
ま
夕
日
」開
催
（
R6
）

・庁
内
プ
ロジ
ェク
トチ
ー
ム
に
よ
る
「新
た
な
道
の
駅
」構
想
の
検
討
（
R5
）

[成
果
]

・道
の
駅
「す
くも
サ
ニー
サ
イド

パ
ー
ク」
の
入
込
数

R2
：
65
,5
00
人

→
19
1,
10
0
人

（
R5
.5
～
R6
.3
）

→
21
6,
09
1
人

(R
6.
4～
R7
.3
)

[課
題
]

・顧
客
満
足
度
の
向
上

・キ
ャン
プエ
リア
の
利
用
率

向
上

・リ
ピー
ター
の
確
保

・市
内
飲
食
店
等
へ
の
誘
客

施
設
整
備
及
び
体
制
強
化

■
宿
毛
市

・物
産
館
整
備
に
向
け
た
事
業
計
画
の
策
定
、実
施
設
計
、施
設
整
備

・出
品
者
等
との
連
携
強
化

・運
営
状
況
等
に
関
す
る
ミー
テ
ィン
グ
の
実
施

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
補
助
金
ほ
か
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

特
産
品
等
の
販
売
促
進

■
宿
毛
市

・宿
毛
市
推
奨
品
認
定
制
度
を
活
用
した
特
産
品
の
PR

・市
内
の
一
次
産
品
を
活
用
した
目
玉
グ
ル
メ商
品
の
開
発

・道
の
駅
グ
ル
メ全
国
コン
テ
ス
トへ
の
出
場

・キ
ッチ
ンカ
ー
事
業
者
と連
携
した
季
節
ご
との
イベ
ント
開
催

□
県
(地
域
本
部
等
)

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

道
の
駅
を
核
とし
た
市
内
周
遊
促
進
の
強
化

■
宿
毛
市

・S
NS
等
を活
用
した
情
報
発
信
の
強
化

・人
流
デ
ー
タを
活
用
した
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
分
析

・他
団
体
と連
携
した
周
遊
促
進
事
業
の
実
施

□
県
(地
域
本
部
等
)

・プ
ロモ
ー
シ
ョン
活
動
に
伴
う支
援

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

グ
ル
メ
商
品
の
開
発

グ
ル
メ

商
品
の

販
売

情
報
発
信
の
強
化

イ
ベ
ン
ト
の
開
催

周
遊
促
進
事
業
の
実
施

計
画
策
定
・

実
施
設
計

施
設

稼
働

施
設

整
備
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
11

道
の
駅
｢め
じか
の
里
土
佐
清
水
｣を
拠
点
とし
た
地
域
振
興

（
土
佐
清
水
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
清
水
市

(1
)売
上
高

5,
07
1
万
円

（
R3
）

1
億

1,
80
0
万
円

１
億

7,
59
6
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R4
.４
月

(2
)入
込
数

7.
2
万
人

（
R3
）

8.
5
万
人

16
.4
万
人

事
業
概
要

道
の
駅
「め
じか
の
里
土
佐
清
水
」を
拠
点
とし
て
、地
元
の
農
林
水
産
物
・加
工
品
の
販
売
や
地

域
へ
の
誘
客
促
進
の
取
り組
み
を
強
化
す
る
こと
に
より
、安
定
した
雇
用
の
拡
大
や
地
場
産
業
の
発

展
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

道
の
駅
「め
じ
か
の
里
土

佐
清
水
」を
拠
点
と
し
た

誘
客
の
促
進

・新
土
佐
清
水
地
場
産
品
販
売
施
設
連
携
協
議
会
発
足
（
R3
)

・道
の
駅
食
堂
メニ
ュー
改
良
及
び
道
の
駅
改
修
に
関
す
る
検
討
（
R3
)

→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・道
の
駅
「め
じか
の
里
土
佐
清
水
」リ
ニュ
ー
アル
オ
ー
プ
ン（
R5
）

→
R4
産
振
補
助
金
の
活
用

・各
種
誘
客
イベ
ント
等
の
開
催
・出
店
等
（
R5
）

食
の
バ
ザ
ー
ル
土
佐
の
豊
穣
祭
20
23
in
土
佐
清
水
開
催

サ
イク
ル
ロゲ
イニ
ング
土
佐
清
水
20
23
開
催

日
曜
市
出
店

他
県
の
道
の
駅
と連
携
した
外
商
・誘
客
促
進
の
企
画

サ
ニー
マー
トと
の
連
携
に
よる
フェ
ア
の
開
催

ふ
る
さと
納
税
へ
出
品

・情
報
発
信
の
強
化

デ
ジ
タル
サ
イネ
ー
ジ
に
よ
る
観
光
、特
産
品
、交
流
イベ
ント
等
の
PR

イン
ス
タグ
ラム
等
の
SN
S
に
よる
情
報
発
信

[成
果
]

・売
上
高

R3
:5
,0
71
万
円

→
R5
:１
億
1,
70
7
万
円

→
R6
:１
億
1,
80
0
万
円

・入
込
数

R3
:7
.2
万
人

→
R5
:8
.7
万
人

→
R6
:8
.5
万
人

[課
題
]

・誘
客
の
促
進

・滞
在
時
間
の
延
長

・観
光
拠
点
施
設
や
地
域
事

業
者
との
連
携

誘
客
促
進
の
取
り組
み
の
強
化

■
土
佐
清
水
市

・新
土
佐
清
水
市
地
場
産
品
販
売
施
設
連
携
協
議
会
の
連
携
強
化

・直
販
所
の
品
揃
え
の
充
実
（
生
産
者
の
掘
り起
こし
）

・カ
フェ
・食
堂
の
メニ
ュー
開
発

・イ
ベ
ント
等
の
企
画
・開
催

道
の
駅
が
主
催
す
る
誘
客
促
進
の
イベ
ント

県
・市
が
開
催
す
る
イベ
ント
との
連
携

地
域
の
事
業
者
が
実
施
す
る
イベ
ント
との
連
携

・他
県
の
道
の
駅
と連
携
した
外
商
の
強
化

・ふ
る
さと
納
税
へ
の
出
品

・S
NS
等
を活
用
した
情
報
発
信
の
強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

・支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

滞
在
時
間
の
延
長
に
関
す
る
取
り組
み
の
強
化

■
土
佐
清
水
市

・新
土
佐
清
水
市
地
場
産
品
販
売
施
設
連
携
協
議
会
の
連
携
・取
り組
み
の
強
化

・品
揃
え
、メ
ニュ
ー
の
充
実
等
に
よる
利
用
者
の
満
足
度
の
向
上

・観
光
拠
点
施
設
や
地
域
事
業
者
と連
携
した
イベ
ント
等
の
企
画
・開
催

・周
遊
手
段
の
検
討
、周
遊
ツア
ー
の
造
成

・土
佐
清
水
市
全
体
の
周
遊
促
進
に
向
け
た
情
報
発
信

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

・産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

直
販
所
の
品
揃
え
の
充
実

滞
在
時
間
の
延
長
に
関
す
る

取
り組
み
の
強
化

カ
フェ
・食
堂
の
メ
ニ
ュー
開
発

イ
ベ
ン
ト等
の
企
画
・開
催
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
12

　売
り出

せ
西

土
佐

プ
ロ

ジ
ェク

ト 
（

四
万

十
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
西

土
佐

地
域

産
業

振
興

推
進

協
議

会
、地

域
事

業
者

、四
万

十
市

(1
)売

上
高

 
（

道
の

駅
よ

って
西

土
佐

）

２
億

 
1,

60
8

万
円

 
（

R4
）

２
億

 
1,

91
4

万
円

２
億

 
3,

04
6

万
円

２
億

 
2,

80
0

万
円

 

AP
へ

の
位

置
づ

け
H2

2.
４

月
(2

)売
上

高
 

（
(株

)四
万

十
牛

本
舗

）

２
億

 
2,

03
4

万
円

 
（

R4
）

２
億

 
74

0
万

円
２

億
 

7,
90

0
万

円

 

事
業

概
要

西
土

佐
地

域
の

多
様

な
人

材
や

事
業

者
が

連
携

・協
働

し、
地

域
資

源
の

有
効

活
用

や
認

知
度

向
上

を
図

る
取

り組
み

を
推

進
す

る
こと

で
交

流
人

口
を

拡
大

す
る

とと
も

に
、西

土
佐

地
域

の
産

業
振

興
を図

る
。

(3
)生

栗
出

荷
額

 
（

JA
西

土
佐

支
所

及
び

 
(株

)し
まん

と美
野

里
）

1,
07

7
万

円
 

（
R4

）
1,

41
5

万
円

3,
36

4
万

円
3,

60
0

万
円

  
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

西
土

佐
地

域
の

特
産

品
の

認
知

度
・ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
 

 

・西
土

佐
地

域
産

業
振

興
推

進
協

議
会

の
設

置
（

H3
0～

）
 

・「
四

万
十

川
天

然
鮎

の
コン

フィ
」販

売
開

始
（

H3
0）

 
「四

万
十

川
天

然
鮎

の
コン

フィ
缶

詰
」販

売
開

始
（

R4
）

 
「し

まん
と西

土
佐

あ
ゆ

フェ
ス

」、
「四

万
十

に
しと

さ利
き鮎

会
」の

開
催

 
（

R4
～

）
 

「四
万

十
一

デ
カい

鮎
釣

った
人

が
優

勝
！

グ
ラン

プ
リ」

の
開

催
（

R4
～

）
 

・四
万

十
牛

加
工

販
売

施
設

整
備

（
R2

）
 

→
 R

元
(R

2
繰

越
)産

振
補

助
金

の
活

用
 

・(
株

)四
万

十
牛

本
舗

が
県

版
HA

CC
P

新
第

２
ス

テ
ー

ジ
認

証
取

得
(R

6)
 

・「
四

万
十

冬
肉

祭
」の

開
催

（
R7

）
 

・「
ガ

ブ
ッと

米
ナ

ス
キ

ャン
ペ

ー
ン」

（
H3

0～
、ア

ツい
ま

ち
サ

ミッ
トコ

ラボ
事

業
）

 
「ナ

ス
フェ

ス
」の

開
催

（
H2

7～
、ア

ツい
まち

サ
ミッ

トコ
ラボ

事
業

）
 

・栗
の

加
工

施
設

の
整

備
、氷

感
庫

の
導

入
 

（
(株

)し
ま

ん
と美

野
里

：
H2

2）
→

 産
振

補
助

金
の

活
用

 
・栗

園
を

活
用

した
学

生
向

け
地

域
学

習
プロ

グ
ラム

の
開

発
検

討
（

R4
）

 
　→

 産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

の
活

用
 

・ふ
る

さと
納

税
や

EC
サ

イト
へ

の
出

品
 

・商
談

会
・イ

ベ
ント

へ
の

出
展

[成
果

] 
・(

株
)西

土
佐

ふ
る

さと
市

の
 

売
上

高
 

R2
：

1
億

4,
60

4
万

円
 

→
R4

：
1

億
7,

96
0

万
円

 
→

R5
：

1
億

8,
32

0
万

円
 

→
R6

：
１

億
8,

10
2

万
円

 
→

R7
：

１
億

8,
93

6
万

円
 

・よ
って

西
土

佐
の

入
込

数
 

R2
：

約
13

万
人

 
→

 R
4：

14
万

４
千

人
 

→
 R

5：
15

万
3

千
人

 
→

 R
6：

14
万

５
千

人
 

→
 R

7：
14

万
４

千
人

 
・(

株
)四

万
十

牛
本

舗
の

売
上

高
 

R2
：

1
億

8,
52

4
万

円
 

→
R4

：
2

億
2,

03
4

万
円

 
→

R5
：

2
億

2,
18

4
万

円
 

→
R6

：
２

億
74

0
万

円
 

・四
万

十
牛

の
認

知
度

向
上

 
　県

内
外

の
共

進
会

・共
励

会
へ

の
出

展
・受

賞
 

　R
4、

R5
、R

6、
R7

 
 [課

題
] 

・地
域

の
人

口
（

生
産

者
）

減
少

に
伴

う生
産

力
低

下
の

懸
念

 
・情

報
発

信
の

強
化

 
・栗

の
収

穫
量

の
確

保

西
土

佐
地

域
な

ら
で

は
の

商
品

の
ブ

ラ
ン

ド
化

・販
売

促
進

 
■

西
土

佐
地

域
産

業
振

興
推

進
協

議
会

、地
域

事
業

者
 

・鮎
　　

　：
「し

まん
と西

土
佐

あ
ゆ

フェ
ス

」、
「四

万
十

に
しと

さ利
き

鮎
会

」等
の

開
催

 
　　

　　
 　

　 
鮎

漁
の

体
験

や
意

識
調

査
、加

工
品

の
商

品
化

、新
商

品
の

開
発

 
・四

万
十

牛
：

県
内

外
の

品
評

会
等

へ
の

出
品

、牛
舎

の
増

築
、商

品
開

発
 

　　
　　

　　
　　

「四
万

十
冬

肉
祭

」の
開

催
 

・米
ナ

ス
  

 ：
「ナ

ス
フェ

ス
」、

「ガ
ブッ

と米
ナ

ス
キ

ャン
ペ

ー
ン」

の
開

催
 

・栗
  

  
  

：
栗

産
地

再
生

に
向

け
た

取
り組

み
の

強
化

 
・各

種
PR

用
リー

フレ
ット

等
の

作
成

 
・各

種
イベ

ント
、商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

認
知

度
向

上
・販

路
拡

大
の

取
り組

み
 

・H
AC

CP
に

沿
った

衛
生

管
理

 
・ブ

ラン
ド力

向
上

に
向

け
た

情
報

発
信

の
強

化
 

・マ
ー

ケ
テ

ィン
グ

、商
品

開
発

等
に

携
わ

る
職

員
の

育
成

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

・活
用

支
援

、協
議

会
の

運
営

支
援

等

 

 
誘

客
促

進
・入

込
客

増
加

に
向

け
た

各
種

イ
ベ

ン
ト

の
企

画
・開

催
 

    

・鮎
や

米
ナ

ス
、B

BQ
関

連
施

設
な

ど西
土

佐
地

域
の

あ
らゆ

る
資

源
を

活
用

し
た

イベ
ント

等
の

企
画

・開
催

 
・近

隣
市

町
村

や
道

の
駅

と連
携

した
周

遊
イベ

ン
ト等

の
開

催
 

・西
土

佐
地

域
産

業
振

興
推

進
協

議
会

の
HP

・イ
ンス

タグ
ラム

作
成

と情
報

発
信

の
強

化
（

R3
～

）
 

・モ
ニタ

ー
ツア

ー
「半

径
３

km
の

旅
」の

実
施

（
R4

）
 

・西
土

佐
地

域
産

業
振

興
推

進
協

議
会

の
HP

の
更

新
（

R7
）

 
　→

四
万

十
市

産
業

振
興

推
進

総
合

支
援

事
業

費
補

助
金

の
活

用

誘
客

促
進

・入
込

客
増

加
に

向
け

た
各

種
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

・開
催

 
■

西
土

佐
地

域
産

業
振

興
推

進
協

議
会

、地
域

事
業

者
 

・鮎
や

米
ナ

ス
、B

BQ
関

連
施

設
な

ど西
土

佐
地

域
の

あ
らゆ

る
資

源
を

活
用

した
 

イベ
ント

等
の

企
画

・開
催

 
・近

隣
市

町
村

や
道

の
駅

と連
携

した
周

遊
イベ

ント
等

の
開

催
 

・ツ
アー

プラ
ンの

造
成

と受
入

態
勢

の
強

化
 

・S
NS

の
活

用
な

ど、
誘

客
促

進
に

向
け

た
情

報
発

信
の

強
化

 
・イ

ベ
ント

等
の

企
画

・運
営

に
携

わ
る

職
員

の
確

保
・育

成
 

■
四

万
十

市
 

・協
議

会
の

運
営

支
援

、協
議

会
メン

バ
ー

の
情

報
発

信
等

の
事

業
化

に
対

す
る

支
援

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・協

議
会

の
運

営
支

援
及

び
イベ

ント
企

画
・実

施
支

援
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し

PR
イ

ベ
ン

ト
等

の
企

画
・開

催

情
報

発
信

の
強

化
H

P 
更

新特
産

品
の

生
産

・加
工

・販
売

体
制

の
強

化

PR
イ

ベ
ン

トや
商

談
会

等
へ

の
出

展
に

よ
る

 
ブ

ラ
ン

ド
化

・販
売

促
進 情
報

発
信

の
強

化
H

P 
更

新
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
13

幡
多
地
域
の
農
水
産
物
を
活
用
した
ペ
ット
関
連
商
品
の
開
発
・販
売
拡
大

（
四
万
十
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)W
AN

LI
FE

売
上
高
※

5,
76
0
万
円

（
R4
）

4,
62
8
万
円

1
億
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

※
会
計
年
度
：
9
月
～
8
月

事
業
概
要

幡
多
地
域
の
農
水
産
物
を
中
心
に
、県
産
素
材
を
使
った
ペ
ット
関
連
商
品
を
開
発
し、
地
産

外
商
を
進
め
る
とと
も
に
、幡
多
圏
域
へ
の
ペ
ット
連
れ
観
光
客
の
誘
客
促
進
や
ドッ
グ
ラン
複
合
施

設
の
利
用
者
等
へ
の
販
売
促
進
に
よ
り、
地
域
経
済
の
活
性
化
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

商
品
開
発
・販
路
拡
大

・ペ
ット
用
お
や
つ
商
品
の
開
発
（
H2
8～
）

・ギ
フト
セ
ット
の
開
発
（
H2
8）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・写
真
の
撮
り方
の
研
究
、H
P
リニ
ュー
ア
ル
、S
NS
活
用
強
化
（
H2
9）

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・製
造
機
器
導
入
（
H2
9）

・生
産
工
程
及
び
受
注
工
程
の
効
率
化
（
H3
0）

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・ネ
コ用
商
品
の
開
発
に
着
手
（
R
元
）
→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・新
施
設
（
ドッ
グ
ラン
複
合
施
設
）
オ
ー
プ
ン（
R4
）

→
R3
新
事
業
チ
ャレ
ンジ
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

[成
果
]

・商
品
の
充
実

お
や
つ
:1
3
商
品

イヌ
用
ス
ー
プ
:２
種
類

・ド
ッグ
ラン
複
合
施
設
の
オ
ー

プ
ン等
に
よ
る
売
上
高
の
増

R2
(暦
年
):
3,
52
2
万
円

→
R4
(暦
年
):

4,
57
6
万
円

→
R5
:(
9～
8
月
)

4,
13
3
万
円

→
R6
:(
9～
8
月
）

4,
62
8
万
円

[課
題
]

・商
品
開
発
、販
路
拡
大

・人
手
不
足

ペ
ット
関
連
商
品
の
開
発
・磨
き
上
げ

■
(株
)W
AN
LI
FE

・市
場
調
査
、試
作
品
作
り、
原
料
調
達
方
法
の
検
討
、商
品
開
発
・磨
き
上
げ

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
品
開
発
等
に
関
す
る
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
や
補
助
金
の
活
用
を
提
案

販
路
拡
大
及
び
新
事
業
の
検
討

■
(株
)W
AN
LI
FE

・ネ
コ用
商
品
：
自
社
HP
で
の
情
報
発
信
、商
談
会
や
イベ
ント
等
へ
の
出
展

・イ
ヌ
用
商
品
：
海
外
展
開
の
検
討
（
貿
易
に
関
す
る
セ
ミナ
ー
等
で
の
ノウ
ハ
ウ
の

取
得
、海
外
市
場
の
情
報
収
集
、海
外
向
け
商
談
会
へ
の
出
展
）

・新
事
業
展
開
（
ペ
ット
と泊
ま
れ
る
宿
）
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・販
路
拡
大
等
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
を
提
案

・商
談
会
や
各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

商
品
開
発
・磨
き
上
げ

商
談
会
等
へ
の
出
展

H
P
の

拡
充 新
事
業
や
海
外
展
開
の
検
討
、実
施

情
報
発
信
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
14

幡
多
地
域
産
品
を
活
用
した
冷
凍
加
工
食
品
の
開
発
・製
造
・販
売
の
推
進

（
四
万
十
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)和

売
上
高
※

1,
96
5
万
円

（
R4
）

1,
97
5
万
円

3,
00
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
4
月

※
会
計
年
度
：
6
月
～
5
月
→
４
月
～
３
月
に
変
更
（
R6
実
績
～
)

事
業
概
要

地
域
色
豊
か
な
食
材
を活
用
した
加
工
食
品
を
開
発
・製
造
・販
売
す
る
こと
で
、食
材
自
体
の

認
知
度
を向
上
させ
、生
産
者
の
所
得
向
上
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

商
品
開
発
及
び
改
良

・地
域
素
材
を
利
用
した
冷
凍
餃
子
の
開
発
（
H2
8）

・調
味
料
等
の
商
品
開
発

・県
内
事
業
者
等
と共
同
で
の
商
品
開
発
及
び
O
EM
受
注

・土
佐
M
BA
アド
バ
ンス
コー
ス
等
の
受
講
（
H2
8、
H3
0、
R
元
）

[成
果
]

・売
上
高

R2
：
1,
44
4
万
円

→
R4
：
1,
96
5
万
円

→
R5
：
1,
85
9
万
円

→
R6
：
1,
97
5
万
円

[課
題
]

・人
手
不
足
(商
品
開
発
・営

業
担
当
）

・O
EM
商
品
の
開
発
・販
売

促
進

O
EM
商
品
の
開
発
強
化

■
(有
)和

・県
内
外
事
業
者
との
連
携
に
よる
O
EM
商
品
の
共
同
開
発
及
び
受
託
開
発

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
品
開
発
に
関
す
る
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

販
路
拡
大

・自
社
HP
開
設
（
R3
）

・通
販
（
ま
る
ご
と高
知
O
nl
in
eS
ho
p）
の
開
始
（
R3
）

外
商
の
強
化

■
(有
)和

・商
談
会
等
へ
の
出
展

・県
内
外
事
業
者
との
連
携
に
よる
O
EM
商
品
の
販
売
拡
大

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・商
談
会
や
各
種
支
援
制
度
等
の
情
報
提
供

生
産
体
制
の
強
化
・充

実
・新
た
な
施
設
整
備
に
向
け
た
検
討
（
R
元
∼
）

人
材
の
確
保

■
(有
)和

・新
た
な
人
材
の
雇
用
・育
成

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・土
佐
M
BA
等
講
座
の
紹
介

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

加
工
販
売
拡
大
に
向
け
た
事
業
計
画
等
の
検
討

■
(有
)和

・新
た
な
事
業
計
画
（
施
設
整
備
を
含
む
）
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
補
助
金
の
活
用
の
検
討

・そ
の
他
各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

O
EM
商
品
の
開
発

商
談
会
等
へ
の
出
展

人
材
確
保
・育
成

事
業
計
画
等
の
検
討
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

商
工

業
 

AP
名

 
（

実
施

地
域

）
N

o.
15

  
地

元
食

材
を

活
用

した
加

工
品

の
開

発
・製

造
に

よ
る

地
産

地
消

・外
商

の
推

進
 

（
四

万
十

市
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(有
)四

万
十

食
品

売
上

高
※

3
億

62
5

万
円

 
（

R5
）

2
億

8,
91

6
万

円
3

億
92

8
万

円
3

億
9,

26
4

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

R5
.4

月
※

会
計

年
度

：
9

月
～

8
月

 

事
業

概
要

新
た

に
整

備
した

施
設

・設
備

を
活

用
し、

地
元

食
材

を
使

用
した

新
商

品
の

開
発

や
既

存
商

品
の

増
産

に
よる

販
売

拡
大

を図
る

こと
に

より
、生

産
者

等
の

所
得

向
上

や
雇

用
の

創
出

を目
指

す
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

生
産

体
制

の
強

化
 

      

・新
工

場
の

建
設

、機
械

設
備

の
導

入
（

R5
）

→
 産

振
補

助
金

の
活

用
 

[成
果

] 
・雇

用
の

創
出

 
 従

業
員

 R
4：

16
名

 
 →

R5
：

17
名

 
　→

R6
：

23
名

 
   [課

題
] 

・生
産

体
制

の
確

立
 

・人
材

の
確

保
・育

成
 

・自
社

商
品

の
ブ

ラン
ド化

 
・タ

ー
ゲ

ット
を

見
据

え
た

自
社

商
品

の
開

発
及

び
販

売
戦

略
の

確
立

 
 

生
産

体
制

及
び

衛
生

管
理

体
制

の
強

化
 

■
(有

)四
万

十
食

品
 

・新
た

な
人

材
の

確
保

・育
成

 
・H

AC
CP

に
沿

った
衛

生
管

理
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・各
種

支
援

制
度

の
情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し

 

 
商

品
開

発
・販

路
開

拓
 

     

・四
万

十
の

海
苔

な
ど地

元
食

材
を

使
用

した
商

品
開

発
 

・ふ
る

さと
納

税
へ

の
出

品
（

H2
9～

）
 

・商
談

会
へ

の
出

展
 

・自
社

ロゴ
マー

クの
リニ

ュー
ア

ル
（

R5
）

 
・H

P、
SN

S
の

開
設

（
R6

）
 

・公
式

オ
ンラ

イン
ス

トア
開

設
(R

7)
  

  

既
存

商
品

の
増

産
、新

商
品

の
開

発
に

よ
る

販
路

開
拓

 
■

(有
)四

万
十

食
品

 
・商

品
開

発
担

当
者

や
営

業
担

当
者

の
育

成
 

・既
存

商
品

の
増

産
、新

商
品

開
発

依
頼

へ
の

対
応

 
・自

社
商

品
の

開
発

、新
た

な
原

材
料

の
確

保
 

・タ
ー

ゲ
ット

別
の

商
談

会
等

へ
の

出
展

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・商

品
開

発
に

関
す

る
産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
の

活
用

を
提

案
 

・商
談

会
等

の
情

報
提

供
 

 自
社

商
品

の
ブ

ラ
ン

ド
化

 
■

(有
)四

万
十

食
品

 
・ロ

ゴ
マー

クに
よる

自
社

商
品

の
PR

強
化

 
・H

P
や

SN
S

等
で

の
情

報
発

信
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
を

提
案

 
・各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

商
談

会
等

へ
の

出
展

人
材

確
保

・育
成

既
存

商
品

の
増

産

新
商

品
開

発
依

頼
へ

の
対

応

自
社

商
品

の
開

発
、販

売

生
産

 
体

制
の

 
確

立

自
社

商
品

の
PR

、情
報

発
信

H
AC

CP
に

沿
った

衛
生

管
理
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
16

道
の
駅
「ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・大
月
」を
拠
点
とし
た
産
業
振
興
と賑
わ
い
の
創
出

（
大
月
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
財
)大
月
町
ふ
る
さと
振
興
公
社
、大
月
町

(1
)売
上
高

2
億

3,
65
5
万
円

（
R4
）

２
億

2,
08
9
万
円

２
億

8,
00
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

(2
)入
込
数

18
.6
万
人

（
R4
）

16
.5
万
人

19
.5
万
人

事
業
概
要

道
の
駅
「ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク・
大
月
」を
町
全
体
の
産
業
振
興
と賑
わ
い
創
出
の
拠
点
と位
置
付

け
、町
内
事
業
者
等
と連
携
しな
が
ら、
農
林
畜
水
産
品
や
加
工
品
の
開
発
・販
売
な
どの
地
産

地
消
・外
商
を
推
進
す
る
とと
も
に
、町
内
外
か
ら人
が
集
う交
流
の
場
を
提
供
し、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
くり
と地
域
の
活
力
向
上
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

地
場
産
品
の
販
売
促

進
、
特
産
品
の
開
発
・

販
売
の
強
化

・加
工
施
設
整
備
、ネ
ット
通
販
、カ
タロ
グ
販
売
の
仕
組
み
づ
くり
及
び
商

談
会
出
展
（
H
21
～
22
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・商
品
力
の
強
化
（
H
26
)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・通
販
サ
イ
ト
の
リニ
ュー
ア
ル
（
H
30
）

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・目
指
せ
！
弥
太
郎
商
人
塾
in
幡
多
の
受
講
（
H
30
）

・「
大
月
町
地
産
外
商
推
進
協
議
会
」へ
の
参
画
（
R5
）

・産
直
市
及
び
ふ
る
さと
セ
ンタ
ー
の
改
善
・活
用
に
係
る
施
設
改
修
案
の
検
討

(R
6)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・指
定
管
理
者
大
月
町
ふ
る
さと
振
興
公
社
の
組
織
強
化
(R
7)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・道
の
駅
施
設
改
修
に
係
る
方
針
案
の
検
討
(R
7)

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・「
道
の
駅
」来
客
数

R2
：
17
.9
万
人

→
R4
：
18
.6
万
人

→
R5
：
17
.8
万
人

→
R6
：
16
.5
万
人

・売
上
高

R2
：
2.
04
億
円

→
R4
：
2.
36
億
円

→
R5
：
2.
30
億
円

→
R6
：
2,
21
億
円

・雇
用
者
数

R2
:1
8
人
⇒
R6
:2
9
人

[課
題
]

・外
商
の
推
進

・新
商
品
開
発

・産
直
市
の
改
善

・ふ
る
さと
セ
ンタ
ー
の
活
用

・加
工
施
設
の
不
足

・イ
ベ
ント
企
画

・人
材
の
確
保
、育
成

地
場
産
品
の
販
売
促
進
、特
産
品
の
開
発
・販
売
の
強
化

■
(一
財
)大
月
町
ふ
る
さと
振
興
公
社

・「
大
月
町
地
産
外
商
推
進
協
議
会
」と
連
携
した
外
商
の
推
進

・商
談
会
へ
の
出
展

・既
存
商
品
の
改
良

・新
商
品
の
開
発

・道
の
駅
施
設
改
修
に
係
る
施
設
改
修
案
の
検
討
及
び
関
連
協
議

■
大
月
町

・道
の
駅
施
設
改
修
に
係
る
施
設
改
修
案
の
検
討
及
び
設
計
業
務

□
県
（
地
域
本
部
）

・支
援
制
度
の
情
報
提
供

賑
わ
い
の
創
出

・ふ
れ
あ
い
市
出
品
者
協
議
会
の
設
立

・各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・開
催

お
お
つ
きふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ット
（
月
1
回
）

（
ふ
れ
あ
い
市
出
品
者
協
議
会
共
催
）

も
ろ
こし
まつ
り（
備
長
炭
の
PR
・販
売
促
進
）

「マ
グ
ロの
まち
大
月
」の
PR

他

賑
わ
い
の
創
出

■
(一
財
)大
月
町
ふ
る
さと
振
興
公
社

・町
内
事
業
者
や
他
の
道
の
駅
等
との
連
携
に
よる
イベ
ント
の
企
画
・開
催

も
ろ
こし
まつ
り（
備
長
炭
の
PR
・販
売
促
進
）

「マ
グ
ロの
まち
大
月
」の
PR

他
・各
種
イベ
ント
等
の
情
報
発
信

■
大
月
町

・連
携
イベ
ント
開
催
等
に
向
け
た
他
事
業
者
等
との
調
整

□
県
（
地
域
本
部
）

・支
援
制
度
の
情
報
提
供

外
商
推
進

イ
ベ
ン
ト企
画
・開
催

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信

既
存
商
品
改
良 新
商
品
開
発

施
設
改
修

案
の
検
討

基
本

設
計関
連
協
議 実
施

設
計
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
17

三
原
村
の
どぶ
ろ
くに
よ
る
地
域
活
性
化

（
三
原
村
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
三
原
どぶ
ろ
く合
同
会
社

売
上
高
※

1,
65
1
万
円

（
R４
）

1,
70
3
万
円

3,
29
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
8.
４
月

※
会
計
年
度
：
６
月
～
５
月

事
業
概
要

地
域
の
特
産
品
で
あ
る
「ど
ぶ
ろ
く」
に
か
か
る
村
内
の
組
織
体
制
を
強
化
し
、地

域
が
一

体
とな
って
販
売
促
進
を
図
る
こと
で
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

販
売
促
進

・新
商
品
開
発
に
向
け
、先
進
地
視
察
を
実
施
（
R2
）

・商
品
開
発
や
ネ
ット
販
売
に
関
す
る
ノウ
ハ
ウの
習
得
（
R2
）

→
よろ
ず
支
援
拠
点
アド
バ
イザ
－
の
活
用

・「
甘
酒
」の
販
売
を
開
始
（
R2
）

・「
甘
酒
」の
製
造
拡
大
に
向
け
加
工
場
を
整
備
（
R2
）

・「
甘
酒
」の
パ
ウチ
タイ
プ
の
販
売
（
R3
）

・H
P
及
び
EC
サ
イト
の
開
設
（
R3
）

・I
ns
ta
gr
am
ア
カウ
ント
の
開
設
（
R3
）

・製
造
・販
売
機
能
の
集
約
（
R4
）

・H
AC
CP
対
応
に
向
け
た
共
同
製
造
施
設
の
整
備
（
R4
～
R5
）

→
R4
事
業
再
構
築
補
助
金
の
活
用

・H
AC
CP
専
門
家
派
遣
・書
類
作
成
指
導
の
受
講
（
R4
∼
)

・ま
る
ご
と高
知
で
の
テ
ス
トマ
ー
ケ
テ
ィン
グ
（
R5
）

・ブ
ラン
デ
ィン
グ
・広
告
作
成
・販
促
方
法
に
か
か
る
ノウ
ハ
ウの
習
得
、新
酒
お
披

露
目
イベ
ント
の
企
画
・実
施
（
R5
）
→
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・地
域
お
こし
協
力
隊
の
受
入
れ
１
名
（
R6
）

・県
版
HA
CC
P
新
第
２
ス
テ
ー
ジ
の
認
証
取
得
（
R6
）

・商
談
会
出
展
に
向
け
た
PR
手
法
等
の
習
得
（
R7
）

→
高
知
県
産
業
振
興
セ
ンタ
ー
専
門
家
指
導
の
活
用

・E
C
サ
イト
、S
NS
で
の
情
報
発
信
の
ノウ
ハ
ウ習
得
（
R7
）

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

[成
果
]

・新
商
品
開
発

R2
～
R5
：
11
品

R6
：
6
品

・ダ
ム
を
活
用
（
どぶ
ろ
くを
貯

蔵
）
し
た
地
域
振
興
の
取
り

組
み
が
「四
国
地
方
整
備
広

報
企
画
委
員
長
特
別
賞
」を

受
賞
（
R2
）

・甘
酒
が
「高
知
県
地
場
産
業

大
賞
奨
励
賞
」を
受
賞

（
R3
）

・雇
用
の
創
出

H2
7：
0
人

→
R3
：
1
人
（
パ
ー
ト）

→
R5
：
1
人
（
パ
ー
ト）

[課
題
]

・販
売
促
進
活
動
の
強
化

・安
心
安
全
な
製
品
供
給
に

向
け
た
衛
生
管
理

・社
員
の
高
齢
化

・三
原
村
の
どぶ
ろ
く文
化
の
継

承
・発
信

新
商
品
の
開
発
に
よ
る
販
路
拡
大

■
土
佐
三
原
どぶ
ろ
く(
同
)

・市
場
調
査
、テ
ス
トマ
ー
ケ
テ
ィン
グ

・新
商
品
の
開
発

□
県
(地
域
本
部
等
)

・商
品
開
発
に
向
け
た
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
等
の
活
用
提
案

販
売
促
進

■
土
佐
三
原
どぶ
ろ
く(
同
)

・県
内
外
の
商
談
会
・イ
ベ
ント
へ
の
出
展

・飲
食
店
・小
売
店
等
へ
の
営
業
に
よ
る
どぶ
ろ
く取
扱
店
の
掘
り起
こし

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

・事
務
作
業
の
効
率
化
・省
力
化

・後
継
者
の
確
保
・育
成

□
県
(地
域
本
部
等
)

・販
売
促
進
に
向
け
た
産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
等
の
活
用
を
提
案

・県
内
外
の
商
談
会
や
販
路
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、関
係
者
へ
の
橋
渡
し

・各
種
支
援
制
度
や
セ
ミナ
ー
等
の
情
報
提
供

誘
客
促
進
に
向
け
た
どぶ
ろ
く関
係
企
画
の
実
施

■
土
佐
三
原
どぶ
ろ
く(
同
)

・ど
ぶ
ろ
く関
係
企
画
の
提
案
・実
施
、各
種
イベ
ント
との
連
携

・農
家
民
宿
・農
家
食
堂
と連
携
した
村
内
へ
の
呼
び
込
み
強
化

□
県
(地
域
本
部
等
)

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

新
商
品
開
発

商
談
会
・イ
ベ
ン
トへ
の
出
展

どぶ
ろ
く関
係
企
画
の
提
案
・実
施

販
売

どぶ
ろ
く取
扱
店
の
掘
り起
こし

H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

事
務
作
業
の
省
力
化
・

効
率
化
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
18

黒
潮
町
産
天
日
塩
を
活
用
した
ビジ
ネ
ス
の
推
進

（
黒
潮
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(有
)ソ
ル
テ
ィー
ブ

売
上
高
※

3,
15
0
万
円

（
R4
）

4,
57
4
万
円

4,
07
2
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H
28
.4
月

※
会
計
年
度
：
3
月
～
2
月

事
業
概
要

黒
潮
町
の
代
表
的
な
特
産
品
の
ひ
とつ
で
あ
る
天
日
塩
の
販
売
促
進
を
図
り、
雇
用
の

創
出
や
地
域
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る
。ま
た
、塩
づ
くり
体
験
事
業
を
通
じ
て
天
日
塩
の
認

知
度
の
向
上
を
目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

販
路
開
拓
・販

売
促

進
・看
板
設
置
（
H2
8）
→
観
光
拠
点
整
備
事
業
の
活
用

・販
促
ツー
ル
作
成
（
H2
8）
→
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
の
活
用

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
（
H2
9）

→
黒
潮
町
産
業
振
興
推
進
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・灘
製
塩
所
の
結
晶
ハ
ウス
整
備
（
R
元
）
→
産
振
補
助
金
の
活
用

・灘
製
塩
所
の
採
か
ん
施
設
の
改
築
及
び
結
晶
ハ
ウス
の
増
築
（
R4
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・リ
ー
フレ
ット
作
成
（
R5
）

[成
果
]

・製
塩
量

H3
0：
7.
0
トン

→
R4
：
8.
0
トン

→
R5
：
9.
1
トン

→
R6
：
10
.6
トン

・売
上
高

H3
0：
2,
19
5
万
円

→
R4
：
3,
15
0
万
円

→
R5
：
3,
99
1
万
円

→
R6
：
4,
57
4
万
円

・塩
づ
くり
体
験
受
入
数

H3
0：
52
0
人

→
R4
：
55
1
人

→
R5
：
32
5
人

→
R6
：
30
4
人

[課
題
]

・需
要
に
対
し
て
生
産
量
が

不
足

・人
材
育
成

・新
規
顧
客
の
獲
得

・衛
生
管
理
の
向
上

販
路
開
拓
・販
売
促
進

■
(有
)ソ
ル
テ
ィー
ブ

・天
日
塩
の
増
産

・佐
賀
製
塩
所
採
か
ん
施
設
の
補
修

・商
談
会
へ
の
出
展
を通
じた
販
路
開
拓

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
の
実
施

・塩
づ
くり
体
験
の
受
入
れ

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

人
材
確
保

・O
JT
に
よ
る
製
塩
技
術
者
の
育
成

人
材
確
保
・育
成

■
(有
)ソ
ル
テ
ィー
ブ

・人
脈
等
を
活
用
し
た
後
継
者
の
確
保
、O
JT
に
よ
る
育
成

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

天
日
塩
の
増
産

商
談
会
等
へ
の
出
展

O
JT
に
よ
る
人
材
（
担
い
手
）
育
成
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
19

黒
潮
町
産
天
日
塩
の
販
売
拡
大
及
び
地
域
ブ
ラ
ン
ド化
の
推
進

（
黒
潮
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
土
佐
の
あ
ま
み
屋
、黒
潮
町
商
工
会

売
上
高
※

3,
06
2
万
円

（
R4
）

3,
23
7
万
円

3,
37
1
万
円

3,
84
3
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

R3
.4
月

※
会
計
年
度
：
１
月
～
12
月

事
業
概
要

新
た
な
採
か
ん
施
設
・結
晶
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
、天
日
塩
の
生
産
拡
大
に
よ
る
販
売
促
進

に
取
り組
む
とと
も
に
、黒

潮
町
商
工
会
を
中
心
とし
て
「地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
」を
推
進
す
る
こと

に
よ
り、
黒
潮
町
産
の
天
日
塩
全
体
の
販
売
拡
大
と知
名
度
の
向
上
を
図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

生
産
体
制
の
強
化
及
び

販
路
拡
大

・販
売
促
進
の
手
法
・地
域
ブラ
ンド
化
の
検
討
（
R2
）

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・土
佐
M
BA
ナ
リワ
イ
セ
ミナ
ー
の
受
講
（
R2
）

・ネ
ット
通
販
の
開
始
（
R3
）

・黒
潮
町
ふ
る
さと
納
税
返
礼
品
に
登
録
（
R3
）

・パ
ンフ
レ
ット
リニ
ュー
アル
（
R4
）

・採
か
ん
施
設
の
増
築
及
び
結
晶
ハ
ウ
ス
内
の
結
晶
箱
の
増
設
（
R4
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

[成
果
]

・製
塩
量

R３
：
10
.9
トン

→
R4
：
11
.4
トン

→
R5
：
11
.0
トン

→
R6
：
10
.3
トン

→
R7
：
9.
3
トン

・売
上
高

R3
：
2,
85
9
万
円

→
R4
：
3,
06
2
万
円

→
R5
：
2,
73
6
万
円

→
R6
：
3,
23
7
万
円

→
R7
：
3,
37
1
万
円

[課
題
]

・人
材
育
成

・新
規
顧
客
の
獲
得

・衛
生
管
理
の
向
上

・需
要
に
対
し生
産
量
が

不
足

生
産
体
制
の
強
化
及
び
販
路
拡
大

■
土
佐
の
あ
ま
み
屋

・天
日
塩
の
増
産
、新
商
品
開
発
の
検
討

・商
談
会
へ
の
出
展
を通
じた
販
路
開
拓

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
の
実
施

・結
晶
ハ
ウス
の
増
設
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し、
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推

進
・黒
潮
町
及
び
黒
潮
町
商
工
会
に
よ
る
町
内
天
日
塩
事
業
者
へ
の
説
明
・働
き

か
け
の
実
施
（
R3
～
R4
）

・町
内
天
日
塩
事
業
所
の
プ
ロモ
ー
シ
ョン
ビデ
オ
の
作
成
（
R2
～
R5
）

→
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支
援
推
進
事
業
の
活
用

地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

■
黒
潮
町
商
工
会

・町
内
事
業
者
へ
の
働
きか
け

・各
種
認
証
制
度
へ
の
登
録
の
検
討

結
晶
ハ
ウ
ス
の
増
設
検
討

天
日
塩
の
増
産

商
談
会
等
へ
の
出
展

町
内
事
業
者
へ
の
働
き
か
け

H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

商
工
業

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
20

黒
潮
町
の
地
域
資
源
を
中
心
とし
た
防
災
関
連
商
品
づ
くり
の
推
進

（
黒
潮
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(株
)黒
潮
町
缶
詰
製
作
所
、黒
潮
町

売
上
高

1
億

58
9
万
円

（
R4
）

１
億

1,
11
8
万
円

1
億

1,
00
0
万
円

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

事
業
概
要

農
水
産
物
等
、地
域
産
品
を
活
用
した
防
災
関
連
食
品
の
製
造
・販
売
体
制
の
充
実
・強
化

に
取
り組
み
、「
地
産
」・
「地
消
」・
「外
商
」を
推
進
す
る
こと
で
、雇
用
機
会
の
創
出
及
び
地
域
生

産
者
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

施
設
・体
制
の
充
実
強

化
・加
工
場
整
備
、稼
働
（
H2
6）

・(
株
)黒
潮
町
缶
詰
製
作
所
（
第
三
セ
クタ
ー
）
設
立
、黒
潮
町
特
産
品
開
発

推
進
協
議
会
の
事
業
を
継
承
（
H2
6）

・H
AC
CP
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
（
H2
9）

・県
版
HA
CC
P
旧
第
3
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得
（
H3
1）

・衛
生
管
理
の
強
化
等
に
向
け
、地
域
お
こし
協
力
隊
を
１
名
雇
用
（
R5
）

・県
版
HA
CC
P
新
第
２
ス
テ
ー
ジ
認
証
取
得
(R
6)

[成
果
]

・「
高
知
家
うま
い
も
の
大
賞

20
19
審
査
員
特
別
賞
」

受
賞
（
H3
0）

・「
高
知
家
うま
い
も
の
大
賞

20
24
高
知
家
賞
」受
賞

（
R5
）

・「
高
知
家
うま
い
も
の
大
賞

20
25
SD
Gs
賞
」受
賞

（
R6
）

・「
デ
ィス
カ
バ
ー
農
山
漁
村

（
む
ら
）
の
宝
」地
方
奨
励

賞
受
賞
（
R6
）

[課
題
]

・物
価
高
騰

・衛
生
管
理
の
強
化

・工
場
移
転
に
伴
う施
設

整
備

施
設
・体
制
の
充
実
強
化

■
(株
)黒
潮
町
缶
詰
製
作
所

・工
場
移
転
に
伴
う施
設
整
備

・H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理
の
実
施

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

商
品
開
発
・販
路
開
拓

・高
知
県
防
災
関
連
製
品
認
定
（
H2
7）

・地
域
資
源
を
活
用
した
アレ
ル
ゲ
ンフ
リー
の
新
商
品
・O
EM
商
品
の
開
発

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リニ
ュー
ア
ル
（
H2
9）

→
黒
潮
町
産
業
振
興
推
進
事
業
費
補
助
金
の
活
用

・中
期
事
業
戦
略
を
策
定
（
R
元
～
）

→
産
業
振
興
セ
ンタ
ー
事
業
戦
略
策
定
支
援
制
度
の
活
用

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リニ
ュー
ア
ル
(R
6)

・(
株
)フ
タガ
ミと
連
携
した
「防
災
缶
詰
・に
げ
る
プ
ロジ
ェク
ト」
の
始
動
(R
6)

及
び
「防
災
缶
詰
に
げ
る
(鰹
ドラ
イカ
レ
ー
)」
の
販
売
開
始
(R
7)

商
品
開
発
・販
路
開
拓

■
(株
)黒
潮
町
缶
詰
製
作
所

・自
社
商
品
の
開
発
・強
化

・O
EM
商
品
の
開
発

・海
外
輸
出
の
検
討

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供
、関
係
機
関
へ
の
橋
渡
し

用
地

取
得 新
商
品
の
開
発
・既
存
商
品
の
改
良

商
談
会
・展
示
会
へ
の
参
加

H
AC
CP
に
沿
った
衛
生
管
理

設
計

工
事

施
設

稼
働
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
21

幡
多
広
域
に
お
け
る
滞
在
型
・体
験
型
観
光
の
推
進

（
幡
多
地
域
全
域
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会

(1
)延
べ
宿
泊
者
数

38
9,
58
9
人

（
R4
）

41
0,
42
0
人

47
9,
00
0
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

2,
31
8
人

（
R4
）

17
,4
12
人

18
,7
00
人

事
業
概
要

「幡
多
広
域
観
光
振
興
計
画
（
第
Ⅱ
期
計
画
）
」に
基
づ
き
、マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
機
能
を
強
化

し、
デ
ー
タに
基
づ
くエ
リア
プロ
モー
シ
ョン
を
実
施
す
る
こと
で
幡
多
地
域
全
体
へ
の
宿
泊
者
数
の
増

加
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

商
品
造
成
・誘
客
促
進

・既
存
商
品
の
磨
き
上
げ
支
援
、新
規
商
品
の
開
発
支
援

・旅
行
会
社
へ
の
セ
ー
ル
ス
の
推
進

・は
た
旅
クー
ポ
ン（
R2
）
、E
NJ
O
Y！
は
た
旅
クー
ポ
ンⅡ
（
R3
）
の
実
施

・外
国
人
観
光
客
向
け
商
品
の
造
成

・「
観
光
×
SD
Gs
」の
取
り組
み
推
進

・観
光
庁
「日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イド
ライ
ン(
JS
TS
ｰD
)」
認
証
ラベ
ル
・

ロゴ
マー
ク使
用
許
可
を取
得
（
R3
）

・広
報
・P
R

ガ
イド
ブッ
ク制
作
・配
付

観
光
PR
イベ
ント
へ
の
参
加

説
明
会
、商
談
会
へ
の
参
加

・G
ST
C
サ
ス
テ
ィナ
ブ
ル
ツー
リズ
ム
研
修
修
了
(R
5：
1
名
、R
6：
2
名
、

R7
:１
名
)４
名

[成
果
]

・延
べ
宿
泊
者
数

R2
：
31
9,
79
0
人

→
R4
：
38
9,
58
9
人

→
R5
：
36
5,
36
0
人

→
R6
：
41
0,
42
0
人

・顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、誘

客
力
の
高
い
体
験
商
品
を

造
成 は
た
旅
体
験

（
R5
）

商
品
数
：
97
商
品

利
用
者
数
：
37
,1
99
人

（
R6
）

商
品
数
：
89
商
品

利
用
者
数
：
36
,0
23
人

・「
観
光
×
SD
Gs
」の
取
り組

み
を推
進

商
品
造
成
：
7
件
（
R4
）

１
件
（
R5
)

１
件
（
R6
）

第
17
回
エ
コツ
ー
リズ
ム
大

賞
特
別
賞
受
賞
（
R3
）

[課
題
]

・イ
ンバ
ウン
ド対
応
の
強
化

・教
育
旅
行
（
民
泊
）
の
受

入
家
庭
の
確
保

地
域
の
魅
力
創
出
・セ
ー
ル
ス
の
推
進

■
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会

・S
DG
s
を切
り口
とし
た
体
験
プ
ログ
ラム
の
充
実

・長
期
滞
在
型
観
光
の
推
進
や
イン
バ
ウン
ド施
策
の
強
化

・旅
行
会
社
等
へ
の
セ
ー
ル
ス
の
推
進

□
県 ・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

地
域
認
知
度
向
上
・プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
推
進

■
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会

・「
幡
多
地
域
」の
リブ
ラン
デ
ィン
グ
、広
報
・P
R
に
よる
ブ
ラン
ドの
浸
透

・デ
ジ
タル
メデ
ィア
（
HP
、S
NS
等
）
の
活
用
促
進

□
県 ・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

受
入
体
制
の
強
化

・日
本
版
D
M
O
登
録
（
H3
1.
3
月
）

・「
幡
多
広
域
観
光
振
興
計
画
（
第
Ⅱ
期
計
画
）
」の
策
定
（
R2
）

・研
修
会
、民
泊
説
明
会
等
の
開
催

・「
幡
多
広
域
観
光
振
興
計
画
（
第
Ⅲ
期
計
画
）
」の
策
定
（
R8
.3
月

予
定
）

来
訪
者
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
地
域
受
入
体
制
整
備
を
推
進

■
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会

・広
域
に
関
わ
る
観
光
周
遊
企
画
の
立
案
・情
報
提
供
・発
信
の
推
進

・広
域
観
光
に
関
わ
る
地
域
の
受
入
体
制
基
盤
強
化

・研
修
会
等
の
開
催

・教
育
旅
行
に
お
け
る
田
舎
暮
らし
体
験
（
民
泊
）
の
受
入
促
進

□
県 ・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
、各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

商
品
化
支
援
に
よ
る
地
域
の
魅
力
創
出
の
推
進

ブ
ラ
ン
ド
形
成
に
よ
る
地
域
認
知
度
向
上
の
推
進

受
入
体
制
の
強
化

マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
デ
ー
タ
に
基
づ
く

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
推
進

旅
行
会
社
等
へ
の
セ
ー
ル
ス
の
推
進
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
22

幡
多
広
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リズ
ム
を
核
とし
た
交
流
人
口
の
拡
大
と地
域
の

活
性
化

（
幡
多
地
域
全
域
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会
、幡
多
６
市
町
村
及
び
観
光
協
会
等

延
べ
宿
泊
者
数

19
,0
38
人

（
R4
）

17
,2
02
人

20
,0
00
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
7.
9
月

事
業
概
要

土
佐
西
南
大
規
模
公
園
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
核
とし
、幡
多
広
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツと
体
験
型

観
光
を
融
合
させ
た
ス
ポ
ー
ツツ
ー
リズ
ム
を
推
進
す
る
こと
に
より
、交
流
人
口
の
拡
大
と地
域
経
済

の
活
性
化
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

受
入
体
制
の
充
実
・強

化
・人
工
芝
グ
ラウ
ンド
完
成
（
H2
9）

・ワ
ンス
トッ
プ
窓
口
機
能
の
整
備
・運
用
（
H2
8～
）

・旅
館
組
合
、集
落
活
動
セ
ンタ
ー
等
と連
携
した
宿
泊
受
入
体
制
の
整
備

（
H2
8～
）

・ス
ポ
ー
ツ
＋
体
験
観
光
を
セ
ット
に
した
観
光
商
品
の
造
成
及
び
受
入
体
制
の

整
備
（
H2
8～
）

・砂
浜
トレ
ー
ニン
グ
の
プロ
グ
ラム
作
成
、更
新

・新
型
コロ
ナ
ウイ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
実
施
（
R2
～
受
入
運
営
ガ
イド
ライ
ン

の
作
成
、更
新
）

[成
果
]

・ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
及
び

合
宿
の
受
入

R4
：
93
件
44
5
チ
ー
ム

R5
：
85
件
44
1
チ
ー
ム

R6
：
84
件
41
1
チ
ー
ム

・延
べ
宿
泊
者
数
の
増
加

R4
：
19
,0
38
人

R5
：
18
,4
22
人

R6
：
17
,2
02
人

[課
題
]

・ス
ポ
ー
ツ
合
宿
参
加
者
の
移

動
の
利
便
性
向
上

・地
域
の
受
入
体
制
づ
くり

（
人
材
育
成
）

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
宿
泊
施
設
等
との
連
携
に
よ
る
受
入
体
制
の
充
実
・強
化

■
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会

・市
町
村
・観
光
協
会
等
との
連
携

・ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を活
用
した
管
内
ス
ポ
ー
ツ施
設
や
大
会
・合
宿
の
情
報
提
供

■
(一
社
)黒
潮
町
観
光
ネ
ット
ワ
ー
ク

・関
係
事
業
者
や
集
落
活
動
セ
ンタ
ー
等
と連
携
した
受
入
体
制
の
充
実
・強
化

■
(特
非
)N
PO
砂
浜
美
術
館

・ス
ポ
ー
ツツ
ー
リズ
ム
推
進
会
議
の
開
催
等

■
幡
多
６
市
町
村
及
び
観
光
協
会
等

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
・大
会
等
の
誘
致
及
び
受
入
体
制
の
充
実
・強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・協
議
会
や
推
進
会
議
へ
の
参
画
に
よ
る
アド
バ
イス

・産
振
ア
ドバ
イザ
ー
制
度
の
活
用
提
案
や
各
種
支
援
制
度
に
関
す
る
情
報
提
供

誘
客
促
進
の
取
り組
み

・ス
ポ
ー
ツ施
設
を
紹
介
す
る
ポ
ー
タル
サ
イト
を
開
設
（
H2
8～
）

・ス
ポ
ー
ツ大
会
・合
宿
の
セ
ー
ル
ス
及
び
受
入

・ア
ドバ
イザ
ー
を活
用
した
セ
ー
ル
ス
プロ
モ
ー
シ
ョン
（
H2
9～
）

・砂
浜
トレ
ー
ニン
グ
の
プロ
グ
ラム
作
成
、更
新
（
R2
～
)

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・ア
ドバ
イザ
ー
を活
用
した
誘
客
促
進
（
R6
～
）

セ
ー
ル
ス
活
動
等
に
よ
る
誘
客
促
進
の
取
り組
み

■
(一
社
)幡
多
広
域
観
光
協
議
会
、幡
多
６
市
町
村
及
び
観
光
協
会
等

・ア
ドバ
イザ
ー
を
活
用
した
合
宿
や
サ
ッカ
ー
大
会
の
セ
ー
ル
ス
プ
ロモ
ー
シ
ョン
及
び
企
画

運
営

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
と観
光
を
組
み
合
わ
せ
た
新
た
な
周
遊
プ
ラン
の
構
築
を検
討

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
参
加
者
の
移
動
（
宿
舎
と施
設
の
往
復
等
）
に
係
る
支
援
策
の
検
討

■
(特
非
)N
PO
砂
浜
美
術
館

・大
会
の
運
営
、市
町
村
及
び
関
係
団
体
との
連
携

・関
西
を
中
心
とし
た
西
日
本
や
関
東
・東
北
・北
海
道
等
の
東
日
本
エ
リア
へ
の
セ
ー
ル

ス
活
動
の
展
開

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・観
光
コン
ベ
ンシ
ョン
協
会
、市
町
村
等
と連
携
した
セ
ー
ル
ス
活
動
支
援

・各
種
支
援
制
度
や
ス
ポ
ー
ツツ
ー
リズ
ム
に
関
す
る
情
報
提
供

受
入
体
制
の
充
実
・強
化

PR
・セ
ー
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
活
動

周
遊
プ
ラ
ン
や
支
援
策
の
充
実
・強
化
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
23

宿
毛
市
の
地
域
資
源
を
活
用
した
観
光
振
興

（
宿
毛
市
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(一
社
)宿
毛
市
観
光
協
会
、宿
毛
市

市
内
の
延
べ
宿
泊
客
数
※

9.
0
万
人

（
R4
）

9.
0
万
人

10
.3
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

※
1
月
～
12
月

事
業
概
要

地
域
の
観
光
推
進
体
制
を
強
化
し、
宿
毛
市
の
資
源
を
活
用
した
体
験
型
観
光
商
品
の
造
成

に
取
り組
む
とと
も
に
、幡
多
地
域
全
体
で
連
携
して
誘
客
を
促
進
す
る
こと
に
よ
り、
交
流
人
口
の

拡
大
を
図
る。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

体
験
メ
ニ
ュ
ー
充
実
に

向
け
た
環
境
整
備
・推

進
体
制
の
強
化

・土
佐
の
観
光
創
生
塾
の
受
講
（
H2
8～
R4
）

・宿
毛
ま
ち
の
え
き「
林
邸
」の
オ
ー
プ
ン（
H3
0）

→
歴
史
観
光
資
源
等
強
化
事
業
の
活
用

・電
動
ア
シ
ス
ト自
転
車
、カ
ヤ
ック
等
の
整
備
（
H3
0）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
の
活
用

・ク
ライ
ミン
グ
コー
ス
、サ
イク
リン
グ
ロー
ドの
整
備
（
R
元
）

→
観
光
拠
点
等
整
備
事
業
の
活
用

・宿
毛
市
総
合
運
動
公
園
に
マウ
ンテ
ンバ
イク
専
用
コー
ス
を
整
備

（
R2
～
R4
）

[成
果
]

・宿
泊
客
数
（
暦
年
）

R2
：
7.
1
万
人

→
R4
：
9.
0
万
人

→
R5
：
9.
3
万
人

→
R6
：
9.
0
万
人

・「
林
邸
」来
場
者
数

R2
：
12
,6
85
人

→
R5
：
27
,0
95
人

→
R6
：
27
,9
10
人

[課
題
]

・関
係
団
体
や
地
域
住
民
と

連
携
し
た
体
験
メニ
ュー
づ
く

り ・広
域
的
な
周
遊
観
光
に
向

け
た
取
り組
み

・リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
及
び
魅

力
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等

に
よる
誘
客
促
進

・顧
客
満
足
度
の
向
上

観
光
人
材
の
育
成

■
(一
社
)宿
毛
市
観
光
協
会
、宿
毛
市

・県
や
市
町
村
の
人
材
育
成
制
度
等
を活
用
した
観
光
人
材
の
ス
キ
ル
アッ
プ

□
県
(地
域
本
部
等
)

・支
援
制
度
の
情
報
提
供
、参
加
者
へ
の
周
知
及
び
フォ
ロー
アッ
プ

地
域
の
特
性
や
資
源
を
活
か
した
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
・磨
き
上
げ

■
(一
社
)宿
毛
市
観
光
協
会
、そ
の
他
連
携
事
業
者
、宿
毛
市

・食
や
自
然
、歴
史
・文
化
を
活
用
した
周
遊
・体
験
型
プ
ログ
ラム
の
造
成
・磨
き上
げ

・中
山
間
地
域
を
含
め
た
事
業
者
間
の
連
携
強
化

□
県
(地
域
本
部
等
)

・施
設
整
備
及
び
備
品
購
入
の
た
め
の
支
援
策
の
検
討

・関
係
機
関
の
橋
渡
し

誘
客
促
進
の
取
り組
み

・宿
毛
ま
ち
の
え
き「
林
邸
」で
の
展
示
会
・ワ
ー
クシ
ョッ
プ等
イベ
ント
開
催

（
R2
～
）

・地
元
の
食
を
活
か
した
ライ
ドイ
ベ
ント
「ま
ん
ぷ
くラ
イド
」開
催
（
R2
～
）

・レ
ンタ
サ
イク
ル
利
用
者
へ
の
飲
食
クー
ポ
ン券
配
布
（
R2
～
）

・J
CL
（
ジ
ャパ
ンサ
イク
ル
リー
グ
）
ロー
ドレ
ー
ス
開
催
（
R4
～
R5
）

・釣
りイ
ベ
ン
ト、
横
瀬
川
ダム
クラ
イミ
ング
ウォ
ー
ル
体
験
、歴
史
館
と連
携
した

散
策
ツア
ー
ほ
か

・ど
っぷ
り高
知
旅
キ
ャン
ペ
ー
ンに
即
応
した
周
遊
促
進
事
業
の
開
催
(R
7)

→
周
遊
促
進
・滞
在
延
長
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用

誘
客
促
進
の
強
化

■
(一
社
)宿
毛
市
観
光
協
会
、そ
の
他
連
携
事
業
者
、宿
毛
市

・幡
多
広
域
観
光
協
議
会
と連
携
した
誘
客
促
進
の
強
化

・宿
毛
ま
ち
の
え
き
｢林
邸
｣を
拠
点
とし
た
観
光
・交
流
事
業
の
企
画
・実
施

・地
元
の
特
産
物
を
活
用
した
イベ
ント
の
企
画
・実
施

・フ
ィッ
シ
ング
や
サ
イク
リン
グ
、マ
リン
ア
クテ
ィビ
テ
ィを
中
心
とし
た
誘
客
促
進
の
強
化

・プ
ロモ
ー
シ
ョン
活
動
の
強
化

□
県
(地
域
本
部
等
)

・プ
ロモ
ー
シ
ョン
活
動
に
伴
う支
援

・各
種
支
援
制
度
の
情
報
提
供

既
存
商
品
の
磨
き
上
げ

体
験
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成

観
光
人
材
の
育
成

広
域
連
携
に
よ
る
誘
客
の
促
進

プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
活
動
の
強
化
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

24
　土

佐
清

水
ま

る
ご

と戦
略

観
光

の
展

開
 

（
土

佐
清

水
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
土

佐
清

水
市

、(
一

社
)土

佐
清

水
市

観
光

協
会

、 
(一

社
)土

佐
清

水
ジ

オ
パ

ー
ク推

進
協

議
会

入
込

数
※

66
.1

万
人

 
（

R4
）

61
.6

万
人

65
.7

万
人

75
万

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

４
月

※
１

月
～

12
月

 

事
業

概
要

観
光

産
業

を地
域

の
戦

略
的

産
業

と位
置

づ
け

、ジ
オ

ツー
リズ

ム
をは

じめ
とし

た
体

験
型

観
光

や
国

際
観

光
等

の
誘

客
促

進
の

強
化

と受
入

態
勢

の
整

備
・充

実
を

図
る

とと
も

に
、幡

多
地

域
全

体
で

の
誘

客
・周

遊
促

進
に

取
り組

む
こと

に
よ

り、
滞

在
日

数
の

増
加

や
消

費
の

拡
大

を
図

る
。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

誘
客

の
促

進
 

          

・竜
串

観
光

の
情

報
発

信
・認

知
度

向
上

（
H2

3）
 

　→
産

振
補

助
金

の
活

用
 

・ジ
ョン

万
次

郎
資

料
館

リニ
ュー

ア
ル

オ
ー

プン
（

H3
0.

4
月

) 
→

 H
29

観
光

拠
点

整
備

補
助

金
の

活
用

 
・ス

ノー
ピー

ク土
佐

清
水

キ
ャン

プフ
ィー

ル
ドオ

ー
プン

（
H3

1.
4

月
）

 
→

 H
30

観
光

拠
点

補
助

金
の

活
用

 
・「

SA
TO

UM
I」

の
プ

ロモ
ー

シ
ョン

活
動

の
活

性
化

に
向

け
た

外
部

人
材

の
活

用
 

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

 （
R

元
～

R2
）

 
　→

産
振

補
助

金
の

活
用

 
・「

竜
串

ビジ
ター

セ
ンタ

ー
うみ

の
わ

」オ
ー

プ
ン（

R2
.3

月
）

 
・県

立
足

摺
海

洋
館

「S
AT

O
UM

I」
リニ

ュー
ア

ル
オ

ー
プン

（
R2

.7
月

）
 

・土
佐

清
水

ジ
オ

パ
ー

ク日
本

ジ
オ

パ
ー

ク認
定

（
R3

.９
月

）
 

・道
の

駅
め

じか
の

里
土

佐
清

水
リニ

ュー
ア

ル
オ

ー
プン

（
R5

.4
月

）
 

・天
狗

の
鼻

整
備

（
観

光
資

源
磨

き上
げ

、誘
客

促
進

策
）

 
（

R5
.1

2
月

供
用

開
始

）
 

　→
 観

光
振

興
推

進
総

合
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
 ・各

種
誘

客
イベ

ント
等

の
開

催
 

　足
摺

宇
和

海
国

立
公

園
50

周
年

記
念

事
業

（
R4

）
 

あ
しず

りま
つ

り、
ジ

ョン
万

ウォ
ー

ク、
足

摺
き

らり
、産

業
祭

　等
 

 
・推

進
体

制
・計

画
の

調
整

 
土

佐
清

水
市

観
光

マ
ス

ター
プ

ラン
策

定
（

H2
8）

 
足

摺
宇

和
海

国
立

公
園

竜
串

エ
リア

利
用

計
画

を
進

め
る

会
の

発
足

（
R

元
 

計
画

策
定

）
 

足
摺

宇
和

海
国

立
公

園
足

摺
岬

エ
リア

利
用

計
画

を
進

め
る

会
の

発
足

（
R2

計
画

策
定

）
 

竜
串

の
観

光
を

考
え

る
会

発
足

（
R3

）
 

土
佐

清
水

市
ジ

オ
パ

ー
ク基

本
計

画
策

定
（

R4
）

 
土

佐
清

水
ジ

オ
パ

ー
ク再

認
定

（
R７

）

[成
果

] 
入

込
数

の
増

加
 

R2
:6

3
万

人
 

　→
R4

:6
6.

1
万

人
 

　→
R5

:6
8.

6
万

人
 

→
R6

:6
1.

6
万

人
 

→
R7

:6
5.

7
万

人
 

ジ
オ

ガ
イド

登
録

者
 

R2
:2

8
名

 
　→

R4
:2

7
名

 
→

R5
:2

8
名

 
→

R6
:3

5
名

 
→

R7
:3

4
名

 
ジ

オ
ツ

ア
ー

の
販

売
件

数
、　

　　
　　

　　
　　

販
売

額
 

R2
:2

3
件

、1
59

,6
00

円
 

→
R4

:3
4

件
、 

32
2,

20
0

円
 

　 
→

R5
:4

8
件

、 
　　

　　
　　

　 
36

4,
00

0
円

 
→

R6
:3

0
件

、 
　　

　　
　　

　 
68

,5
00

円
 

→
R7

:1
6

件
、 

　　
　　

　　
78

,5
00

円
 

 [課
題

] 
・誘

客
、宿

泊
の

促
進

 
・地

域
資

源
の

磨
き上

げ
 

・市
街

地
・竜

串
・足

摺
の

全
域

に
周

遊
を

促
す

体
制

づ
くり

 
 

環
境

整
備

 
■

土
佐

清
水

市
 

・足
摺

岬
展

望
台

改
修

計
画

の
検

討
 

・中
心

市
街

地
・竜

串
・足

摺
の

全
域

へ
の

周
遊

を
促

す
仕

組
み

の
検

討
・磨

き上
げ

 
■

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・情

報
提

供
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

 誘
客

の
促

進
・情

報
発

信
 

■
土

佐
清

水
市

 
・市

内
全

域
へ

の
周

遊
を

促
す

仕
組

み
の

検
討

・磨
き上

げ
 

・秋
冬

観
光

資
源

の
磨

き
上

げ
 

・イ
ンバ

ウン
ド観

光
誘

客
の

た
め

の
受

入
環

境
の

充
実

 
・ジ

ョン
万

トラ
ベ

ル
キ

ャン
ペ

ー
ン地

域
電

子
通

貨
M

ej
i-C

a
の

旅
行

支
援

事
業

 
■

(一
社

)土
佐

清
水

市
観

光
協

会
 

・周
遊

促
進

に
向

け
た

体
験

メニ
ュー

の
充

実
 

・H
P、

SN
S

を
活

用
した

情
報

発
信

の
強

化
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・産
振

アド
バ

イザ
ー

制
度

や
各

種
支

援
策

等
の

情
報

提
供

、関
係

機
関

へ
の

橋
渡

し 
 日

本
ジ

オ
パ

ー
ク

ネ
ット

ワ
ー

ク
再

認
定

 
■

土
佐

清
水

市
、(

一
社

)土
佐

清
水

ジ
オ

パ
ー

ク推
進

協
議

会
 

・情
報

発
信

、市
民

へ
の

普
及

啓
発

 
・ジ

オ
パ

ー
ク再

認
定

 
・ジ

オ
ガ

イド
の

育
成

及
び

ス
キ

ル
ア

ップ
、ジ

オ
ツア

ー
の

造
成

 
・受

入
態

勢
の

充
実

 
■

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
策

の
情

報
提

供
 

 
 

地
域

資
源

の
磨

き
上

げ
と誘

客
促

進

展
望

台
改

修
計

画
の

検
討

ジ
オ

パ
ー

ク
 

再
認

定
ジ

オ
ツ

ー
リズ

ム
の

推
進

周
遊

促
進
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

25
 四

万
十

市
の

地
域

資
源

を
活

用
した

通
年

・滞
在

型
観

光
の

推
進

 
（

四
万

十
市

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
四

万
十

市
、(

一
社

)四
万

十
市

観
光

協
会

公
共

観
光

施
設

利
用

者
数

※
15

5,
65

4
人

 
（

R4
）

14
6,

64
4

人
14

6,
14

9
人

17
0,

00
0

人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

4
月

※
1

月
～

12
月

 

事
業

概
要

四
万

十
市

内
で

の
滞

在
期

間
を

延
ば

し、
宿

泊
を

促
す

「通
過

型
観

光
か

らの
脱

却
」と

閑
散

期
（

秋
・冬

）
に

も
誘

客
で

き
る

通
年

型
観

光
に

取
り組

む
こと

に
よ

り、
宿

泊
者

数
の

増
加

を
図

る
と

とも
に

、幡
多

地
域

全
体

で
連

携
して

誘
客

促
進

に
取

り組
み

、交
流

人
口

の
拡

大
を

図
る。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

地
域

資
源

を
生

か
し

た
体

験
型

観
光

の
推

進
・各

種
イベ

ント
等

の
開

催
 

四
万

十
川

花
紀

行
関

連
イベ

ント
、広

域
連

携
サ

イク
ル

イベ
ント

、 
しま

ん
とリ

バ
ー

ベ
キ

ュー
プ

ロジ
ェク

ト（
R2

～
R4

）
等

 
・地

域
資

源
磨

き
上

げ
の

た
め

の
環

境
整

備
 

四
万

十
ひ

ろ
ば

カヌ
ー

館
オ

ー
トキ

ャン
プ

場
の

整
備

（
R

元
）

 
→

 地
域

観
光

振
興

交
付

金
の

活
用

 
BB

Q
施

設
の

整
備

（
R3

）
 

→
　観

光
振

興
推

進
総

合
支

援
事

業
費

補
助

金
の

活
用

 
い

や
しの

里
空

調
改

修
、ふ

る
さと

案
内

所
トイ

レ
改

修
（

R4
）

 
→

 地
方

創
生

臨
時

交
付

金
の

活
用

 
・移

動
手

段
の

確
保

（
H2

8～
）

 
予

土
線

で
の

サ
イク

ル
トレ

イン
四

万
十

号
の

運
行

 
四

万
十

川
バ

ス
、周

遊
観

光
バ

ス
しま

ん
と・

あ
しず

り号
等

の
運

行
 

四
万

十
川

バ
ス

通
年

運
行

（
R7

～
)

[成
果

] 
・四

万
十

市
へ

の
観

光
客

入
込

数
 

R2
：

10
0.

4
万

人
 

→
R4

：
10

4.
5

万
人

 
　→

R5
：

11
1.

0
万

人
 

　→
R6

：
11

2.
5

万
人

 
  [課

題
] 

・観
光

ニ
ー

ズ
多

様
化

へ
の

対
応

 
・自

然
体

験
型

観
光

の
推

進
 

・閑
散

期
対

策
 

・観
光

人
材

の
育

成
、確

保
 

 

自
然

体
験

型
観

光
の

推
進

 
■

(一
社

)四
万

十
市

観
光

協
会

、四
万

十
市

 
・各

種
誘

客
イベ

ント
等

の
企

画
、運

営
 

・二
次

交
通

との
連

携
等

に
よる

しま
ん

とリ
バ

ー
ベ

キ
ュー

の
取

組
強

化
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

の
活

用
提

案
 

・各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

 
周

遊
・滞

在
しや

す
い

環
境

の
整

備
 

■
(一

社
)四

万
十

市
観

光
協

会
、四

万
十

市
 

  
・既

存
拠

点
施

設
の

改
修

・拡
充

、W
i-F

i環
境

の
整

備
 

・二
次

交
通

の
充

実
 

・多
言

語
化

な
ど観

光
案

内
機

能
の

充
実

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供

 
 

 
観

光
推

進
体

制
の

強
化

 
  

・各
種

協
議

会
等

の
開

催
・運

営
 

四
万

十
市

観
光

振
興

連
絡

会
議

、西
土

佐
観

光
推

進
協

議
会

 
予

土
県

境
地

域
連

絡
協

議
会

 
・人

材
育

成
 

SN
S

活
用

講
座

の
開

催
（

R2
）

→
 産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

 

連
絡

協
議

会
等

に
よ

る
事

業
の

磨
き

上
げ

 
■

(一
社

)四
万

十
市

観
光

協
会

、四
万

十
市

 
・四

万
十

市
観

光
振

興
連

絡
会

議
、西

土
佐

観
光

推
進

協
議

会
の

開
催

 
・予

土
県

境
地

域
連

携
事

業
の

推
進

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
　・

各
協

議
会

へ
の

参
画

、各
種

支
援

制
度

に
関

す
る

情
報

提
供

 
観

光
人

材
の

育
成

・情
報

発
信

の
強

化
 

■
(一

社
)四

万
十

市
観

光
協

会
、四

万
十

市
 

・観
光

人
材

の
発

掘
と育

成
 

・S
NS

等
に

よ
る

発
信

の
強

化
、一

元
的

な
情

報
発

信
の

促
進

 
・四

万
十

市
に

ゆ
か

りの
あ

る
著

名
人

や
団

体
等

に
よる

PR
・誘

致
活

動
の

実
施

 
・研

修
等

の
実

施
や

参
加

促
進

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・研

修
等

に
関

す
る

情
報

提
供

誘
客

促
進

観
光

案
内

機
能

の
充

実

観
光

大
使

等
の

協
力

に
よ

る
PR

協
議

会
等

に
よ

る
観

光
事

業
の

実
施

観
光

人
材

の
発

掘
・育

成

環
境

整
備

、二
次

交
通

の
充

実
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幡
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ク
シ
ョン
プ
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観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
26

大
月
町
の
地
域
資
源
を
活
用
した
観
光
振
興

（
大
月
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
大
月
町
観
光
協
会
、大
月
町
、町
内
事
業
者
・関
連
団
体

入
込
数

7.
9
万
人

（
R4
）

6.
9
万
人

8.
3
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
４
月

事
業
概
要

柏
島
や
町
内
各
所
キ
ャン
プ場
な
ど大
月
町
の
強
み
で
あ
る
自
然
・体
験
型
観
光
を
推
進
し、
食

や
花
、歴
史
文
化
や
景
観
も
観
光
資
源
とし
て
磨
き
上
げ
る
こと
に
よ
り、
年
間
通
して
誘
客
で
き
る

魅
力
あ
る
観
光
地
域
づ
くり
に
取
り組
む
。ま
た
、事
業
者
等
との
連
携
に
より
町
内
周
遊
観
光
の
促

進
を
図
る
とと
も
に
、周
辺
観
光
資
源
も
絡
め
た
広
域
的
な
周
遊
の
構
成
に
取
り組
み
、滞
在
交
流

人
口
の
増
大
と地
域
の
活
性
化
を目
指
す
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

自
然
・体
験
滞
在
型
観

光
の
推
進
と
地
域
資
源

の
観
光
活
用

・竜
ヶ浜

キ
ャン
プ
場
の
整
備
（
H
23
）

→
産
振
補
助
金
の
活
用

・観
光
ガ
イ
ド
会
の
設
立
（
H
29
）

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・体
験
型
プ
ロ
グ
ラム
（
備
品
等
）
の
整
備
（
H
30
）

→
観
光
拠
点
補
助
金
の
活
用

・大
月
エ
コロ
ジ
ー
キ
ャン
プ
場
の
施
設
改
修
（
R2
.3
月
）

→
観
光
拠
点
補
助
金
の
活
用

・秋
の
自
然
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
（
R2
.9
～
11
月
）

→
国
立
・国
定
公
園
へ
の
誘
客
の
推
進
事
業
の
活
用

・防
災
関
係
体
験
事
業
（
R5
）

→
四
国
クリ
エイ
ト助
成
金
活
用

・樫
西
園
地
に
お
け
る
グ
ラン
ピン
グ
施
設
整
備
（
R5
）

→
デ
ジ
タル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
の
活
用

・観
光
と環
境
美
化
活
動
を
連
動
させ
た
事
業
（
R5
）

[成
果
]

・自
然
体
験
型
観
光
イ
ベ
ン

ト増
設
数

R5
：
6
件

R6
：
2
件

・入
込
数

H3
0：
5.
3
万
人

→
R4
：
7.
9
万
人

→
R5
：
7.
2
万
人

→
R6
：
6.
9
万
人

[課
題
]

・柏
島
へ
の
一
極
集
中
の
解

消 ・冬
の
閑
散
期
の
誘
客

・人
材
確
保

地
域
資
源
を
活
用
した
滞
在
型
観
光
の
推
進

■
大
月
町
観
光
協
会

・新
た
な
観
光
ス
ポ
ット
の
発
掘

・観
光
と環
境
美
化
活
動
を
連
動
させ
た
事
業
の
推
進

・自
然
環
境
を
生
か
した
体
験
型
観
光
の
推
進

・地
域
植
物
に
関
連
した
ワ
ー
クシ
ョッ
プ
や
ウォ
ー
キ
ング
ツア
ー
の
開
催

■
大
月
町

・樫
西
グ
ラン
ピン
グ
施
設
等
に
よ
る
滞
在
型
観
光
の
推
進

□
県
（
地
域
本
部
）

・支
援
策
等
の
情
報
提
供

誘
客
促
進
と周
遊
観
光

の
取
り組
み

・S
N
S
等
を
活
用
し
た
観
光
情
報
の
発
信
（
H
28
～
）

・観
光
客
の
属
性
や
消
費
額
等
の
デ
ー
タ
収
集
・分
析
（
R
元
）

→
産
振
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活
用

・大
月
エ
コロ
ジ
ー
キ
ャン
プ
場
が
キ
ャプ
テ
ン
ス
タッ
グ
(株
)と
提
携

（
R2
～
）

・デ
ジ
タル
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
（
R4
）

・イ
ンバ
ウン
ド観
光
客
獲
得
に
向
け
た
案
内
ツー
ル
「M
AT
CH
A」
の
活
用

（
R5
～
）

・観
光
PR
・広
域
連
携
事
業
（
催
事
出
展
等
）
（
R5
）

・町
内
周
遊
促
進
ガ
イド
ア
プリ
「Q
R
お
お
つ
き
さん
ぽ
」完
成
、運
用
開
始

→
周
遊
促
進
・滞
在
延
長
支
援
事
業
費
補
助
金
の
活
用
（
R7
）

誘
客
促
進
と周
遊
観
光
の
取
り組
み

■
大
月
町
観
光
協
会

・催
事
出
展
等
に
よ
る
PR
活
動

・イ
ンバ
ウン
ド観
光
客
へ
の
対
応
充
実
（
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ップ
）

・S
NS
等
を利
用
した
情
報
発
信

■
大
月
町

・柏
島
、樫
西
園
地
等
の
観
光
地
を
軸
とし
た
周
遊
観
光
推
進

□
県
（
地
域
本
部
）

・催
事
、研
修
会
等
の
情
報
提
供

・S
NS
等
を用
い
た
情
報
発
信

観
光
ス
ポ
ット
発
掘

催
事
出
展
等
に
よ
る
PR

案
内

ツ
ー
ル

ス
キ
ル

ア
ップ

SN
S
等
を
利
用
した
情
報
発
信

イ
ベ
ン
ト
開
催

環
境
美
化
イ
ベ
ン
ト等
の
開
催

自
然
・体
験
型
観
光
の
推
進

滞
在
型
観
光
の
推
進

観
光
地
を
軸
とし
た
周
遊
観
光
推
進
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

観
光

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

27
  

三
原

村
の

魅
力

を
い

か
した

滞
在

型
・体

験
型

観
光

の
推

進
 

（
三

原
村

）
指

標
出

発
点

実
績

目
標

 
R6

R7
R8

R9
 

実
施

主
体

◎
三

原
村

、◎
(一

社
)三

原
村

集
落

活
動

セ
ン

ター
や

ま
び

こ、
三

原
村

商
工

会
観

光
客

入
込

数
1.

16
万

人
 

（
R4

）
1.

40
万

人
1.

46
万

人
２

万
人

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H2
1.

４
月

 

事
業

概
要

豊
か

な
自

然
環

境
の

も
と村

内
の

農
家

民
宿

・農
家

レ
ス

ト
ラン

や
濁

酒
特

区
の

取
り組

み
等

を
活

用
し

た
滞

在
型

・体
験

型
観

光
を

推
進

す
る

とと
も

に
、幡

多
地

域
全

体
で

連
携

し
て

誘
客

促
進

に
取

り組
み

、交
流

人
口

の
拡

大
を

図
る

。

 
主

な
取

り組
み

これ
ま

で
の

主
な

動
き

第
５

期
計

画
に

お
け

る
行

程
表

 
取

り組
み

の
内

容
主

な
成

果
・課

題
事

業
概

要
R6

R7
R8

R9
 

地
域

の
特

性
、資

源
を

活
用

し
た

滞
在

型
・体

験
型

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

造
成

・磨
き

上
げ

 
    

・観
光

プ
ログ

ラム
の

運
用

開
始

に
向

け
、体

験
モニ

ター
を

実
施

（
R2

）
 

・星
ヶ丘

公
園

（
ヒメ

ノボ
タン

の
里

）
交

流
棟

・遊
歩

道
の

整
備

（
R2

) 
・地

域
資

源
を

活
用

した
観

光
プロ

グ
ラム

の
造

成
（

R3
）

 
→

 観
光

ア
ドバ

イザ
ー

（
山

村
活

性
化

対
策

事
業

）
の

活
用

 
・体

験
メニ

ュー
（

ス
ロー

サ
イク

リン
グ

）
の

造
成

（
R4

～
）

 
→

 ア
ドバ

イザ
ー

（
農

村
RM

O
形

成
推

進
事

業
）

の
活

用
 

・星
ヶ丘

公
園

（
ヒメ

ノボ
タン

の
里

）
の

老
朽

化
し

た
橋

、遊
歩

道
等

の
整

備
（

R4
）

 
→

 博
覧

会
受

入
環

境
等

整
備

事
業

費
補

助
金

の
活

用

[成
果

] 
・観

光
客

入
込

数
 

R2
：

0.
83

万
人

 
　 

→
　R

4：
1.

16
万

人
 

→
　R

5：
1.

60
万

人
 

→
　R

6：
1.

40
万

人
 

→
　R

7：
1.

46
万

人
 

・体
験

プ
ログ

ラム
の

開
発

 
R

元
：

2
件

 
→

　R
3：

3
件

 
  

→
　R

5：
3

件
 

・研
修

等
を

通
じ

て
、地

域
観

光
ガ

イド
を育

成
 

地
域

観
光

ガ
イド

数
：

４
人

 
(R

5)
　 

ス
ロー

サ
イク

リン
グ

ガ
イド

 
数

：
３

人
(R

6)
 

　→
　９

人
(R

7)
 

 [課
題

] 
・体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
造

成
及

び
磨

き
上

げ
 

･主
要

催
事

の
マ

ン
ネ

リ化
の

解
消

 
・長

期
滞

在
の

促
進

、滞
在

時
間

延
長

な
ど経

済
波

及
効

果
を

高
め

る
仕

組
み

づ
くり

 
・観

光
の

担
い

手
不

足
 

・情
報

発
信

力
の

強
化

地
域

の
特

性
、資

源
を

活
用

し
た

滞
在

型
・体

験
型

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

造
成

・磨
き

上
げ

 
■

三
原

村
 

・新
た

な
滞

在
型

・体
験

型
プ

ログ
ラム

の
造

成
・磨

き
上

げ
 

■
(一

社
)三

原
村

集
落

活
動

セ
ンタ

ー
や

ま
び

こ 
・観

光
客

と体
験

プ
ログ

ラム
実

施
主

体
との

橋
渡

し 
・体

験
プロ

グ
ラム

（
ス

ロー
サ

イク
リン

グ
ツア

ー
）

の
実

証
及

び
運

用
開

始
 

・S
NS

等
を

通
じた

情
報

発
信

 
□

県
(地

域
本

部
等

) 
・産

振
アド

バ
イザ

ー
制

度
等

の
活

用
提

案

 

 
誘

客
促

進
の

取
り組

み
 

    

・村
内

外
で

の
イベ

ント
で

誘
客

促
進

を
図

る
た

め
、三

原
村

の
PR

動
画

を作
成

（
R

元
）

 
・三

原
村

フォ
トコ

ンテ
ス

トの
開

催
（

R
元

～
）

 
・コ

ロナ
禍

に
お

け
る

カフ
ェ運

営
の

ノウ
ハ

ウを
習

得
（

R2
）

 
→

 コ
ロナ

対
策

アド
バ

イザ
ー

の
活

用
 

・星
ヶ丘

公
園

へ
の

「ポ
ケ

ふ
た

」設
置

(R
6)

 

誘
客

促
進

の
取

り組
み

 
■

三
原

村
 

・星
ヶ丘

公
園

（
ヒメ

ノボ
タン

の
里

）
の

維
持

・管
理

 
・誘

客
促

進
に

向
け

た
施

設
整

備
の

検
討

 
■

三
原

村
商

工
会

 
・四

万
十

か
い

どう
推

進
協

議
会

三
原

支
部

へ
の

支
援

 
・「

ヒメ
ノボ

タン
の

里
め

ぐり
」等

の
イベ

ント
運

営
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・各
種

イベ
ント

実
行

委
員

会
へ

の
参

画
に

よ
る

アド
バ

イス
、観

光
関

連
の

情
報

提
供

 
・産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
等

の
活

用
提

案
、各

種
支

援
制

度
の

情
報

提
供

 
推

進
体

制
の

強
化

 
    

・F
ac

eb
oo

k「
三

原
村

星
ヶ丘

公
園

／
ヒメ

ノボ
タ

ン
の

里
」で

の
情

報
発

信
（

R2
～

）
 

・土
佐

の
観

光
創

生
塾

受
講

　1
名

（
R4

）
 

・草
花

ガ
イド

養
成

講
座

受
講

　４
名

（
R4

）
 

・ス
ロー

サ
イク

リン
グ

ガ
イド

研
修

会
開

催
、申

込
予

約
HP

作
成

（
R6

）
 

→
 農

村
RM

O
形

成
推

進
事

業
の

活
用

 
・村

HP
等

に
お

け
る

情
報

発
信

の
ノウ

ハ
ウ習

得
(R

7)
 

　→
　産

振
ア

ドバ
イザ

ー
制

度
の

活
用

推
進

体
制

の
強

化
 

■
三

原
村

 
・地

域
観

光
ガ

イド
の

掘
り起

こし
・育

成
 

・ア
ドバ

イザ
ー

等
を活

用
した

情
報

発
信

の
ス

キ
ル

アッ
プ 

・マ
ス

コミ
等

を通
じた

PR
 

□
県

（
地

域
本

部
等

）
 

・産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

等
の

活
用

提
案

、研
修

及
び

各
種

支
援

制
度

の
紹

介

滞
在

型
・体

験
型

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

 
造

成
・磨

き
上

げ

ス
ロ

ー
サ

イ
ク

リン
グ

の
実

証

ス
ロ

ー
サ

イ
ク

リン
グ

ツ
ア

ー
 

の
運

用
開

始

星
ヶ丘

公
園

の
維

持
・管

理

各
種

イ
ベ

ン
トの

開
催

地
域

観
光

ガ
イ

ド
の

掘
り起

こし

情
報

発
信

の
 

ス
キ

ル
ア

ップ

地
域

観
光

ガ
イ

ド
の

育
成

マ
ス

コミ
を

通
じた

PR
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幡
多
地
域
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
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分
野

観
光

AP
名

（
実
施
地
域
）

N
o.
28

黒
潮
町
の
地
域
資
源
を
活
用
した
観
光
の
推
進

（
黒
潮
町
）

指
標

出
発
点

実
績

目
標

R6
R7

R8
R9

実
施
主
体

◎
(特
非
)N
PO
砂
浜
美
術
館
、◎
(一
社
)黒
潮
町
観
光
ネ
ット
ワ
ー
ク、
黒
潮
町

(1
)観
光
客
入
込
数

10
3.
5
万
人

（
R4
）

10
7.
8
万
人

11
0
万
人

AP
へ
の
位
置
づ
け

H2
1.
4
月

(2
)町
内
の
延
べ
宿
泊
者
数

22
,8
03
人

（
R4
）

22
,8
41
人

25
,8
00
人

事
業
概
要

黒
潮
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
や
道
の
駅
、観
光
施
設
な
どを
活
用
した
体
験
型
観
光
の
推
進
、

教
育
旅
行
の
誘
致
に
加
え
て
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
の
受
入
れ
を強
化
す
る
こと
に
より
、交
流
人
口
の
拡

大
を図
る
。

主
な
取
り組
み

これ
ま
で
の
主
な
動
き

第
５
期
計
画
に
お
け
る
行
程
表

取
り組
み
の
内
容

主
な
成
果
・課
題

事
業
概
要

R6
R7

R8
R9

地
域
の
特
性
、資
源
を

活
用
し
た
体
験
型
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
造
成
・磨
き
上

げ

・ホ
エ
ー
ル
ウォ
ッチ
ン
グ
に
お
け
る
乗
船
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
施
設
・備
品
整

備
（
H2
9）
→
遊
漁
船
等
振
興
事
業
費
補
助
事
業
の
活
用

・外
国
人
旅
行
客
を
タ
ー
ゲ
ット
に
し
た
鰹
の
タタ
キ
づ
くり
体
験
メ
ニ
ュー
造
成

（
H2
9）
→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・M
IC
E
誘
致
に
向
け
た
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施
（
R
元
）

・砂
浜
トレ
ー
ニン
グ
プ
ログ
ラム
の
作
成
（
R2
～
）

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施
（
R4
～
）

・イ
ンバ
ウン
ドを
対
象
に
した
防
災
ツー
リズ
ム
モニ
ター
ツア
ー
の
実
施
（
R5
）

・ア
ー
トツ
ー
リズ
ム
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施
（
R5
）

・ダ
イブ
ス
ポ
ット
調
査
（
R5
）

・ウ
ェル
ネ
ス
ツー
リズ
ム
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施
(R
6)

・入
野
松
原
に
お
け
る
松
葉
か
き・
門
松
づ
くり
モ
ニタ
ー
ツア
ー
の
実
施
(R
6)

・大
阪
経
済
大
学
との
包
括
連
携
協
定
を
締
結
(R
6)

・国
土
交
通
省
「N
IP
PO
N
防
災
資
産
(優
良
認
定
)」
に
認
定
(R
6)

・ス
ポ
ー
ツ庁
「ス
ポ
ー
ツ・
健
康
ま
ち
づ
くり
(優
良
自
治
体
)」
に
認
定
(R
6)

[成
果
]

・体
験
入
込
数

H3
0：
8,
45
6
人

→
R4
：
7,
61
0
人

→
R5
：
6,
73
5
人

→
R6
：
6,
43
4
人

・イ
ベ
ント
入
込
数

H3
0：
70
,5
75
人

→
R4
：
31
,6
58
人

→
R5
：
47
,8
68
人

→
R6
：
52
,4
98
人

・防
災
ツー
リズ
ム
入
込
数

R
元
：
17
3
人

→
R4
：
98
3
人

→
R5
：
1,
07
4
人

→
R6
：
1,
25
8
人

[課
題
]

・宿
泊
施
設
の
確
保

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
参
加
者
の
移

動
の
利
便
性
向
上

・ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
受
入
環
境
の

整
備

・町
公
式
SN
S
等
に
よ
る
情

報
発
信
の
強
化

新
た
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
検
討

■
(特
非
)N
PO
砂
浜
美
術
館

・「
学
ぶ
観
光
」を
テ
ー
マ
に
した
学
習
プ
ロブ
ラム
の
作
成

（
ホ
エ
ー
ル
ウォ
ッチ
ング
、入
野
松
原
の
再
生
、漂
流
物
等
）

・ス
ポ
ー
ツ合
宿
と体
験
プ
ログ
ラム
を
組
み
合
わ
せ
た
周
遊
プラ
ンの
造
成

■
(一
社
)黒
潮
町
観
光
ネ
ット
ワ
ー
ク

・モ
ニタ
ー
ツア
ー
（
防
災
・ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
等
）
の
実
施

・イ
ンバ
ウン
ド受
入
強
化

・砂
浜
美
術
館
コン
テ
ンツ
の
見
え
る
化
整
備
（
二
次
元
コー
ド）

・大
学
と連
携
強
化
し、
ゼ
ミフ
ィー
ル
ドと
して
活
用
で
きる
仕
組
み
の
構
築

■
黒
潮
町

・ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
モ
デ
ル
プラ
ンの
作
成
、受
入
れ
の
促
進

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・観
光
関
連
施
策
の
情
報
提
供

モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア

ー
ー

誘
客
促
進
の
取
り組
み

・黒
潮
町
観
光
プ
ロモ
ー
シ
ョン
動
画
作
成
（
R
元
）

・Y
ou
Tu
be
チ
ャン
ネ
ル
「黒
潮
町
公
式
チ
ャン
ネ
ル
Ku
ro
sh
io
To
w
n」

開
設
（
R
元
）

・防
災
ツー
リズ
ム
・一
般
観
光
の
取
り組
み
強
化
（
R2
）

→
産
振
補
助
金
（
外
部
人
材
活
用
支
援
事
業
）
の
活
用

・黒
潮
町
観
光
公
式
サ
イト
・黒
潮
町
防
災
ツー
リズ
ム
サ
イト
の
開
設
（
R4
）

・役
場
内
に
情
報
発
信
担
当
の
地
域
お
こし
協
力
隊
を配
置
（
R4
～
R6
）

・観
光
ガ
イド
ブ
ック
の
リニ
ュー
アル
（
R5
）

・防
災
プ
ログ
ラム
パ
ンフ
レッ
ト（
日
/英
）
の
造
成
（
R5
）

・S
NS
に
お
け
る
情
報
発
信
へ
の
助
言
・指
導
（
R5
）

→
産
振
アド
バ
イザ
ー
制
度
の
活
用

・黒
潮
町
観
光
公
式
サ
イト
・防
災
ツー
リズ
ム
サ
イト
英
語
版
対
応
（
R5
）

・黒
潮
町
観
光
公
式
サ
イト
・防
災
ツー
リズ
ム
サ
イト
多
言
語
対
応
（
R7
）

・持
続
可
能
な
観
光
の
国
際
認
証
(G
D
TO
P1
00
)取
得
（
R7
）

情
報
発
信
の
強
化

■
(特
非
)N
PO
砂
浜
美
術
館

・イ
ベ
ント
を通
じて
の
情
報
発
信
、各
種
広
報
活
動

■
(一
社
)黒
潮
町
観
光
ネ
ット
ワ
ー
ク

・黒
潮
町
観
光
サ
イト
の
利
用
者
分
析
及
び
広
報
内
容
の
充
実

・旅
行
会
社
へ
の
誘
致
活
動
強
化

■
黒
潮
町

・地
域
お
こし
協
力
隊
に
よ
る
SN
S
を
活
用
した
情
報
発
信
強
化

□
県
（
地
域
本
部
等
）

・高
知
県
観
光
コン
ベ
ンシ
ョン
協
会
や
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
との
連
携

モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー

ツ
ア
ー

本
格
実
施

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
成

受
入
開
始

県
認
定
シ
ェア
オ
フィ
ス
の
推
進
・

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
モ
ニ
タ
ー
受
入
れ

大
学
の
ゼ
ミフ
ィー
ル
ド受
入
れ

SN
S
を
活
用
した
情
報
発
信
の
強
化

黒
潮
町
観
光
公
式
サ
イ
ト
の
利
用
者
分
析
、

効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
の
強
化

観
光
地
域
づ
くり
の
推
進
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幡

多
地

域
ア

ク
シ

ョン
プ

ラ
ン

分
野

その
他

 
AP

名
 

（
実

施
地

域
）

N
o.

29
  

集
落

活
動

セ
ン

タ
ー

や
ま

び
こに

よ
る

三
原

村
の

産
業

振
興

 
（

三
原

村
）

指
標

出
発

点
実

績
目

標
 

R6
R7

R8
R9

 
実

施
主

体
◎

(一
社

)三
原

村
集

落
活

動
セ

ン
ター

や
ま

び
こ、

(農
)三

原
や

ま
び

こ
売

上
高

2,
14

8
万

円
 

（
R4

）
2,

03
0

万
円

1,
87

7
万

円
2,

40
0

万
円

 
AP

へ
の

位
置

づ
け

H3
0.

４
月

 

事
業

概
要

特
産

品
の

開
発

及
び

販
売

、並
び

に
一

次
産

業
の

振
興

等
を

地
域

一
体

とな
って

総
合

的
に

進
め

る
こと

で
地

域
の

活
性

化
を図

る
。

 
な

取
り組

み
これ

ま
で

の
主

な
動

き
第

５
期

計
画

に
お

け
る

行
程

表
 

取
り組

み
の

内
容

主
な

成
果

・課
題

事
業

概
要

R6
R7

R8
R9

 
新

商
品

開
発

及
び

販
売

促
進

 
 

･付
加

価
値

向
上

に
向

け
、特

産
品

の
成

分
分

析
及

び
保

存
検

査
を

実
施

（
H3

0～
R2

）
 

・オ
ンラ

イン
シ

ョッ
プ「

しし
とう

家
族

商
店

」開
設

（
R2

）
 

・ふ
る

さと
納

税
プ

ロジ
ェク

トチ
ー

ム
会

の
発

足
（

R3
）

 
・E

C
サ

イト
の

運
用

に
関

す
る

ノウ
ハ

ウを
習

得
（

R3
）

 
→

 よ
ろ

ず
支

援
拠

点
アド

バ
イザ

ー
の

活
用

 
・酒

類
通

信
販

売
業

免
許

の
取

得
（

R3
）

 
 

[成
果

] 
・新

商
品

開
発

 
　R

2：
2

品
 

→
　R

5：
3

品
 

→
　R

6：
４

品
 

・取
引

件
数

 
H2

9：
0

件
 

→
　R

4：
9

件
 

→
　R

5：
9

件
 

→
　R

6：
16

件
 

・シ
シ

ト
ウ

売
上

高
(指

標
の

内
数

) 
R2

：
1,

18
0

万
円

　 
→

 R
4：

1,
66

7
万

円
 

→
 R

5：
1,

77
1

万
円

 
→

 R
6：

1,
52

4
万

円
 

→
 R

7：
1,

31
7

万
円

 
・特

別
栽

培
米

「水
源

の
しず

く」
　 

-売
上

高
(指

標
の

内
数

) 
　 

R2
：

13
2

万
円

 
→

 R
4：

15
6

万
円

 
→

 R
5：

24
5

万
円

 
→

 R
6：

26
1

万
円

 
→

 R
7：

28
3

万
円

 
-栽

培
面

積
、農

家
数

 
R5

：
21

8.
8a

、９
名

 
R6

：
23

6.
8a

、９
名

 
R7

：
19

6.
8a

、8
名

 
 [課

題
] 

・特
産

品
の

販
路

拡
大

 
・一

次
産

業
の

後
継

者
確

保

販
路

拡
大

 
■

(一
社

)三
原

村
集

落
活

動
セ

ンタ
ー

や
ま

び
こ 

・県
内

外
の

商
談

会
・イ

ベ
ント

へ
の

出
展

に
よ

る
飲

食
店

・小
売

店
等

へ
の

販
路

開
拓

 
・ネ

ット
販

売
や

ふ
る

さと
納

税
の

取
組

強
化

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・イ

ベ
ント

･商
談

会
等

の
情

報
提

供
、関

係
者

へ
の

橋
渡

し 
特

産
品

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
活

動
 

■
(一

社
)三

原
村

集
落

活
動

セ
ンタ

ー
や

ま
び

こ 
・P

R
素

材
作

成
、商

談
会

、イ
ベ

ント
等

へ
の

出
展

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・高

知
県

地
産

外
商

公
社

等
へ

の
橋

渡
し支

援
 

新
商

品
開

発
 

■
(一

社
)三

原
村

集
落

活
動

セ
ンタ

ー
や

ま
び

こ 
・コ

ンセ
プ

トづ
くり

、試
作

品
づ

くり
、市

場
調

査
（

消
費

者
の

意
見

集
約

）
 

・製
造

方
法

等
の

検
討

、商
品

改
良

、商
品

化
の

実
現

 
□

県
（

地
域

本
部

等
）

 
・新

商
品

開
発

に
向

け
た

産
振

ア
ドバ

イザ
ー

制
度

等
の

活
用

提
案

 
・各

種
支

援
制

度
に

関
す

る
情

報
提

供

 

 
一

次
産

業
の

振
興

 
 

･情
報

発
信

及
び

付
加

価
値

向
上

に
向

け
、米

・食
味

分
析

鑑
定

コン
クー

ル
及

び
お

米
日

本
一

コン
テ

ス
トに

出
品

（
R

元
～

R6
）

 
・お

米
の

販
路

拡
大

に
向

け
五

ツ星
お

米
マイ

ス
ター

を
招

へ
い

（
R3

）
 

→
 山

村
活

性
化

対
策

事
業

の
活

用
 

・ブ
ラン

ド米
の

販
路

拡
大

に
向

け
た

山
形

県
の

先
進

地
視

察
（

R4
）

 
→

 農
村

RM
O

形
成

推
進

事
業

の
活

用
 

・ブ
ラン

ド米
の

販
路

拡
大

に
向

け
た

香
川

県
の

先
進

地
視

察
（

R5
）

 
→

 農
村

RM
O

形
成

推
進

事
業

の
活

用
 

・ブ
ラン

ド米
の

精
米

・選
別

作
業

に
お

け
る

精
米

ライ
ン導

入
（

R6
）

 
→

 農
村

RM
O

形
成

推
進

事
業

の
活

用
 

米
の

ブ
ラ

ン
ド

化
 

■
(一

社
)三

原
村

集
落

活
動

セ
ンタ

ー
や

ま
び

こ 
・土

壌
調

査
の

実
施

に
よ

る
土

壌
改

良
 

・効
率

化
・省

力
化

に
向

け
た

村
・関

係
機

関
等

との
設

備
導

入
等

の
検

討
 

□
県

（
幡

多
農

業
振

興
セ

ンタ
ー

・地
域

本
部

等
）

 
・ブ

ラン
ド米

栽
培

に
関

す
る

技
術

指
導

・情
報

提
供

 
・そ

の
他

各
種

支
援

制
度

の
紹

介
、関

係
機

関
へ

の
橋

渡
し 

しし
とう

の
栽

培
・出

荷
 

■
(農

)三
原

や
ま

び
こ 

・地
域

住
民

の
生

き
が

い
づ

くり
の

一
環

とし
て

JA
高

知
県

へ
の

しし
とう

の
安

定
出

荷
 

・後
継

者
確

保
・育

成
 

□
県

（
幡

多
農

業
振

興
セ

ンタ
ー

等
）

 
・し

しと
う栽

培
に

関
す

る
技

術
指

導
・情

報
提

供

イ
ベ

ン
ト・

商
談

会
へ

の
出

展

新
商

品
開

発特
産

品
の

 
プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
活

動

ブ
ラ

ン
ド

米
栽

培
田

の
 

土
壌

改
良

設
備

導
入

 
等

の
検

討

しし
とう

の
栽

培
・出

荷

市
場

 
調

査
販

売

PR
素

材
の

作
成

設
備

導
入

に
よ

る
 

効
率

化
・省

力
化

【用
語

】　
・特

別
栽

培
米

：
そ

の
米

が
生

産
さ

れ
た

地
域

の
慣

行
レ

ベ
ル

（
各

地
域

の
慣

行
的

に
行

わ
れ

て
い

る
節

減
対

象
農

薬
及

び
化

学
肥

料
の

使
用

状
況

）
に

比
べ

て
、節

減
対

象
農

薬
の

使
用

回
数

が
50

％
以

下
、化

学
肥

料
の

窒
素

成
分

量
が

50
％

以
下

で
栽

培
さ

れ
た

米
。　
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Ⅲ　地域アクションプランからの自立プラン 

 

 

地域アクションプランとして目指した姿が実現し、今後においてさらなる取り組みの拡充

がないものや、自ら課題解決できる力が備わった取り組みなど、地域アクションプランとし

てのサポートを必要としなくなったプランについて、「地域アクションプランからの自立プ

ラン」として整理します。 

なお、自立プランに位置付けたプランについては、産業振興推進地域本部において、定期

的（年に一回程度）な状況把握を行い、新たな事業展開があり、サポートが必要な場合は、

再度地域アクションプランに位置付けを行います。 

 

 

 地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 安芸 安芸市のシラス

漁業者所得の向

上 

 

《安芸市》

平成25年に設立したシラス

加工所によるシラス加工処

理能力の向上に対応した

漁業体制の強化と、シラス

の水揚げ量の増加、及び

漁家所得の向上を図る。

・安芸漁協 

・㈱安芸水産

取り組み期間：Ｈ21～R元 

・企業、漁協、漁業者による加工処理能力向

上に向けた協議(H23) 

・シラス加工施設完成(H24) 

・継続的な安芸市場でのシラスの購入（㈱安

芸水産）（H25～） 

・冷凍シラスの商品化に向けた冷凍機器の購

入（㈱安芸水産）（H29） 

◆水揚げ金額 

189,231千円(H23) 

→398,123千円（H30.1月～12月） 

◆シラス漁獲量 

393t(H26.1月～12月) 

→559.3t(H30.1月～12月) 

◆雇用の創出 

　 6名（9名（H25）→15名（H30））
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 安芸 土佐備長炭の生

産・出荷・販売

体制の強化 

 

《室戸市、東洋

町》 

新規就業者の確保等によ

り備長炭の生産量を拡大

し、国内トップの備長炭産

地として安定供給体制を築

くことにより、地域における

就業の場の創出と伝統産

業の継承を図る。 

・室戸市木

炭振興会 

・土佐備長

炭室戸生産

組合  

・土佐備長

炭生産組合  

・上土佐備

長炭東洋組

合 

・備長炭生

産者  

・室戸市  

・東洋町

取り組み期間：Ｈ21～R5 

・生産者の組織化（H19～H30） 

・特用林産業新規就業者支援事業を活用

した研修生の受入（H21～R5） 

・産振補助金を活用した製炭窯等の整備

（H21～25） 

◆生産量（年次）の増大 

　　555t（H20）→1,257ｔ（R4） 

◆新規就業者の増加 

　　研修生受入人数：44人（H21～R5） 

◆高知県の白炭生産量は全国一位。室

戸市と東洋町で県内生産量の約90％程

度を生産（H26以降）

 室戸市中心市街

地の活性化 

 

《室戸市》 

 

 

新たに策定する室戸市中

心市街地振興計画に基づ

き、空き店舗や地域資源を

活用した取り組みなどを進

めることで室戸市中心市街

地の魅力を高め、住民や

観光客の利用促進を図り、

地域の活性化につなげる。　 

 

・室戸市商

工会  

・室戸市

取り組み期間：R2～5 

・チャレンジショップ「Go・ムロト」事業開始

（H30） 

チャレンジャー：7名（H30～R5） 

・室戸市中心市街地振興協議会の設立

（R元） 

・室戸市中心市街地振興計画の策定

（R2） 

◆中心市街地での事業所の新規開業  

（累計） 

　　2件（R2）→11件（R5）

 田野町の完全

天日塩を活用し

た産業振興及び

観光への活用 

 

《田野町》 

 

 

製塩体験施設での塩づく

り体験を通じて交流人口

の拡大を図るとともに、

新たな就業者の育成と

関連産業への波及を図

る。

・田野町  

・民間事業

者

取り組み期間：H24～R5 

・観光拠点等整備事業費補助金を活用した塩

づくりの過程を見学・体験できる施設の整備　　 

（H24） 

・製塩体験施設のオープン（H25） 

・地域おこし協力隊の導入（H25～） 

・町内ガイド組織による製塩体験施設のガ

イド・体験案内の実施（R元～） 

◆体験施設受入人数 

　　269人（H30）→460人（R4） 

◆塩関連での就業者数 

　　2人（H30）→4人（R4）
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 物部川 大学生による地

域応援団（サポー

ター）づくり 

 

《物部川流域全

域》 

地域と大学等の学生の交

流機会を増やし、相互の理

解を深めることにより、物部

川地域をサポートする『地

域応援団（サポーター）』を

作っていく。

・人と地域の

研究所 

・学生グルー

プ

取り組み期間：Ｈ21～27 

・高知工科大学、NPO、地元、市など関係機関

との連携協議(H21) 

・ＮＰＯ法人(人と地域の研究所)がふるさとイン

ターンシップ事業(県から委託)を実施（H21～

23） 

・(一社)いなかパイプが重点分野雇用創造地

域暮らし体験実施事業（田舎ビジネスマネー

ジャー育成プログラム「マネチャレ！」（県から

委託））を実施（H24） 

・学生グループと地域団体等のマッチングを行

い、交流活動を実施(H24～27) 

◆交流した学生数 

　19名（H23）→278名（H27.12月末時点）

 加工品販売によ

る夜須地域の活

性化 

 

《香南市》

地場産品を活かした加工

品開発・販売を行い、生産

農家の所得向上につなげ

る。

・協同組合や

すらぎ市　

取り組み期間：H24～R元 

・地元加工業者と連携した商品開発(H24～27) 

・加工組織(製造部)の結成及び産振補助金を

活用した加工場の整備(H25) 

・民間情報誌での取り組み紹介やミニパンフ

レット、SNSなどによる商品情報等の発信(H26

～) 

・新商品の開発・販売及び既存商品の改善や

新たなアイテムの追加(H27～) 

◆主力商品の定着・充実による経営の安定化 

　　7,000万円（H22）→9,700万円（H30） 

◆雇用の創出 

　 5名（1名（H25）→6名（H30））

 南国市の農園レ

ストランによる地

域食材の消費拡

大 

 

《南国市》 

地域の農家所得の向上を

図るため、地元食材をフル

活用したオリジナル料理を

堪能できるレストランとベー

カリーを運営し、地元食材

の消費を拡大するとともに

新たな魅力を発信する。

・㈱ナイフアン

ドフォークカン

パニー（農園

レストラン　ト

リトン）

取り組み期間：H26～R3 

・産業振興推進総合支援事業費補助金を活用

し、レストランとベーカリーの整備、オープン

（H27） 

・南国市内の生産者（㈱南国スタイル等）から

の食材仕入(H27～） 

・地元食材を使ったメニュー開発・提供（H27

～） 

◆売上高 

　0 万円（H26）→1 億 3,086 万円（R2） 

◆食材の地産地消率(県内) 

　0％(H26)→85％（R2）
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 物部川 香南市における

特産品づくりと

販売の促進 

 

《香南市》 

香南市の地場産品を事

業者が開発し、香南市の

カタログ販売やネット販

売、ふるさと納税の返礼

品などの販路を活用し、

香南市全体で販売活動

を行い売り出すことで、

香南市の知名度の向上

や地域の農業者、商業

者等の所得の向上を図

る。

・(一社)香南

市観光協会  

・香南市内

の事業者 

・香南市

取り組み期間：H21～R5 

・香南市ギフトカタログによる販売（H22～） 

・ネット（香南まるごと旨市）による販売（H23

～） 

・ふるさと納税の広報強化（H26～） 

◆特産品の売上高 

カタログ、ネットによる販売額 

　192万円（H26）→884万円（R5.12月末） 

　ふるさと納税返礼品買取額 

　646万円（H26）→7,798万円（R5.12月末） 

◆取扱商品数 

　カタログ、ネット 

129品目（H26）→239品目（R5.12月末） 

ふるさと納税返礼品 

129品目（H26）→724品目（R5.12月末） 

 

 

 

 

 香美市における

特産品づくりと

販売の促進 

 

《香美市》 

地域資源を生かした加

工品や地域産品、伝統

工芸品などの香美市ブラ

ンド商品の開発及び磨き

上げにより、香美市観光

協会において行っている

インターネット販売や香

美市ふるさと納税返礼品

としての取り扱いを増加

させることにより、香美市

のPRと共に事業者の所

得向上、地域の活性化

を図る。

・(一社)香美

市観光協会  

・香美市内

の事業者 

・香美市

取り組み期間：Ｈ21～R5 

・各種イベントでの特産品販売（H21～） 

・県外見本市への出展募集（H30～） 

・JA複合商業施設「とさのさとAGRI COLLETTO」

への出品商品募集（H30～） 

・日曜市への出店（R2～） 

・まるごと高知への出品（R3～） 

・六次産業化セミナーの活用（H27～） 

◆特産品の売上高（ネット、ふるさと納税） 

522万円（H22） 

→3,421万円（R5.12月末） 

◆取扱商品数（ネット、ふるさと納税） 

8品目（H22）→402品目（R5.12月末） 
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 高知市 
 

中心商店街での

アンテナショップ

の運営

中心商店街で開設した常

設のアンテナショップ「てん

こす」の運営により、地域産

品の販売を促進し、地域の

生産者等の収入の確保に

つなげるとともに、各種の

情報提供により、来街者の

利便性の向上や商店街の

売上げの増加を図る。 

・㈱まこと 取り組み期間：H21～27 

・アンテナショップ「てんこす」の整備（H21） 

・地域産品の掘り起こしと販売（H21～27） 

・県外や大型客船入港時の出張販売（H23～

27） 

・NPOと連携したタウンモビリティの実施（H25

～27） 

◆加工品販売額 

　　89,181千円（H22）→146,589千円（H26） 

◆取扱いアイテム数（累計） 

　　2,136 品目(H22)→4,972 品目(H26)

 異業種間のコラボ

レーションによる

新たな商品・サー

ビスの創出

農林水産事業者と食品加

工事業者など分野の異な

る事業者の連携による新た

な加工商品等開発の取り

組みを促進するとともに、

商品のブランド化と販路開

拓の支援を行う。

・コラボネット

ワーク高知事

務局 

・高知市

取り組み期間：H28～R元 

・「にっぽんの宝物 JAPANグランプリ」参加

(H28～) 

・農商工連携セミナー開催(H28～) 

・「にっぽんの宝物 世界大会」参加(H28～) 

・にっぽんの宝物コラボグランプリ高知大会 

開催(H28～) 

◆農商工連携セミナー受講者数 

0事業者(H27)→延べ238事業者(H30) 

◆コラボグランプリエントリー商品数 

10アイテム(H27)→31アイテム(H30)

 生乳加工品の製

造・販売による新

し い 酪 農 経 営 モ

デルの創出

地場産品を活用した安全・

安心な生乳加工品を消費

地に提供するとともに、観

光地や教育の場として牧場

を活用するなど、新しい酪

農経営のモデル牧場を創

出する。

・岡﨑牧場 

・高知市酪農

農 業 協 同 組

合

取り組み期間：H21～R3 

・産業振興推進総合支援事業費補助金を活用

した菓子製造機械の整備(H21)、菓子販売店

のリニューアルオープン(H22) 

・酪農教育ファーム、オープンファームの実施

(H21～) 

・体験観光ツアーの商品化及び龍馬パスポー

トへの参加(H26～) 

・産業振興アドバイザーの導入による店舗レイ

アウトの見直しや情報発信についてのノウハ

ウの取得(H30) 

◆雇用の創出 

0 名(H22)→3 名(R3) 

◆加工品の販売額 

817 万円(H22)→1,125 万円(R3)
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 高知市 新ショウガの生産

振興 

 

《高知市》 

県内一の新ショウガ産地に

おける品質向上および新し

い栽培技術の検討により、

産地の安定化と農家所得

の向上を図る。

・JA高知県

（春野地区営

農経済セン

ター） 

・JA高知県

（春野地区生

姜部会）

取り組み期間：H21～R5 

・ショウガ洗浄水循環再利用装置の導入

(H25.3) 

・腐敗事故対策の実施（H25～） 

・ファインバブル施用試験（H25～30) 

・炭酸ガス施用試験（H26～R元） 

・出荷場GAP点検の実施（H29～） 

・栽培マニュアル作成（R2～3） 

◆売上高（園芸年度） 

　　7.51億円（H21）　→　7.79億円（R5） 

◆腐敗事故の抑止（園芸年度） 

　　20件（H26）　→　4件（R5）

 四方竹のブランド

化による中山間

地域の振興 

 

《高知市》 

全国的に希少性の高い四

方竹を高知県のブランド品

として育て、中山間地域の

産業として振興するため、

担い手を確保し、加工施設

の衛生管理等により、安全

と安心の促進を図る。

・JA高知市特

産部会（七ツ

渕筍加工組

合、土佐山四

方竹生産組

合、鏡特産部

会） 

・(一財)夢産

地とさやま開

発公社

取り組み期間：H21～R5 

・七ツ渕筍加工組合加工場拡張・改善（H22～

30） 

・製氷機等の導入（H22、H24：七ツ渕筍加工組

合、H24：土佐山四方竹生産組合） 

・土佐山四方竹生産組合の加工場新設（H25） 

・高知市四方竹振興計画の策定（H25） 

◆販売額 

　4,000万円（5ヵ年平均）（H21） 

→　5,531万円（R4） 

◆消費期限の改善 

　6日（H21）　→　7日（R5） 

 嶺北 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

濁酒等を活用した

地域資源との連

携による地域の

活性化 

 

《大豊町、本山

町》 

地域の特産品となる濁酒

等の製造・販売と地域の観

光資源との連携によって、

交流人口の拡大を図り、地

域の活性化につなげる。

・生産者 

・大豊町濁酒

協議会 

・本山町濁酒

協議会

取り組み期間：H21～27 

・濁酒製造免許を取得し、濁酒製造を開始

（H22～24） 

　H22.5月 大豊町　　H23.4月 本山町（1件目） 

　H24.12月 本山町（2件目） 

・ステップアップ事業の導入による販促資材等

の導入 

　H22　大豊町濁酒協議会 

　H24　本山町濁酒協議会 

・販促活動（延べ24日(H26)） 

◆生産者数 

1名（H22）→3名（H27） 
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 嶺北 滞在型市民農園

の推進による地

域の活性化 

 

《本山町》

滞在型市民農園を整備し、

都市部の住民の農業や田

舎暮らしへの関心を高めて

地域への移住につなげ、産

業の活性化、雇用の創出、

交流人口の拡大、農業の

担い手づくり等による地域

の活性化を図る。

・本山町 取り組み期間：H23～27 

・整備、運営を担う「本山町市民農園整備促進

協議会」の設立（H23.12月） 

・施設整備（H24～H25.4月)、運営開始（H25.6

月） 

・パンフレットの作成・配布、ウェブ、移住相談

会等における滞在型市民農園のPR（H24～） 

・農機具の使い方講習会、道づくり等の集落

活動、イベント等による利用者と住民の交流

（H25～） 

・農業体験、フットパス等のイベント開催による

地域外との交流（H25～） 

◆本山町への移住者数（H24～H27.11月累

計）  

48人（H27目標30人の160％） 

◆滞在型市民農園の稼働率向上 

40％（H27.3月末現在） 

→80％（H27.11月末現在）

 仁淀川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元企業の活性

化（芋菓子加工販

売拡大事業） 

 

《日高村》 

 

高知県産のさつま芋を活用

した新製品の開発などによ

る生産販売の拡大を推進

する。

・渋谷食品㈱ 取り組み期間：Ｈ21～27 

・産業振興推進総合支援事業費補助金を活用 

し菓子製造工場を整備（H21） 

・商品開発（H21～） 

・「芋屋金次郎松山店」を出店（H23） 

・「芋屋金次郎日本橋店」を出店（H25） 

・「芋屋金次郎道後店」を出店（H27） 

 

◆芋屋金次郎部門の売上高 

　　2.0億円（H21）→7.3億円（H26） 

◆大月町芋づくり等産地化育成協議会からの

さつま芋仕入量 

100t（H22）→400t（H26） 
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 仁淀川 柑橘類等地域の

農産物を活用した

加工品の生産と

販売拡大 

 

《越知町》

越知町をはじめとした地域

の柑橘類等の農産物を活

用した新たな加工品の開

発や生産と販売の拡大をさ

らに進めるとともに、農地

や生産者情報を行政と共

有することで原材料の確保

を図ることにより、雇用の拡

大と地域農業の維持発展

を目指す。

・㈱岡林農園 取り組み期間：Ｈ27～R元 

・産振補助金(ステップアップ事業)を活用した

経営分析の実施(H27) 

・ディスカバー農山漁村の宝に選定(H28) 

・地域おこし協力隊との特産品開発(H28) 

・業務用及び海外部門の販売拡大に向けた展

開(H28～) 

◆岡林農園の販売額 

1.4億円(H26)→1.86億円(H30) 

 

 ネコ砂(木質系排

泄物処理剤)の生

産・販売促進 

 

《日高村》　

木質系のネコ砂製造事業

に取り組む県内企業を日

高村に誘致し、村内での新

たな雇用を創出する。ま

た、原材料の木材チップや

茶葉を仁淀川流域で調達

することで、地元生産者へ

の経済効果の波及を目指

す。　

・㈱エスエス 取り組み期間：Ｈ22～R元 

・産振補助金を活用した製造施設の整備(H22) 

・OEM先であるアース・バイオケミカル㈱から

要望のあった原料・製品をストックする倉庫(村

所有)の供用開始(H26) 

◆ネコ砂(木質系排泄物処理剤)の販売額 

4,500千円(H23)→70,229千円(H30) 

◆雇用の創出 

　 14名（1名（H22）→15名（H30）） 

 

 高幡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四万十町のこだ

わり野菜を使った

加工品の生産販

売による地域活

性化 

 

《四万十町》 

四万十町の農薬や化学肥

料を使わずこだわりを持っ

て栽培した野菜を利用し

て、価値を最大限に活用し

た加工品の開発と販売拡

大を行い、農家所得の向上

と地域雇用の確保、農業の

担い手づくりなど地域の活

性化を図る。

・桐島畑 取り組み期間：Ｈ22～27 

・加工施設の整備（H22） 

・新商品開発と販売（H22～27） 

・農業研究生の受け入れ（H22～27） 

◆加工品販売額 

　　6,558千円（H21）→30,000千円（H27見込） 

◆雇用の創出 

　　9名（4名（H22）→13名(H27)） 

◆農業研修修了生の地域への定住　5名
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 高幡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＪＡ土佐くろしおが

担う地域農業の

活性化 

 

《須崎市、中土佐

町、津野町》

ＪＡ出資農業生産法人を設

立し、農作業受託等による

地域の農業者の作業軽減

及び農地の維持等を図る。 

また、「くろしお市」「みのり

市」の2つの直販所を移転

統合、拡充して、地域農産

物や地元食材を活かした

惣菜、加工品の販売を行

い、農業者の所得向上を目

指す。

・㈱土佐くろし

お村村営みの

り 

・JA土佐くろし

お

取り組み期間：Ｈ26～R元 

・JA出資農業生産法人の設立及び施設・機械

等の整備(H26～) 

・農産物直販所の整備(H26～28) 

・㈱土佐くろしお村村営みのりの設立(H27) 

・産振補助金を活用した産直市「とさっ子広

場」の施設整備(H27) 

・「とさっ子広場」オープン(H28) 

・複合経営拠点推進交付金を活用した田植機

や防除機等の導入(H30) 

◆全作業受託面積 

5ha(H27)→18ha(R元) 

◆一部作業受託面積 

28ha(H27)→32ha(H30) 

◆販売額 

77,185千円(H26)→331,770千円(H30) 

 

 

 

 みどり市を核とし

た「地消地産」の

推進 

 

《四万十町》

みどり市の「産直コーナー」

での野菜等の農産物の品

揃えの強化や加工品の開

発、さらに「手づくりキッチ

ン」での弁当や惣菜の充実

で販売額の増加を図り、地

消地産による地域の農業

者の所得向上を目指す。

・ JA 高 知 県

（高西地区）

取り組み期間：Ｈ21～R元 

・農産物の安定供給(H21～) 

・「産直コーナー」での農産物の品揃えや加工

品の開発(H21～) 

・産振補助金を活用して「産直コーナー」に「手

づくりキッチン」を併設(H25) 

・「手づくりキッチン」での商品の充実(H25～) 

◆「産直コーナー」の販売額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

159百万円(H22)→238百万円(H30) 

 ※肉類の販売額含む 

◆「手づくりキッチン」の販売額 

　 30,047千円(H26)→42,310千円(H30) 

◆みどり市の販売部会員数（生産者） 

　　389名(H26)→403名（H30） 
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 高幡 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

滞在型市民農園

等を活用した四万

十町の移住を受

け入れやすい風

土づくり 

 

《四万十町》

滞在型市民農園の機能強

化やお試し滞在施設の整

備などを行い、窪川、大

正、十和の3地域ごとに地

域との交流を含めた受入

体制を整えるとともに、移

住希望者等のニーズに

沿った支援策を実施し、四

万十町全体で移住に繋が

りやすい風土づくりを目指

す。

・四万十町 

・営農支援セ

ンター四万十

㈱

取り組み期間：H21～R元 

・滞在型市民農園「クラインガルテン四万十」 

の整備及び運営(H21～) 

・役場への移住相談窓口の設置（H23） 

・滞在型施設7棟増設とコミュニティ施設の整

備(H24) 

・お試し滞在施設の整備（H24・28：3施設） 

・中間管理住宅の整備(H26～29：22件) 

・移住フェア・相談会等への参加(H27～) 

・移住支援住宅の整備(H28・29：5室) 

・東京オフィスの開設（H30） 

◆施設稼動率 

滞在型市民農園 

100％(H23)→86.8%（H30） 

◆移住者数 

  17組 27人(H26)→132組 177人(H30末) 

  ※四万十町窓口を通して移住された方

 大野見米のブラン

ド化 

 

≪中土佐町≫

四万十川の豊かな自然条

件を活用して生産される大

野見米のブランド化をキー

ワードとして、まとまりのあ

る生産・販売体制を構築

し、消費者に選ばれる米産

地づくりを推進する。

・おおのみ 

エコロジー

ファーマーズ

取り組み期間：H21～R5 

・対面販売等の販売促進活動（H21～R5） 

・消費者等との交流活動（H21～R5） 

・おおのみエコロジーファーマーズの栽培管理

基準による「四万十の清粒　特栽　大野見米」

の販売（H25～R5） 

・教育現場（大学生）との交流活動（H28～R5） 

◆エコ米販売量：0.6ｔ(H22)→15.5ｔ（R5)
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 高幡 四万十町産鶏卵

を使用した加工品

の生産拡大 

 

≪四万十町≫ 

 

 

養鶏農家が自社鶏卵と地

元産の食材を使用した加

工品の製造・販売を行う６

次産業化に取り組み、販路

開拓を行うことで売上アッ

プと新たな雇用の創出を図

る。

・(株)ぶらうん 取り組み期間：H29～R5 

・産振補助金を活用した新規事業に関する市

場調査（H29） 

・産振補助金を活用した加工施設の整備

（H29） 

・２号店の出店（R元） 

・県版HACCP第３ステージ認証取得（R3） 

・新型コロナウイルス感染症対策産業振興推

進特別支援事業費補助金を活用した加工機

械の導入（R3） 

・新商品開発と販売（H29～R5） 

◆加工品売上高 

　4,969万円（H28）→8,373万円（R4） 

◆雇用の創出 

15名（H28）→25名（R4）

 幡多 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レストランチェーン

と連携した地域水

産物の流通・加工

体制の推進事業 

 

《宿毛市》 

民間事業者による地域水

産物の利用促進と消費拡

大を目指す。

・㈱ピア－

サーティ

取り組み期間：Ｈ22～29 

・加工施設を整備（H22） 

・自社レストランでイベント等を開催(H22～) 

・系列店「宿毛にく工房」開設（H28） 

・活魚の取り扱い開始（H29） 

◆売上高 

　　1.5億円（H23）→3.7億円（H28） 

◆雇用の創出 

　　2名（18名（H22）→20名（H28）） 

（このほか、宿毛にく工房で9名をパート雇用）

 苺を核とした６次

産業化確立事業 

 

《大月町》 

大月町の新しい加工品とし

て注目されている苺氷りの

販売拡大および新商品開

発により、苺を大月町の新

しい特産品として育成し、

生産から加工、販売までの

一貫体制の構築を目指す。

農業生産法

人　苺氷り本

舗㈱

取り組み期間：H22～29 

・新商品に係るチラシ・パンフレット等の作成、

試食会の開催、ホームページリニューアル

(H22) 

・新商品の開発(H22～) 

・販路開拓及び販売促進(H22～) 

・OEM商品の製造（H22～） 

◆売上高 

44,090千円（H22）→64,737千円（H28） 

◆雇用の創出 

  3名（5名（H22）→8名（H28）） 

◆取引先数 

　 60件（H22）→160件（H29）
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 幡多 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「四万十の家」と

地域産ヒノキの販

売推進事業 

 

《四万十市》

平成 22 年度に建築したモ

デルハウス「四万十の家」

を PR し、四万十ヒノキを利

用した住宅建築を促進する

とともに、四万十ヒノキのブ

ランド化を図ることにより、

地域内外での販売を促進

し、地域経済の活性化を図

る。

・四万十市 取り組み期間：H21～R元 

・モデルハウス建設（H22） 

・モデルハウス「四万十の家」利用開始(H23) 

・市産材補助事業（H23～） 

・地域産ヒノキのブランド化に向けた4市町村

(四万十市、三原村、四万十町、中土佐)推進

協議会の設立（H23） 

・ロゴマーク入りステッカーやジャンパーの作

成（H28～） 

◆「四万十の家」着工戸数 

23戸(H27)→30戸(H30) 

◆ロゴマーク登録事業者数：14事業者(H28～)

 すくも湾漁協と民

間事業者の連携

による水産物の

加工・販売事業 

 

《宿毛市・大月町》

漁協・民間会社の連携によ

り漁協市場付近に整備した

加工施設を核として、地元

水産物の付加価値向上、

地産地消・外商を進めるこ

とで、雇用創出につなげて

いく。

・すくも湾漁業

協同組合

取り組み期間：H22～R元 

・加工施設整備(H22) 

・加工品の製造、出荷開始（H23） 

・真空包装機、ヘッドカッターの導入（H26） 

・フィレマシンの導入（H27） 

・通年出荷に向けた試験出荷(H28～) 

・関係者と協同での身割れ防止試験及び落下

試験の実施（H29） 

・県版HACCP第3ステージ認証取得(H30) 

・関係者と協同での電気タモ（電撃による魚類

沈静化装置）デモ機導入試験の実施（H30）　 

◆売上高 

1.04億円(H26)→1.24億円（H30） 

◆加工量(原魚ベース) 

191.4ｔ(H26)→551t(H30) 

◆雇用の創出 

　 4名（7名（H27）→11名（H30））
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 幡多 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宿毛近海の水産

資源を活用した地

域ブランド確立・

推進事業 

 

《宿毛市》

ブリやカツオ等、宿毛近海

で獲れる魚を活用した加工

品の生産体制充実や販売

促進に取り組むことで、宿

毛産の魚のブランド化を推

進し、漁業者所得の向上を

図る。

・㈱沖の島水

産

取り組み期間：H24～R 元　　　　　　　　　　　 

・産振補助金（ステップアップ事業）を活用した

冷凍施設整備、パッケージデザイン制作、販

売促進の実施（H23)　　　　　　　　　　　　　　　 

・産振補助金を活用した加工施設整備（H25）　　　　　　　　　

・系列飲食店の新規開店（H28） 

・加工場増設（H29） 

・ホームページのリニューアル（H30） 

◆売上高 

800 万円(H22)→5.7 億円（H30）

 幡多産柑橘等を

活用した新たな事

業展 開による販

路拡大等の推進 

 

《宿毛市》 

地元産の柑橘等を利用し

た新たな事業を展開し、新

規顧客やリピーターを獲得

していくとともに、時代の変

化と市場のニーズに対応し

た柑橘の販売方法を確立

し、販路を拡大していくこと

で、売上アップと新たな雇

用の創出に繋げていく。 

・㈲成田果樹

園

取り組み期間：Ｈ28～R5 

・ホームページ、フェイスブックの開設（H28） 

・ふるさと納税返礼品への登録（H28～） 

・はるか（柑橘類）ジュースの販売（R4～） 

・文旦ジュースのリニューアル販売（R4～） 

・教育旅行の受入開始（R5） 

 （幡多広域観光協議会の「観光×SDGs」体　

験プログラムへの登録） 

◆売上高 

　　5,722万円（H28）→6,236万円（R4） 

 すくも湾漁協によ

る水産物の加工・

販売 

 

《宿毛市》

宿毛市片島に整備した施

設を核として、水産物の加

工・販売を展開し、地産地

消・外商を進めることで、漁

業者の所得向上や雇用創

出につなげていく。

・すくも湾漁業

協同組合

取り組み期間：Ｈ21～R5 

・産振補助金を活用した加工施設の整備 

（H21） 

・新商品開発と販売（H21～） 

・ふるさと納税返礼品への登録（H29～） 

◆売上高 

　　1,755万円（H22）→3,679万円（R4） 

◆取引先の増加 

　26件（H21）→75件（R4） 
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 幡多 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宿毛湾の養殖魚

を中心とした付加

価値の高い加工

品の販売 

 

《宿毛市》

養殖場近辺に整備した加

工施設を核に、原魚の鮮度

を保持した付加価値の高い

加工品製造に取り組み、通

年・一定価格で販売する。

これにより経営の安定化を

図り、地域漁家との連携協

力体制を構築して、宿毛湾

産養殖魚の PR を実施する

とともに、漁業者の減少を

防ぎ、地域雇用を生み出

す。 

・㈱勇進 取り組み期間：Ｈ27～R5 

・産振補助金を活用した加工施設の整備 

（H27） 

・商談会への出展（H27～） 

・SNSを通じた情報発信（H27～） 

・ホームページ・ECサイトの開設（R3） 

・ブリ人工種苗の一部導入（R4～） 

・海外への輸出開始（R4） 

・プロモーションビデオの制作（R5） 

◆売上高 

　　0.4億円（H27）→6.5億円（R4） 

◆雇用の創出 

　　4 名（H27）→9 名（R4）

 宿毛湾の干物等

水産加工品の販

売拡大 

 

《大月町》 

 

 

 

 

 

 

干物等水産加工品の業務

筋や小売店への販路拡大

に向け、衛生管理体制の

強化を図るとともに、新商

品開発や既存商品の磨き

上げ、個人顧客の掘り起こ

し等による売上の向上を図

る。また、原魚は地域資源

のみを活用し、商品ライン

ナップの拡充も進めること

で、地元漁業者の所得向

上につなげる。

・土佐大月海

産

取り組み期間：Ｈ26～R5 

・産振補助金を活用した水産加工機器等整備 

（H27） 

・県版HACCP旧第2ステージの認証取得(H30) 

・新商品開発・既存商品磨き上げ（H29～R4） 

・急速冷凍庫の導入（R4） 

◆売上高 

　　1,454万円（H26）→2,846万円（R4） 

◆雇用の創出 

　　3名（H26）→6名（R4）
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 幡多 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幡多地域におけ

る昭和 初期から

の地域伝統商品

の販売拡大等の

推進 

 

《宿毛市》 

昭和40年代から製造し、地

元で愛されている「羊羹ぱ

ん」など昭和レトロをコンセ

プトとした商品の販売を拡

大し、全国に展開していくこ

とで、独自ブランドを確立す

るとともに、新たな雇用の

創出による地域の活性化

を図る。

・㈲菱田ベー

カリー

取組期間：Ｈ28～R5 

・新商品の開発（H28～） 

・産振補助金等を活用したテストマーケティン 

　グの実施（H28、H30） 

・商談会や催事、パンフェス等への出展 

（H28～） 

・プレハブ冷凍庫の導入（H28） 

・低温冷凍機の導入（H29） 

・オーバーヘッドプルファー（製パン機）の導入

（R元） 

・ホイロ（発酵機）の導入、天井の補修（R2） 

・工場屋根の改修（R3） 

・県版HACCP新第2ステージの認証取得（R5） 

◆売上高 

　　4,251万円（H28）→5,347万円（R4） 

 

 幡多地域産品を

活用した 加工商

品の開発販売と

流通 システ ムの

構築 

 

《土佐清水市》 

地域の生産者や民間事業

者等が連携を図りながら、

土佐清水市ゆかりの店を

始めとする飲食店（土佐清

水ワールド・幡多バル）等

への取引拡大に向け、地

域産品を活用した新たな加

工商品を開発・販売すると

ともに、地域食材の調達の

仕組みや流通システムの

構築に取り組むことにより、

メジカ産業をはじめとする

基幹産業の再生を図る。

・㈱郷土活性

化組合（土佐

清水活性化

組合） 

・土佐清水外

商流通組合 

・土佐清水市

取り組み期間：Ｈ29～R5 

・チャーター便を利用したコンテナ輸送の試行 

（H29） 

・地域産品の掘り起こし（H29～） 

・清水サバ活魚の運搬及び店舗生けすの環境

の改善（H30） 

・土佐清水活性化組合の開設（H30) 

◆ワールド・ワンの幡多関連営業店舗数 

　土佐清水ワールド3店、幡多バル1店（H29) 

→土佐清水ワールド9店（R5） 
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 幡多 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四万十地域の素

材を活用した加工

商品の外商強化 

 

《四万十市》 

四万十市の漁業者、農家、

加工業者、販売者が連携

し､四万十地域の食材を主

な原材料とする加工商品を

開発・製造・販売すること

で、地域内外での売上を拡

大し、地域活性化を目指

す。

・しまんと百笑

かんぱに㈱ 

・四万十市地

域商品研究

会

取り組み期間：H26～R5 

・地域素材を活用した新商品開発と販売 

（H26～) 

・四万十市地域商品研究会の設立（H26） 

・人材育成セミナーの開催（H27～H29） 

・しまんと百笑かんぱに(株)設立（H27） 

・台湾での高知県物産展及び商談会の実施 

（H28～R元） 

・産振補助金を活用した加工保管施設の整備 

（H29） 

・県版HACCP旧第3ステージの認証取得(H30) 

・ドッグフード加工施設の整備（R4～5） 

◆売上高 

　3,072万円（H27）→5,744万円（R4） 

 四万十の地域食

材を活用した商品

開発・製造・販売

の推進 

 

《四万十市》 

四万十川流域の素材を使

用した菓子類の開発・製

造・外商を行い、素材生産

者の所得向上と雇用の創

出を目指す。

・㈱LLPしまん

と

取り組み期間：H28～R5 

・新商品開発と販売（H28～) 

・県版HACCP旧第2ステージの認証取得(H29) 

・土佐MBA「幡多稼ごう塾」の受講（R元） 

◆売上高 

　2,467万円（H27）→2,893万円（R4） 

 三原産トマトを中

心とした加工・販

売の推進 

 

《三原村》 

地域産トマトを活用した加

工品の生産体制を強化す

るとともに、地産外商による

販路拡大を進めることで、

新たな雇用の創出による地

域の活性化を図る。

・㈱ベストグロ

ウ

取り組み期間：H28～R5 

・新商品開発と販売（H28～R4） 

・生産・加工体制の強化（H28～R2) 

・ジュース製造体制の見直し（R4～R5） 

◆売上高 

　　9,395万円（H30）→1億1,106万円（R4） 

◆雇用の創出 

　　3名（H28）→4名（R5） 

◆取引件数 

　120件（H28）→150件（R5）

215



地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 幡多 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒潮町の地域産

品を中心とした水

産加工品等の販

売促進 

 

《黒潮町》 

衛生・品質管理が行き届い

た水産物加工施設を中心

に、「家族に安心して食べさ

せられるもの」をコンセプト

とした商品の地産外商を充

実・強化することで、地域内

の漁業者の所得向上、地

域での雇用を拡大する。

・㈲土佐佐賀

産直出荷組

合

取り組み期間：Ｈ24～R5 

・産振補助金を活用した水産物加工施設の整 

備（H26～H27） 

・加工機器の導入（H28） 

・冷凍保管施設の整備（H30） 

・新型コロナウイルス感染症対策産業振興推 

進特別支援事業費補助金を活用したワラ焼 

きタタキ台、換気ダクト等整備（R2） 

・自社ネットショップの機能強化、オンライン商 

談の開始（R2） 

・藁焼き製造ライン増設（R4） 

◆売上高 

　　5,205万円（H24）→1億3,360万円（R4） 

◆雇用の創出 

　　9名（H24）→13名（R4）

 佐賀地域の資源

を活用した拠点ビ

ジネス推進 

 

《黒潮町》 

道の駅「なぶら土佐佐賀」

を中心として、魚介類や農

産物などの地域食材を活

用した商品開発・販売促進

に取り組むとともに、地域

の魅力の発掘・発信を強化

することにより、地域の所

得向上と交流人口の拡大

を図る。

・(株)なぶら土

佐佐賀 

・黒潮町

取り組み期間：H24～R6 

・(株)なぶら土佐佐賀を設立（R25) 

・道の駅「なぶら土佐佐賀」の整備（H26） 

・デジタルサイネージの設置（H28） 

・空調改修及び観光表示板の改修（R3） 

・多言語対応、キャッシュレス対応券売機導入

（R4） 

◆売上高 

2億1,302万円（H26）→2億4,234万円（R5） 

◆レジ通過者数 

191,151名（H26）→230,278名（R5） 

◆雇用の創出 

19名（H25）→13名（R5）

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域商業活性化

拠点「はれのば」

を核とした中心市

街地の活性化 

 

《四万十市》

地域商業活性化拠点

「Shimanto+Terrace はれ

のば」を核に、県内外の観

光客といった新たな顧客を

官民協働で呼び込むことに

より、商店街等に継続的な

賑わいをもたらし、中心市

街地の活性化を図る。

・◎四万十市

中心商店街

活性化協議

会 

・◎四万十に

ぎわい商店

(株) 

・四万十市

取り組み期間：Ｈ29～R7 

・拠点施設運営主体の決定：四万十にぎわい 

商店(株)（H29） 

・四万十市中心市街地活性化協議会の設立

（H30） 

・四万十市中心商店街活性化計画づくり 

　（H30）　→ 産振アドバイザー制度の活用 

・四万十市中心商店街活性化計画の策定 

（R 元） 
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地域 項目 事業の概要 事業主体 これまでの取り組みと成果

 幡多 ・「Shimanto+Terrace はれのば」オープン（R2） 

　→地域経済活性化拠点補助金の活用(R 元) 

・公園スペースでの主催、持ち込みイベントの

開催（R2～） 

・はれのばマルシェの開催（R4～） 

・第２期四万十市中心商店街活性化計画の改

定（R6）　　 

◆四万十にぎわい商店（株）売上高 

　　1,763万円（R2）→2,609万円（R6) 

◆直営「cafe　ｎ2」入込客数 

　　10,367人（R2）→19,956人（R6) 

◆商店街エリア内の新規出店者数 

　　11店舗(R元～R2累計) 

→26店舗(R元～R6累計） 

◆中心商店街エリア内の通行量 

　　平日：5,824人(R2)→4,341人(R6） 

　　休日：3,244人(R2)→3,023人(R6） 

◆雇用の創出 

　　12名（R2）→15名（R6）
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＜付属資料＞
地域アクションプランフォローアップ会議 　委員名簿

【安芸地域】
（敬称略）

氏　　　名 所　　属　　等 備　　考

　植田　壯一郎 室戸市長

  西内　直彦 安芸市長 座長

　長﨑　正仁 東洋町長

　竹﨑　和伸 奈半利町長

　坂本 正徳 田野町長

　黒岩　之浩 安田町長 副座長

　上村　誠 北川村長

　山﨑　出 馬路村長

  松本　巧 芸西村長

　小松　藤雄 高知県農業協同組合　常務理事

　木下　彰二 馬路村農業協同組合　代表理事専務

　畠山　敬介 高知東部森林組合　代表理事組合長

  吉岡　浩輔 高知県漁業協同組合　理事（芸東ブロック）

　富岡　一成 室戸市商工会　会長

　井上　一仁 安芸商工会議所　専務理事

　 森脇　道廣 東洋町商工会　会長

　村田　秀作 中芸地区商工会　会長

　吉田　佳織 芸西商工会　会長

　黒岩　道宏 一般社団法人室戸市観光協会　会長

　西邨　出 一般社団法人安芸市観光協会　会長

　嶋田　数昌 一般社団法人東洋町観光振興協会　代表理事

　小松　圭子 （安芸市在住）

　井上　有加 （安芸市在住）

　川島　尚子 （室戸市在住）

24名
※第２回フォローアップ会議開催時点（R8.1）

地
域
住
民
代
表

市
町
村
長

関
係
団
体
の
代
表
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【物部川地域】
 （敬称略）

氏　　　名 所　　属　　等 備　　考

平山　耕三 南国市長 座長

濱田　豪太 香南市長 副座長

依光　晃一郎 香美市長

小松　藤雄 高知県農業協同組合 常務理事

谷脇　憲二 高知県農業協同組合 常務理事

石川　彰宏 香美森林組合　代表理事組合長

小松　律男 物部森林組合　代表理事組合長

中田　和伸 高知県漁業協同組合手結支所　支所長

杉村　寛 南国市商工会　会長

畠中　義雄 香南市商工会　会長

三谷　勝義 香美市商工会　会長

白山　早苗 一般社団法人南国市観光協会　会長

丸岡　克典
一般社団法人香南市観光協会　会長
一般社団法人物部川DMO協議会　代表理事

岡村　錦一 一般社団法人香美市観光協会　会長

門脇　由紀子 （南国市在住）

窪田　理佳 （南国市在住）

古川　和佳 （香南市在住）

北　泰子 （香南市在住）

近藤　純次 （香美市在住）

陶山　智美 （香美市在住）

20名
※第２回フォローアップ会議開催時点（R8.1）

市
町
村
長

地
域
住
民
代
表

関
係
団
体
の
代
表

219



【高知市地域】
 （敬称略）

氏　　　名 所　　属　　等 備　　考

市
町
村
長

桑名　龍吾 高知市長 座長

宮脇　眞道 高知市農業協同組合　代表理事組合長

谷脇　憲二 高知県農業協同組合　常務理事

池田　康友 高知市森林組合　代表理事組合長

久保　修一郎 高知県漁業協同組合御畳瀬支所　地区委員長

谷脇　明 高知商工会議所　専務理事

西込　浩一 春野商工会　会長

前田　和彦 高知県食品工業団地事業協同組合　代表理事

岡林　良憲 一般社団法人高知県工業会　常務理事・事務局長

岡﨑　誠也 公益社団法人高知市観光協会　会長

泉　真弓 有限会社ほにや　代表取締役社長

町田　美紀 株式会社and.　取締役

12名
※第２回フォローアップ会議開催時点（R8.1）

地
域
住
民
代
表

関
係
団
体
の
代
表
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【嶺北地域】
（敬称略） 

氏　　　名 所　　属　　等 備　　考

澤田　和廣 本山町長 副座長

下村　賢彦 大豊町長

和田　守也 土佐町長

和田　知士 大川村長 座長

谷脇　憲二 高知県農業協同組合　常務理事

吉松　英喜 大豊町森林組合　代表理事組合長

森　圭 本山町商工会　会長

香川　豊彦 大豊町商工会　会長

和田　光雄 土佐地区商工会　会長

松田　洋平 一般社団法人　土佐れいほく観光協議会　事務局長

前田　美穂 大豊町　集落支援員

藤川　豊文 ばうむ合同会社　代表社員

川村　幸司 NPO法人　れいほく田舎暮らしネットワーク　会長

窪内　秀幸 林業・製材業従事者

平賀　洋司 一般社団法人　大川村ふるさとむら公社　業務執行理事

野尻　萌生 汗見川活性化推進委員会　事業推進員

16名
※第２回フォローアップ会議開催時点（R8.2）

市
町
村
長

関
係
団
体
の
代
表

地
域
住
民
代
表
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【仁淀川地域】
（敬称略） 

氏　　　名 所　　属　　等 備　　考

板原　啓文 土佐市長 座長

池田　牧子 いの町長

片岡　信博 仁淀川町長

片岡　 雄司 佐川町長

小田　保行 越知町長 副座長

松岡　一宏 日高村長

谷脇　憲二 高知県農業協同組合　常務理事

曽我　修 高知中央森林組合　代表理事組合長

山本　俊二 仁淀川森林組合　代表理事組合長

柿本　啓輔 高知県漁業協同組合宇佐統括支所　統括支所長

片岡　賢 土佐市商工会　会長

松木　健二 いの町商工会　会長

大原　哲夫
一般社団法人　仁淀ブルー観光協議会　代表理事
仁淀川町商工会　会長
仁淀川町観光協会　会長

大原　淑道 佐川町商工会　会長

高橋　佳久 越知町商工会　会長

田中　等 日高村商工会　会長

笹岡　正明 一般社団法人　高知県製紙工業会　事務局長

笹岡　希吉 一般社団法人　土佐市観光協会　会長

西川　健二 一般社団法人　いの町観光協会　会長

大山　 端 一般社団法人　さかわ観光協会　会長

田中　 覚 一般社団法人　日高村観光協会　会長

西森　智樹 越知町観光協会　会長

戸田　実知子 有限会社　戸田商行　取締役社長

中山　美佳 株式会社　霧山茶園　監査役

24名
※第２回フォローアップ会議開催時点（R8.1）

市
町
村
長

地
域
住
民

代
表

関
係
団
体
の
代
表
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【高幡地域】
 （敬称略）

氏　　　名 所　　属　　等 備　　考

楠瀬　耕作 須崎市長 座長

池田　洋光 中土佐町長

高橋　基文 梼原町長

池田　三男 津野町長 副座長

中尾　博憲 四万十町長

高橋　一吉 土佐くろしお農業協同組合　代表理事組合長

竹吉　功 高知県農業協同組合　常務理事

森山　真二 梼原町森林組合　代表理事組合長

細木　啓延 須崎地区森林組合 代表理事組合長

福本　謙次 高知県漁業協同組合深浦支所　委員長

大髙　明 高知県漁業協同組合上ノ加江支所 支所長

石見　圭一 須崎商工会議所　会頭

山岸　龍二 一般社団法人　須崎市観光協会　会長

田中　隆博
中土佐町商工会　会長
一般社団法人なかとさ観光協会　会長

長山　和幸
梼原町商工会　会長
一般社団法人ゆすはら雲の上観光協会  会長

谷脇　幸秀 津野町商工会　会長

武田　秀義 四万十町商工会　会長

市川　敏英 一般社団法人　四万十町観光協会　会長

冨岡　哲也 一般社団法人　奥四万十高知　事務局長

アウテンボーガルト
千賀子

紙漉き体験民宿かみこや　おかみ

中野　千里 株式会社とおわ　代表取締役
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【幡多地域】
 （敬称略）

氏　　　名 所　　属　　等 備　　考

中平　富宏 宿毛市長

橋本　敏男 土佐清水市長

山下　元一郎 四万十市長 座長

岡田　順一 大月町長

武内 則男 三原村長 副座長

大西　勝也 黒潮町長

竹吉　功 高知県農業協同組合　常務理事

篠田　幹彦 一般社団法人幡多地域森づくり推進センター　事務局長

浦尻　和伸 すくも湾漁業協同組合　代表理事組合長

岩田　幸成 高知県漁業協同組合(清水統括支所）理事

大木　正行 四万十川中央漁業協同組合　代表理事組合長

沖　辰巳 四万十川下流漁業協同組合　代表理事組合長

増田　博和 宿毛商工会議所　会頭

山下　英 土佐清水商工会議所　会頭

佐田　博 中村商工会議所　会頭

長山　誠久 大月町商工会　会長

東　宣雄 三原村商工会　会長

小笠原　武 黒潮町商工会　会長

上村　賢介 四万十市西土佐商工会　会長

小松　昭二　 一般社団法人幡多広域観光協議会　代表理事

山脇　一臣 一般社団法人四万十市観光協会　専務理事

布　一幸 一般社団法人宿毛市観光協会　会長

二宮　眞弓 一般社団法人土佐清水市観光協会　会長

久米　隆幸 一般社団法人大月町観光協会　会長

森田　俊彦 一般社団法人黒潮町観光ネットワーク　代表理事 

乾　梢 （四万十市在住）

細川　さおり （大月町在住）
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